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林業試験場60年のあゆみに寄せて

農林容林野庁林業試験場‘は， 明治38年 (1905）農商務省111林昂林業試験所の官制jが公布さ

れてから本年であたかも60年の歳月を経過することとなる。 これを記念し

場60＇与のあゆみをふりかえり，林業の試験研究が果してきた役説りと， その現状ならびに間

を切らかにすることを企関して， これを林業試験場のi台本，試験研究の経過と業績およ

び研究の現状と動向の 3総に分けて述べ， あわせて部設以来の

ずることとした。

そもそも，わが国は，国土面積約 3,697万haのおよそ 3分の 2が森林である。この森林資

源きと合理的に活用して闘を豊かにし， 国民の福祉増進に寄与するために翠諮された林業の試

験研究は， それぞれの時代の時期的意識のもとに成立していたことは涯史学のしめすところ

である。 しかし，森林の育成は，これを地蔵業と比べれば，きわめて長期間を要する宿命を

もっており， その盤史的現実は，いつの時ftも時間的，控！間的発展のなかにあってとくに強

い連鎖をもっている。 それゆえ，林業行政も試験研究も，つねに長期的見とおしのもとに短

期的？？？爾が考えられなければならない。

そこでその一端として， まず林業試験の夜明けを想、起しておきたい。

明治維新以前， 全霞の諸藩のなかで森林をもって財政の補効としていたのは尾知，土佐，

秋出， 青森ぐらいで， いわゆる天然生林を対象とするものであった。一方民有林にあって

は， 吉野，天竜， ~WI，妖肥，尾鷲等の林業が成立し，人工造林技術が発展していた。かく

て，明治4年 (1871）箆審i宣擦となり， 明治8年 (1875）内務省地理察内に木石諜が創設さ

れた。 これがBR治政府の林野行政のはじまりである。つづいて間四年（1877）山林諜，関12

年 (1879）山林局と改められた。 この間，山林行政は多くの釘二余曲折をへているが，朗、治12 

年に会鴎の官林は総て内務省でE主1![;

よる運材が主たる三F業で， 役人は樹木名も;f;JJ用法もほとんどその知識をもたなかったのであ

る。 そこで顕治11年（1878)12月内務省主管のもとに，東京府北豊島郡滝野川村西ケ原に樹

木試験場を開いて， 内外の樹木を養成して，その成長， Eえことの適石等樹木に関する試験を行

なうことになった。 これが林業試験場のそもそものはじまりで，今から87年前にあたる。

務治14年 (1881）内務省山林局は農商務省に移管とともに，樹木試験場もその主管？に移り，

つづいて翌日年（1882)11月東京山林学授が間ケ京に設置されるとともに箆せられ， その事

務は山林学校で夜り扱われることとなった。 19:3ド(1886) 7月に東京ill林学校が捷せられて

駒場に東京農林学授ができると， 山林学校の跡地9町9皮 5妙、24歩は山林局用地とし

かれ， 23生存（1890) 8月にはその試験事項は， 東京大林iま署に依託された。向年12月



- 2 ー

也事試験場が西ケ原に設置されることになったさ v', この山林局用地の大部は農務局に移管；

されたので樹木試験地の区域はわずかに 2町 2反 3畝 3歩に減少された。

明治32年（1899)2月，国有林野特別経営事業が開始されるや， 林業試験事業も大拡張の

機運に際会して翌年（1900)6月， 林野整理局は荏原郡目黒村の民有地14町 6反 1畝23歩を

購入し目黒試験苗圃と名付け， 従来西ケ原で行なっていた試験事業および樹木等を全部ここ

に移して続行することとなった。 これが現在の林業試験場の前身で， いまから 65年前にあ

たる。

林野整理局は同年10月廃せられて， 山林局に合併されたため，試験および苗圃の事業も山

林局林業課に属し， 38年 (1905)11月試験苗圃は林業課から分離して山林局林業試験所の官

制が公布され， 山林局の一課の如く独立したもので，以来この年を国立林業試験場の創立と

して記念している。 その後の発展経過については，木苫の林業試験場の沿革の項で詳しく述

べるとおりである。

ここでとくに付け加えておかねばならぬことは， 林業試験場の現在の組織は， l川和 22年

(1947）林政統ーにともなって， 帝室林野局および北海道庁の所管であった林業試験場と同

時に青森， 秋田，大阪，高知，熊本の 5営林局の試験調査部門が合併して発展したものであ

る。ちなみに， 北海道庁野幌林業試験場は明治 41年 (1908) 5月に北海道庁告示第 351号

により同年 6月1日に創設せられた。 同場は泊庁林務課の一分身として， 野l院l司有林3,455

町歩を試験林とし試験苗圃， 樹木見木林，林内移民区画地，野幌原始林，試験施行林などを

もって運営され， ひたすら北海道内の林業の振興に貢献した。また，帝室林野間林業試験場

は東京府南多摩郡横山村に大正 10年（1921)2月に創立された。同場は付属地として東京

府下および神奈川， 千葉岡県下の御料林 2,895町歩を有して御料林事業の改良進歩を助成す

るとともに， 名勝地たる高尾山付近の御料林を公衆の遊園地として風致的に経営し，また内

外樹種の見本林を育成して愛林思想ならびに国民の保健に演することとした。 なおl昭和15年

(1940）に北海道林業試験場を札幌に創設するとともに， 従来のものを東京林業試験場と改

称した。

かくて， 林業試験場はわれわれの先輩によって，たゆまない発展の努力がつづけられてき

たのであるが， とくに林業ならびにその試験研究の発展に大きな貢献をされた第一代林業試

験所長松野問先生の偉大な業績を， 林業先人伝にものせられた田中波慈女先生の記述から抄

録させていただくこととしたい。

松野先生は明治2年 (1869), 22歳のときに生地長門から東京に出て専心医学とドイツ語を学ばれた。

明治3年 (1870)10月北白川宮殿下がドイツに留学せられるにあたL 先生はすでにオランダ，ドイツ両

語を解しておられたので，有司の推挙によって殿下の家従として随行渡航せしめられた。殿下は独都ベル

リンにて翌4年 (1871)2月から勉学せられたのち，陸軍士官学校に入学され，松野先生はそれ以後一意
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寿子心学術の研さんをとつまれた。

最初に先生が志望せられたのは悶家経済学であったが，古文鼠岡本の情勢は維新の刻擦なおまだfさえずラ

一段産業もまたきわめて~rftf，；劣弱で，将来欧米の誇強と宿きとならべるには，何よりもさきに生産カを強化

ようなさ予防会習得しなければならないということに気づき，先生；土ドイツ林学がヨド歩I）林

業；こ緊切な関係があるのをみて断然この学i部こっくことを決意されたのである。かく

ついで明治5年（1872）エーベノレスワノレデの官立高等森林学校；こ入学した。校長ダンケルマン，教授R.

ハルチッと等は，はるか級交の小国からきた有為な青年；こ対しきわめて興味をもち，

を与えたということである。在学作：たまたま岩倉具視が遣外大使として大久保手l]iι 水戸学允ドl稲lj使を従

えてベルリンiこまわったさい，先生は森林が出家および綿入の経淡；こ非常に大きた関係のあることを説き

おこし，本邦林業の一日もなおざりにしてはならない理性iを弁じたところ，大使一行；土先生の）究設に傾i蕊

感服し，ひたすらその業安おえて帰朝することを期待された。かくて明治8.？］二（1875)

し，間もなく帰朝せられた。大久保手Jjj屋内務総は，先生の帰朝するや直ちに内務官i'/11［に登用し，内務~＇l辺

諸！察内iこ木石認を設け 1J1;f：ドの：[jl:l¥,)を掌理させたっこれが明治政府の林聖子行政機関さと特設した始まワで，つ

づいてこれを!11林諜と改められた。

として，上司に建議したことはうまず本邦森林のi也議をIYJらかiこするため，全J;i'i]

官有林の地籍，市干支および林況等を一応調査することにあるとしラ官林調査｛笈条例を制定して明治9fj二

(1876）から調査が滞在合された。また先生は111林［kl絡論さと以］Jljから救助に主唱しつづけて

u子び党したので，明治12(187合）年内務省；こ11J:j:,j;J;Jがえすれ没され，それ玄

がヌド後直線と決定された。明治14fj三（1881）浪商務省の新，1交ととも

、た＇tlFff.:j;本

ht:二つ

このとき， 11 i林学校設立の急務を説いて， Ill林J,,Hこや泌店号lさと設け自らその議長

となり 1J1林学校の設立の画策にあたった。かくてjlljケ）J誌の樹木試験場；こ明治15｛ド（1882) 8月1J1;f;j；学校を

開校し，先生i土決潟務書記官えまi母校々長および教授となりラ造林’学，利用f手， f与l議論，主主総論（地役権解

消論）等を講義された。ちなみに同校は明治19']:(1886）駒場の東京農林学校に合併され，ついで明治23

年（1890）術関大学淡学部林学科となったのである 0 ;f本学が大学の;llll怒となったのは fギリスでは1899年

アメヲカでは1900年といわれるから，わが｜設は米英iこ先んずること約10年で，先生はまさに林学教一育実泌

のi止界的光線者といわなければならない。明治32，年（1900）先生は幾科大学教授の職をやめた後は，林務

官として東京，長野手If]大林区~－ftーを歴任し，後さらに農商務絞姉および営林技nm となって山林J;;j ；こ勤務

し， 38年（1905);f卒業試験所第一代の所長就任以降明治41年（19DS〕5Jil4日滋去の flまで所長として右手

］｛淡されたのである。

；休業の試験研究の経過と 詳しく述べるとおりであるがー おける

の援史をふりかえってみると， 第2次lit界大i訟をさかいとして 2つの顕蒋な特徴がある。

戦前は林野の行政面からの喪諮に基づいて， 広葉樹とりわけブナ材の科用開発，明治42年

とする森林測候！？？の開設， 111林の燦害調査，海岸砂防槌殺，森林生態学を

調としての森林組生調査， 昭和初期の経済恐慌における特用樹木栽培等が組銭的；こ進められ

たが， これは主として行政部からの予算化もともなって進展せられたもので， t., 

－ 
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政へ反吠させる立場からの経常研究については， 現在に比べればきわめて少数の研究者と予

算の制約のもとに， 研究は個人の専門に属する点的の研究が多く ，面的なひろがりをもつに

至らなかった。

このことをまた別の側而からみれば， わが国の民有林の林業技術は限られた地域について

は相当古い歴史をもち欧米を凌ぐ優れた水準にあるものも少なくなかった。 しかし，わが国

は緯度においても， 標高においてもその幅が広く自然環境はきわめて複雑であり，また封建

制度から一足とびに後進性先進国の道を歩んだわが国の地域経済基盤もまたきわめて格差が

大きく， たとえば吉野地方に京阪市場を背景として発達した独自の吉野式技術休系は，各地

で模倣されたが直ちに成功に至らず， 長年にわたって修正せざるをえない状態であった。ま

た明治初期から導入されつづけたドイツ林学をわが国に特有な温暖帯にあてはめるには相当

の翻訳を必要とし， ついにわが国に適する技術体系に翻訳しきれないものもあった。

由来，森林は育成面にあっては立地要素が複雑で局部的変化に日むこと ，対象物たる林木

の形量が大きく， とくに生育期間の長期性に災されること， 同ll寺に例月IJ技術に革新的なもの

があっても， これらは経済的背景によって大きな制約をうけ，森林行政は経済基盤と技術導

入につねに調和点を見出しながら前進しなければならないことであった。 かくて明治，大

正，昭和初期と積みあげた森林経営や育成の研究は， 第2次世界大戦にあって全く閉さの状

態に陥ったのである。

一方，林産物の利用加工聞においては， わが国固有樹極の物型，化学的特性をj順次明らか

にし， わが国森林資源の活用，とくにブナを主軸とする広葉樹の利用と木』jと製造投手！？，間伐

材等小経木の利用等に主力が注がれたが，戦時中木製飛行機の自lj製を契機として木材加工技

術の革新が促された。

しかし，第2次世界大戦の終わる過去10か年以上にわたるわが国研究の空白時代に， 欧米

にあっては第1次科学である物理，化学，統計学はもちろん， 第2次科学としての実験生態

学，生化学，生物物理学，生物統計学， 遺伝学等の進歩は誠に目覚しくあ然たるものであっ

た。

戦後前述のように林政統ーによって国立の試験研究機構が一元化せられ， 当事者の慎重な

論議の結果， 森林育成面では本支場命ljが採用され，林産物の加工利用面では，本場に研究者

の集結が行なわれ， その後整備を重ねて現在の機構となっているが，林政統一時の事情にも

左右されて理想的な発展をつづけているとはいえない。 しかし，戦前と比べれば研究の組織

活動が進展し， 上記近代科学の導入によって，戦前の多くの研究の壁が政られて目覚しい展

開を促進してきた。すなわち森林の育成面で顕著な例は，林木の品種改良研究を基盤として

の林木育種事業への発展， 土嬢型を基盤として適地適木の解明，保育形式理論を基盤とする

森林育成法の解明， 生態学を背景とする農薬利用による病虫獣害防除技術の導入，航測によ
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る森林i去、源課査法の跨拓等があり， 林産物の利用加工閣ではマツ寓，広葉欝，カラマツのパ

ノレフ。イ七や， 木材接蒼技術の導入によるいわゆる新建材－の開発等は，樹援についても丸太密殺

菌からの科用構造においても多くの変本をもたらし， 森林の育成田にも大きな影響をおよぼ

したのである。

このような広範な研究分野をもっ林業試験場の模様のもとに， 研究はこんごとも分化縮分

せられる方向にあるが， 他面では必然的に総合化が重視せられ，研究の企画調整部門として

の識変室がはやくも昭和 24年（1949）に設置され， 以来合理的運営の発援をみたことは特

記しなければならない。

最後に近時ますます重要性を累加しつつある国際関に来すべき の使命にふれたい。

わが国はつとに民治 36年（1903) 4月開設の決裁を経て各間林業試験の連絡振興を沼的と

した万医i林業試験場連合会に山林局名義（現在は林業試験場〉で加入してきた。 1900年の第

3閉会議に白沢保美が苅JI吉以来， 多くの先輩が参加し，戦後盟際林業試験研究機構と改組さ

れてからは 1953年ローマの第 11閉会議に吉田正男， 1955年の第 12出会設には大政正佳，

1961年ウィー γの第 13限会議には坂口勝美が日本代表として参加した。 その他各種の

おいて国際交流につとめ， わが国｛玄関擦問に高く評艇されている。

またわが国が平和国家として国民の福祉を増進し， i設界に寄与するためには，東南アジア

における開発途上の諮問の経済成長を推進するための林業技術協力を強力に推進しなければ

ならない。 わが国が明治以来，海外先進国の学術・技術を導入し，まず農林業と軽工業とを

着々と発展させ， この基盤にたってはじめて今日の近代国家に発悲しえたことを穣えば，東

南アジア諸国もまたこの経験が生かされなければならぬのは当然であジ， わが閤の林業との

関連において十分な関心がはらわれなければならない。

このたび 60潟年記念を迎えるにあたり， 林業試験研究の果すべき責任の重大なることに

憶いを新にし， さらにいっそう試験研究を進展して富良の福祉に寄与することを祈念すると

ともに， それを効果的に実現せしめるための問題点を本書によって見詰され，いっそうのご

教示とご支援を賜わらんことを切に希額いたしまして， 発刊のことばとする次第である。

沼和40'9三11月1日

農林省林野庁林業試験場長

坂口勝美
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林業試験場の沿革一





I林業試験場の沿革

1.総説

1. 明治初年の森林行政

森林行政は， m治2年 (1869生存〉民部省の！れれこ定められ， 同4年その廃止ととも

省に移り，さらに明治6年内務省に移管された。 tJ)ー］治I21p-内務省にはじめて山林局が設；設さ

れ， 同14年fit速の進援にともない設業行政を掌理するため農商務者の関庁により！lJi休局も部

省；こ移った。

日耳fii2年j復籍奉還の山林が？吉林となり， ここに国有林が誕生した。土地の官民有i玄分につ

づいて明治23年以降の嬰存置， 不要存置［玄分の官林および官有1111木原野の農商務省統ーなど

で悶有林はーj志組織がととのったので， その内容の整備と経営の改慈に努力することになっ

た。ときあたかも臼清戦争による 3器 5千万円の賠故金収入と， それによる金本位制採用が

背景となって邸治政府の経済政策は寓霞強兵， 殖産興業の 2つの綱領をかかげて展！？号され

た。しかし， 戦後の軍縮拡張による政府の前政不足のおりであったので特別会計により

ずみの不安存置林野を売り払い， その収入 2,300万円を財源としてE国有林野経営の稜撞化を

はかることになった。

土地官民有区分は， 国有地と民有地との区分調査だけでなく，その目的は地租改正の議本

調査でもあった。すなわち，民有地に対し金志向定額地租の制を採沼し，政府財政の資金とし

た。このように地租改正が出発となり， 官民有限分が並列的に展開された。明治の林護士は国

有林を中心としたものであった。 このことは間有林がまとまりやすい点にあった。一方明治

4年の廃務から明治30年森林法の制定をみるまでの25年間は， 日本資本主義の発展の初期で

あり，木材の需主さもいまだ少なく，かっ， 11 i林行政の不安定，造林技術の低位'i'＇むなどもから

んでわが悶の林業はWWW的であった。

2. 林業試験の芽iまえ

このような事培を反絞して， 林業にB~1する

明治11年内務省主管のもと

-に， 成長の定合，風土

たいといわれている。 つい

とともに ったが，

ついて もうすく，やや組続的な

された東京府下回ケ原樹木試験場ーであっ

し，稲次森林改良の目的にj乏し

され，さらに翌年東京山

開設（駒

と！LJ;j,｝，；、学投合併〉とともに IL!t；｝：学校跡地9町9反 5畝24歩出 のHl±lhとして111
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林局直轄の試験場がおかれ， 同23年にいたり試験事項は東京大林区暑に委託された。

3. 国有林野特別経営事業と林業試験

くだつて明治32年同有林u耳

業が振興するにいたつた。大而般の造林事業が開始されるとともに林業上諸種の試験研究が

必要となってきたため， 当時林野整理局は東京府下目黒村（現所在地）の民地を買いあげ目

黒試験苗圃を設け， 西ケ原樹木試験場の事業をここに移し，林業試験を国有林野特別経営事

業の所属とした。 それ以来，特別経営事業の一環として数次の官制組織の改正とともに事業

規模も漸次拡大されていった。

大正12年以前の事務室（庁舎）

明治37年には林業試験報告第 1号が創刊された。

4. 林業試験場の誕生

明治38年11月1日本省逮秘第2号

をもって農林省分課規程が改正され，

山林局内に林業試験所が設置され，

林業試験所の主掌事項が定められ

た。すなわち，

①林業試験に関すること

①森林参考品に関すること

①樹木図に関すること

の3項で験測，保護，工芸および庶

すなわち，明治32年から大正10年

における経費総額 1,411,183円をも

って物理，化学，工芸，森林施業，

収穫，造林，保護，気象，混農林業

などにわたって調査研究を進めるこ

とになった。

明治34年 1月目黒苗岡内に事務室

標本室 158坪，実験室15坪，部習室

35坪，その他;Mt家35坪ならびに官作

4おl(92坪が， 翌35年には標木室 If,点

120坪，官舎 2J:Ai36坪が建設された。

標本館第1号（大正10年当時）



務の 4掛で分掌することになっ

た。

fr~野隅初代所長となる。

これ今日林業試験場の前身であ

って，また今日60周年記念の起算

はここに始まった。

明治的王子2月化学実験室33坪，

延 186

~次拡大されていった。このころ

はドイツ林業の影響をうけて収箆

茨の作成，間伐試験地の設定，

3 -

関する どが行なわれた。明治学問は， ドイ

ツ林業技術の導入時代で， その研究も揺らん時代の域を脱しなかった。

日露戦争以後林業はしだいに進展し， ことに造林事業ぼっ輿の機運iこ際会し，その指導努励

のためには， 地方庁における担当吏員の技術向上の必喪が痛感されたので，これに必須科目

るため，防治38正予 4 月林J｛~諮ill内規が制定され， 同年8月各府県からの諒習生におf

し，林業試験所において， 簡易測良法， illtl樹，林師会：法，一段造林および保護法，森林の効

用，森林行政大意，現行法規， ttim：工哀の大；窓， ；設用掛木造林法， 森林施業法，

法， ~[zl法，実習などにわけて第 1 回諒習が行なわれ， お］王手9月終諮修了者ーは40余名を数え

た。第2回は明治41年 7月間摺され8月終詩修了者50余名に遺した。一応初期の目的を迭し

たので講習所を部さした。

明治43年10月議商務省官制改正にあたり， 事業の範屈を拡張し，林業試験所の名称を林業

と改めた。

高森；試験地（明、治43年設立のころ）

同月東京大林区器所管のもとに混幾多~

や隠野に関する研究を行なう泊fl':Jで，茨

lyZY長多賀郡tmi形村上台に高萩試験i也が設

された。すなわち長山村氏を対支えとし

民業経営；こ付許している

とくに滋践的な利用をしている林

野の改良や，管理に関する研究の促進が

当時切望されて， 当試験地が設置され

た。 44生存2月間試験地は，

り，
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と改められ，当時本邦牧野

研究の先駆者といわれる大

迫元雄らの手によって，わ

が国の原野経営に関する基

礎的な研究が展開され，今

日の畜産行政に寄与してい

る面が少なくない。

また，明治43年山林局は

宮城県玉造郡鍛冶谷沢に鍛

冶谷沢製材所を特設し，さ

3電源台；1
宮城県下鍛治谷沢製材所の全景（明治43年設立のこぎ）

きに森林工芸に関する事項

研究のため独填両国に留学

帰朝せる佐藤鍍五郎を所長に任命した。 44年 4月同製材所を廃し，山林局林業試験場の支場

を置き， 鍛冶谷沢木工所と改め， 木材工芸の調査研究を行ない， わが国において蓄積の多

い， プナ，ナラ，その他広葉樹の利用促進をはかつて製材ないし木工加工の模範にしようと

つとめ， 一面にはその製品の販売をも行ない1止に紹介した。その後大林区署管内にも漸次増

設して明治の終わりにはその最盛期を示したが， 帝国議会，その他において民業圧迫の声が

世論を動かすようになり， また鍛冶谷沢は再度の水害により軌道の流失などで素材の搬入が

思うようにいかず， 大正3年 3月行政整理の際これを廃止するに至った。その問僅々 3年間

であったが， 広葉樹材利用の先駆とも称すべきもので，この木工場の践した功績は極めて大

きいものがある。

明治43年夏季の水害は， 東京ほか 1府15県の広汎にわたり，その被害の程度も未曽有とい

われ， とりわけ関東，東北の羅災状況は惨憎たるものがあり，朝野の関心をあつめ世論も昂

揚した。被害は林野の崩壊，土砂の流失等によるものが多く，農商務省でも国有林をはじめ

民有林野の崩壊状況などの調査を行なった。同年11月夏季の大水害にかんがみ， 臨時治水調

査会官制が勅令第 422号で公布され，同調査会の決議にもとづいて， 1i，水事業予算は第27回

帝国議会に提出され， 予算成立し，明治44年度から18年継続事業として内務，農商務両省所

管のもとに予算総額193,087,471円をもって治山，治水の事業が開始された。予算中農林省

所管は，16,343,000円であった。

山岳地方における気象の観測は， 治水ならびに森林経営上もっとも関係を有するので，つと

に，その必要を認めていたところであるが， 財政上の都合によって，容易に実現のはこびに

いたらなかったが， 治水事業の創設に際し，木事業の根本対策を樹立する目的をもって全国

主要河川の上流に森林測候所の設置が本事業の一部に加えられ， かくて森林測候所および雨



る=IJ;f.務；土木場で取り扱うことに

7削二完成予定であった森林部候

どのため 1

くれ，大豆S年に一応39か所（当初の？？？磁予定

ふ、み
iふ っ i；。

数は60か所〕 された水；諒±lむ

ることができた。

り方について，

きびしくなってきた。 かかる

このころ

5 -

沼抗議村議1Jfi'.IJヲ？

工
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咋

A什ら
h

え

る

迎

ム
？
に

対

郎

そ
し，

を究［）することが， もっとも

とりかかっfこ。

大正3 よりよくするため，

あるとして，こ

よる古木の供給が望まれ，当時！百年

入苗木による林業家の多いわが協の現状では， 一商店家義苗a:奨励するとともに援活の取締

りを行ない， 優良様留の普及奨励をはかることが必主きであり，これに併行して最初にとられ

た措置が「林業試験場掻子鑑定規兵！IJ （大正3年 3月27自殺商務省令第 8-1予〉であった。す

なわち，休業用種子の鑑定を希望する ら とって， その純設や，発芽芸名の

を行ない， 優良種子の普及奨励に資することになった。この規則はのちにIf｛，和 2年11月

10日勅令第 324号「林業試験場ー分析鏡定及び試験手数料令j および向日付農林省令第 24

「林業試験場分析畿定及び試験混；l!J」の公布によって改廃され，さらに拡充された。

らif/]11年にかけては， 主として施設の盤髄が行なわれた。すなわち，温室 25

78坪，昆虫飼主主主 10；坪， 講堂77:f5lc, 植物保育室 30坪， 定

6坪ーなどが建設され

大正5

:BIZ, 

三；場最初jのifil家（大正5年当時）

た。

林業試験は従来大林毘嬰に

おいても，これを実施してき

たが，大正7年 4月から林業

試験業務拡践の結染各大林宮

署に専授の林業試験係を

して，これにあたらしめてい

る。小笠謀島の広！右林はブミ正

10年長商務省に移管され，間

[I寺に小笠原父島に小笠諒小林

思暑が設寵された。なお，
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帯植物の調査および試験を行なうため小笠原試験

地を併設した。林業試験場小笠原出張所の前身で

ある。

5. 林業試験場の独立

国有林において積極的な資源j；首殖事業の哨矢と

なった特別経営事業は大正 10年をもって終了し

た。これら直接の目的は国有林の充実にあった

が，民間林業へ造林熱を与えたことは大きU、。

この間物理化学，木材工芸，森林施業，造林，

保護，気象および混農林業等の各試験事項につき

調査研究を進め，随時その成績を公表して，斯業

～を指導し， ことに明治 44年度における鍛冶谷沢

木工所設立の後をうけて，林業試験を続行してわ

が国における広葉樹材の利用促進をはかり，ある

講堂（大正9年設立のころ） いは木材乾溜，製炭，種苗改良等に直接間接に当

業者を誘えきして，わが国林業の発展に貢献したところはまことに大で， 林業の進歩発達に

ともない， 民有林野に関する研究ならびに質疑応答などもとみに増加し，将来林業試験の事

項をも って依然国有林野経営業務のーっとして取り扱うことの不合理であることの明白なる

事実を示すに至り ，一般林業試験機関として独立する裏切なるものがあった。かくて大正 11

年 3月31日勅令第 150号により林業試験場官制が公布され， 山林局の分課を離れ， 木省直

轄の付属機関として移管され， 将来の発展上一段と地歩を固めるに至った。

これよりさき，大正 10年 4月 12日仙台市六番丁宮城大林区署苗圏内に仙台支場が， また

熊本市京町に熊本支場が設置されたが， 官制公布により林業試験場の支場となった。また，

高萩，小笠原に出張所が設置され， ここに林業試験場の整備拡充と機構の確立をみるに至っ

た。 同年4月には本省訓令第3号をもって林業試験場処務規程が制定され，造林，生病理，

利用，化学，施業，気象の 6部および庶務課による業務分掌が定められた。

なお当時の試験場の施設職員数その他を概記すればつぎ、のとおりである。

本場 ．構内土地面積は 15町1反4畝7歩で，用途別面積は樹木見本国 2町1806，試験苗圃

3町8901，試験林6町9918，事務室，実験室，官舎敷その他2町0712，樹木見本国は，内外国

産樹種を植栽し， 林業および林学上の参考ならびに一般の見学に資するもので，外国樹種90

余種， 内外~樹種 360 余種，竹類 27f重を数えた。試験苗圃は各種林木種子を播種し， 発芽

および播種に関する試験をなし， 発育せる樹苗につき土性に対する好悪，施肥の方法，床替
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首盟事業各種の手入れ，保護ならびに挿木，接木試験等が行なわれた。試験林は内外遊

主要林の成長試験，植栽距離試験，下木植栽試験，天然下霞試験，枝打・間伐試験，材：木種

子の産地ならびに遺伝性iこ関する試験および竹林養成試験等の供試；休としたといわれる。ま

た，本場における主な建物数は 41様 1,315坪〈官舎8擦 164坪を含む〕であった。

仙台交場：敷地謡絞は 9町4反05歩， 建物，事務所，官舎，その他で 8棟 126坪である。

議本支場：議本大林E主審搭内にあり大林i玄暑に併設された。

高萩出張所：総部積は， 132町6反 5畝4歩，うち混農林業試筏地 123町2713付思火入試

験地9町 3721，建物の±なもの三事務所，金庫，厩舎， t在日E舎， その他で13棟 353坪である。

小笠原出張所：矢島大村に所在し， 小笠原小林区署に併i註さJした。

なお職員数は技師本場13C内兼務 1），仙台支場3，熊本文場3，小笠鼠出張所1' 音；‘ 20

名。馬投手本場25，仙台交場5，熊本文場7，高萩出場所l，計 38名。 このほか助手，

林業見習生，続託員あわせ，計34名で会体で 92名となっている。

昭和4年度林業試験においても一転期を翻して， 森林生態謂査ならび造jホ方法の改慈，？ド

炭瓦j笥長i勤Z詳の林業上；こおける；t、用等‘における新しいJ吉i

木場の伺年度における予3干：総、穏；土一持lこ12万余河を培z加して， 38万円となり， その定員は

技部 18名，投手42名，属3名，嘱託および｝富良60余名， 官制上場交は勅住官に弁務ずる

ことに改められた。 しかるに，昭和4年度の新規事業である森林生態調査，ならびに造，休方

と木氏和ijffl;I:曽進研究費は政府の緊縮政策により組み替えとなり大部分間減をう

け，計i弱された森林生態調主主所の新設も中止のやむなきに至った。

6. 農山村の不況と林業試験場

昭和8年ごろ当時の長山村は掻度の経済的不況時代であった。 これらの更生に役立てる目

的で，比較的資金の回収の卒い特用揮をとりあげ， 東京営林局と林業試験場との共同試験で

秩父営林署越生担当区内の各所；こ試験植栽が開始された。 昭和 13年には特用樹試験植栽用

活木の育成， その飽植栽iむの管理のため埼玉県比余郡今宿村赤沼；こ林業試験場赤沼諮問事務

所が設置された。

昭和 10年広葉樹利用開発および増進に関する試験経裂の増加があって， おいては，

広葉掛乾燥材および合板製作に［認する応用的試験ならびに防虫訪茜法に関する基礎的研究が

行なわれることになり， これに従事する戦員として投手3名が認められた。

また，翠｛手2月山形県長上郡及位村釜淵に林業試験場霊長涜i試験地が設置された。釜出i試験

地は，東北地方に豊富なブナ， ナラ材，その｛也カノミ，カエデ，シオジ， トネリコ等につき

材，加工，などの利用方面の試験と業界への技術普及さらに広葉樹の諸積の多い東北地方の

という，大きな使命をもって発足した。その後まもなく研究室，木材‘乾燥室，研究員の
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宿舎ができた。やがて多く

の試験研究と指導普及の業

績は，つねに業界へ直結し

た。

昭和 12年度には間伐利

用試験研究に従事する職員

として技師2名，技手 3名，

また，牧野改良事業の試験

研究に従事する職員として

J技手 1名が認められた。

昭和 12年 12月岩手県岩手郡巻掘村好摩に好摩試験地が設；nされた。

好摩試験地では， 当時東北地方の農作物は，しばしばJ令書にあい長山村は疲弊していたこ

ろで，林業試験場では，その災害の軽減や，経済振興のため，林野資源、の利用等について科

学的に究明しようとし， 岩手県の協力のもとに試験が進められた。 ここではパルプ製造試

験， 特用樹極の造林および混農林業牧野に関する試験が行なわれ，このほか森林治水試験を

も笑施することになった。

牧野に関する試験地としては， 福島県田村郡都路村所在の都路試験地を加えねばならな

い。 すなわち， IT/!i和の初期の長山村においては，馬の生産は現金収入の面で，比較的大きな

役割を果たし， 一方馬は当時の国際情勢を反映して，その基盤は割合に安定していた。 した

がって，とく に山村地帯における馬飼養と林業を円滑に結びつけ， 土地の集約な利用と，国

土保全を意図した林野放牧法を開始すベく ， 馬政局や， 山林局の協力のもとに放牧試験地を

主として東北地方に求めた。都路試験地はその一つで長期にわたって試験研究が継続され，

広葉樹林に対する馬放牧の諸問題が究明された。

昭和 8年ごろ森林の取り扱いと流失量に関する論争や問題が各地におこり ， 岡山県地方で

は，アカマツ林は水源泊費に対して効果がなく ， むしろ有害であるから，アカマツ保安林は

保安林を解除して伐採した方がよいとの声がやかま しく おこった。すなわち，岡山県下では

水田用水溜池備林としてのアカマツ林は， 溜池の貯水をさまたげるという説が県下一般にい

いふらされていた。 たまたま昭和 8年の寡雨にあい，保安林解除運動が峨烈となり ，と きの

山林局長村上竜太郎は林業試験場技師平田徳太郎博士に調査を委嘱した。 これらの経緯をへ

て， 昭和13年 1月岡山県上道郡高島村竜ノ口山国有林内に試験地が設置されるこ とになり，

観測設備の建設は大阪営林局がこれにあたり， 試験実行は同局と林業試験場の共同試験とす



ることになった。

昭和 11年 5月30日

水事業の更始ととも

173号により森林溺候所 14か所が路止され，

を改め， 何年6Pl 1日付設林省告示第 176号により

地として発足した。

栽培方法の

簡易化とその効果を的確に

するため

ノ

つとめ， そ

ナメコ，エ

功した。これにともない1!73

手11121予定において

よび説布に関する

に従事する議員技師 1名，

鼠 1名の増加が認められ，

昭和 12年 12月初日長林

省令第 50号をもって llB平日12fF5月， ts松trf投下ご来上；｝i 

が公布された。以来指令115

行なわれ，その総数日，000スボン したが，昭和 16:tf:.度からは諮

9 

2期治

illiirr'lsが

し， がつづけら

れた。

されたコここでは，

ついて，

7. 戦時体制から終戦まで

昭和 13

済から

の採取法；ま，

4月には

と変わっていった。

ともない松脂の

らびに

よって軍需上霊安視されるにいたり，

めることになり，昭和 14±予6月14El 

仁

ミさ I,工，

もあわせ：－J：ない，

をおらかにするため， よ

なわれ一般木材利用手；にjえしたっ

これが統制の となって自給自

されるに至った。 白°jl；.：松Hlfrによる

されつつあったところ，日

も主主松Hriの採取を奨励して充足｛こ

布されるに至った。 かくて生主主された笠松絡は，

が公

らびに民間の精製工場で処理
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された。 当場ではこの事業を継続するほか，松根油の製造法の改良試験も行なった。また，

木材成分利用の面ではカナダパルサムの製造に成功し， 光学兵器に貢献した。これらの試験

研究ないし事業がとりあげられたことは時局の要請でもあった。

薪炭需給調整をはかる必要から昭和 15年薪炭材需給調整規則が公布され，木材薪炭の生

産配給上国家統制を余儀なくするにいたった。 国有林においても率先して官行製炭の総量を

あげ， 木炭増産のための大窯構築，その他製炭技術等について大いに研究が進められた。ま

た木炭の特殊利用は家庭燃料として屑炭を利用した各種成型木炭の中間工業的装置の性能試

験を行ない需要者に使用上の指示を与えた。

昭和 16年度には間伐利用試験に従事する職員技手2名， また未利用林産資源の開発に関

する事務に従事する職員投手2名の増員が部められた。

広葉樹の利用開発および増進に関する試験経費の増加をみた昭和10年度ころより試験業務

も漸次拡まり， これらの業務に従事する職員も増加され，並列して試験設備が整備され，昭

和 16年度末においては本場の営造物は 85椋延2,550余坪に述し， また職員数は技師 21名，

属4名， 技手 43名，雇員，助手， 嘱託，傭人をあわせ約 115名，計 183名に達したが， 昭

和16年大平洋戦争に突入し，多くの男子職員は戦場等に送られ，かわって女子職員が職場に

目だってきた。 したがって試験の進め方も基礎的なことよりはi即時色が濃くなったことはい

うまでもない。 当時の事情としては止むをえないことであった。

この年の 11月宮崎県宮崎郡田野村に田野苗州が設けられ， 主として育苗に関する試験が

行なわれたが， 昭和 19年に田野試験地と改め，そのまま試験を継承した。

このころより戦争はいよいよ苛烈となり， 試験業務も一時空白状態に立ち至った。そして

昭和 20年 5月24日の空襲により木場の研究施設のほとんどと， 図書，文献，資料など 1万

余冊を烏有に帰してしまった。

8. 林政統一後の林業試験

昭和 20年 8月 15日終戦の日を迎えた。戦争につかれ果てた民衆は，戦争終結により戦争

の苦しみから解放されたが， しかし，その瞬間別の苦しみがはじまった。食べるものを求め

て， その日を過ごすのに苦しんだ。着るものもなく ，住むに家なく 困窮の極に達した。木場

は昭和 20年 5月24日の空襲によって， その施設のほとんどと貴重な図書文献の大半を焼失

したことは前にも述べた。職員は飢えと戦いながら焼け残ったわずかの建物に集まって，焼

跡の整理や焼け残りの文献などを手がかりとして， 早く立ちあがろう とした。場長はじめ主

脳部は施設の早急復興と， I隊員の不安をのぞくため懸命の努力を払った。

施設のほとんどが焼失したため， 試験場の移転問題がおこり， 特に木材および林産化学部

門の研究には鉄筋コンクリ ート建築構造を絶対必要とするのみならず， ほとんどの実験施設
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を焼失しているので援！日を…況も尽く実現するため， たまたま賠償物件解除のみとおしがあ

った神奈川県大紛市の！日海軍第一撚料賭への移転が計関された。 しかし，その後罰施設は総

予司令部の用途に供せられることになり， これにかわるべき施設として都内品川ぽ五反出所在

よび白黒夜中白黒所在！日海軍技術研究所などがあげられたが， 結局元のi立

てられた。設興資材のうち，木材は国有林の協力をえて約 1,000石の杉丸

太が銭入された。一方昭和21年度施設予算として立地研究室新営安等 100万円が認められ，

21年若ヱ， 翌 22年 2月に木造王子家建2棟 197坪の研究室ができあがった。 また青森， 秋

田，前橋各営林間の協力をえて共同試識のもとに作業研究室 68J5y., 防腐研究室 107:l;,1-，木

炭研究 100坪がそれぞれ局経費をもっ された。 さきに搬入された杉丸太；主戦災さとまぬ

がれた構内の製材所において， 現場担当員の手によってつぎつぎと製材され建築に供されて

いったが， 当時食総事情のもっとも劣悪であったにもかかわらずよくその重労働にたえて，

これを完遂した。

きと改変し， 総務，造林，保護，防昭和 22年 1月31日農林省司I¥令第 2号により

災， 林E変化学，木材および説査室の 6J'.lfS 1 られ，総務部に庶務，会計， j百箆の 3

が置かれた。 4月1日勅令第 106号ーならびに農林省告示第 30号によヲ多年の懸案であった

林政統一が具現し， 子i¥室林野局所管であった東京都潟多摩郡横il!H所在の東京林業試験場は

当場の浅JIr支場となり， また同じく北海道札幌市豊平町所在の北海道林業試験場は，札幌支

場となった。 （翌5月1日勅令第 195号ならびに農林省告示第 61号により前記長林省告示

第 30号の一部改正が行われ， 北海道札幌市江尉町野幌所在の北海道庁林業試験場は札幌支

場に合併された〉。

これと問時に青森，秋田， プミi授の 3営林局の試激調査部門を支場として編成蓄えのうえ，

それぞれの局内に係官乏し， 好摩試験i告は青森支場好摩分場に，釜潟i試験地は秋田支場釜淵分

場に，またi部品試験地は大！波支場高島分場に改められた。

12月1日選林省告示第 167号ーにより， さらに高知， 熊本の 2営林局の試験鵠査部門

を支場として編成替えのうえ， それぞれの局内に併置し，出店F試験地を熊本文場田野分壌に

改め小出，矢岳の 2試験地；主張本支場の直轄とし， また大正試験地は高知支場の誼轄とし

た。

もおおむねJl『i調にすすみ， 昭和23年 3月には 付属家付廷

375坪をはじめ， 研究室 12線延750坪，その飽変電所，ガラス室が建設された。

研究施設の復興とともにもっとも頭をいためた問題は住宅間窮のおりから殻員の住宅確保

であったが，ともあれ新設， 転用，その他南多摩郡部域村所在の113軍用施設の借上げなどに

よって，約 5年間におおむね 50世帯の収容をはかることができた。

紹和24年 5月31日法律第 153号農林省設置法の俗j定により，林業試験場は林野庁の千寸属
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機関となった。 また機構の強備により造林部および木材部の 1部を分離し， 経営部を新たに

設け， 7部 1室とした。同年 11月に経営研究室木造平家建 79坪と総務部関係倉庫 79坪が

それぞれ建設された。昭和 23年 7月31日鷹巣 （秋岡〉， 智頭 （鳥取〉，箱根（神奈川）の 3

試験地が廃止された。

復興の進むにつれ試験研究業務もよ うや く軌道にのり ， 昭和 23年 4月には研究報告第 40

号が戦後始めての報告として刊行され， その後相ついで研究成果が公表された。

このころ凶有林においては林業経営の合理化対策が治水，治山対策， 造林対策と並列して

林政上重要施策としてとりあげられ， 昭和 26年度予算に計上されるにいたった。これより

さき，林業経営の集約化はさらに精度の高い収穫表が要求されるようになり ， 林野庁は既往

の収樫表の検討方法および新収穫表調製方法の研究を依頼してきたので， その要請にこたえ

て経営部測定研究室でこれが研究に若手した。

戦時中およひ守戦後の森林の乱伐により森林の荒廃はいちじるしく ， まことに憂慮すべき状

態にあったとき， マックイムシが各地に発生した。 H行和 24年には全国の松林がこの害虫の

脅威にさらされ， 本邦においていまだかつてない大被害となった。総司令部天然資源局は，

ロパート ・ L• フ 7 ーニス氏が西日本各地の被害状況を 3 か月にわたって視察調査してえた

結論を， 「日本における森林容虫駆除に関する勧告」として林野庁に手交した。 マックイム

シは川和13年ごろ兵庫県および長崎県下に集団発生して以来これが調査研究が進められ， 駆

除につとめたが組以的にマックイムシの調査引先を行なうようになったのはむしろ戦後であ

る。その過程においていわゆるマックイムシと称されている各極演について， 11同生態学的な

調査がまず行なわれ， ついでこれらの官虫と群集体として扱う方向に研究が進められつつあ

る。また一方， 薬剤使ナ有による防除訟も試験中であるが，これらの結果から樹木生理学的分

野からの検討が必要とされるにいたった。 しかし， いまだ適確な防除法が確立されていな

v、。

11/!r和 25年 1月製材試験室 95坪，木材強度研究室 50坪が， 同年3月にドラフト室 7坪，

変電所7坪が， また 12月にガラス室 2械 36坪が建設された。

林mに関する試験研究を実施するには特に施設を必要とするので， l川和25年4丹波川，札

幌両支場および釜淵分場の林産部門の研究施設と研究陣容を本場に集中し， 研究の充実と能

率的な進展に努力がはらわれ， かつ，基礎部門より中間工業試験まで一元的におこなう計画

が進められた。 同時に浅川支場はこれを本場の分室とし浅川分室と改め，高萩，赤沼， 十日

町，白河，小塚および都路の各試験地を本場の直結とした。 また前橋，長野，東京，名古屋

の各営林局でおこなうわ；：業試験については， それぞれ駐在員を配置して試験業務を担当させ

ることとしfこ。

昭和 26年 6月1日農林省令第 37号農林省組織令改正により土壌調査部が設けられ8部 l
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となった。系統的な森林土壌の研究がはじめられたのはlfl＇.和 10年ごろにさかのぼる。

調査部がim立し， 2科5研究室が設置されるにおよび， この分野の研究は大きく発展し，

木の栄三をや苗畑施肥の簡でも解明が行なわれた。 短期育成林業の進展にともない，現在林地

の士郎会を滋的とした林地妃渚の研究， 林地ごと壌生産力に関する研究が活発に行なわれ

た。土壌調査部が設設されたさ

計の 3 めた。 向王手7月20日

, Jl:lB芝の 3

より を札11見交場と改称し，

野幌に野11見分E告が置かれた。 また とともにここ

に移ij~ し， と改められた。これよりさき ついてはその試

よび研究の対象を日 かっ，そ わが！万；

業保であるこの地に定めたのである。 たまたま のどー望；ここたえて

であった。 ともな を

もっ

と ff,＂；ののし /:l；もあって， 国としてはほぼ向…の沼的を

したい

ものであったので寄付採納

ずることになった。 な

であるが，

宮地有li'li¥'の境内で， 県当局のあっ旋によったもので，

あったっその後i昭和 37年 7月敷地の 1

カミ と，とりまとめは従前どおり

したわけ

あった。致地は

さとあわせ 31,036

より県の（t4＇りあげに移った。 し

ることになった。

昭和 26年 2月， ）武者研究室 102

され， そ

された。 こ

と相まってこの分野における

には

した。

となっi昭和 27年 4月，これまで前橋営林局の所管であった奈川

た。同年7月農林省告示第292

昭和28年 1月，機構盤舗がおこなわれた。すなわち，

測定研究室の 2研究室を，？本政化学部lこパノレ

室の 2研究室とし，

第2研究室に分離し， 木材部

また調査室属議襟本科刊行E圧を設置し企図科渉外班きと

また京都文場高島分場；こ防災研究室が設けられた。

向年4月1目白河（福島〉試験地が廃止された。

され，

fこ。

間年10月1日農林省告示第 676号により札幌支場を北海道交場と改称し， ll[f1i免分室は野幌

試験地lこ改め，野幌分室の試験設舗の大部分をit税市豊平所在の支場に務した。

その結果陪年 11月経営研究室 90坪， 昆虫前育室 15fF，土壌調査室 120坪，造林研究室
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70坪，自動車々庫 15坪，看視舎 10坪， 倉庫 32坪が移改築され， ここに同支場の体制が一

応ととのった。

昭和 28年度に熊本支場建設用地として4町 5,607を熊本県護国神社から購入し， 翌 29年

3月庁舎 102坪，標本室 49坪，作業舎 20坪が建設省営繕によって建設され，新庁舎に移転

し，営林局併設支場から独立した。

昭和28年4月熊本支場宮崎分場に暖帯樹種研究室が設けられた。

昭和29年3月高知支場大正試験地が廃止された。

林産施設の中央集中については数年にわたり準備を進めた，その聞に軒余曲折はあったが，

昭和29年5月鉄筋コ γ クリート二階建一部三階建坪 421坪延909坪の林産館および付属変

電室ならびに機械室 57坪，ボイラ 一室 27坪，木材強度試験室 50坪と応用研究室鉄骨スレ

ート葺365坪が完成し，林産研究業務推進に一転機を画した。戦後わが国における木材の需

給関係は年々不均衡の度を加え政府としても木材需給調整を強力にはかる方策をたてざるを

えない立場におかれ， このため昭和30年 1月閣議決定に基づき，木材資源利用合理化推進本

部が設けられた。 よって林産研究面では質的にも劣悪化の傾向にある木材をできるだけ完全

に， かつ効果的に利用するため技術の開発と，またいちじるしく進出してきた建築における

競合材料との関連において木質材料の特：質を生かし， その付加価値を増大するための研究が

進められた。

製材技術面では，製材歩止りの向上をめざし， z~＇1-鋸使用の研究とその目立技術確立に努力

が払われ，その試験研究の成果をもとに昭和 27年から目立技術講習所の設置が漸次各府県に

みられるようになり ，木材加工専門技術員の協力と相まって薄鋸使用の研究が普及された。

昭和29年 11月1日農林省告示第 728号により長野県西筑摩郡福島町に本場直轄の木曽分

アイソトープ（ トレーサー）実験室（昭和31年設立〉

場が設置され，わが国亜高山地帯に

おける林業に関する試験研究が進め

らjもることになっfこ。

昭和31年3月京都市伏見区桃山町

に関西支場の庁舎，研究室，木造平

家 177坪および倉庫 12坪が建設さ

れた。

原子力の平和利用に放射性同位元

素を利用する研究分野は広いが，林

業においてもおくればせながら昭和

30年度より Rlの利用がとり あげら

れ，翌31年度に トレーサ一実験室
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鉄茄コンクリ…トニ階建延68坪， 32年 33年にガンマ一線照射実験室延28坪が建設され，

さらに 34年度には林木生理実験のためRI専用のガラス室 10坪が建設された。 これらの施

設を有機的， かつ，多面的に利用するためにRI試料準備室処理室 28坪がi昭和35年度に完

成し，施設としては…誌盤儲された。これらの施設は共同科沼のたてまえをとっているため，

ー殻的管理は調査室があたっている。施設や機械添具の充実とともに利用も年々増加し，ま

たその利用も広況にわたり研究の進展；こともない多くの成果をおさめつつある。

昭和32年 3月強度研究室鉄筋コ γクジートニ階建怒70if C恒温憧湿装置付〉が建設され

た。

昭和31年 12月北海道交場に謀本錯延 178時，温室 15坪が建設された。

~後本場における建物施設の増加にともない年々苗帰国績が縮少され， 試験遂行上多大の

支障をきたす結果となったため長期計器のもとに，昭和32年3月八王子市狭間町に 2.91h旦

(8,829坪〉の民地を買収し，ついで苦畑若視舎， i在日包舎，作業舎，給水設踊などの擁設を行

ない， その管理は浅JrI実験林で行なうこととした。しかしながら，昨今近郊都市開発の影響

をうけて狭間地区が八王子市都市計酪にもとづいて軽工業地域に指定され， 続々工場が誘致

されつつある。 そのため苗畑もこれら工場の建設につれて，いまやその環境をそこなわれよ

うとしている。

昭和25年ころより，わが悶における林木の育種に対する関心がたかまり， 昭和 32年度か

ら躍有林， 民有林を通じて，林木育糧事業を本格的に実施することになり， 昭和 32年当場

管理のもとに， 北海道林木育種揚が北海道江別市｛こ，中央林木育揺場が淡城y長水戸－m笠原町

に， 九州林木脊磁場ーが接木県菊池郡割合志村に，また~年12月関西林木育器揚がj河山県勝間

郡勝央IIり＇fi'.:' ｝￥！北林木育種揚が岩手県岩手郡流沢村にそれぞれ設設された。思の施設に呼応

して一部の道県においても育種卒業機関を設置し， また…部パルプ会杖でも背題研究室a:設

し，自主的に育糧事業が進められ

るようになった。

昭和33年 3月本場に温室鉄骨造

16坪， 短説昆虫鋼管室 10坪，木炭

実験室鉄骨造52坪が建設された。ま

た関西支場に 14 i本温

室16：！平が建設された。

何月小塚試験地および矢接試験地

を廃止した。

翠4月赤部試験地；こ樹芸研究

浅JII実験林lこ掛木研究室，十日町試 関東林木育種場 u昭和32i手設立）
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！検地に雪害研究室，高萩試験地に牧野研究室，小国試験地に立地研究室がそれぞれ設置され，

また，同年 7月宮崎分場に防災研究室が設置された。

同年 10月北海道支場に野兎飼育室 19坪が建設された。

昭和 33年 12月機構整備により秋田支場は経営， 保護の 2研究室に，秋田支場釜淵分場は

防災，造林の 2研究室に改めた。

昭和 34年 2月関西支場に倉庫 13坪，苗畑小舎 10坪， j在日巴舎 12坪，作業室9坪が，また

同年3月木場に日長処理室 10坪，高圧実験室 15坪，材質改良実験室 （耐火実験室〕23坪が

建設され，図書室延 120坪の改築も行なわれた。

昭和 34年 4月1日北海道，中央（関東〉，東北，関西， および九州の各林木育種場が林野

庁へ移管された。

同月治山工法に関する試験地として岡山県玉野市に関西支場玉野試験地が設置された。

また秋田支場釜淵分場を東北支場山形分場に， 京都支:l;j;jを｜匁四支場に，京都支場高島分場

を関西支場岡山分場に， 高知1支場を四国支場に，熊本支場を九州支場に熊本支場宮崎分場を

九州支湯宮11荷分場にそれぞれ改めた。

そのほか，東北支場新庁舎の完成までー吟的に東北支場青森連絡室を青森営林局内に， 東

北支場秋田連絡室を秋田営林局内に設けたが，翌年 11月これを廃止した。

1111和 35年脱同市下厨川宇鍋屋敷所在の東北品業試験場の川地の一部 39,815J'fiを向試験場

から所属換を受け， 同年 12月間地に東北支場を設世した。辿物施設の主なものは研究室お

よび事務室（鉄筋コンク リート造二階建）延 712坪，温室 26J'f', l止虫ft,;JTf出21J,1;, 1'i_'f1:lllfr, 

業舎 34坪，1往肥舎20坪， 倉庫 35坪， 温室 32坪などで付1/r設備を合め 90,900千円を要し

たが待望の研究施設がここに完成し， 研究環境も飛躍的に進展し，東北地方における地域林

業の発展に大きな役割を果たすこととなった。

東北支場が盛岡市下厨川の新庁舎に移転と同時に岩手県岩手郡玉山村に東北支場好摩試験

地を設置した。

農林省では国際協力の精神にもとづき， アジア地域，中近東地域，アフリカ地域，中南米

地域の開発途上の固との農林水産業技術協力の一環として研修生を受け入れ， これら諸国の

農林水産業の開発に寄与するとともに彼我の友交関係と経済的紐帯を強化することを目的と

して海外研修生を受け入れている。 コロンボ計爾にもとづく海外研修生の集団受入れも，そ

の一つで， 昭和 31年に研修コースが組織され，稲作コース，長器具コース， 等遂次開設さ

れた。林業関係では，当場構内に木造二階建延 50坪の海外研修生の研修室が昭和 35年度予

算をもって昭和J36年 3月竣功し， 昭和36年度から林業経営，林産：加工の 2コースを開設し

たが， 昭和 38年度は森林作業，木材加工研究の 2コース，昭和 39年度は森林調査，林産研

究の 2コースが開設され，フィリピン，インド，ピルマ，スーダン，北ボルネオ， インドネ
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i昭和36
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王手から

および中華民日立から延 40名の研修生を受け入れた。

18 :1''11が建設された。

シア，マラヤ，

を

27年で終了し，翌 28

した。 そし

はいったが， 一応所期の目的a:；乏したのでfl{i和36年

。
たしL

L
 

i
 

涜

乙
月

ま

ぜ
2
ム

寸

i

i試験地はi昭和 12 ころ上Jl 11お下に設けられ，

について究明を行なってきたが， 一応mi弱の臼 （Y,Jを主主したので同

If寺にこれを箆1とした。

山形分場の庁舎研究安の…部が i昭和 36年 1月不躍の火災に したが， これが復旧

られ翌年2丹鉄筋コンクリート一部ブロック造延 139坪が建設された。

fl／部r37年 4月三示場庶務課に課長補佐が鐙かれた。 また， 四iぢ支；場庶務課に民主務係， 会計

係が置かれ， 九州支：場保護研究室は，保護第一，保護第ニの 2つの研究室に分離し，九州支

場小i習試験地および東北支場好摩試験地l士一応所期の目的を速したので， これを廃止した。

従来受託研究については， 明確な規定がないまま実泌されてきたが，昭和37年 2月 15日

農林省告示第 207号により「農林省受託研究さ奈実施規程」が鰭定され， ついでおi月16日付

37長会第 516号農林水産技術会議事務局長迅速により 「；農林省受託研究等実施規程jおよび

「長林容受託研究等取扱要領jが樹定された。すなわち農林省の試験研究機闘が，！刑務r37 

度以持実施する！？ば以外の者から委託による試験研究および調査等は， すべて予算にもとづい

て実施することになった。

昭和38年 3月関活支場に土壌資料調整窓 8t'[i.が，また何年9月九州支場にガラス室 101学，

スグリー γハウス 14f平，防災研究室木造二階建延 76坪が建設された。

同年11月本場に防犠研究室木造モルタル塗 39坪が建設された。

昭和38年 4月本場会計諜に課長補佐が置かれた。

罰月間部，四国，九州の各支；場に調査窓が設けられた。

「林業試験場が依頼を受けて行なう試験分析及び鑑定に関する規程jはその後の社会経済

罷勢の変化にE![l応するため手数料等の改訂をおーなう必要を1：：.じたので， 昭和38年 8月改正

をおこなった。

昭和 39年 3月本場に耐火実験室鉄筋コンクリート造7坪が建設された。

i可年4月本場会計課営繕係を営競第一係， 営繕第ニ｛系の 2f系に分離し， その他経営， 造

林，防災，林産化学各部の編成替えを行ない， また東北支場育jネ第4研究室を本場経営部誌の

舵担I］研究室に移し替えし， 十日町試験地雪害研究室を木場IYJ災部に移した。関西支場玉野試
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験地は一応試験業務が終了したので，これを廃止した。

昭和39年 3月四国支場の庁舎研究室が高知市朝倉字行宮の森に建設され， 4月新装なっ

た庁舎に移転した。 庁舎の敷地は苗畑， 見本園，実験林， 庁舎敷，宿舎敷等あわせて7町

3116，建物施設の主なるものは，庁舎，研究室鉄筋コソクリート二階建一部地階付 452坪，昆

虫飼育室，ガラス室など研究施設4棟 68坪，公務員宿舎 12椋 16戸である。 四国地方は，林

野面積も多く地域産業の占める林業の比重はまこと に大きい。

昭和 39年度農林水産試験研究機関施設整備費により九州支場に冷凍実験室 22.85坪，北

海道支場に隔離温室 19.65坪が 39年 12月にそれぞれ建設された。また関西支場の施設整備

が行なわれた。すなわち鉄筋コ γ クリー ト造研究室 190.15坪の新築のほか昆虫飼育室の増

築 12坪，その他前年度に引き続いて，首畑改良工事が行なわれた。

昭和 40年度予算において機械化部の新設が認められ， 昭和 40年 4月1日から発足するこ

とになった。（農林省の組織規程の一部改正 昭和 40年 4月1日省令第 16号〉機械化部は従

来の経営部作業部門を母体とする機械，作業部門が機械化部として独立したものである。

同月庶務課厚生係を厚生第 l，厚生第 2の2係に分離し， 厚生第2係においては，従来厚

生係の所掌事務の一部であった共済組合および健康保険に関する事務を行なうこととなっ

た。 また土壌調査部研究室の編成替を行ない，土壌調査科を土嬢第 l，土嬢第2，土嬢第3

および地質研究室に改めるなど事務分掌および組織の細目に関する規程の改正が行なわれ

た。

×××  ×××  

以上林業試験場の沿革の概要について述べたが， いまわれわれは，すく、れた先輩諸氏のた

ゆみない努力の積み重ねによってつちかわれてきた業務を継承し， 明治 11年西ケ原樹木試

験場創設からほぼ 87年を経過した。 この間世の移りかわりにつれ試験研究業務のうえにも

大小さまざまの変遷はあったが， つねに国利と国民の福祉の増進のためにその使命達成に不

断の努力をささげて今日にいたったのである。
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2 年 表

明治 11年（1878）一一12月森林官吏の教育と内外の綿木を してその適否試験をするた

（致地9町9反 5畝24歩〉め東京！｛守北豊島郡滝野川村西ケ

羽治 12年（1879）一－ 5月16日内務省主主乙第 21号をもって山林間が設設さる。同月17日

111林局分課（木課外3諜）想定が制定され，本諜のうちに試験場掛が設けられ

fこ。

明治 14年（1881）…ー－ 4月7臼大政官布告第21号をもっ さる。 111林局も

同容に移管。

明治 15年（1882）一一11月9日；段商務省東京i休学校制球！尚北豊島郡滝野川村に設置さ

れ， j関木試験場の名称を廃し同校の付属となり， そのJjf.務a::山林学校の主掌に

移す。

民治 18年（1885〕 を隠し，長路務大院を詮く（12月12日大政官逮第6号〉。

• I有開制度はじまる。

明治 19年（1886）一一7月東京府下駒場に東京設林学校の開設とともに向府北豊島郡滝野

JI I村西ケ器所在で従来111林学校の跡地（掛木試験場跡地〉にあらためて山林局直

結の林業試験場の開設をみ，主として林産物に関する事項をつかさどる。

明治 22年（1889）一一帝室御料林設定。

明治 23年（1890）一一西ケ原樹木試験場の試験事項は東京大林区壌に委託されたが，陪年

12月議事試験場が関ケ，互i:に設↑設されることになり，敷地の大部分が

され，鶴木試験場はわずかに 2lllT 2反 3畝3歩｛こ波った。

；こ移

朋治 29年（1896）一河JI[法公布（明治29年法律第71号〉

明治 30年（1897）ー森林法公布（[]A治30王手法律第 46号〉砂防法公布（明治 30年法律第

29号〉

顕治 32年（1899）…国有林野法公布（刻治32年法律第 58号〉， 国有林野特別経営卒業部

始。

[]A治 33年（1900）一一一明治 32年国有林野特別経営卒業がにわかに鉱ブミされることになり，

林業上諸種の試験を必要とした。

王子i家村所在の民地14町6反 1敵23歩を

高務省は林業諮習規程を制定し，

沼泉村および

あげ，ここに目黒苗困を設定した。

を募集選抜して講習生とし， mu；乱造林

その他林業に関するj京理および実務を議長習させることになり， 33

年10月第u羽林業講習を東京に開催，山林局林業講習所と称した。
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明治 34年（1901）一一 1月目黒苗園内に事務室，標本室，生徒控室，守衛所，物置等が，

また，7月には実験室のほか官舎が建設された。林野整理局廃止さる。

明治 37年（1904）一一明治 33～37年まで前後 14回林業講習が開催されたが， 5月第 5期

林学科の講習をもって合計 380名の卒業生を出し，吏員の補充に不足を生じなく

なったこと，J=J露戦争による経費節減などの関係で講習所を閉さした。林業試験

報告第 1号刊行。

別治 38年（1905）一一11月1日本省達秘第 2号により農林省分課規程改正。山林局の林業

試験係が林業課から分離し山林局の一課の如lく独立し，山林局目黒試験苗圃を山

林局林業試験所と改称し，松野間初代所長となる。

明治 40年（1907)一一化学実験室，工芸実験室建設。 －森林法改正（明治 40年法律第43

号〉

明治 41年（1908）一一 12月農林省分課規程改正，＿，時鉱大された山林局分課も地方，林務，

業務，庶務，特別経営，林業試験所の 5謀 1所制となる。 12月29日白沢保美山

林局林業試験所長となる。

明治 43年（1910）一一6月宮j成大林区署所管の鍛冶谷沢製材所山林局の直轄となる。佐藤

鋸五郎山林局鍛冶谷沢製材所長となる。 10月混農林や原野に関する研究を行なう

目的で茨城県多賀郡f筒形村に高萩試験地を設置す。 11Jt木局分課規程改正，林業試

験所を林業試験場に改めた。 11月2日村田重治林業試験場長となる。 ・治水事業

開始。

明治 44年（1911）一一2月高萩試験地が東京大林区箸所管から浪商務省山林局に移管；さ

れ，111林局林業試験場高萩試験地と改めた。同月鍛冶谷沢製材所を廃し，JlJ林局

林業試験場の支場をおき，鍛冶谷沢木工所と称す。

明治 45年（1912）一一10月24日松波秀実林業試験場長となる。妙義，日光に森林測候所

開設。森林測候所糠習生採用規程制定。（明治 45年省告示第 44号〉

大正 2年（1913）一一勅令第 185号により農商務省官制改正，局謀の廃合あり，山林局は

林業試験場のほか地方，林務，林業の 3課となる。 6月13日白沢保美林業試験場

長となる。伊香保，：｜七小J;f;!，小石原，森町，周山，松山，大箕山の 7森林測候所

開設。

大正 3年（1914）一一山林局林業試験場種子鑑定規則l制定，（大正 3年長商務省令第8号〉

の鍛冶谷沢木工所廃止（ 3月30日〉。沼宮内，勝山の 2森林測候所開設。

大正 4年（1915）一一三峰，新見，本山の 3森林測候所開設。 ・森林測候所練習生採用規

定改正 C6月省告示第 62号〉

大正 5年 C1916）一一豊田，船酔，横田，富士見，田島，臼田，院内の 7森林測候所開設。
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大正 S (1917) ケ 十日IUT, 6 

大正 7 (1918) ，井JII，長尾，木祖，新町，野沢の 6

スル法律公布（大正7

大正 S (1919) 十日市，白河の 3

を し

大IE9 (1920) 

10 ( 1921) 

；立大正10年をもっ

大正 11 よ

よ

' 1じ

大正 12

4月

40万戸〉。

大正 13

iと。 改めたι （4月〉

(3月〉

［昭和 3 (1928) 合ふ~ し， さン

fl寄稿1ヰ (1929) 

陪手n6 (1931) 2 

(12月）。

昭和 7年（1932) となる。

昭和 8 (1933) 日 jが

下日 4 Tl::! jに改められた。 (11月25臼 85 

昭和 9 (1934〕 ため，

!・!' ／，，享汗F辺、ヶ’号制ゴバ’'lllヲ ・idト辻号以A敗。LごJニミミJII，開 τ片手叱wr.:rv§[e主克之寸叩。

！沼;fl江11 (1936〕 点iTIJ，十日町， えて

務Ill. 十日市，えっLI, 矢岳， の14森林ill!］役所を
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止し，同日付法林省告示第 175号により第二期治水事業の更始とともに組織を改

め，前記森林測候所は森林治水試験地となる。林業試験場釜淵試験地 が設置さ

れ，広葉樹の利用開発，パルプ製造試験を開始す。林業試験場処務規程改正 C7 

月13自民林省訓令第4号〉。林業試験場林産物受託加工規則制定 C7月29日農

林省令第 17号〉。森林の取り扱いと流出量に関する論争や，問題が各地に起こ

る。山林局はこの問題の科学的解決のため，大阪営林局管内竜ノロ山国有林内に

試験地を設け，大阪営林局と林業試験場の共同試験のもとにこの問題を究明する

ことになった。

昭和 12年 C1937)一一菌翠類培養菌種払下規則公布（12月20日農林省令第 50号〉，林業

試験場処務規程改正（菌類の培養及び国布に関する事項追加〉， 食用菌輩人工栽

培方法の簡易化と これが効果を的確にするため椎茸，ナメコ，エノキタケ等の各

種菌の培養および配布を開始す。

営農林牧野および薪炭林の経営に関する試験を目的として福島県田村郡都路村

（郡山営林署管内国有林〉に都路試験地を設置す。十日市森林治水試験地廃止

C 1月13日省告示第 14号〉，根尾，伊呑保，木祖， 角館の 4森林治水試験地廃

止 (12月 20日農林省告示第 43号〉，鷹巣森林治水試験地，好摩試験地，高島試

験地開設 (12月24日農林省告示第 432号〉，鷹巣においては森林の治水試験に関

する業務を， 好摩にあっては木材の利用試験のかたわら治水試験に関する業務

を，高島試験地にあっては治水，砂防，造林に関する業務をそれぞれ開始す。．

森林火災国営保険法公布（昭和 12年法律第 25号〉。 ・木材貿易の統制。

昭和 14年（1939）一一一本山，霧島，沼尻の 3森林治水試験地廃止（昭和 14年省告示第100

号〉，大正試験地，箱根試験地開設。（ 7月29日農林省告示第 177号〉。 ・松脂採

取奨励規則公布 C6月 14日農林省令第 27号〕。森林法の改正（昭和 14年法律

第 15号〉，林業種苗法公布（昭和 14年法律第 16号〉，北海道上川郡上川村字日

東に上川森林治水試験地 1,396ヘクターノレを設定す。（昭和 14年北海道庁告示第

1346号〉。

12月23日皇室令第5号により，北海道帝室林野局林業試験場創設， これにとも

ない帝室林野局林業試験場を帝室林野局東京試験場に改めた。

昭和 15年（1940）一一周材配給統制規則公布，薪炭材需給調整規則制定，木炭需給調節特

別法公布（昭和 15年法律第 73号〉，各府県に木炭事務所設置さる。

昭和 16年 C1941)一一椎茸，ナメコ，エノキタケ等の各種菌種の培養配布事業を全国森林

組合連合会菌種部に移す。 ・木材統制法公布（昭和 16年法律第 66号〉，宮崎県宮

崎郡田野村に林業試験場回野苗畑を設置（11月〉。
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18年 C1943) 

19年（1944)

20年（1部5)

（昭和 18

（昭和 19

24号う

66号〉。

のプ心部分

21三F-(1946) 

（昭和 21

2 }J 16日

（昭和 21年法律第 35号〉，

特別法公布（昭和 21

22 

よひに

18号〉。

118号〉。

30号

，ついで 5

月18 

え， とも

シ

札幌+ii~江別UlJ !lf;f続所在の を合併のう

1~f議，秋田，大阪の 3

れの局内に詐j註し，

iJHJ分場；こ，また

12月1Iヨ

を＼［ff綻：こiltき，

のうえ， それぞれの局内

め，ノj、留，矢岳の 2試験地を

とす。 7月5日

布（昭和 22年法律第 38号〉，

札

のうえそれぞ

た。

~ 

a:: 

熊本文湯田野分場に改

とす。またブミ正試験i告を高知支場の

となる。・国有林野卒業特別会計法公

（！田和 22年勅令第 106号〉，

体 野j記官制公耳石（昭和 22年9,9］令第 104号〉， 財政法公1nc昭和 22 34 

（昭和 22年号〉，会計法公布（昭和 22i手法律第 35

9,9］令第 165号〉。

23生手 (1948) 3月 どが建設さ

i初次進展す。戦後はじめての研究成果が研究報告－第 40号として刊行。

2ヰ正予（1949）一一一5月31臼

とす。 7月1日

なる（If日手J:J24 

の3

6月liヨ

も

と



- 24ー

普及率業要綱（昭和 24年6月25日林野第 11099号）発足。

昭和 25年（1S50〕一一浅川，札幌の同支；場および釜淵分場の林産部門を木場に集中し，浅

川支場は本場の分室とし，枝川分室と改称す。

3月31日長谷川孝三林業試験場長となる。

森林病害虫等防除法公布 （昭和 25年法律第 53号〉公布，木伏統制法廃止，造林

臨時措置法公布（昭和25年法律第 150号〉，木炭の日本農林規税制定 （昭和 25年

告示第 234号〉， ・緑の週間を定める （第 l回国土緑化大会〉。

,8；萩，赤沼，十日町，白河， 小塚および都路の各試験地を本場の直I陪とす。

また，前橋，長野，東京，名古屋の各営林局で実施する林業試験については，そ

れぞれ局に駐在員を置きti，業試験業務を担当させる。

昭和 26年 C1951)一一一6月1日長林省令第 37号:/.t;i'J,：省組織令改正により本場に土壌調査

官：rsを設け，8部1室とす。また総務部の庶務，会Id・，用度の 3謀はこれを人事，

庶務，会計の3課に改めた。 7月20J=l £：：：林省i¥-51－：；第 263号により豊平分室を札

幌支場と改称し，野l慌に野l院分室を置き，また，熊本支場田野分場を宮崎市内新

庁舎に移転とともに熊本支場宮崎分場と改めた。 ・森林法改正（昭和26年法律第

249号），国有林野整備臨時措置法公布（昭和 26年法律第 247号〉， 国土調査i去

公布 （昭和 26年法律第 180号〉。

昭和 21年・（1952〕－ 3－月」一日式盛正隆林業l試験場長となる。 7月1Fl£；＇.；林省告示第 292

号により，大阪支場を京都支場と改祢す。 4月宝川試験地が本；場の直結となる0

・森林病害虫等防除法改正 C1ru禾n27年法律第 26号）， ｜可l{-f財産．特別措置法公平Ii

（昭和27年法律第 219号）。8月林業総習所発足す。

昭和 28年 C1953）一一白河試験地廃止。10月1日決林省告示第 676号により札幌支場を北

海道支場と改称し，野幌分室を野幌試験地とす。 11月野l院試験地の試験設備のす

べてを 札幌市豊平町所在の支場に移す。 ・用材の日本長林規格制定（昭和 28年

告示第 769号〉。国有林野事業機械化推進要綱決る CllL示n28年 28林野業第 600

号〉。木材防腐特別措置法公布（昭和28年法律第 112号〉。

昭和 29年（1954）一一 3月高知支場大正試験地を廃止。戦災によって多大の被害をこうむ

った林業試験場は，林産部門の中央集中にともない 28竿－度予算 130,000千円を

もって林産関係施設の整備に前年し，ttnt本館，応用研究室，ボイラ 一室，若手械

室，電気室などを含め延 l,340余坪が建設された。熊本支場においては庁舎，

標本室，その他が建設され，併置支場から独立した0 ・5月31日天皇，皇后両陛下

J休業試験場へお成り。 9月26日北潟道を襲った台風 15号は国有林のみでも5千

万石をこえる被害を生じた。11月1日農林省告示第 728号によ り長野県西筑摩郡
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昭和 37年（H:62）一一九州支場小国試験地，東北支場好摩試験地廃止。 .6月15日坂口
r一一一一一一一 一一

Jjj美林業試験場長となる。 「農林省受託研究等実施規程および農林省受託研究等

Ilid及要領」 制定（昭和 37年 2月16日37県会第 516号〉。「農林省受託研究等実

施規程」制定（昭和 37年 2月15日C.：林省告示第 207号）o ・森林法改正（全国森

林計画の策定と保安林整備管理の強化－f田和 37年法律第 68号〉。

昭和 38年（1963）一一一関西，四国，九州各支場に調査室設置。 ・林業信用基金法公布（昭

末！l38年法律第 55号〉，農林省受託研究生手取扱要領改正 （昭和 38年 12月12日38

法会第 2860号〉， 森林法改正 （昭和 38年法律第 126号）。

昭和 39年 C1 S64）一一関西支揚玉野試験地廃止。 8月林業試飲場 報々怠lj刊。四国支場の庁

舎研究室等が高知市朝倉字行宮の森に新設され，4月新庁舎に移転す。 ・林業基

本法公布（昭和39年法律第 161号〉。凶有林野f百理容訟会令公布（昭和 39年政令

第 221号〉。

12月九州支場宮崎分場防災研究室を九州支l必に移す。t'.:￥：；水産試験研究機関施

設整備費をもって九州支場に冷凍実験室，北海ill支場に隔離温室を建設す。

昭和 40年（1965）一一2月関西支場の試験研究施設の整備弘充（研究室の新築その他〉。

工事が行なわれた。 4月試験場の内部組織の一部改正を行ない，経営部作業科を

母体とする機械化部を新設し，9ms 1訟とす。庶務限厚生係を分肉mし，厚生第 1

係，厚生第2係とし，また土境調査部研究主の－f{il編成酵をfjなった。



日目和40年 7月21ヨ皇太
子殿下当場2度目のご来

場（機内樹木I認にて）

11g手口29>j'. 5 JcJ 31 II 下lifli＇／；ド
ご来場（庁舎玄関前）



上： ;j~；産関係の研究室（通称材、産館）

下：：付；ei'J11'.iの主主てられる以前l士三i場
のミI:裂なWi:J:ll！であった。

本館主11jの樹木見本11'!］：構内道路はす

っかリ舗装されたが， J隊勢は大気汚

染等の影響で，やつれ気味

下ft.：大1El2:tJ0当時，下右・現在



九州i支場（左布ページ下1
九州、｜支場は，大正11年熊本文場として設けられ，出13ffに…II寺Jj語止となヲ

その後昭和22:q三に熊本営林局構内に湾側， i訂］29年に現在位澄に移転し， 34年

九州支場と名干ifJ；、を改めた。

現在庶務課，調3長室のほかに造林ヲ育種，経営，保護第 l，第2，土壌，

i坊災，ならひ1こ宮崎分場の庶務課，｜愛裕樹穏ラ菌類の9研究室によって構成

されています3

九州支場庁舎と古~j長

i五te:主の内部

問国交；場j研究室の内部



｜歴代場長｜

Ji 1 fl;: 松野 日間 第2代白沢保美L第 5代） 第3代村ff:I 重治 第4代松波秀美

第 6代藤｜品l光長 第7代太田勇治郎 第 8代夜間：11:l,15 第 9代長谷川孝三

第10代大政正｜途 第11代斎藤党総 第12代坂口勝美（現在）



一一試験研究の経過とその業績一一





日試験研究の経過とその業蹟

1.林業経営部門

1. 1. 林業経済に る訴究
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このような情勢のもとでいままで自然科学技術を中心とした研究を行なっていた国立林業

試験場も， 新たに経済分野の研究を加えられることになり附和27年経営部に経済研究室が

開設された。 国立の林業研究機関と しては戦後にいちじるしく進展してきたこの方面の研究

分野をも加えて， 総合的に林業政策上の要請にこたえてゆく必要が痛感されるにいたったか

らである。

しかしさきにのべたように， 林業経済研究の歴史は浅く ，また各大学林学科のこの分野の

研究者の育成も不十分であったので， 研究室発足当時はまず基礎的な知識を深めることに多

くの時聞がさかれた。 そして林業の当面している課題を対象とした研究を進めつつ，これを

通じて研究の充実をはかつてきた。以下当場における経済研究のあしどりを中心としてのベ

る。

経済研究室発足当時における林業界の情勢は， 産業復興と国民生活の再建を契機として林

産物の需要が異常にたかまり， 供給がこれに対応しえなかった時期であったから，林産物の

統制徹廃や需給のアンパラシスを通じて価絡問題が大きくとりあげられるようになった。

戦前，価格研究はそれほど大きな比重をもっていなかったが， この時期にいたって一時に

開花した観があった。価格研究の方向は 1つには構造論的な接近と，他の 1つには微視的な

一般均衡論の立場にたった接近方法の 2者に分けられる。試験場における研究方向は両者に

わたっているが， 後者のものとしては，価務変動を中心として林産物価格形成の理論を具体

的に追求した。研究のすすめ方は， まず林産物；T,i給の迎過する具体的な場である林産物1rl1場

僻造を解明する必要があるという認識にたって， 林産物市場構造の分析がなされた。この内

容は林産物市場として， 木材，パルプ材，合板および木炭市場等にわけてそれぞれの流通構

造について考察され， さらにそこで形成される林産物価格の統計的動向を分析し，林産物価

格形成の機構と理論を明白にした1）州。

これにより林産物価格変動の統計的分析では C1）波状変動あるいは季節変動の振幅は他

の一般物価に比較しでかなり大きくはげしいこと， ならびに C2）その変動は他の一般物価

の変動にたいして若干のタイムラッグがあることを実証した。また価格現象を考察する方法

としては，すでにふれたごとく， 一般均衡論的接近法にしたがって考察をすすめ，林産物価

格形成の本格的な性格の 1つを知るために林産物価格形成の安定， 不安定の問題を検討し，

その不安定的性格をあきらかにした。

短期動態経済下の価格形成にかんする研究としては， ヒックスならびにランゲの経済理論

を援用して予想の弾力性概念を利用して 3つの動態局面にわけで一般均衡論的検討を行なっ

た。

林産物需要の性格と構造については， 木材需要と国民所得および人口の関係式を算出し，

また戦後における木材需要の所得ならびに価格弾力性を計測している。価格予測の研究とし
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Vア泊 /C与今
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つぎに， 日本経誌の構造的な特質に関連して山村およびこれをめぐる林業部誌をとリあげ

る誌研究が， 林学界内外に数多くあらわれてきた。これらはさきにのべたよう

の林野未解放， 議0-！村の半封建性を号4hとして，林業手法迭を明らかにしようとするものであっ
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したものに，
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2 I 3の問題点がある 12）問。

またIL！討におけ WJらかにするものとしては， !Li村およ

っている H）叫9）。

昭和 30年ころより土地利用の高度化についての安諮が高まり， これにこたえるため

的なこと地利用に関する調査研究が昭和 32年から始められた。本研究；;J:f司ii,.j-林，議決林，牧

野などの妥当

明らかにし，

frJf'J'Eの釘

よび， それらと どとの競合を処理するために必妥な方法を

るためである。

と とくに林地

を行なわんと利用についての実証的研究， およびこれが地域社会におょ

するものであったが， たまたま翠 33 「こと池利用！玄分の

をとってすすめられることにする をとりあiデ，
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なったので， 経済研究室もこれに参加した。以後本研究はこの共同研究と表裏一体の関係の

もとですすめられた。すなわち，当研究室としては林業独自の立場から立地理論の基礎研究

としてチューネン， ダンの理論を援用して林業i也利級の経済立地的基礎を明らかにし，また

アメリカにおける土地経済学の紹介， アメリカその他諸外国の土地利用事情（林地利用，保

全）の考察を行なった20）叫｝。

土地利用にかんする共同調査研究の目的は， 土地利用区分のための共通の指標の発見とと

の指標をもちいて土地利用区分を行なうための手続を朗らかにすることであった。 この共同

研究の成果は農林水産技術会議事務局編「土地利用調査研究報告書」 として発表されたが，

このうちで立地論に基づく交通立地的分級および耕，草， 林地聞における判定基準のうち経

済的指標について， 分担研究を行なってきた。またこれらの研究の過程において，岩手県雫

石町および茨城県八郷町において実態調査を行ない， 交通立地分級法や土地純収益，地域純

生産など経済的指標の計測法を明らかにするとともに，それらの数値の計測を行なった'5)2GJ 0 

上述したように土地利用区分の研究は， その研究動機からみて，きわめて実践的なもので

あったが， 「土地利用研究」が導きだした「土地利用区分方法Jが現実の土地利用問題解決

の有効なツ ーノレとなるためには， その地域の将来人口，集落配置，国家投融資塁手の制度的条

件，土地利用主体の意志をふまえた土地利用計画に結びついた研究が重要である。 したがっ

て共同研究終了後， 「土地利用区分方法」の実践化をx.z図して研究をすすめ， 「土地利用区

分方法」で用いられている地峡純生産を地域林業計四｜の際の地域診断の指限として用いる研

究を行なう 2，）とともに，土地利用研究の現状は地J!,I（土地利用計阿， 地域産業計聞の初f先方向

に展開しつつある。

戦前においては林業機械は国有林において主としてとり入れられていたが，~後民有林に

も普及され， 労務組織の固定化と結びつけて機械化の導入が林業政策としてとりあげられる

ようになった。

このような情勢のなかで， 林業生産構造研究の一環として機械化の経済研究がとりあげら

れた。 その研究内容は，林業の発展のなかで林業経営に機械がどの時期にどのような形で入

ってきたかを国有林，民有林について歴史的に具体的に明らかにするとともに， 民有林に刻

する林業機械化政策の歩みなど主として歴史的分析28)29）を行なう一方，機械化ときわめて関

連の深い林道についてその経済効果の考察を行なった30)0 

なお私有林については尾鷲，木頭，熊野川地方等の地域林業地について機械の導入， ？？及

およひや林業生産にあたえた影響を分析した。

機械を利用しない在来の生産用具による生産技術は， 現在まだかなり残されておリ民有林

における機械イじをすすめるうえには， 人力搬出，木馬等の搬出技術の社会経済的背景を明ら

かにする必要があり， 能登地方について調査を行なった。
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1) 聖子H・ 勇：木炭dHP.；構造の研究， H；紫綬済， No.79,80，〔1955)

2) ………ー：木村市場機迭の研究，将来：経済， No.8°1,85ヲ 86,(1955) 

3) ・台、奴流通機構と似格形成， H；試経営部資料，（1955)

4）一一 一：林産物倒絡論， jヰ；g!}J主流会，（1961)

5) *l；試1iifi'fcfi,No. 72ラ (1954)

6) H；試のf将、， No.85ラ（1956)

7) 二krHliJf太郊： 11木材、業分析の方法論的1吉宗，林業経済， No.101,(1957) 

8) ← ……・ II木林業の構造と秩序，＊科会i払（1958)

9) 村；，i絞；斉，おo.123, (195古）

10) ：木村総入はどんな影響さとあたえているか， j卒業経済ラ No.196

11) . ：悩｝各政策とiエPfo引；l!反；之被告：I／，林野庁資料，（1962)

12) 江畑奈良男：私：fzf林業の発！廷し百，村、業経済， No. 99, 108, (1957) 

13) 大戸、J 晃： ILil本所有ーのご，三のlllJ題点，林業経済， No.99，〔1957)

14) 小林裕： 111付経済機矯の研究 I, iヰ；ぷ経営安fl資料，（1956)

15）江主III奈良男： グ 立，村、試経営部資料，（1956)
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16) 江畑奈良男ら 山林経済機構の研究E，林試経営部資料， 0956)

17) 小林裕．私有林における林業賃労働の背景，林業経済， No.105, (1957〕

18) 吉沢四郎決家林業の祉会学的研究，日林諮， 69回，（1959)

19) ！照的実ら．後進J山林業の諸問題，日本林業調査会，（1964)

20) 林試研報， No.102, (1957) 

21) 松島良雄 ー合衆国における森林の保全と利用，農林水産業生産性向上会議，（1958)

22) 一一一一・林業筏済学，地球出版，（1961)

23) 松島良雄ら ．昭和33～35年度土地利用調査研究経過報告書，農林水産技術会議，（1960～1961)

24) 高木唯夫．林地利用に影響をあたえる立地要因に関する一考察，林業経済， No.166,(1962) 

25) 高木唯夫ら：交通立地分類分級調査法，林地としての土地経済調査法一林地の部（「土地利用区分

の基準作成に関する方法論的研究」所収〉，農林水産技術会議，（1964)

26) 吉沢四郎：土地利用区分と林業，林業経済， No.163, (1962) 

27) 林試li)l：報， No.177, (1965) 

28〕 小林裕．林業経営と機械化の歴史，日本林業調査会，（1963)

29) ．民有林業機械化政策，林業経済， No.167, (1962〕，No.172,178, (1963) 

30) 一一一一公団林道開設地域における森林開発効果，森林l)fJ発公団，（1963〕

31) 江畑奈良男：森林組合の問題点，林業経済， No.93,(1956) 

32) 林試研報，No.121, (19&0) 

33) 江畑奈良男 ー森林組合の本質論，林業経済， No.104,(1957) 

1.2. 林業経営に関する研究

)j災前における林業経営研究の主流は， 国有林や御料林などの廿J]I，迎；）主の3笹山！とともに股

DHしてきた。すなわち， 明治初期の森林所有区分の確定後，国有林はその杭営を組織するた

めに， 先進国であるドイツの固有林に範を求めた。その結果，施業誌編成μ程の制定による

計画的保続的経営が進むとともに， これらの基礎となった「森林経理学Jに関する研究が芽

生え発展してきた。

このようないきさつから， しばらくのあいだ， ドイツのそれの直訳的紹介に追われたのも

無理からぬことであった。 こうした傾向は，森林施業集編成の基礎をなす森林経理学の分野

に限らず， 森林評価や，林業経営の目的設定に関連する林業絞利学，さらには林業経営の成

果計算についての会計的研究についても同様にみられるところであった。

これらの分野の研究は， どちらかというと一般理論の確立をめざしているので， ドイツか

らの輸入それ自体に問題があるわけではなかったが， それをわが国の土壌にいかに根づかせ

るかという点になると， 少なからず問題が残っていた。そのことは， 林業経営の技術的基礎

をなす森林施業法において， 自然条件や経済条件を具にするにもかかわらず，その点を軽視

して昭和の初期に択伐や漸伐を汎行しようとして自然からの手痛い反撃をうけたことに端的

に現われたが， しかしこうしたことは，経営活動というすぐれてその国の歴史と風土に影響

されるところの大きいものでは， どの分野でも多かれ少なかれ認められるところであった。



33 -

それと レ
｝ とのあいださとうふうる とはいえなかったともいえる

ようである。

をあわせるかのように， 21mにわたって

しても され

めら

このような，めまぐるしいまで

と者一Ifラミって

｝ヲ
望、自由

どがお

をもは

しく；；5り説かした。 戦前，あれほどまでに強L、給びつきをもっていたドイツ詠ミこからのJE［，＿皮

く発表され， それをめぐって

われたりしたものもそのひとつの現われであるが， その当？？千；玄関として，従来ド

イツ林学を斡として一元的：こ展開されてきたものが多元化し， きわめて多彩な展開をとげる

ようになったことがこの分野の戦後における研究を特色をづけるものといえよう。
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以上のような経営研究の一般的な動向のなかにあって， 昭和 25年に発足した当場経営研

究の歩みを慨観してみよう。

発足当初の数年聞は，研究の基礎づくりにあてられ， 従来の林業経営研究が著しく物的

（森林経理学中心〉，計算的（林価算法重視〉，国有林的であったことの反省から出発し，一

般の経済学，経営学の見地から林業経営を見直すことに重点がおかれた。 その結果として，

さしあたり研究の主要な目標を長山村民の経済的福祉の向上におき， そのために必要な固有

林の経営上の配慮や， 民有林の経営活動のあり方を研究課題として，その基礎となる経済 ・

経営理論の探求や，各地における実態調査を行なってきた。 地元民の経済的福祉の面から，

経済理論を援用しつつ国有林経営の実態を分析し， 経営のあり方を描くといったことや，民

有林経営，と りわけその大部分を占める長家の営む林業経営を， 農家経済の立場から農業経

営理論を援用しつつ分析し， 改善の方向をさぐり出すといったこと は，当時としては先駆的

な研究であった。前者は薪炭林が 9割を占める柏！主；Y込の都路村をモデルとして，そこで計画

的に林転造林をすすめていった場合に， 地元民の鹿川と所得はどのように推移していくか，

そこでの問題点は何か，について検討したが11, ここで得られた推論は， のちに林ii去がほぼ

完了した長野県の金沢山国有林における実献にもとづいて検証が試みられた，1。 また， 同じ

く都路村を対象として， 当地方の伝統的な産業であった馬産のための牧野利用と薪炭林と し

ての利用とが地元民家にどのような経済効果を与えているか， さらに土地利用のうえで両者

を調和させるための方策はどうか，などについての検討が試みられた3）。

後者ーはミ！？悔，西川J休業地に属する数か村について， 社会，経済，技術の 3つの町から調査

したが，なかでもとくに力を入れたのは， 111村世家の労力の椛成と配分が｜明l刊別にどのよう

になっているかということであった4）。 この調査は， その後さらに後進地の山村にもおよぼ

され，一部の集落については現在もなお調査が継続されている。

ところで， 研究室の発足とほぼときを同じくしてはじまった普及事業の経営関係におい

て， 普及客体の圧倒的多数が農家であることが明らかになるにつれて， 山村長家の営む林業

改善研究に対する要請が強まってきた。 それに答えるため林転を進めている一農家をモデル

にした，小私有林の経営計画立案方法の一試案を提示した5)0 

このころから， 研究員の増加などもあって経営研究が分化しはじめた。その 1は，従来か

ら特に力を入れて開拓してきた農家林業の経営問題であり， その 2は，ドイツおよびアメリ

ヵ林学における最近の発展についてであり ，その 3は経営計画論の新展開をダイナミック ・

プログラミングなど最近の経営数学の辺入によって図ろうとするものであり ， その 4は，こ

うした計画の中味ともいうべき林業生産技術を，経営者の立場から評価・ 分析し， さらには

新しい技術の方向を求めようとするものであった。 これらの 4つの流れは，多小の迂余曲折

をみせながらも現在に至っている。
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以上｛主主に木場における研究の歩みであるが， 交場においても潮汐く経営研究がとりあげら

れるようになり， それぞれの地域に即した課題を設定して，実態の調査と分析をはじめた。

以下，これらを含めて昭和 30年以降の歩みを 3つの項おにわけ してみよう。

イ〉農家林業の経営的研究

農家林業は，林業基本問題の答申や林業基本法の審議過程においてクローズアップされ，

ここ数年間， その林政上の依誼づけや，林政客体としての適格性などの討議がはなぱなしく

なされてきた。

しかし，当場ーでは前述したように， 一般の闘が注がれるかなり以前より農家林業に関する

社会科学的研究を進めてきた。その背景には，農地改卒以後のわが国の農家経済のなかに，

林業とくに脊林業的な展開がかなり顕著に見られるようになったという事実と， 林業改良普

及事業の主要客体である農家林業iこ対して， な効な対策を講ずるという課題を研究部門が負

わされてきたということがある。研究はまず農家経済内部における林業生産の位置づけ，そ

の経済的機能， 生産目的や生産組識といった，農家林業の経営内部的な構造を濁らかにする

ことから始められた。 つぎに；農家林業の生産投手！？としての択伐作業を，農家経済のわくを過

して分析し， その経営経済的性格を研究し，さらに農家林業の改養手設としての経営計酒の

方法を， 試算法を援用して研究し，普及卒業のためにさきに発表した方法を理論的に大きく

前迭させたG）。

つづいて研究を社会経済的方慌にも拡大し， 農家の林野利用の展開の構造や，地域や時間

構成の調査研究にはいった。 ここで「特期研究Jとして「農家林業研究Jがとりあげられ

た。 この研究では，大規模な実態調査が周到な地域区分の上に行なわれ，農家における林野

所有， 営農的判用，林業生忍：の構造などが明らかにされた。 この研究成果は広島川島根，

岩手，静岡などの主要調査県ごとに報告されたが， この調査模式は， 1960年農業セγサスの

林業関係のサンブ。ノレとして取りあげられたほか， 前述の研究報告とともに，農林業基本問題

の寝設が進むにつれ， 有効に活用された。

このようにして， 農家林業の経営的性格が切らかになる 普及事業の側からは，さき

に試案として提示した方法5）の改訂を望む声が高まってきたので， それに答えて第2幸設をと発

したヘすなわち第1報では，近代経済学における生産の理論に考え方の基礎をおき，限

界分析と簿記的手法によったのに対し，第 2j織ではそのいずれをもとらず， 個々の林分にお

ける技術的調査とその検討から得られた結果を， 農家経済全体の観点から，総合的な調整を

行なって， 具体的な計回にまとめてゆくという方法がとられた。

この提案は， 37年度よりはじめられた林野庁の「個別経営計菌作製指導事業」に用いられ

た。この事業は，経営技術普及に 1つのエポックをi蔵するものであったが， それだけに現場



- 36 -

から数多くの問題が提起され， あらためて農家林業の経営が全体的，体系的に理解される必

要が痛感された。 そこでこれまでの研究のとりまとめという意味も含めて，また基本問題以

来の行政的な課題に貸する目的をも兼ねて， 「農家林業の経営」を刊行したヘ

このような本場の歩みに対し， 支場では純技術的な森林施業試験に主力が置かれてきた関

係上， 社会科学的な研究のはじまるのがおくれたが， 昭和 33年ごろよりしだいに成果が現

われてきた。すなわち，四国川，関西11），九州12），東北川 14），北海道i山 6）などがその1例であ

るが， 東北1'）を除けばいずれも地域の実態に即して設定された課題に答える実証的研究であ

るところにその共通した特色がみられる。最近に至って，支揚が組織的に普及事業に関与す

るよう になったこともあって，支場におけるこの分野の研究は，とみに活発になってきた。

ロ）大規模林業の経営的研究

この研究の流れは大きく 2つに分かれる。 その 1つは，戦前あれほどまでに強い影響を与

えてきたドイツ林学に対して， 戦後はげしい批判が加えられたことは前述したとおりである

が， 果たしてその批判は妥当であるのかという疑問からはじまるものであり ，他はこう した

林学の伝統にたつ立場を全く離れて， 戦後アメリ カを中心としてめざましい勢いで新しい手

法をつぎつぎと開発しつつあるORを林業に導入し， 経営計画の革新をはかろ うとする意図

には じまるものであった。

前者の研究はとうぜんのことながら， 西ド イ ツの林業料；：~；関係諸学ならびに林業経営の実

態の近年における展開を正しく把握することより はじめ， 多数の文献を経営部資料として訳

出紹介した。 それにもとづいてパイエルγ国有林の施業案の歴史的沿革や現在の基礎理論に

ついて検討した17）。

従来， ドイツの森林経理については，戦後の実態がほとんど紹介されていなかったという

事情もあって， 法正林をモデルにして狭義の保続原則のうえに築かれた演鐸的かつ硬直的な

内容をもったものという理解のされ方が多かった。 この研究は，演緯的方法から帰納的かっ

経験的方法への移行が，森林経理の展開の方向であることを明らかにした。

ここでは，最近のドイツ林学の基本的な考え方を示し， わが国におけるドイツ林学に対す

る評価の多くが， 数十年前のものに向けられたものであること，依然としてドイツの林学な

らび、に林業には， 学ぶべき点の少なくないことを朗らかにするとともに，その思想と研究手

法とをわが国の風土に適合するように改めつつ大規模私有林業の実態を調査した18）。

後者の研究は，まず活動分析の林業への導入からはじま った。 すなわち， 多数の妥因の相

互の関係を測定し， それを制約条件として，え らばれた目的の最大あるいは最小を求める分

析が1950年ころより発展していたので， それを林業経営計爾のなかに取り入れる方法につい

て研究した。
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これは，作業殺と齢毅踏の銀々の林合および林分相互の成長蓋：， したがっ

1茨にまとめたもので作業絞行列と名づけたが，この行列さと用いることにより，

しうることになった19ら

ベノレマγによって，ダイナミック・ブ口グラミング（DP)

してはこの手法の方がすぐれていることよりして， ま 7 ' 

され，

この方法で解明することにつとめた。 そ

中心である

' ;t~，分

の速ささと， たんに時間の民数とせずに締約条件によって変化しうる施設の部数にもなってい

るとの見方にもとづく 20）。その後，地域開発， 水資；涼開発についても研究をすすめたが，さ

らに，林業の技術， 経済経営の諸活動を総合する役割を担う数藤会計・学とも称すべき分野の

開発につとめてきたが， そう つ はじめた。

ハ〕林業生産技術の経堂的評描

経営は技術と経、読の結節点にあたるともいわれているが， その経営を前2

社会の部jよりながめたのに対・し， ここでは技術との強いつながりのもとにながめようとし

最初にとりあげたのは， Eミギぎ林mi演の過半を占め，農家経済にも大きな役舗を来たしてい

たにもかかわらず， 経営的研究がほとんど未認妬ともいえる状態にあった薪炭林施業につい

てであった。 吉くから択伐さと続けている持山をはじめ，各地にみられる多様な施薬の調査を

あげ， 長家経済安定的，ことi税金設物高殺北約， TI¥IJ業的製炭の 3類型i玄分のとにたって，

経営の自認や組織上の位鐙づけさと切らかにしながら， 育;t~生産へ発展する際のパターンとし

ての展望を試みた21）。

その後， 議決生産の波少が顕著になるのとほぼ時を問じくして，薪炭林の原木や林地の利

用として， 生シイタケ，ナメコ，クリなどの特用林Ji1：が急激に1,t1びるにおよび，これまた未

開拓であったこれらの経営的性格を明らかにするための研究をはじめた22）。

用材林業の主主Ji1：技術については，農家林業研究の一環として進めるとともに，従来

から用いられてきた森林結JIJZ.護，土地純JIJZ.獲， 利問りという，互いに性絡をと異にする 3つの

指探を用いて， 有名林業泌を多く含む多数の森林窓間の比較さと行なった初。

こjもと ったやジ方であるが， ？に曽分場において，カラマツ間営造林の収益性の検討

を行なった判。これらの研究における lつの特色は， ここに使った指擦のもつ投割が，｛云統

的ts.林学での考え方とはBlなって，相対的なものとみた点にあった。数年前からは，

業を新たな見地から見直す；窓IZiのもとに， 欧米で話題になっている構琶の路業法や森林に対

する施業意識に関する調査をはじめたがe5にこれは日本の近代化という大前提におjし， 林業

はいかに対応すべきか， またこれより方向づけられる近代的林業は，いかなる協業を求める
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であろうかとい う問題芯識から発している。

1) 林試研幸fl, No.65, (1953) 

2) 林試iur報，No.106, (1958) 

3〕 林試研報， No.74, (1954) 

文 献

4〕 経営研究室 ・1111'1"段家の労働配分実態調査I～III,(1951～1953) 

5) 林試研報， No.8仇 (1955)

6) 林試研報， No.106, (1968) 

7) 紙野伸二ら・広島県の農家林業I～E，林試経営部資料92～94,(1961) 

8) 林試研報， No.121, (19δO) 

9) 紙IDH中二農家林業の経営，東京， 242, (1963) 

10) 林試研報， No.107ヲ（1958)

11) 林試研報， No.121, (19δO) 

12) 林試研報， No.126, (19&0) 

13) 東北支場経営第2研究室私有林経営の現状と改善の方向，安代IIITJ.民業総合調査，（19&4)

14) 熊崎実 ー私有林業の経済活動における地域性，林業経済， No.175, (19&1) 

15) 松井善喜ーら 。天北地方の営農林の経営について，北海道支場研究資料 Cs),1～55, 

16) 小幡進北海道私有林業の生産活動における地域性，北方林業， No.176, (1963) 

17〕 林試研報， No.128, (1961) 

18) 中村三省 大規模私有林の林業i’¥I営実態調査 I～E，林礼経営部資本I・,(1961～1963) 

19） 有水彊作業級行列について（英文），日林誌40, (1958) 

20) ARIMlZU, T. Regulation of cut by Dynamic Programming, Japan Operations Res. Soc. 

Vol. 1, 

21) 舟山良雄農家林業の経営的性格，日本林業の構造と秩序，東京， （1958)

22) 一一一 ・特用林産物生産の経営的性格，日林講， 74回（1933)

23〕 林試研報， No.121,(1960) 

24) 林試研報， No.121, (1950) 

25）柳次郎 ．森林施業研究資料 (I～VI), (1962～1965) 

1. 3. 営農林牧野に関する研究

＜時代の動向＞

わが国における家畜飼養の起源は相当に古く， 800～900年のころには官立の放牧地，すな

わち「牧」が全国に約 50か所分布していたといわれる。 しかし， 人口増加による耕地の拡

大とともに，名のある牧も次第に廃止され， 1200年ころには牧は本州中部から東北地方へと

移動し，さらに 1450年前後には牧の制度は相当に乱れていたという。

1600年ころに徳川幕府が聞かれて，畜産行政も面目を一新し，馬事に関する行政の組織が

確立され，幕府直轄の牧が 12か所に設けられた。 したがって，幕下の諸藩も牧の開設に意
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をつくし，とくに東北および九州の諮務が活発であった。一方，民間においては一定の地域

をほ闘して牧を設けることは稀であったが， I J;立牧jや「13姓牧」などがあって， 牛馬は 1J~

野に自由に放牧されていた。

この時代までの放牧地の管盟および放牧技術については， ほとんどみるべきものがないが

援牧令や潟部蒋の馬事記録などにより，その当時の水準を偲んでみよう。

a.放牧若読人の配置一一1群100頭の潟で構成させ，各1ffoに2名の牧子をおく。

b.放牧時期一一信多霊地帯では 3, 4月～9,10月までのj羽田とし， 冬季に枯草を利用で

きる地帯では年中放牧とする。

c.所要放牧地面接町一一放牧地は採草地と呉なり， なるべく場広にとることが必嬰で， 1 

]Iflあたり約 16haを開襟とする。

d‘放牧施設…一家葱！克桧材、や避難林を適所に詑誼し， ,f:Jllt白いは厳重にする。

e.放牧地の火入れ一一一放牧前の 2月下旬ころに焼切りを行ない， 1/f.の硬化と ~t!:lミを訪ぎ

さらに焼択を新卒の培養とする。

ところで，明治維新によって，まず牧

の大部分が箆止され，ただ宮内省や陸軍

省や農林省などの官立牧場だけが維持さ

れた。しかし氏関にとっては，牛馬は営

；段上の霊安な資源であったため， 111野に

自由に放牧して錦誌を続けていた。しか

しこの山野の大部分は怒有林野であり，

森林徳業上lこ家蓄が支障となる事例が頻

繁に発生し，とくに1897年に森林法が公

布されてからは，放l伎はしだいに東鱒さ ボブ。ラ林と牧草（ボブ。ラは3年生）

れていった。一方，当時の険悪な国際i青勢を反映して，馬匹生産もま

にあり， i設立fi省と農林省のま！？僚がはじまった。そして， 1916年に国有林野馬産供用限定地の

設定をみる；こいたり， 国有林野における放牧は，一定の地域にj民主きして継続されることにな

っfこ。

ところで，これと前後し， 111林｝誌においては山林原野の集約な利用技術の開発と，当時の

疲弊した111村の；農業経営の打開のために， ？見；農林業および原野に関する試験研究を？？なう目

的で， 1910年に高萩試験地を茨波探下に設定した。 t）、後 30余年にわたって， わが留におけ

る牧野および営農林に関する研究は，当試験地が主体となって雑持され， 開発されてきたが

牧野関係については終戦を境として大きく転換し， 主として人工草地について

および地域農業試験場が担当し， 自然草地を中心とした分野について林業試験場が分担する
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ようになった。

以下， 自然、J＇／地の f口；且！と利用，自然草地の改良， f見牧林の施業の 3分野に分けて，現在ま

での発l毘経過をJKl'./Iしてみる。

＜各研究分野の発展経過＞

1) 自然草地の科；理と利用

A.放牧

前に述べたように， 家畜を山野に放牧する慣習は 1000年以上の歴史をもってはいるが，

放牧技術としてはまだ低く，単に放牧看視の配置員数とか， 放牧頭数の勘案とか，または冬

季放牧の実施とかが， 経験的に受けつがれて明治の末期までつづいた。

したがって，放牧に関する研究が木格的にとりあげられたのは大正初期であって， 以来終

戦時まで， 数は少ないけれども継続され，若干の業績を残した。そして，その大半は馬放牧

上の種々の問題をとリあげていることは， やはり軍用馬生産の強い要望が背景となっていた

ことがうかがえる。

li刻表：馬生産の基盤は崩れたけれども， これに代わって役肉牛と乳牛が浮かびあがった。

しかし，これらの音極を対象とした放牧に関する研究の速度は， 戦前の馬に比絞すれば緩漫

のようにみられる。一般に，放牧に関する研究は，その手法においても，また家畜の維持や

試験地の管理においても， 極々の制約をうけることが多く，したがって固定試験地における

組み立てられた長期にわたる放牧試験よりも， 既設の公私営の放牧地を選んで，それぞれの

角度から調査によって検討して， 研究を発展させようとする試みが多いことも，止むを得な

い手段と考えられる。

a.放牧方法

午馬を林野に放牧する場合に，放牧頭数に対する適正な林野の所要面積についての研究が，

はじめて大迫I）によってなしとげられ，たとえば成牛を 160日間，生草（飼料草）の収量が

375 kg/0 .1 haを示す草地に放牧する場合の所要面積は 2.26 ha，と報告し，わが国における

放牧地管理の基艇を築いた。

また放牧方式についても，待期放牧法（defferedgrazing）が放牧地植生の健康度を高め

るためには，効果の高い方式であることが，大迫ら 2）によって確認され，一方馬政局3）によっ

ても， 晩秋のころの放牧について検討された。

このように， 放牧に関する試験は 1940年ころまでに， 主として馬を対象として維持され

てきたが，前述のように放牧試験の性格からして， 1940年以降は停滞気味であり，ただ混牧

林を対象とした放牧試験は 1950年ころから開始されている（混牧林の項参照〉。
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て；ま， ら41によっ、 季節男IJ, ；休地草地別に

いては，

おける錆料植物の総郭が切らかになり，とくに樹木類に対する

を行なった（1921）。

つなされ，

らず， 放牧地i々における馬の？子惑の

よって， 馬議供用限定地におい

られる。

，時間関，地形加の分析が紹

なされ， ;t），：内放牧について

は松井G)

B. 

ついては， 刈取り回数とメIJ取り時期の究関を必誌とす

ては大m(1912）によって， 草地の長期利用を罰るためには，メIJ取り

かえって草地の生産：力を低下さ念不利であることが朗らかになった。 また，刈取

るつま

り時期について (1913）によって， i民登の季節別変化が切らかになったが，

に誤らず， 含有栄諸分の季節男I]変化や植生の健鹿疫の維持などによっても，刈取時期はさとお

されるもので， この詰iについての研究は数少ないが， 村井？｝などにより若干の究明が行なわ

れた。

c. 治山
宮
寸
t 会

とするときは， 当然草地の健mt度とその動向を中心として考えなければな

らない。すなわち，

ので，

ところで， -

などによって 1920～40

と植物の詳とのバランスによって誰持されるも

となる。

切らかにした調査は営林

われ， l主さら と との関｛系を

目的によっていくつかのi扶養型を設定した。 さらに長株

より，自然京地の椋金調査の方法について検討し， 一
r,c:.の成果をJ良めた。

に， こjもら

が多いが，これら

系列や， 各植生型の組成や分布の状況を切らかにしたもの

あげられて， つぎの草地生選力の判定へと るものと考

えられ， 最近このような勃きをみることができる。

幻 自然草地の改良

A. よ

, v、カλ；ニ 自然草地にとっ るかは，すでに

700年ころに法令で火入れきと決めていることでも理解できる。すなわち， 自然惑問はJ¥'I±出と

して安定することを許さないわが国においては， つねに人為的な手段によって草地としての

λテージを殺持することが必主さであヲ， この手段として火入れが古くから用いられていた。
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ところで，草地火入れの功罪 については， 大迫l川こよってはじめて組織的に研究がなさ

れ，火入れの低木類の抑圧の効果は認められたが， 火入れの頻度については問題があること

が明 らかになった。

つぎに，低木類の除去法については大迫ら 13）の研究がみられ， 高木類の伐根の枯殺や整理

伏後の施業については， 三井ら 14)15）の業績をみることができる。

J','If韮改良を目的とした自然草地に対する人工播種については，大迫t6）によってはじめて試

みられたが， 播種効果についてはほとんど否定的であった。しかし，その後播種前の植生を

破壊するための手段について研究が重ねられ， 現在ではしだいに効果の高い施業となりつつ

ある。

B.庇陰

草地に庇陰を与えることにより， 量生産の増大を図ろうとする試みは，早くから少数の農

民によって行なわれていた。大迫は林木による草地庇陰の効果を確認しようとして，カラマ

ツを用いて 1920～32年にわたって試験した。 その結果，生草収盆がピークを示したときの

樹冠の垂直投影面積，本数，樹高， 胸径などが明らかになり，庇陰度は 32.4%を示した。

さらに，農家の所有する庇陰採草地の実態が， 三井ら 17)によって調査された。そして庇陰

樹としてはマメ科やカパノキ科に属する樹種が， 飼料草類の増収に効果があることが明らか

になった。 このよ うな 草生改良のための庇陰林造成技術は，本研究の成果によ り広く普及

し，とく に畜産局においては牧野改良補助事業としてと りあげた。

C. か ん水

草地かん水のたてまえは，草類の生産：期間中における水分の補給にあるが， このよ うな面

からみれば，わが国の自然草地のかん水の大部分は，これからはずれている。 すなわち，野

草類の生育が休止している冬季聞のかん水が，古くからわが国では伝わっており， これは野

草類の増収のためというよりは，むしろ草種改良の効果をあげていることが多い。

ところで自然草地のかん水については， 大迫81によってかん水期間の長短と生草収量との

関係につu、て試験され， また冬期かん水と植生推移との関係については，村井LO）の試験によ

れば， 短草型草地がきわめて短年月のうちに牧草地へと移行した。

八ヶ岳を中心とする農村地帯の冬季かん水の実態が仁木によって明らかにされ， 岡崎・に冬

季かん水の草種改良上の効果が再確認された。

D.施肥

自然、草地に対する施肥についての研究は， 比較的積みあげは少なく，従来は大迫20）による

肥料の種類と草地植生の推移の関係をみた研究を数えるにすぎなかった。戦後においても，

この種の研究は少なく， ただ小原らによる一連の試験をみるにすぎない。

一方， 飼料植物に対する施肥試験については若干の報告があり，ハギ類やイネ科草類に対
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する肥料3妥素試験などが，フミ迫によって 1925～33年のころに実行されている。

E. Wl 料植物

糸］料植物（野本類〉の栽培や， お］料成分，または家務のll喜好性などについては，王子くから

研究がはじめられていた。

すなわち大迫CJ）は 1916:f:fにカワラケツメイの鼠料および詑料としての frl!i値につい

し， さらにハゴロモソウについてもためしてみた。また杉野22）は欝誌に対する牛馬の格好性

について検討し， 供試した 11援の樹撞を i議好性高位および低位の掛種に分けることができ

た。

なお， i没後においては飼料HI梅木の植栽が畜産行政に大きくとりあげられ，ハギ類，イタ

チハギ， トゲナシニセアカシアなどの牧野に対する植栽については補助金制度を設けて， こ

れを推進した。

3）滋牧林施

わがじiにおける林地の放牧利用；土， 前述のようにきわめて古い歴史をもっているが，

的lこ混牧材：という言葉が用いられたのは， 1916年に国有林野馬渡供用限定地が設去をされた以

後のようである。

すなわち， このような践定地の施業方針ーとして，土地の矛IJJH区分を行ない，家苔専用地と

混牧林地の 2器類iこ分けた。 そして， 「j見牧＊＇~とは放牧もしくは採草と森林収穫をあわせお

こなわんとするもので，....・保安関係上樹林の維持を必要とするか，地方産業上木？！オの主主E去

を間一地域で併行しなければならぬとか，樹陰性の強い銅料植物の繁茂せる場合， などのご

とき：J;jf清のもとにおいて，混牧;bl，はj百いられる形式で・・・・j とうたっている。

農山村の家斎踊誌の状況を林地との関連においてみれば，このような＊：~＊と家畜の

荷主主張の意識的な結合は， 北海道東部一帯にみることができた。すなわち， ;i;JI¥路を中心とす

る根釧地方においては， 農作物は海霧による夏季の気蹴低下により収護法は少なく，したが

って， 海援を防ぎさらにJ休業労働奴入を得るための森林は涼jく位置づけされるようになり，

しかもこの森林は良好な鏑料植物であるミヤコザサを豊富にともなっていた。 このような諸

条件によって， 農民は馬を鈎議し，馬は;jc),j：むをえ、1°1主として維持され，林7rてはす1・爾的に生設が

維持されるというj見牧林形態が発生した。

このような， 混牧林の発生の姿と歩調をあわせるように，研究開においても北海道を中心

として展開されたものが大部分を占め， まず 1926年に室欝営材、袈によって，約 150学生の

広葉樹林における掲の放牧頭数と林床権生との関係が鵠資された。ついで竹花日｝は新誌の巡

牧林地において， 放牧馬の節料植物の採食芸名，採食およびひずめによる林木の傷容などにつ

いて調査した。

また，松井24）は根羽I¥地帯の混牧林の実態を分析して， その捺成状況を窃らかにし，同時に
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林内に放牧された馬の時刻別行動， 季節と立地別行動などについて記録した。 そして井上

（由〉叩は混牧林の法正状態について論じ， ii諭伐期を 150年とし，放牧開始は伐採後 31年目

とする混牧林の施業法について報告した。

以上のように， 混牧林に関する研究は 1930年ころから 40年ころにわたる 10余年の期間

に，当時の軍用馬の必要性をも反映して， 若干の進展をみせたが，終戦とともにとだえてし

まった。と ころで， 役肉牛を飼養する法家のなかに， 自家所有の林地に夏季放牧をするもの

がしだいに増加し， とくに戦後の特色としては幼齢造林地を対象とする形態がとられるよ う

になったことである。

そこで当場においては，問題のもっとも多く内在している幼齢林地を対象とし， わが国に

おける混牧林施業の基礎を固めるべく， 1952年から組織的に研究を続けた。

まず， 対象とする林地として広業樹天然生林と針葉樹人工林をとりあげ，家畜の面は役肉

牛と緬羊の 2種を用いた。 そしてこれらを組み合わせて，①広葉樹林と日本短角種牛， ① 

広葉樹林と緬羊，③針葉樹林と黒毛和極LI二，＠針葉樹林と細羊，の 4形態とした。 なお，

①については北海道のヤチダモ林と， 岩手県のミズナラ林について実行した。

ところで，林地に放牧された家畜の行動は， 家畜の種類，放牧の強さ，放牧の季節，地形

の状況， 植生の質と量，樹種と成長段階，放牧施設の位置などの諸要因によって規制される

ものである。そこで，これらの諸要因を整理し， 前記の 4形態の中で放牧の強さと放牧の季

節を異にした場合に， 放牧家畜が林木の成長や植生の推移にどのような反応を示し，また家

苗自身がどのように生育し， 林地からどれだけの取得があげられるか，という面の追求を続

けた。すでに，①広葉樹林と役肉牛26)27）， ①広葉樹林と緬羊20), ＠到来樹林と緬羊28）の 3

形態については報告を終わり，①針葉樹林と役肉牛については，岩手県下において試験を継

続中である。
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1.4. 森林の測定および施業iこ関する研究

ここにいう森林の測定の研究とは， 林木の材設およ

と

ろそ られているので，

るための研究を中心

る研究も現在のとこ

包括した。施業とは

ょ

にあって

天然坐林に限ら ，手入以降作業法まで，さらに天熱主主林

で含め り扱いを指すようであるが，

営部として独立して以来，

ここでは人工林について

この研究の一部をそれぞれ分担しているので，

成長， l反謎の研究に限定し， ついては更新の

一一部を！筏くすべての研究をとりあげ， ついてはすべての溺ヲ’5をとりあげることにし

るfrJf究；ま， （法只lj)の研究を主体にした研究で

あるので，

におい ることとした。

中間的存在といえよう。そ において

おけるこれらの研究の墜9とを見るに， 当然のことながら，

最も古く， 場開設と何時に研究が始められ，幾多の業績により日

すること多く， 昭和 20年代の中期，

当場がその指導，研究を分担し， 現在；こ至っている。しかも

のみがほとんどであったが， 戦後他の学問j分野で発践した統計的方法，

る研究が

のり出してからは，

ための研究
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の成果をとり入れ， 戦前には全くなかった森林調査法の研究も行なわれ，日本の森林調査技

術の発展に大なる符・与をなしつつある。

収臨表に関する研究も材積表の研究についで明治の末期には研究が着手され， 寺崎により

その研究の重要性はしばしば力説されたが，国有林により認識され， その組織的な調製が開

始されるようになったのは遅く ，昭和 13年に至りようやくとりあげられ，戦争の中断もあ

ったが， このほど完了された。この調製についても当揚が，指導研究の任にあたってきた。

施業の研究は人工林の間伐については早かったが， 木節で対象とした人工林や天然生林の

桝造，成長などの研究については比較的遅く，大正 10年以降から開始され， 始めは林の構

造の分析から，さらに取扱い方， 取り扱いによる構造や成長などに及ぼす効果などを中心に

活発に研究が進められ，昭和9年には各営林局に収穫試験地が設定を見， 営林局の調査課に

よって試験が担当され，戦後は支場に移され，現在なお試験を続行している。いま， この主

要なる成果を各テーマごとに述べることにする。

1) 立木材積および立木材積査定に関する諸国子の測定に関する研究

一一主として立木についての各種の材積表調製の研究一一

立木の材杭査定は林業経営の基礎となるものであるから， 当場においても開設当初より研

究に着手され， 以来理学の他分野の進展にとも ない，研究手法も発達し，問題への接近も諸

の々方面から行なわれ，今日に至っている。一般に実験科学とくに生物学の研究には 2つの

手法が考えられるが， その 1は理論上から仮説をたて，実験により証明し，法則として確立

する方法で， たとえば材積査定において，斡曲線や形状の理論的研究から幹材肢を求めてい

くというような演緯的な方法で， その 2は現実の理象を把握し，その中から法則を見い出す

という帰納的な方法で， たとえば沢山の幹材積の資料から，逆に実験式などにより統計的に

直径や樹高に対する幹材積の関係を見いだして， これらの関係の法則的な関係を樹立しよう

とするもので， 前者が数学的とすれば後者は統計学的ともいえよう。材積査定の研究におい

てもこの両国からの研究が行なわれ， とくに寺JI時渡は前者に終始し， 111木和蔵，清野 要

は後者の方法を主と して採用した。 現在では後者の方法がほとんど広く用いられている。

材積査定に関する研究は， その内容は広く，取りあげられた研究項目も多かったが，その

取りあげられ研究された順序は， 重要度，とくにその時代の要請の多少によっている。すな

わち，重要樹種の順に，明治末期から大正の中期までは， 立木幹材ー積表の調製の研究が主と

して行なわれ， 大正初期以降になり校条材積，薪材や立木の層積，伐根材積，樹皮材積の研ー

究が順に行なわれ， さらに材積を構成する因子のうち形状については早くから研究が開始さ

れた。しかし材積の基礎となる直径， 樹lli'r-横断面，樹高曲線などの基本的な細かい問題につ

いては案外遅く，一応， 重要樹種の幹材積の研究のすんだ後の大正の末ないし昭和の初期に
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研究がはじめて行なわれている。 このようにして昭和の初期には，一応材接表調袈法が確立

し， 一部細部の基本的な問題の一部の解決をみたのと同時に，密有林において組識的に主要

樹種崩材種別に材磁衰を作製する機運が坐じ， 昭和9年 3月ill林跨において針葉樺 12

広葉樹 18種について材積渓きと作製することをまきめ， 資料の測定収集は清野の定め

基き各営林局において行ない， 当場におい さと調製することになった。つ

いで清野は昭和 11年ブナの添木材積茨を作製し公表したが， その飽の樹種については，各

を収集したのみで， 戦争による職員の応苔やその｛患のJjcf.dlのため，この業務は

会く中断してしまった。 しかし戦後，林政統一の結果，従来異なる材積表を使用していた諮

有林，調料林，道庁所管盟有林を通じて統ーした材捺表が必要となったこと， 従来の

材績表が適合していないという営林局もあったことなどの理由から， 昭和23年 12月

営;Jt馬苦l・lilli謀長会議で現行材稜漢の検討の議が起こり， 翌年6月の材桜表鵠製打合せ会議で

適否の検討，改訂のための資料収集を行なうことが定められた。 当場ではこれに対処し，

野の定めた資料測定要綱を嶺が改訂して， 昭和初年7月主婆樹種立木材積表調製資料測定

を公表した。材積表の調製は今回は前聞とことなり，各営林局において行なうことにな

ったので，当場としては各局に調製方法を教示し， 指導しなくてはならないので，大友は従

来の謂製法を改訂し，さらに材績表の適否の検定方法を定め， 昭和30年 9月立木材積表調

を公表した。以来，昭和 39年度までスギ 12，ヒノキ 9，アカマツ 8，カラマツ 4,

モミツブ＇f 4，サワラヒパ 3，エゾマットドマツ 5，ブナ 4，その他広葉樹 7，合計問題のf/f

積茨が調製された。

つぎに主要な研究内容について述べる。

材積交定のE霊安な忠子である胸高ra怪や横断面の形状については， 治安手は木の直径とは数

いう直窪とは異なり， 幹JI引iに垂直な一平目宮内で樹幹に接する王子行2接線の距離であると

し，樹幹~'ti断面に仮定を設け， rm:f王測定法の断間後，幹＊;;j·積におよぽす影響を研究している2）。

佐多や麻生町まこの直径の偏符， すなわち樹幹の俄侍成長の方向の問題を研究し， 佐：多は傾

斜の方向， 麻金lま常Jiiltの方向と関係づけている。麻生と有村，河間は伐根i直径とj掬高fill筏の

関係について研究している。

1手出掠や樹木の？診状や形数などの研究も材積査定のための研究としてf子なわれているが，

寺崎出紬認および寵径比はとも；こ y=

数であるとし4），河剖；土滋木の絢；高7診数；ま棒J高， 胸高直箆と負の相関があり， 同一夜箆樹高

でも7多数が異なり，また逆に同じ7多数でも直径，樹高が異なることを発見している九

清野のクロマツの締りについての研究によれば， 間似樹高階において胸高誼誌と上部i宜佳

の関係は線型であり， 紹りは産地別には奥‘ならず，全国共通的である九 さらに消野は斡尚

銀式 y=Jうい十x）アを発表し， この式により形状の問題， 従来の翻樹学における各種形数，
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細り度と直径， 樹高との関係など詳細に分析している九 なお松井と馬場は胸高形数と樹木

の成長生育型ならびに立地条件との関係について研究をしている8)0 

幹材~表調i1l:!の研究は前述のように幹曲線や幹の形状よりする研究と ， 直接実験式より求

めるいき方があるが， 当場ではまず寺崎により幹山線よりする接近が行なわれ， これは当

時明治の中期， 和国国次郎，戸沢又次郎などの各氏の研究も同様な方向をとったのと歩調を

ーにしている。 寺JI時はスギ，ヒノキ，モミ，ツガ， ヒパ，アカマツ，シラカシ，ブナ，クリ
b 

などについてある仮定の下に幹曲線式 y=aebixーすを導き，材積，胸高断面積も上式と

同じ形のわ＝lcebih---f- で表わされるとし， v=kgiJi－与により材積を決定し

た九その後，寺崎はさらにヒパの材積表の改訂を行ない，形率 q，を用いるときは材積は

b1h b2 
v＝匂q,e ---r,:-であらわされ， この式により材積を計算するときは，同一樹高階では指

数のペキが定数と考えられるから， v/d'=cとし， cの表を形率 q，が0.8～0.5の場合に応

じてつくって，形率別の幹材積計算補助表を作成したi九

当場では幹曲線や樹木形状からの材積査定の研究は寺崎の研究のみであるが， 北海道では

附林業試験場で，松井 ・坪松らにより聞の研究が行なわれ， f＝叶＋ーす により

形数を定め材積を求めている11¥

材ー積を胸高直径と樹高の関数として， 実験式を定めてi~·t式表を作製する方法については ，

大正にはいり山本和蔵により始めて行なわれたl2）。山木の実験式はV＝αd1J1h1)2 で， その後

1930年代になり，アメリカでも ScHUMACHERにより見出され， SCHUMACHER式として｜止界に

有名であるが，山本の発表ははるかに早い。 その後，麻生も山本式を用いカラマツ材杭表を

調製したが， その際麻生は，幹形は天然生林と人工林などの林種，および林木の関係的位置

により異なることをも見出している川。この発表があって間もなく， i青野は材積表調製にあ

たり問題となる諸項目のほとんど全部にわたり， 当時の統計学の範囲内での解明を行なっ

た1）。すなわち，（イ〉区分求積の場合，メートル単位で円面積は単位以下4位，材積は単位以

下 3位までで十分，（ロ〉ブナの成材々積は地方別にわけず， 全国共通に扱ってよい，（ハ〉

胸高直径は樹高より材積に対する関係度は著しく高い。（ニ〉胸高直径階および樹高階の区分

は，直径 50cm 以下では 2cm，以上では 5cm，樹高は 3mごとにするのが理想的，（ホ〉

表の数値の桁数は有効数字50～99となるものに対しては 2桁， 有効数字100～499となるも

のに対しては 3桁までにとどめ，以下4捨5入しても 1%の誤差はこえない。（へ）直列図

表，独特の材積計算補助表の考案など報告している l）。

戦前における研究はほぼ上記につくすが， 戦後においては，統計学の革命的発展に基き新

しい方向から研究が行なわれた。実験式についての研究は，一応世界各国の研究者により戦

前に研究しつくされ， どの式を用いても 50歩 100歩であるので，研究はむしろ 他の方面に
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i怠けられたっ i没後， 1
c
h
 

ったが， として，

の方法，

し， しかもこの場合，

し7こi分つさらに

くにあたり

を用いた場合の不良データの楽却

保よりを修正する方法，回帰部

より見い／：Hし131, .,_ 
6/) 

げるにはどうしたらよいか， さらに

して報合している。

をあげる方法や， j喜次ill:f口によるf11予

はあるけれども， そのft!!の1オ杉ふたとえ

るものについて 三jとめる必認も生

じてくる。

山本はアカマツの技条室jiどにつL、て，ドi似の斡材設の場合校条室長は樹冠長率のん梁：こ比

却し， 樹冠；長率が河出、の場合はl；料オ践に正比例することを見い出しているi九佐多はアカマ

ツ，クロマツについて， .fJ：知商目立箆に対して校条室長の関係は寺崎式と

あるとしている同。 スエド， ヒノキ，カラマツ，アカマツの；技条材・'fj'i:, よひ：

表を

と高い正のJ間関のあることを見い出し， 111本式や二次式をj百い，

もブナの粗染材材成率について}J(<iJ1¥i/1］区窪と関係させて求めている。ね

なわち樹皮材読については， アカマツの樹皮材絞に関する研究でJlJ本は，樹

ると減少し， 間一幹材設では年齢の土防uにつれて溶かiすることを見い

出し，材積式を定めている。しかし，安藤の研究によれば，カシワの場合樹皮長は年齢とほと

んど関係なく， 与をに皮付材裁と共；こ変化する額向きと見い出し，樹皮林積， I喜J皮芸名ともに放物

涼式により表わされるとしている判。このほか， 京耕太はアベマキのj安打支廷について JlJええ

の方法により研究し， 松井と馬場ばトドマツについて樹皮の尽さのlrtJ一樹体の位：1＇＠：による変

化を Yイ去により表わし，さらに樹皮の！日は地位

係，気候， さjもること，同
り
ノ

L
l
h
 

1去に対し

一：欠え支た士二次式で渓わされ， 務｝皮率；主幹材夜の放物線式で表わされることを見い出し

ふヲ命 21)，」。

！良部材ー設についてはJlJ木と麻生の研究がある。

一日~したところはm：材ーとなる マ
0 あるが， つい

きと求め，

とlお高の関数として， 守

した；材片の主子j勾I度f至とj向高直｛丞とのE占］係き：しらべている臼｝。

ては，寺／1都立，

し，さら

このあと大正 3fp4月から従来の一期の 6.6.3は 2.5.10と改められたので， このj持政計

算法の研究が必要となり， 111本により毘績に関する様々の研究が？？なわれた。 111ネは丸太の

中央迷！？開設平均直径から一概の丸太本数， 材誌を求める式を定め，さらに丸太の太さと割裂



nu 
ru
 

度と割裂による陪積の増加とのあいだの関係

や，立木の胸高直径，樹高と層積との関係など

について報告した則。

上記はいずれも材積表調製に関連した研究で

あるが，利用すべき材積表がないような場合，

林木材般の査定は当然別の方法で行なうこ とが

考えられる。 いわゆる，標準木法がこれであ

る。当場においても，この研究はあらゆる研究

のうち最も古いことは，立木材積表のなかった

明治時代においては当然のことであろう。寺崎

は当場研究報告第 1号において，各種標準木法

形状高，形状断而などにつき，理論面，実際面

より検討を加え，直径階による材積曲線法が最

良とし，簡易な断面積別材積去，形数表を発表

した刊。 さらに寺崎は材積曲線につき詳細な研究を発表し， 後年自ら訂正したが，樹高と断

而積や糊こは， h ＝~三位， v=ahe＇＇＂ の関係があると述ベー2九その後， 麻生は じ
ノキの間伐および収穫試験地の資料から，直径に刻する材広＇ l曲線式は， 指数型か放物線型が

よいとして決定しているが， その式中のノξラメターは旺径と放物線型の関係があるとして，

各胸高直径に対応する林分材積表を作製している2G）。 さらに麻生は樹高曲線は放物綜式で表

わされると した。これに対し松井は，野l院の人工林では地位月I］γ h＝ー豆二旦ー，択伐林では
a 」 b+cd

h=adbc vc[の式があてはまることを発表したへ 7iirl3:ll'ih-1. 2 = ae －÷ 式があてはま

ることを報告し， さらにかれは樹高曲線は林齢に応じて変化することを発見し出たが，この

ことは諏訪 ・真辺らによっても確かめられた問。

なお，測定器具として，麻生は高位置測定輸尺，m惜i器を考案している。
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｝ 

」

2) 利用持議査定に関する研究

とし るものである。 そのほかにも

材会などの1寸法交定にE＇＞つする研究を含むが， これらの研究はいずれもそ

，竹

応じて行なわれたもので， たとえば，丸太材絞安定j去の研究はj弓材規格規程の改正に関連し

て行なわれ， う｜と；iu~オ：ま i昭和初頭の米材輸入の践んな時代に行なわれている。

守r 
｝ を知って立木の利用（丸太） 日lす方法については， ヰヲ

村らが始めて研究をflなっているが， さらに部氏ら｛玄米口直径ならびに よる丸太

しつぎのような結論を得ている。すなわち，

区分は必主ない0

4［渇！寸では

それより小さいTlU王で

0.8に材交をかける方法は常

太余1・絞法0::il潟裂している：｝。こ

し と とをjむl，交すると， 2関与L 3関材，

1 jミ2～3寸， 1 fミ4～6,j・ではず号付裁と一致するが，

となり， 大きい直径では過大段定となる。中うた断jj'[f

となる。 これらのことを見い出して別に訴し

き， IL！；！＇，｛：）自立大正 12年6月丸太材ー積茨を改訂した。
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しかし，大正 15年山林局ではメートル法を採用することにし， 丸太材積計算法を改めた。

ここで括約1/1);jの相iiJ：と材松計算法の改正が問題となったが， 消野は研究の結果，園内各地方

の慣行の尺貫法の括約方法では寸止めの場合は 4捨 5入法以外はすべて過少推定となり ， 5 

分止めのときは 2分切れがよく， 実用的には大径級では寸単位端数切捨て，小径級で、は寸単

位 5分切れ法か 5分単位がよいとし，1, 一方メートル法による山林局方式では， 材積合計で、

6～1096の過小推定となり，とくに 2cm括約では従来より材債が過小となり，材長が増加

するとかえって計算材杭が減少するという矛盾を指摘し， 刃ljに丸太材積表を作製した九 し

かし，川和 15年にいたり， 再度，山林局は用材規格規程を改正し， 尺貫法を採用した。こ

の場合にも前回と同様の問題が生じた。 この問題につき清野は，材積計算では一定材長では

一定直径階以上のものに対しては新法は旧法より大なる値を与え， 括約による影響について

は新法は旧法より大きい値を与えることなどを理論的に証明した4）。一方北海道では， この

間メートル法を採用せず七九掛法によっていたが， 昭和 14年から平石法に切りかわったの

で，松井・坪松らは， 細りおよび径級，材長と各種計算材松との関係などを研究し， Jl_J林局

方式では一般に 8%内外過少になること， 未口自乗計算と利用率の関係などを研究し，報告

している 5）。なお利用率については秋保・石井の研究がある。

昭和の初頭ごろ， 関税や一般取引上問題となった米杉割材の材積算定については，渡辺と

川野の研究で糸廻法が最良で梯形法， 丁字法がこれにつぐということが解明されたヘ また

州材の材積算定については麻生により材積表が作製され， 和lの四つ；則材の材政計算法につい

てもfq平明している九

竹材の結束入数の問題や， 宣［］間周囲（メグリ）と重盆および全長との関係については渡辺

と清野の研究があるヘ
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5) 松井善喜ら：丸太求積法と其得失に就て，北林試I時報， 18, (1939) 
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3) 森林韻査法に関する研究

、E

」 ともない，

し は会く見られなかったものである。当場において

もi沼:'j;J28 

出

きと開始し， ピッテノレリッじ法，

シ」，

してきている。

とし ピッテノレリッヒの

らその正しいことを託加し1)' 形状高を

の立

するごッテノレリッとの

ブゴ；去の簡易化として， ifil沢ら しておき，そh してjぽ

る方法を行なった2）。

また大友は，平沼 げ， よる材‘

している3）。 甲斐鼠らもそ よるジエコースコ

始め

と近ft統計理論を結びつけた w.n資法の研究は， 日本では当場において昭和28年

された。 この方法は写真上で林m区分し， J,;,7イヒft；玄抽出法；こよジ諮査したもの

600 ha のt~dl!lの

ることができ，

をその 1/100に近い約 6.7haの諜査により，

のである5）。 さらに

,l '"' u‘d、 かみがG)込，，～。

なよジどころとなっfこも

される林相i玄分の細分化の類型

らは昭和29年本郊で始めてカラマツ写真材F主義を， 判

読樹冠illi裁と判読本数を独立変数として作製し， その後天域スギ・ヒノキ材、｛こ対し，

と上木の平均樹1W.1を独立変数として作製した7）。

成長予測あるいは成長店長調査方法の研究としては， まず西沢らは単木拙/:Uによる林分成長

；註のmu安予mtltlとの研究さと行ない，地方材段表による場合の林分表法， 2設詳し 回帰i去の検討

各種盟帰関係から成長廷を推定する方法を検討した九 さらに間沢は継時事象のサγプ

リングの立場から成長鼓調査の設計と推定方法を研究し， 成長；塁：研究の基礎となる

地法もこの立場から施業自的のものと， 長;j;時的な資源の推定や経営に必要な資料を得る経営

毘的のものとにわけでその在務a:解明したり｝。
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4〕 甲斐原一例ら ；料、分平均!i':iillil，主の基礎理論，日林九州支講， 17, (1964) 
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9) 林試研報， No.129,(1931) 

4) 航空写真 （空中写真〉の利用

当場におけるこの研究は昭和 22年から開始され， 当初は米軍より貸与さたた 4万分の l

の写真を利用して森林の地形図． 林杷図， 民有林の施業図作製の研究が主体であったが11,

昭和 25年ころから研究の重点は写真の森林調査の利用， とくに判読の研究に移行した。

すなわち，樹種判読，樹首iおよび疎密度の測定などの基礎研究が進められ，28年はじめて

標本調査法と結び付いた調査研究を行なったヘ さらに中島らは， 上．記の林相区分の詳密

航空写真による林相区分例

化を図り，点抽出法と結

びつけ， 国有林における小

班蓄積調査法の応用を行な

った3）。 それとともに，比

較汎例：7Jnの作製の研究を

もfJ二なう一方， Microphoto

斗 clιnsitmeterによる樹極判

読の殿｜域化の研究を開始し

たり。 その結果の一部とし

て，写真材料ならびに撮影

季節の相異による写真像の

判読については，晩秋撮影

のカラーフィルムが最も良

く，ついで初冬のパンク

ロ，春期のカラーのj阪で，

フィルムについては， カラ

一，赤外， パンクロの順に

なるが， 季節については，

一般に夏期はとくにパンク

ロには最低で， ついで早春
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i災度；J!IJ 1t: 装 i詮

有IL空写真機の数{i!!iii!IJ定による判読作業の機械化を計る

は不良という している幻。
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訪中島燦ら：探彩材料と季節のJIH~による "J.J三i)l!JJふ 4 ( 2 ) , (1935) 

5）単木の成長

は結びつかないが，

ものであるつ この

Elまた

のためにも単木

とられた。その 1

とともに 1の変化を，

年間 る方法で， その 2は1111出における料水の樹幹解析などにより，各年間の

しらべる方法である。 これらの研究は， もEi もあまり多くなく，その 1に

ついては， 臼木では錦木のお仔どがff1:l;矢きとなすものであるが，これに刺激されてか， 引きつづ

き ：士一 ！などの研究が行な

プカマツ， ク口マツ

で， とも類似し， 2 ITII 

ともほぼ同じ

あることをみい出しているがll,

2回， 9月ごろに 3冊目がみられ， ヲt) 
h

，計九品
1
9
2
J
 3
 可？町

C..', 60% ることを している C)o についてもアカマツ，ク口
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マツ共に開始加は肥大成長と同じであるが， 終止期は肥大成長より早く春期にただ 1回の極

大のみをも ち， 11までには成長は終止することを鏑木，佐多，森)I［，麻生共に認めている。

とくに1向、生は，上長成長は前年の肥大成長の消長に左右されることを強調している九

さらにイ4：多は， スギ，ヒノキ，サワラ，クロマツ，シラカシ，アカガシ，ツクバネガシ，

マテパシイの苗木の成長を 2年間ultiの結果， 上長成長については，その開始，閉止は樹種，

年により果、なり， 成長の曲椋型，極大成長期は樹品種により異なることをみい出している。

肥大成長については， 成長山線は各樹種とも近似的傾向を示した4）。 また，商木の成長は決

して単一の気象因子の影響をうけるものでなく， たとえば乾燥した地方や年では，上長成長

と降水量は正の相関を示すが， 多雨の地方や年では，気温との聞に正の柁闘を示す。また針

葉樹の苗木の上長成長は夜間の気温とのあいだに， 逆にシラカシは昼間の気温とのあいだに

正の相闘を示すことを佐多はみい出している。

ヒノキの成長については， 三好は全［Tlの御料林内の試除地資料から，肥大，上長成長とも

に成長期間は同じであるが， 掘陵地方は寒冷地方より期間長く， 3.5～6.5月の差がある。

成長開始の日平均気温は 13°C内外で， 成長量の極大期は 7月下旬で平均気温最高期と一致

し， このときまで平均気温の高低と成長の消長は平行するが，以後は必ずしもそうならな

く， またこのときまでに年肥大成長公の約90%が行なわれることをみい出している九

その 2の毎＂＇7・の成長変化については，三1・附は肥大成長曲線型と品種， 樹冠型との関係を研

究し， アカマツについては 3極 3型にわけ，スギは 2極 6型にわけているヘ麻生はカラマ

ツ問伏木について， その肥大成長rllifilの一般傾向は主にカラマツの例性によるもので，その

中に起伏する大きな波の phaseは， SelbstLichtungなどの自然環境の変化および周期的一

般気候などによるものと思われるが， これは間伐方法などによって多少変えることのできる

性質のもので， 連年成長の消長はその立地における同部的気候の影響ーによるものであるとし

ている～個々の樹種の成長についての具体的事例は， 白石のヒパ人工造林木の研究はじめ

いろいろと発表されているが省略し， 特殊な研究として大友 ・真辺らの行なった，松脂採取

のアカマツ成長に及ぼす影響について述べておく。すなわちアカマツの採脂は直径，樹高，

材積の定期平均成長量をそれぞれ，おおよそ 54%,72%, 70%に低下させ，その影響は採脂

後 2年以降に直径， 材積に， 3年以降に樹高に現われているヘ なお，細井らは立木の肥大

成長の簡易測定襟具を考案している什。

竹および竹林の成長，収穫にっし、ては， 孟宗竹や若竹に関し小野郁蔵および寺崎の研究が

行なわれた10¥

文献

1) 鏑木徳二：税令期に於ける松類年成長経路の研究，日林誌， 2, (1919) 



- 57 -

2) 森Jll均…：赤松及黒訟の（1111芝生長と肥大生長との関係；こ就て，日；ド~誌ラ 5, (1929) 

3〕 麻生設：アカマツの肥大生唱と上長生長との関係；こ設で，日林誌， 2, (1929) 

4) 佐多一三三：w，フドの上長生長と気象との関係iこ就て，日村、誌， 2,(1929) 

5) 三好京一：ひのきの生長に就て，御料林， H子

：再びひのきの生長；こ就て，御料林， 10号

6) マ'i'lli右 ；：芝修生iミdli線型式と樹形型式とよりFもたる :Wt径の品滋；こ潟する1むも f:J:jcj；誌， 18,

(1923ラ 3)

7) 麻生淡：カラマツ（人工作1殺水〉の／Jr:大生長に琉て予 Fl林誌ラ 11ラ（1932)

S) 林；試初：毅， No.122ラ（1960)

9) 林系｛＇；liJftfLNo.124ラ（1960)

10) 林i；え？i広報， No.I，災仏10ラ（1904,1913) を参fK's

子

、ー・

自） 人工林の構造，成長，収護
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る。 しかも，

たとえばいろいろ
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→ 、
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をJ,{j関連させて把揮し，その法只lj伎を数表として示したものがJ[JZ設設である。 こ

の研究の控史はドイツではきわめて古いが， 日本でも明治20年代にはじめて収穫茨が作ら

れ， 当i誌においては，明治 37～38年ころから寺崎により研究；玄関始さ
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を誘辺し，いわゆる守的式 y=aeーす の式により，材：分を構成するあらゆる
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には内士出ス
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を作製し， 吉野スギの間伐と成長関係を研究し1に さらに大正3年

を作製している。 このスギ村：収接表；立後年，ミ1'崎は不十分なものゆ

え使用されないように望んでいたが， 当時として

合に引用された会 このl収穫表の調製にあたり寺崎は，

らず， 大体現在の調製方法に近い方法をとっており，

も多く， されいろいろの場

カラ γ ツの場合と異なり指林木法はと

さらに密度加に分けているが，誌なる

も大きいようになっている。寺崎式

また，この半分の時期；こ連年成長長大

ほど Ip.く3:,ll¥われ， ま

示し，はその指数部

となり， に y=ax＇） の放物線関係が

ることは， 1925年ころ日官XLEYがNature じている。

さjもる 2）。このような ↓ 

め

スギ成長に生育区域の
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類別の必~なしとしたが， 111木もアカマツについて寺崎と同様な趣旨で，地位を 5等級にわ

けた一般収磁茨を作った。 しかし，寺崎と異なったことは立木度をすべて中腐とし，密度に

よる区分をしなかったこと， 間伐開始年度の考え方に樹高の連年成長の最大のR,;;'):(JJを入れた

ことなどである。 そして両者に共通にいえる!/;!J，徽は，材積計算が形状高，形数をもとにして

いること， 林分の平均高を求めるのに樹高曲線のパラメタ ーの変化の研究を もとにしたこ

と，主林木本数分間率の研究によ り林分構造の変化を考慮したことなどであったC)3）。山本の

この研究のあとは，天然生林の施業の研究が隆盛をきわめ， 人工事！，，の施業研究は京退したた

め，人工林の構造や成長に関する研究は， 当場ではあまり行なわれないようになった。しか

し， 昭和 9年に至り， 各営林局造林課により収穫試験が開始されることになったがこの試

験はA種と B極にわかれ， A種は成長量の照査および林分構成の研究と，間伐実行上必安な

資料ならびに収穫表調製資料のためのもので， 現在の施業実行方法と一致させることを原貝＼J

とし， B種は各種作業法の比較研究を行ない， 植生， ニ｜コ掠，気象などの基本的要素の精密調

査を行なう総合試験とされた。 との試験は昭和 16年になり， さらに各局代表樹極を定め，

一部は総合試験の形をとることとなったが，戦後にいたり当場に移管；された。 当場では H日

和 34年に， 戦争による資料の不備などその他の事由により存続の意義のなくなった試験地

の整理や必要の試験地の追加新設計画を樹立し， それに基づき実行を進め，今日にいたたっ

ているが， 整備す［・闘樹立の際に，従来の氏料を整理し， m禾1132～33'.'.:7.の2か年と昭和 37年

に中間報告白を公表した，10 

この収穫試験がII日和9年開始されるとともに， 収挫決のMギI林』｛｜』業上におけるill要性が改

めて夜、識され，昭和 13年にいたり 7年計闘で当場の指導の下に，スギ， ヒノキ，アカマツ，

カラマツの 4樹種について内地の各地方ごと に30磁の収穫表を作ることになったので， 清

野らは，明治 43年寺崎により作製された収穫表資料収集並調製要綱を全面的に改正し，指令：

木法を主とする数式法を全廃し，今日の要綱にほぼ近いものとした。 この収穫表調製業務は

戦争のため中断し， 完成された収穫表はわずか 3しかなかったが，収集された資料は各局と

もかなりの数あり， 戦後にいたり取りまとめられた。麻生の調製した長野，新潟のアカマツ

林の収穫表は上記 3収穫表の 1であるが， 麻生はこの研究で林分の平均直径と本数の関係を

利用するいわゆる木数間伐を提唱し，従来の質的間伐に加うるに定量的間伐の導入を行ない，

直径分布が poisson分布型に近いと述べている九

昭和 22年林政統一後，戦時中の収集資料の取りまとめと，新国有林を対象とした収穫表

の調製が昭和 23年より開始され， この指導， とくに地位の決定と審査および調製の基礎研

究は当場が担当することになった。前回の要綱も嶺により 24年に改訂され，以後39年まで

37の収穫表が調製され終了した。嶺の改訂した点は地位の決定法をかえ，林分構成各因子の

成長曲線の研究を調製の中心とし， 清野の方法は単に相互11今味の手段に用いている。当場で
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収穫表と関連した問題として収穫予想表の調整方法の研究がある。 この問題につき，真辺

は，暫定標準地の資料から， 樹高と断面積の成長:!rtを別々に推定するという，二段的な考え

方のもとに収陸予想を行なう方法を検討した11)。 また西沢は，現在の林分構造から，樹幹解

析，イ文根調査の資料を利用して過去の林分構造を推定する方法を発表している 1,10 

林分のJi＇占成因子の施業との関係については， 寺崎は，浅間のカラマツ間伐試験結果から主

副合計の本数（N)，断面積合計（G），樹冠投影面積 （K）と，副林木のそれら N',G', K' 

のそれぞれの比はある関係にあるこ とを導き出し， G’JGの大小により間伐種を規定した13）。

樹冠投影面積と直径，校下高と樹高などの関係については， 工藤，河田らなどの研究があ

る。

各主要樹種の人工林の構造， 成長，収穫については，それぞれの収穫表や研究により知ら

れているので， 特殊なもの，まれなものの研究成果のみを述べておく。

寺崎の秋田スギ人工林の研究によれば， 同一林11冷，同一地位では本数が増加しでも蓄積の

増加はそれほど望めなく，本数に関係なく同一菩松を維持しているものであるから， 間伐に

より最大蓄積をもっ最低本数を維持し， 単木の価値のl首大をl濁るのがよい。また同一地位で

も， 同一平均樹高になるのに密度が異なると，時間が異なる。一般に秋田スギ人工林では林

齢30～40年で平均樹高20m，材積200～300m3，断面積54m”となり，この時点が，構造成

長収穫の面から転機のようであると述べている1ヘ
なお， 有名な金山杉については，西沢によれば林wi~＇:1 140年でhaあたり約 10,000石内外

となっている。

北海道における各種人工林の成長， 構造については松井の諸研究があるが，海蒜地裕二を含

む釧路地方のカラマツ林の成長について15），松井は沿岸地般の成長は不良で， 内陸に向かう

にしたがいよくなる傾向があるが， カラマツの成長には風衝が最も影響し，海霧，気温，降

水量などは， これより関連性が少いようであると報告している。なお，カラマツ林の成長に

ついては，西沢 ・真下らは林知己夫の多次元解析における数量化理論を適用し， 土壌型， A

層深度， 有効深度，腐値含量，土性および石l総土壌構造，母材，標高，方位，傾斜の諸項

目を取りあげて分析し， 地位指数に対する寄与は標高，土性および石際，A-B層構造，腐

植含量，土壌型とA層深度， 有効深度の順で母材や傾斜の偏相関はきわめて低いという結果

を得ている 16）。

？見交人工林の研究は少ないが， 河田らは福霊山国有林のカラマツヒノキの混交林につい

て，混交林における直径分布，樹高分布の曲線の特異性をみい出し，この混支林では林齢 10

年以前ではカラマツの成長がより旺盛で， 10年以降はヒノキの成長が盛んになり，カラマツ

に比し，比較的長期にわたりその勢を持続し， 連年成長の消長はカラマツ同志，ヒノキ同志

は相ともなうが，カラマツとヒノキは相反する傾向があり， 間伐効果は連年成長下降のとき
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、などという結果をみい出している i口。 らはイチイブ'fシとクロマツやヒノキの混交

林につい

らいたつと

し， 五ミ17.Jの 10圭予くらいはイチイブJ‘シ

も追い付き，そ

ているという ている 1針。

-a. t) 
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より研究が中断され，戦後；主戦時中

となったため 2 人工造林の研究，とく

などが材；

対処するため，

育成造林のfrJ!・究がi在感となったが， 天然生林の施業研究は低迷している。

く

この研究の歩みは， まず，天然生＊＊の構造a:把j援する研究から開始され，さら かい

し， その中に協業日 も適切な型をみい出し，そ

くかが研究されたっその後， さらに生態学的見地とく

どのようにして

らも施業法につ
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いて研究された。 つぎにこれらの研究のうちで，当場の行なった主要な研究成果をみよう。

この研究のIf／，＇：！矢をなすものはやはり寺崎の研究で， 寺｜崎は大正 11々 ーから大正 14年まで多

くの論文を発~%し， 大正 14 年にいたり， 一応の取りまとめられた成果を得ている。寺崎は

天然生林の施業としては択伐的施業がよいとし，その林型を 2類4型にわけた。すなわち，

林冠！日の状態により 2類，直径分配関係により 4型にわけている。 その内容は周知のとおり

であるので詳しい説明を省略し， 寺崎の類型別直径階別本数回線をあげておく。

I.: N=K’e-k1<1-K"e-ke<l 老齢過熱林

Ir,:N=K’t k1<I十K’＇ek2" 

II,: N=K’e-k1<1-K''e-k2a 

II,. N=K'e-1'1'1+K''e-k2,1-K'11e-,・3,l 

ガJ壮齢林

老壮齢林

えh，壮，老齢各年代の木よりなる。

(Nは本数， tは自然対数の底， dは平均直径，他は常数）

ただし，混生した場合は 4者のいろいろな混交林型が生ずる I）。

この分類は以後広く用いられたが，このあと寺崎は林の容姿（physiognomie）と植相因子

を重要視し，施業法はこれに基づいたものでなければならぬとし， 日木の各地方の森林施業

を林の容姿の発達と関連づけた研究を行なった。

一方， 河田も高山林の構造について生態学的な視Aゆhら，水平的には，大面積侵入型，点

状侵入型，現状侵入型の 3極にわけ，立体的には附状林とm状林にわけ，高山林に刻する択

伐l土問弁状林をJ[i状林になおすための間伐であると述べている 21 。

また切］永によれば， 東北地方の主要樹極の林朴l1ll1線の特徴としては，ヒパは右下リ型，ス

ギは 2つの山をもっ一斉林型， モミ，ブナは一汗林型を示し，スギ，モミ，ヒパ林では同一

年の成長の消長は全林木同じ傾向であるのにブナ材：では反対である3）。

つぎに各主要樹種ごとの主要ーな個別的研究成果を述べると，寺崎（康）によれば，林型 Ip 

の秋田スギの天然生林は択伐の結果 Eaに移行させることに成功し， その小，中，大経木の

材積比が，初回調査のときの 63・31・6より，第 4回調査のときに 25: 44 : 31となり，択伐

の効果は，択伐後3～4年後に現われ，15年くらいで終わると報じられている。成長につい

ては，大径木ほど肥大成長量が大きし 小径木では年々減少していく 4）。 なお人工林なら地

位上となる立地における天然更新の場合は，地位下なみの成長しかしない叫。

アカマツ林の施業については， 寺崎j度は，更新j切の最短の傘伐作業以外に方法はないが，

択伐材、にする必要があれば， 傘伐作業の変形態様に準ずるようすすめ01, 麻生はアカマツの

適正立木度を示し本数間伐の指針を与えた。 アカマツ術状皆伐作業については，潟Tl井によれ

ば 50m幅は 25m l幅より稚樹発生本数多く， 林縁の雄樹の発生本数や生存度に対する影響は

明らかでないが，最大高は顕著な影響をうけ，また林縁直下や北側での成長は悪く，一般に日

照率の低い場所の稚樹の成長は悪い九アカマツの択伐，作業については択伐率 7596,50%, 
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10忽として， した林11hiこスギ， ヒノキ 17 したjネの Jコ

し、 アカマツ し， fよかでも 50忽民は

よいこと， ま ついては開 (;lミ区よ

り しているつ

ヒノミ らによれば，今BIJ・

プミ笹木ほど少な

とする林を，稔幼樹や，j，経木が多く，

くことができたとし， その施業方法について報告さ

れS），ま

4.1 m3から 9.9m3に

ついても発表されている的。

モミ，ツヌγの天然更新については，

10～35忽くらいが良いこと

りも傘伐の方がよく 11),

不良で， (15忽）， ~lg度（22忽〉が良く，

じている日｝。また， と

の研究の報告を行なっている。

おけるそミ

935 m3より 628

ることができ

じ，

2ーもつ

9忽〉は

と

ついて

コメツブ＇f, トウヒ，シラベ， ;hラマツなどよりなる高山i誌については，河口lは択伐を主と

し， うまくいかぬ所は植殺を行なうのがよいとしペ 麻生は八ケ

より分類し， それに応

コメツガの大笹木が多いのは， コメツブf

おけるシラベの更新がコメッカーより箆勢なのは，

などのためであるとしている。 シラベ，コメツ

よれば

シラベの 2倍以上であるためで，

稚樹の発生状態のj自主と罰it陰性の

ったが，

汗tJI r .渡辺・原らの 22年後の当該：休分の調査結果では， 侭育を重ねるごとにシラベの割合

が多くなり， 在径成長；土間伐区においては無関伐i玄の 1.8～2.2倍で， 特にち種碍f文芭の最

近の定期連年成長は， ha15 m3以とあることがわかった13）。

北海道におけるエゾトド天然食林については， 松井の研究によれば，択伐林＇.！W.を

は， トドマツの樹冠区霞， i弱冠指数，校条率｛士一斉林におけるより大きく，

度；立小さく， 辺材2容は林内の優勢フドが最大であるが，肥大成長は/fくにより若しく主さがある。

一殻；こトドマツの成交の良いのは豆δ 裂のトドマツ広議樹？見交林で， このお：は溺泣く択伐林型

に移る傾向がある。立e型の林でこと地の理号令！？主の不良の留所ではしに移り，ふたたび IIr 

になる傾向があるが，理学性の良好なところでは， 国i状に大小鶴子ドを混ずる択伐林に推移す

る傾向があることをどう被告している 14）。 さらに松井は，落石の海霧i世帯のアカエゾif,主につき，

i温床龍生により林相をわけ収穫表を作っている 15）。長内は， 下JI［地方のトドマツを主とする
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天然生l見交林の直径分布はL字型で，択伐林的だが， 共生群の上木と下木の成長との聞に著

しい差があることをみい出し，総平均成長韮：最大の年齢は針葉樹で 120年（直径20cm），広

葉樹で 90年（直径 14cm）であると報じている lG）。樺太保呂地方のエゾトドの天然生林につ

いては，三島は，エゾトドの直径分布は J字型が多いが，傾斜地では Cockedhat 型を呈

し，樹高分布は正規型はなく ，J字型もまれで一般に Cockedhat型が多く， 林冠は連続多

田林型を呈し， エゾトドともに樹高と直径，直径と樹冠幅，樹高と校下高の聞に正の相関が

あるが，成長はエゾマツの方がトドマツより良いと報告している川。

ブナ林の施業については， 昭和 10年代山林局を中心に青森， 秋田，東京各局でその基礎

調査が行なわれ，報告されているので， ここでは簡単に，それ以外の当場の研究についてふ

jもるにとどめる。

寺崎の報告によれば， プナ林の林型の特徴は，樹群は類似の樹相の単木から成立するが，

階段的に単層を形成する。 ブナの稚樹は，種子の散布区域が小さいことと，陽光量の関係で

樹冠の外縁の分散光の投射されるところにのみ成立し， おrH洋の段Klはほぼその付近に恒続さ

れ，直射光の入射地域にはカノミ類が侵入する。 ブナ林の林冠の疎開が強度のときは，残存木

は損傷しやすく，ついに瀕死の状態となるか， 不定芽を出しクローネを調整するかのいずれ

かであるが，樹冠が密だと結実がまれとなり，稚樹が成立し難くなる 1S) 0 

ブナ林の傘伐作業の試験結果についての， 樫村 ・1取訪らの報告によれば，稚樹の発生は傾

斜下部の発生密度が大で，疎開度については疎開 30%区，60%区， 80%区のう ち，8096区

は稚樹の発生も多 く消失も少ないが， 無施行区は発生本数は多いが71~タミは最大で ， 各区中最

終調査II寺は最小本数となった。 i也床処理効果は 5極の試験区のうち刈り払いトレンチング区

が最良の結果を示した10)0 

イチイガシの天然更新には弱度の疎開が安全だが， その成功には比較的長年月を要するの

で， 人工造;tf：を併用するのがよいという試験結果があり 20），一般のカシ類については，疎開

度が強い方が稚樹の生育によいが，雑草木の繁茂を誘致するため， 当初に稚樹が発生しない

と， その後はほとんど稚樹の発生はみられないと林は報告している21)。
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8) 薪炭林の施業

当場におけるこの研究は，大正年代にはいって開始され， あまり活発ではなかったが，長

年にわたり行なわれた。研究対象地域は経済発援の遅れた地方，とくに東北地方や九州地方

などで， 当該地方特有の施業研究が多いが，この施業も用材林の；場合と罰様；こ択伐作業の研

究が多いのは Zuriickzur Naturの思想の影響であろう。

まず， 薪災林の収謹表としては， iLi本は東京，高知両毘の施業案調査資料から，簡易な薪

炭林収穫表を「戸製している！）。

当場で本格的な薪炭林試験を開始したのは明永で， 明永はクス る試

を仙台交；場階内で行なったが， その結果によれば， )jj：芥の成長期間は 4月中旬ないし10月

下旬だが， と長，肥大成長期は異なり， ｛；え採季節については， JlH芽木数，成長の出から12月

伐採が最避で， 4月では遅く， 9月下勾ではまだ王子く， 6月が最も悪い。 伐j誌の大きさは前

5f-の太さに

10月下旬皆伐 ら，

ぃυ。 [1)-j永はその後，中身111国有林で

、；まど（0cm, 10 cm, 20 cmの 3

の比較〉柿死株少なく， かっ部j芽本数が多く，同一伐採高では伐根底箆の大きいほど枯死株

が多く， Jl}J芽本数；ま樹惑により あるが，伐根荘径のある一定の大きさまで き

いと多いが， その大きさをこすと逆に減少し，萌芽の年成長設は伐根の高いほど大きいが，

樹種により呉なること している九最もよい薪炭林作業法としては， 明永は 1,ti，王の崩
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芽の集まりから，禾lJHJ直径（ 1寸5分くらい〉以上のものを抜き伐りし， 反当約 150本くら

い践す作業法が，樹極改良， nn~整理，伐期延長に役立つものとして推奨している。 中身山

の例では成長立は 0.77m＂，皆伐の場合は 0.48m3であった九 コナラ類の伐採季節と萌芽

の関係については，舟山の釜山の試験結果も明永の結果とほぼ同様であるが， 前芽発生本数

はTf1斜面に多く ，北斜聞に少なかった九

国有林における平内の薪伏林総合試験は， 昭和 10年開始され，戦後，当場に移されたが，

木村らの中間報告によれば， 稚樹の発生は当初想定した択伐基準林の数値より一般に下回

わり， 刈払い区では無手入区より有用樹1重の発生が多い。樹種別の直径成長では，ある範囲

内で残存直径に比例して成長畳が大になるもの， 逆に小になるもの， 中間のものなどがあ

る。択伐の効果は皆伐に比し，成長量の増大をきたし， 残存木の直径は 1.5～3.0倍の直径

成長孟が期待できる。 これらの点からナラ類の択伐的取りJ及いは東北地方で有利であるが，

他樹種が混交するときは， 樹種の選定に留意する必要がある。 回帰年は 10～12年が適当で

ある f,）。なお木村らは，北上東部地方の薪炭林試験でも択伐の有利なことを認めている。

ブナ萌芽林の施業についてはi樫村らの報告によれば， 伐採後のブナの加芽状況は，株から

の萌芽がほとんどで，切口からの崩芽はきわめてまれで， 発生方位には差はなく， 地上高別

の発生本数は，高くなるに従い指数，11，線的に減少し， 21～30cmでは極めて少ない。年齢的

には 21,2年と 46年に極大のj[lがあり， 50年以上になるとnn非ブJは極端に京える。イrj1長立

はJiJT芽；慢が 5, 6本の場合最も大きく， 7目安：勢は｛えj長直径 18～20cm程度が最も大きい。プ

ナJI/J芽林は皆伐した場合， 15年くらい保育を要し，J尺伐した脳会｛＇，－ は，がI生樹は樹t：；は4,5年

後， 直径は翌年から旺盛な成長を開始するので， 被圧前主主樹の保践により 15年くらいの伐

期低下と収穫量の増加が期待できると報告されている～

北海道の薪炭林施業については，松井は萌芽試験により各樹種の茄芽力を確かめ， 伐根直

径の大きさと萌芽本数，伸長量などの関係は東北地方における試験とほぼ同様であり， 伐採

時期と萌芽発生本数や伸長量の関係も類似している こと をみい出している。 また萌芽の発生

状態や発生位置は多様で，東北におけるように朗らかでないとしているBl0 

海霧地帯のミズナラ林については， 松井は択伐作業が適当であり，成長は海岸と森林の距

離に関係するとして，距離の関数とした平均樹高，平均直径の式を提示している9）。

九州地方のカシ類の薪炭林施業についても，大正年間より種々の研究が行なわれた。

林は，天草地方のカシ類を主とした 40～50年以下の IF 型のがJ壮木の多い~0：の傘伐作業に

ついて，樹種に応じた下種伐の施行方法を解明し， さらに保護樹の効果を検討してU、る 10）。

また小幡は長期間にわたる長崎地方の薪炭林の試験成果を解明し， 種々の知見を得ている。

すなわち，この試験は， 各種の伐採方式による有用樹種増殖の効果を見ょうとしたもので

あるが， 16年間の施業の結果，有用樹であるカシ類の成長量は択伐区では皆伐区の約 2倍，
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保存区の 3倍で，不良謝種であるツブラジイではその逆の傾向きと示し， 択伐による樹種改良

の効果が大きいことが判明した。 また材議成長，直径成長でも択伐が右手！Jであった。なお，

小幡l土木数分布lこPolya-Eggenbergerのct員採が適合することを見い討し， 将来の本数分配

の予測，期待筏級に到達するに袈する年数の予測に利用できることを示している II）。

盟国地方の薪炭tJi；：施業については， 校竹の桜ケ佐古111の薪炭林択伐試験の報告によれば，

伐摂高によるJJJi芽本数および成長への関係は余り認められないが， 択伐による樹種改良の効

来は小ijl需の報告 し， 皆伐i玄ではツブラジイなどの下位樹穫がj：盟加することを認めてい

る12）。

四国の海岸！知事ii也被の務次林施業は従来より なっていたが， 昭和 15年開始された

長指菜山盟友林の帯状皆伐と，11H犬択伐の比較試験につし、ての猪誌の報告によれば， 主風にi亙

f尽な保残？に伐採法が良く，伐採貯の幅 lOm，保護措幅 20mが最もよいということである問。

また兵頭らは， 同地方で薪炭林；R伐作業をおこなう場合， Til窪 4cm以下保残の場合は成長：El:

が 4.lm3より 2.1m3に減少し， 6cm以下保残の場合は 4.6m3より 5.1m3に増加したと

報告している川。

特殊な樹額についての研究としては，アベマキの荊芽林の伐採季節としては， i河田は伐採

後 10年の成総から 12月が最良であることを観測し15)' プカシヤモリシマキ~については，兵

頭らは，風衡により倒伏しやすい木であるから防風林を残すとか， ｛也の広葉樹きと混交すると

かすれば，伐期を 7, 8年せいぜい 10年くらいにすると， 10年で大体 150m＂の収穫が得ら

れると5被告－している！GI。
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2 造林部門

：休業試験報告第 1号（1904）の第 1頁に「林業試験ノ概要」と題する一文がある。 これに

よると， わが思で学術的林業試験が開始されたのは明治 11年と記載されている。その年は

あたかも西南の役の翌年にあたり， わが国林野の管理機誌も未だ十分安定した状態ではなか

った。 したがって林業試験場として試験研究がその基礎を臨めたのは本試験場の沿革に述べ

られてあるとおり， 明治33年東京府下荏鼠郡白黒村に試験活協が設設されたときにあると

いえる。

時あたかも，盟有*I，においては，国有林野特尉経営卒業が開始され， 御料林においても，

施業案編成準良IJを制定し， 造林事業の実施方針が確立されたときにあたリ，

震とともに造林試験もしだいに

び4つの指定大林援護（宮波・

なってき すなわち，明治 37年度より 11-1林局およ

ち，

？丞

人工

・大阪・熊本）

るものを喪約するとつぎのようなものであった。

（スギ，マツ，モミ，ブナ）

（ブナ，その｛也）

きこととし

林法試験（クリ，ケヤキ，クス，イチイ，カシ，ツゲ〉

マツ保残木作業試験

ヒノキ・マツ混交林試験

マツ受光伐および下樹徳裁試験

枝打試験

開伐

竹の造林法調査

項目のう

このように，当時の国有林の袈議にこたえ， 広範な試験研究が開始されたのである。

そこで， この分野の試験研究の賢史につき，総体的に展望することも一法ではあるが，こ

の分野もきわめて多岐にわたるので， 以下のごとく，各小書店内ごとに研究のあゆみをたどる

こととしfこ。
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2. 1. 林木種子に関する研究

林木f重子に関連した研究は， 大別する と発芽生理を中心とした タネの取り扱いに関するも

の， タネの生産：に関連したもの，および林木育種の基礎となる研究の 3つに分けられる。こ

こでは造林の立場から， 前二者についての研究の大まかなながれをたどることにする。

林木種子の取り扱いに関連 した研究 林木種子に関する研究のうちでもとくにこの分野

は，明治吟代に当場が創設されて以来ながい伝統をもっている。 当初のきわめて記載的な調

査（陥村 ：林試研報 1号，小野：林試研報1号， 稲村 林試研報2号，白沢 ・稲村 ：林試研

報 3号〉にひきつづいて， 明治末期から昭和のはじめにわたるおよそ 20年間に，発芽生理

と貯蔵に関する一連の研究が小山光男によって展開された。発芽生理については，とくに発

芽と温度との関係を詳細に研究した（小山 林試研報8号， 15号， 18号， 22号，林試集報

16号， 日林誌9巻l））が， これらはいずれもきわめてすぐれたパイオニヤ的業績であった。

貯蔵に関する研究は， 当時の場長白沢保美との共同ですすめ，数店の報告がでている（白沢

ー林試研殺8号， 小山 ：tt試研一報 9号，10号，白沢・小111：林試研報 17号， 小山：林試研

報 21号〉。小山が早逝した肝1和初期から戦後しばらくまで，発芽・貯蔵などに関する研究に

はほとんどみるべきものはなく ，M：木種子の，＇ij'i質検査が大きな仕事であったようで， 検査資

料を材料にしてタネの爽純物をしらベた研究（尾越 ：林試研報 35号）や，発芽形式，平均発

芽効率を論じた報告さ）31などがみられる。 後者ーもふくめて，この時代の発芽や貯蔵につU、ての

研究I）川｝は，主として育種の立場ーから行なわれたものである。

大正末期から， 帝室林野局東京林業試験場でこの分野の研究が活発に行なわれはじめた。

その中心となった長谷川は林木種子各般の研究を行なった （長谷川： ；帝林試報 1巻 3号， 6

号， 4巻 3号8）叫l））が，とくにテルル塩類を利用したいわゆる還元法による種子活力の検定

方法（長谷川．帝林試報4巻 3号1'）叩）〉は，種子鑑定紙16）も考案されて，造林用種子の発芽

力を推定するのにきわめて簡便であり， 国際的にも大きく評価されている。またタネの貯蔵

方法についても，薬剤を利用して貯蔵効果をあげることを考案17)18）し， 近年新しい型の種子

貯蔵庫が普及するまで， 実際にひろく用いられていた。

一方， 北海道においては，帝室林野局北海道林業試験場において，タネについての多様な

研究が行なわれた。 当時の場長原因とその共同研究者柳沢は，貯蔵試験，精選などについて

数篇の報告をだしている（原田 ・柳沢 帝林北試誕 C1），同 ：帝林北試報 c2 )1•1201 ）。この

うち貯蔵に関する長期試験は， 戦後も柳沢がひきつづいて行なった21）。

戦後，発芽生理を中心とした林木種子の研究はいちじるしい数にのぼっているが， 大別す

ると硬粒種子をあつかったもの， 発芽といろいろな外因 との関係とくに光と温度の影響をし

らべたもの， 貯蔵，タネの生化学的研究などにわけられる。発芽と外因の関係のうち，とく



71-

：こ工大分については， な研究を行なった22）が， おいてはうまと

ついていろいろな研究が行なわれた。 マツ類，モミ

2, 3の広葉樹のタネについてみとめられた23)-3針。とくに混度と

トウヒ

を研究し

た浅JIIは，前記した小ILiの一連の研究をうけつい

について新しい考え方一一－1/irl週十主の存夜を主張したね｝（浅/11: 

ブゴ， とくに発51＂しにくいタネ

95号ー， 1004号つをとおして

した研究3'）吋幻（設／II：＊｛：試fijf毅 83号， 87 

を解明するためのテガカザをしめした，01 c浅Jll

159号；静注川）。 i苛践に関連したものとしては，大正年代に小ill叫がはじめた，

ごと中にうもれたタネの発芽力保持についての試験のその後の調査（小沢：抹試薬栽 58号〉が

あり，また北海道でほ問がはじめた前記の貯絞試験は柳沢がひきつぎ， ごく設近三とできわめ

て多故にわたる実験を発展させていた。 その研究成果の一部はごく最近公にされた（例沢：

172号）が， 過半はまだ発表されていない。柳沢はまた球泉の成熟とタネの

の関係（柳沢：林試紙報 70号）や発芽などに関連した 2, 3の被告‘（初lli尺ー Jill狙．

(69)lll'H)114！）’勺も (J)lql；γz-IS）（小沢：

C*、し〉研発諮，！日i28，小沢・松浦： (2〕〉がみられるほか，タネ

斉ljの関係も報告されている叫（小沢・松浦－林試北支菜栽特別：混合 2 －~・，佐藤：卒；：試iiJf滋 81

号〉。生化学的な研究としては，タネの有機litミ分をしらべたものがある川村）コなお11/i和初期か

らこの分野の研究および種子検査にたずさわってきた小沢は， タネの会主誌もふくめて，わが

くにの林水顕子｛こ関連した業絞を網羅して者l~i '9）川をとりまとめたっ

林木種子の生産に関連した研究 休業における謹子生産は，ごく まで主として自然

依存してきた。 ところがよく知られているように，林木の自然における iまカ冶

なりの銭的の波があるので， この分野の戦前の λ出台に

た02）吋ヘなお当場においては，主妥結J援について各地から

ljl,li:争初期まで年次的にiLi；除去t¥liにHJ,Iえしてきた。

を論じたものが多かっ

をとりまとめ，

戦後も同様の報交がいくつかみられる 5')－品（松浦：林試北~:f戸線 1962）が， しだい

｝百種子を汁閥的に生産：する必~：：怜が;iIZ.~哉されるようになり，長極科：

が研究されるようになった州州州（小沢： ;j;i：試二！と支業報（ 2），小沢・松崎：北支業報C4 ））。

その後If付添J33年にいたって さだめられ，

;j1,；から供給するが， しだいに からの供給にきりかえていくという方針がうちだされ

た。 このような林野庁の方針をうけて，これ以後援子生法武の向上をはかるための語研究が

はじめられた。 これらの研究の多くは，上記林？に脊窓卒業の一環として{JIJ設された各

林木育種場ーとの密接な協力体制のもとにすすめられている。 これまでのところ発表された成

果；土， 主として花芽分化結実の迄1性に関するものである州ー；e）が， では係



- 72ー

日長処理室を用いてのカラ7 ツの花芽形成実験

（右側の扉の見えるのが日長処理室）

種林施業方法の試験もすす

められており， また採種園

施業のための基礎的な研究

についても， ちかい将来に

いろいろな成果が期待され

ている。

タネの計四的生産， 育種

壬ド限の短縮などのために，

効果的な結実促進方法が研

究されてきたが，従来は主

として物理的な手段にたよ

ってきた。昭和 30年代に

はいって， 農業方面でジベ

レリンの応用がとりあげら

れ， tt木についても，スギなどの花芽分化をいちじるしく促進する こと が明らかにされた。

とくに鳥取大学，京都大学，当場でまとまった研究がすすめられてきたが， 当場ではスギを

主として，加藤 ・福原らが研究にあたり 73)-78), これらの成果にもとづいて， 実用化のため

の広汎な試験が，育種場ですすめられている。
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5之） 一一一一 再び落葉松種子の凶作を論じて世の造林業者に望む，同上， 326号，（1910)

53〕 尼越堂。造林用種子の取扱いに就て，山林， (1934)

54〕 ・球果濫採に依るカラマツ母樹の被害，山林664号，（1934〕

55) 長谷川孝三 ．林業用種子の作柄，山林615号，（1934)

56) 岩田利治ら。ヒノキ結実豊凶予知に就て，日林誌， 19,12, (1937) 

57〕 原因 泰 ：トドマツ結実の豊出｜予知に就て，御料林 139号，〔1939)
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(1943) 

59) 高樋勇：トドマツ結実の豊凶と気象との関係， 日林誌；， 32,12, (1950) 

60) 柳原利夫ら カラマツ結実の農凶と気象との関係， 日材、誌， 42,10, (19δ0) 

61) 柳原利夫。カラマツ種子の豊凶，北方林業， 14, 3 , (1902) 

62) 小沢準二郎ら ：トドマツ種子の豊凶予想一樹冠の階級別にみた豊凶予知法，日林講， 64回，（1955)

63〕 小沢準二郎：採種林の造成，函館営林局，（1952)

64) 一一一一一 カラマツ採種林の造成，樹氷， （1952)

65〕 高H1i 勇ら カラマツ旬樹林設定に関する試験，樹氷，3,3～4, (1953〕

66) 柳原利夫．カラマツの花芳三分化期について（ I ) , 11林誌；，40,8 , (1958) 

67) カラマツの花芽分化期について（ Il), 1-11，／；誌，41, 5 , (1959) 

68) 小沢準二郎ら ：；林木種子の性状に関する報告（ 1), トドマツ花，Wの治生に関する考察， 北海道道

有林業資4号， (1953)

69) ：道有林（ 5林務署管内）に於けるト ドマツの花芽着生に対する一考察，材試（札）

研発講，（1953)

70〕 ・トドマツ開花と結実との関連性，林試北支業報3号，（1955)

71) 松浦 莞 ートドマツのタネはどこから採ったらよし、かなどについて，北方林業， 90, (1956) 

72) 一一一一 ・トド 7 ツ雌花の分化と発達における形態学的観察（予報），日林講， 72回， （1962)

73) 加藤善忠ら ．ジベレリンによるスギ花芽分化の促進，日林誌， 40, 1 , (1958) 

74) 加藤善忠 ジベレリ ンによるスギ花芽分化の促進 （第2報），日林誌， 41,4 , (1959) 

75) ら ジベレリンによる針葉樹の花芽分化の促進 （第1幸匝），日林誌， 41, 8ヲ（1959)

76) 一一一一ーら：ジベレリンによるスギ花芽分化の促進 （第3報），処理によ って得られた花の稔性，

日林関東支部研発，（1959)

77) 一一一ーら ジベレリンによるスギ花芽分化の促進（第4幸良），種子の発芽，日林誌， 42,s , Cl9oO) 

78) 一一一一一ら．ジベレリン処理による針葉樹の花芽分化の促進（第2報），日；林関東支部研発，（1963)
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2.2. 育苗および更新に関する研究

御影i～与i：とも， それほど ものではなく， 街例外明治30年以前の造林事業は，

は年間約 l,OOOha, なってようやく年開 4,000haを超えるよう

になったにすぎない。 しかし前述のように，

を｝現して，

と，御料林の施業

されるとともに，この分ill｝の研究もしだい

なってきた。

このため， WJ12r1tt；現における

られていたことがうかがえる。すなわち， 自沢・ をはかるた

め， 3与にわたって？むド移植後の枯死三容を！冷！与]'iJ!Jに読むζして， 成ミ議ミ立m潟を決定し

1号〉，労協力節約のため点沢はYi'f木のi誌の切断…泣き？定め（罰），県切りにより 2[n！符涼替を

Ill存する方法を案IL'iし（向 2〕，摂切りの適j拐を判定し（/rt] 3 ), 余剰］岩木活問のため成長抑制

j去を考案した（向〉。またili野は，

25王子から J, 
」

fこ。このよう

した。 しかし大正

にはいると， 迭訴事業の肱大により 111n1-tl吉？にの欠乏をときたすようになり，

された。民永・小山し｝・野路はその対策研究を開始し， スギ， ヒノキ育活j宙開の Ii；：：.競締に

貢献したりz主試金報 2,4, 6号）。 －-Jj人工瓶裁については，白沢はヒノキの表芸のむけ1iを

地形方位別iこ定め（林試絞殺 2＇手〉， 造林投節約のための根切り法：l, ＇.その他，法礎 （（Iな加で

の成果日引を公表した。

地方， おいては， 明治 41年度から

され，翌 42 15 

もヌ；ミ；／＇／干／ i(_Jな経営を開始した。このため

られたが， まず印3治 41f;-, 

樹在去の植裁試験を関拾した。 この成果はその後7年たってまず第 11111の発詰

ヰ号〉をみた。大正にはいり もようやく軌道に来るとともに，！Ll/l'i

ら され 5, 11), fl!iJIBiの

またカラマツのiを苦；去の研究もこの日子代から始まった Cl可7)。

， トドマツ，エゾマツのj湯光会どと i!l.lごしらえ，

内池なみの

され，

われた（向 5）。

とトドマツの1110

木伐採方法など を8) し、， ついて ， トドマツ，エゾマツ

4）。こ

11）。そ

され，楊極によるちがい，伐採程度を

し，大正末からIi正和はじめにかけ

， トドマツ して エイ‘マッ：こ

方天然下種変新を五［とすることを発茨し8）＇エゾマツの老治樹と

1～ 

されている（間10～

よる儲

；， をしらべた叶。
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さて特別経営の開始以来， 急速に拡大された造林地も，大正時代にはいってからようやく

病虫害，その他の弊容が目だちはじめ， かっ地力維持や優良樹種の保続などについても疑問

をもつようになったが， さらに大正末期勃興した恒続林思潮により，天然更新に対する関心

が急激に高まった。 このため大正中期から天然更新，人工嬬極， 1年生造林などの研究が活

発となり， その成果は昭和にはいってからさかんに発表されるようになった。そして人工造

林に対しても，天然更新の長所をとり入れ， 人工と自然の調和をはかることが必要であると

主張された。

すなわち，戸沢10)11），山本，野路，奥，福永，寺崎12），麻生，明永13), 太田14），林唯雄，

林泰治，弓l崎，河田15）（林Z/i¥来報 3, 6, 10, 11, 16, 17, 24, 25, 26号，林試研報 26,35, 

36号〉などが当場で，中村賢一郎lG), 山内俊枝17）などが帝室林野局林試でこの方面の研究を

開始し，業絞を競った。一方北海道においても，その地域的特徴から当然ではあるが， 天然

更新に対する関心はきわめて高く ， 基礎的研究から応用試験にいたる活発な研究活動の跡が

みられる。すなわち，基礎研究では陽光などに関する一連の原因の業主wa）吋8）と，土壌およ

び水分に関する石原29），石原・高橋30），石原 ・鷲見31）の研究が注目される。 また，天然更新

作業は必ずしも十分の成果が期待しえないので， 天然更新補助作業の研究が佐治32），山内33)

によって実施された。 なお人工播種造林法も， 北海道林試が積極的に試験を実施している

（北海道林試時報6, 8号〉。一方人工植裁に関しては，石原 ・石崎34），石原 ・松井3G）などの

研究があり， さらにカラマツ造林に関する成果が小野寺3G）によって，カラマツとトドマツの

混交林造成法が阿部37)38）によって研究された。また育首については， この地方特異な高緯度

環境からいって，必ずしも満足な技術が普及していないので， 確実な袈苗法や成長促進につ

いて腐心したあとがみられる。山内・志賀m，内田40），原田・丸山41)の業績がそれである。

かくするうちに， わが国は太平洋戦争に突入し，増伐につぐ増伐を繰返し，ついに荒廃し

た林地をかかえて終戦をむかえることとなった。かくて昭和22年の林政統ーをへて，国有林

は木格的に林地の復興に乗り出し， 育苗，造林事業ともふたたび急激に活発となった。しか

るに， 朝鮮動乱によりさらに森林資源は減少し，国有林の収穫の保続は危殆に瀕した。この

ため，拡大造林計聞は一回推進されたが， 広大な同齢一斉単純林の出現は，各種の被害をも

たらすこととなった。 しかも，林業労働力の質的・量的変革も加わり，国有林はいままでに

ない厳しい試錬の前にたたされた。試験研究機関も林政統一のさい再編成されたが，このよ

うな目まぐるしい林業事情の変化に対応して， 活発な研究活動を展開してゆく必要にせまら

れた。

まず育苗関係については， 従来，間引き，日夜のかけはずし，除草，床替など，労働多投

の面が多すぎるので，その省力的新技術の開発に対する要望がつよくなった。 このため，ま

きつけ床を無日覆で育苗するための潅水試験が， i程水装置の発達とともに各地でとりあげ
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られ，坂口・土井42)' i'I＇永・佐々 木拍｝などが実用化試験を行ない， 自認さと必嬰としない育苦

技術が主主みだされた。 また農業薬剤の路発が急速に進援するとともに，林業への応沼も活発

になってきて， 除草斉lj，蒸散抑制剤i，成長調節前などがとりあげられた。このうち除草剤に

ついては，すでに戦前，苗期渇でなく， 地ごしらえ用として笹枯殺を目的とした薬剤の開発

研究が，長谷川，野原，小W-1叫によって進められ〈帝林試研報3( 3 ）），戦時の中献をへて耳炎

し叫 46），突j召イ七の段階まですすめた。三宅47）持｝はこの分野の研究をひきつぎ， クスの

枯殺剤を実用化した（林試研報 123号〉。苗鯛除草剤の研究｛主戦後で，三宅相｝，千葉らが現地

（；休試Ii]f毅 161考〉，実用化の設階にはいった薬剤がいくつかある。このほか，

散掠昔話荊については千葉ら50)1 成長調節斉ljについては佐藤ら刊の研究があるが実用化：こはい

たっていない。また，特異な研究としては平下・経JIIによる， 首対ll雑草をr,t,崩した地力判定

の研究52)53），林弥栄の苗畑幸ffn寧の分布34）に関する研γ先もあった。

さて， 北海道においては育高卒業は戦後最も深刻な問題にi区間した。すなわち， エゾマ

ツ， トドマツのような育留期間の長い樟麗では， 急速な拡大道＊il:に追尾できず，かつ比較的

成長のはやいトドマツは凍結容の危険が大きいので， これにかわって，カラマツが急にク口

ーズアップされてきた。 しかし，横栽労勝力の分散から秋植えによる造林；廷が増大してきた

ので， カラマツ秋捕え苦の枯損が問題となってきた。このため，北海道における脊苗試験は

カラマツ山行苗の成長持止さとはやめ， 秋犠え枯損を少なくする試験に重点をおき，高槌，

間，菊田，畳[ili]，伊藤ら 55）吋0）がそれぞれこの方ffiの研究さと進めている。

なお，戦後において， 攻口；ま育苗全体につき61)' はヤシャブシ，ハシノキにつき 62),

小！；容はクス，カシ，クヌギにつき63），それぞれ若ご惑を刊行し，技術の普及に貢献した。

つぎに更新に関しては，地域的にフ之さく特徴づけられるようにうかがえる。すなわち，北

海道においてはカラマツの造林が急速に拡大された苓博から， 松井・ μ！上刊は王室内民有林に

おけるカラマツの成長と気象条件をしらベ， また拡大造林の対象となった道内各地に法く分

布する泥炭i告をはじめ， 特殊環境地帯の造林開題について，原因ら問，高揺ら叫 67），松井船

70) ら附の研究が注目される。 さらに中野の天然更新に関する基礎的試験としての一連

マ2) （林試研事長 79号〉は，単なる技術誌F詩的な試j設でなく，科学的解析を加えていこ

うとするものである。つぎに東北地方においては，秋田地方において，

され，寺i簿操エEら均74)75）の業設が闘をひく。またブナ林施業の一環としての部茅真新；こ

る木村7勺~村77）的らの研究も，岩手地方のアカマツの天然下種更新試験に践する

弁；召ら 80）の研究も， 東北地方特有のものである。関問地方では，表日本側のアカマツ林に認

する研究が戦後活発に行なわれた。すなわち結弁，松木，良部， 111本はアカマツについて，

；誰苗消失， i場光の影響， 帯状皆段更新など広範な研究Si)叫討を行なった。 このほ

かi議後，原田D2），山内問，坂口刊はそれぞれ実用 る；昔話；を刊行し， :j1J；界
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の技術向上に大いに貢献した。
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48) 一一 ：林業百'l:1:1！！ならびに林iむのi除雪E，主主主主研究， 1, (1962) 

49) 一一一一：林地での緩主主紡除， tffit0防疫， 18, (1963) 
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51) 佐藤邦彦ら： ;vIH-30によるスギ苗の秋｛ijlび抑制効巣， R林誌， 37, (1955) 

52) 草下IE夫ら：雑草による－1111-llll也カの？！とlj定（予， I～2), r:1林誌， 31～33, (1949～51) 

53) ー…一一一一：図場雑草と庇桧との関係，林試月報， 1,2, 3, (1952) 

54) 林弥栄：日本iこ於ける苗対!I雑草の分布，青森支滋研究録， 74, (1952) 

55) 高ぬ ~ら： !EEi塗格子の間関と被援のおさ，~＊］ii\:北支業十U, NO. 6, (1956) 

56) 一一 ・カラマツ時付床における格子の除去i時期，間， No.6, (1956) 

57）ー ・カラマツ符付l末におけるur1天被夜の効果，同， No.6, (1956) 

58) 一………：茂木の成育期間短絡試験，；！と材｛；匙 10, (1958) 

59) … ω一一殺の気｛院による本道カラマツ議首可能地域

60) 登lぷi 洪ら： 111出苗木の形態と活者，北方林業， 14, (1962) 

61) 坂口勝美： 7ぎ乱東京，（1953)

62) 倉町主主二良II：脊苗設立ふやしゃぶしはんのき宅金，東京， (1953)

63) ノト橋進：育笛設設ラくすヲかし，くぬぎ策，東京，（1953)

64) 松井静寄ら：北海道におけるカラマツの成長と気絞，岡林務，（1954)

65) 派出楽ら： 1Fe1災地造林立立に手！JJH；こ関する研究（第1間報告）， (1953) 

66) お縮 努ら・地下水位の差異ーがシラカンパヲド口ヤナギの生育：こ及ぼす影響，林試札幌支；；ふ

(19.53) 

67) u泥炭地に於げるカラマツ造林の不成綴ラ tイ，；試北支業報ラ 5, (1956) 

68) 松弁11f喜：；品格北部地方の広葉樹のijj[!'F性，北海道林試集報，災o.69, (1951) 

69) 原！万 三長ら： 111火跡未立木地の環境とその造林法，北海道林試報， !'io.20, (1951) 

70) 松井静喜：北海道北部海岸砂丘林の実態とその育成，旭川ぷ，）， (1952) 

71) 中里子 実．天然更新試験（4～6），日林議631国， J本試北支業報， i司特報，（1954～55)

72) …一一一一： i街fij:抜地の更新（ 1), ＊本試北支年報，（1962)

73) ミ予約燦IEら：スギ天然更新地の母樹の生長とスギ後続樹の生長との関係， R林諮， 611亘I, (1952) 

74) 林試秋阪支場造林研究室：仁7JIJスギ天然更新試験地の経過報告，同場研究Jl寺報， 5,(1953) 

75) 守的成正ら：スギ天然下種更新が激（2,3），日林議， 63田，（1954),I苛67罰，（1957)
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76) 木村武怯：］摘芽の本数処理とその時期，日林講， 69回， （1959〕

77) 樫村大助： プナ斯芽林に於けるブナ潅木類の成長，日林誌， 33，し （1951)

78〕 一一一一一ら ：プナJ摘発＝林の研究（1),(2〕，日林講61回， （1652），日林誌，35, 5, (1953〕

79) 武藤十字 ：：岩手県対宿別検l也に於ける環境区分と林分成立，日林治， 65回， （1956)

80) 井沼正之ら：アカマツ林帯状伐採跡地の更新実態調査，（1958)

81） 細井守ら アカマツの天然更新，日林関西支講， 1, (1950) 

82) 一一一一一一：アカマツ稚樹の消失原因及び時期 C1)，日林諮，59[i'i], (1951) 

83) 一一一一一 ・同 （2），林試京都支場業報， 1, (1952) 

84) 一一一一一 アカマツ帯状皆伐天然更新 C1〕，日林講， 59回， （1951)

85) 一一一一一・ アカマツ雅樹の乾燥死（予〉，林試京都支場業報， 2, (1953) 

部） 一一一一一 ：日照時聞がアカマツの天然更新に及ぼす影響，同，（1953〕

87) 一一一一一一 ・アカマツの稚樹の伸長成長と地物による日照障害との関係，日林誌， 36, 6 , (1954) 

88) 一一一一一ーら ． アカマツの天然更新を阻害する諸因子， アカマツM~命集，（1954〕

89) 松本正美ら・陽光とアカマツ雅樹の成長，同，（1954)

90) 一一一一一 ’光がアカマツの天然更新に及ぼす影響，林試京行［I支JJ；；定戦， No.4, (1954) 

91) 山本久仁雄：ヒノキ造林地に侵入したアカマツの取扱い，日村、以jj)[j支J/1/,6, ( 1957) 

92) 原因泰：実用造林学講話，札幌，（1947)

93) 山内俊枝：実用造林学（エゾマツ，トドマツ篇），東京，（1948)

94) 坂口勝美・実用ヒノキ育林学，東京，（1952〕

2.3. 保育に関する研究

森林の保育技術の中心をしめてきた間伐， 除伐，校打などの技術の研究は，林業試験場の

造林部門の研究の大きな流れと して進められてきた。 わが国においては古くから各地に有名

林業地が発達し， 森林の保育技術もそれぞれ特色のあるものが経験的に確立していた。明治

にはいってヨ ーロッパの林学， 林業技術の導入がなされるとともに，保育技術についても学

問的な研究が発展してきた。

明治末期にいたり国有林の特別経営事業による広大な人工造林地が成林期をむかえたのを

契機として， 明治 36年わが国ではじめて間伐試験地が， 林業試験場，東大，国有林当局の

協議のもとに長野県浅間山麓のカラマツ人工林に設定された。寺崎 渡はその設定，試験実

行にあたり， ヨーロッパにおける樹型車及区分をわが国の森林に妥当なものに改め，寺崎式幹

追及区分を定め， 間伐種についても検討した（林試研報 2, 4, 6号〉。 その間伐法はその後

国有林経営のなかに取り入れられ， 主要樹種について各地に多くの試験地が設定されていっ

た。

大正から昭和の初期にかけて， 間伐の研究は活発におこなわれたが，寺崎および河田奈は

その中心として活躍した。寺｜埼は多くの試験調査の結果を“実験間伐法要綱”1）としてまとめ

寺崎式間伐法を確立した。 さらに昭和の初期より，複層林の間伐法として各層間伐法の効果

を強調した2）。河田は寺崎の間伐の思想をうけつぎ， その発展につとめたが，さらに独創的



な；投打併用の投打開伐［去を提唱し3), また

フランス式広葉樹i/f字放区分を改慈して河田

式上間関伐i去を発表した4) （河田：；休試研

39号〉。

以との寺illな， 河問らによって確立された

間伐法は戦前における間伐法の主流とし

て， 広く窪i有林，民有林において実行され

てきた。 しかし，これらの間決法の基礎と

なる樹型級（幹絞） i玄分を実地；こ応用する

場合， 主観的なものになりやすく，しかも

林分状態などによって間一種の間伐でも間

伐j設が呉なり， 林分のその後の成長を

的に把握することが倒難であるという欠点

があった。戦前においても，すでにこの点

に対する批判があり， 麻生；玄関伐に定量的

さと与えるために， 主謀樹揺について

地泣， を作製し5),
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数間伐法の考えを示した。 さら よ 多良子1,1翠有林内ヒノキB綴！？日伐試験i也（林齢63年）

って， を得るために立木度比較試験を計濁したがペ 戦時の混乱にあって． アカマ

ツについてその一部が実行されたにすぎなかった。

さて， 間伐試験は試験の性質上長期間の継続的な謂査を必喪とするので，当場が古くから

した各種間仁！と試験地の成果は戦後になって数多く された。事情の設定したカラマツ

の浅間関伐試験地については，約 50年間という長期間の試験結果が報合され？｝山｝（寺崎：林

試研報 148号〉， またミテ時が各地国有林に設定したヒノキ間伐試験地についての調査結果も

まとめられ， 資料として発表された 0農林研究室：林試研報 166号〉。 スギについても河田

が，各覆間伐法の比較を約20年間について行なった試験成競をとリまとめ（河田：；は試研報

76号〉，寺崎康正は寺崎渡らが設定した，東北地方におけるスギ関伐試験地の長期間にわた

る成額の 1部について報台している10)11)12)0 アカマツについては，麻生らの提唱した，立木

度比較試験す！・図的によって設定された試験地の中間報告が発表され13), その後最終的な成殺

とりまとめが進められている3 また， トドマツについても報合［4）があった。なお収麓表課裂

のための隈定収穫試験地の長期間の調査成績についてとりまとめられつつあり 1s> c寺崎ら：

林試研報 168号〉，これらは間伐の効果について多くの資料を提供している。

以上のように長j諸問の間伐試験の成績の検討によって， li'iJ一地位にあっては極端に間伐の



82一

度合がちがわないならば， 間伐度合のちがいによって，主間伐合計の林分の総収穫量には有

意な差があるとはいえないことが明らかになり ， 間伐の効果が生産材の形質，大さを規整す

るにあることが碓le，されてきた。

戦後における間伐の研究は， これまでの間伐試験成績の検討とともに，前述したごとく 間

伐の此的基準を明らかにする点に重点がおかれてきた。林分の構成状態や林木成長について

の統計的解析ーから， 間伐の基礎を明らかにする試みも戦前から進められていたがIGI 17），とく

に寺崎はこの点から多くの見解l別ぺ3）を発表した。 さらに戦後においては林業事情が急変し，

除間伐技術についてもこれまでの長伐期大材生産という経営方針だけでなく， 各種の生産目

標，とくに，伐期短縮と量的生産という目標に応じた技術的発展が期待された。 昭和26年，

林業試験場の本支場が共同して実施した， アカマツのパルプ用材林短期育成試験では， その

一環として定量的な除間伐指針を得るため各地に試験地を設定したが， その成果の一部はす

でにとりまとめられつつある刊（安藤ら ：林試研報 144号，安藤 ：林試研報 147号）。

坂口勝美はこれまでの各国の間伐法を検討し， 間伐法を定性的間伐，定量的間伐にわけで

その特長を論じ， 今後の間伐法を林木成長の生理生態学的研究を基礎として，より定量的な

技術として磁立する必要を述べた'5）。さらに各種の生産目標に応じた植裁から間伐， 主伐ま

での一貫した林分密度の管理の方針を保育形式とよんで， 各種形式の特質について論じた

（坂口 ：林試liJF鰍 131号〉。 ついで定iJ・的な立木密度管理の指針をうるために，坂口を中心と

してII付和 33年より林試本支場は関係営林間収の協力をえてアカマツ， スギ， カラマツにつ

いて大規模な保育形式比較試験地を各地に設定した2Gい，91。

間伐法保育形式と表裏一体の関係にある植栽本数についても， 古くよりその疎密のちが

いが成林状況および収穫におよぼす得失について， 比較試験がおこなわれた。大正の初め設

定されたヒノキ試験地について山本，麻生らが報告し， また大正末期に小根山に河田によっ

て設定されたアカマツ， カラマツの植栽本数および植栽様式についての比較試験の成績につ

いても， 継続的に報告されている（山本林試薬報5号，麻生 ：林試薬報 20号，河田 ：林

試研報 20,25号，佐田ら ：林試日f報 37号，河田 ・金谷 ：材：試研報 41号〉。植栽本数の問題

は前述のとおり ，その後の立木密度や間伐の問題ときりはなすことなく ， 保育形式として考

える必要があり ， 最近との点からの検討が進められている 30J-3H。

また校打についても実際的な試験とともに成長におよぼす効果：について検討されa,,1-a91c望
月 ：林試長報 16号，野幌林試報 11号，藤岡 ：林試研報 20号〉，さらに校張， 校条j五：などに

ついての量的な研究も出されている 40）川（河田 ：林試研報 41号，安藤林試研報 144号）。

以上のような保育技術の基礎として林分および林木の成長の生理生態学的研究が重視され

てきたが，近年とくに林木の競争，密度効果，さ らに森林の物質生産の機構などについて，

基礎的な研究が盛んとなり多くの成果が発表されてきている（丸山 ・佐藤 ．林試研報 65号，
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山間：林試rrJf報 91号，坂口ら：林試研報 93号，森沢・平：材：試研毅 95占ラ，安藤ら：林試研・

144号〉。 このfiliから様絞本数や間伐さらに保育形式の問題の量的な解析と実際的な指鈴

の作裂が一段と活発になされつつある吋（安藤：林試研報 147号，只木：林試研毅 154, 16.6 

号〉。
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20) 一一一…アカマツ総裁体の構造上の特徴とそのマビ、キの仕方及び林の成長曲線について，アカマツ

研究論文集，（1954)

21) 一一）一一： lj:i木及び林の生長泌総の特兵役，日材、議， 69回，（1959)

22) 一一 一・間伐のド｜〕付けをした湯合iこ使用して俊利なる林冠疎開皮を襟示ずる数泣的方法，日林務

68出，（1958)

23) 一一一一ら：間伐のネ宇宙！制度 σ／G と問fy;＊数ネ NINとの関係，臼林議， 68経］， (1658) 

24) 芥沼IE；之ら：短期育成を iヨ擦とするアカマツ幼令林間伐fiil；窓会f患の成'fJ~ ， f:H本来北支議， 10民，

(1958) 

25) 坂口勝美： rm伐…一特lこ定全的ll¥J伐への発！丸育林学新設， (1955)

26) ヌド：支均造林研究室．アカマツ保育形式比較試験，久慈試験地設定報告，青森林友， 106, (195~め
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27〕 本場造林研究室 スギ保育形式比較試験，今市試験地設定報告，山脈， 12, 7 , (1961〕

28) ．カラマツ保育形式比較試験，岩村田試験地設定報告， 長野林友， 9, (196沼）

29) U－＇＊久仁雄 アカマツの保育形式比較試験，みやま， 10,(1963) 

30) 安ii長 :n植栽本数の多少とその効果， 山林， 938, (1962) 

31) 一一一一 ：民有林における植栽本数の現状，林業技術，240, (1962) 

32) 林野庁 ：植抜本数と保育形式に関する史的変遷とその技術的及び経済的基盤についての調査，林野

Jr, c1962) 

33) 松井：；ir喜 カラマツ造林の適地と本数密度，北方林業， 15, (1963) 

34) 蜂屋欣二ら ．植栽本数と間伐，日林協，（1964)

35）麻生誠枝打に関する一考察，日林誌，23, (1941) 

36) 石附厚美： fイツトウヒの枝打並びに間伐試験成績，北海道林試時報， 45, (1943) 

37) 寺l崎康正ら ：スギの枝打 C1），林試秋田支場研究時報， 4, 1 , (1954) 

38) 細井守ら：強度の校Etrによるアカマツ肥大成長の減退，日林誌， 36, (1954〕

39) 河田 記長：間伐及び枝打が林内環境に及ぼす影響i，日中j;誌， 16,(1934) 

40) 佐多ー至：一斉同令林の針葉樹林内における各i私立木の校条E，日林誌，9,(1927) 

41) ：一斉同令林の針葉樹林内における個樹校張に関する研究，日林誌，26, (1944) 

42) 戸田良吉：校張りの程度のあらわし方 I, II，日林誌， 35,36, (1953, 1954) 

43) 一一 一 ：生立本数と枝張りとの関係，日；林誌， 46,(1963) 

44) 四手井綱英： 植栽密度がスギ幼苗の成育に及ぼす影響，第4回林試青森支場研究発表会記録，

(1952) 

45) 一一一一一 ・林分密度の問題，林業解説シリーズ， 86,(1956) 

46〕 坂口勝美ら ．立木密度から見たアカマツ幼令林の生産構造，アカマツ研論説ふ (1954〕

47) 只木良也ら 林木の競争に関する研究E～IV, 13林主主， 41～44, (1959～1962) 

48) 一一一一一一：林木の生産構造に関する研究 I～VI,42～46, (1960～1964) 

49〕 加藤亮助 ．植付様式をかえたばあいのカラマツ苗木の本数密度と生産量，林市1；北海道支場年報，

(1958) 

50) 安藤貴ら：；標木調査によるスギ単木及び林分枝葉量の推定，日林誌， 41, (1959〕

51) 苅住 昇 ：本数密度と根の成長，山林， 946, (1963〕

2.4. 特用樹に関する研究

わが国における特用樹栽培の歴史はふるく，今より約 300年前（寛永 19年〉， 徳川幕府が

御勝手方御定書を発布して奨励した。したがって， 明治に至って国有林をはじめ私有林にお

いても， クス， ミツマタ，ウルシ，コウ ゾ，ハゼなどの特用樹が植栽されていた。 しかし明

治 30年ごろまでは国有林では， 造林事業がまだ十分計画的に進められておらず， 立木処分

跡地の更新に目先の有利な樹種を選んだ結果， 臨時的偶発的に特用樹種を用いたこともあ っ

たし，御料林においても一般用材用樹種のほかに，クス，ウルシ，コウ ゾ， ミツマタなどが植

栽されていたが， 適地をあやまったり，植栽後の手入れ不十分などから姿をけすような状態

であった。 しかしながら，明治 30年の森林法の成立， 32年の国有林特別経営事業の開始に

はじまる， わが国森林資源の積極的開発政策は， その後民有林にまでおよび，明治 40年森
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;Jc~：法改正とともに植樹奨励事業が開始された。 これにより されたが一般

樹窪の造事j；を奨励しながらも， 輸出用商品！？の原料となるクス，ヤマナラシ，船舶用材として

のケヤキ， 製荻原料としてのそミ，兵器，枕木用材としてのクルミ，クジなどという

かれていた。

このような背景から， 特用鯵jに践する研究が活発になり，その先駆的なものは，渡辺 会

その｛也によるクルミ， クワ，ハゼに関する研究， i辛子こドffiJi!］，志賀泰111などによるタケの研究

であろう。とくに坪井は，明治初年以来の研究を完成し， 昭和2±f.に f竹林造成法jなる

をあらわしている。

昭和初期の不況時代とくに長山村の経済恐就きどきっかけとして，

ばれ， I昭和 10年には営林局箸が民有林の営；休指辺i!:'.始め， 翌年からは

別劫成事業が実施された。

さげ

このような背景のもとに， 林業試験場はこれらの3芝生に役だてる目的で，比絞的換会の早

い特用樹をとりあげ， 東京営林局との共同で， Ii討添18

越生町）に試験櫛栽）吾首木の育習を開始した。 翌昭和9i:同こ，

場赤招間関i事務所が設置され， 以来幾多の特rn樹を など

聴し多くの業主立をあげた。この功績は 施業部主岳民永久次長IIに負うと

ころが多い。 これらをきっかけに，特用艇に対する関心なら とみに高まり，

くぞく枇に！日されるに至った。

特汗H訪の盛衰は， その時代の互号室主に支配されることがもっとも多い。すなわち， 明永刊の

「i1lif悶Jは，大東政共栄鶴確立のための決戦設F誌において， 軍需品を主とする

激な需長：のよ脅加にともない， 参考書の必要にせまられたがためであり，また，溶液の一輸入訪

を主とする国産漆液の増産，すなわち漆樹増殖の必Eさから， 「うるしりが出版されてい

る。その後特府樹の栽培に対する関心が高まるにつれて， あらゆる

強くなったのは当然であって，

び， f霊， 1&1器およびその識別と繁殖法について論述し，片11111；まよさはl村における安定し

業として発展させるのに役だたせる玄関で， 竹材，柄材をi徐く特m樹その他につき平易に解

している。 また小野0）は従来果樹間芸界のみの霊安紫猫法であった接木技術~. jネ業部門

へ広くとりいれる必安から， J妥木法の原論と接木法各論について記述した。出永G)' ;/}fE•)' 

熊倉S）などの響詩はいずれも実際家の参考書として有益かっ興味ぶかし、ものである。

jネ木育種；ま，昭和前期；こ若干の研究が行なわれたが， 佐藤敬ニによってこれが一階段進さ

れた。終用樹については，中王子9) （林試研報 76号〉は， ミツマタの倍数性利用による育種さと

試み， 成長，品質ともにすぐれた人為 6倍体の育成に成功した。このほか， ミツマタについ

ては，増殖投手！？？の問題として，兵頭ら101111c林試研字詰 74号〉は，高知i掻増殖の埋l；手法その飽
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IJ{iHifoえを， 57号）は， さしつけ時期とホノレモンの効果を切らかにした。

1) な特朋樹として， わが［l~ ＇こ平くから白金し，独特な工芸ミ的用途を

もつものである

っくされ，

ある

より， 条件のよいところはほとんど切り

した関係で今リの研究が活発になった。

III斑視されていたが，倉田telは，キリ実

ととり組み， まきつけ床の条約二ならびに薬剤

による訪除などの手段を明らかにした。 これと前後して，戸田ら 13）はキ予のタネは発茅のた

めに光合必裂とすることをたしかめ，長谷川iら141は，まきつけ床へ右択を混入するとともに，

溜期に石炭ボルド…液散布の効果を強調し，佐藤ら 15）は， キリ種子の消毒に士、jする薬剤と濃

度について実！訟を行なった。 これらの研究によって，キりのまきつけ技術は一応の光明が見

いだされた。 ココノエギリの成長のよいこと されるにともない，おりからのキ

リよ首植ブームに来じ，各方面からの安E誌に怨えるため，若干の研究がなされた。 まず倉田16)

はキリ種苦の大敵である炭症病iこ対して剤約・It！：を右ナることを認め， 飯塚1勺±栽培上の問題

点を，また古川lt, 18）はテングス病と植栽地との条件について所見を述べている。

つぎにクワ栽培の歴史は古いが， 長業経営の中へおりこむことによる経済｛価値が高く評価

されるに及んで， 品程はもちろん， 111地栽培技術の問題が主としてとりあげられた。これに

関連した研究成果として， UJJ永1D)（まか佐藤山），千葉21122）などが報告している。

このほか，ウルシについて ら23） 叫25)' fPJ永ら 26)' その｛むの報告がある。

さらにツバキ，サザンカ， ハゼ，クノレミなどの研究が，外111ら2S），石崎ら 29),

らによって発表されているが， これら一連の研究を通じて時代の流れを扱みとることができ

る。

要するに：待問樹を含めた特殊tt遊牧lは， 貿易関係などに支配される国子がす

こぶる多く， 生活捺式の影響による践；誌もまたはなはだしいので，これにマッチした研究な

らびに？？及が切望される。 このような；目立とあいから現在，クリとシイタケがもっとも安定性

ぃ：特産物として経盛をきわめ， 今後もこれらについての総合的な研究が数多くなされる

ものと思われる。
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29) 石11f/;j／立美ら：つばさの結炎促進，械の花去っ分化， i渓帯林， 8, (1951) 
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2.5. 外国産樹議に翻する部究

明治 11年 12月， ケぽに当場の前身とみられ

内外の樹木を養成し， そ

ドイツを経て

｝ 

」

とりょせられ，

されたが， 明治 33年， 長i

した民的は，

るのにあった。同13年，

された。 そのご東京山林

とともに， 多く

よいものは民間；こ払い下げて増植さとはかった1）ヘこのころ

ついては， 指導的立場にあった おうところが多い（林試(r)f‘

l, 2号〉。そのご，外出産掛1震の試槌は東京大林i玄暑によって明治 37年， 群馬誤小j長Ill

で、行なわれた。この最初の成果として，佐多はリギダマツ；こっき報告した（お：試金報 21号〉。

この試験地は， 太平洋戦争中の木材不足のさいにも，一応試験林として保護管理され，スト
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小根山国有林内ストローフゃマツ見本林

（材：ii命48年）

ロープマツの成長につき報告があった （林

試研報 39号〉。戦後初J回らによって，すべ

ての外国樹種が調査され， そのうち，欧州

トウヒの造林成献が発表された（林試研報

41号〉。また， さらに台風による被害状況

が河田により報告された（林試集報 58号〉。

一方， 北海道においては，緯度が欧米に

近似している ところから， 明治20年代から

試植され， 札幌市郊外の野幌試験地には，

欧州 トウヒ， エンゲルマγ トウヒ，シトカ

トウヒ， 欧州アカマツ，ストロープマツ，

欧州カラマツなどがう えられた。 ここには

明治 41年に， 北海道林業試験場が設置さ

れ， とくに同 45年第 4代場長新島善直は

この種試験地造成に努力した。 そのご，戦

中戦後の空白時代をへて， 松井は，この野

l悦試験地の治本および造林成績を 詳細に報

ii"3）した。

戦後，農山村の多角的経営のためとして， 特JH111J極がクローズアップされたが， そのうち

で，青島 トゲナシニセアカシア， 英国トゲナシニセアカシアの土自殖の研究が主として森下 ・

大山叱兵頭（林試研報 70号〉，坂口・山路0）によって，アカシア属については兵頭（林試研

報 92号〉，西村（同 146号〉によって行なわれた。植村は根熔菌の施用がアカシア造林に効果

あることを報告（林試研報 68号〉し， 只木ら6）はモリシマアカシア林の生産構造の研究を

行なった。 また昭和28, 9年には， オーストラリア原産のユーカリ 属の導入が行なわれ，石

川l)，吉筋s），外山（林試研報 103号）らによって研究が進められ， またイタリアから導入

された改良ポプラも注目された。 昭和 29年徳島県下へ導入した涼州産スラッシュマツが逐

次導入面積を増加させて注目 され， 福田は当時の県指導所長として造林方法の改善につとめ

9), 真部は養分および庇陰と成長の関係10）を， 1_t1路はその発根性について報告11）した。この

よう に， この時期は外国産樹種の導入がきわめて感んであったため， 草下は世界の植生分布

図から， 導入樹極のおおよその基準をかかげて辺入可能地帯を区分し12），高樋 ・豊岡 （林試

研報 117号）' [_LIJi',名13），柳沢1

国産樹種の病理病害の初f究を行なつた（林試frff報 146,147号〉。一方，育種材料としての外

国産樹種の利用は，野原ら 15）によるテーダマツ，柳沢によるカナダトウ ヒ （林試研報 70号〉，
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染郷16），大111• ら17）のアカシア属をあげることができる。 また小沢凶｝は種子の発芽；こっ

き報合した。なお， 主として戦後描殺された外国産揚穫のうち，関東以南で成長のよいテー

ダマツについて， 千葉らがアカマツと比較して毅台（林試研：詰i170号〉し，岩JIIら

と小摂山試験地における枯担率の関係ii:報告した（林試研報 170号〉。

主として

されたの ある。 こi1.,らはこん」 として注関され，

してゆくものと思われる。
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18) 小沢11さ二郎：：外l班長I穏の導入と 2, 3種子の発努，；jヒ方林業，（1959～63)

2.6. 藷礎的萌究分野

造林部門における蕊礎的研究分野としては， 汚ljに記した違法に関する研究のほかに，森林

植物の分類・分布・地:llli, 植主主，樹木の似体生態および生理に関する研究がある。場関設初

期においては， 一般の造林技術に関する応用的研究に追われ，これらの分野の研究業績は乏

しいが， 時代とともに， 研究手法が J~次開発され， 実用・応用的研究分野からの妥望もあ

って， しだいに活発さをど増してきたっそこでまず，

研究を展望してみる。

分布，地理ならびに植生に関する

初代場長良沢；立場長IJ設以前から林学における樹木学の知識の必要性を認め， 明治 33
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iヨ

し

商iでも

わら，

を，ついでその第2編と竹類除I／江戸を編集した。当時は樹木学のみならず

おいてもこの磁の業絞は少なく， これが隣木己主の発展普及の上に果た

さい。 また， i会沢は小l幻3）とともに針葉樹の分類にi却する知見を発表し，この

した。 この研究は柳田に受け継がれ， 初!lfil !) 

隠し，長年月にわたって観祭・研究し

に残している。 昭和初年に始まった国有林植生調資事業にともなって樹木分?il'lに関する関心

が高まり， 各地で分類地理学的な研究が発表されたが，樹木分gffi学そのものについての報告

は少なかった。戦後いち早く岩田・ ：Ni下0）は月日産松柏類図説j を刊行し，ついでi~， t1）もそれ

までの針紫紺に関する分類と分布に関する研究主？とりまとめて「日本産針葉樹~~の分類と分

布jを出医した。 これらは最近の村弁7）のハンノキ属の分類地理学的研究とともにこの分野

での特筆すべき業績である。 そのほか林，平下らは各種樹木について分類学的発表をおこな

い，小林8）はブナ科樹木について分類学的考察と花期につい

要覧を作って一般の使に供した。

し，また林ら 0）＇ま実用樹木

樹木の分類または生態地理学的な研究が盛んになったのは植生協査事業以来で， この間査

にともなって各地でフロラに関する資料が出された。村井10）は岩手基準帯そのほか東北地方

の植物図録を作り，高続日｝は中部日本の樹木地理学的研究をおこない， 高知営$！，関口） 13），熊

木営林局14）など各営林局で地方の植物自主義が｝副長などの雑誌に掲載された。 河！IIioiが生態学

的立場からスギ・ヒノキと降水設の分布との関係 したのもこのごろである。 この戸fffil 

の研究は後年， 林が精力的にとりまとめ る研究の対悦告ともなった。

もヒノキの材質に関する研究のなかでその分布に触れて詳おIIな報告をしている。

わが国における林学発展の初期において， 問中談や本多i'r{t六は森林部：lこ関する見解を発表

して森林生態学発j誌の基礎をつくったが， その後この分野での研究はみるべきものがなく，

大正後期から昭和初期にかけてヨーロッパから導入した天然更新思想、による天然林の環境毘

分に関係して， この掻類の研究は急速に発展した。この天然変新思想きと導入して，間有林檎

生調査事業の背卦を作った一人として寺崎があげられる。寺崎は直接この事業には関与しな

かったが， 河田に森林生態学に関する研究さと挺める一方，タ γスレーの実地植物生態学川な

どを翻訳させて広く捕物生態学を森林施業にとりいれる努力を払い， 自身もillI高Jl!:b也；，＇Ifの植

生と施業1S）について各種の観察をしている。許可IIIは森：抗生態学部入のために英留に沼学して

植物生態学者タ γスレーに僻事し， 帰国して英国式の1判官j援1!1鰻群落分類法による

生調査法をfl主り， 植生分類と環境i玄分に関する考え方の基艇を総立して植生龍王記事。業を推進

した。 この事業は当時の政府の財政緊縮]i:j:t誌のため数年間で終わったが，この卒業によって

導入された諸外国の研究や， この仕事にたずさわった人々が後年この方罰での研究の発展に

来たした役割は大きい。 この卒業のうち，研究的分野は戦後当；場にもち込まれ，造林学の基



礎分野としてつづけられた。またこの生態学的思怒と

林土壌調査卒業にも道入・消化された。

河田10）；玄関宏事業のかたわら，

介する一方，植物生態学における法只IJ性

のほかにも多くの群落生態学に関する報告を

・陣太などの針葉樹林について植生還移と

が，なかでも石器20）のトドマツの更新， 原田21）の本；；内の

91 

， その後始まった森

を結

河剖はそ

ら二！と

こなわれた

である。 捕さ長調査事業lこ関連する群落学的な報告としては村チザペ佐佐J''I' などの報

夕張tiHi耳i料地の告があげられるが， この謂交とは別に，

植生を垂夜分布のi立iから調査している。

戦後， 森林~t,落の研究をや心とし

あって江戸…f"l

る研究；こ平行ーして梁田山の亜高111税金1－ ~)g樹林の群落生態学（！＇］研究がおこなわれた。 この時代

；こはかつてi誌な林が採択した英磁式の群落分類の考え方は衰退し， 鈴木吟犬らの提唱するチ

ュリッヒ・モンぺリェ学派の全信；；？？落分類方式が；読んに取り入れられ，

成が解折・研究された。この方面ーでは蜂£27），前回九） 20）加藤~O）などの研究がある。ま

トドマツ・ニ乙ゾマツ群落の分ギj1を浸透｛防31）によって説出しようと試みた。 このほか地域的に

は林321, ~Nf.下J3），松井HI ，村井35）などの

群落調5誌の報告がある。 t），，床植生をtMlli

の生産力指標として取り扱ったものには

村井制，中野信｝，前回35）らの研究があるが，

前回は特にゴ二接型との関連においてぷ：床

植主主型をとらえようとした。またこのよ

うな林業開への応用的研究としては，防

災的立場から見た高橋加）の各樹援の垂直

分:tr1による地域託子Tの報告があげられる。

掛木の俄1*生態および生濯に関しては，

まず成長の1Hi1性を取り扱ったものとして，

麻生；訂作の偏向成長〈林試認識 22号－），

記大成長と上長成長との関係10)' {!i：多は

苗木の上長成長と気三えとの関係

報 29号）＇11, ]1li]i;j:;,l(i土クロマツの偏心成長

日），アカマツの摘葉と担大成長品），コ

は樺太i史樹種の肥大成長44）をそれぞれ研 赤外線ガス分ffriHーを用いた1E木の光合成測定
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究したが， これらはl川和のはじめで，そのごこの極の研究は中断した。戦後柳沢は北海道に

おいて， 海抜日による｜｝！？楽，結実習性の変化の一例を観測し（林試研報 70号〉，細井らは林

木の肥大成長を微ii_l:jJ!IJJとする方法を考案した（林試ivf報 124号〉。樹木の根に関する研究は，

佐藤4'），宮崎4G）の研究を除いては，皆無に等しかったが， 近年苅住が一連の研究を精力的に

実施し，林木例休の根の形態分布（林試研報 94号）から林分における根の構造'7)を論じ，さ

らに根の呼践につき研究48）をすすめた。つぎに水分生理については， 佐藤が造林的立場から

林木の蒸散を論じた40）のをはじめとし， そのご平田 ・ネ111保5川こよって理水の分野での林分蒸

散量の推定が研究され， また石原らはエゾマツ ・ト ドマツ稚苗の成長と土壊水分の関係叫を

論じ，戦後は加藤がカラマツの水分経済52）日｝を， 土井らが水分環境と光合成作用との関係54)

をしらベた。このほか細胞液の渉透圧と pHの季節変化につき加藤ら同5G）日）の研究があった。

光に関係したこの分野の研究は， 古く白沢が樹種の｜出場について論じた（林試研報2号）の

を58）はじめとするが， そのどは高橋の庇陰と澱粉形成59），三島の遮光とエゾマツ， トドマツ

などの成長GO）について論じたのがあるぐらいである。樹木の無機成分に関しては，芝本のス

ギ，ヒノ キ，アカマツの養分要求度 （林試報 33号〉，石原らのエゾマツ， トドマ ツなど北海

道主要樹種の化学的組成GJ）のほかは戦後の研究で， 鈴木のモウソウチク 02), 山谷のヒパ間，

古川のキリ，スギ04)05）の研究があった。 また長谷川らは炭水化物の生合成に関して一連の研

究を行なった附ゅ78）。樹木の個体生態 ・生理に関する研究は， 以上のように断片的，政行的

な観をまぬがれないが， これはこの分野，の研究が，まだ初期的段階にあったことを示してい

る。しかしながら これら基礎研究の充実なくしては， 造林技術の飛躍的発j克は期待しえない

ので，こんごの活発な研究活動が望まれている。
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53) 一一一一一：土の乾燥がカラマツ水分生理lこ及ぼす影響，林試；！と業寺IL2, (1954) 



- 94 

54〕 土井恭次ら 乾燥および出7)(状態、におかれたスギ，アカマツ，カラマツ苗の炭酸同化作用および呼

吸1乍月，j, 日林誠， 72同，（1962)

55) ;IJilii!草花助： 2, 3林木の柴の釧/JfQi伎のi参透｛illiと水素イオンiぬ皮， 日林誠， 64回，（1955〕

56) 一一一一 ・航11凶作欧州トウヒの業の細胞1伎のj参透仰と pl-Iの季節変化，林以北支業報， 3,

(1955) 

57) 一一一一一 。天血海山砂Ji：林における気温の水平分布とモンゴリナラの業の細胞液のj参透仙の変化，

林i詰1；北支年報， 59, (1930; 

58) 白沢保美 ｜創針と防枯J，大日本山林会報， 280, (1903) 

59) 高橋窓三庇陰における樹木苗木の同化澱粉形成，大日本山林会幸IL416, (1917) 

60) 三島怒遮光操作がトドマツ，エゾマツその他ニ，三樹種の生長に及ぼす影響，札帆店主林報，

34, (1942) 

61) 石原供三ら 北海道産重要樹秘の化学的組成，日林誌， 18, 7 , (1936) 

62) 鈴木健敬．モワソウ竹地下茎の年令と化学成分，日林郁， 63回，（1954)

63) 山谷孝一 ヒパ祁樹主｜葉の無機成分の季節的変化，日林誌， 37,(1955) 

64) 古川 忠 林木の生長生理の研究，日林計ふ 71回，日林法， 42～44, (1960～61) 

65) 一一一：さし穏内の養分元素の消費と蓄積， 1:1林誌，，13, (1961) 

66) 長谷川正男ら 種子に含まれる炭水化物，科学， 21, (1951) 

67) 一一一一一一－ • J Amer. Chem. Soc. 74, 76, 77, (1952，’54，・55)

68) ・科学， 24, (1954) 

69) 一一一一一一 ・サク ラ属の成分（ 7入日林誌， 38, (1956) 

70) 一一一一一一 植物組織に存在するシキミ酸（ 2, 3〕， 日林誌， 39,42, (1957，’60) 

71) 一一一一一一一 プノレヌス川の材に含まれるブラボノイド，日林誌， 40, (1958) 

72) 一一一一一一 クロマツの新来と旧葉の物質合成，lヨ林IJJ四支消， 8, (1958) 

73) 一一一一一ー サクラ材の!N常成分，日林誌， 41, (1959) 

74) 一一一一一一 ユーカリの切校におけるグルコースからリクーニンの形成，［：Iオ;j;誌， 42,(1960) 

75) 一一 一一一 マツ類幼苗のガンマ線感受性とその生迎的変化，日林誌， 42, (19印）

76) 一一一一一一 ーサワラの切校における α カテキンの変化，日林誌，44, (1952) 

77) 一一一一一一・7 ツ類幼苗の 7線感受性とその生理的変化，日林講， 73回，（1962)

78) 安江保民ら ヒノキの葉のフラボノイド，日林誌， 44, (1962) 

2.7. 林 木 の 変 異 ， 品 種 ， 遺 伝 に関する研究

1) 変異と品種

ス ギ．スギの個体変果、を形態的な特徴によって類型化しようとする試みは， 1930～1940 

年ごろ非常に多く 発表されて品種研究の主流となっていたが当場においては，村井川宮）(1949, 

1950）が類型化の重要な基礎になった針葉形態の個体内変異，年齢による変異をあきらかに

し，千葉町（1950）が秩回杉樹皮の各型の解剖学的研究を行なったにとどまる。i店内＜） (1957) 

はヤナセスギの研究によって，材色が外部形態によって判別不能であることをみている。

個体変異については，このほか千葉 (1955）は赤枯病剖および空襲さ ulに刈する抵抗性，堀内

ら＞＞（1954）は熔悪地での生育， 野原ら剖 0)IC) (1962〕は積雪に対する抵抗性などで変異をみて



いるが，いずれも，それが造法的な変異

であるかどうかを磁定するに至っていな

い。 千葉山（1951）は自然｛者数体を発見

している。

九州のサシキ品種の特性，議別に関す

る研究ははなはだ多いが，戸田lZ)(1952) 

はこれらのサシキ品援の成立について考

し，石Jijiなは主主さ1'ii't濯について，担の形
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態l3l(1950），樹液の屈折率!4)(1951），成 スギの夜来品穏の 2, 3 {yij 

長状態IS)(1954), 諜序!G)(1956), 耐塁手 （かなり楽形でほj}IJができる）

・lきl=.1・>(1958），球果の形態IS)(1953）などを許制；こ研究し，さらに最近これらの研究を祭大成し

て，主主f1町長の適地＇ IQJ'.Zi：表を発表したi九戸田eo)(1954〕は校張りの大小を枚張り数であらわ

すことを試み，主主立本数との関係も検討したZl)(1964）。

地域変異については，すでに白沢SC)za) (1905, 1913）が設地試験をはじめており，植栽地の

7～9月の気瓶，春と冬の降水：fil：が，タネの京区：地のそれと異なるほど， Wf：；；；；ての成長がわる

くなることを切らかにした。 その後， gf地のちがいによる生育状態や，支！と呆形状比などのち

がいについて研究が発表されているが，村ヂド24>(1947）は，外部形態によってオモテスギとウ

ラスギを区分し，タトilj2')ZG)C,) (19119, 1950）は全国各地から集めたミショウ苗木について，成

をみとめている。堀iノョCS)(1959）は四国でヤナセスギがヨシノスギより成長がよ

く， 立地に対する適応性が大きいことを[l)jらかにした。

マツ類：寺崎2")(1923）は成長rli1線や樹形によって，アカマツきと 3型にわけたが，その後校

や斡の形態的特徴，樹皮の7移譲による類型化が試みられ， また球よ；ミや龍子の変呉も知られた

が， 一方民主の内部形態によって，アカマツとクロマツの自然雑種と挽定されるアイグロマ

ツの研究が盛んになった。これらの研究に関連して石崎3υ）3ll3') (1950, 1954）は九州のアカマ

ツ，クロマツについて，樹皮，校， などの外部形態や， l令部模造の

変Eえを研究した。外山ら33l34l C7) (1949, 1950, 1954) とくに大きく，成長のよ

いクロマツ俗体 して，そのぞi を した。

地域変異については，白沢CC)23) 35> (1905, 1913, 1929）はわが器ではじめてアカマツ，クロ

マツの陵地試験を行ない，春および互の降水虫や浪度， 8～9月の気；誌などが， タネの陵地

と植栽地との間で，遠ざかるほど成長が減退することを明らかにしたが，北陸J3G)(1923〕

られた低地建アカマツ

茨城県の海岸に槌えられたそドウマツを

しく不良なことをみている。 111JI五37l(1944）は

して， その主主育がよいことをみた。杉村ら叫

(1944）はアカマツ， iP'i沢ら川（1955）はクロマツの農地試験の結果を発表している。現在，
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アカマツの成長，材質に関する個体変異，地域変奥の研究がつづけられている。

カラマツ類：樹形による類型化， 天然分布にもとづく系統区分などの試みがなされている

が，当揚においては 1928年，浅間山麓に樹種思lj，産地別，側休別の摘すえ試験地を設けたが，

1959年の調査結果によれば，産地，母樹のちがいによって，かなりの成長の差がみとめられ

ている〈中JI[•0> (1963））。向井ら<1)(1965）は落葉病に対する抵抗性に個体差をみている。 1956

年，各地の天然林から採取したタネによって， 諸外国との共同産地試験がはじめられた（柳

沢•2> : 1961，柳原ら山： 1961）。

カラマツ類については樹極聞の特性のちがいの研究が多い。白沢ら≪＞（1914), 野l幌林試45)

(1929）らは生育状況を， また野幌林試＜G)(1929），井上47>(1943）は耐鼠性，柳沢ら ＜B)(1955) 

は樹皮と耐鼠性の関係，伊藤49>(1953），井上SO)(1953), 佐藤ら '1)(1962），高井ら4ベ1965)

はいずれも落葉病抵抗性， 柳沢山（1952）はワタグサレ菌その他の腐朽菌に対する抵抗性，

魚住53>54> (1953, 1958), 横沢ら55>(1958）はさき枯病抵抗性について， それぞれ研究し，中

JI [•O) (1963）は材質の差異について調査した。

千葉・渡辺刊｝日＞(1952）は自然倍数体を発見している。

その他の針葉樹：寺崎は樹形，成長曲線によってヒノキで高野型， 京都型を区別し29），ま

た樹形，樹皮材質にもとづいて，モミをヒモミとミズモミ にわけた58）。 トドマツは分類学的

にアオトド，アカトドにわけられているが，原岡ら刊） GO) (1946）は球果の形態によって，アオ

トド群，アカトド群各4型を区分したが，岡田GJ)(1957）は，その変異が南から北へ地域的に

連続していることをみた。また， 原田ら GC)(1950）はエゾマ ツについても球果の色，極踏の

形，校型などによって， いくつかの型を区分している。

広葉樹頚・広葉樹類についての研究はあまり多くない。個体変果、に関して森下ら日＞(1960), 

大山ら64)(1962）はフサアカシアに成長，樹形の変異をみとめ，鮫島6ペ1961, 1962）はシラ

カンバの葉形の変異を研究した。

特用樹援には在来品種が多いが，品種識別の方法については，倉田附（1948）は毛茸の形態

lこよって， ミツマタ，アプラギリ ，ニセアカシア，クリ，キリ，アベマキなどの品種を識別

しており，外11_1らGl)(1950, 1957）はコウゾの品種識別法として灰像法を研究した。

品種特性に関しては， 明永ら GS)(1941），千葉ら GO)(1949）の日本粟の耐寒性，千葉ら70)

(1951）の支那栗と日本栗の比較，倉田？J)(1944〕， 中平ら72>(1953）のミツマタ，佐藤・谷

口73>(1942）のアブラギリ，佐藤74>(1949）のクス，外山ら75>(1950）のコウゾ）；M重の繊維，千

葉JG)(1964）のポプラのクローソの耐病性などの研究が行なわれた。
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67) 外lli三郎ら：灰像法にftてる格品滋の汚U}IJ，林水の育穏及呉基礎liJF究， Zお8報， i=!:f';f;誌， 32, (1950) 

1, (1957) 

68) IYJ永久二郎ら：耐寒-titこ；，~：；める来jffjの品種について，日林誠，（1941)

69) ニ下一梁春美： irnヲ）i性粟の，Ii'，穏について，林試青森支発表会記録ラ 1, (1949) 

70) 千葉5/；~f返ら．支那架と JI 本来の比較についてヲ林試青森支発表会記録， 3, (1951) 

71〕 fl'邸主ii:二自ii・2三絞殺Jc；＼＇の総芸 l'i守fvf究， lf.1°（こ肥料木混11/iと俊良品；積育成による三三部1のWI政策，／：I林誌？

26ラ（19,14)

72) 中王子家幼：特）羽詰11'1（の育係；こIMJする研究（ 2），ミツマタの稔性について，も＇ fiirNL2, (1953) 

73) 佐藤敬二ら： 4'/y汗Jj討の前夜に関する研究 C3), /:I本泌伊！の2品怒と，その桐泌の品質ヲ lヨ;f;H/li',
(1942) 

74) 佐藤敬二：クスノキの，＇~，TlT（と結実促進，山林， 785, (1949) 
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75) 外山三郊ら： j容の研究（ 3入品種と繊維の特性ヲ日林九州支fi)f抄， 2, (1950〕

76) 林試研線： No.166, (1964) 

2) 諸務質の選缶

林木の諮形笠の遺伝に関する研究は， 歴史も浅く，まだほとんど朗らかにされていない。

そのもっとも古いものにはアカマツの結実ti1¥ クPの結実性心， クルミの該果の形態の遺

伝叫こ関する研究（佐藤（敬）， 1942）がある。その後スギの成長と開花結実の遺伝ペスギ針

葉の冬期における変患の造誌に関する研究5）りの成泉が発表された。

佐藤（敬） (1942）は，アカマツの結実ιi創立，年齢や疎密にも多少影響されるが， を有

することを滋かめた。クザの結実の遺｛去については， 一つのイガのなかに 7俗の呆を結ぶク

リの母爵に生じたタネからは， その母掛が一般のシバクリ ;r,tにあって自然交雑の可能性が多

い場合においても， 711,1,iの泉を結ぶ苗木を生じた。つぎに，クルミの核果の形態の造｛云につ

いては， クルミの核の肉眼的外部形態，すなわち尖端の*111りぐあい，基底の凸凹，表部のし

わ摸様，稜線の発達等の微細な特徴は顕著な遺伝伎を右することを切らかにした。

中村ら 4) (1952）は，スギの開花結実については，母棋の特性は泣伝しているが，球泉の形

と大きさに関してはその関係が切らかでないこと， および不良母樹の子供の成長は優良母樹

の子供よりも最初の約 13年間は早いが， その後出版伎が逆となり， 20年生ではいちじるし

を主主じたことを明らかにした。

千議S)(1953）は，スギの針葉が冬期変色しない性質（ミドリスギ）が劣性，赤変する性質

（アカスギ〉が能性であることと， ミドリスギとアカスギはともにホそであって，

がそれぞれ rr, RRであらわされることを推定した。福原G) (1963）は， ミドリスギとミド

リスギ×アカスギ（またはアカスギ×ミドリスギ）の交雑による子供はミドリとアカが関数

出現したので， スギの針葉が冬期変色する（および変色しない）性質が，メンデノレの法廷IJに

したがって違法すること，および千葉の推定が正しかったことを確かめた。

文 献

1) 佐藤敬二・結実性の遺伝並に苗木の性現象について，京大活設住， 20,(1934) 

2) 一一一・林木の遺伝性；こ関する研究 C1），クリの結実の遺伝に就て，日本ド誌， 23,(1941〕

3〕 一一一一ら： 1本木の遺伝性に~lずる研究（ 2 ), クルミの核果の形態の遺伝に就て， 日本！；誌， 24,

10, (1942) 

4) 中村緊太郎ら：スギの母樹が子商の開花給災設にその生長iこ及iます影響，第3報造林木の生長，

京大i策報， 43，〔1952)

5) 千葉茂：スギ室i菜の冬郊における変色の遺伝（第 1報），釜菜の観察及びアカスギ＼ ミドリスギ

の交雑， m林託：， 35, 9, (1953〕

6) FじKUHARAN. : Inheritance of needles discoloration of Sugi (Cryptomeria Japonica 
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D.Don), FAO/FORGEN 63-1/7, (1963) 

2.8. 林木の育撞に関する研究

1) 選抜育穣

I思菊119若手7月4日農林省令造林m掻子払下説員I］により材：木種子の配給区域が定められ， つ

いで昭和 14年 3月 17司法律第 16号で林業種苗法が制定され，昭和 15年 1月6Iヨ勅令第 11

「林業種13:'f法施行令J, 何年1月15日農林省令第2号 f林業種苗法施行規則」が布かれ，

林業でも採種上の母樹やili2：地問題が造林と直結するにいたり， 北海道でも露間らによって北

方揚種の育種がおこなわれるようになった。

その後， 第2次大戦から終戦時にかけてJI関商にのびかけた育極的考誌が停滞したが，戦後

になって戦争と戦災援輿のため多くの菩絞を伐採されて荒廃した森林の生酸性向上が強く要

求されるようになり， 造林の実行とともに育極の重姿性が戦前にまして認識されるようにな

り，昭和26年（1951)12月27臼農林省告示 468号「罷苗の間給区域についてjでさきに決

定した種子配給IR域の改正がおこなわれた。

当場においても育種の研究がしだいにおこなわれるようになり， 選抜法の礁定が進められ

7こ。

ll/3;¥Jl 28年（1953) 1月14日には林総W，の主催で当場と大学のわ！，木育種研究者が集まり，

林木脊醸懇談会がおこなわれ， 中村賢太郎河会のもとにわが国における林木脊認の限額と今

後のすすめかたが討論され， 精英揖選抜育種のもととなった戸田の議案が発表された1)。 ま

たこの懇談会により林木育種協会が設立された。 また外国，特に北欧では林木育種の主体が

エリートの選抜におかれ， 採種閣の造成がすすめられていたが，スエーデシのワ γキスト教

授の来日が大きい刺激となり， 林野庁でも~·脊英掛選抜による育種を事業としてとりあげるこ

とになり，昭和30年には国立林木育種場の設立をみた。 その間， 当場では岩JIi・戸田・千

葉・柳沢らによって林木育種事業指針（林野庁， 1956）を作成するとともに， その方法の普

及につとめたりゅ7）。

その後精英樹選抜による育撞卒業は国有林， 民有林ともJI員調にすすんだが’築悶泣｛云学の

発畏がおis英樹選抜のfこめのlvf

のサシ＝子繁殖とミシ玄ウ繁殖による場合の泣｛云力を計‘算し， 林木育種における選抜効果を推

定した8）叫九また，林水でもクローン集団でなくミショウ集団でも育種効果の大きいことを

証践した。戸出はその他精英樹の選抜本と楽却検定結果との関係についても報告している川。

一方外山ら（1950）はクロマツ 26号を選抜し， その特性を詳しく調査してその優秀悦を

朗らかにした14)1山 6）。また，外山 (1958〕は会鴎から集めた罷良スギの母樹崩系統の櫛栽試験
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により， 精英揮の F1検定をおこなって， さらに箆良系を選定した川。その他桝井川(1952)

や石崎！9) (1954）などがスギの選抜をおこなった。また，坂口（1956），石川（1956）らも靖

英樹選抜について論じた叫21¥

林？に育援ではまた諮容に対する抵抗性個体の選抜もおこなわれ， 尉｛~·性育掻では原因，柳

沢ら（1946）のトドマツ叫， 石綿（1958）のスギ品撞叫に対する塩素設加主に対する抵拭性

が研究された以外に附寒性｛肉体の選抜もおこなわれた叫別的。また， f芝谷JIIら（1934）も『かt 
寒f注2

また，耐J潟性1寺．麗についてもi百l：究がすすめられ29¥ ご子芸€ (1955）はスキ守の赤枯病抵拭偶｛本

の選抜吉ど研究した3九

間虫性品種育成は少ないが， 日塔ら（1958）がクリについてクリタマノミチ抵抗性品種の育

成を研究した31）。

以上がいままで行なわれた， 選抜脊援の研究の概要であるが，最近外国樹援の導入が盛ん

になるにつれて， 世界的に外国障種の産地試験がおこなわれるようにな P，器JIIら (1964)

はアメリカの 8州の 12林分と 1州の 13f手掛から採取したテ…ダマツのタネを潟いて， 産地

試験を実施し，樹高成長は大西洋沿岸産のものがよく，柏損ネは Maryland,S. Carolina, 

Arkansas, Texas 躍のものが｛尽くかったことを報告している3ヘ
また，臨内藤のアカマツでは佐藤らが， 昭和 12年に設定された岩手県岩手営林署管内の

蔑i也試験の調査をおこなって， 東北地方の造林には長野良以北（ただし関東地区を路く〉蕊

のものが適することを幸長会した33）。

文 献

1) 林給、協．林水育種懇談会要録，（1953)

2) 岩川盈夫：林水の品種改良，林業技術， 155,157, (1955) 

3) 戸間良吉：品種改良の前進のために，林業技術， 167，〔1956)

4）千葉茂：精英樹の選抜による育種，技術研究， 5，〔1954)

5) 一一一一：精英総選出の実際ラ日林誌， 145,(1954) 

6〕 柳沢総雄：トドマツ，エヅマツの精英樹選抜， (1955)

7) 岡田苦手自5・精英樹選抜による林木育種，（1955)

8) 林試窃f報， No.100, (1957) 

9) 林試のf報， No.112, (1959) 

10〕 Theheritability of tre巴 heightand stem girth in CryJ;tomeria through s巴xualreproduc-

tion, Silvae Genetica, 8, (1959) 

11）林試liJJ：報， No.132, (1961) 

12) TODA R. : Mass selection and h告ritabilitystudies in forest tree breεding, FAO/FORGEN 

63同 2a/2, (1963) 

13) 戸間良吉：精英樹の選抜ネと楽去jJ検定結果の対応について，日林誌， 40,(1958) 
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14) 外山三郎ら：優良系黒松26号の特性 C2），日林九州支：研抄報， 1, (1950) 

15) 一一一一一 ：優良系県松26号の特性 C3），日林誌， 32,(1950) 

16) 一一一一一 ：優良系県松26号の特性 C4），日林誌，32,(1950) 

17) 一一一一一一 スギ精英樹の F1 検定， I：！林講， 68回，（1958)

18) 村井三郎ら 杉系統分離に関する研究，4回林試青森支研究発表記録，(1952)

19〕 石附厚美ら 九州、｜に於いて発見したスギ優良個体の 2 ～ 3 について， 日林九州支~1年 ， (1954) 

20) 坂口勝美 ．育穏と造林，林業技術， 175,(1956) 

21〕石川健康和英樹，林業技術， 175,(1956) 

22) 原田 泰ら ．トドマツの塩素酸加里に対する抗毒性について，帝林北海試報，2,(1946) 

23〕 石11府厚美塩素酸加里とスギ品種の抵抗性との関係，北方林業， 10,(1958) 

24）千葉茂苗刈l，新植地からのスギ耐寒性個体の選抜，日；林誌，37,(1955) 

25〕 一一一一 。耐寒性スギ，北方林業， 9, (1957〕

26) 石崎厚美ら 林木の耐寒性品種の育成について，林業技術，194,(1958) 

27) 長谷川孝三ら 。杉苗の耐病と耐寒性に関するー～二の観ぷ，御料林，71,(1934) 

28) 林試研報， No.161, (1963) 

29）柳沢聴雄抵抗性品種の育成， 林，85, (1959) 

30）千葉茂赤枯病抵抗性個体の選抜，日林誌， 37,(1955) 

31) 日塔正俊ら クリタマパチ抵抗性品種の育成に関する研究 CI)，農林省応研報告書，（1958)

32) 林試研報， No.170, (1964) 

33）佐藤 享ら 岩手山麓におけるアカマツ産地試験地の成績（第2), 38年度林試東北支研究発表会

記録，（1965)

2） 交雑 育種

林木の交雑育種に関する研究は， 昭和7年に野原によって開始された。野原はスギI),

ヒノキ類2)3), マツ類；）についての人工品種間 および種間交雑を行なった。ついで昭和 11

年に石原らがカラマツ類5), 昭和 15年に柳沢らG）が トドマツ， flB禾1:Jl2年に 原田ら 7）がエゾ

マツの人工（種間〉 交雑を行ない， それぞれ F，雑種苗を得， それらの子供苗の形質につ

いての観察を行なっている。また，昭和 17年にアカマツとクロマツの種間交雑が 行なわ

,, 
クロマツとアカマツの交配球果（左，アカマツ，
中 iクロマツ♀×アカマツ6，右，クロマツ

れ， さらに昭和 18年に，帝室林野局

北海道林業試験場が，カ ラマツ， トドマ

ツ，エゾマ ツの 人工交雑試験を行なっ

た8）。 これらの研究は，第 2次世界大戦

がすすむとともに不急なものとして中断

され，また一部の研究については研究者

の死亡により，後任の研究者に引きつが

れた。

終戦後，林木育種の重要性が高まった

ため，これらの研究業績が脚光を浴び，
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研究が碍路された。

終戦後は， まづ前記の各研究者がそれぞれ戦前に人工交殺を行なって得た雑種木の特性の

課査を行ない，それらについて発表した。すなわち， 野原は（1963）スギ山ペヒノキ類別，

マツ類10），櫛沢はカラマツ類！1)(1955), トドマツベ1951), ＝ゾマツ12)(1954）の交雑試験に

ついての研究を報告した。一方， i没後各研究機関において， 林木育鐙の研究が活発となった

結系，交雑脊患の研究も盛んとなり後述のごとく， 多くの針葉謝および広葉樹の樹種につい

ての研究成果が報告されている。

戦前戦後を通じ， J主i上の研究成果について， 本来の交雑脊掻自体の研究と，交配技術に関

する研究とに分けて述べれば，つぎのとおりである。

く交雑＞

ス ギ：野原9)（’43，’63）は，多i良性，弼病性，耐雪性品種の育成を目的として，関東系

スギと秋悶系スギ， 北山台スギとの開に人工交配を行なった。こ

采は， 交$IE球果の大きさは，雨親s（自家受精〕の中間，

よって得られた結

時親Sより

も高く， f等宙芸名は交雑は両親Sよりも高かった。鎚絞 26年訟の樹高成邸主， 関東×関東〉

関東×北山＞関東×秋田＞関東s.直径成長は，関東×北il［＞関東×関東＞関東×

東S，材設成長はTI笠径成長と同期であった。附雪性；ま，秋田＞関東×秋田＞関東であった。

ヒノキ類：ヒノキの交雑に関する研究は，野原ら山）(1943, 1944）と福原川（1964)

結果があるにすぎず， 障者ともにヒノキとサワラの種間交雑試験を行なったものである。野

原らは， 交雑球采と種子の形質， 交雑種子の発芽率と得苗芸名について調交し，また F1

の子議の形態， 針葉の気孔の分布状態，針葉の長さと幅，形状比など，いずれも両親の中間

型を示すものが多く， 母親に近い場合が多いことを明らかにした。

交雑木の成長は， 30年生ヒノキ×サワラは，両親Sより劣っていたが， 31年生サワラ×ヒ

ノキは， 謝高は河親Sの中間で， E旬高直径は両親SよりもすぐれていたO

福原は， ヒノキとサワラの種間交雑の親和性を明らかにするため，交雑球泉の大きさの変

呉について調査した。 その結果， :iE逆いずれの交雑でも，種開交雑球巣の大きさは種内交雑

球来よりも小さく，種間交雑球泉の方が変異の幌が大きいこと， 種i勾交~＼ftでは，自然交:1<1t球

果がもっとも大きくて，種内奥｛同体交雑と自家受精の球来は小さいことを明らかにしたっ

マツ類：マツ類の交殺に関する研究中，もっとも業績が多いのは， アカマツとク口マツの

自然雑種または人工雑種の：持性iこ関する研究であって， tiくはアイグロマツ （Pinusdensi-

Thunbergii U rnKr）の産地に関する研究 (1924）があり，その後野原4ll4)(1944, 1951），外

山15>(1954）その地多くの研究者によって雑題の特性について研究された。

それらの結果によって， 中間性マツの子孫には，アカマツ，クロマツのほかに中間性のも

のが現われること， 中間性マツのタネの発芽率は，アカマツ，ク但マツよりもわるいこと，



104ー

アカマツとクロマツの混交林から採集したタネからは， 中間性のものも混じること，樹脂道

の位置が中間性を示すマ ツは，樹高，針葉，球果， タネも同様に中間性を示すこと，などが

朗らかにさjもた。

佐藤はシラハタマツ！G)(1931），愛媛県地方の松縄用マツ！？）（1933）の形態、的，生理的性質を

しらベ， それらがアカマツとは異なり，アカマツとクロマツの中間性を現わしていることを

明らかにした。

マツ類の人工交雑は， 古くは，昭和 17年ころに始められたが， 野原べ1944）はアカマツ

とクロマツの人工交雑を行なったところ， 交雑種の外部および内部形態は，両親の中間型で

あった。また野原ら！＜）（1951）は，テーダマツ×アカマツの人工交雑を行なったが，その雑種

の外部形態はアカマツにきわめて近く， 判別が困難であるが，葉色には若干差があり，また

成長は両親の中間であった。 そのほかクロマツ×アカマツの雑種がしらべられたが，苗木の

樹高は両親からのものと差が現われなかった。しかし， 岩川lB)(1956）によると，クロマツ×

アカマツは 2年生首ではクロマツ×クロマツよりも成長がよいことを観察している。外山15)

(1954）は，アカマツ，クロマツ，アイグロマツの開花時：期，雌雄花着生歩合，球巣の開鱗時

期の調査を行なうとともに， アカマツ，クロマツ，アイグロマツを母親として，アカマツ，

クロマツ，アイグロマツ， リギダマツを花粉親とする人工交雑を行なった。 その結果，種間

交雑は自然交来！frに比し， 概して種子数が少なく，受精力がおとった。アカマツ，クロマツ，

アイグロマツ， リギダマツの相互間の交雑は， いずれも稔性低く ， 1球果内の 実粒数は 10

粒以下であった。自家受精は， 種内交雑に比べ稔性が低くかった。樹脂道の位置は，閉じク

ロマツ×クロマツにおいても， 花粉親がちがうと，中間型やアカマツ型の子供を生じ， また

クロマツ×ニシキマツにおいてもアカマツ型の子供を生じた。

カラマツ類 ．カラマツ類の交雑に関する研究の歴史は浅く， また文献の数も非常に少な

い。カラマツの遺伝，交雑に関する研究は，昭和11年ころから北海道林業試験場（野幌〉で，

原田らによって着手されたが， 柳沢がその研究を引きつぎ， 昭和30年（1955）にその成果

を発表した11）。その結果は， 11年生の成長を比較すると， ニホンカラマツを母親としてチョ

ウセンカラマツおよびグイマツの花粉をかけた雑種は， ニホンカラマツとほぼ等しい。ノネ

ズミに対する抵抗性は， ニホンカラマツとチョウセンカラマツおよびグイマツの種間雑種

は， 両親の中閉または，チョウセンカラマツやグイマツに近い耐鼠性を示す。

昭和3年春，長野県浅間国有林内にカラマツ類の比較試験地がつくられ， ニホンカラマツ

11産地，ヨーロッパカラマツ 3産地，グイマツ 2産地，チョウセンカラマツ，ダフリアカ ラ

マツ， ヒマラヤカラマツ各 1産地，未詐種 1産地が植えられた。戦後坂口は， この未詳種

はヨーロッパカラマツ×ニホンカラマツの Fi雑種であるこ とを確認し，同氏の昭和27王手

(1953）の調査l0）によれば， この雑種は各産地のものに比し，樹高では第2位，直径では第 1
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位のすぐれた成長を示した。

モミ類：柳沢ら（1951）トドマツ×ウラジロモミの人工交雑により， F1雑穫を育成した。

この雑種の校誕の外部形態および針葉の解剖学的j受賞は， 大体において荷親の中間的性質を

示すものであるが， 針葉の上部の下表皮細胞の発達状況は，ウラジロモミに近く，樹指溝の

面積率においてはトドマツに近いi頃向が認められた。雑援の開議期も碍親の中間であった。

関翠期のちがいが， 4月中旬の凍容に差を生じ， ウラジロモミはほとんど被替をうけない

が， トドマツは半数以上の芽の被害があり， 雑種はトドマツの約 1/3程度の被害率にとどま

った。雑種の成長設については，満5年生の龍査によると， ウラジロモミは朗らかにトドマ

ツに比し樹高成長が劣るが， まft種はトドマツの棒j高成長に類似する。トドマツ×ウラジロモ

ミの系住環は， トドマツより著しく冊凍伎が大きく，しかもその成長はトドマツ｛こ類卸してい

るので，高寒地帯および霜替の著しい地方などの造林樹寵として有望であろう。

トウヒ類：林業試験場北海道交場において昭和 12年以降， エゾマツ×ヨーロッノξ トウヒ，

エゾマツ×カナダトウヒ，アカエゾ×エゾマツ， カナダトウヒ×エゾマツなどの組み合せで

行なわれた7川。

:wn沢12)(1954）によると， エゾマツ×カナダトウヒ （PiceaGlaue a）の F1雑彊〈昭和 12

～13年交雑）の冬芽は中間型で，エゾマツよりカナダトウヒに近い傾向が認められた。針葉

断面の蝦／）￥－さの比率を求めると， 雑種は両親の中間的な｛践を示したが，相反交雑において

特に母系に似る額向は認められなかった。雑f霊の球来はエゾマツを母親にした場合は，両親

の中間的な性質きと示すが， カナダトウヒを母親とした雑種では母親の影響がつよくでる傾向

があった。雑種の成長は，戦時中正常な取り扱いをうけていないために，適確な判断をする

ことができないが， 両親の成長に近いもと推定される。

広葉樹：ポプラ類について，ギンドロ×チョウセンヤマナラシ， アメリカ産交雑ポプラ，

アメリカヤマナラシ×ドロノキωなどの雑題，支那油棋の品種間交雑， 治樹の日本題と支那

種の雑撞， およびその雑種に日本穣または支部種の花粉を受粉してできた雑種，日本ウノレシ

と支那ウルシの交雑， ハンノキ鵠の種間交雑， ミツマタの品種間雑種川，タケ類の種間交雑

などの研究がある。

く交殺に関する基礎的研究＞

林木全体をとりまとめたものとしては， 岩JI［ら（1955）の花粉の研究に関する論文mと交

雑の全般的記述叫があるにすぎない。

ス ギ：岩JIrら2')(1951）による花粉の貯蔵， ら同(1952）の袋かけによる奥‘常花粉の

形成，岩JIrら26)(1952）による自然における異常花粉の形成， 千葉27)(1952）のサシキによる

交雑および切技水耕による交雑（ヒノキを含む〉， 外山ら28)(1955）のオピスギの稔J性に関す

る研究などがある。
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マツ煩：渡辺 (1953）のアカマツ， クロマツ花粉の死滅温度川，および人工発芽試験30）な

どのrar-究がある。

文 献

1) 野原勇太 林木のー ・ニ遺伝試験について（予報）付，御料林， 179;〔斗，184,(1943) 

2) 一一一一 一一一一一，伺，御料林，185；伺， 186,(1943），伺， 187，肘， 188,(1944) 

3) 坊l岡邦JJ4ら ヒノキ，サハラ交雑の基礎的の｜究（第1報），針葉に依るヒノキ，サハラの識別に関

する研究，日林誌， 25,(1943) 

4) 野原勇太 ・林木のー ・二遺伝試験について（予報） (-b），御料林， 189, (1944) 

5) 石原供三ら ：主要林木の品種改良（第2報〉，第一代雑種に顕れたる形質に就て，日林講，（1941)

6) 柳沢聴雄ら トドマツとウラジロモミの種間雑草Eについて，北海林試集報， 69,(1951) 

7) 原田 泰ら ：寒帯性樹種の品種改良試験，干i？林北海試験，2, (1946) 

8) 帝林北海試 ．林業試験成績概要（ 1)，御料林， 181, (1943) 

9) 林試研報， No.161, (1963) 

10) 野原勇太：二，三針葉樹の交配試験要報，山林， 934, (1959) 

11) 柳沢聴雄 北海道におけるカラマツ属の育種，林木育・種協会第3巨l総会に於ける講演要旨， (1955)

12) 林試研報， No.75, (19.54) 

13) 福原楢勝 ．ヒ ノキの交雑による品種改良に関する研究（第l報）， ヒノキとサワラの交雑球果の大

きさとその変異，日林講，75回，（1964)

14) 野原勇太ら 林木造伝に関する研究（VI報〉，邦産アカマツと 外国産テーダマツの人工交雑に関

する研究，日林誌，33,(1951) 

15) 林試研報， No.66, (1954) 

16) 佐藤敬二 。シラハタマツの植物学的研究，特に業の解剖学的性質に就いて，東大演報， 15,(1931) 

17) 一一一一 松縄用7 ツに関する解剖分類学的研究，京大波報， 17,(1933) 

18) 岩川盈夫 ・7 ツ類の育種，林業技術， 175, (1956) 

19) 坂口勝美ら ．育苗叢書カラマツ編，（全苗タイムス社）, (1953〕

20) 猪瀬寅三ら 雑種ポプラの林地植栽成績（第 1報），日林講， 65回，（1956)

21) 林試研報，No.76, (1954) 

22) 岩川盈夫 花粉に関するこ，三の問題， 育林学新説，(1955)

23) 一一一一 林木育種の技術解説，交雑編， 林木育種協会，（1956)

24) ら．スギ花粉の人工発芽及び貯蔵について，第三回林業試験研究発表会記録，（1951)

25) 林試集報， No.64, (1952) 

26) 林試集報， No.64, (1952) 

27) 千葉茂雌花着生枝の挿木によるスギの交斜i，採種法（予報），日；林誌， 34, 9 , (1952) 

28〕 外山三郎 オピスギの稔性（林木の育種およびその基礎的研究，第25報〉，宮崎大学芸学部研報，

1, (1955) 

29) 渡辺操・アカマツ，クロマツ花粉の発芽能力におよぼす温度の影響，日林誌， 35,(1953〕

30) 林試研報， No.173, (1966) 



3) 倍数性育種（染色体の研究を含む〉

キj,:;;jくにおける倍数性脊謹の研究は，たまたま

林木に対する育種学的興味がようやく盛んにな

ろうとしたときに， Blakeslee(1937）のコノレヒ

チγ処理による倍数体育成法が発表されて，倍

数体が育種のなかで大きく取りあげられていた

関係上，当時数少なかった林木育器の研究者に

もとりあげられることが多かった。また，林木

では倍数体の研究につれて，当然染邑｛休の研究

もおこなわjもるようになった。

1940年代のはじめころ，主として大学関係の

研究者によって研究が進められ，平安l)' 金

沢町 戸田3）らによって多くの樹種の染色体数

の決定や，倍数体の育成とその特投が報告され

た。

当場においても，育種研究室が設i設されると

倍数注育援がはじめられ千葉ら (1951～52〕が スギの倍数｛本の一型

苗期におけるスギやカラマツの自然情数体の選抜をおこなった4)5）ぺ
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大学における研究もその後i盗接になり，陣内ベ船ヨ！のらが積掻的に研究をすすめたが，林

木における 4傍体の成絞は地の作物のようなみるべき優良filii体が現われなかった。

林業試験場宮崎分場の中王子はミツマタの倍数体育種さととりあげ， 成長のよい，紙料歩どま

りの多い箆良種を育成した。 中平はミツマタの静岡掻や高知掻が異質4f剖本であること

設しffft在号磁の芽生えにコノレヒチン溶液（0.2忽〉を滴下処理して，まず8倍体をつくった。つ

ぎにこれと 4傍体との相互交雑をおこなって 8x×4xの組み合わせから種子をえて， 6侍

体の育成に成功したの1的！！）。

外111はコノレヒチン処理によるク戸マツの 4倍体について詳細に研究し12）叩〉，千葉は王子林

木脊種研究所に移ってからも染色体の研究をつづけ， コパノヤマハソノキの染色体の基本数

を n=28ではなく， n=l4であることを発表した1ヘ
なお佐藤敬ニは 1930 スギの染色体数を発表した川。

文 獄

。平安功：森林純物における人為的｛者数継物の研究第1報，；憾及動， 10, 8 , (1942) 

：森林植物の細胞学的並に遺伝学的研究1，二，三毛主果続物の染色体数，京大渓学部講演
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集（ 2 ), (1943〕

一一一一 ：SequoiaSempervirensの染色体数，植及切9, 11, 1 , (1943) 

2) 金沢林助：コ／レヒ チン処理に依り育成せる合黒松（茂道松）のミキソプロイド， 植及動， 10,

(1942) 

一一一一 自然に現われた林木のミキソプロイド，植及動， 10,11, (1942) 

一一一一一・コルヒチン処理に依って作成せるキリの四倍体， J倍及動， 10,11, (1942) 

一一一一ー木本植物の染色体数表I 裸子植物，東大波報， 34,(1944〕

3) 戸田良吉 ・コノレヒチン処理に依って得たハゼノキの倍数体，植及怒／J,10, 5，〔1942)

4) l邸内 巌ら ・自然に現われたスギの四倍体，育種雑， 1, 1 , (1951) 

5) 千葉茂苗畑におけるスギ自然四倍体の選抜，日林誠， 59回，（1951)

6〕 千葉茂ら：苗畑にて選抜されたカラマツの四倍体，日林誌， 34, 9 , (1952) 

7〕 陣内巌． 数種熱帯樹木の染色体数，東大演報， 35,(1947〕

コノレヒチン処理に依り育成したこ，三針葉樹の倍数体，東大演報， 35,(1947〕

一一一一 ；苗畑における倍数性スギの出現率，日林誌， 37, (1955) 

8) 船引洪三．九州産森林植物染色体の研究，九大演報，15,(1947〕

一一一一：裏日本北部森林植物数種の染色体に関する研究，新潟大学学報，7,(1955) 

一一一一：裏日本森林植物の細胞学的研究（II），ユキツパキの染色体，日林Wt,67回，（1957)

一一一一：裏日本森林植物の細胞学的研究（ill），染色体基本数並びに倍数性に関しての特性， 日

林講， 67回， (1957〕

一一一一：森林植物の分布と倍数性，日林講， 68回，（1958〕

9) 中平幸助：樹芸作物の品種改良に関する研究 (I〕，ミツマタの四倍体，日；林誌， 32, 7 , (1950) 

10) 一一一一一 ：特用樹の育穏に関する研究（IV）， ミツマタの人為六倍体について，育種雑， 7, 2, 

(1957) 

11) 中平幸助ら 特用樹の育種に関する研究（V），ミツマタ人為六倍体の収量とせん維および紙質に

ついて，育種雑， 7, 3, (1958) 

12) 外山三郎ら ：倍数性黒松の形態学的特性（ I)，林木の育種及其基礎的研究（第7報）， 日林誌，

31, 1 , 2, (1949) 

13) 外山三郎：コ1レヒチン処理による林木の倍数体の誘発率，林木の育種及其基礎的研究（第20報〉，

日林九州、l支研抄， 3,(1950) 

14) 外山三郎ら： Im倍性マツの材幹の特性，アカマツ研論集， (1954)

15) 一一一一一一：四倍性クロマツ材幹の特性，宮崎大学芸研報， 1,(1956) 

16) 一一一一一一 ：四倍性クロマツの針葉の葉緑粒，宮崎大学芸研報， 1,(1956〕

17) 一一一一一：クロマツ人為四倍体の球果と種子について，日林九州支i詩集， 17,(1964〕

18) 千葉茂：カパ，ハンノキ属の育種に関する研究（ 1），ケヤマハンノキラコパノヤマハンノキの

形態的特徴と染色体数の差異について，日：林誌， 44, 9，〔1962〕

19) 佐藤敬二・スギの染色体数に就て，日林誌， 12, 7 , (1930) 

4) 実然変異の利用

佐藤ら（1943）が当時z理研にあったサイクロトロンを利用して「中性子の林木種子に及ぼ

す影響1)」を究明したのは，わが国における放射線育種でもっとも古いものに数えられる。佐

藤の供試樹種は針葉樹5種，広葉樹51'重で， 中性子を種子に照射すると生存率が低くなると
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とを確かめ，クス，サイカチなどで、は葉の形態的変異が現われたが， その後しだいに通常の

ものに復帰したと報告している。 また佐藤ら（1950）は放射殺ミではないが超音波の種子にお

よぼす影響もみている九

外山ら（1950）はアカマツ， クロマツ，スギ， Kノキなどの種子にX線を摂射し，照射さ

れた種子の発芽率が低下する結果をうるとともに， 可説的変異体の出現の少ないことを確か

めたが，スギの 180分処理区からえた 2本の変異体について， 形態的特性と細胞学的特性と

を調査した3)4）。

戦後原子力の開発にともなって放射性向位光素の出現から放射様の利用が簡単になり，

種に広く利用されるようになった。 このため当場にも昭和 33年に 7綜実験室が設立され，

林蔵関係における日夜刻試験とともに， 育種研究室でも林木の T線照射試験が行なわれるよう

になった。

γ線きと彊子に照射すると一般に発芽が遅延すると同時に， 照射線設の増加に伴なって発芽

芸名がf尽くなる九しかし，ー殻に種子照射では，針葉樹の突然変異の出現は少ない。また， γ

線の1'f1¥木におよぼす生理的影響、をみると林木体内の合右成分に変化をさ投じ叩〉，また，炭素同

化の代謝も変化することが認められる九また，林木の花芽の放射線感受性も調べられた九

これは茨域県大宮町の農林省放射隷育種場の照射臨場内のアカマツ， クロマツについて調査

したもので，照射臨場のなかでは種々の芽条変異‘が現われている。
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2.9. 無性繁殖に関する研究

tt木の無性繁殖， 特にサシキによる繁殖は， スギなどで 昔から一部の地方で実行され，

1929年代 （大 9）以後にはスギの赤枯病にかかりに くいという特徴が一般に知られ，広く各

地で行なわれてきた。 この間，九州， 高知， 京都，秋田の各地方ではじめられた穂取り台木

を仕立てる方法の発展は，特にサシキの普及に役だっ たものと思われる。

しかし無性繁殖法の最大の利点は， 母樹のill伝性をそのまま受け継いだ苗木を養成し，ク

ローンの指T殖をはかる点にあ り，常に育種と関連して考えなければな らない。 この見方は，

昭和 32年に国における育種事業が始められてから， ようやく広く認められるようになり，

その立場から，研究はますます拙ーんになった。

スギ： 1）サシキーースギサシキ品種の品種別の発根性のちがいけが観察され， 高齢木か

らのサシキが発根し難いこと 2)3），同年齢でも造;t,｛：木の千平通校からのより萌芽校からのものけ

や，ホトリ用台木からのサシホが つきやすいこと， スギのサシキは世代を重ねると発根がよ

くなることり，造t），：木からとるときにはクローネの上下によってちがいベ一般に下がよいこ

と， 高台仕立の台木からとるときにはよく日をうけてそだったのがよいことが観察された。

高齢木からのサシホでは 陽葉より陰葉 （幹からの不定校）がよいという 3）が， 反対の結果も

出ている。

ホヅク リのとき，サシホにつける葉の盆は少ない方がよいという結果， 切口の削り方は，

栴円形切り 返しがよいという結果，サシホの不足を補うため， 廿・通にサシホをとった残りの

校からシ ュモク形に余分のホがとれ，実用になる こと， 小型のサシホを用いて一時に大量に

増殖をする可能性8）が示された。

サシ付の時期については，おくれると成績が落ちることが再確認され， 発根の開始はサシ

付の時期と関係ないことが確かめられた。労力の関係からの秋ざしも実用になることが明ら

かにされ，またサシホの貯蔵についての研究も行なわれた。

サシ付の予措としての成長物質処理が試みられ8)9)1へいくらかの成績をおさめているが，

あまり効果がないという声もある。つぎにサシホの呼吸物質として，糖類9），尿素めIO)ll），水

耕液l2）が用いられ， 若干の効果があげられた。 発根刺激剤として，石灰液3)l3), オレイン

酸l4），ニンニクしぼり汁を用いたものがあるが， 成長物質処理と同様に，必ず効くというも

のではないようだ。 なお，成長物質をどろどろの粘土水とともにとかし，あるいは処理の後

に粘土因子をつけた例があるが，普通に処理したものよりも効果があるよう だ。

土性による発根性のちがい， サシキ成績のよい苗畑と悪い苗畑の土壌の比較も行なわれた

が決定的なことはいえない。 サシ床の施肥は， 活着に関係なかった。 また温泉熱や電熱9)15)

によって地温を高め，よい成績をあげている。
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棋の出たサシキ，カノレスだけ， 較もカノレスもないものがどのくらい水を吸っているかも明

らかにされた。

サシ付当日とその後数日の天候と活費との関係，日覆期間の長短， サシ床に擢7］（する試み

もなされた。これと して，ネリ床ω，蒸散抑制剤，]17)1刊誌！1紙， ビニーノレ，ポ担エチレ γ

の被翠の効果が民らかにされた。

サシ付の深さと密度は， らミ寄るしい関心をもたれたが， どちらも iiはっき

りした差を示さず， 15cmより深いのは 2設裂を出しやすいから悪く， サシホの長さに比べ

て浅すぎるものは惑いので，大体サシホの 1/2～%程度を埋めるのがよいようだ。

サシホから;jf,ミが出ない，いわゆるコブ苦については， 摂頭ガンシュ病として一時さわがれ

たが，これについてはむしろ坐理的な原悶によるものであるという報文19)2のがある。

一時すたれていたジカザシについても，労力不足の影響か若干の報文叫があり， 条件がよ

ければ普選苗に劣らずよくつくが， 少し惑い条件でひどく成績が審ちること 21）が明らかにさ

れた。

サシキ苦と実生苗の造林的性賓の比較は，実地密から強く妥獲されるところで， いくつか

されている。 この援の試験には，サシキ習と実主主苗の遺伝的素笠がそろわない

という愛犬な欠点があるが， 造林直後のj密着が，サシキの方がよいという点では一致してい

る。

そのほか，スギのサシキについての全般的な記述があった22¥

以前は一部の地方にしか実行されなかった採穂障の造成は， 育種事業の進展によっ

各地で実施され，それに伴なって採穂閣の造成に関する試験の報文22)23）も若子みられた。

2）ツギキ…ースキ九まサシキが比q交的容易であることからあまり重襲被されなかったた

め，育種事業が始まるまではこ， 三の研究7)24）しか報告されなかったが， 老齢木の発裂が器

難であること，サシキが倒難なものでもツギキはできることから， 最近は比較的霊安課され

ている。 また，その後の研究によって，ツギキからのすーシホの発誤率が向上したという

もある。 そのほか品種25），つぎ方，蒸散抑制斉Jj25），ボジエチレγの袋かげなどに関する研究

も行なわれた。

ヒノキーーーヒノキ，サワラについては，従来あまり研究されていない。 サシキについては，

侭体差，品題，親木の年齢，校の彊類，ホルモγ処理，サシ床の土壌条件， 温度条件と

係，その抱26）について調べられた。 また，スギと同様に，ツギキからのサシホの発裂Z撃が向

上したという報文もあった。 ツギキについては，親木の年齢，ツギキの時期，つぎ方的，ツ

ギホの被援などについて研究された。 そのほか，ヒノキのツギキに関する全般的記述があっ

た28）。

マツ類：（ 1) サシキ マツ類はサシキの不可能樹撞の代表的なものとされてきた。だが
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1930年（昭 5）代の終り近くから外国，おもにアメリカで多数の研究発表があった。わが国

でも芽生茎による発根の観察29), 若い実生前の葉東ザシ30), ホルモソ処理， 針金巻き付前

処理31），綜合抄録叫が試みられ，また若干の異常発根が報告された。

その後も育種上の要求から研究がつづけられ， 長校の］頁端を抑定することにより多くのハ

タパの潜伏芽をめざめさせ，短校を長校化する ことにより， これらの校からサシキ苗を仕立

てる技術（芽出しハタパザシ〉が開発された3目。 そのほか，前記のものよりも大型のサシホ

を育てる，萌芽校ざし（不定枝ざし，再生校ざしという〉の研究を行なわれた。また， ホ

ルモン処理の研究もすすめられ， 特にインドール 3酪酸の効果が大きいことが確かめられ

た制37）。 さらに，サシホに対する日射量制，サシ床土壌の理学性，水分量が発根に及ぼす影

響について調べられ， また，電熱温床間，自動l噴霧纏水装置の使用によ る発根率向上の研究

も行なわれた。

グロース・キャビネット（瓶度とi毘度

サシキの研究対象樹種として，アカ

マツ，クロマツのほか，ヒ メコマツ 37)'

フランス海岸松，ストロープマツ＜O)'

スラッシュマツ 41）叫について研究され

た。

2）ツギキーーツギキの研究は以前

から若干行なわれていて，サシキより

は活活

おさめてU、る。研究の内容としては，

ツギホの貯蔵ω’ツギキの時期，ツギ

キ法，ホルモン処理の効果，ツギキ苗

に士、jするN濃度の影響に関する研究が

f子なわれた。また，アカマツ，クロマ

ツのほか，テーダマツについても研究

された。

3）トリキ一一二，三の研究者によ

って，アカマツの空中トリ キに関する

研究が行なわれた。

カラマツ： 1 ）サシキー一ーカラマツ

を任意に保てる）内での生理実験 はタネの豊凶がいちじるしいので，は

やくからサシキによる育苗が望まれていたが， ホノレモン処理やオレイン酸処理による成功が

報ぜられ， また活着が肥大成長の週期と関係があること 4'），短枝だけでも根が出ること叫が
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知られ，また前もってカノレスを出させてからサシキを行なう方法も考案された。

その後，サシキ苦の事業的養成をめざして，大量にさしつけ，かなりの好成績がおさめら

れた。また，サシホは小型のホがよいこと叫，ホルモン処理はインドール 3

ノレ 3蕗散が効果が高いことが認められた。

インドー

2）ツギキ一一カラマツのツギキもマツ類と陪術品ちがよく，採設；母樹のff主体差ツギホの

採取i湾＝期，アラホの採取位霞，つぎかた寄与に関する研究が行なわれた。

3）トリ をトジキした試験が行なわれた。

トドマツ・エゾマツ：（ 1〕 サシキ もっぱら成長物笠処理が行なわれ， それぞれ効果が

あること川が報ぜられたが，一方効果がないというや~43) i:,あった。

2）ツギキ一一叩トドマツについて， ツギキの時期，ツギホの形質，会＊の切断部位，接合

部の被覆，ツギキ法，ツギキ苦と採穂母樹の比較の研究， トドマツ， z ゾマツ，アカエゾマ

ツについて，ツギホのっくり方，ツギキ部位の接蒼法， ツギキ部の保護法に関する研究が行

なわれた。

その｛患の針葉樹： ヒパ（アテ〉，モミ，イヌマキ，セγペノレセコイア， メタセコイア，

コウョウザγ，ランダイスギのサシキについて報告されている。

広葉樹，特府樹： 1) サシキーキドベコウゾ則的， ミツマ夕日〉叫川，クス54)，カシ類，

ヤチダ、そ，カツラ，ヤナギ，ポプラ類55）ゅ62), トゲナシニセアカシア61)63）ゅ＂l, モリシマアカ

シア，タンニソアカシア，オリーブ，ユーカザ，モミジ，コパノヤマハγ ノキ71)72), 多くの

治山用木本機物的｛こついて研究された。

2）ツギキ一一一トゲナシニセアカシア76), コルクガシ，キリ？巾8），ハγノキ摂，ヵ γノミ類，

クノレミ，ペカ γ，ク 1)' トネリコ類，キナについて研究された。

3）トリキーークドへヤマモモ，アカシプ類，ハγ ノキ類80）について研究された。

つぎに，サシキ，ツギキに関する基礎的なことがらとして， つぎのような研究が行なわれ

fこ。

1）サシキ一一一サシキの根が，どのようにして形成されるかということが， 多くの針葉樹

について調べられた。 また， さしつけてからしばらくの間のサシホの水分関係と同化，呼

吸，貯蔵炭水化物の変化，サシホ内貯蔵成分量的叫，オーキシンと発1誌の関係， サシホに含

まれる発；課題害物質の存在と除去の方法問〉， サシホの乾燥と枯死および活着との関係M ，サ

シホの腐敗とその防止および回避S5），ハをとりのぞいたサシホの発展性8G）について研究され

た。また，サシキの研究の基礎として，組織培養に関する報告もみられた87）刊。らその他サシ

キについての全般的記悲もあった。

2）ツギキーーツギキの競合が，どのようにして行なわれているか解剖学的にしらべら

れた。 また，ツギホ内の水分関係，多くの針葉樹，広葉樹の呉科，滋， 題関のツギキ親和
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性間約'5），タネニ含まれる蛋白を抗原とする血清学的方法について研究された。その他， ツギ

キからとれた花粉，ツギキを利用した交雑に関する研究， ツギキについての全般的記述9めも

あった。
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40) 山路木労よろら：外国産樹穏のサシキlこ関する研究 (1）ストロープマツ（Pinus strobus L.) の
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55) おi向原美．郊外ミの種類とドロノキ郊;;j去の活穏健並｛こ発育状態について，釘林誌， 33, (1951) 

56) il'li木設：ドロノキ類の然性繁殖について， 1L1林， 773,774, (1948) 

57) 一一一一：掃木における林水の健伎について， l:!:j;f；九州支研抄， 1, (1950) 
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64) 橘高義郎ら・揮木実行上重要視すべき二，三の問題，特に青島トゲナシニセアカシアの挿木につい

て，日林誌， 31,(1949) 

65〕 一 一一ら ・トゲナシニセアカシアの挿木について（第2報），大♀増殖に関する研究，日林誌，
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68〕 兵頭正寛 ：J悪条件下に於ける英国トグナシニセアカシアの挿木，埋根試験，日林誌， 34,(1952〕
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86) 福原橋勝：ノ、をとりのぞいたサシホの発根性，日林誌， 38,(1956) 

87) 戸田良吉ら：ニセアカシアの根端培養に用いる各種糠額の比較，科学，(1951)
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96) 中村賢太郎：つぎきの実際，全商連，（1958〕



3. 森林土壌調査部門

3. 1. 森林土壌に慢する研究

議詠土壌関係の研究は， 主要；休木の適地判定技術の磁立をや心として行なわれてきている

が，その研究の規撰と内容からみると，戦前と戦後とでは格段の相違がみられる。すなわ

ち，顕治から大正年代にかけての持崩には， こと接学的手法をlli1践とり入れた研究は全くみら

れず， 主として地形，地質に重点をおいたスギの適地に関する初：究が進められ，適地遊木表

などが作製された。 また，気候条件と主要揖援の天然分布との関係から大地域の適地に関す

る会話学的考察がなされていた。 その！？号にあって，

と裸地における土壌水分の比絞試験，

行なわれていたに退ぎない。

と関係の深い試i裁として，：可n也
る掛揮の抵抗比較試験などがわずかに

昭和の初期にはいってから，ょうやく土壌学的な研究手法がとり入れられたが， 主として

森林土壌の肥沃疫をと支臨する国子の究明が行なわれ，ことJ;J)~の殻度や 3 要素， 石氏などの諮成

分とスギ，ヒノキの成長との関係についての研究が進められ， この手法および成果は当時間

宥林で行なわれた「スギ，ヒノキ適地調査」の摂幹となった。研究および調査の主喪な成果

は戦後，芝本りによって発表されたが，この研究で， i也f立殻に対しては土壌の全容水量，細

こと中の粘土議，腐描，灰馨比，灰饗欽比， 霞換酸度などの諮問子が特に筏接な関係があわ

また，上記諸国子のうちで，氏磐比，灰翠；鉄上七， 機域的組成などは土壌の模造ひ

いては自然状態におけること壌の理学後を左右するとした。 すなわち，土壌中の石灰の溶脱程

度が低いほど灰饗詑（CaO/AbOふまた，灰饗鉄比（CaO/R20s）は大きく，置換酸度は

弱くなり，徴生物の活動は盛んで，粘土および腐誼に吸器されている置換性陽イオン群の Ca

イオンのf詮も多くなる。その結果，こと壌は多孔質の良好な講造が発達し， 圧結度は小さし

全容水；自立大きくなり，良好な表層土の発達がみられるようになる。 このような土壌では潜

在養分の活性佑も活発で， 可給態植物議分の供給が潤沢かつ円滑に行なわれるなどの機構を

朗らかにした。

一方この間にあって，森林土猿の自然的物理性，たとえば， EE結疫，最小容気量， 最小容

気主主／最大容水量：（L/W）などと林木の成交や天然更新との関係も各所で究W]された。この

関係の成果のうちで著明なものとしては， 北海道の森林土壌において， L/Wの大きい土壌

でトドマツの更新が良好であることを現らかにした石尿2） の報告がある。

昭和の中期にはいって， 森林土壌に特有な堆積腐植の形態および化学組成に関する研究

（内部）や落葉分解機構に関する研究（大政ら〉などこと壌有接物欝係の諮研究の台頭がみら

れはじめた。
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また，この時代から広葉ー樹の利用開発が急激に進むにつれて， その伐採跡地の更新を目標

とした研究が開始されたが，その代表的なものとして， プナ林土援の研究（大政〉りがある。

この研究は，主として東北地方のプナ林をはじめスギ， ヒパ等主要な天然生林を対象として

1 J：なわれたが，その研究内容は，わが国森林土滋研究において土壌を環境としての見方， つ

まり ，形態午的手法をもと にして， 小気候とこと壌形態との対応関係を生成論的に解明した研

究の最初のものである。すなはち， この研究では土壌形態および居所的な森林植生を特徴づ

ける因子として地形にもとずく水分環境の差，なかでも， 単に地形の違いによる重力的な地

中水の消長にとまらず，土地からの水分蒸発（j故〕 に著しい特徴を与える因子として， 春季

に卓越する偏西風（比較的高温で低湿度の気塊による〉と地形風とくに谷風に注目し，これら

の小気候因子が地形上の位置， 地形相互の組み合せのもとに土壌および植生に著しい影響を

与えるi笠郡を解明した。その結果わが国の森林土l震の主要な部分を占める褐色森林土を BA

（乾性 ・傾斜地型）， BB （乾性 ・緩斜地型）， Ee （弱乾性），Bn （適潤性）， BE （弱湿性〉，

BF （湿性〉の 6基準土壌型に，また， ポrソーノレ化土壊を Pn（乾性ポドゾル）と Pw（湿性ポ

ドゾル）の 2群，さらに，乾性ポドゾルを Pn1（強度），Pnrr （中度）， Pn皿（弱度〉，湿性ポ

EE型土壌

山地の沢筋に出現し，スギの成長は良好である。



PD! 型二！っ渓

日石海被爆冷i也の様様筋；こ出現する。ヒノキ，ヒメコマツ，コメツガなどがよJ；筏

Mを形成し，シャクナゲラアセど，シノブカグ？などが地床を議う。

ドゾノレを PwrCi諾111湿原ポドゾノレ〉と Pwn（侭j毘ポドゾソレ）
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した。

また， これら その化学的？余震においてもそれぞれ呉なる をもつこともあわ

せて立証し，土滋型と植主主，林水成長と

この成果は協和 22年から部始さ

進に大きく るとともに， そ

をたてた。

~[]fj らかにしたものである。

およびつづいて昭和 29年に発足し

として沼いられ，

また，この研究はわが出の一般土壌学汚刊とに生成説的， 目的研究発援のお！設を与えたもの

として，わが出土壌学研究の面からもきわめて高く評姉されている。

その後ことt哀調査事業の退展にともない， また昭和 26年， 当場において

るにおよんで，こ し， つぎのよう く

られfこ。
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1) 土壊の理化学性

土tN1.丸分定£h去；！災素の簡易定量法をはじめ，全窒素，置換性カノレシウム，マグネシウム，

¥W.；，チタン，アノレミニウムなどの諸成分の定:fil：法について改良が加えられ， 迅速かつ精度の

高い方法がつぎつぎに敵立され（新名ら）その成果は多くの森林土嬢研究および土壌調査に

利用されている。

土壌有機物；森，j,),;J腐植の研究は森林内の物質循環系をつかさどる，農耕地のそれと異なる

独特の分野をなしている。 戦前の成果は前記のように極めて断片的で、あった。近年，ょうや

く褐色森林土，ポドソツレ化土壌， 黒色土壌など各土壌類別ごとに腐植の質の相違が解明され

てきた。 （河田，山谷ら〉

また，北海道の森林における堆積腐植の研究はi弘前から一貫して進められてきたが， 戦後

にその成果はほぼ完成し， 内田叫によってその分類体系が確立された。すなわち，この研究

で北海道の針葉樹林の堆積腐植をムノレ，モター，モル 31洋に区分し， さらにこれをおのおの

堆積様式や形態的特徴をもとに 10種類に細分し， 定義づけを1iなったが， さらに，細分さ

れた各種類ごとに有機物組成， pH，置換性石灰，旗基不飽和良2など諸性質にも系統的な違い

があることを明らかにし，分類上の位置づけを確立した。 また，各種の堆積腐植型と植生と

の対応関係をも明確にし，林業への応用性の高いことをたしかめた。

一方，堆積腐植の分解過程の土壌に対する影響に関する研究は， 主として伐採跡地の土壌

変化を中心に各所で行なわれ， 森林と土tf:J問の物質循1却系の励l首jもi1li'i次明らかにされつつあ

る。 （内田，山谷，河田，脇ら〉

土壌の化学性；土壌の化学性に関する研究には， 土リミの肥沃度を解明しようとするもの

と，土壌生成 ・分類研究においてその裏付を行な うことを目的とするものとがあるが， いず

れも他の研究手段，例えば分布，形態的性質，物理的性質等と併行して行なわれ， 化学的性

質に主体をおいたものは少ない。 そのなかで化学性を中心としてわが国の森林土壌をとりあ

げたものの代表的なものとして河田叫の報告がある。この研究は， 大政3）の分類休系にした

がった褐色森林土およびポドゾル化土壊の各土壌型と一部の黒色土壌について， その土壌化

学的諸性質および腐植組成にみられる特性を究明したものである。すなはち，森林土壌の特

質である斜面地形の土援におよぽす影響は， 塩基の流亡と集積および水分環境の変化にもと

づく土壌微生物の分解活動の相違によって， 土壊の化学的性質と腐植の形態に一定の規則性

のある変化をもたらすこと，また， 寒冷な気候的因子および微地形の影響による風の作用に

よる乾燥も同様に土壌の諸性質に変化をもたらすことを褐色森林土壌群およびポドゾルにつ

いて明らかにした。また，黒色土壊にはこのような傾向はみられず， 腐植の形態の相違によ

って 2群にわかれ， さらにおのおのを置換性境基おによって 2型にわかれることなどを朗ら

かにした。
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こと壊の物理性；土壌水分および物理性は林木の生育と深い関係があるものとして古くから

注目されている。その成果は前述のとおりであるが，戦設になって，土壌水分の pl才師，

歴効果，透水性などの研究が大きな成果をあげ，土壌の特性の把擦， 適地判定にも大きな役

割を来している。真下らはこと壌の合水状態を表わすのに pF部をもって示すことが合理的で

あることを立証した。また，大政・真下は土壌の吸水性にみられる特徴， とくに，ヒステリ

シス現象（…度乾燥すると容易にぬれ難くなる性質を示す現象〉には土壌中のある種の蕗糸

体や特殊な有機物が深く関与することなどを実験的に証明した。また， Jc~下は土壊の pF 舗

により，土壌控除の質的内容，形態的な構造と保水， 透71(との関係を切らかにし，形態的な

構造分類の宜主き性をうらずけるとともに，透水性の測定法にも新工夫を加え， 土嬢新商の物

理性の総合的な表現法として透水指数を用いることが適地判定上きわめて有効であることを

明らかにした。これらの成泉は森林土壌の調査， 研究および適地判定などの忠帰国に広く活

用されている。

2) 土壌の生成，分類

掲色森林土；褐色森林ことの分類体系は前述の大政3）の研究成果が根幹となっているが，そ

の後調査と研究の進展にともない基準土壌型lこ対し， 幾つかの中間型あるいは亜型の分類が

なされている。その代渓的なものは BD(d）型（適i間性褐色森林土の乾性型）で，スギ， ヒノ

キ植分けの境界をなすこと接型としてきわめて重要な位置を占めている。 このほか最近の研究

において，形態的には？号車森林ことではあるが強酸性で塩基および 2,3酸化物の移動が認めら

れるポドゾノレとの移行型のもの（竹原らGI）や， やや酸性が強く， 塩基には乏しいが， 2,3

数千七物の移動は認められない高地型褐色森林ゴ二（仮称〉〈黒鳥・新名ら〉， また，赤黄色土と

の推移裂とみられる塩基に乏しい強鼓性のこと壌（Ill谷16)) など耳目芹あるいは｛也の土壌群との

推移裂に関する成果も／I関次羽らかにされてきた。

黒色土J;l'Jは褐位森林土と同様に水分環境にもとづく形態的な特設から BlA,

Bln, Blc, Bln, BlE-F等の基準土壌型に分類されたが，さらに，土壌勝迭の種類および発達

の有無によって縮分され，適地週木等実用の自的に広くよ芯用されている。 また，黒色土壌の

もつ性貿の解[Jijについては，母材，一般化学性， 物理性はもとより粘土鉱物等多i伎に亙る分

野の手法を思いて研究が進められている。一方，黒色土壌の生成に関する領域はその結につ

いた段踏で， 明らかにされるにきさっていないが， 設丘あるいは璃状地上に分布す

ついて， その生成条件として水辺あるいは低湿条件下で終描の集積と流

入が行なわれたものとする成果（黒鳥・大政8））がだされ， 黒色土壌の生成解明上多大の示

竣を与えている。

赤邑土；この土援の生成iこ関する当場の研究は，大政・ ・フド立7)8)9）によって行なわれ
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たが，その成果は， 従来わが国の土壌学でなし得なかった赤色土の生成を解明したことおよ

び，わが国の古土壌研究に先鞭をつけたものとして，きわめて高く言平価されている。

すなはち， 赤色ことは偏混亜熱帯気候下で激しい土壌生成作用をうけてできた強酸性癖悪な

土嬢として著明なものであるが，上記研究は， わが国で従来から知られている西南日本の暖

地域以外の冷涼地域にも広く点在的に分布することに注目し， その生成に関して土接学的手

法に，地質学，特に地史学および鉱物学的手法をか｜えて検討したものである。

その結果，わが国の赤色土は洪積世の温暖気候下で生成された古い士嬢が現在まで保存さ

れたものであることを明らかにした。 さらに，この研究において，赤色土を母材－の相違にも

とづく化学的性質の差異によって 2つの土壌群にわけ， また，侵蝕に対する残存形態と現気

候下の水分環境によって， R-Er α （弱受蝕型赤色土〉， R Er β （強受蝕型赤色土〉， RA 

（乾性赤色土），RB （乾性赤色土 ・安定型）， Re （弱乾性赤色土），Rn （適潤性赤色土）等の

基準土壌に分類し，植生との刻応，生産性との関係を体系づけた。

ポドゾル化土壌；ポドゾル化土壊の分類体系は礼j色殺材：土と同様に，前述の大政2）の研究

が根幹となったが，その後中古／5日本，東北日本等地域ごとの研究が進められ， 多大の成果を

収めた。竹原 ・久保ら G)I 0) II）は中部地方山岳地にみられるポドソール化土壌について， 主とし

て母材および地形の相違による形態および理化学性の特徴のあいだに一定の規律をもった関

係があることをつきとめた。すなわち， 石~班岩の地域は他のl母材ーからなる地域に比べてポ

ド〆ル化の傾向が強く， 準平原地域の残丘上や古い堆積地にはポドゾル化作用が終局近くま

で進んだ， A庖がかなり J.hl元的で.B回には欽の集肢が著しく鉄盤）円を形成する湿性ポド ゾ

ル（鉄ポドゾルに近い〉が存在する ことをたしかめ， Pwrr （湿性ポド ゾル〉を Pw-h（腐植

型ポドソール）と Pw-i（鉄型ポドゾル〕に区分する分類方式を確立した。

また，花樹岩を母材とする地域では石英斑岩の地域とは全く趣きを異にし， Pn（乾性ポド

ソゃル〉と Pwh （腐植型湿性ポドソVレ）が主に出現することを確かめた11）。 さらに，古生層

母材および安山岩，火山灰地域では一般にポドゾノレ化の傾向が弱く ，なかでも安山岩， 火山

灰地域に出現する前述の， 褐色森林土 ポドソ＊ルの推移型の土壌はポドゾル化褐色森林土

(Podzolic Brown forest soil)として区別したGI。

山谷1叫は東北地方のヒパ林地域の研究において，ポドゾル化土壌が土性によって著しく形

態的な性質に特徴を与えることをつきとめ，Pn （乾性ポドゾル），Pw （湿性ポドソーノレ〉をそ

れぞれ埴質，砂質の型に分類した。

痔悪林土壌，受蝕土を中心とする痔悪林土壌の研究は，禿山緑化，痔悪林地改良事業など

の背長のもとに戦後ようやく土壌学的手法がとりあげられるようになった。橋本ら 1'）は瀬戸

内海地域を中心とするこの種の土壌を，母材によって花樹岩質，石英粗面岩質， 新第三系堆

積岩質に 3大別し，さらに地形にも とづく受蝕， 堆積ならびに水分環境を総括的に表わす因
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子として地床謡史をとりあげ， した 8翠の地床型と 侵免1!. ゴ二援金成の進行

度合と きと[!J-jらかにし， ;Jtji悪；休地の地位設を上記母材践にそれぞれ4

この態林地の各種改良事業の合理的な推進に大きく功献している。

した。 こ

；こ対する土地保全ならびに資源開発、の攻策がとりあげら

れるに伴ない， の参部iがみられるようになった。 まず現地指；＜与およ

行なわれ（大政〉， つづい を中心とした調変（竹！去ら） (1960～ 

1961）が行なわれた。そ 14）によってとりまと されたが，そ

らのf自j；ではそ

とりあげた最初のものとして注沼すべきものである。 これ

ら， i山1¥地方のこと壌とは遣って， 母材の風化f'rf詩も滋しく，土

しし、特徴がみられることが朗らかにされた。すなわち，この地域の土

ものでは著しく性質を呉；こし， 石灰質母；討のこと壌で、はー

（患果状）がよく し， ないし塩基性~fil し，

粘土 ほく， 2・3散化物の移動は認められない。 これにおjし，非沼氏質母材土壌

；まー殻に赤褐色あるいは頁褐色を塁し，強離性で主主；基の洗j説が進み，腐構会主：も少なく，

般にかなり解悪化した土壌が多く， 2・3穀北物の移動集績がみられ， 赤・黄色ポ Fソソレイ七

ることを磁認した。また，これらの各土壌と林木生育， 植生との関係を明らかに

し，適＊判定はもとより，土地利用の合理イ七に長室な示唆を与えた。

微縮土壌；森林こと壌研究において形態学的手法が広くとり入れられるにともない，形態因

子に対する研究分野も護妥視されるに五った。その一貫として， 顕徴鏡観祭による

投解明の分野がif民主主した。黒鳥ら 15）は土；塊にカナダパノレサムを法透させて閤千七することによ

って，わが国では初めて自然土壌の薄片を作成する方法を確立した。 その結果，造岩鉱物の

風化，物質移動，こと壊構造， 孔際をはじめ各覆土壌の形態的特性が詳綜にわたって邸磁；こさ

れるようになったが， なかでもこと壌構造についてその造成菌子によって系統的な分議の体系

づけを行なった。 また，この薄片作成法は広くわが霞土壌学研究に｝ぷ用され，高く評揺され

ている。

火山灰土接関係； 1964年6月， ため

して，火山灰土壌を中心とした会設がFAO主催のもとにわが111で開かれた。

は大攻（議長〉， 竹原をはじ し， また，

果をもとに， 「日本火山灰土壌甑説J を分担した。

3) 土壌条件と主要樹種の成長および植生との関保

と

ら

既往の研究成

戦前の研究が養分 3妥素を中心とした土壌北学的な手［去によること接条件とj窓会， 林？に成長

との関係の追跡であったのに対し， i没後は前記各項に記載した土君主形態学的手法による研究
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が進むにしたがい，それによると土壌型， すなわち総合的な土壌条件と植生および主要樹種

成長，更新との関係についての研究成果が多数発表され， ようやく全国的な規模の適地適木

関係の大綱が明らかにされるようになった。 また，土壌と他生の関係においても分群集，林

床他生などとの関係がしだいに明らかにされるようになり，実用的にはもとより， 森林生態

学における群落細分類の系統的な基礎付けが行なわれるようになった。 111谷LG）は，東北地方

のヒパ林を中心とした地域において，大政の分類方式にならい褐色森林土嬢群－ 6基準型，

ポドゾル土壌群－ 4基準型，地下水土壌群－ 1基準型，黒色土壌群 4基準型， 未熟土－ 2

基準型にわけ，さらに亜型および細分を加えて土壌を分類し， これらの土嬢型とヒバ天然生

木および更新，他の主要樹種の成長との関係を明らかにした。すなわち，ヒパの単木的成長

と土壌型とのあいだでは，適湿性褐色森林土，乾性ポドゾルで地位上， 乾性褐色森林土，地

下水土壌で地位下，天然更新との関係ではポドゾル化土j裂で良好であるとした。 また，スギ

造林木の成長は弱湿性，湿性褐色森林土およひや湿性黒色土壌， 湿性未熟土でそれぞれ良好で

あるなどとした。

真下ら 17)18）はスギ ・ヒノ キ人工林の成長と土壌条件との関係について究明 しているが，と

くに，成長の標示法として地位指数（スギの場合40年時の樹高 m数〉を用い， これと土壌

型をはじめ各種の土壌因子一化学性， 物理性との関係について積年の研究成果をとりまとめ

た。その結果，とくに，スギについては土壌型と前掲の物理性，なかでも透水性， 構造をは

じめ， A府の深さ，有効土回の深さ，置換性石灰:filーなどの因子と深い関係があり，また，一

部の因子は地域によって相関度に著しい違いがあることなどを印］らかにした。

また，山本ID）はこれとほぼ同様な手法を用い，北海泊地方のトドマツ人工林の成長と土壌

との関係をとりあげ，地位指数（30年時の樹高）と土壌型，また，土壌因子のうちでは土壌

の構造深度，透水指数，置換性石灰量，坂基不飽和度，土嬢有機物量， 窒素含量などの諸国

子がとくに深い関係を示すことを明らかにしている。

さらに，この領域の研究は，昭和38年度から「林地土壌生産力研究」が開始されるにおよ

び，組織的に全国的な規模で行なわれるようになった。 すなわち，北海道から九州におよぶ

全国7地方について， 各地方ごとに立地的にその地方を代表する数種の標準的地域を選び，

その地域の土壌および林木成長にみられる特性を解明し， 生産力的地域区分を実施しようと

するもので，本支場土壌部門のほかに経営， 造林部門が参画して調査と研究が進められてい

る。

また，近年になって，各種森林病害のうち， 環境病害に関する研究が進展するにつれて，

保護部門との共同的な研究が幾っかとりあげられるようになり ，2・3の病害発生と土壌条

件との関係が朗らかにされた。 まず，主としてカイメンタケによるカラマツ腐心病の発生と

土壌条件については， その主要な原因として微地形および土壌の特異な成層状態による土問
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内の一時的な過湿条件が摂系の枯死および惑の発育と深い関係があるとした（黒鳥・松井〉の

をはじめとし，ナラタケ病発生と土嬢条件とのあいだにも湿潤なこと壌条件， とくに融雪・氷

時の一時的な過湿条件が訟をく関与するとした報告（河田〉などがある。

4）土壌誤査

国有林土壌調査・適地適木調査； この調査のこと壌分類は前掲大政の分類を基準としたが，

あわせて，国有林（民有林〉こと壌調査方法書を完成し，事業的謂査の基準を確立し， また，

わが霞主要森林こと壌裂の閥復（ 1)則を完成し，調査遂行の指針とした。両土壌調査発足以

来，現地調査，成果とりまとめに韮るまで指導がつづけられているが， なかでも民有林土壌

調査に関しては，当初数年間当場において報告書，土壌閣の印尉まで行二なった。昭和30年以

鋒は謂査事業主去の増大等の事情によって， 報告書の審査ならひマこごと壌図の印刷のみを当場に

おいて実施する運びとなり，報告書の印制（土壌国とも） 28経営区（事業！玄〉 （土壌調査報

2～7），土壌閣のみの印拙 31経営区， 104事業区を実施し，今日に至っている。

その閣にあって，土壌調査法の研究および探本調査にも従事し， 主として空中写真の利用

による山地々形の分類とこと壌分布の関係およびその作業法など〈竹原ら〉を

査の作業能率の増進ならびに調査精度のi海上に寄与した。

し， 土壌調

；昭和29年， E露出調査法の施行ーにともない， 1/5万地形闘を対象として土地分類

基本鵠査（地形，表問地質・土壌〉の作業法の検討が実施される運びとなり， こと壌調査に関

しては農耕地関係機関とともに作業準貝ljの設定ならびに土壊分類法の検討に参闘し，昭和 38

年度まで、前：橋図！？高をはじめ数関胞について現地作業に従事し， 山地の土壌分類を検討し，成

果のとりまとめを実施した。昭和 39年度からは法の改正にともない土壌調査の実施が 10か

年計闘を以て当場および農業技術研究所において実施することになり，昭和39年度は磐田お

よび八戸図綴のllli也土壌の謂査を実施し，とりまとめを完了している。昭和40年度は引きつ

づき白老（北海道交場〉，秋田（東北支場〉，竜野（関西支場〉，高知（木場・四密交場〉各密i

幅について簡査が実施される運びになっている。

このほか，昭和38年度から 40年度まで 3か年計i磁をもっ

土調査事業として行なわれており，当場は山地々

;{ffの表現法を検討しつつ作業を行なっている。
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3.2. 土壌微生物に関する研究

土壌微生物関係の研究は，樹木の菌根，根粒菌，落葉の分解，木材の腐朽など， 農業分野

のそれにくらべて特殊な研究対象をもっているにもかかわらず， 戦前まではほとんど専従の

研究者がなく，おもに土嬢，肥料，保護あるいは林産関係の研究者により， それぞれの関連

した微生物の研究が平行して行なわれてきた。 この方面の研究が比較的活発に実施されるよ

うになったのは，戦後，とくに昭和25年，林業試験場土壌調査部に土壌微生物研究室が設置

されてからのことであるが，それとても研究員の数そのほかに制約されているので， ごく重

要と J思われる研究対象（たとえば，林床の土壌微生物相の研究，マメ科， 非マメ科の根粒な

らびに根粒菌に関する研究，廃材の堆肥化の研究〉に， 重点的に集中して実施されてきた。

樹木の菌根関係について， 三村I）は当場構内（目黒）における内外約 340種の樹木につい

て，内生あるいは外生菌根形成の有無を調査している。 引き続き問題名の第 2報21において

は，菌根の共生窒素固定能力を究明するため， 内生菌根あるいは外生菌根をもっ 2, 3の針

葉樹および広葉樹首を選んで，砂耕法により完全肥料区， 無窒素肥料区に数年間培養し，そ

の成長および樹体内の窒素含有量を調査して比較検討を行なった。十分な結論を得るまでに
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は至っていないが，イチョウの菌根などについては， その窒素殴定能力の可能性が認められ

るなど，興味探い 2, 3の新知見を得ている。以上の 2報告は，後述柴田（1902）のイヌマ

キの菌根に関する研究とともに， わが堕jにおける樹木菌根に関する研究の先駆をなすものと

足、われる。しかしながら，その後出場関係者の鶴木の菌根についての研究は， わずかに宮崎

(1942)3lの針葉樹の商担についての観察および持問（1952, 1954戸の林木の菌根の解説を発

している程度にとどまっている。

与しとのように国木の議担の研究は，その数においても比較的低調であるが，

野では百］成りの研究があり， その主なるものとしては東北大の柴田 (1902〕，京大の増井

(1926～1927），熊本大の浅井 (1933,1934), 開じく前出（1944）などの器れた詳締なftJf究

あり，林学関係では信州大の浅丘iら（1955）の報告がみられている。 ま

の浜田を中心として，マツタケの蕗j誌に関する研究も活発に行なわれており， 最近これまで

のマツタケの研究の総べてを代表するトマツタケj (1964）なる成設が， 同氏らの分担執筆

により発行された。なお諸外国においては， 最近関木の菌根菌の研究が感んに行なわれてお

り，菌根形成の有無がその成長と筏接不離な関係にあることがしだいに切らかにされつつあ

るので，この方閣の研究は，単に鶴木生理の観点から興味ある課題であるのみならず，

上の見地からも十分研究を推進させねばならない霊安な分野と考えられる。

有機賓の徴金物的分解，とくに森林土壌における落葉問の分解の如何は， 材、木の成長のみ

ならず，土壌生成過程と極めて重要な関連性がある。 これらに関連した森林土壌の微生物相

の研究は，わが留では，当時帝室林野民東京林業試験場のフ己主えにより岩手されている。大政

(1936）吋；まこと主義混度と7｝く分が土壌中の細菌，糸状蔚， 放椋磁額におよiます；影響を調査し，引

き続いて森と共同 (1937〕f,）で，自然状態における数種針葉樹の落葉長，分解過程，成分値を

し，さらに両氏 (1947)'1は，高尾山のそミ林における皆段前後の土壌磁生物の数量と，

その作用について輿i米ある調査結果を発表している。 その後大政.v吉田・永島ら｝；ま立地条件

を呉にする東北地方の森林ゴ二境中における糸伏商群について謂査をおこない， そ

置づけについて検討し，さらに (1951）設際111麓アカマツ林土壌についても， 強生物相の調

査を行ない，とくに糸状蕗については，属加に群落の調査を実施した。 なおお1J走らはその後

小根山の森林土壊について同様の調査を突絡するとともに， 過去の調査結果を比較検討し

て，土壌型と微生物群落についての詳細な研究報告9）を発表した。 なおこれと前後して橋本

・木村（ [=J林誌， 26,1944) は森林土壌中における絡；維言語分解菌の有無およびその多

少について調査し， 沖永（日林誌， 34,1952）は東北地方におけるスギおよびヒ

ついての徴金物絡の鵠査を実施した。一方土議病原菌の立場からも，

物i誌の調査が，最近重姿な課題となっており，これについては， 寺下（日 42, 1960) 

の木関液のこと壌微生物フロラiこ及ぼす影響，関じく関氏IO）による，林木子密の張関糸状商の
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研究のーっとして，アカマツ，クロマツからフサリウム菌の分離について報告している。

なお森林の土壌微生物相あるいは落葉の分解に関する研究は，大学関係でも， 戦後活発に

研究されており，例えば北大の佐々木ら (1943～1952), 京大の中j_lj (1953～1956）， 堤ら

(1953～1955），鳥取大の池田 (1954,1956），東北大の斎藤 (1956～1962),信州大の浅田

ら（1960,1961），同じく赤井 (1960）などの多数の報告例がみられており，この分野の研究

は，特に他物と土壊との関連上，今後一層要望されることであろう。

樹木根粒菌の研究は，森林土壌微生物分野においては， 菌根菌と共に重要な位置を占める

ものである。これらのうち，マメ科肥料木の根粒菌については，植村ら川叫）の研究により，

アカシア，ニセアカシア，ハギ，ネムノキ，イタチハギ， エニシダなどの優良菌株の分離，

培養が完成した。その一部については禿路地，痔悪林地などで接種試験が実施され， 著しい

接種効果のあることが実証された。現在では，これらの寒天， 液体培養根粒菌の種子あるい

は苗木にたいする接種方法についても，一応の基準が確立され， 事業的にも実用化されるに

至っている。

ヨドマメ科植物の根粒に関する研究は，その対象樹種が， 林業上重視されている肥料木の多

く（ハソノキ，ヤマモモ，グミ，モクマオウ属など〉を占めているので， 林業分野の特色あ

る重要研究課題の一つである。植村はハンノキ属その他非マメ科植物の根粒について，多年

にわたって内生菌の分離，培養，分離菌の細菌学的調査などについて一連の研究14）を実施し

てきている。値村は根粒の中心柱を利用する内生菌の新しい分離方法を見い出した。本方法

によると，ハンノキ，ヤマモモ，グミ，モクマオウ，ドクウツギ， Ceanothus（北米産）属

の根粒のみならず，これまで菌根説が有力視されているイヌマキ，コウヤマキの根粒からも，

それぞれの樹種ごとに，ほぼ一定した放射状菌が容易に分離されることを実証した。 また彼

はこれらの分離放射状菌をその形態上ならびに培養上の諸性質から， 第 I，第E，第Eの型

に分類し， それらの細菌学的特性をあきらかにしている。さらに分離した主な放射状菌株を，

それぞれの寄主植物の根に接種して，根粒形成の有無を調査した結果， 接種したものは，し

からざるものに比し多くの場合成長は促進されたが，根粒の形成は認められなかった。 この

ことから，これらの放射状菌は， 根粒の内生菌としては重要な位置を占めるものとみなされ

るが，根粒を形成させるためには，おそらく根粒内に同時に生棲する， 普通の培地上では容

易に生育しがたい他の微生物が同時に関与するのではないかと結論づけている。

なおこのほか，当場関係以外におけるこれらの非マメ科根粒についての研究としては， 柴

田および田原 (1917），金平（1921〕，渡辺 (1924），片岡 (1930），山口 (1931），遠藤 ・高瀬

(1932），竹茂 (1937），岡田 (1938），難波（1940），高瀬（1942, 1943），北村 (1953a. b. 

C）らによって種々な観点から調査，研究が実施されており，また諸外国においても， この

10年聞に非マメ科摘物の恨粒に関する研究は， 100編を越す盛況を示しているが，まだいづ



れの摂粒についても， 1長粒形成内生菌の

実1*を呉論なく詰i：明したものは見当たら

ない。またこれらの根粒植物についての

栄養生理的研ー究， とくにマメ科の根粒と

同様共生議素画定作用を営むものである

か苔かについての研究が，最近英患の

Glasgow大学の Bond一派により，

無窒素培地あるいは 15Nガスを用いて実

され，その結果，これらの摂校の多く

は!JJ'Jらかに共生窒素罰定作用さと営むこと

が実証されている。当場関係でもマメ

科，非マメ科肥料木の成長ならびに根粒

の生育と培地の栄養関係について，植村

ら15)' ｝＇：！；部 10）などの報告があり，とくに

最近の研究成果（未発表）によれば，

非マメ科の根粒から分離された放射状萄

129-

あるいは細菌言類のなかには，単独で、も強

力な窓素回定能力のあるものが少なから 非マメ科続物の絞粒から分離された第I恕（ a); 

ず見い虫されており，これらの閣は，今 第江主自（ b）；第m型（ C）の放射状ii株

後敏生物の主主理学的研究の興味ある課題を提供するものと思われる。

以上述べたような動向から，現在土壌撤生物研究設では， これらの挺粒から放射状韻以外

の，根粒形成に夜接関与すると思われる内会惑の分離， 培養およびこれまでに分離された菌

の，寄主植物との共生あるいは単独の場合の窒素回定能力に関する研究を進めている。

手了磯物の分解菌に関する研究は， 前述の落葉の分解菊あるいは木材の腐朽菌などと関連し

て，森林土壌微生物分野にとって重要課題の一つであるが， 最近米科用資源たる廃材（オガ

屑，スラッヂ，チップ屑など）の利用開発が強く要望され， そのーっとして廃材の堆肥化が

当面の緊急問題となってきた。昭和 35 年以降植村・~［ j家口）らにより， これらの研究が着手

された。現在までの結果（1962～1964）では，これらの廃材に，鶏ブン， 米ヌカをそれぞれ

IO 96重添加して積み込むことにより，容易に発熱額酵が期待され， 1罰切り返しを実施すれ

ば， 1か月近くで－r,(S堆肥化が完了すること，また鶏ブ γを添加して製造した准肥は， 土壌

i:pの病害線虫の防除に安j来のある興味深い結果が得られている。 なお本研究については，現

在製造堆胞の農林園芸方屈における施用方法ならびに施用効果についての調査と， 強力な堆

肥分解菌剤j用によるより，安倍で， より効果のある廃材堆胞の製造方法について努力がばら
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われている。

1）林，／；＼：li)f判L No.15, (1917) 

2）林;J)¥'.Wf報， No.23, (1923) 
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4) 河江l •)1、 ー マツの菌恨に関する諸問題， 日林誌， 34, 164, (1952），林木と菌根，林業普及シリ ー

ズ，43，〔i954)

5) 大政正降 土壌の温度と水分が土壌微生物に及ぼす影轡について，日林誌， 18,427, (1934) 
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11) 林試研報，No.68,(1954〕，同，107, (1958〕，問， 124, (1960），植村誠次根粒菌の利用，林業
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14) 林試T~f報， No.49, (1951〕；同，No.52,(1952），同， No.57, (1952），向， No.62, (1952) , 

同， No.167, (i9臼） ，植村誠次 ：ハンノキi剥叫立から分断された放射状菌に関する研究，農林水産

技術会議liJF究成果，7, (1961），ノコ府その（山が材のJiU!巴化について，企木速H寺報， 61,(1962），同 ：

J:18.材のJit/1巴化，土と微生物， 5,(1963〕，同 オガl!'/JitJJ巴の製法と胞川効果，農業技術， 18,(1963) ; 

林業研究解説シリ ーズ，No.6, (1964) 

i5) 林試liJT報， No.99ヲ（1957），植村誠次ら 肥料木の栄養生理！に関する研究， 日林講， 67回，

(i957），日林講，68回，（1958），日；林講，69回，（1959)

16) 真部辰夫 ：フサアカシアに関する 2～3の水耕試験，日林誌， 44, (1962），日林Wi,75回，（1965)

17) 林試研報，No.138, (1962），植村誠次 ：オガ府その他廃材の堆肥化について， 日林講，74回，

(1963) 

3.3. 土壌肥料に関する研究

t'.：業は長業と呉なり肥培を行なわないで， もっぱら自然力を利用した土地生産業であった

ため，森林土壊の研究は比較的古くより着目されたが， 肥料はわずかに苗畑において用いら

れたにすぎず，しかも施肥投手！？の面ははなはだ，1霊視されていたので， 苗畑施肥やその基礎と

しての苗木の栄養の問題が研究項目としてとりあげられるこ となく， 戦前にはわずかに守

屋，芝本の文献がみられるのみで，まことに’是正々たるものであった。

しかし太平洋戦争後は荒廃した国土の緑化はまず優良苗木から とのスロ ーガンのもと に，

苗木の土器産が安討され， それに ともない苗木の栄設あるいは苗畑土壌と施肥といった方面の
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研究が開始された。このように肥料関係の研究は森林土壌のそれよりもはるかに遅れ，昭和

25年；こ専慌の土壌肥料研究家ができてから未だ 15年しか経過していない。

く発足時より戦前（昭和 20年）まで〉

No.2, No.5；こ白沢の土壌の性質と苗フド発育との関係についての報告があ

るが，その内容は土壌の物理的組成の違いが萄木の担系ならびに成長におよiます路管ーをみた

もので，記料の関には触れていない。

として土壌肥料方面の研究者 Cl日姓浮間）重放1）で，苗木の鉱物成分の研究と

いう もとに， スギ・ヒノキ・アカマツ・カラマツ・モミ・シラカシ・ケヤキ・クスな

どの 2年生苗木の葉について P, K, Caなどの無t芸ミ諸分組成を[[F；らかにした。この研究は

ドイツではその当時すでに林水の栄諮問題が林水の諜，斡，技などの各部分の分析という

をとおして攻究されているので，これに刺戟されて若手したものではないかと思われる。無

機成分の分析は技術的にもなかなか困交正をともなう問題であるが， 実験設備の整備されてい

なかった当時においてはその苦労も並み並みならぬものがあったと思われる。

その後，守態，目見永C）らによって苗知施肥の実際について，スギ高の施肥期，スギ，ヒノキ

に対する硫安の施肥期，窒素肥料のnE効に関する報告がだされ， ついで苗木に対する肥料 3

永井芳雄とともに酸性土壌に対する機種の抵抗性の比較などの研究成毅が発表さ

れた。後者の報告においては土壌の酸性反応を渓示するのに pH価を用いず，会離度を用い

ているが，これはこの試験が酸性土壌に騒々の:fil：の炭自主石灰を加えて行なったポット試験で

ある関係上当然のことと忍われる。 pHの記載が全くないのは当時の試験場では pH測定器

がまだなかったものと想像されて興味深い。

また牧野に関する日本最初の権威者である大迫元捨と共院で， 樹議ならびに野草の館料お

よびBE料的{i市立をについての研究成果がだされた3）。 これは今日でもこの分野の基本的文献と

してその伺錨を認められている。

守屋：のあとをついで，芝本が昭和3年大学卒業と同時に当場に奉殺し， 土壌肥料の研究を

した。伺氏は前記の津田の研究 (1909）を引き継ぎ，スギ，ヒノキ， アカマツの商木の

鉱物質養分喪求度に関して，土耕法によるポット試験4）を行ない， スギとアカマツでは薬中

の石灰合設にいちじるしい間違のあることを認め， アカマツは嫌石灰機物の範斡にはいるも

のとした。さらにこれらの成采は，同氏が昭和9年より当時の山林局の命によりスギ， ヒノ

キの適地調交を全営林局を対象として組織的に行なった成果とともに戦後の昭和27年に集大

成されているヘ

当場のおi：究に呼応して，札幌市郊外の野i践にあった北海道の林業試験場では，石原・除問6)

により北海道の主要針葉掛苗木の肥料要素の季節的吸収状状態が鵠べられ， また当時の帝室
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林野/fl；の；休業試験場では，中塚7）によって樹木の生理化学的研究として， 主として広葉掛の

における

ど

i田和111

よび無機成分の季節的消長が詳細に調べられた。 そして中塚はケヤキな

おけるEJZ分のよ日加は法散のj：骨加によるものであることを指摘した。

したのち，東京大学から大政が移るまでの数年

のあいだは，さきに守康氏と共同研究を行なっていた永井氏がいたが， 主として林産関係の

しておられたようで，ゴ二援肥料関係の研究は殆んど行なわれていなかったようであり，

また研究成果として発表されたものもない。

大政は当時の化学部に読し，氏の研究室はlWりとで焼失したが， 現在の造林部長室のある建

物のところに位置し， 林野土展研究室という者・；／反が玄関口にかかげられていたことを記捺す

る。大政は内藤（現林産化学部〉とともに， 主として東北地方におけるブナ林土壌の調査研

究；こ研究室の総力を結集して専念され，その成果はl／没後の昭和22年より開始された国有林土

接調査事業の基礎となったことは周知の事実で， こ ては森林：土壌の噴に詳述さ

れているとおりである。したがって昭和17年，時が大政研究室にはいったが，時あたかも大

東亜戦争に突入したおりで，氏はパルプ研究室に配frH:換えになったため， 日記料関係の研究は

芝本が去られて以来10年以上のブランクがあったわけであるが，当時の林業事情からすれば、

なかったものと思われる。

！決援より現在まで＞一一一苗畑施記から

戦後の林政統ーに伴なうJ休業試験体制jの変11'i:によって， 化学部に同して

安は月9と後は造林部に移され，立地研究室と名称を変え， このときよりいわゆる戦後の急変し

た林業事情を背景にした試験研究がスタ…トとしたのである。すなわち敗戦後の荒廃した林

野の緑化はまず霞良苗木の増設からというスローガンのもとに， 高木の増産が喪諮され，そ

れに伴ない， 苗木の栄養あるいは苗畑の土壌ne料といった方面の研究がようやく注目されは

じめ，試験場，大学，実務を担当する営林局などの各方面で行なわれだした。研究内容はか

なり多方部にわたるが，農業土壌肥料学の時代的な一般的動向の影響もうけて， 富木の養分

欠乏症による栄養診断，燐酸肥料の重姿性，背土欠乏の問題， 業面施杷の脊苗への応用など

の問題も多くとりあげられた。といっても， 当時の立地研究室で肥料関係の研究担当者は域

のほかに道組！と助手1名ていどの金弱な陣容であり， さらに戦後の時代的思潔境のなかでは

満足な成果をあげられなかった。、この造林部立地研究室は昭和26年に土壌調査部が新設され

ると同時に 2f;Sj・5・研究室に分れるという発展的編成替が行なわれたが，林木の栄養， 施肥と

いった方面の研究は，その 1つである土壌肥料研究窓で行なわれることになった。 同研究室

iこは昭和 29年に涼田， 30年には藤間らがはいり，現在の室員は 6名である。 この本場にお

ける土壌調査部設置と問時に北海道，青森，秋田，関西，四閤，九チMoコ各支場にこと壌調査察，
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好京分場；こは土壌肥料研究室が設置され，いちおうの形はととのったことになるが， 肥料関

係の研究員は各月rrとも 1～2名で， その内容は人民的；こも施設的にも食弱なものであった。

その後2, 3の変更はあったが， 現在のlli場における土壌肥料の研究体制は不完全ながらも

このときできたものであり， また戦後における研究は実質的にはこの年にスタートしたとい

っても過言でなかろう。

戦後における土壌肥料に関する研究を的i較的にみると， i怒添130年ころまでは研究の対象が

として荷木や苗畑であり， 30年以i取ましだいにお；地紀j音の占める比重が大きくなったとい

うことができるであろう。以下これら阿部門ごとに研究の足誌をたどってみる。

1) 萄木の栄養，蔭焔土壌と施把

苗木の栄養については， 最初のころは林木の水~』H去の検討をとかねて，水耕液中への湿気の

林フ主1良系の酸予！ミ妥求E芝に関するliJI'

よる2室分欠乏症のおfヲ，己が行fよわれ， 11i木の栄養診産rrの基礎がつくられた九 その成果は，

: -i1i1r子大育成法（昭和 32）に集録されているが，その後木場でも塘と藤田ら

材に検討を加え，従来欠i珠試験の困難であった K欠乏， Ca欠乏症， Fe,Mn欠乏症等を朗

らかにし，薬分析のうえからも検討をとがjえ，苗木の~~ヨミ診i訴の実用化をはかった10）。

当時の好摩分場ではこの方面の研究は本文湯を通じて最も盛んで， 水耕法を利用した諮分

の時期給与ならびに欠！徐試験の成果が発表された。そのなかで？の初期の欠除はその後の成

：良を最も大きく支閉することが指摘され， r'lf畑の P 与えた。また

カラマツ苗を用いてNの供給主主や分与が苗体内のN化合物， C化合物におよiます影響につい

てなど，かなり基礎的な研究も行なわれた。

N, P, K の各要素の古木の成長ならびに主主分吸収におよぽす土壌中の他要素の影響につ

いては一連の研究があり 111 NとPとのあいだには民らかな相助作用が認められることがわか

っfこ。

また富木の成長と反応との関係については， 戦前の守屋・永井の土耕；去による つい

で，カラマツω，ニエーカ ！） 13），スギ・ヒノキ14）などについて，いずれも水耕法により調べら

れた。なおスギより酸性に強いヒノキはまた詞時に Alイオγに対する抗議性も強いことも

明らかにされた14）。

苗木の般性反応に対する研究と対比的に土壌の Overlime と高知支場でliJI・

究され，ごく小閣議づつではあるが Overlimeによる Fe,Mn欠乏症の発生する苗畑の案

外多くあることが判った。

戦後の留畑杷料試験は昭~n25 生存ころ i立国ヶ谷jま砧貯の東京営林局砧m;lillの 1 部を営林局よ

り措り受けることができたので，同商焔で肥料3要素試験，同適長：試験， 施用法試験などご



d
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く基本的な試験が実用的な見地から行

なわれた。これらの試験成績について

は当時の業務報告会その他当時の林業

試験場報などに暫定的に発表されただ

けで正式印刷されるには至らなかった。

しかし， これらの試験を通して得た体

験はそのごの試験研究に大いに役立っ

たことを思えば，まだなんとなく戦後

の傷痕を感じさせる当時の試験研究で

目黒苗畑における肥料の3要素試験 はあったが，まことに意義深いもので

あったと思われる。 なおこの砧苗畑は昭和 30年廃止になり，代りに浅川苗畑が新設された

が，距離的に近い砧苗畑の廃止は研究計画に大きな削臨を きたした。

苗木の養分吸収の季節的変化については，戦前の石原 ・／Ii回や芝本の研究に引き続き，本

場ではスギ，ヒノキ，アカマツ，カラマツなどにつき調べられIG），北海道支場ではトドマツ，

アカエゾマツ，カラマツなどにつき調べられ17), それぞれ苗畑の施肥設計にあたり参考に供

せられている。

苗畑施肥についてはPの施用試験が北海道支場18），秋田， 'i'f-森支場I0）などの北日本の 3支

場で行なわれた。 これはこれらの地方の苗畑にはP欠乏の火山灰土壌が多く分布し，P肥料

の施用の巧拙が育苗成績を大きく左右するからである。

また苗畑で多くみられる Mg欠乏については，前記のよ うに主として好摩分場で水耕法を

中心として行なわれたが，実際の苗畑における土援の発生条件については木場20）で調べられ

た。

ワグナーポッ トを使用しての葉面施肥試験
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なお楽部施胞についてはまず，塘21）によってその応用場留について検討が加えられ，その

後，藤思とともに基礎理論についての 2, 3の実験eeJが行なわれた。

昭和 30年ころより苗畑擁把の自潔は苗木の形質向上にあるという考え方が強く打ち出さ

れ，首？にの形質と施肥との関係の研究がはじめられた2針。 これは苗知！；接担にひとつの方向性

を与えた。この影響をうけて，昭和36年から 39年まで 4陪にわたり造林部， こと境調査部研

究担当官合間会議の席上において韓首育成という

立本数と苦？にの形質．首フド形質別植栽試験，

された。

もとにシンポジュームが聞かれ， 仕

(21£なう苦木の生理的変化などの諮問題が

苗摘のこと壌管理に関連した研究としては本場では連作・輪作試験2ぺオガ馬堆Iii'.:の利用口｝，

商知！こi二！窓水分の消長と濯水効果，土壌改良斉lj施HJ試験などが行なわれ， 交場で

対するJIll沙混入やピ…トモスの擁)T:J試験（北海道交場〉，黒色火山灰土壌の改良試験（秋田文

場〉，様色土壌の右議物による改良試験（関西支場〉などが行なわれた。 なかでも間関支場

で /;lカミ，

物｛こ対する回帰および坂基飽和度に対する pHの回帰，土壌の全容水五七，

2むこ対する由帰など多くの研究が行なわれer.J' これら yヂ の］出向号事業に

応用されている。

昭和初年， I~有林吉矧を対象とした－ftr焔土壌調査が正式の研究喪民として，予算的にはご

く小規摸ではあるがとりあげられた。 本支場を通じて森林ことtfil調査の方法はほぼ篠立してい

るのに対して苗対[j土接調査の場合は響定的方法書で、調査を開始したが， これは｜勾i冷に調査方

法と苗焔ニi二誌の分額法の検討もかねて行なわれている。成果については未だ正式な印掛物と

して公表されてはいないが， いずれも調査後1年以内に各首知ごとに土壌の概要とその改良

対策の妥点が仮印刷（謄写）され，成果のすみやかな実用化に努めている。 なおこの調査の

1部で用いられる土壌の簡易検定誌についてもその使用法について検討が加えられた27)0 

2）林地把堵

昭和 26:!:fころから一部の識者により林地肥培の提唱があり，~~詩でも当時パルプ材協会よ

り袈誌のあった， アカマツの短期育成試験の u~としてアカマツ林に対する肥培試験地を埼

玉県下の赤沼試験地に設定し， fl日和29年に京都大学で行なわれたアカマツ研究会で，その中

間経過報告（塘・三宅・道似i：アカマツ研論集， 1954）が行なわれた。 これと向時に， E当時

も， アカマツの更新方法と施肥の試験が大きな規模で行なわれ

たesJ。これらの試験林はいずれもその後2～3院の施記（追肥）が行なわれ， 現在ではいず

れも関鎖林分となっているが，なおよく肥効を持続しており， 幼齢期のIii'.:培効果と

がだされている問。
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以上のように当場における林地肥培の研究は， パルプ原料材の短期育成試験という形で開

始されたものである。これについては， 1954年に経過報告がだされている。これが林地肥培

の研究報告－としても最初のものである。なおこの1954年には小坂鉱山煙宮ー地に植栽されたニ

セアカシアの施肥試験の中間報告もだされている叫。

アカマツの肥培試験地設定に引き続き，昭和29年頃より， f:k国交場では茨木らが中心とな

り，スギの肥培試験地を数か所設定したが，その内容は， 固形肥料の土壌型別にみた肥効試

験，施用；量：試験31）である。また青森支場では神が中心とな り，林地の1』1：転による物理性改良

試験やカラマツの植栽本数別の肥培試験地を設定した。これら秋田， 青森両支場の肥培試験

はその後両支場が合体して東北支場となり ，そこの育林第三研究室で佐藤（俊〉 ・JlJ谷 ・長谷

川・ 後藤 ・西田 ・柳谷らによって， 東北地方の主要樹穫の施肥効果として最近に至り総括的

に中間のとりまとめが行なわれた3ヘ
この間本場では塘によって林地肥培に関する文献，資料の収集，検討が行なわれ，林総協

編：早期育成林業（1957）の第 l編に取りまとめられている。 また林地肥培の基礎的事項と

しての材、木の年齢別にみた養分現存量：の調査がスギ，アカマツについて行なわれた33）。 これ

はわが国において成木林の養分吸収について検討を加えた最初のものである。

昭和32年林地肥培が初めて当時発足したばかりの農林水産技術会議の特別研究としてとり

あげられ，当時の好摩分場に本支場の担当官が集合，現地協議会を行ない，意識統ーをはか

り研究を開始した。その研究榔想はつぎのとおりである。

各土壌条件における〆A 林地の肥培方法に関する基礎的研究

林地肥培法の確立ヘ 't' B 土嬢条件と施肥効果との関係に関する試験研究

1. 林地の養分天然供給量に関する研究

a.林木の養分吸収量に関する調査

b.林地の肥料3要素試験

2. 葉分析による施肥の合理化に関する研究

3. 肥料の合理的施用法に関する試験

a.造林木の根系調査→施肥位置に関する試験

b.施肥量，施肥期などに関する試験

4. 林地用肥料に関する調査，試験研究

〔林地肥培に関する基礎的研究の研究系譜〕

この研究の予算期間は 5年間であり， 林地肥培のような長期を要する試験の性格上いまだ

正式な総括報告はだされるに至っていないが，その経過報告は土壌調査部業務報告， 研究担

当官打合会議資料，林業試験場年報 (1961-63）などに掲載されているほか， みるべき成果
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は部分的に林学会などで発表されている34)

この閣に主主分謂潔によって，特徴づけ

られる林地肥精機撲についての論文がだされ

また，

た35）。

き昭和37年ころより幼鈴tJi，の肥培に引

本支場を通じて成？に林ne:培試験が？？なわれは

その成果はいまだ経過年数が浅い

公式の発表はあと 2-3年後になる予

じめたが，

ため，

林i鹿児誌の研究が開始されてから定である。

が，研究の対象として

幼i給林のみならず成木林までとりあげられ，

さらに林水の三芝生育期間を混じての肥培体系

というような考え方にまで進展しようとして

E去に10年の議月

また林地ne:tきの根底には林木の栄養関いる。

保護部と共このような観点から，あり，

間でカラマツ落葉病の発生と栄養との関係が
アカマツ共用林野（30年生）の筋肥試験

下段の円板；土施）JB木で施肥後

年輪i鼠が広くなっている

した研究も小規模ではあるが行なわれ

また；孟J降、部と共同で採援林の肥

寒01ri与やマツ

；陥ne:の間！翠など

frJf‘究され3G),

培試験がf子なわれているほか，

クイムシの被害と林木の栄養，

ている。

向 37 年にキ~±也記培協会と発j琵的に改観されなお昭和 33年に林地肥培研究会が設立され，

土民肥料研究室は開会の機関誌「森林と控培Jに対する投稿や毎年1館行なわれているが，

その他地方林業試験場の~村山E培に関する諾研究の設計，耳支るシンポジュームの話題提供，

また受託諮習などに対しても揚力的活動を行なっている。りまとめ等：こ対する検討，

プイソトーなお昭和32年当場に科学技術庁予算として原子力平和利用の予算が計上され，

γ総招説室また昭和 36年；こはアイソトープ実験用硝子室などが新設されアイソト

現在までに得られた成果ープ利用による土壌肥料の研究もささやかながら行なわれだした。

の主なものを紹介するとつぎのとおりである。

"Caを用いた分i1lねた耕培養法により摂の l部に養分が与えられれば他の摂i) 32p, S6Rb, 

林地肥培には農地ne:培と兵なった肥効のメカニズムの養分:2zlj}Z力も強くなることを認め，

のあることを明らかにした。

ii）スギの発担には上位の枝葉よりも下位の校楽に含まれる？がより多く消費されることを

苗木の評価にあたり下校の重要性を発摂生裂の罰より指摘すること32pを用いて究明し，
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ができた。

iii）他紋時に施肥する場合最も省力的な表問パラマキ施肥法でも肥料－Pの吸収はあるてい

ど行なわれることを 32P標識肥料を用いて直接的に証明した。

iv) 3'Pをj目いて土壌の燐酸吸収係数を従来法よりもはるかに迅速に測定できることを実証

した。

このように土嬢肥料関係の分野にもアイソト ープは導入され， 施肥や発根生理などの研究

に役立てられた。
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4. 保 護 部門

4.1. 樹病・菌類に関する研究

民林省林業試験場における樹病 ・菌類に関する試験研究報告は白沢保美 (1904) （明37)

の「落葉松ノ腐心病」をもってIf／，＇：；矢とする。明治時代においては食用菌類および木材防腐の

試験を三村鑑三郎が担当， なお竹類の病害調査は寺崎渡によっ て行なわれた。

明治末期に澗獄をきわめたスギ赤枯病の大被害を契機として， 初めて植物病理学専攻の川

村清ーが着任， わずか数年で川村転出後は北島君三がこのあとを襲い，また南部信方も樹病

の研究を行なった。昭和年代にはいり永井行夫 ・温水竹則および伊藤一雄がこの分野の試験

研究に従事した。

帝室林野局林業試験場においては，長谷川孝三，野原勇太，小川隆，山野義雄，柳沢聡雄

らが，スギの赤枯病，エゾマツの雪腐病， 生立木の材質腐朽病および木材腐朽の試験研究に

たずさわった。

北海道林業試験場においても樹病 ・菌類に関する試験がその業務としてとりあげられ， 新

島善直，高橋健三，大山直也，内田丈夫， 北村義重らが椎茸栽培試験および木材腐朽に関す

る調査を行なった。

第二次世界大戦後の林政統ーによって以上の 3試験場は統合，支 ・分場， 研究室命IJがとら

れ．漸次拡充されて今日に至っている。

樹病・菌類の試験研究は第二次大戦後にいち じるしい進展発達をみたものではあるが， し

かしこの分野は当場発足後いくばくもなくとり あげられ， これまで公表された業績は非常に

多岐にわたっている。つぎにはこれらの うち主要なものをいく つかとりあげて， その概要を

述べることにする。

1) 樹 病

1. スギの赤枯病

明治43年 (1910）ごろ突如茨城県の一部に発生した本病はまたたく聞に広く蔓延，各地で

激害を与えて，スギの育苗を危殆におとしいれ，林業上未曽有の大問題になった。当場ではい

ちはやくこれを研究，川村 (1913)<G）は本病病原菌をPhyllosticta(Phoma) cryJうtomeriae

KAWAMURA と命名，病徴の記述を行ない， なお防除法をも しめした。 ひきつづきこれを担

当した北島 (1916）叫は，本病病原として Phyllosticta(Phomα〉菌のほかに Cercospora

cryptome1・iaeSHIRAI を加え， なお今枝 (1916)!G）は育苗，施肥および薬剤散布による本病

の防除試験を行なった。その後もひきつづき薬剤防除試験は継続され． これら一連の試験研
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究成果としてボルドー液散布法が見出され， さしも猛威をふるった赤枯病も小康状態になり，

昭和初期までこれが訪除対策として広く採用されてきた。

長谷川（1925)15＞は， 薬斉lj散布もさることながら7きご荷技術および

訪捻を考認することも本病の防除対策としてZ重視すべきだとした。

第ニ次世界大戦後急速な造林計阪に伴ない大髭模なスギ苗の養成が行なわれたところ， ＼~え

よる間接的

時中の放任状懇がわざわいしてか， またまた本病が全出的iこ大発生して甚大な被害を与え，

明治末期から大正初期の’惨状を再現した。 もちろん従来渋行の防諜法がおこなわれたにもかか

わらず， このような惨容をこうむり所期の防除効果をあげることができなかったことから，

ここに改めて基礎的事項の究明からやり直す必嬰が認められた。伊藤ら（1952）叫lま基礎的研

究をお当，本総務原議を CercoSJうoracryjJtomeriae Srrrnarと , Phoma (Phyllostictα〉

, Pestalotia菌，その他従来赤松病をおこすものとされていた多数の高額は実際上問題にす

る必援がないことを立証した。 なお氏ら (1954〕38）は本惑の生理・生態的性質を明らかにし，

また！凍野（1962)120＞は木頭分主主胞子の分散に新知見を加えた。一方，これらの基礎的研究結

果に立脚した防除試験が野諒・ lfflr野 (1952)81)(1953）聞によって実施され，その結采理論的

にも，また実際上もほとんど先嬰な防徐対策の樹立がみられた。

北島（1927）叫によって発見され，造林木の悪質な疾病としてよく知られていたが，長い

間病沼不明とされてきた溝腐病は， 赤枯病に闘する一連の研究からようやく伊藤（1953)36)

によってその病国が明らかにされ， これは苗木吟代に擢病した赤枯病のいわば後遺症にほか

ならぬことがわかった。

2. タケ類の病詳

tlfj l冶中期から全密約；こハチク， マダケ等の｜涜花枯死の現象が発生して竹林経営を不能にお

としいれたのであるが， この開花病（自然、枯続）の病問について当時種々の定見が出され

た。 JII村 (1911)44)はこの開花の諒閣としていわゆる周期説を発表， 期 (1911）の栄主主・

と対立した。今日なおJI！村説はタケ類の開花現象きと説明する最も有力な学説とされ， こ

れをくつがえすものはない。

寺崎（1908)10τ｝は71'(枯病（貯水約〉，てんぐ 自然枯病〕および赤衣病（づミ病，竹2翠

務〉のをえ容実態報告をだして， 林業上の立場から，これらの病容の霊安性を指摘した。 JII村

(1911)'5）は水柿病の病鴎について詳細な研究を行ない，従来竹梓に雨水が停留するとされて

いた単純な見方を否定， 1良部の降容によって地下から吸いあげられた水分が科に滞留すると

いう見解を発表した。北島（1919)02＞はてんぐ栄病を調査， なお向氏 (1920）＂）は赤衣病につ

いても報告している。

3. 針葉樹誰苦の立枯病

明治，大五年代を通じて， わが霞においては本病の試験研究は雑然といってよい状態であ
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った。伊藤 (1949)30）によって本病の重要性が指摘され， ようやく本格的な研究が行なわれ

るようになり ，この病原菌は Pythiumsp., Rhizoctonia solani Ki:irrn, Fusarium spp. 

および Cylindrocladiumscoparium MoRGA.N等多種にわたるが，主なものは Rhizoctonia

!11および FusarιU1/l菌であることが知られた30)3;) 0 

四手井 ・塩田 (1950)1°0によって火山灰質酸性土壌における施肥と本病の被害との関係が

明らかにされ，また野原 ・｜凍野（1957)83)(1960)80による薬剤防除試験の結果，木酷液が本

病防除に卓効をしめすことが見い出された。

本病防除の一環としてとりあげられた種子消毒試験成績は苗畑作業に広くとりあげられ，

特に秋播床において本病の地中腐敗型被害をi怪滅する事実がよく知られるようになった凹）問。

4. 針葉樹首の雪腐病

北島（1918)50）はスギ苗の菌核病について報じたが，これは後年いう雪腐病に関する最初の

研究である。常緑針葉樹苗が積雪下で腐敗する現象は古くから知られていたが， その本態に

ついてはほとんど不明であった。伊藤 ・保坂 (1951)3＇）は，当時各地ではなはだしい被害をも

たらした，スギ苗の雪腐病を研究，その病原菌は灰色かび病菌 （Botrytis cinerea PERS.) 

と菌核病菌 （Sclerotiniahtajimana K. !To et HosA.KA）であることを明らかにした。また

北海道において，エゾマツ苗の雪腐病菌とされている Roselliniahe1アotrichioidesI-foPTrnG 

et DA.vmsoN は，この病原かどうかきわめて疑問であると考えられていたのであるが，佐藤

ら(1959〕OO). (1960）聞の広汎な調査研究によって，針葉樹苗の雪腐病と称するものは主とし

て灰色かび病，菌核病および暗色雪腐病 （Rhacodium the1ヮッαnumTHUEM.）の3疾病か

ら成ることが明らかにされ，また同氏ら (1959)01＞は Rosellinia he1アotrichioides は雪腐

病とは全く関係なく，これは好高温菌であることを実験的に証明した。

エゾマツ苗雪腐病の防除試験は原田 ・柳沢 (1942）＂）によって行なわれ，苗畑の環境調整と

有機水銀剤施用が効果的であるとした。降って佐藤ら (1959'0)' 196092））は本病の発生生態，

環境および苗木の生理状態と被害等の諸点を究明し，なお防除薬剤の試験も実施， これによ

って本病の全貌は朗らかにされ，なお総合的防除法もまた確立された。

5. マツ苗の葉枯病

南部（1918)76）は鹿児島県産のアカマツ被害商を調べ，これを葉枯病と名づけてその病原菌

を Cer・cosporapini-densiflorae HoRI et NA.MBU と命名した。

その後，絶えて久しく本病の被害を耳にすることなく， これは文献上には記されていても

実際の被害はないものとして忘れ去られていた。 ところが昭和25々 －ごろから九州で熊本，

鹿児島および宮崎の各県下において激容を与える病害が発生， マツの育苗を困難にするに及

んで調査したところ本病であることが判明した。 その後これは静岡県および三重県の一部に

も発生，なおこれはアカマツ，クロマツのほかストロープマツ， ラディアタマツ等外国種に
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もはなはだしい被害を与えることが判明して，ヌド病の重要』i金が再認識されるに安った。

総量.iiJ原（l962)l0B）；土木病の防除試験成援を発表，鏑7］＜銀斉lj散布によってこの防除の可

能なことを明らかにした。

6. カラマツの落葉病

本病が初めて注目されたのはl昭和初期で， 福島接における広大 したヰ七

島 (1931)61）；土木病病諒留を新箆とみとめて， この発見守去の矢野宗斡・ i司王子両氏にちな

み Phomayaβo lwbotae K1T.AJrnAと命名した。

その後久しいあいだ本病は会く研究されなかったが， 昭和 25年ごろから再び各地に大発

生するにおよび，伊藤ら (1957)3＂）は山形県真室川町大字釜出！の材料によって研究，この病原

菌は λfycos〆iaerella laricz・1φtoleρisK.ITo et K. SATO と命名され，その生活史がよ

うやく明らかにされた。すなわち， 伝染源となる子襲抱子は前年の病議案組識内に形成され

るもので，分生胞子時代はなく，また北島（1.c.)"'lが命名した Phomαyano-kubotae

病病原菌の精子RlW寺代に対してつけられた名称で， これは依染に直接投だつものではないと

した。

その後， ！昭和 32～37年の 6か年にわたり木場， 北海道交；場，東北支場 Cl日青森，秋間開

交場〉， 1117診分場（IEI釜昔話分場）および木曽分場の樹窮， 土壌， 造材、各部門の共同研究とし

て広汎な鵠変研究が実施された。 そして病原菌，伝染，発生環境，木綿の発生に及ぼす土壌

および栄養条件，本病の寄主体への影響， 抵技性および防i徐試験等多数のJJJ自がとりあげら

れ，最近ようやく「カラマツ落葉病iこ関する調査研究J(1965)121）と題して公茨の琵びになっ

た。これは揮病の試験研究において他の分野との共同試験として計画， 実施されて成果が得

られた点でも特筆するに足るであろう。

7. カラマツのがんしゅ病

本病は欧洲でカラマツの最も重姿な病容としてよく知られているものであるが， わが留に

互に病が存在するかどうか長い間不明であった。本病続諒醤 Trichoscy1うhella willlwmmii 

(HART.) NANNF. が本郊で発見，その存在が伊藤・陳野（1957)'0）によって確認されたのは

昭和32年のことである。欧洲の報告によれば，ニホンカラマツは本絹強抵抗性だとされてい

たので， 病原菌は存在してもわが毘jではその実容はほとんど問題にならないだろうと考えら

れていた。

ところが1961年以降，長野県八ヶ岳，静岡県富士山等において本病による激答林分が発見

され，わが器でも本病をカラマツの重要病容に数えなければならなくなった。

本病病謀菌の形態，主主理，病謀性等については伊藤ら（1963)42＞によって詳細な報告がなさ

れ，これは欧関で激容を与えているものと関ーであることが朗らかにされ， また本病の被害

実態およびその解析に関しては小林・魚住 (1962)701の報告にくわしい。



- 144ー

8. カラマツの先枯病

本病病原菌は沢田 (195Q)9Glによって校

枯病菌の名のも とに PhysalosρoraZari-

cina SAWADA と命名されたのであるが，

のちに病名は先枯病，また病原菌は転属さ

れて Guignardia laricina (SAWADA) 

W. YAMAMOTO et K. !Toと改められた。

;;of三病に関する最初の研究は焦1、住（1953)109

によつて梢枯病の名で行なわれた。

とれに一般林業技術者が強い関心を持ち

はじめたのは1960王手ごろからであるが，そ

の後の調査により被害の実態はようやく 明

らかになり，最近の被害面積は約12万ha,

分布は北海道，東北 6県，茨城県の一部，

栃木県の一部におよび，日本の林業はじま

って以来のきわめて悪質な疾病と して大き

カラマツ先枯病被害木 な問題になった。

病原菌の生活史は魚住 (1961)1111によ って先切され，本閣は子花時代のほかに柄子殻H寺代

Mαcroρhomaを持つことが立証され， またこの生理，生態的性質は，魚住（1961)1111，験

回 (1961～63)115)116），佐藤ら (1963）刊により ，！日子形成培地の考案は！京 ・伊藤 (1963)131に

より，また発生環境については横田（1961)110'横田ら (1964)1171により ， なおカラマ ツ属

櫛物の耐病性については横沢 ・村井（1958)118＇，横沢 (1959)119）および佐藤ら (1963）刊によ

ってそれぞれ詳細な報告がだされた。

本病の薬剤防除は，山行苗の休眠期消毒法は遠藤 ・横田 (1963)11)12）によって考察され，苗

州における予防および造林木の予防は， シク ロヘキシイミドの効果的なことが見い出されて

から，当場のほか北海道大学農学部， 林野庁および林業薬剤協会の協力によ って試験研究は

急速に進展し，すでに実用化の段階に至っているものが数多い。航空機による空中散布が本

病の防除手段として応用されるのも間近いものと期待されている。

9. ポプラの病害

最近改良種の導入によってポプラに対する林業上の関心がようやく高まってきたが， この

病害研究はすでに古く 1950年以来行なわれ31)35), 本邦におけるその全貌は明らかにされ，

これらの業績に札する海外の評価は高い。

伊藤 （1959)<1）は， 当時までに判明していた， ポプラの病害の記述を行ない，小林 ・千葉
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(1961)60）はポプラに寄生する蕗績をあますところなく記載し， 千葉・ 5東野 (1960)0＞は葉さび

Melampso1・a larici-populina KrnB・の夏賠子による第一次依染のあることを見い

だし，また千葉 (1964)1°＞は本病；こ対する各握クローγの抵主主性およびその接作に関する詳細

な論文を公にしている。なお小林・千葉 (1962)71＞は葉を｛受容する主要病原頭の越冬状態を朗

らかにした。

10. 紫紋羽詰

よび林業主主混の木綿病原菌 1-Ielicobasicliummompa TAN.AKA は人

工培地］二；こ培益することができないものとされていた定説8:::絞って， これに初めて成功した

のは伊藤 (1949)2°＞で，その後の本病研究の急速な進！廷に寄与したところが少なくない。禾本

鎮の本病免疫性を実験的に解明したのもまた伊藤（1952)331である。

る色素ヘリコノミシディンの生化学的研究が高井 (1961)1°61によって行なわれ

た。

11. 東北地方富類調査

戦後台湾から引き揚げてきた沢田兼吉は好摩分場に席をおき， ]I北地方の議？廷にi認する分

類学的研究を行ない，その結果を針葉樹の11tf類（1950)8別 6），東北地方茜誤認査報告粉病菌科

(1951〕97), よびj点菌類(1952)DS), (1952）開］，および不完全菌類 (1958)1°0>

として報じた。

12. 森林病虫害関説の刊行

子管室林野局林業試験場においては長谷川i，野i京，小JIIが主となって森林絹虫脊図説，

編第1号 (1938）～第5号（1944）を刊行した12ヘこれは林水病容を鼠色図によって記述し

た本邦最初の部副物といってよく， 一殻林業技術者にとってきわめて有益な刊行物であっ

た。

2) 材質腐朽菌・変色薗

1. 生立木の材質腐朽性病害

白沢（1904)10•＞は長距F県下カラマツ林において，生立木の心材を腐朽させる

目，これを腐心病と名づけて病状，経過の詳細な記述さと行なったのであるが， この病鼠はの

ちに，北島 (1928〕57）によって，カイメ γタケ （Poly1りorusschweinitzii FR.）仁Phaeolus

schweinitzii (FR.) PAT.〕であることが朗らかにされた。

if~木のナラタケ〔r1rmirallia mellea (FR.) KARST.〕による被害は北島 (1920）叫によ

ってアカマツについて報合され，議年魚住・小野 (1958〕110）はトドマツおよびカラマツ造林

木の被害状況を報じた。最近本病発生と環境，特に土壌条件との関係について河田ら (1962)

品｝，小野ら（1961）叫によってくわしい研究が仔なわれ，土壌中の一時的停滞水が毛慌を腐敗
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させ，これが本病発生の大きな誘因となることを報告している。

北島（193l)GO）』まアスナロ（ヒパ）生立木前！腐病をおこす菌はモミサルノコシカケ （Fames

robustus KARST.) (Phellinus hartigii (SAcc. et ScrrNALL.) lMAZEKTJであると報じた。

山野 (1933)l1'）はエゾマツおよびトドマツ根の白斑腐朽の研究を行ない病原菌をニセカイ

メンタケ （Polystictustomentosus (FR.) SAcc.）〔Onniatomentosa (FR.) KARST.〕と

同定，また，同氏 (1935)'1

tryqucter (FR.) CooKE）〔On匁iα triquete1州（ALn.et Scmv. ex FR.) lMAZEKl〕およびそ

の近似種エゾカワラタケ （Polyporussubpertusus LLOYD）〔Onniasubpertusa (LLOYD) 

lMAZEKI）およびその侵入経路を研究した。

伊藤 (1941）＇＂）は広葉樹の根株部腐朽を起こすべツコウタケ PolyporusrhodゅんaeusLEV, 

〔FomitoJうsiscytisina (BERK.) BoND. 巴tSrno.〕について報ずると ころがあった。

今関 ・青島 (1955)21＞は石狩川源流原生林の害菌調査を行ない，腐朽菌の種類を明らかにす

ると ともに， 病原菌類の生態的性質および環境と被告発生との関連についても論じている。

台湾産ペニヒおよびスギの心材に孔状腐朽をおこす病原菌とされていた， カサウロコタケあ

るいは，オオシロサルノコシカケを，青島ら（1961)8＞は北米産のものと比較検討の結果，こ

れを Stereumtaxodii LENTZ巴tMcKAYと同定した。

2. 材質腐朽菌の生理

三村（1910)75＞は木材防腐との関連においてワ タグサレタケ （Polyρorusvaj;orarius FR.) 

〔Poriavapor aria (FR. non PERS.) CooKE〕の生理について岩干ふれている。

北島 (1928）＇川ま主要材質腐朽菌（木材腐朽菌） の菌糸の発育におよぼす温度の影 響 を調

べ，なお氏 (1930)58）は培養試験を行ない，菌叢その他の特徴を腐朽菌の種名判定に応用しよ

うと試み，伊藤 (1940）聞は，腐朽型および材質腐朽性と BARENDAMM氏反応の関連を論じ，

なお島薗 ・田窪 (1952)102）は生化学的研究を行なって BARENDAMM 氏反応と蔭酸集積の現象

を述べ，鹿野（1950)'7）は腐朽菌に対する銅塩類の影響を実験，確酸銅集積帯形成を報じた。

伊藤 C1944r1＞』まベッコウタケの性についてこれを明らかにし，さらに単相菌糸と複相菌糸

の腐朽力についてもその所見を述べた。青島 (1954)31は発芽困難なコフキタケ〔Elfvingia

appla冗ata(PERS.) KARST.〕の担胞子についてこの現象を追求し， なお氏 (1954)4＞はその

単相菌糸と複相菌糸のブナ材－に対する腐朽力の比較を行なった。

3. 木材の耐朽性

高橋 ・小玉（1914)10•＞は， ブナの伐採季節と腐朽との関係を調査し，成長休止期に伐倒し

た方がやや腐朽し難い傾向はあるが， 成長期に伐採したものとのあいだに大きな差は認め難

いとしたが，後年永井ら (1955)78）の実験結果もまたこれとほぼ同ーの結論であった。

北島 (1933°2>'i94zos））は， 本邦産土木建築用金｜葉樹材の主要腐朽菌に対する耐朽性（比



較抵技性）を研究，そのなかでヒバ材が

きわめて腐朽しがたいことを認めた。そ

して間氏（1918311'1930刊｝）は，

ヒノミネ才がすぐれた鮒朽憶をしめすのは；討

中；こ含まれる揮発ttitllによると報じた。

i司氏は外材の舟j朽性についても

なったが，な • t-* (1954)'1は，ブ

ナの変色材について，また，島1illf・松岡

(1955）山｝は， ユーカリ材の樹朽試験成

を公にしている3

4. 丸太および用材の変色

伐採後短期間にブナ丸太が褐変色を起
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Tyγomyces balsameus (PECK〕 MCRR.

（レンゲタケ）によるカラマツ根株心材腐初

静岡営林署ー上井出担当区管内 31年生， W 1960 

こして，材の品質をはなはだしく低下させる諒簡については，北島（1936）問の詳細な研究が

ある。氏はこれを基闘する斑を新掻とみとめて EだdoconidiojJlwra bunae KrT.AJrnA 

亡Ceratocystismoniliゾonnis(HEDG.) C. MOREAU）と命名，なお本菌の主主E，討議的性質を

朗らかにし， さらに丸太木口に対して自ら創裂した薬剤を塗布することによってこの変色を

防止することができると報じた。第ニ次間：界大戦後ふたたびこれがブナ材利用上の障害とし

て問題になり，この薬剤防除試験がとりあげられ，鹿野ら（1960）叫によってPCPを主斉！！と

するもので変往訪止が可能なことが報じられ，本法は事業的に採用されるに至った。

アカマツ材の古二変については北島 (193853>' 193967））は， 材の含有湿度と青変の関係を調

査し，なお丸太の背変防止斉ljとして硫散鍋アンモニアが効果的だと報じた。

5. 腐朽菌および変色菌の分類

今関（1949171' 1952181）は東斑諮問における材資腐朽菌類， 特にサルノコシカケ科の分額

学的研究を行ない，青島 (1950!), 1953'1）；土木邦政 Poriα 属の腐朽留に闘して新知見を述

べた。これらのほか腐桁菌類の分類学的報丈は多数公表されている。

・；休（1955)0＞は，エゾマツおよびマツ類の青変菌類の分類学的研究をf子なったが， な

お両氏による各騒音変商の分類学的報交は多数におよんでいる～

3）食用菌その他

林業試験場における食用菌類の研究は古い控史を有し， (1909）＂）叫はマツタケおよび

シロキクラゲの人工叙培試験成識を議長じている。また開氏（1910）刊ははやくもシイタケの栽

培について調査研究を行なっている。

食用菌類の人工栽培iこ関する大きな貢献は北島（1937)6＇）によってなされた。すなわち，シ
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イタケ，ナ メコおよびエノキタケのような材質腐朽性食用閣を釘屑を主体とする培地に培養

後， その情:i(i菌糸を放j古j日原木に人工接種する方；去を考案， 「純粋培養菌種接種法による椎

茸，なめこ ，阻茸人工栽培法」として世に問うた。 その当時までシイタケの栽培法としては

詑目法， 埋附法苦手が知られていたが，いずれも安定性に乏しく失敗する例が非常に多かった。

ここに北；；：；法の川引によりシイタケ， ナメコ等の人工j支店は安定した産業として成立するよ

うになった。その後栽培法にいくたの改良が加えられてはいるが， 純粋培養した菌糸を原木

に人工抜極する北島のプ リンシプルを越えたものはなし、。 このようなことから近代シイタケ

抜培法は氏によって確立されたといっても過言ではない。 /1{1和 12年から数か年間，当場では

北島氏i去による極菌を培必，これを広く有償配布する事業を行ない66), 各地に優良種菌を分

議してシイタケ，ナメコおよびエノキタケの人工栽培の普及につくした功績は没することの

できない事実である。

温水ら (1958)851はシイタケの種駒， 打込器および府:i(i法に改良を加え， なお， 同氏ら’

(1959 )861, (1960 )8 

なつた。永井ら (1962）川もまたシイタケの各系統につU、て，その子実体の発生量および生態

的 ・形態的特徴を述べている。

そのほかの食用菌演では伊藤 (1940231,1941''1）および今関（1952)181はシメジについて，

マイタケに関しては伊藤 (1941）叩が，またカン タケにつU、ては今関 ・土岐（1952)'01, 永井

・温水 (1952)771の誌礎的研究が行なわれた。

第二次世界大戦がようやくたけなわになり， 総（＊ffiじよう併川C,','f性ソ ー〆却が極度に窮乏，

これに代わるものとして， 微生物による酪酵（！肉イじ）r1＇；彩u法の正I「先が強く嬰望されるにおよ

び，野原 (1943)8

よる植l防繊維の醗酵精練法をそれぞれ考案， ようやく実用化の見込みがついたと ころで終戦

を迎え，ついに広く採用されることなく霧消した。
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4.2. 森林昆虫に関する研究

当場における森林昆虫に関する調査研究は明治30年代から開始されているが，当初はマツ

カレハその他の食葉性害虫ゃあるいは種子害虫についての被害調査， すなわち林木の虫害調

査が主として行なわれた10)75）。やがて矢野宗幹が木場における森林昆虫の研究を主宰してか

ら，昆虫学的研究が加味されながら， わが凪の応用昆虫学の一郎としての森林昆虫学の調査

研究が推進されてきた。

明治から大正にかけての時代には， 一般林木の害虫のほかに，竹材の害虫52)84)や白蟻の研

究81）出｝，さらに有用昆虫83）や天敵昆虫86）についても試験研究が行なわれている。

大正中期ごろから以降は，林業経営における要請によるためであろうか， 苗畑害虫や林木

害虫の防除試験0)15) 70), 丸太の害虫予防試験40)41）等が行なわれるようになった。 これらの防

除試験には当時すでに林業的防除法，人為的防除法， あるいは薬剤使用による防除法等がと

りあげられている。

第 2次世界大戦後は，林業の集約化と資源保護の面から， 害虫による被害が林業上重視さ

れるようになり ，徐々にではあるが研究組織も改善されて， 新しい研究手法がとり入れられ

ながら現在にいたっている。すなわち，昭和22年の林政統ーを期して，漸次，本支分場を通

じて昆虫関係の研究室が整備され， 昭和 26～27年ごろまでには，本場においては藍野科長

（現部長），日塔現科長が中心となり，各支分場においては， 井上 （北海道支；場〉をはじめ木

村（青森支場 ・現東北支場），余語（釜淵分場 ・現北海道支場）， 小111C当時i浅川支場〉，伊

藤（木曽分場 ・現四国交場〕，中原（関西支場〉， 小田（九州支場 ・現木場〉らの諸氏が，そ

れぞれの地域において中心となって， 森林容虫に関する試験研究を推進する態勢がつくられ
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ヘリコプターによる森林容rtミ防除

た。

なお，このよう 当たっては， うところ大なる

ものがあった。

先にも述べたように， ネ；：業の分野において詳虫［VJ除の問題がJ1；； く

であるとされてきたのは，第2次大戦後のことである。 したがって，

の研究部におし、ても， 戦前にくらべて戦後初年間における

のもの

おける森林昆虫

きな比率を占め

くなってきた

るために，

ている。こ よることでもあるが， やはり

ことによる点が大きいと考えられる。 したがって，そのよう

当き号における J
U
 

カを注ぐことが多く， ややも

を主主じやすかったのも11ニむを得なかった。 しかし，この近々しいという



4
 

cu
 

d

－ム

20年の聞に多くの問題が解決され， または対策について方向が与えられてきたことは大き

な成果であると考えられる。

現在における林業試験場昆虫科に課せられている主要課題としては， 主要樹種の重要害虫

に対する防除；去の確立があるが， そのためには，害虫に刻する基礎的な調査研究に加えて，

虫笹｛－と林木あるいは虫害と林分との生態的な関係を研究し， 発生予察方法の検討や，虫害を

避けるための林業的手法の確立が必要とされてきている。

研究経過を主蜜－害虫についてみるとつぎのよう である。

1〕 穿孔 性害 虫

マツ類の穿孔虫の被害がいかに激甚なものであるかについては， あらためて述べるまでも

なく周知の事実である。 したがって， 当場においても，古くから この問題がとり あげられて

いる15）。しかし，被害の激しさのために， いきおい防除の面が強く要求される結果，なお多

くの研究されるべき課題が残されてきた。第2次大戦後， /1(1和 23～24年ごろをピークとす

＼ 

松くい虫による食痕

る全国的な「松くい虫」の大発生が契機
言ト

となり ，種々な面から研究調査が進めら

れている。いわゆる松くい虫と呼称され

ている害虫群による被害fと，北海道にお

けるエゾマツやトドマツの林における穿

孔虫による被官ーとでは，その発生の様相

が必ずしも同じではないが， これらに関

して，第2次大戦後に行なわれてきた調

査研究についてみ ると，井上 （1949,

1950, 1954, 1957, 1959)"! 2叫26)27) 30) 33) 

／，中野 (1949,1950)61) 6e)63)' 日塔(19

44, 1953)64）附，野淵（1959)68），加藤

(1963）＂！，小泉 (1960）山，小杉（1954)

'4), 111口 (1961. 1963) 76) ?7)?B），森本

(1962)53> S<），その他の多くの業献があげ

らj〆している。

スギ ・ヒノキの穿孔虫も林業上重要な

害虫である。帝室林野局林業試験場では

すでに休場 （1925）日けがこの 調査研究に

着手していたが，国立林試においても現
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在研究会J~ととされている。

広:WJ樹の穿孔虫では， ブナ丸太の防虫に関する試験研究Cl）刊｝叫に｝やカシ・クス等の容虫が

研究され，なかでもブナ丸太の訪虫処理法は訪腐処理とあいまって事業関にも広く活用され

ている。

なお最近は，穿孔虫怒の分類学的研究も活発に進められている53)71)。 また，コウモリカ、類

のような穿孔性蛾類についても，生態および防除法について調査研究が進められている。

2）食葉性害虫

食業枝容虫は， 自につきやすい関係から， 森林容ERとして古くから注尽され，被害

調査，害虫の生態，訪i徐法に関する沼f究が行なわれてきている 16)17）川問 80)

ツカレハについてみると， 和田（1905）による茨城県下の松毛虫の被響調査日｝

や111本（1922）による駆除試験;c)が，明治～大正期の業績としてあげられる。 しかし，第 2

次大戦後，茨城県麗~／；地方，その｛むにおける大発生に関連して， マツカレハの研究が再開さ

れ，最近は当場における組織的な研究態勢を基盤として， 発生予祭方法や生物的防除j去の確

立を民館に調査研究が継続されている 2)5) 7) 8) ll）附。

そのほかの食楽性害虫としては，ツガカレハ31），マイマイガ，ハラアカマイマイ 17), カラ

マツに加害する各種食楽性小蛾額制品｝刊），スギノ、ムシ刊 58），ハパチ類07)73）刊， 広葉揮に加害

する鱗趨類や鞘簿類SO），竹類の食薬害虫附等多くの容ERについて調査研究が行なわれ， 害虫

の経過習性および被害調査，防除試験等にみるべき成果をあげてきた。

3） 虫 嬢 害虫

北海道においては林政統一以前からエゾマツカサプブラに関する研究20)7l)が行なわれ， 秀

れた業較があげられている。

第2次大Rと後ばマツパノタマノミエ，スギタマパエ， クリタマノミ

の大きな被害があいついで発生し， とくにマツパノタマパェについては， 九州支湯の小田

（！見本場〉により，詳細な謂交研究が行なわれている 71）。

また，井上i土木郊の針葉簡に加1容するタマノミエ類について整理検討を加え，応用学的にも，

昆虫学的にも貴重な資料を提供した問。

ヰ〉吸汁害虫

アブラムシ類，カイガラムシ類およびハダニ類は， 近~；：，栽培的手法が林業経営にとり入

れられるにおよんでから，とくに問題とされるようになってきた。 当場における吸汁主主：虫に

関する調査研究も，前記のような関係から，比較的近！？寺にいたって多くとりあげられている。

すなわち， アブラムシ類については弁上（1956,1961, 1962）抑制 37）その他， ハダニ類につ
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いては井上 (1954)281，伊藤 (1958)381，藍野ら (1961, 1962)31 GI，秋田（1961)1°1等々，第2

次大戦後における調査研究が多い。

吸11-ir-虫の分野は，分；原学的， あるいは生態学的な研究とともに防除対策についてもなお

多くの解決されるべき問題が残されているので，虫駆害虫とともに， 今後，さらに研究を進

められねばならない。

5） 種子害虫

稲村（1905），矢野ら（1918）などにより，針葉樹のタネパチ類19）聞について試験調査が行

なわれた例はあるが， 当場における種子あるいは種実の虫害に関する調査研究はあまり多く

はなかった。しかし，最近，育種研究上あるいは事業上の要請sから， 針葉樹球果や種子の害

虫が問題視されるようになり，関連した調査研究が行なわれはじめている。

6） 苗畑害虫

苗畑においては，従来，非常に集約的な作業が行なわれてきた関係上， 虫害問題について

も害虫の調査や駆除試験が以前からとりあげられている9)18）。 また， 帝室林野局林業試験場

においてはイザリヤコガネ菌利用の防除法も研究された。しかし，戦後はDDT, BH  Cあ

るいはアルドリソ等のすぐれた殺虫剤が使用されるようになり， これらの薬斉ljを使用する防

除試験1)70）がひろく行ながれ， 多少の問題点は完結されているにしても， 1日f畑における虫害防

除法は確立された状態にあるということができる。

7） 乾材害虫

白蟻は厳密な意味では乾材害虫といえない面もあるが， 慣習上この項でとりあげると，当

場における白蟻に関する研究は，すでに明治の終わりごろから矢野 (1911, 1913)811聞により

行なわれ，昆虫学界において広く注目されていた。 その後久しく中断されていたが，数年前

から木材保存の要望にこたえて，林業試験場において白蟻の研究が新しく発足し， 保護部と

しては白蟻の生態的な面についての研究を昆虫第一研究室において分担している 55）。

その他の乾材害虫としては竹類の害虫に関する調査研究がおもなものである叩84）。

8) 天敵微生物に関する研究

森林害虫に対する防除法のうち，生物的防除法は， 農薬を使用する防除法にくらべて，天

敵昆虫を殺したり広い意味で生物相をかくらんするなどの付随的にひきおこされる問題が

少ないという点で，その実用化が望まれているものの一つである。最近は，森林害虫の防除

のための殺虫剤使用量が多くなっているが，殺虫剤の過度の使用は当然，各種の弊害をひき

おこす結果となるので，森林害虫防除のためには， 林業的防除法や生物的防除法の確立が要



157-

墜されている。

るfrJf究；土， わが岱において おし、て

よる林業試験場合併後も されて:!Ji¥1主にいたっ

ている。すなわち，前述のイザリヤコカ、、ネ る研究のほか， 多く

る てコ¥f、 謂変研究が行なわれている12)13)14)40）川則的。

とくに最近はマツカレハにk,Jする有力な天敵ウィルス（スミシアウ fノレス〉が発見され，

その病理生態的な研究に加えて， 病i京恨の研究，実用化への諸試験が現在精力的に実行され

ている 50）。

9）その他

有用昆虫については出！駿虫養殖試験問，テグス翠の内地移殖叫， ヲミ蚕増殖試験川等がある

がその数は比較的少ない。森林野虫iこえすする天敵昆虫については， 従来，害虫の生態研究の

として進められてきている。森林容虫の著作・関税額としては井上 (1949,1951, 1960)23) 

25)35) ら (1961)4）等が発刊され， ために大いに活用され

ている。
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74) 高井正良lj：エゾマツカサアブラの殺卵試験成績，林試北支業幸fl,3, pp. 42～47ラ（1955)

75) 林試研報， No.2, (1905) 
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87）林試集報ラ No.2舎（1920)

4.3. 鳥獣｛こ関する研究

当場で野生，鳥獣に関する研究が組識的になされるようになったのは， 昭和22年に， 本場

に野生鳥獣に関する研究室が創設されてからである。 当初の鳥獣研究室は保護部に属し当時

の日塔正俊昆虫研究室長が鳥獣研究室長を兼任し， 字出J11とともに調査研究を行なった。初：

究室がもった主題は，森林に生息する野生鳥獣の主主苦手性の分析であって， 松くい虫の天敵鳥

類出〉，野援の天敵鳥類制等に関して研究が行なわれた。 また他方，鳥類の保護士哲磁に関する
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基礎的研究も実施され， 1洋馬県小根山試験地における巣箱についての試験，富士山麓におけ

るμ却の食性についての制査等が行なわれた。 また，木HIにおける，ネズミの被害について

の実態調査もi11frc:'tく行なわれてきた。

II／冊125年に， 北海道支場における野鼠研究態勢が整備されたのにともなって，本場では

本州以rmのノネズミについての研究を分担することとなり， 野生鳥獣研究室は，その機構の

一部を改めて，浅川実験林に移転し，主として森林有害動物の駆除， 被害の防除についての

研究を実施することとなった。そのなかでもとくに， ノネズミの生態ならびに駆除について

の研究に主力を置いた川ぺ印9）川43）叶へまたノネズミのみならず， ノウサギその他の森林有

i,t;-動物についても，その生態ならびに被害の防除，駆除について研究を行なった31)38)40)4'）。

ついで昭和 35年に再度の機構改変があり ， 林野庁造林保護課に属していた野生鳥獣研究

班が本場へ移籍され，新たに保護部内に鳥獣科が創設され， 従来の野生鳥獣研究室は鳥獣第

一研究室に，林野庁造林保護課から移籍した研究班が鳥！被節二研究室となった。第一研究室

は木来の研究主題である森林有害動物の駆除，［lj!/frJ害の防除を研究し， 第二研究室は，野生

鳥獣の保護，管理等を主要な研究目的とし，あわせて， 狩猟行政の実施上に必要な基礎資料

を研究整備するのを目的として，今日におよんでいる8）吋り。

たとえば，昭和 39年度から茨城県鹿島郡神岡村での試験で，カモj演の標識試験を実施し，

猟期中に，逐次回収成献をあげている。

支；場，分場では， !Jlf子l乙l.'.;;t喰全般について研究問題としてとりあけ、てU、く態勢はつくられて

いないが，ノネズミ， ノウサギの森林への加山を防除する目的で研究がなされている。二｜七if]}

道支場では， I昭和 13年から 5年間にわたり ， 北海道ノネズミ被白調査報告内の作製をなし

て，多くの業績を残してきたが， H行和 25与にいたって， 札幌営林局森林有害動物調査所が

林業試験場に移籍され， J休業試験場北海道支場の保談部に野鼠研究室として再編成されるに

エゾ ヤチ ネズ ミ

いたった。

それまでの研究はひかくでき

断片的であったが， 昭和 25年

を転機として，系統的に進展す

るようになった。ノネズミにつ

いての動物生態学的の研究が19)

eo)el）叩04）進められ，:J:;.'.；耕地での

み使用されていたモノフノレオー

ル酢酸ナトリウムの林地でのノ

ネズミ駆除への利用が考えられ

11）さらに，従来使用されていた
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リウム；土， る欠点をもっていたの し，しかも， を

あ；アることができるようになった。さら

までfvl‘究

ら，その駆除の合理イι

中広 ，ノネズミ

って， l，よふ；，Cl) 

殺鼠剤が

る方法の研究がなされ， 散手！？上の技術と

な

る改

人力でまかれていたが，それ

された的。この関においても， ノネズミについて

ついての研究は統行されていたのめ心的叫。

ひかくてき， ノネズミに対する研究が似体について

しだいに祭出としての生j主的なfvf究へと

的な分野が解析されるにつれ，一層ノネズミの駆i恥

a:i主め， ノネズミ

あったのが，

としてのノネズミの生態

してきた。 芝晃

られてし、

る。

東北交場においては，

であるシジュウカラについて，生息密度部定，

よる

として，

地をも

ノネズ、ミ， ノウ 訪訟の問題をあっかい， Im 

している 14 ）~1九九州支；場では保護第二研究室で， i司で

様の問題をあっかい，

ノネズミ， ノウサギの

と協力のもとに，

している。
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s. 7休業機械化部門

5. 1 林業機械に関する研究

わが出における林業譲械の導入は， 海外特にアメリカ・ドイツ らの輸入には

じまった。明治 40年代台湾のi可思111国有林， 内地で

られ，最初は蒸気機関泰はもちろ 依存していた。明

はじめて空気｛活動擦を採用し， 急こう慌の軌道において下

山けん引台数の増加に成功している。 ついで大正2年アメリカより Fッジャーウッド

7H向蒸気装材犠 0室長：26ton，吊上能力 5ton）をはじめて導入し，築材接1合につき作業員

12名で 1日平均 450尺〆築材することに成功し，のちのわが国111母林における築t:J機による

築材の第一歩を印した。 その後台湾、ではこれと向型の築材機が 4台輸入されて実用に供され

ている。

このほか問塁111では， 木材を満載したトロ 1合をそのまま運搬できる予定道を沼田e)

して実用に供されるなどして， 幹線淫材に森林鉄道，中継運材に索活，集材に築材楼を使J話

機域化築運材方式の可能性が立証せられ，のちの内地木材大長生産地帯に広く採用された集

運材機域化方式の基礎がきずかれた。

その後檎島C）は， 築材機および索道について藤防J3）が発表していた架空索の霊rlil線理論に

よる解f去をうけて，際法と相前後して架空索の計算法について応用解法をこころみた。 さき

に台湾に総入された蒸気築材識を小型化した 5ll問（震設22.5 ton）のものが大正9年木曽銅

料林上松；こ導入され，平木6）は 1El王子均 288石の集材に成功したことを報告している。

は大正 10年はじめて築材様、の国産化に成功し，高知国有林魚梁i乳秋田国有林仁鮒， ？に曽

御料林で各1合ずつ実用化された。また璃長,7lは伐木造材.J話器具機械特に斧， 刃広，なた，

らi祝祭した標本についてその構造と作用の解f}Tを行ない， 特ーに斧につい

ては考案した振動試験装置による比較試験から携造機能の良否を判定したほか当時ドイツか

ら翰入されたセクターチェソソー（出力 5Ps，重量70kg）について性能関交を行ない，将

来軽量化された場合，伐木造材用機械として有望な林業機械であることを予見した。

網島が当場を退職した後， 昭和 12年藤林が7休業試験場抜高ifJに任ぜられるまでの関は， 大

郷料林などの技術者‘によって散発的ではあるが多くの建設的な努力が払われた。

すなわち林業機械化の前提として不可欠な林道網について， 森林経営の立場から必要性を論

ぜられ，また西経ベ 中村ベ 福間10）らは林道設計に関係した著書をあらわし体系づけると

ともに技術者の養成につくした。

索道設計すなわち架空索の設計す1・算法については，苫名11）が当時定説となっていた霊由経
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理論にもとづく主家張力計算法の体系づけを行ない，渡辺L2）は調整錘のある索および曳索の

影響を考慮した架空索の垂曲線理論にもとづく解法を示した。

索道用器具，装置その他林業用探具機械の各種考案改良が行なわれ， そのうち優秀なもの

は大日本山林会の表彰を受けたりしたが， 三島の考案した三島式制動機はその当時普及した

架空索集運材試験装置 水平距離 79m，高さ 23m，勾配 16°12'

写真は下方より上方をみる（下方支点はみえない）

イγクラインの制動機としてかなりの普及をみせた。

集材機は，わが国の急峻な地形で使用するためには移動容易な軽量のものが要望され， 昭

和 3年アメリカよりクライド会社製の 4JJ向ガソリン集材機（出力 601-P） が木曽に導入され，

これよりさらに軽量国産化したものがfll:l禾n5年木目1御料林に辛木13）によって導入せられ，今

日の国産の普通型集材機の原型となった。 当時のものは 3胴ガソリン集材機で重fl:5 ton程

度であったが 2胴ガソリン集材機（出力25If'）のものも使用された。

運材にはもっぱら蒸気機関車による森林鉄道運材が行なわれたが， 蒸気機関車の国産化も

行なわれ，その後昭和4年ア メリカから作業軌道運材用にガソリン機関車が輸入せられ， 間

もなく国産‘化が行なわれた。森林鉄道のトロの制動装置連結器などにも各種の考案が行なわ

れfこ1'）。

成雪地方の森林においては， 人力i妥および馬縫による冬季聞の集運材が広く採用され，石

尾15）は北海道の馬犠運材用棒について雪質と滑り摩擦抵抗について調査した。雪j震をトラク

タでけん引する ことは大正 13年北海道｜登別でクローラトラクタ（ホルト会社製， 45I-P, 重

量 8屯）ではじめて試みられ，その後北海道国有林，御料林， 王子製紙会社などで実行に移

され， 昭和初期には北海道での乾燥した雪質上の雪縫をトラクタでけん引する技術はほぼ確

立されるにいたったL7）。

藤林l制印刷1）は11/d和 12年以降］j民局の進展にともない石油系燃料の不足を補うため代燃装

置の必要にせまられ木炭ガス発生装置の台上あるいは実車による比較性能試験ならびに改良
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Tvf究を行ない，森林鉄道機関取，運材トラック， j長材機などの代燃装置として十分実用に供

しうるiこいたり，戦時中の木材地廷に必惑な動力の磁保に貢献した。 また空気圧縮機きと利用

した往疫動鋸の改良を指導しm，欽禄運材用滑率の簡易自動給討!J方式の考案や実用化試験を

行なった。

第2次大戦後， わが闘の林設は大転換をとけ、たが，特にHli和 22年企業特別会計制度をと

った国有林は，その経営合理化のため林業機械化を強力に推進することとなり， 各種の施策

がとられ，永年の懸案であったチェ γ ソーの国道化，築材機の軽五i：高速化，

およびト口の高性能イむなどが，軍需から民需への転換を迫られた楼城工業，

関係技術者の協力をえて検討されはじめた。この気速に向調してff日添124年発足した

化協会は，会員である機械メーカーの協力により， 各種の考案試作を具体北する上でよく仲

介的な役割を来たした。

チェソソーは， I思案l22年 2人用チェンソー Cl:H力 2.5Ps，霊長38kg）がはじめて留農イち

され，運尾叫は切削性能に関する基礎実験を行なったほか， 国有林，京大などで作業試験が

行なわれたが， 重量が霊く機械の性能にも欠点があって山岳林の作業には実用化されるにい

たらなかった。

戦前北海道で一応の成果を収めたトラクタ 昭和22年秋田営林局管内で再び

はじめられ，藤林叫叫らは雪誌の摩擦抵抗， トラクタの雪上けん引力等について試験を行

ない，数年間選材が行なわれたが， 本チMの滋雪では~i註道の維持にJ(lf点があジ，広く普及さ

れるにいたらなかった。また雪上選材用トラックの試作も藤林2G)"7）を中心として行なわれ，

走行性能の検討や，改良試作も 2～3回行なわれたが本務的に実用イじされなかった。

森林鉄道府議繍については， ト口の引上台数の増加を沼擦に， セミモノコック構造のトロ

の試作やディ…ゼノレ機関車の高性能化など改良試作が行なわれ実用化が進められたが， これ

に呼応して加藤28）は軌道の最急こう醍について，また当場では，本多29）らは遅材貨準のブレ

ーキテスターの試作をf子ない， 上回らは運材質J:j［の走行抵抗や制動について機定解析を仔な

い，また空気制動機の採用なども行なわれた。 しかし森林鉄道の最盛期は昭和 26年までで

あって，その後一般公選，林道の普及や自動車の改良にともない大きな闘定泌設を必要とし，

機動性に乏しい森林鉄道連材は逐次廃止の方向に向かい， トラック運材がこれに代わって主

流となるに至った。このことは戦後の林業機械化の大きな変革の一つである。

；築材機および索道については，昭和26年林野庁32）がスイスからウイッセン会社製薬材撲を

輪入し，その構造解析や作業性能の検討を行なったが， これは当時軽量高性能化されつつあ

った国麗機に少なからぬ影響を与え，その後数多く出現した自動繋留綴添削の考案などの契

機となった。なおこれとほぼ時を同じくして熊本営林局の武藤川；まわが国独自のエンドレス

築材機を考案した。 このエンドレス網はその後普通型築材擦にも着脱式として広く採用され
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るにいたり，索張方式も在来方式にエンドレス方式を加味したエンドレスタイラ 一等の方式

が号案されサ及されている。つづいて当場35）でも 2胴エンドレス集材機の考案があり， 最近

では築材機による全幹集材方式も確立されわが国独自の集材機および集材技術が発達した3ヘ
架道は，戦前はほとんど単径間交走式であったのに対し， 戦後は多径間連送式に発展し，

;,n1p：，吊金具， 制l動装置などの改良によって峰越しあるいは曲線の長距離索道が広く行なわ

れ，加藤川は速度をある程度自動的に規整するファンブレーキの設計計算式を基礎実験によ

り訂正し，実用化した。

築材様、および索道に使われる主索の設計計算法については， 昭和初期に早くも体系づけら

れた歪曲線理論による解法は，実用上計算がj)(Efi伴繁雑であり，普及しなかったが，当場3引に

おいてはこれらの設計計算を数表にして計算を行なわず現場で使用できる数値表を発表し，

東京大学の加藤19）は， さきに提唱した放物綜]1_2諭にもとづく多径関連送式索道の設計を可能

とした新しい設計計算法を体系づけた。 また当場では40）本多らは昭和 25年以降集材機およ

び索道の主索 ・作業索の実際張力について測定を行ない， また代表的な索張り方式の作業索

の張力について実測ならびに41）川解析を行ない，その後上回ら川村〉は主索張力を実測し，放

物線式と垂曲線式とのあいだに大きな計算値の差異のないことを確かめ， また特殊な条件下

における主索張力の実測および解析を行なっている。 これらの静的な張力の検討のほか，動

的な状態における張力の実験および理論的な解析も各大学で盛んに行なわれている。 このほ

かワイヤロープの合理的な使用法を見出すことを目的として，上回45）らは特別に設計した［出

げ疲労試験機によりワイヤロープの疲労試験を行なっている。

昭和 29年北海道を襲った空前の台風被害は，大量の風倒木を発生し， これをできるだけ

短期間に搬出利用する必要が生じた。 このため従来冬山伐採を主体としていたこの地方に夏

山作業を行なう必要が生まれ，木ナト｜でようやく成果を収めつつあった機械化作業方式が大規

模に導入された。すなわちチェンソ ーによる伐木造材， トラクタおよびパンまたはサルキー

による築材，集材機による集材，ローダによる積込み， トラック運材などの全面機械化作業

法が本絡的に行なわれた。 このことは北海道のみならず試験的の域を出ていなかった本州を

含め，わが国全体の林業機械化の進展に寄与し， 林業機械の試験研究の動向にも大きな影響

をおよぼした。

昭和 26年ころからアメリカおよび西欧で軽量高性能化された 1人用チェンソー（ギヤド

ライブ型）が導入されだし，昭和28年ころには相当の機種が園内に輸入され， 現場で実用

化の試験もはじめられる機運となったので，藤林4G）を中心とする委員会組織で機種別の作業

性能の比較試験が行なわれ， 昭和 32年には 1人用チェソソーも国産化された。最近ではよ

り軽量高性能化された機械が毎年アメリカ，西ドイツ， カナダ，スェーデン等から導入され

国産機も数機種出現している。当場では山脇ら43）は林野庁ならびに民間の要請に答え，これ
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vコ よび£1/l!jfrドh古Eについて， し より の測定およ

び解析をと行ない，機械の改良およ

トラクタを築材用，c.f史沼することは，前述の北海道の成樹木処現において， i郎防't-.Jに

ない場所が多く， 本格的に導入が行なわれた， ！日係130与には自浸3～

5 ton級の林業用クロ…ラトラクタが出澄イじされ北海道のみならず本州でもトラクタの使沼

る地形のところでノミンあるいはサノ［；キーを作業擦とする長材が？？及されるにいたっ

らはじまっfこ。 トラクタ くた。わが践における

わhるにともない，そ

ら さどhなっている。 またf)]jドイツより 4

111践的）O<l)

イーノレトラクタ，

ク口ーラトラクタな _,_ 
v「時ー

は25度あるいはそれ以上の斜出の林地でも されている。

｛ま 協力した tdこ

い， 支たi昭和 23 をへて， ！！日采128年 1人氾肩掛式刈払撲を し，

2Sら した。

米麦）（IJり， 牧草刈り取り

は20～30設でこの窓段与えが製作され，

も広く実m；こ供される；こいたって

いる。 よびメーカーの~f設により， I LJI]おら 50

および｛合言きの／i)l(,~：万吉？？？なった。 なお JJJIJW'!°")SB）ら

と試作を行ない，ポプラ掠穀店とし

を代え など も｛吏たJ，され；まじめ，

はじめている。

nw向32 ：ま

ブ jーレストを もとづき， トラクタ；ごよる

(7) 

刃...
ノL

a 
今’
｝ 

：こノミイ口ヅト

し，丸山られ）はそのをたよ誌をrJ号交報告し， 然立木i也のトラクタ造林作業についてはー

とおしが立つにいたったっその後，木川でも地形的；こトラクタ導入のできる地；IWの

跡地のトラクタ造林について， IL！！］あら川；立長野，前諮問営林局の協力をえて， 新し

の を？？ないつつある。さらに

こフ のもと

ている。

ついては，中小百f対Ilで イーノLトラクタ

められつつあり附市川 のfillの作業訟の

のjjlij定解.ffrをお二なっている。lパ もホイーノLトラクタ

なおブノレドーザによる る

の前提として必主： されつつあり， そ として必妥

ふ

さご
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造などの林道設計計画に関する問究も， 最近各大学が協同して研究を進めつつある。

lt銃後カ！｜藤・G3）川， －，，：；名同等によって京道および林道に関する著書が， 藤＊t学績紀念会66),

三品67），米間Gil' I L1JJ&16D) 3 M lO）研究会さ手によって林業機械に関する著書が，刊行されている

が，これらは戦後20年間に発展した林業機械化の分野の うち林業機械および林道についてそ

れぞそ休系づけが試みられたもので，今後の発）]kの礎石となるものである。

（左）刈Jム機性能試験装置 （右） 動力錦性能試験装恒
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25) 藤林誠ら：トラクタ運;j:;j"における雪滋の奴抗に関する二・三の実験，日村；誌， 30,3, 4, (1948) 

26) ；休試・雪氷協会：雪上自動本装湿の試塁走報告，（1951)

27) 目玉林 絞ら：雪上自動車装置の試作試験について， R林講， 62阻，（1953)

28) 加藤誠平：森林軌道の最急勾配に関する研究，京大演報， 39,(1951) 

29) 村；試袋線， No.64, (1952) 

30) 林試研報， No.95, (1957) 

31) 林試研報， No.122, (1950) 

32) 

33) ぉt4:ipi,70 @I, (1950) 

34) 渡辺治人ら・エンドレス架変線集材iこ関する研究，九大江，r毅， 25ラ（1955)

35）林試liJf報， No.107, (1958) 

36) 仁川付~石・築材機とその考え方，林機化協会ヲ（1955)

37) KATO S. : An Exprimental Study on the Fan-Governor applied to乱 supplementaryBral← 

ing Equipment of Logging Cableways (1～3），沼t4；誌， 43, 3 , 11, (1961), 44, 2 , (1962) 

38）材、試liJJ：報， No.80, (1955) 
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39〕 力II旅J滅平運材用索道主索の；設計および検定法に関する研究，東大演報，49,(1955) 

40〕 本多三雄ら 実際に使われている集材機主索の張力と重るみ£1；，日林昔、，35, 5, (1952) 

41〕 林試lilf幸！L No. 92, (1956) 

42）林i試li)f幸fLNo. 93, (1957) 

43）林試li)f幸ILNo. 136, (1962) 

44） 林試li)f報， No.174, (1965) 

45）林Ji¥li)f報， No.164, (1964) 

46）藤林 誠，（動力鋸作業試験委員会） 1人用動力鋸作業試験報告1～3，林野庁

47〕林試lVf報， No.160, (1953) 

48〕米田幸武 トラクタ集運材作業の標準化のために，林機化情報，（68）～（72),(1959〕

49) 山脇三平：運材用トラクタおよびサノレキーの運材性能，とくに CT-25クローラトラクタおよび

サノレキーの運材中のけん引抵抗 ・燃料消費率および振動について，日林誌， 40,11, (1958) 

50) YAMAWAKI S. On a relation between the coefficient of rolling resistance of logging 

vehicles in the degree of sinking of tires in to the ground，日林誌， 40,12, (1958) 

51) 藤林誠ら 運材用トラクタのけん引力試験について，京大演報54,(1958) 

52〕 藤林誠ら ．ヒノキの抜根に関する試験，林業技術シリーズ8, (1950) 

53）藤林誠 ：Bush Cleanerについて，林業技術156, (1955) 

54) 山脇三平ら．刈Jム機の性能試験，日林講， 75回， (1964)

55) 材試研報 No.139, (1962) 

56) 山JI¥≫三平ら ポフ。ラ植穴掘機，ポプラ19,(1965) 

57) 林業機械化協会帯広営林局大田経営区に於ける造林機械化に関する調査慨要，（1958)

58〕 丸山正和ら トラクター導入による造林機械化作業， l:I林誠， 69回（1959〕

59) 111)［~＆三平ら トラクタ造林機械の実際性能（1〕，H林JIii,75凶（1964)

60) 水野道一 フツレドーずによる造林地階段j店工について凋公報作.ir，約手山上産業K.K.(1964)

61) 岡田 俊・高知蛍林局における苗畑の機械作業 (1～5），林機化情報（91)～（95),(1961) 

62〕 上飯坂実 ．ブノレドーザによる林道施工計聞に自白する研究，岩大Jl!k報1, (1961〕

63) 加藤誠平．林業土木学，（農業図書）, (1951) 

64) 加藤誠平．林業用索道設計法，（金原出版）， (1959) 

65) 苫名孝太郎 ：鋼索構造物の実用的計算法， (1956)

66) 藤林誠学績紀念会 ．林業機械化ガイドブック，（地球出版）, (1959) 

67) 三品忠男林業機械，（林野共済会）, (1956〕

68）米田幸武林業機械概論，（林機化協会）， (1952) 

69) 山j協三平林業機械入門，（朋文書房）, (19δ3) 

70) 3M研究会ー林業機械ハンドブック，（林業機械化協会）, (1964) 

5.2. 林業作業に関する研究

林業の作業に関する研究は，元来林業が土地生産業のうちでも生産要素としての労働の比重

が少ない産業であること， 国有林を除いては少規僕経営が多く雇用労働力に依存する度合が

少ないことおよび従来農1.11村においては低肢かっ豊富な労働力が自由にえられたことなどの

ため戦前における研究は少なかった。
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しかし，わが館設業界においては， 前世紀中葉テーラーならびにその一派の科学的管濯法

にもとづく能率のi首選が提唱せられて以来その手法i／•導入されつつあったが， ；休業において

い， そのなかで斧を使舟しん明1=i・vノ制作fVfYしとこ 1j ／ふつ

たのが設初であろう。その後，

いて昭和初期から現場担当者の

をf子なった。 こhらにtll

くなり，昭和

15年ころより労協科学的調査の必喪を説し、たものと，その成果が発表されるようになった。

しかし当時は，能率向上を釘的とした作業研究と， 作業員の労働をや心とした労働科f手との

結びつき，あるいは関連した研究はなされず俗別のものとした研究が多かった。大沢C)3）は

時間研究による作業功認の実態を乎tli山〉は労働科学；i命を中，心とした研究を行なっている。

またほ立iらは伐木造材作業の功怒と労働者の体力調査について発表しt;;Iき続きIf括和四年よジ

小諸7)d）｝）らは冬期選材事業の時間分析をと行ない， 昭和 19年には縮問10）は林業労働のエネノレ

ギー代謝率の測定をはじめ， これらの作業研究もようやく軌道に采りかけたのであるが，第

2次大戦によってや；認するにきさり，戦仁j:ilw;:f;去の空由時代にはいった。

戦後わが国一段役会の民主化が進み労働認勤も活発となジ， なり

特別会計斜度をと採用し， しはじめ よって，

わかにiおまってきた。

おいては昭和24,25の符年にわたり， 労働1:/s:学心理学研究所および公衆衛生協に研究を依

し， 林業労働の実態謁窓口）1ひきと行ない， 労働強震はもちろん栄養の摂取状況，

生活海部等のあらゆる角度から林業労働の出題点が指摘せられた。

一方， 出有林の経営合理化のため昭和24年金出宮林局に照査課が設けられ， 合恐｛七方策

として作業能率調査が進められ，主として探準手j総をはあくすることに努力が担げら

その基礎資料として開示125年以降当場ti:中心として各題作業の労働強度きとエネノレギ

よって；lliJ7ζする研究がfl'ーなわれた。

また，林業様、被化の推進にともない， 機械を

もfl日添127年ころから数多く発表せられるようになった。

，労働時間さと理論的に導きだすためにも，

る基礎資料としても霊祭であるが，

るため，

の測定を行なった。ぷネノレギ

も進み， tfiJ.fJJ1＇）は 3次予えにあてはめること

が， この式は軽作業から

ザ

<;) 

きご

肉体的労

；こは適合しない；；えもあり， j土lG）（之さらに適合度の高い葬式について研究を進めエネルギ一代

ほかに 1日の労作設飽を計算顕子に入れた多項式を誘導した。
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エネルギ一代謝率は，労働者の筋肉労働の強度を示す指標としては有効であるが， 精神的

あるいは感党的労働負荷を示さない欠点があり， これらを総合した客観的測定値としてフリ

ツカー値を用いることも行なわれていたが機械作業が一般化する とと もに精神的疲労も考慮

する必要が生じ大河原口〉らはトラクタ運転手について， 秋保らはチェンソ一作業員について

測定しその後辻，渡部，石井らが標準功程や作業方法の研究に関連して測定をつづけるとと

もに，それ以外の有効な測定方法についても検討を進めている。

これらの一般的な労働疲労とは別に， 機械作業の一般化について機械の振動および騒音が

作業員におよぼす疲労や身体障害については， 医学的にも未だ解明されない事項が多いが，

辻川川は騒音，振動の基礎的調査から研究に着手し， チェンソ 一作業員についてアンケート

調査を行ない騒音とピタミン B供与との関係を調査する等実態調査を行なう とと もに，騒音

計，騒音分析機，手持振動計等によって機械の振動 ・騒音を測定し機械作業員の休息時間の

配分，勤務時間管理， 障害の予防等のため必要な基礎資料を集つめつある。

林業作業の労働災害は，全産業を通じ上位にあることは， 以前からの問題点で労働安全に

対する研究に着手する必要が感じられていたが，米国，中村，辻らは林野庁の作業基準制定

のための調査に加わり，作業標準化の研究とも関連して研究を開始していたが， 本格的に林

業労働災害の原因分析に若手し， 今後労働災害を防止するため必要な資料をうる研究を進め

つつある。

標準功程に関する研究は，作業標準化の第 1歩であり，作業管理上も i1"c金恰；思上も重要な

研究である。国有林では昭和24年照査課が設けられると， まず直接時間観測法による標準

功程表の作製が急がれ， これらの時間研究の成果は昭和27年ころからぞくぞくと発表せら

れている。当場も時間分析の手法について指導研究にあたるとともに， トラクタ作業につい

て自らも作業分析を行なった。これらの調査は全国各営林局とも主要な作業についてはほと

んど取りまとめを終わっている。

しかし， これらの標準功程表は作業方法を標準化しないまま直接時間観測法で調査された

ため，作業方法や作業仕組が少しでも変わった場合には適合せず， 作業現場に応じた再現性

に欠ける点があったこと，機械作業においては機械の性能を重要因子としていないため， 機

械の出力が変わったりした場合に標準功程がどのように変動するか予測する ことができない

こと等の欠点が指摘されほとんど実用に供せられないうちに， 団体交渉におU、てりJ程を決定

する方法として，前年度実績を環境因子を係数化したもので修正する方式が採用せられるに

至った。

その後小山21）は機械の出力を重要因子とする機械作業の功程理論の研究を発表し，辻ら的

は過去の観測資料を活用して，現地にあてはめる場合に功程管理との関連において， 功程の

簡易な把握法についての研究を行なった。また別な観点から，米国らes）は標準資料法により
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各単位作業を細分化した嬰表作業ごとに標準時閣を求め， これを組み立てて漂準作業設を決

定する研究を行ない，チェンソー伐木造林作業について調査取りまとめを行なった。 この方

法による調査が進めば，各喪索作業の最も合理的な組み立て方がわかり， 作業方法の磁立に

役立つし，また全斡築材の場合のように従来1単i立作業であった伐木造材作業が， 伐初！と造

材とに分割されても必嬰な要素作業だけ組み立てれば分割されたそれぞれの標準功程を算出

することができ，機械，地形，樹種，林況などの条件関子の変動によって， 各要素作業がど

のように変動するかを把握しておけば， それらを組み立てて条件が変わった場合の標準功程

ができる等，より再現性が高くなると息われる。

林業における大部分の作業は，最近まで入力作業を主体としていたため， 各地方ごとにそ

の環境に適した作業方法が僚習的に行なわれ，特別な研究も行なわれず， 単に作業方法を調

査報告した程度のものがこ，三発表されているに過ぎなかった。

昭和24年ころから国有林に機械が導入されはじめてから， を使用する作業方法

や作業功程の研究が各地で、行なわれるようになった。たとえば，藤林叫はチェンソーの初期

のものについて作業試験を行ない，味戸川はトラクタ雷接選材について発表する等， 倒加作

業について数多くの研究発表がみられ，これらは導入される磯城の積類や， 作業方法が改め

られるごとに新しいものがあらわれている。辻ら 26）！ま苦期作業の機械化について， 藤林27)fま

羽：び 1人用チ ;i: ／＇ソ一作業試験を行ない， 昭和26年ころから新しく導入されはじめた外国

製 1人舟チェ γソ…の比：段試験を行なっている。これらの試験は大体において， ｛日i別の機械

について実用性を検討するものであった。

しかし，機誠拾が進むにしたがって俗別の作業だけでなく， 総合的な作業工程としての機

械作業の研究や，基礎となる理論の研究の必要が生じ，昭和27年ころから機械作業の経費

分析や工程管理等の研究がはじめられている。加藤川は段木運材作業コストの分析方法につ

いて，米田川はトラック：器材と軌道連材との損益比較を行ない大体5万石程度以上の運材まま

が確保されなければ軌道連林は有利でないとしている。また，秋保ら 30）はチェンソ一作業員

の組編成について， 1人作業が有利なことを立証し， 米間的らは昭和 34年ころようやく

用化されはじめた刈払擦の地ごしらえ作業について作業方法や様、減殺玉虫の研究を行ない，そ

の後引きつづき各機種について，下刈作業も含めた調査を行なっている。

昭和32年度以降林野庁は， 作業の龍率化と安全維持のための作業捺添化の第1歩として

各題作業の最低誤度守らなければならない基準として作業基準を制定することとなり， その

ための調査研究が行なわれ，現在までに装材接， 伐木造材， トラクタ集運材，貯木場，

等の一連の作業基準が鵠定せられている。

最近では会幹装材のように伐採から築；貯までの一貫した作業工程の斑列を合理化し，

作業に適するように作業工程を改手きする研究が盛んであって， さらに造林作業までを一連の
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工程系列と考え，木材生産の金工程を合理化し省力化するのでなければ， 個別作業の合理化

のみでは其の機械化の効果を収めることができないとして， 米国は機械作業の考え方につい

て，辻らm は造林作業に科学的管理法を導入する考え方とその実際の技術についての方向に

ついて発表を行なっている。
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6. 訪災部門

。第 lJ弱治水卒業時代

明治 40年から 43年にわたって毎年フピきな洪水があり，ことに43年 8月には大雨に

れ，広い地j淡にJ希有の惨容をと発生し，同年10月の臨時治水調査会設詮により，

の治水事業の方策として 8項目が決定され， その第7項に「森林の経営および河川治水の基

，かっ洪水および；設窪物傷害の務殺を発するため， 適当の地域；こ森林気象観測F:Ji"さと

とすJとあっ

明治 43年 12月 1期治水事業計画ならびに予算が成立し，明治44年から昭

和 10王手iこいたる開，荒廃林地復旧， ならびに造林などの卒業が行なわれ，森林

測候所は第 0明治水卒業の調査機関として設置された。森林測候所はfJf:l治44年4月1ほから

ill林関林業試験場所管として発足し，明治 44年度から 61年度にいたる関に全閣20霊安河川

のと流地誌：に， 1流域平均3か所青i・60か月Jrを設鐙する計調であった。

森林測候所関係の組識としては，本場に森林気象係（大正11年4月1Elから気象音！のがあ

り，守地；こ森林：測候所（職員3名） a::置いた。森林測候所は111貯水源地滑の気伎の調査が第

1の沼的であり， filJ}I［上流の奥地に設置され，気象観測設樹のほかに， 必要か所には林内気

象観測所（23森林測候所に設置〕，部長：観illtl丹JrC最多時46か所〉，水位観測所（最多I!会19か

月Jr), r~i山気象観測のための特設気象観測所（ 2 か所）があった。

森林測候所開設当初の主業務は， C1 ）河川と流111岳地帯の気候の鵠査， (2）森林によっ

された気候状態を朗らかにするための森林気象の観測，（ 3）水害の防止経i淡のため上

流地方の雨亙：および1iiJJI ［の水位a::下流の地方il!JJ候所その他の機関に迅！被する， の3つで基礎

的なものであった。その後新しく取り入れられた試験事項は， C1）森林の治水ならびに水源

かん議機能，（ 2）純物および動物の季節観察， C 3) if,J,,7ドの雪容・ 111地の崩擦など各

種災害， C4)徴気象で，森林治水事業および林業経営の実際の仕事に役立つものを民擦とし

た。

森林測候所は 60か月！？を設寵する計間であったが，途中行政整理があり，森林illll候所の廃止

・移粧が行なわれ，実施は第 1茨のようにぬか所（のベ 41か月号）となった。

森林測候所中期以降の業務は，各所共追の C1 ）気象観測，（ 2）様物動物季節観察調資，

C 3）関係流域の雨量ならびに水位謂資の一般業務と， 特定か月号だけで行なう出水警戒報，

などの持定業務とに分けられた。
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第1表森林測候所関係組織（昭和 11年〉

PfT 所名 在 地

名

可

係
関

口H

円凡

年
止ず伶M

JW汐

口H

月
年

ムロ
，引“f

口口
nH 

Tリ
4トい－、ノ

抜山
海（

草高矢原岳苦諸富グ告書曹
東鹿宮崎京児市島目黒区良下目黒四丁目

県姶郡牧高園村 652 大ng 4. 1. 1 大淀川
県西諸県郡原村 200 6. 4. 1 大13.10.30 I/ 

熊本県球磨郡藍田村 573 9. 9. l （球川磨内川川
白糸 I/ *' 熊本県上益城郡白糸村 4CO 9. 1. 1 ag 3.11.30 縁 JI J 

小石原 I/ 

官高高盟知知、高長諸附岡同部F総本は山京割お町

497 2. 6.15 大12.6.30 筑後川
小国 I/ 433 2. 7. 1 I/ 

森梼本町原山
I/ 410 2.12. 1 大昭13. 11. 30 I/ 

I/ 467 9.11.15 7. 1.31 四万十川
I/ 372 4. 5. 1 吉野 IJ

十日市 I/ 広根島県双三郡十日市本す町 219 8. 5. 1 江 JI J 

事事監官
I/ 

兵島岡鳥 県仁多管頭紀郡横新町
380 5. 2. 1 大13.11.30

窒両宵芸能 川
I/ 山県｜可郡見町 232 4. 7. 1 13.11.30 Jll 
I/ 庫取県八 郡智味頭町 227 8. 4. 1 千代川
I/ 県多郡問村 220 6. 5.15 12. 5.30 加古川

周松大大主交l山尾台箕11が山森原観神Fググ間視割問侠d制荷 京書滋岐者阜E賀E県県府北Z伊本桑E香巣F郡霊郡田堂郡余根宮呉周尾古村村J]j村村神戸村

360 2. 6.10 12. 6.30 淀 JI J 
442 2.12. 1 13.11.30 // 

1,566 9. 1. 1 13.11.30 // 

462 2. 6. l 12. 5.31 グ
191 7. 7. l 木曽川

木主井内主烏組川見

I/ 

警z阜z軍t駐！I車i事，~ま村i村村
373 6. 7 .15 13.11.30 I/ 

I/ 1,190 7. 7. 5 I/ 

I/ 775 7. 6.20 大IIB?. 1.31 大井川
I/ 982 5. 3.10 12. 3.31 富士川
I/ 1,116 1. 1.25 13.11.30 荒 JI J 

伊妙香光義体山保森山 ググ

野福井県静大野郡勝観山町

427 大IYH5. 5. l 13. 11.30 利根 JIJ
691 2. l. l I/ 

！男l日券 観林グ測測候所所制

1,270 大ゆ0]45. 7. 5 13. 11.30 I/ 

2,480 3. 6. l 7.10.30 I/ 

169 3. 7 .10 九頭竜川

船十日昨田日町
I/ 

長i高il県県上南時南西新佐会白久）師河津l同郡郡郡船臼隣国村町

180 5. 1.22 13.11.30 神信通濃 川
// 731 5. 6. 1 13.11.30 JIJ 
// 潟聖島島子県県 十日町 220 6. 3.11 // 

白田河島
// 白河町 390 8. 8. l 阿武隈川
// 県 田島町 560 5. 3.30 13.11.30 阿賀野川

沼野沢尻
I/ *' 福形島島県河尻郡野沢町 221 ?. 8.2J 昭 2. 8.31 I/ 

I/ 持6 福唱器材 8C6 大昭 2. 9. 1 // 

豊新鳴子町田
// 223 5. 1. 1 大12.3.31 最北 上川
I/ 宮岩Jlr城手県県 205 6. 2. 1 13.11.30 上川
I/ 274 7. 8. l 13.11.30 // 

沼院宮館内カミ内

I/ 
秋岩手田県県岩雄手郡郡御院堂内村町 334 3. 4. 1 13.11.30 グ

I/ 215 5. 1. 1 13.12.31 羽i；物川

碇角 関
I/ 

秋青森田県県仙南勝北津郡軽郡角館碇町が関村 84 7. 4. 1 I/ 。 221 6. 2. l 13.11.30 岩木川

備考発1 白糸から移転
持2 霧島へ移転

発3 特設気象観測l所
者4 特設気象観測所

デ沼尻へ移転

伊野沢から移転



-177-

2) 第2j弱森林、冶水卒業時代

第ir明治水事業の終了j'Jfjから第2期森林治水事業が計磁され， これとともに森林誕候所も

実際の卒業に連繋した調査研究機関に拡充転換することが考えられた。

昭和 11年度から第 2期森林治水事業に入り（昭和 11年度は哲定で新規卒業は昭和12年度

から〉，荒廃林地復！日・公有林野造林・災担子防止林業施設などの事業が行なわれ， 昭和 11年

6月1日に現存した森林測候所14か所は森林治水試験地となり，第2期森林治水事業の一部

として森林治水試験を行なうこととなった。

森林治水試験の業務は昭和 12年5月につぎのように定められた。

(1) llJ地の崩壊および土砂かんjと保安林の取扱いに関する

( i ）崩壊防止保安林の夜扱い試験，（ii）土砂かん止林の取扱い試験

(2) 水源かん設保安林の機能増進に関する

( i ）水源かん誌の基礎的研究，（ii）水源かん益保安林の取扱い試験

(3) 荒廃林地復旧工事改善；こ関する試験

( i ）砂訪工作物に，~する試験，（ ii ）砂防i農林に関する試験

(4) 遊水林および水害防備林に関する試験

(5) なだれ防止に関する調査

(6) 河川iに関する調査

( i ）河川水位・流量ならびに水害と流域気象との関係調査，（ii）出水通報， (iii）河川i

水f衰の長期予報の調査

(7) 気象観測ならびに調査

その後森林治水試験地の廃止・新設および試験地（森林治水試験以外の業務も行なう〉の

新設もあり，昭和四年には 5試験地， 7森林治水試験地と付属の 28水故観測所， 29雨量：観

測所となっている。 また， 北海道庁では昭和 14年にとJlli合水試験地が設けられている。昭

和 20年の終戦時の森林治水試験関係の組織やは第2表のようである。

林政経…時までの森林治水試験としては，試験地・森林治水試験地での気象観部， 水源か

ん養林試験（竜のロ111・奈川のように林業試験場・営林局の共同試験として発足したものが

大部分〉，土砂かん！と林取扱い試験，なだれ防止の基礎試験，出水通報が主体であった。

く林政統一後＞

1）昭和 20年代

戦争による設掃の焼失，研究者の激減に対し，それぞれ援輿， 充実に専急せざるを得なか

ったときに，昭和22年4月林政統一が行なわれ，林業試験場も！日御料林・北海道庁の試験場

と合併して本支場1r,IJとなるとともに，本場気象部は防災部に改変され， 試験地・森林治水試
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第2表森林治水試験関係組織（昭和20年）

名 1か 所 :(:E 封出 考

林業試験場気象部 東京都目黒区下目黒 4丁目 林業試験場所属

鷹巣森林治水試験地 秋田県北秋田郡鷹巣町 // 

白河 // 福島県西白河郡白河町 // 

十日町 // 新潟県中魚沼1t11－卜｜ヨIIIT ,7 

ti,' E頁 // 鳥取県八頭君ii:;i!;＇頭l町 // 

小国 ,7 熊本県阿蘇郡小国inr ,7 

矢岳 // 熊本県人吉市矢岳町ー // 

境ー /ft 試 験 2出 岩手県岩手郡巻堀付 // 

釜 淵 // 山形県最上郡及位村 // 

箱根 // 神奈川県足柄下郡温泉村 // 

高島 // 岡山県上道~Mli・ /j ）~ij村 ,7 

大正 ,7 高知県幡多郡大正村 // 

北海道林業試験場気象部 北海道札幌郡江別IIIT 北海道林業試験場所属

上 JII 、1ムロ 水 試 験 地 北海道上川郡上川村 // 

帝室林野局東京林業試験場気象室 東京都南多摩郡横山中i 帝室林野局所属

験地はそれぞれ所轄の本支場の分場 ・試験地となっ た。

従来主力が注がれていた森林の立地気象の研究は防災部から造林部に移管し， 防災部は国

土保全の研究を主体とし，あわせて森林災害の防止の研究を行なう体制に変換し， 砂防 ・理

7}(・風害 ・雪害の 4研究室が設置されて，森林防災全般の研究が紡についた。 これは第2期

森林治7j(事業時代の事業拡充のほかに，保安林の整備 ・改良， 荒廃防止などの新規事業を加

え， 一環として再発足を予定された治山事業の主目的である国土保全に対応する調査研究機

関とするためでもあった。

防災関係の研究業務は，防災部に 4研究室が設置されてからは， 土砂かん止関係を砂防，

理水関係を理水，防風林および森林の風害関係を風害， なだれ防止林および森林の雪害関係

を雪害の各研究室で行ない， 支分場の防災関係は所管区域内の森林防災全般の研究を行なう

こととなった。しかし，研究陣営の変化がほとんどなかったため， 研究内容としては従来の

森林治水試験の研究が継続されたものが多く， とくに支分場・試験地の研究は従来の気象観

測，量水試験， 雪害防止の研究が続けられたものが大部分である。

昭和24年には箱根・智頭両試験地の廃止，鷹巣試験地の秋田営林局移管，大正試験地の防

災関係業務廃止，支分場の防災研究室設置が行なわれ，I附和25年には浅川支場の木場i浅川分

室移行にともなう浅川支場気象研究室の防災古15への統合があった。 昭和 26年には本場の科

制，一部支場の部制実施と， 気象研究室を造林郁から移管して風害関係業務とあわせた気象

および風害研究室の設置ならびに砂防研究室から荒廃地緑化を研究する砂防第二研究室の分

離とが行なわれ， 防災研究室を有しない支場では必要に応じて経営研究室が防災業務を兼ね



うこととなった。昭和26

その後六段・札幌詩文場の移転・

われた。
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3淡のとおりであるつ

それにともなう ，悶

(llfJ和26ff'.) 

:f:, 1司： 作｝i
 

所 ヂ正 長；i ？誇

；会｛秒、 1£方第一研究室

1J1 ＼砂防第二グ
手、I・ I 

l Jl!！水

｛気象および風等研究宣言

i雪害 グ

林業試絞~十 1=1 町試験地

グ :i'i'. }II グ

グ l~l lllf グ

キu足支均経常昔日防災研究室

グ J二 JII 試験地

青森支場好滋分場防災研究窓

秋間支均釜出i分場 グ

大奴支場前お分場 グ

熊本文；場ノト悶試験地

グ 矢 岳グ

東京＇／ ff;l'l黒区ド自主ミ4了跨

新潟県＂l1i;-(1ii'Ill1H・日！日I

若干潟県利絞郡水上町終≫；〔

福お県西白河郡白河閉T HP, 28年 廃 止

自

グ 上川郡上川村

山形県最上郡及位村議泌i

熊本県阿蘇m；ノj、母lllT'§＇原

グ 人王宮市矢岳町 実質的；こ郊銭

2）昭和 30年 代

昭和初年4月には訪災市iはltfj災第一科， ltfj災第二科および気象研究室，／:lil宮研究室と科，

と治ILj第一研究室，治JJj第二研究室の研究室名称変更が行なわれた。昭和32

：ニ：立去JI

われ， 昭和設， lf/3'.f!l 3,1年 6月には支分場の移転・名称変更および

34年の防災関係、組識およびその主張研究業務は第4'ilEそのとおりである。

三芝公；場の訪災研究室は所管区域内の森林防災会殺の研究が業務となっているが， それらの

所在地や研究陣営の関係もあって， 交分場ごとにそれぞれ訪災業務の一部が重点的に行なわ

れ，なお，四国交場と木曽分場lこは防災関係の組織がない。

その後，昭和35年 12月：こは東北支携の移転， 昭和36年 11月には上｝！！試験地の箆.ll::，昭

和 371手4月；こは小包試敷地の廃止，昭和39年 4月には玉野試験i践の廃止， 十日町試験地の

研究室の木場訪災部への移し替え，防災部内の治山科，訪災科および防災第一統白究室， 防災

の｛患の編成替， ll｛－！添140年 1月には宮崎分場訪災研究室の九州支場への移転がf子

なわれ，現在の防災関係の組織および主妥研究業務は第5茨のようになっている。
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i山災関係総織および｛リf究業務（昭和例年）ヨ；4公

11!地荒廃防止および土砂崩壊防備
林ならびにこと砂流出防備林の機能

荒廃地の緑化

森林気象および森林の寒害ならび
に火災防止
水害防止および水源かん養林なら
びに水害防鉛！；休の機能
森林の風雪苦手防止および紡風林な
らびになだれ防止林の機能

主として雪害防止

グ J:f樹立

所管区域内の森林防災

主として理水

所管区域内の森林防災

多雪地帯の森林i坊災

所tf区域内の森村、防災

主としてはIfillの治ill

所管；区域内の森林紡災

森林の立地気象

7'r 

13守業’e プしf
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東京都日黒B:下目黒4了図
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九州支場小国試験地立地研究室

安先

象
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CllB手1140 年〉i防災関係f以後およ立'i5 .l乙
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j万

lね地荒廃の予防

山地荒廃の復！日

水源の玉虫7]<.

防災林

森林災害の防止

森林の立地気象

森林雪答防止

水源地帯の喫水

所管区j或内の森林防災
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験 ；妨 f1坊災第一研究室主

場部；災〈防災第二 グ

科（気象

;f:/F 名

多雪地1Wの森林防災

所管区域内の森林防災

// 

新潟県十日間l市城之平

群馬県利根郡水上町篠原

北海道札幌市愛平五条13丁目

岩手県議l潟市厨川

山形県最上郡真家川If汀釜yJllj

岡山路岡山市祇悶

熊本県熊本市黒諮問・

// 

;tq;業試験場十日町試験地

I,' // 

北海道支場経営者~防災研究家

東北支場経営苦JI経営第四研究室

東北支場111形分場多雪地帯林業
第二研究室

関西支場開 111分場防災研究室

JI! §I 

// 

ある。

成果はつぎのようで

窓

以上の防災部門の研究の背景，経過にもとづく各事項別研究の動向，

究九州、i支場 i訪災 1Uf
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6. 1. 山地荒廃の予防に関する研究

く林政読…諒〉

1) 第l期治水事業時代

森林測候所設立初期の明治末期から大正の初めにかけては， 水源i11岳地帯の気候を朗らか

にすることが主図的であったため， fll地荒廃については，その予訪はもちろん，荒廃現金自

体を念頭においた調査・研究もまったく行なわれなかった。

大正9年主F閏i零士の走奇怪後， それまでのあまりにも基礎的であった研究内筏が改められ，

初めてfll地の崩壊・地すべりにも悶がむけられ， ながら ついて

の調査が開始されることとなった。大正 12年に， 111；／永・国対Hにおける地すべりについての

調査報告が初めて森林治水気象三記載に発表され， その後， i涜i今mr・li/0.KJJI＇）・岐阜県その他

会問各地の著名な水害地の崩壊や地すべりの調査が行なわれ， 20編近いう；：＇，！liftがある。

しかし，当時は治山関係のivf究担当者・がなく， 支た， の治1J~事業においても ILi地荒廃

が漠然と理j容されていたため， fl!に木が しないという もと

づいて，荒廃地を復！日して森林被覆を行なえばよいというものであったっ したがって，この

持代の調査は， 治山施設や森林によってlllifuの荒廃発生を事前に予訪するという思想、；こもと

づくものはなく，山地荒療を気象災害のーっとしての認識のもとに， 崩壊・地すべりが発生

した際の気象環境の把握がおもな内容であったといいうる。

2) 第 2mi森林治水卒業時代

治水卒業から森林治水事業への名称変更でもわかるように， この！時代から，森林治水事業

の実際に必要な研究課題が選ばれ， 第1Jillの時代に特殊業務として取り扱われていた1-11地荒

廃関係の研究は，森林治水試験の経常業務のなかにくり入れられた。荒克子訪の基礎として

は， C1）崩壊訪止保安林の取扱い試験， (2）土砂かん止林の取扱い試験が開始されること

となった。

気象環境の把J患を主体とした詫来の調査は， しだいに山地荒箆現象の類別や森林と山地荒

蕗の関係を朗らかにする跨的に進んでいき，昭和 13年の六甲地誌の大災害の諒査を契機に，

Ill!也荒廃に対する認識は，質的であったにせよ，かなり実擦的のものとなってきた九

開じく山地の荒魔といっても， E三下廷によって浮いごと倍が一瞬にして崩れ落ちる崩壊， その

うち特異なものとして厚い土層が絵々に下方に移動する地すべり， 平常の雨で地表罰のこと壌

がわずかずつではあるが継続的に流下する（表面D侵食の 3つに分けて考えられるようになり，

それによ怠じて，森林の荒廃防止機能にもかなりの差があることが指摘されるようになった。

Ill地荒廃が質的に認識されるようになると，一方ではそれら荒廃現象の長的把撞， 地方で

は各荒捺現象の機構解析に向かつて研究は徐々に進んだ。 ただ，この時代め基本的な研究方
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引が，まず森林と｜｜｜地荒廃との関.iiliの究明であったため， これら各種の調査研究は， 地形・

地質 ・じ燥などを含めた総合的な検討よりも，林相とか樹齢，あるいは， 伐採の方式などで

示される作極の森林が， iJ]t褒・｛必食などにどのように関係しているかを明らかにする ことが

当f(ijの訓J剖となっていたといいうる。

i≫JJ災地の調査が進むと，林地はiJJJ抜が発生しないというのは誤りであり， 降雨 ・地況のい

かんによっては崩れることもあ り， また，樹種 ・樹齢によって森林の崩壊防止機能に差があ

ることが示されるようになった。一方，侵食については，森林地被の侵食防止効果は大きく，

はげ山における土砂流出3）や，渓谷における流出土砂量の現地測定4)が開始されて，その効果

の淡現も逐次定id・的なものとなってきた。

これらの研究成果は，治山事業担当者の現地での観察結果と相まって， これまで荒廃地の

復旧のみを内容としていた治山事業では不 ト分であるという気運を高め，昭和17年から新た

に林野崩壊予防事業が治山事業のなかで開始された。 1.11地荒廃の予防が事業化され，荒廃地

周辺部の危険なところを単に保安林にしておくだけでなく， 地形・地質・林相などの面から

荒廃のおそれの大きいところには治山施設を入れたり ， はげ山に移行する危険性の大きいと

ころは施肥 ・植栽によって事前に予防するという思想が研究面にも強く取り入れられた。

荒廃i也の発生は，単に森林との関係ばかりでなく ， 降雨 ・地形 ・地質・土壌などの諸国子

とtlJ1t，こ関係している。したがって， 森林だけでは山地荒廃に対して万全ではないことが明

らかになったが，個々の荒廃地の発生被榊はもちろん， 森林の機能の限度などについても幾

多のぷ解決点は残っていた。 これら未解決の問題に対し，多方聞からの検討が活発化しよう

とした際，不幸，戦乱が拡大して，このH与代の末期は， 研究の新たな進展は不可能となり，

わずかに土砂かん止林の伐採と流出土砂金， はげ山の崩落土砂量について設定されていた試

験地での測定がかろうじてつづけられたにすぎない。

＜林政統一後＞

1） 昭和 20年代

戦時中から戦後にかけての増伐と，たまたま襲来したカスリン， アイオソなどの大型台風

によって，林政統一直後の森林は極度に荒廃した。 当時の治山事業は，荒廃した林地をまず

復旧することが最大の目標になり，せっかく数年前から叫ばれ始めた荒廃予防事業は， 具体

的な方法論に不明な点もあってほとんど考慮されなくなった。

しかし，当場は林政統ーを機に， 研究機構が整備されはじめ，事業面からの要請をうけた

荒廃地復旧はもちろん， 荒廃の予防についてもようやく多角的に研究が実施されるようにな

った。 このころ， 「1.11地の相つぐ荒廃は，森林の濫伐によるものか否か」がとく に究明をせ

まられた課題となった。 当時の研究も，従来の質的な森林の荒廃防止機能の知識を深めるべ
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荒廃しやすい箇所のこと壌について

われ出した。

は，昭和 22ギの米ftJI 
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それ

っし、

はじまり， した

山崩の調査が， とも共同してかなジ

の について もしだいに可能となった。 これら その

後の荒i充予防技術に示唆を与える く， とL、う見±1告からも， いかに

して荒廃の怠；設が大きいところを守るべきかという， 現在の予訪治111

び強く認殺されるようになってきた。

一万， それまで されたIi内・ て

の され， ’C 

今後解脱 などがrmらか；こされfこのの

る点も多かったが， についても，そ となるべ

たので，その研究成果を受けた現地 すなわち，

7長物の｛是食坊Jt:機能などについての的別的 ついての研究がしだいに

され

i也

ること

となった。

らみて当然で、あるが， による

とならざるをえず， また，降雨.J也形・ iih買などについてもそ

なものがないため， この関係の研究成染にはまだ禁［lヲな留を多く践していたとはいえ，

；こ対もする翌日終はしだいに深まった。

ついては， もかなり進んで，

による浸食の予；訪に

の弓手wJあるいは｛Q食作用に

よる111地二i二壊のすご流への流出fV5'lt:の具体的処［設が示しうるようになったのが出和初年代とい

いうる3

2）昭和 30年代

昭和 29

れ，

・凶；Iii.九州・ 1111＇／！予地ほ

とくに森，討：状況と

きつづいて行なわれた。 昭和 20

の発生：土地区地区によってはなはだしくその設相を

いて検討することが必要となっ

をおもな対象と

地形・地質・か；：相などの主姿因子との関係について，

した 々と発濃さ

などについての

も10開近くに迭したが，；封：引退

くのJJ主的につ

30 7J ha の林地における

と る

な傾向がはあくりされ，

のうちもっとも関難性がr0:i＼、崩壊予防に対しでも， ょうやく をふ h 可タ 守

ζ Jぶ分へ
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崩壊試験装援による1111也市議機械の災験

が得られた。

地震の種類によって崩

壊の発生様式がかなり異

なり，また，地形につい

ては，傾斜のほかに斜酪

形が大きく崩壊に関係す

ることなどが明らかにな

るなど，単に森林とj損壊

の関係だけでは説明しに

くい面の解明も進んで，

i昭和 32年からは，戦時

中立ちがjえ状態になって

いた崩壊予防事業が事業

的にも復活し，ここに，現在の予防治111事業が強力に開始されることとなった。 この際，研

究部においても， i昭和33年には， これまでの資料を集めて全国的平均的な崩壊発生状況と

森林との関係が強恐ぬされ， さきのこと撰侵食についての統計的な報告とあわせると， 第2期

森林治水事業時代以来，鋭芯森林の荒涜li;IJlt:f芸能にー誌の結論を1±1そうとしてから約 20

ょうやく所j自の目的ti:.illしたこととなるc

を安約してみると，~，~mその｛むによる？去し

あるが， 地形・地質などの条件立nf•可によって

しては，

の発生に無関係の

場合もあり， l也すべりなどの深いすべりの；場合には， その移動防止にはまったく無関係とい

いうる。しかし，送常の降需による侵食作用に士、jしては， 森林は絶対ともいうべき効果をも

っている。したがって，たとえ限度があるとはいえ， 森林の荒箆防止機能はj上11也の荒廃予防

上十分に活用さるべきであり， その能力をこえて荒廃が発生する危険性の大きいところに，

事前に治111コ二作物を入れて補強するの の原良IJとなってきた。

この原期を受けて， 昭和33年の伊立， 昭和 34年の山梨， 昭和 36年の伊那谷の災害調査

は，降水・地形・地費・林相などを総合的に考慮して出壊危険地域の判定さと行なうことに主

力が注がれるようになった。しかし，荒廃と関連の深い地形・地貿などの表現法， とくに定

量的な表現法において不民な面が多く，この解決には，数多くの事例の収集とともに， 危険

地域判定調査法そのものにも幾多の試行が必安である。

昭和38年からは，数千haの地尽を対象とし， そのなかの崩壊危険地区を判定する謂査が

林野庁と共同で開始され，現在，各地質店Jjに10数か所の地域が調査されており，

利用も随時おりこまれて， 多重問帰式による崩壊危険地の判定が試みられており， 昭和39
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年度においては，科学技術庁の特別研究促進調設費により， 各省の研究機関が共同してJJ_j龍

夫容が調査されることとなった。一方，既設の治111工事の荒廃予防効果の現地調査や，土砂

治1l1H1ダムの准砂勾寵など， 予防手段についての各種の研究もし

だい

1) 

2) 

について

災o.5, (1924) 

No. 47ラ（1939)

3) 森治気設＃.11,No. 20ヲ（1944)

われている。

文 献

4) 勝谷稔：有林地と然林地との渓谷から流出するこ｜二砂fi'dこ就てラ砂i恥（61),(1938) 

5）林試fiJJ：報， No.69, (1954) 

6) 林試終報， No.61, (1951) 

7) 難波賀士：荒廃地基礎調査結条， f台iJ.J,2 (3), (4), (1957) 

8) グ ：森林の治山治水機能，（全国林業改良-'Mi二及協会）， (1958) 

6.2. 山地荒廃の復旧に関する研究

く林政統一前〉

1期治水事業時代には山地荒廃に関する専門の研究者がいなかったので， 6.1でのベた

ごとく， 各森林測候所近くに夏時・地誌などによる山地の崩壊・土石流・地すべりなどの災

したときに， その跡地に対する簡単な窺察・調査が？？なわれた程度であった。その

発表がみられるようになったのも，この時代中期の大正米期ころからで， 1iH；氷JI[.熊本県護

関村・福島県羽太地方・ r~i知県南西部などの山くずれ， 鳥取県fm:c:色村・長野県中こと村のよ告す

ベリ どがある。

2l現森林治水事業の森林治水試験時代になって， 荒廃地復！日工事己主義に関する課題とし

て， C1 ）砂訪工作物：こ関する試験， C 2) r＆訪造；！，,f：に関する試j設が絞りあげられることにな

ったが，山地荒捷復旧技術のうち，砂訪造林方法｛こ関しては， 造材；部関係者によって行ーなわ

れ，植物生態学的な知識を導入した新しし、工法の研究が進展した。 とくに昭和 14年3月か

ら開始された開山県児島半島のはげIl-lの斜面混擦法の試験1）；ま， これまでながL、訳読のもと

に行なわれてきた設苗ヱ・筋工などを主とした点的・線的な施工法から説皮して，

子および肥土を混搭して面的隷イじをはかることをねらいとした間期的なものであった。 これ

はその後，東京営林局では， 昭和 15年度に富士山村昆i;;i吉林で，昭和 16年度には上回・松本

・大町・飯ill.岩村田の 6営林署管内で， 熊本営林昂では，昭和 15年度に議本県弥富村小

代出国有林で実行された。これらの試験によって，斜国混擦における立地条件の改善（地ご

しらえの方法〉， ？見器用樹草の種類，施工時期等の報告別〉がなされ， Im的緑化復i日方法の慕
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礎がきずかれることとなった。

斜fJ'Jii比係法の研究と前後して， /1/1禾1113年の神戸水害の荒廃地調査， 昭和 18年の鳥取県山

郷村および午＼＇ IifllllJの荒廃地調査が行なわれた。またこの間，山腹既施工地の傾斜面変化調査，

粕・us1:.試験地の応接jれ調査，はげ山の崩落土砂の測定， 児島半島のはげ山調査など山地荒廃復

旧工ヰ；：関係の基礎的事項についての解析的な究明も進められた。

＜林政統一後＞

1) 昭和 20年代

戦後は荒涼たるill：相に加えて， 続々と来型した台風や梅雨前線にともなう豪雨によって，

山地荒廃が各地に発生した。 このため， JI日和22i:；：＇・の米代川水害， 九州のシラス地帯災害，

カスリン台風による赤城山災害などが調査され， その荒廃跡地の治山対策が考究された。そ

れ以後はがI次山地荒廃関係の研究も多くなり，荒廃地土嬢の力学的研究， 荒廃i也の侵食の実

験 ・研究や，また林野庁の治山調査に協力して， 荒廃山地からの土砂流出量の定量的把渥，

前橋営林局の委託による赤城山の凍上容刈策の研究なども行なわれた。

しかし，林政統一当時はまだ研究陣営の都合で山地荒廃復旧の事業に直結する研究は少な

く，事業実行面からの裏話が大きい荒廃地の早期緑化のための研究が実質的に再開されたの

は，この年代の後＿，＿，こからである。

すなわち，治山関係でもっとも研究の遅れている荒廃復旧の緑化関係の研究のため， 砂防

第二研究室が11/!i和 26年度に新設され， 平均j全firi緑化を同保にして発足してからは， トゲナ

シニセアカシア ・イタチハギその他のさし木・校まき法をはじめアカシア類 ・エニシダや外

来草などの繁殖方法，施肥方法， 樹草を多く活用する植栽方法などの研究がいちじるしく進

展し， 治山と緑化に望ましい草と木についての研究成果4) の発表や，多数の研究解説などに

より新しい緑化方法の普及に貢献した。

ことに， 日木治山治水協会の委託によって各研究室共同で行なわれた瀬戸内地方はげ山の

成因と早期復旧の研究；）では， 岩石の凍結およびはげ山の気象関係からみたはげ山の成因，

傾斜線地の侵食とその防ぎ方， 呉市 ・兵庫県余昔日村 ・玉野市などにおいての階段工を省略し

た地ごしらえ法，植栽密度，施肥などについての幾多の成果が得られたが，とくに， 初めて

外来草を治山に導入したことは画期的で，以降，治山事業ばかりでなく， その他の緑化施工

にも外来輩の使用が急速に普及されることとなり， 斜面混熔；去によって開発された而的緑化

方法が，さらに推進されることとなった。

このほか，特殊な荒廃地としての小坂鉱山煙当地では， ニセアカシアの施肥試験が行なわ

jもfこ。

緑化復旧方法の研究が進められたこの年代の後半にも， ふたたび各地に水害が発生し，南
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九州シラス地帯およ 28年の九州（阿蘇，門司〉

どについては， 111地荒廃 し された。

2〕昭和 30年代

fjlj 

昭和29年における各地の

麓会地区〉

おける111地損壊の調査も

また，

，ブLV'M, 111梨， 日間，

されたが， さらに昭和33年の伊豆

された。

の授！日治山対策については， mr上容防止をねらいと

してその研究が行なわれたが， これは関東地方局辺のよう

に，少雪でi来上容の起こる地帯の共通の問題として， その後も日本治i出会水協会の委託によ

り，訪災苦rs各研究室の共同によってさらにくわしく研究された。 すなわち，赤波山地区をは

じめ，遺志地区，奥多摩地区にわたり，山地の霜柱・凍結の実態， 既往工事：i也の調査が行な

われ，；m柱・凍と怒の防止をねらいとした賠段を少なくする施工法的が試みられた。 これと

前後して，荒廃池の緑化にB：~する試験が各地で行なわれ， 瀬戸内地方はげ山で行なわれた緑

され，東北地方各地[RS）の荒廃地では，壊

などが試みられた。

これらの試験によって， 被覆効果の大きい1江主主ヱ・埋幹工の活用と施肥方法の改善などに

よる ；施工斜在［jは地なら とし， 階段もできるだけ少なくして，施

ヱ池田が平滑になるようにする然階設式の施工法などが治111工法に急速に浸透されるように

なった。また， 従来のill設工事ではil!/!Ei傾斜を変えるほど強度；こ行なわれていた法切工につ

いては， lむならし程度で十分であるという見解が進められ， その結果111腹工作物など

も減ずることができるようになった。

従来治山工作物の脇工に関する研究は少なかったが，この年代の前半では，

の計爾勾配， i合111〆ム上流の堆砂現象に関する実験などが行なわれるようになった。

結化工の試験とともに， 治111m揖主主の繁磁法その他の研究も引きつづいてすすめられ，赤

誠illにおける低木を主とした治111用木本のさし木試験， 治llln:l主要肥料木と施肥についての

また；'r'ril!J'H肥料水の混鑓に関する基礎的な試験などが行なわれ， 肥培効

来については， 2, 3 ついて摂系部における ついても明らかにされた。 この

ほか，従来の肥料木証言や外来本にとどまらず， 現地誌｛去さからの治111適謝本の選定や既縮工地

る

戸内地方のは

大島

として，

ける治111m掛J~の調査， 十禾fl許iシラ

われ，

よる
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多雪地帯の治山工種試験地 C111 Jf＜三分場〉

道志地方の既往治山施工

地における更改樹種， 富

士山大沢崩れおよび氾濫

源の植生調査などの成果

が発表された。

このように荒廃地復旧

に関する研究は活発にな

ったが，治山事業の躍進

につれて，全国を気象 ・

地質その他の立地条件か

ら類型的な地帯区分を

し，その地帯の特性に適

した工法を見出し，効果的な適地適工を施工すべきであると U、う要請にもとづき，昭和33年

度からは経済的治山工法に関する研究が本支場共同研究として開始された。 これは，はげ山

地帯に発祥した復旧治山工法を，さらに， C1〕多雪地帯 ・寒冷地帯・火山地帯・奥地林地帯

など日本各地帯の特色に応じた適地適工に発展させること，（ 2）施工経費と効果の関係を明

らかにすることを目的としている。 この研究は例々の工作物や緑化方法の研究ではなく ，既

往成果を総合して，単価の向い工法から安い工法までの比絞を行なって， 総合的検討のもと

に，もっとも能率的な適工を見出そうとするものである。 また，事業のめざましい進展とと

もに各地における既施工地の保育 ・更改についての対策が望まれていたが， これについては

従来ほとんど研究が行なわれていないので，既施工地の取扱い方法についても， あわせて研

究することとなった。

まず，昭和33年度よりは瀬戸内地方はげ山地帯の経済的治山工法に関する研究として発

足した。試験地は岡山県玉野市に設定され，はげ山復旧工法をはじめとし， 適樹草試験，混

植形態・施肥位置や追肥等の試験，はげ山防止工法などのほか， 既施工地の取扱い法に関す

る試験区も設けられた。

後半

経済的治山工法の研究は継続され， 多雪地帯に関しては昭和35年度に，復旧工法関係は

山形営林署管内の蔵王地区と山形分場桝内の実験斜面に， 既施工地関係は川尻営林署管内に

試験地を設定して， 積雪の移動がおもな障害となる場合の影響を研究することとなった。寒

冷地帯については昭和 37年度に， 古川営林署ーの鬼首地区の試験l也と東北支場構内に実験斜

面を設定して， 寒冷地帯の特徴である積雪が少なく ， 寒冷な気象環境による凍結 ・融解など

がおもな障害ーとなる場合の山腹工事 ならびに既施工地の取扱いに関する研究が始められた。
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さらに， 昭和 39年定よりは奥地林地獄をとりあげ， 労力節約と掠工期間 をねらいと

し， さltたO すで した地；；；？では，

それぞれ必±%な測定が行なわれている。

このほか，各地で行なわれた穏化試験工のくわしい取りまとめや， そ

するものとして，東北地方の荒廃地器、化試験地ヘホー

る第一次議化地の京退防止，また，模裁密度と

期緑化工法などの報告が行なわれ， 昭和 34年の台風7

とその復旧対策の調査が行なわれた。

はげ1Ji地税におけ

東北治方の荒提i自における平

よる 111主主水容につし、て， 111地荒

治山用樹主主の調査も各地で行なわれ，樺戸山系南部における崩壊地告白金，

地誌の棋会，荒堆JI［流域の第三紀j間也被の先駆憾生の調室まや， 治111:i器材：の立場からみた本州

中部森林における霊i配分布1Wの研究10）などが行なわれ， 治111用樹本は天然分布域の頚型区分

を基礎とした地域区分によって｛実用すべきであるという見解が示された。 このほか，治山沼

木本jffi物のさし木繁殖法，施肥，治山崩詑料木の生育と散度についての試験や， 混探したi岳

山用樹草の種間交互作用についての試験なども行なわれた。

治111工作物についても基礎的研究が続けられ， 111接工作物の安定計算， 被覆工の浸食防止

勢来， i岩山ダムに作用する動7］＜圧1りなどについての成果が得られたほか， ブロック綾堤やコ

γクジート枠ダムの施工を想定した設計方法の理論的検討も さhている。

また，治111事業のいちじるしい進展にともない， 復旧工法についての計開設i計二との規準の

必喪性が妥望され，このため数多くの荒廃i告が存夜する各寵流域を対象とし， 復旧工法の？？？

を関らかにするための試験的な調査が行なわれたO

昭和30年代は緑化工をはじめとして治111技術はめざましい飛躍をみて， 能率的・省力的

な施工法が多く開発された。 このため昭和 39年度には， 最近新たに施工されたか， あるい

は施行が提案されている数誕の隷化工・ PNC j反工・セメントミルク注入工などについて，

• j也況などの環境のきびしい治111施工地で，それらの瀦J;G性を検討するための試験地と，

既抱工地の取扱いに関する試験地を，東京常貯；局釜然治111卒業所管内；こ選定し，！れ添140年度

を施工することとなっている。

文 献

。佐藤敬二ら：砂i涜造林における斜市混添試験，第l！絞，日林諮，（1941)

2) グ ：砂防造林における斜面j射器試験，第2報，第3報， n林泰議，（1943)

3〕 I,' ：砂防法林における斜面混搭試験，第4報， n林誌， 26, 3 , (1944) 

4〕 分間益二郎：；これからの砂防と緑化；こ使いたい殺と木（そのし 2入（臼ヌド治iJI治水協会入（1951,

1953) 
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6) 林業試験場防災lr!I：関東地方荒泌山地のお柱凍結防止工に関する研究，（日本治山治水協会〕， （1957)

7〕 林武lUf報， No.99, (1957) 

8) 林Ji\有森支~7特別報告， No. 5, (1959) 
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10) 林試！Uf判L No. 142, (1962) 

11) ル！日l孝：治山ダムに作用する動水圧，日林誌、， 46, 8 , (1964) 

6. 3. 水源の理水に関する研究

<t7i＇：政統一前＞

1) 第 1期治水事業時代

森林の水源かん設機能については，往古は素朴な信念的考えが支配していた。 わが国にお

ける河川流出におよぼす森林の効果についての実証的研究は， 明治 39年 6月東京大林区署

により，茨城県太田 ・笠間， 栃木県足尾の各小林区署で観測を開始された有林地と無林地の

水源かん養比較試験が最初のものである。林業試験場職員は，この観測結果の解析により，

わが国最初の科学的理水研究に参加I）した。しかし，森林と水に関する組織的な調査研究は，

明治 44年森林測候所が開設されたときに始まる。

この時代の初期の森林理水関係の調査研究は， 諸外国におけると同様，まず森林と気象の

関係を確かめる ことから開始された。すなわち，23か所の森林測候所で林内外気象の比較観

測が行なわれたが，森林理7｝（に関係の深い材、／1:J雨且・fこもっとも宜点がおかれ， 林内雨量 ・樹

l砕流下雨量の測定によって， 樹冠遮断雨丑も調査されたC）。 この時代は林内雨1u：観測が主体

で，ほかには，落葉の保水試験が行なわれた程度である。

雨量および河川水位の通報については， 大河川上流山岳地方の気候が部分的ながらも朗ら

かにされ， とくに，重要河川流域に設置された雨量観測所の資料によって， 流域雨量の分布

を調査して， 出水予報の資料を提供したことは，森林測候所初期の大きな業績であった。さ

らに，流域雨量あるいは上流水位から下流水位を予測し洪水予防にまで発展するには， 各河

川により異なる上流と下流の水位の関係を調査する必要が認められ，最初に荒川で着手され，

大正6年に荒川！の出水予報方式が完成され3), ついで、，重要河川について出水警報業務が行

なわれた。

森林測候所中期にいたり，新項目のーっとして， 森林の治水ならびに水源かん設機能の研

究が大きくとりあげられた。すなわち，中間以降は林内気象観測は廃止され， かわって，土

壌面からの蒸発量，雨水浸透量，地表流下丑，林木の蒸散量などの測定が行なわれ， この方

面の調査研究が活発になった。また， 森林測候所の近くの渓水の流水品‘の測定が始められ，

造林木の成長ど流出企の関係（角館〉，融雪時の渓水量（勝山〉， 森林面積の異なる渓谷の流

量比較（智頭〉などの調査研究が行なわれた。 また，水源地帯の流出機構を明らかにするた
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めに，旭川（仁別， 氷 JII •摂尾JI［などで， 河JI［の水位と

iでは， 水源地の流出議搭を出らかにする託宣な成果が得られた。こ

ぎなかったが， 第2 とし

るところが大きかっ

中期以誌の出水予報は，筑後JIi・千代川・ JIi内JI!• iIのJIIなどで行なわれたが，

した下流水泣の段定に成功し，第2期の出水道報業務の基礎となった。

このほか，各森林lllil候所ではその地方に発生した水容につい

された。

なお，このi時代の末期には， ずで
、ア

0 

とが注討される。しかし， るに至ってこれら

2）第2

されたこ

仁ド断さ

昭和 11年度から姑まった森林治水試験の森林理水関係では， ( 1）水源かん議保安林の機

能増進一一7.Ki怒かん誌の基礎的研究，水源かん装保安林の取扱い試験，（ 2）遊水ttおよび71(

f喜子訪vlUネ，（ 3）河｝I ［に関する諜査一一河JI［水位・流設ならびに水容と

河川水:ill：の長期予報に関する読まぎ研究を行なうこととなった。第21羽前半のおもな業務は，

を儲えた理水試験地の設定と出水道殺といえよう。

初期における水源かん装関係の成果は，角館における浜水:ID:' trミ尾JIrにおける河川流

された程疫にすぎなかった。 しかしこのころ，水源林の伐探禁止や水源か

ん義保安林の解除などの係争問題が各所におこり， il~林局でも森林の水源かん養援能の究明

を必要とした。ブミi設営林局により， 岡山県地方の出用水認池とアカマツ林の関係を解明する

ための竜の口I上！水源かん設試験地 (I！出和 121手鏡測路始， 現関山分場内恕水試験地〕，

林局：こより，呉利根天然

林の伐採が流出企；こ及ぼ

をfiWIJJ:!するための

虫JII水源かん設試験地

（昭和 12年関i!YJ開始，現

主義川試験地）が設置さ

れ，これら

・営林昂の共同試

とされ， J休業試験場は

観測方法，

来の解析取りまとめの関

を担当した。当携も釜出i 安打i流域の；泣水路（宝JI!試験地）
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試験地で，東北地方のスギ林と流出品：の関係の解析を目的として， 昭和 14生7・から量水観測

が行なわれ，また，北海道庁でも，第2J切拓殖計闘のための水資源問題の解明を目的として，

上川村に上川治水試験地を設けて，昭和114年から韮：水観測を開始した。

これらの試験は，試験流j戒を設定して全流j戒の降水量 ・流出量を測定し， その聞に森林の

経年変化をあわせ考えて，直接的に森林の効果を確かめる， いわゆる流域試験法による試験

であって，品；水堰堤あるいは宣：水路によって，精密な流量測定が行なわれた。試験の方法は，

2つ以上の試験流域を設定し，ある前期間の観測後， 1標準流域を残し， 他の流域の森林を

処理して，流域間および処理前後の比較を行なう平行流域法である。従来の渓JIlで行なわれ

た流出量の測定が，主として単独流域法であったのに対し，画期的な試験方法といえる。

河川に関する調査では， 出水通報に相当の重点が向けられ，森林測候所持代からの筑後川

・川内JIl・千代川・阿武隈川などで継続され，また， 新設の鷹巣森林治水試験地で米代川の

出水通報が行なわれた。

この時代の後半では， さきに設定された各理水試験地の森林処理前期間の量水観測が継続

された。末期には上川試験地の 1流域では約 50%の択伐が行なわれ，また，竜の口山水源か

ん養試験地では，両流域ともマックイムシの被害がまん延したため， 昭和 19年から皆伐を

はじめ，その後の流量変化をみることとなった。 なお，試験流域の基礎調査や初期の観測成

果が報告されはじめた山〉。

益水観測以外では，地表流 Fiu：の観測l武制 O,';j,i;/i・十日IIIT)が発表され， また，釜世間試験

地では，遊水林植栽樹種試験が開始された。

出水通報は，後半期においても主要業務として行なわれ， ]1ffj記河川の山水通報の継続のほ

か，球磨川・四万十川でも出水通報が行なわれた。 とくに，米代川の出水通報は国有林材の

流出防止に貢献するととろ大であった。

＜林政統一後＞

1）昭和 20年代

前半

林政統一時に，本支場 ・研究室制が確立され， 水源の理水に関する研究も，本場と支分

場，試験地で行なわれることとなった。第 2期の主裏ー業務の一つであった出水通報の業務は

建設省関係や営林局に移管され， もっぱら森林と水の関係の調査研究を行なうこととなった

が， 昭和20年代の前半は， まだ休制も十分でなく，従来の量水観測の継続がおもな業務で

あった。竜の口山 ・宝川・上JI｜の各試験も， すべて林業試験場が統ーして行なうこととなっ

た。

上川・ 釜淵 ・宝川 ・竜の口山の量水観測は，森林処理前の観測期間を終わり， 前期末から

森林処理が始められた上川 ・竜の口山につづいて，釜淵では， 処理流域の皆伐が行なわれ，



193ー

さらに毎年儲主主の会開メJJり払いが行なわれた。宝JI［では，初沢誌の 50忽択｛えが行なわれたっ

それぞれの試験地で、は，伐諜処理後の水文観muが経読され， また， fl＼：水観測の成果も報告さ

れはじめた。流域試験のほかでは，浸透計による

JI ［流設の調査が行なわれた程度にすぎなかった。

（高島分場〉，北海道における と渓

このほか昭和 22年の米代JIIの・利根／［［の水容のi調査が行なわれたが，これらの調査では，

従来の水害調査にくらべ，かなり精密に水容の実態の把握と解析が行なわれた。 なお利根JI[ 

の調査（カスリ γ台風〉では，／J¥71'(の解析にあたって， 京JI［におけるf1；：水観i!I.IJ成殺がな力な

として利用された。

後半

昭和20年代後半期に至って， 研究体制も徐々

なった。理水試験地関係でも， 森林伐採の流出

ろ，さらに森林の翠水機能解析の能率化をはかるために，

され，宝／IIに3区の小試験芭が設霞され，釜昔前にも 2

し， 多数の成果が発表されるように

された巾〉。一方このこ

よる試験方法が提唱

された。 また，全国的

にみて，気候的にいちじるしい特徴のある九州・四民地方に理水試験地がないので， これが

設；誌のための計掴・調査が行なわれた。

試験流域の森林処壊については，さき Jて：
丸暗 の1流域は， その後毎年火入れ・

メ1り払いを行なって，流量変化が観測され， 竜の口［1-1のl流域で、は，皆伐i也に模裁が行なわ

れ，林木の成長と流出の関係が観測された。 また， !:/I Iでは，昭和 29年台風 15号により，

碍流域とも約 8割の立木が風告とをうけたので，残存木も伐採，搬／Uされることとなった。

と平行して，降下認から流出に吏るまでの各71'(丈現象ごとの解析によって， 森林

の機誌を推定する実験的研究が，ふたたび、霊安視され盛んに行なわれるようになった。本場

・高島・好摩では，地表流下1i1：の試験が行なわれた。このころから， 水女学的循環における

浸透の役fliUが大いに霊安摂されるようになり， これに関する海外の文献も多数紹介された。

また，多摩川水系の総合調査にあたっても，浸透の国から流j

このほか，林木の蒸散畳推定のために， 開始された。

このころ，電源開発に関連して雪水資源が重姿な問題となった。 この背長のもとに，林業

関係でも水資源としてのiJI地積雪の研究が践んに行なわれるようになり， 長JI[ .釜ジ；；！では，

[lit也流域のfi:l雪之kiil：，森林による按雪の変化などの調査研究が行なわれ， また，；ff＼：ホ鶴illiJの

成果をもととして雪代水の出方，森林の影響などが解析された。

昭和 28年には九州および近畿地方に，開 29年には問国および九州地方に大水容が頻発し，

防災害rst主体に大規撲な共同調査が行なわれ，治山治水対策の資料が提供された。

なお，出水道！被業務は1没後中1とされたが， 小国試験地で行なわれた気象および出水；こ関す

る研究資料は建設省関係の筑後JIjの洪水予報事業｛こ利用され， その成果は高く評｛怖された。
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2) II付釆130年代

前 ミj'.:

昭和 30年代の前土rでは， 20年代末WJに計f[jjされた九州の去川森林理水試験地（ 3流域〉

が設li'i'.され， 北海道から九州にいたる地j或特性に応じた 5か所の森林理水試験地において，

:11：水観測が1J'なわれることとなった。一方，既往観測成制の解析も進捗し，各試験地ごとの

森林伐採の流／l'r盆に及ぼすj；診響はかなり朗らかにされた。 そこで，これら既往成果を参照・

総括し， 全国的観点のもとに森林伐採が渓川流出に及ぼす影響を木場で取りまとめることと

なり，また，既往のB

各理水試除地においては， 最近設置された試験流域は森林処理前期間の観測をつづけ，す

でに一応処理の終わった流域は，さらにその地方の地域性に応じた処理を行ない， 観測を行

なうこととなった。すなわち，上川では， 風出および残存木の伐採による流出の変化を，釜

淵では，毎年火入れ・刈り払いを続け，植生の完全除去（線地化〉が流出におよぼす影響を，

宝川では， 大面積流域の伐採搬出作業の影響および~次伐採が流出の経年変化に及ぼす影響

を，竜の口山では，造林木の成長が流出におよぼす影轡を検討することとなった。 なお，竜

の口山の南谷は昭和 34年山火事で全焼した。以上の.:lI7.K観測を能率的かつ省力的に行なうた

めに，各試験地に長期自記の観測器械が整備された。

立水観測ljのほかでは，浸透にl}mする研究が盛んに行なわれ， 従来の固定的な実験から，直

J実現地で測定できる可搬式浸透計による方法に発展し，本場・好摩 ・北海道などで， 各種の

林地 ・草地・桝i也の浸透能がむ［lj定され， 森林の疋l7.K効果がこの聞から検討された九一方，

ライシメーターによる蒸発数量（高島〉，蒸散:G:¥:HE定のための林分の葉fil（本場〉， 林木の蒸

散；量 ・樹冠遮断雨量 ・林内外蒸発量（好摩〉など水収支の解析的研究も盛んに行なわれた。

水資源としての積雪・雪代水については， 前期につづいて北海道・釜淵・本場で山地流域

の積雪水量の調査が行なわれ，また， 森林伐採と融雪，雪代水の出方の特性などが研究され

fこ。

水害調査については， 20年代末の水害調査の成果が発表され，また，この時代には，北海

道水害（昭和 29年〉， 伊豆水害（昭和 33年〉および山梨水害（昭和 34年）の調査が行なわ

れ，水容の実態の解析と対策の研究が行なわれた。 また，北海道では， 昭和 29年台風風害

後の石狩川源流の治山治水対策の研究が大きく取りあげられた。

なおこのH与代には，洪水防止だけでなく， :1:1：，：：大する7.K需要に対処するための水資源確保の

問題が重要税されるよ うになり，科学技術庁資源調査会の業務に協力して， 上流地帯の流域

管理や水源地械の流況などの研究資料が報告された。

以上のよ うに，森林の理水機能について， 種々の方向から解析が試みられ成果が報告され

たが，一方，森林の機能にもおのずから限度があることも明らかになった。 したがって， 洪



一－ 195

水防止はもちろん，

が必妥と考えられ，

して， 森林の機能を補完する工法の研究

る基礎的研究が計掘され， また， i潟ill分場ではは

If；ゴ:fl丹30

4かF1!fとなった。各試験i告で

流域では，会長iiに階段工（なだれ防止試験と

ることとなり，竜の口111では， 摘さ長焼失・

fこo さらに，

。， iJ1<7J（ピーク およ

様性，地下水流出などへの影響の解析がつづけられている。

開始された。

ったとJI

されたが，

され， 恋

された 1

を

され

の一一

地表流下，ライシメーターによる蒸発敢などが

行なわれたが，理水工法に関する研究にかなりの重点がおかれた。本場では，ライシメータ

ーを使った模型！実験により， i狩設.f/,'f・穴など111技法水工法の効果を検討し， そのなかから

と忠われる工種について，安川試験地で現地試験を関婚した。 また，岡山分場では，階

段ヱの地表流下廷の測定 し， Ill形分場では， 階段コこの流卦におよ され

た。浜開理水工法については， 本場実験水路を用いて砂磁堆積体が流出におよ

われ，また，その現地流域における適用効果の挽立が行なわれている。理7］（工

法の研究は，まだその絡についたばかりであり，これが事業化のためには， コ：法自体の研究

とともに，ごと！問中における水の移動， 流IHハイドログラフにおよiます影響など基礎的事項の

lm究が必要であり，その方問の解析方法の検討が始められている。 なお，林野庁治111調査で

行なわれている湿っd，ヱ法の一種の拡水升二試験に対する協力も行なわれている。

水省鵠交｛立北海道水害（昭和 36年）， f]r那谷水器（！昭和 36年〉などについて行なわれたが，

とくに伊那谷水害調査は〉では， 予訪治111のための洪水危験地域判定の調査方式が提案された

ことが注目される。その後，この方式により， 笠JII.足尾地註にそデノレ援合流域を設けて調

査を行ない，また1JIJ!多分場でも時様な調支が開始され，これらのそデル調査によって， 洪水

危険地域判定方式を確立しようとしている。

以上のように，森林および工作物の水源かん養機能t解析し， 洪水予訪および水資源被保

のため， 森林と工作物の両者を調和させた水源地帯の流域管理法を滋立することを鼠擦に研：

究がつづけられているが，とくに， 最近研究が鵠始されたばかりの理水工法の機能・

関する研究と，従来の主として小流域を対象とした潔水試験を， 治rt（事業の対象となる程度

の援合大流域を対象とした研究に発展させることに重点がおかれている。
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6.4. 防災林に関する研究
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なだれ試験斜市（十日IIIT試験地）
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始された。当初は， 角館森林測候所で、秋田県下の特殊な地~風の坐保内だしの調査や，青森

営林J局の平錆海岸防風林効果試験の調査指導程度であったが， やがて，好摩試験地で耕地防

風林の機諮調査が始められ，その後，隠；誌で、防鼠堺の効果試験が行なわれた。 さらに，戦時

中の保安林整備委託研究として，福島・栃木染下の耕地防風林， 鳥耳支J]yt下の11ミ砂防止材：につ

いて現地測定が行なわれ，戦後の研究進展への基礎がきずかれた。

；ま，大五年代に北海道林業試験場がj来日？の訪露効果~現地鵠定したが， その後は

中絶した。

なだれ防止林に関連しては， 森林鎚候前fl寺代は降・ など，

礎的研究が主体で，一部でなだれの観察が行なわれた程度であった。 となって

からは，十日町きと中心としてなだれ防止の研究の方向へ一歩前進し， 試験斜寵の沈持カ・知

行力あるいは斜街積雪移動量の誤j定など， なだれ防止の基礎研究が強力に挽迭される

内外のなだれ訪止工法の検討が行なわれ，また，額雪訪j主林造成事業開始に応じて， 北i設・

東北各県への現地調査と指導も活発に行なわれた。その後， 雪の基礎研究は底；誌の防雪柳｝の

も発展した。

終戦から林政統一時までは， 上記の季子試銑研究もなだれ関係の試験以外はほとんど休止状

態となり，南海地震津波にさいして， 防潮林の効果とその造成法の調査が行なわれただけで

ある。

く林政統一後＞

1）昭和 20年代

前期

キド政統一後，本・交場の防災研究体制がしだいに充実されるにつれて， この年代の前期に

は，防災林の研究も対象範囲を広げながら本格的に進められた。

i妨害防備林については，戦後の土地利用合理化の気運に対処するため， 青森営林局が主催

した防潮林経営研究会に参加したが，その後研究はや認された。

海岸砂地造林・飛砂防備林では， 千葉県平砂浦の移動性砂丘閤定法が造事i：音15研究者ーによっ

て指導され，札幌支場経営関係研究者によって砂丘林育成の研究が行なわれた。

防風林についても，戦後の開拓行致の急進践でこれが強く脚光をあびる情勢となり， 持定

地域の林帯きと対象として各地で調査が開始された。 開拓地防風林については，本場で群馬県

下での風食防止機能の調査， 好長室分場で岩手県下での設定基準調査や青森県下の効果調査が

実施された。さらに，札幌支場では耕地紡風林の調査，山形県が実施した h、清JIiだし、調査

では好摩分場が既設防風林の機能測定を行なった。

以上の諸調査と併行し，一貫した系統的な訪風林研究方針が立てられ， 従来の局地的な特

定林帯の測定から脱縛して， 普遍妥当性のある訪風機能の定量的把握に重点が向けられた。
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このため，海山防風林を主刈象とし開放地に一時的に蹴形防風林を設け， 林帯の椴成を変化

させながら｜妨風機能を；JliJil:する新しい試験方法がβ11/J 11され， 風速の高度分布，風の乱れ， 空

中原分などもllliJ定し，同時に各種世!tl需の開発研究も進められた。試験は木場と好摩分場と の

共同で実施され， iJドrJ，ι結県の普遍性検討のための現実科；についての測定および風洞実験も行

なわれた。

特定地域の防師、L林U〕研究は札幌支場iで続行され， 海岸防風林と耕地防風林について防風効

栄がいっそう明確化された。とくに十勝地方の耕地｜功風林については， 集中して研究され，

機能 ・効果のほかに防風林の施業 ・経営面の研究も初めて実施された。

防霧林については，北海道東部地方が戦後の開拓に重要な位置を占めてから強く注目され，

まず，北海道庁の根釧地方防霧林設定計画に協力して， 札幌支場と木場で防霧林の配置 ・造

林および施業方針の報告が提出された。 防霧林の合主：： (I＇~取扱い法を確立するには， 海霧の科

学的基礎研究， 森林の防霧機能の定量的究明から防彩林の適正なあり方をみいだす研究が必

要となった。このため，北海道庁の委託で， 北大低蹴科学研究所 ・札幌管区気象台 ・北大農

学部 ・札幌支場および本場などによる防霧林研究会が結成された。 この研究において，札幌

支場は現実林帯の防霧機能 ・効果の各種試験，測定と海霧地帯の森林の構成 ・成長量測定，

木場は雛形林帯の影響範囲の測定と防霧林適樹の基礎的試験を分担した。

なだれ防止林関係では， 十日IUT試験地の試験斜面で単独杭にかかる積雪移動庄の観測が開

始された。 また，なだれi坊.JIニ林造成のための切取附段工の効果調査が十Fl町試験地によって

q fなわれ，なだれ防止林造成にはこの工法がもっとも適切であることが切jらかになり ， 標準

的施工法が集大成されへなだれ防止林造成事業の基裕技術となった。 しかし， 階段工の機

能など基礎的な面では未解明の点があったので， 十日町試験地の試験斜面で階段上の積雪の

荷重と移動の測定が，また釜淵分場では理論的研・究が行なわれ， この段階での研究の目的は

ほぼ達成された。また当初は多少行なわれたふぶき防止林の研究は， 間もなく中絶された。

後期

JI白和 20年代の後期には，研究結果はしだいに集約され，また新しい方面へも発展した。

潮害防備林については，好摩分場で，国有潮害防備林の農地への解放問題が処理された。

海岸砂地造林 ・飛砂防備林について，慣行工法の基礎づけとして， 本場で飛砂風洞によっ

て飛砂の限界風速の測定や堆砂垣の機能判定実験が行なわれて， 一応の知見が得られた。ま

た，海岸マツ林での試験調査で肥料木の混植効果が明らかにされた。

防風林については，雛形防風林試験で， 常風の場合の林帯による海風中の極分泌過機能が

初めて定量的に解明され，防風林の地表面蒸発量；におよぼす影響がより明確化され， また，

海岸および内陸防風林の基準幅決定の一方法が提案されて一段階を画した3）へそのほか，防

風林の最適l隔想定の結果も得られたが，測定に不備の点があり後の検討にまかされた。また，
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動丘三の畿百三が解明されたので， 立木さと想定した杭詳に対する斜討作JEEの研究が招始された。

また，階段工の樹久性調蕊ゃなだれ発会さの際関となる雪庇の発生防止工の調主主も行なわれた。

水容防衛，；M：についても， 開示l28・29年の九州水容の際の 司
／ 

よって行なわれた。

2) H/1 5塁打 30 ±::,. 代

前 －＇ll.

この年代の前半には，海岸の土ll!l利用

沼地競合問題が続発し，村：；II；：の防災機能判定により，

理方援が脊方言iiの依頼で研究された。

よる海岸防災休地の他j苛途転用など，

の低下を 抑える一具体的処

i~迫害防備；休については，伊勢湾台風災害を契機に研究が再開され， 造林・保護苦rsとの災＇，lf

地共詞調査で；Jii':t誌の高潮防止効果が切らかにされたっ 翌年のチワ地従tit波で

に協力し，木場と東北支；場の協力でi殺害地調査が行なわれ， 防ji;yJや（：の7./ti.皮fi}j

ら，ヱff~i協との組合せによる H:;/Wの法適配置と既成材；有干の言文芸さ法が倹討された。 これらの調

査から，防潮林の立木密震と必要最少誤の林被i阪， 林＋wと工法との組み合わせ法およ

ついての基礎的研究が必婆となり， 実験水路による撲型実験と inH.flポ水•ftl,t新議選定のため

の鉢試験が器始された。また，飛行i；民土？となる訪漏;j:Ji，の上／•｛）木伐採， i'訪i詳［汚指材：の解放i浪度

などの用地競合問題に対処した。

海岸砂地造林・飛砂防備;j:），：では， 室内実験結よ誌の検証も含めた海洋砂地造林地のごと誌調査

われた。国有海洋砂地造林地の農地解放問題に関連して依頼をうけ， 与i：椛に代わるぬ

防による飛砂防止の可能性がf:'uiii司祭損失され，否定的な結論が得られた。 玄た，広子力研究所

ともなう飛砂防OOH永の取扱い，海岸砂地i器材：i車内のTl'.l、鉄探訪！の問題；こんJし，

にもとづく林般の訪災機能の判定により，具体的処理方策が捻ii；された。

防J:Ui林については，その研究は実地応用部出にも広げられた。 好！事分場では，

開発計闘に関連する岩手県下の防冷林設定のための

本場では， 北海道開発庁の森林資話｛開発計jjiij調査に関連して［Vf1¥Jii林・

指導が行なわれた。一方，研究自体としても機能の低下を最少誤に抑える

わ;fl.,,

ど防
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)1il材、取倣いの11'.J，也が本場で取りあげられ， 林野庁によるf/;jJilil林民新試験基礎調査に協力し，

各以の，試験指導段闘による調査結果は， 防風林の造成・成長促進 ・更新法の基礎となった。

また， 九州地方の防風林の研究が新しく宮崎分場で取りあげられ， 海岸林の構成と飛砂移動

:i,l：‘の調査や海岸防風~オ；の改良試験が開始された。

その後木場ーでは海山防風林の取扱い法についての現地調査が行なわれ， また，琉球列島米

/14民政府の要詰で総理府が実施した西表島第二次長業調査に， 土嬢調査部および四国支場研

究者とともに参加し， !J8拓予想地域の防風林造成計画の立案とその具体的な現地設計が行な

われベ つづいで， ちt；火県鹿島南部地区総合開発にともなう防風林設定計画の作成指導が行

なわれた。

なだれ防止林関係では， 十日町で杭群に対する斜面雪圧の研究が続行され， また，その結

果と現実林との対応、を検討するため，壮齢林地についても測定が始められた。本場では，雪

庇防止工風洞実験は十分な成果は得られず，また， 階段工施工法の地域別細分化のための新

潟県南部の施工地現地試験では，一応の見とおしが得られた。 釜淵分場と北海道支場ではな

だれ防止工法の調査が行なわれ， また，釜淵分場構内の階段工で植紋位置と成長盆の関係が

検討された。その後山形分場では， 理水試験地内に階段工の地域適用のための施工法試験が

開始された。

水害防備林についても， 昭和29・30年：｜七海道水害，昭和 34年山梨水害， 昭和 36年伊那

谷水害に際して調査され，その効果の解析と今後の配置への考然が行なわれた。

後半

昭和 30年代の後半には， 防災林の研究内容は再検討され， 防災林の必要限度など定量的

研究や，合理的国置法，成林後の取扱い法， わ（：木の経済的利用法などの研究に重点が向けら

れた。

潮害防備林については，木場の防潮林僕型実験と耐塩水性適樹試験が続行され， その後潮

害防備林の適正構造とその維持法が解析されている。

防風林については， 宮崎分場で海岸防風林改良試験が続行された。 その後，暴風時の機

能，機能の発揮に必要ーな林帯l隔の最適度と最少限度，地域別造成基準， 機能を低下させない

保育 ・更新法などの新研究計画が立てられた。 これにともなう新しい研究としては，暴風時

の機能の現地測定は宮崎分場で， また， 地域別造成法は木 ・支場の調査が実施または計画さ

れている。林郁：1隔については本場が担当し，試験地法は実施困難のため， 既設林の系統的調

査による方法が採用され，更新などの問題とあわせて実態調査が行なわれ， また風洞実験も

計画されている。

なだれ防止中木関係では，十日町試験地の群杭雪庄試験が続行され， 山形分場の階段工法地

域適用試験はなだれ防止林造成試験へ発展した。 その後研究の重点は，地域別の階段工施工
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なだれ防止機能

日町の

よび伐採高と積雪の移動との関係の鵠定が現実林分について

山形舟場で開始された。 さらに，多雪地；IWの経済的治山工法の研究に関連して，東北支場で

はなだれ訪iと林の伐採による残存木君主j度・ f::lミ！玄詑詰：試殺と造成不成績治改良試験が， また，

山J]多分場では雪庇防止工法試験が始められている。ァ；ぇ；場でもIii鴻138年三i雪を際会になだれ

され，科学技術庁の総合研究として， 十日illT試験地と共同で

なだれ治形の調J:3:がffなわれ， 次年度；ま植ささ分担fiとなだれ発生との関係調査に空中写真の利

用が試みられたc つづいて，なだれ防止既縮工地の経年変化の謂査や， 積雪期の空中写真平u

よる林木のなだれ防止援能の解析とその検証のための現地調交が行なわれている3 また

北海道地方のなだれ訪！との研究が北海道交場で計部されている。

以とのように，訪災林の研究は林の種類ごとに段階が果、なり， 研究のi亘i－的な形式的体系

化を箆ざすことなく，各段階に応じた定昆：的解明を行ない， その弘、みあげによって研究結来

を再構成する方向に進められている現状である。
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6.5. 森林災害の訪止に関する研究

く；比政統一部〉

1) 第 l！羽治水事業時代

このi時代には， 森林災害はつぎのように気象災害の一部として気象学的見地で研究された

のみでき森林災害の防止という見地での研究はほとんど行なわれなかった。

森林火災については，明治初期の開発には森林は伐採・焼却され， 一殻にivJ火思想にとぽ

しく，森林火災の研究も行なわれず， 防火対策もわずかに一部に防火線が設けられた程度で

あった。大正年代にはいると森林火災が多くなり，防火の必要性が認識されるようになった。

たまたま大正12年の関東大震災に，東京市内の樹木が訪火にブ口、に関係があったので， 初め
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て樹種別の防火力の調査I）が行なわれ，このころから森林火災の研究が始められた。 つづい

て，愛知県下の森林火災で，林木の耐火性が調査され， 防火用適樹選定の見とおしが得られ

た。大正末から附禾n8, 9年ころにかけて， 森林火災の発生と気象との関係が森林測候所や

北海道林業試験場により調査され，火災と気象， とくに気圧配置 ・湿度 ・風速との関係が深

いことが示され，湿度計を危険予知に利用するよう行政面に勧告された。 さらに，関東地方

の森林火災調査の結果，火災の発生と気象 ・地形との関係が明らかにされた。

凍容については，大正 9台ころのクワの葉の被害調査など， 主としてクワの晩霜害が調査

され，被害数量と 3月の気温との関係が検討された。一方，針葉樹の凍害についても，冬期

の枯j員e）ということで，大正 11年に調査が行なわれ，暴風の頻度，積雪の量，空気の乾燥，

低温が主要因であると考えられた。 昭和 6年ころの針葉樹の調査では，凍害は根の深さとゴ二

壌凍結深とも関係があると考えられるようになった。

風害については，この時代の前半，被害跡地の実態調査により， 被害木の風倒方向から局

所的暴風方向を推定する調査研究が始められ，このころの風寄調査は， 被害木本数調査の域

を出なかった。この時代の後半には，附和 8年の森林風害調査で， 被害と山地の地形との関

係，天然林と人工林，針葉樹と広葉樹などの被害・数量の比較検討が行なわれたが， 調査の多

くは，林木の被害発生本数と気象現象との関連記録程度であった。 昭和 10年には， 風害実

態調査のほか，立木の耐風力についての考察3）が行なわれた。

’1子容については， 森林の需省の研究は山地依宮の請がl：質を解明することから始まってい

る。雪害の調査では，晩雪容を調査し， 樹極 ・樹II伶・樹冠B伝統度 ・海抜高 ・地形 ・気象条件

との関係が研究された。また，雨氷筈の実態調査もfl：なわれ， 被告発生の気象条件と森林の

樹齢，海抜高との関係が調査された。

2) 第 2期森林治水事業時代

この時代の森林災害防止の研究も，大部分は前時代と同様に気象災害の一部として取り扱

われたものが多く ， わずか一部に森林との関連を考慮してその被害を防止する見地で研究さ

れた程度である。

森林火災については，初めて室内実験が実行され， 煙草 ・マッチの余；燈の落葉 ・枯草への

着火実験とあわせて，落葉水分の乾燥状態と温度の関係などの基礎実験が行なわれ， マッチ

が煙草よりも危険であることが判明した。 また， 日本の森林火災の発生時期 ・原因 ・樹種別

危険度 ・気象との関係 ・危険予知などについて取りまとめられ， 諸外国にも紹介されたけ。

昭和 12年には森林火災自営保険が開始されて， 森林火災防止の関心も一段と深まり，御料

林では防火線の延長が 2,000kmにもおよんだので，防火効果を損なわずに防火線を牧草 ・

菜園などに利用する研究も行なわれた。

凍害については，晩'.m害発生の記事報告程度で，具体的な調査研究が行なわれていない。
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ついては， われたが， 多く

も幸子所にあったが，

と

ある。カラマツ

とんどできなかった。

；ま

：＆ 

ついては， i1l杭局方出でも強い関心がもたれ始め

との関係について初：究された。 この11:jfーとの後半には， しだい

と被告予ITJj＇）について， 去；設な研究調資が行なわれるようになった。

守3

人間への影響が少なく，忘れられやすい時代であったが，十日町試験地を中心として，

など気＇＼ cl:子訪訟の調査研究の絞みかさねによる進歩はめざましいものがあっ

た。

ついては，この11/y代の求j現に，カラマツ して， so，による

われている。

ついては， 昭和 21年南海地震の和歌山口英訪湖泳効果調査の一部として，

の津波による告もあわせ調査された。

1) !Iii和 20竿代

前三j<.

このii年代前半はつぎのように研究はあまり活発でなかった。

森林火災については， 戦後続んとなった農地開拓の地ごしらえの火入れによる森林火災が

し，その消防にあたって消火方誌が実地に検討されたっ

むli容については，幼A'fの娩祐容とその対策についての調査研究が涯められた。

！武容については，アイオンーキテ f一台風による ト
u．

 
海道などで行なわれた。

ついては，多雪地，；IWの森林の雪害対策がますま

など未解決の基本的問題解羽の研究が行なわれた。

このH与代の後半になって， 森林災f自のVJ！との研究はつぎのようにやや活発に行なわれるよ

されてきたが，

うになった。

森林火災については，森件火災の性状，とくに火災時の地形と民， ：己主；とり｛立競，／l＼火の原

因，火災と気象との関係、などに重点を霞いて， 本.'.R.分場で各県の火災が競べられた。北

・東北地方では火災跡地の造林方法につし、ても研究された。 また，会底的また付、東北・

北海道など地方的な森林火災の統計的研究がわ二なわれ， そ

険；こも利用され，諸外出の消火方jえも紹介されて各方部｛こ利用された。予防については，火

災終報の不徹底なラジオ・テレビのない場所の予防のため， i＠度の多認をその ，ヲ
‘」
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示す山火危険予知紙G）が考案されて， 全国で利用されるようになった。樹葉の防火力につい

ては，樹種別に室内実験が行なわれて，防火林の基礎資料が得られた。

凍害については，針葉樹の凍害現地調査が行なわれ，とくに， カラマツ造林不成績地につ

いての検討が行なわれた。

風害については，昭和 29年春の暴風， 秋の台風 15号による森林被害の実態調査が行なわ

れ，風害発生の諸条件，すなわち， 被害と気象・地形・樹種・林相・樹形などの関係が追求

された。

雪害については，雪害に関係する雪の基本的性質の研究がつづけられ，一方現地調査では，

雪害木の形状分類，下校の埋雪高，地形による積雪の差などがわかった。材、木の冠雪につい

ては，林木の形態，気象との関係がわかった。 さらに， 林木の機械的雪警の形態分類7），積

雪深と樹高の関係などが究明され，多雪地の雪害防止の指針となり， 育林法の基礎知識とな

った。

2） 昭和 30年 代

前半

この時代の前半には，つぎのように各種の森林災害について， その防止を目標とした研究

がしだいに活発になってきた。

森林火災については，関東各県の森林火災が調査され，出火原因としては， 火入れ地では

残火の不始末，防火線の不完全， たばこの残火によるものが多いことが朗らかにされた。焼

止り線と地形との関係も調査され，防火線の位置について多くの資料を提供した。 日本でも

っとも森林火災の危険な地域である北海道では， 昭和29年の台風 15号による風倒跡地の莫

大な伐採枝条の堆積は，乾燥して火災にもっとも危険な状態、にあったので， 防火樹の適樹を

見いだすための道産樹種の樹葉の燃焼，林床可燃物の着火実験が行なわれた。

凍害については， 人工造林の高海抜地 ・寒冷地帯への拡大のため， 昭和30年ころからス

ギ ・ヒノキの凍害が多発し， 凍害防除の調査研究8）が活発に行なわれるようになった。関東

各県でも実態調査が行なわれ，その結果，スギ ・ヒノキなどの針葉樹の凍害は， 異常寒波の

襲来する冬期から晩春にかけて起こりやすく ，5年生くらいまでの幼齢木に多いことが朗ら

かになり，また，樹体の凍結により，靭皮部や材部に凍傷痕を生じやすいこと，地上 20cm

くらいに凍害を受けやすく ，はなはだしい時は全体が枯死すること， 土壌の凍結のはなはだ

しいところは寒風害をうけやすいことなどがわかった。 また，本州 ・四国 ・九州、｜の凍害の種

類別危険区域の概略もわかってきた。

風害については，北海道の風害森林についての総合的な調査，取りまとめのが行なわれた。

また，風害危険地形の解析，樹種別の強度の比較， 樹種別の危険林齢の調査研究を行ない，

カラマツ 30年， スキ・ 35年，ヒ ノキ 40年前後以上が危険であることがわかった。



ついては，

も確立し，応策n31 

年に冠雪害の現地調査が

行なわれた。このころ，

多雪地帯の不良薪炭；rJi；の

カラマツのRii

氷容の現地調査など，各

地で調査が行なわれ，

－林況・地況との

関係をt§t討し，樹抵の着

7j(_が錦荷重となると

を大きくすることがわか
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風潟による1設定風圧実験

り関伐・校打など雨氷筈に対する森林取扱いの基準が得られた。 また，冠雪容にはスギの品

韓による設が大きく，警の降り方， 樹冠の形・大きさ・校業後i度の分布との関係が邸らかに

された。昭和 33年には， 冠雪の巳I記測定装置が考案されて，冠雪款の時間的変化がスギの

陸地別・投薬密度見IHこ十日町試験地で制定され， ボカスギとジスギでは冠雪量に大差のある

ことがわった川。

煙害については，臼立鉱業所周辺の国有林のプカマツガ11iii"1林の煙害が読査された。

後半

この時代の後半には，従来森林火災を対象とし されていた森林民営保険が， 風害・

水害・雪害・＝子容・波容・ i拐容などの気象災をも対立ととすることとなったので， 森林災害の

防止の研究は，主として森林火災および異常気象による災害を対象として行なわれ，昭和 39

年には， 森ttの立地気象とは対象を明確に呉にした森林災害の防止の研究を担当する防災第

二研究議が新設された。

森林火災については，消火剤の数種の比較試験iけが行なわれ， 7J（の消火効力の地大に貢献

した。昭和36年の岩手県三陸海岸の大火災で，現地調交が行なわれ， 林況・地況の影響，

樹種別の鮒火性，間復力，土壌の燃焼程度， 火災跡地の雨水による授食設が調査された。北

海道では，拡大造林の地ごしらえの火入れが活発になり，これによる出火が， 北海道の火災

件数の半数を占めるようになったので， 安全火入れj去の研究が行なわれ，火入れ地準Wll，訪

火器の設定方法，若火方法などの際交IJが決定され，現地指導が行なわれた。 また，北海道の

火災危険地域・地形，火災危険時の乾湿・黙との関係が研究された。

涼容については，その発生日・発生機構， 被害木の生死判定などの研究が行なわれるよう

になった。昭和 38年からは， 本場の造拐：・訪災・ごと壌の 3部とー苦rs支分場の共同試験とし
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て，凍害の発生環境 ・発生f割符の研究が進められるようになった。 また，北海道のカラマツ

の早霜害の防止，九州｜の被密現地調査ななど，地区の現地調査によって， 被害の実態が研究

されて被害型が分類されるとともに，凍害の機構についても大ャに研究が前進した。

風容については，風告危険地形の解析， 風洞実験で耐風性樹種 ・樹形の解明が行なわれ

fこ。

雪容については， 雪容と地形 ・一連続降雪量 ・気温 ・積雪水量との関係などの研究が開始

され，カラマツの雪容の実態調査も行なわれた。

煙害については，福島県のアカマツの SO，容についての現地調査が行なわれ，煙害発生と

気象，樹種別の被告差， SO，による葉の変色などの被害徴候が調査された。また，基礎実験

も行なわれて，SO，によるアカマツの葉変が明らかにされた。

湖宮ーについては， If“和 34生存の伊勢湾台風による三重 ・愛知県下の森林の潮風害が， 共同

調査の一部として実施され，その調査結果が発表された12）。
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6.6. 森林の立地気象に関する研究

＜林政統一前＞

1〕 第 1期治水事業｜時代

森林の立地気象の研究は森林測候所設置の付与から始まり ， 森林測候所は気圧 ・気温 ・湿度

．風速 ・風向 ・地ifn..日照 ・降水量 ・蒸発:G＼： ・雲±1：・天気 ・その他雑象について定時観測を

行ない，その観測成績は毎年森林測候所報告として公刊され， 水源地帯の山岳の貴重な観測
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として高く訴制されている。森林施設F;/fでは， ；まかに，オくi涼±lli市および

も行なわれた。を立与らかにするため， i

期

この時代の前期の大正時代の詰向・

・日射関係については，

つぎのようである。

され， これと

が， ±l!JJ或ごと，

とにコ｝とめらjじに となった。 また各地の森林li!IJ役所構内， または，

もより あるい . ±也；1;,tが観測され，

観測値との比較がむこなわれたへさらに，樹木の純度も測定されたっ

ついては， 山岳地者？における高度と降ァ；くお：との関係を切らかにするために， 日

光男体111(2,484m), (1, 080m) (1,470m）の各111で，

に4～5 われ， そ [qij市が，タHぷ111では

l,300m{4・近，民一名山では l,250m付近，三峯111では 700～900m, 出受iHでは 800mイ寸近にあ

ることが切らかにされた。その他の111地でも， 降水iii:と地形・ T:liU布e J!!i1速との関係、の研究が

行なわれ，援；場降水ぷ：と付近の1111也降水壬どとの関係が少し判!J)jしてきた。 また，一方林内に

おし、ては，樹雨，樹冠の保留ドN託，樹i；手を流下する雨主主， ぷ：i也に到達する材；y、i雨対：などの研

究が行なわれたo

ついては，森林内外の比絞綴棋が行なわれ， また， ついての研究も
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f=jなわjもている。

蒸発関係については，林内外の蒸発量の比較観測が行なわれた。従来の露場や林内の蒸発

；日：の測定のほかに，池や河川のような広域水面からの蒸発量が観測された。 また，普通蒸発

計では地面 ・水面などからの蒸発量が不明のため， 土中蒸発計 ・大型蒸発計 ・水上蒸発計な

どが試作され，比較観測を行なって，それらの相互関係が研究された。

動植物季節関係については，鳥や昆虫などの出現の初終日， 植物は発芽 ・開花 ・新緑 ・成

熟 ・落葉などの初日終日などの季節観察が行なわれた。

後期

この時代の後期の昭和年代の初期には，つぎのことが行なわれた。

温度 ・日射関係については，地温の垂直分布，地温の較差などが研究された。 また，接地

気層の温度分布が観測され， 南北斜面の地温の比較観測から地温の差が日射量にほぼ比例す

ることがわかった。

降水関係については，本期の終わりころから，農村経済調査所の委託もあり， 積雪の密度

などの山地積雪の基本的性質の研究が開始された。融雪量は気温や日射盆と関係の深いこと

が示され，散土による融雪促進効果が調査された。 また，降雪量も容易に測定できる火力融

雪装置をつけた雨量計が考案された。

湿度関係については，接地気回の湿度分布が観測され， 地況による結霜程度の比較や南北

斜面の結霜 ・結露程度の比較も行なわれた。

蒸発関係については，樹木を通じて行なわれる蒸散量の測定3）が始められた。 また， 荻而

の蒸発面と蒸発計の壁面とを同高度にした紙面蒸発計が考案され＇＼ 蒸発量は風速の 1/3乗

に比例し，日射量に比例し， 紙面蒸発量は植物の蒸散量ともほぼ比例することが明らかにさ

れ，環境測定に利用された。

動植物季節関係については，林木の生育と関連させて検討されるようになったのは， この

ころからであった。関東地方におけるカラマツの発芽・落葉期日は平均気温が 7。C前後の時

であることが明らかにされ＇＼ また， ヒノキ ・アカマツ・クロマツ ・カラマツ ・スギの 2年

生苗木の伸張および林木種子の発芽と気温 ・地温と の関係について研究された。

2) 第2期森林治水事業時代

森林治水試験地の定時気象観測資料は森林治水試験地気象年表， 森林治水試験地累年気象

表に発表されている。

温度 ・日射関係については，北海道林業試験場において， 陽光およびこれに関連した 2,

3の気象因子と人工造林 ・天然更新との関係の研究が行なわれた。 これは，森林内外の陽光

量測定に適した光度計を選出して， 天然林樹冠下の各層の陽光量を測定し，それがトドマツ

・エゾマツなど主要樹径の発生 ・生育との関係を究明し， また，主要稚苗の北海道における
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最適光主主・最少受光廷を試験し，これらの結果から育林上考感すべき点が明らかにされた九

降水関係については，森林部候所の観測資料をもととして， スギ・ヒノキの天然林分布と

との関係7）が研究され， スギ・ヒノキ造林に対する気象的適地区分が試みられた。 多

る研究が急速に進められ，積雪の雪質の分類，雪質加の密度，

ll1f:S) 
I', ' ・抗張力・抗掠ブjなどの謝定が行なわれ， さらに斜面積雪の移動の研究も

始められた。また，潟雪促進試験もひきつづき行なわれた。

湿度関係については，北海道林業試験場で、結諸について研究された。

く林政統一後＞

1〕昭和 20年代

この時代には基礎的な研究のほかに， 問題となった現地の森林の気象環境調査もさかんに

行なわれ，稜雪に関する研究もひきつづき大いに進展した。 また， f車部門との共向研究の一

部としての森林の立地気象の研究も行なわれ， 防霧林総合研究のなかで， J体内の陽光・風速

などが研究された。 さらに， 森林気象のミ寄っ議9）川が出版されるようになったのもこの時代で

ある。

温度・日射関係については，基礎研究として接地気掃の温度鷺夜分布が研究された。 また

カラマツ造林不成績地の気祖灘定， 浅間111麓の傾斜地哲朗の気混・地温調査11），額

戸内海地帯のはげ山の地温ul!J定，ガラス室内の盤度分布調査，積雪国土の気温垂直分布調査，

防霧林内のi湯光武測定などが行なわれた。

降水関係については，林地雨設の理論的研究，宝JI[ .上JII試験地， 多摩川水源地などの水

源ffi.-fii:：の研究が行なわれた。また，積雪については， ひきつづき段雷の分類・混箆・含水号：

．密度・硬度・抗諺ブ3・沈降ブ3・f淘行力など物理的・力学的性質について詳細な研究が行な

われた。このほか， よる林木の摂まがり，階段による旬行防止効果や， ;j9；：相による

雪深の変化などが観i邸調査された。また，古畑における消雪促進方法の試験も進められた。

温度関係については，ガラス皇室内のi湿度変化が測定された。

ついては，傾斜地苛焔の蒸発公的，ガラス室内の蒸発iTI:. 積雪表miからの蒸発

が研究された。

決関係については， i出頭付近の乱流の研究，接地気店Iの風速垂直分析flの研究， 防諜材：i々の

風の研究などが行なわれた。

2）昭和 30年 代

この年代の初めに，林業的見地から体系づけられた森林気象の著書が出され1出 3)' その後

改訂されている。また，他部門との共間研究として， カラマツ造林地実態調査や土地利用区

分研究などの気象部門の研究も行なわれた。
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温度 ・日射関係については，カラマツ造林地実態調査のなかで富士山， 八が岳などの造事：：

不成都地その他の気温 ・日照が調査され， また，主要樹種の天然林分布と温度との関係が研・

先されている。さらに，昭和 30年ころから関東周辺で寒風筈が多発し，拡大造林の大きな支

出iとなり，被害地の気象環境調査14）が行なわれて， 寒風害発生の気象的立地区分が試みられ

た。北陸地方の冬季の気温逓減率の研究，虫害防除の煤煙適時の材、内気温の調査， 平坦地苗

r1nの気温 ・地温の測定も行なわれた。 また，造林基礎調王Eとして，大雪山周辺や岩手山麓な

どで気／111

が考案された。日射につU、ては，林内光線の質的研究15）が行fよわれ， 斜面の可能日射E：を求

める簡単な方法が案出された。

降水関係については，大雪山周辺の降水量：分布が調査され， 主要樹種の天然林分布と降水

iu：との関係が研究されている。積雪については，多雪地帯の斜面積雪の伺行によるスギの根

[LI:！り lG）（こ刻しては，斜面に階段をつくり｜特段造林すれば， 相当防止できることが確認され，

なお，効果的な階段造林法を確立するため，根曲りの実態調査が進められいている。育林法

による森林雪害防除試験では，カラマツの寄せ植えが効果が大きいこと， 植栽密度の違いや

斜面の上下によって樹高成長と根曲りに差があることがわかり ， また，消雪の遅速がアカマ

ツの成長に大きな影響を与えることがわかった。

限度関係については，カラマツ造林地実態調査のなかで， 富士山の造林不）文献地の湿度が

調査された。

蒸発関係については，平坦i也苗対[Iの蒸発お＇ok平分布が調査された。

風関係については，カラマツの先枯病発生地の気象環境調査が行なわれ， その結果常風の

強いと ころに先枯病の発生が多いことが明らかにされた。 また，虫害防除の即煙適時の休内

風速の調査や平坦地苗畑の風速垂直分布が調査され，さらに， カラマツ造林地実態調査のな

かで，八が岳 ・和国峠などの風の調査や寒風害地の風の調査も進められている。
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7 木材利用部門

わが同はその気候風土のゆえに古くから森林に恵まれていた。｛也に取り立ててあげるほど

の波宮な資源とて見当たらない患がらであっただけに， 唯一の架構材料たる木材の利用技術

は， 明治の新時代を追える以前においても穏当高度に発達していたものということができょ

う会しかし，その技術はあくまでも伝承的な殺人技術にとどまり， 近代科学の洗礼を受けて

いなかったために明治以降において欽米に発達しつつあった新しい木材の利用技術を受け入

れ，あるいはさらに新しい発援を期するためには， これら在来の技術はむしろ支障にさえな

っていたとも考えられる。

わが国の林学がドイツ林学の衣はつを継いだものであったのと同様に， 朗治以後のわが毘I 

木材1司j用技術のJ百｝

年農科－大学幼教援諸戸北郎があらわした＂木 Jオの柱i二質円；こは当時木Jオ企矛！！用関i系言5‘のE長典とさ

れた Gay巴rの

40），本多（!lA42），上村（!lA45）と発援的に出版された“森林利用学”の著書にもそれぞれ

木材の加工利用に関する多くの項良が記述されているが，いずれも Gayむの系列をひくもの

と考えられる。諸戸は後に当場嘱託となり木材強弱試験，その他の研究成果を発表している。

わが［還ではじめて木材利活に関する研究ら されたのは朋治8年の文部省関

内部による日本有用木材試験若さであったが， その後林業試験場の前身として明治 11年に期

？に試験場が設置され，明治38年に山林局林業試験所の'g制がひかれるまでに， わが闘には

多くの木材利用に関する新技術が急速に取り入れられ，実mに供されていった。 当時の文献

にどちらかといえば木材企業調査や利用調査的なものが多いことは，この世a情を物語ってい

るものといえよう。明治 40年には工芸実験室が林業試験所に新設され， 木材の加工利吊に

ついての試験もいよいよその絡についたが，当時は人員も少なく， 研究者も万能選手たるこ

とを要求されたことは，育tA：家のミデi埼が明治 42年出木椅子製作実験の報告をだしているこ

とからもうかがわれる。

明治 44年には前年山林局に創設された鍛治谷沢製材所（後に鍛治谷沢木工所と改名）が

支場として付置され， ブナ材の開発さと主体として木工品の製造試験がおこなわれた。このヱ

場はこのまま存続されれば， おそらく木材工業の指導的役割を永く果し得たであろうが，民

業を圧迫するという理由で反対運動をどうけ， 3年後には王子くも廃止されることとなった。生

産設備を連続するならば出来るだけ収入を多くあげるべきであるとする無理解な財政当局

と， 目先の利害のみにとらわれる民間企業と

おもわれる。

はいまもなおそのあとを絶たないように
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さて，この時期において特筆さるべきことは， 邸治 45年に刊行された大著“木材の工芸ミ

的利}TI＇’である。この本は林業試験場において技師望月常が中心となり， 東京大学教授沼合

錦太郎の援助を得て完成したもので， あらゆる方聞における木材利用の実態を謹か2か年の

日に 1300支の膨大な資料として液りまとめた努力は敬般に錯する。 河合は今日の木材

組殺さ立のブミ宗として，明治34年に日本法；討の“木材識別法”をまとめた人であり， 望月はそ

の後も利用調査関係の報告をつづけている。

大正年代においても， ~壌の木材加工利用に関する試験研究の主将：は材種や産地 a:J¥主にす

る木材の強弱試験に主体をおく木材の材資試験にあったが， 大正の中期以後においては殻湿

や子裂などの水分に関連した試験が見受けられるようになっており， 木材の利用がやや高度

化したことを物語っている。 これらの材質試験は既に外国においておこなわれている試験を

わが器に適応したものがほとんどであったが， 大正2年比器開によっておこなわれた電気低

塔試験は，はなはだユニークなもので，おそらく木材関係では外国に引用された最初の文献

であろう。

木材の材質試験と平行して，木材防腐試験も比較的多くおこなわれているが， 加工に関し

ては，極めて少数のヱ芸的試作試験がおこなわれたにすぎない。合J肢に関しては鍛治谷沢時

代以来業界との接触は保たれてはいたものの，研究としてみるべきものはなく， 大正 13年，

浅野吉次部議の合板製造開始 17年後に米医ドj議りの泉によって接着・fill試験の報告が発表され

たのが最初である。

昭和にはいって木材界は不安定な時代をむかえたっ昭和2年の金融恐慌に引き続き翌3年

には米材が大量に入荷しはじめ， 昭和5年には木材部絡が暴落した。満州事変の始まった昭

和 6年頃から，未利舟広葉樹特にブナ材の利舟開発が強くさけばれ，昭和8年ごろから， 谷

地方の営林署4に官営の製材加工工場が設置されていったが， これをうけて昭和 11年釜淵試

験地が設誼され，広葉樹の利用開発に関する試験を推進することになった。 同試験地はのち

に場長となった斎藤を中心に，製材とくに薄錯利用に関する多くの業絞をあげ， 業界におけ

る指導的投割を果たした。閉じく昭和 11年には現存する木材乾燥研究室が本場に設設され単

合板製造試験室も設けられた。このような試験設備は， 民間の受託方fl工を受けられるように

されていたもので，昭和 13年設設された製材室や塗装室とともに， 中間工業的な応用

を実施して一般木材業者に広く利用された。この頃から終戦までの試験は， もっぱら応

あって，試験報告にもそのようなものが多い。 やがて当場もそのまま

激しい戦争の渦ゃに巻き込まれていったがその後に設置された研究施設も含めたあらゆる木

：材関係の試験研究設備は， 現存する乾燥研究室a:除いてすべて昭和20年の空護により

に：j認した。

終戦後，慶説したような混乱のなかに米軍の駐留が始まった。 自分ら
ふ

さご



-214ー

他国のなかに平気で持込んでくるのみかこれを押しつけようとする米国軍人たちは日本古来

の伝統木造建築の床の間にまでペンキをぬりたくってもの笑いの極にされたが，同時に， 彼

等の定めた木材および木製，＇~＇，！こ｜苅するやかましい規定をそのまま調達物資の納入に適用した。

乾燥度や品等lこ関する細かし、規定は，木製品に刻するルーズな観念になれた日本商人の自に

は舵異でさえあった。 このことが木材の加工利用法の発展に刻する一つの大きな促進条件と

なったことは否定できないであろう。 一方戦時中に軍需のために動員されていた技術的エネ

ルギーは，木材利用の分野においても新しい対象を求めて拡がっていった。 そのなかには高

！日波乾燥のように華々しく，m花しながら思いどおりの結実をみるにはいたらなかったものも

あり， ユリア樹脂接着剤のように地道に発展してゆきながら今日のような盛況をまねいたも

のもある。

木材技術界にも， 陸海軍において'.iFの技術関係を担当していた技術者がどんどん復員して

きて，それぞれの職場を築きはじめた。このエネルギーは，木材利用技術発展にとって今一

つの，いや最大のエネルギーと なったのである。立直り初期の当場利用部は昭和 22年 1月，

木材部となったが，当時の木材古［）は現了Eの機械化部も包含し部員は十数名にすぎなかった。

この頃から初代の木材部長斎藤を中心として木材加工利用部門の基礎づくりが始められた。

別治以来のいわゆる森林利用学を基盤として形成されていた利用部が伐木運材部門を分離し

て，子j;:i;;j-f市となったのは11百手官 24ct7.である。

4ホ~t.G門を迅じて今一つの大きい転機は，やはリ， II［；手n 25年におこなわれた目黒，決Jll,

肝l悦に分れていた林産部門の統合集中であった。この挙によって林業試験場料；~:fi1SI＇守は名実

ともに， わが国における林産研究の唯一無二のl刻家機関となり統合後の木材部の人員構成は

町都134年において 89名を算えるにいたった。このとき以後， それぞれの地域でおこなわれ

ていたそれぞれの特色ある研究と研究者は目黒に集中し， 緊密な連絡をとりながら発展して

ゆくこととなり ，この体制はそのまま現在に引きつがれている。

木材部門の研究の特色は， その研究が必ずしも林業部門のように長期を要しないものが多

いこと，研究手法が工業的であること， 研究の直接の受益者が林木の生産者であるにとどま

らず一般国民大衆， とくに木材や木質材料の需要者および製造者であって早急に成果を期待

されるものが多いことなどであろう。 資源的見地にたてば木材は天然有機物唯一の似：造材料

であリ，材料学的見地に立てば， 他にあまり例のない特異な奥方性を有する天然高分子物質

であって生物学的な影響を強く保持している。その基礎は広く，取り扱いは複利である。現

在までの研究が， 一見単なる現象を追って目的的な短期研究成果を多くあげているかにみえ

ながら，その根底を深く掘り下げる呂的基礎研究にも多くの力を割いているのも故なきこと

ではない。しかもその一方， HE和 27年に刊行された木材工業便覧，昭和 33年に出版され，

既に 3版を重ねている木材工業ハンドブック （ともに林業試験場林産部門研究者の総力をあ
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げて編纂〉をはじめとする多くの工業部門に対する普及関係の業績もあげてゆかねばならな

いのは，やはり “木材の工芸的利用”以来の林業部門とは異なる活動分野の然、らしむるとこ

ろかもしれない。

わが国の全木材需要in:の約 6割以上が物理的加工利用である現状は将来とも容易に変わる

ものとはおもわれない。他の工業材料と比較しての経済的価値が云々されるようになった木

材は，今後常に新しい利用技術に立脚して発展してゆかねばなるまい。そしてそれはまた，

林業の発展を支えるものなのである。以下いくつかの部門に分けて，現在世界でもトップレ

ベルにある木材部門研究発展のあとをしのび，将来の向上に資したいとおもう。

7. 1 木材材料に関する研究

木材材料に関する基礎的課題，材料の工芸的性質全般に関する研究を 2,3の分野にわけで

その発展の経過をたどり， われわれが現在進めている研究の課題が， 当場における過去 60

年の歴史のなかでどのようにして発生し，発展してきたかを眺め， この過去から現在にいた

る研究の流れをできるだけ忠実に記録にとどめるとともに， そのなかに歴史的な必然性を追

求しておきたい。

明治 11年 (1878年〉，樹木試験地の開設以来明治末j閉までの期間は， 当場における研究の

揺らんr.寺代ともみなされる時期であり，この時期には， ドイツ林学の導入による林業生産技

術を主な課題とした調査研究が活発に行なわれたが， 木材の利用試験に関するものは全くあ

らわれていない。

この時期の末期に，初めて， 諸戸による木材の重盆に関する調査I）が行なわれており， こ

れが当場で行なわれた木材に関する研究のはじまリであった。

この調査においては， 木材ーの生材重量と伐採後の経過日数による重量変化が主な内容であ

るが，これは当時，鉄道の普及が会国的にようやく進み， 筏流しによる運材が陸連に切り替

えられようとする情勢にあったことから考えて，恐らく， 運材技術上の必要－にもとづいて行

なわれたものと思われる。

この種の調査は，それから 14年後の大正 9年 (1920年〉，北海道庁において， 野幌国有

林産の樹種を対象として実施されており刊 さらに，大正 15竿・(1926年〉， 木曽御料地に

おける主要樹種を刻象として帝室tl：野局林業試験場において同様の調査りが行なわれた。樹

幹中の生材水分は，樹種，立地，季節，幹の古rs位などによって著しく変動するもので， その

変動に関する法則性がもとめられない限り，いずれも事例調査の域をでないもので， 現在に

おいても，これらに関して適確な推定値はなおもとめられていない。

これら 3回の調査例は，それぞれ， その時期と場所を異にして実施されたものであるが，

山林局林業試験場，北海道庁林業試験場，帝室林野局林業試験場などの機関において， 共通
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して最初にとりあげられた木材関係の試験課題であったことはきわめて興味深いことである。

この調査が初めて行なわれた明治 40年（1907年）前後は， 広葉樹材の主要な用途は薪材

であり，この調査結果が各地方における運材技術に有用な知識を与えたことは当然であり，

その後，さらに，生材含水率の変化による薪材のカロリ一計算を必要とし， このための調査

がこれに継続して実施された。

明治 39年（1906年〉， 大蔵省臨時建築部は本邦産樹種の建築材料としての調査を山林局

林業試験場に依頼し，木材に関する調査がようやく，本格化するはこびになった。

当時，官庁建築物の営緒工事は全て大蔵省臨時建築部の所管であり， その建築の設計およ

び施行のために，建築材料としての主要樹種について，その分布，蓄積，運搬法， 価格など

を知ることが必安であり，その調査を1.11林局林業試験場に依頼したものとおもわれる。 この

依頼にもとづいて， 明治 42年 (1909年）， まず， 民有林の主要樹種が調査され，ついで，

東京大林区署所管の固有林および、帝室林野管理局東京所管の御料林について， 同様の調査が

行なわれた。

この調査において対象とした樹種は，針葉樹 11種，広葉樹 71種におよび， その樹種名，

学名，産地，蓄積，産出額，材の特徴，運材輸送関係などが調査され， 樹種べつに材鑑と標

本が収集されたほか，同一樹種についても，産地による材質の特徴が比較されており， 材の

硬軟，イrj1縮の程度，辺心材のE：，樹脂分の多少，死:tijJおよび生節の多少， アテの有無，欠点

の程度なども調査されており，このl時期において，木材に関する材料的な知見は， 経験的に

かなりの程度まで知られていたことはあきらかである。

この調査によって収集された供試材の強度試験は，当日寺， 東京大学法学部に設置されてい

た英国パックトン K.K.製 50トン万能試験肢を借用して行なわれており，明治 40年 (1907

年）に，建築材として最も需要のたかいスギ， ヒノキ，アカマツ， アスナロの 4樹種にたい

する曲げ試験（当時は横断試験と称した）の結果が発表された4）。 この調査では試験片の寸

法は， 7×7cm，スパン 250cmのかなり大きなもので， したがって， 節などの欠点もある

程度含んだ材料について，全く実用的な立場で強度数値をもとめており， 当時の試験法とし

てはまことに当をえたものであったといわなければならない。 この調査結果については，明

治 42年 (1909年〉針葉樹，広葉樹合計 291:重が追加発表され円 これらの調査結果は，大正

3年 (1914年〉大蔵省臨時建築部より本邦産石材および木材として総括し刊行された。 こ

の刊行物はその後，かなり長期にわたって，わが国建築界の参考資料として実用に供され，こ

の分野に多くの貢献を与えたことは見逃せない。

なお，この強度試験の結果から，おおくの定性的な事項も明らかにされており， これらの

うちには，半世紀後の今日でも，なお十分役立つものがおおい。

また，強度試験と並行しておこなわれた収縮試験で、は，供試材を一度蒸煮し， これを乾燥
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し，その収縮率をもとめており， i民総試験にたいして， そ

をもとめるという考えは未発達であった

しようとしたことは， 結果からみて当きとえた方法であったとい

として利用するほかは， ほとんど米~ll}iきで
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の~ijの水分変化にたいして，材料の；＃誌を！会を検討した九こ

ために，その後もかなり長期にわたって引きつがれており 7)' いずれも，

その組製品のj箆｛乍によって枚目乏べつの特性tr'l~J慨しようとしたもので，

をきわめ したことになる。

場均に して行なわれてお

孔陸軍援組しょう，砲兵工しょう， 木工業主？などによる幸子種の製造試験の記録がのこされ

ている。また，材料の強弱，伸縮性などは， これらの性能試験の補足事項として調査されて

いたようであり，その性能判定は，ほとんど主観的な詳細にたよっていたようである。 この

ような実用試験による性能判定の必要性から，すでにのべたとおり，明治 44年 (1911年〉，

を当場の所管とし熟成人工乾燥室を設錯して木工試験を

行なった汽 これらの試験は，いわゆる，加工技術の改良をお的としたものではなく， いず

れも，米利用樹援の開発のための性能判定を主としていることはこの時代の特徴であった。

かかる試験方法は，その後もかなり長く続いており，大正中期， 第一次大戦後の好況期に

として行なわれた代用材の研究9）においても， すべて， その用

途にたいする実用的な性能判定の方法によった。

この！時代においては，第一次大戦後， 船長、のぼう落によって外材の輸入がはじまり，これ

・北米1すなどの紹介や材質にたいする調査10)11）などがとりあげられたこと

は， っても，今日 かなり しているように思わi1,る。

この当時， の林政は山林局，帝室;j,Ji，；野馬，北海道庁， 陽太庁，

＇／守府などの所管に分れており，これらの行政接関に付寵していた各林業試験場は， その研究

してもほとんど協議することなく，会く独立に研究を進めていたが，大正9年（19

20年〉はじめて， 全体的な立場に立って課題の調整，試験方法の統ーなどを協議すること

になり，この年の 9月山林局に関係林業試験場の委員が参集して， 第 1回森林協議会を開｛悲

した。協議内容は多方毘にわたっているが， そのうち，材料試験に関するものは， (1)木材
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の含水率の測定法および表示単位の統一， (2）強度試験の方法の統一（この提案は この協議

会では決定されなかった）， (3）各地方における主要樹穫の平衡含水率の調査などを協議した。

この協議会は，その後林業試験協議会と改称し， 大平洋戦争直前まで継続して行なわれ，木

材に関するとの研究分野にたいしても，きわめて重重さな影響を与えた。

大正7年 (1918年〉 から昭和4年 (1929年〉において， 同ーの試験計画のもとに井上，

森，杉浦らによる木材の吸湿膨張試験l2）が行なわれた。この試験においては， 針葉樹材8種

広葉樹材 12種について，その気乾材と蒸煮、材を全乾状態にした後，繊維飽和点まで吸湿させ

その吸湿率，膨張率を測定したもので蒸煮材を用いたのは， この処理による原湿率の減少効

果を測定することを一つのねらいとしたことは明らかであった。

強度試験に関しては，既に述べたように， 明治 40年（1907年）， 42年 (1909年） 諸戸の

行なった木材強弱試験の結果は大正3年（1914年〉， 大蔵省臨時建築部によって総括， 刊行

されたが，その後，大正2年 (1913年）から 11年 (1922年）までの聞に，樹種べつの強度

特性を知ろうとして，北海道産材および樺太産材，紙肥産スギ，四谷，青梅， 西川産スギ，

アカマツ材，鹿児島産材などの強度試験が行なわれ13），輸入外材についても， 治海州産カラ

マツiけ， 北米産：輸入材15)fこついての強度試験が行なわれた。 これらのうち，その初期の段階

のものは，木材強度に与える各種影響因子の解析はまだ不十分であり， これらの強度数値に

たいする実用的な意味はあきらかであるとしても，供試片の寸法は， 木取法が泉、なっていた

り，材に含まれる欠点要素や含水率が明記していない例などもあって， 数f凶の相互比較や結

来のM

木材‘の組織，構造に関する研究は，わが国では，かなり古くから着手された（中村弥六，

1883年）分野であり， 台湾総督府林業試験場， 朝鮮総督府林業試験場においては， 当時，

すでにこの分野の系統的な研究が行なわれたが，当場においては，主として， 実用的な研究

課題の選択が行なわれていた感があり，木材組織に関する系統的な研究は， かなり後年まで

発展しなかったきらいがあった。明治末期から大正初期においては， 木材識別の観点から，

木材水浸出液の蛍光現象が検討され本邦産針葉樹3科 29種，広葉樹 32科 90種，南洋材とし

て蘭領東印度産材 30種について， 蛍光現象の有無， 程度，蛍光色の差異などが調査され，

これを木材の識別拠点としてとりあげようとの試みがなされた！G）。 また，これと前後して，

藤岡，高橋3 泉等によって，スギの心材色の黒変にたいして，黒心の生因17)18），黒変色素の

除去などの研究19）も行なわれた。 これらは，いずれもかなり実用的な見地からとりあげられ

た課題であり，当時を知る人たちの話によれば，これらの成果をもとにして， 前習会などに

よる PRも感んに行なわれていたらしく，このような基礎的な分野の研究においても， その

成果の普及にはかなりの努力が払われていたようである。

大正9年（1920年〉は，第 1回森林協議会の発足した年であり，この時期をさかいにして
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この木材材料部門の研究も飛醒的な発展をとげていることはみのがせない。

大正10竿 (1921年） 4月， 政府は木材の生産， 服売， 利用の合理化を目的として， 木材

規格統ーのための調査会を設けた。当時，素材ーおよび製材品の寸法，品質は関東， 関西にお

ける住宅の間取り様式の不統ーなどの事情から山来合品の標準寸ー法も不統ーであり， 流通面

で著しく不便があった。このため，まず，山林局林産課を中心として，素材，製材品の材種，

称呼，寸法，品等，材積計算法などについて全国的な実態調査が行なわれ， その結果にもと

づいて，各界の代表者による調査会の協議を経て，大正 15年 (1926年）ようやく木材規格

の制定をみるに至った。これは，わが国における木材規絡制定のおこりであり，当時， この

掌にあたった山林局林産課長渡辺は，その後，当場に勤務して，この実態調査の内容を主とし

て，木材規格に関する諸問題を発表した20）。

大正 11年（1922年），11_1林局林業試験場は林業試験場と改名された。このことは，当時行

政にたいする直接の付属機関としての域から，研究にたいする主体性がようやく確立された

と考えられており，研究活動の面においても，この時期をさかいにして， 基礎的な研究課題

がとりあげられていく傾向が認められるようである。この年には， 第 2回森林協議会も行な

われ，また， わが国におけるか；：産物の需要実態を明らかにした本邦産材、産物需妄調査書が刊

行され，林産行政についても，ようやく一つのピジョンがかかげられ， 固としての政策が明

確にうちだされてきた。

一方，木材の強度試験に関しては， これまでに行なわれていた樹極特性を知るための試験

から，強度に影響する各種の因子についての解析的な研究が行なわれる気涯が生じ， 強度に

たいする回旋組織の影響Cl），木目方向と応圧力との関係2eにさらに， 死荷重にたいするクリ

ープ試験日〉などが実施された。これらの研究は，その当時としては， 全く基礎研究の域をで

ないものであったが，戦後，建築関係の分野で構造用材の許容応力度を決定する情勢が生じ，

そのためのきわめて有用な研究成果のーっとして言平価された。

大正 12年（1923年）関東大震災が発生し，木造家屋にたいしても未曽有の被害が与えら

れた。当場においてはこれに応じて同年，森，杉浦らがその被害状況を調査し， 3階建木造

建築物が地震に危険であること （小田原市， 閑院宮邸〉， 台湾ヒノキ材が靭性を必妄とする

部材として不適当であること，ケヤキの柱材を用いた農家は倒壊をまぬがれたことなどを報

告し，地震にたいする貴重な調査例を研究報告の特別号川としてのこしている。

また，災害後の復興資材として，北洋材， 南洋材の特徴およびその使用上の指針を発表

しC,），当時の復興建築に大いに貢献した。

大正 12年（1323年） 7月，第 3回林業試験協議会（この回から森林協議会を林業試験

協議会に改称した〉が北海道庁において開催された。協議事項としては， フピ臼木i.f;：標準木材ー

の選定に関する件（台湾中央研究所提案）として，全国から，約 100f重内外の主要樹種を選
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び，その立地，蓄積，理化学的， 工芸的性質を各林試で分担研究しようとしたもので，明治

末期に諸戸の行なった調査が，既に当時の情勢に適応しなくなっていたことが推察される。

この提案については， 討議未了のまま結論をえず，遂に不実行に終わってしまったが， その

思想は奇しくも，それから 40年後の今日，本邦選主要樹種の材質試験2G）として引き継がれ実

行に移されてはいるが，台湾，朝鮮，樺太等における森林資源については， も早や調査する

すべもない。

この第3回協議会において，同時に協議された気候的影響が同一樹種の材質におよぼす関

係調査（北海道林業試験場提案〉については，この会議で協議された実行方法にもとづいて，

本州産材9種，北海道産材8種について供試材が採取され， 帝室林野局林業試験場に送付し

て，供試材の含7}(率の変化にともなって生ずるそり，ねじれ量の調査，収縮試験，強度試験

などが実行された2九

大正 14年（1925年〉，第4回林業試験協議会においては，標本材の交換，木材の比重測定

の方法などが協議された。

また，昭和2年（1927年〉， 第 5回協議会では合板の狂いおよび接着状態の調査として当

場で製作した供試用合板の試料を各試験場に送付し， 合板の平衡含7.:1'(率の測定のための重量

測定と剥離状況を 2年間にわたって調査することをきめた。ついで，昭和4年（1929年〉，

第 6回協議会では，強度試験片の大きさ，形状の統ーなどを協議し，昭和 10年（1935年〉，第

7回協議会では，木材強度に関する用語統一，広葉樹利用試験として各種代替材の性能試験

などを協議した。昭和 13年（1938年〉，第8回協議会においては，木材強度試験方法および

木材の水分測定方法などを協議し（比重，合水率，圧縮，曲げ試験の方法を協議決定した〉，

かなり長期にわたって，この分野の研究推進上，きわめて重要な役割を演じた。

また，昭和2年（1927年〉，泉は木材の用途に応ずる適正含水率をもとめるため， 12樹種

について，室外，室内，飽湿デシケーター中での平衡合水率をもとめた問。

その後，同氏は東京天文台理科年表と米園長商務省発行の“Moistur・6 content of l-Vood 

仇 dwellingby Edward C. Peck”を用い，本邦各地域における 1年間の気候の変化とこ

れに対応する木材の平衡含水率を計算し，これを合板の平衡合水率の数値（第5回林業試験

協議会で協議，実施されたもの）で補正して木材の平衡合水率として発表した2九 この結果

は，今日までわが国における木材の平衡含水率として広く実用に供されている。

これよりさき，大正末期以後，帝室林野局林業試験場においては，三好らによって， ヒノ

キ材を主とした材質研究がつづけられた。この研究は，はじめヒノキ， サワラ材の解剖的性

質の研究叫31）が主であったが， これら同属間の樹種において， 質的な識別拠点をみいだす

ことが困難で、あったので，組織要素を定量的に比較する方法がとられ， この分野の研究に新

しい手法をとり入れることになった。この研究はやがてヒノキに関して全国約 400の天然生



林から供試木が築められ，ヒノ

認する材質の体系を完成した問。

？？ 

Q 

7年（1932:fp.), 111林）誌においては， ブナ：討の科用

箆管内；こ，水中貯木場，

あげて，ブナ材の利用開発を推進した。
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し， ヒノキ材に

を計調し， 各営；拾

し， 国有林を

をみ，ブナ材の：乾操，

なく，

は， その後まも

い昭和 10年 (1935年〉，北村によ

って，エゾマツ， トドマ

｛系についての｛好究が？子なわ ;/1,, こjもら され

fこ33）。

また，この時期において， においてはs 有三井によるパノレ

材としての北海道産樹穏の研究が行なわれたお〉。この研究では，

繊維招が測定され，パノレフ。資材としての謝麗の特徴が検討されるとともに，樹齢， 地上高な

どにたいする繊維長，構成妥素ネの変動が観察され， これらの結果にたいして育林的な考察

が加えられた。

昭和四年（1941年〉，大平洋戦争のぼっ発によって， 研究の様相は全く一変した。木材

として統制され，航空機用材に関する研究が， 主として陸海1JIの研究所を

中心として大規模に行なわれた。

これらは， としての素材およびか！工木材のf生詑寵査を主としたものであったが

その研究成果はほとんど公表されておらず，研究活動の聞では全くのi浩黒時代であった。

おいても，多くの若い研究者が戦争に詩員されながら， この分野においては，

資材ーとしての木材にたいする研究がつづけられた。 この時期に当場自体か

としては， 松島の行なった坑木にかんする

木材にかんする研究3のがあげられる。

と

されたもの

われた強位

戦争末期には研究資材も著しく不足し，研究活動もほとんど1判定の状態であり， ついに昭

和 20年（1945年） 5月24臼の空襲のため，当場のj怒設およびJ百［

U、たつた。

戦後，昭和22年林政統ーが行なわれ， さき場の組織においても， 帝室林野局林業試験場，

北海道庁林業試験場を移管して本支場システムがつくられた。

よって疲へいした森林資源と戦災復奥に芸きする！膨大な木材資源の需給のア γバラ γ

スを背景として，木材利用合型化運動がすすめられ， 当壌においても林産研究の強化が要望

された。昭和 24年（1949年〕，当場の研究｛木市j：こ関して， G. H. Q夫然資源局トレイヤー
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氏による勧告が行なわれ，当時，北海道，浅川， 釜淵等に分散していた林産研究の設備と人

員は東京に集中され，強力な研究体制が組織される ことになった。

このような行政処置に対応して，研究活動の面でも， 戦争による空白時代の回復のために

其けんな努力が各分野でつづけられた。

昭和 24年（1949年〉， まず， 小倉による乾燥機構の研究がはじめられ， 木材乾燥の基礎

として，木材中の水分移動，表面蒸発のメカニズムが解析され， 木材中の水分移動をきめる

外周条件について理論的な発展と実験的な検討が加えられた37）。

また，上村によって，抵抗式木材含水率計の特性が調査され，その後， 誘電率による木材

含71(率計が開発され，木材工業における製品の含水率管理の面で大いに貢献した制。大正2

年比留間が木材の電気伝導度を調査39）して以来， 約 50年を経過し， この電気的な手法が木

材材質の計測の面においても新しく注目されようとしている。

また，井阪は，板のそりを木材の接線

方向と半径方向のJix'.縮率からもとめる計

算式を検討し，木材の狂いに関する理論

的な研究解析を試み，そりの小さい板材

を製材するための合理的な木取法を提案

した40）。

組織，構造的な分間’においては，カfl納，

)¥1'.ii木らによって，木材の材質の変動を林

木の成長条件を背景として解析しようと

する試みがおこなわれ，長期にわたって

多くの資料が蓄積され41），ようやく木材

の材質分類に関する手法，品質表示法な誘電率式チyフ

どがもとめられようとしている。

また，木材の組織研究にたいし，電子顕微鏡を用いる手法が開発され，原因らによって細

胞膜構造，紋孔構造，アテ材の特徴などについて，多くの新しい知見をうる ことができた•~）。

木材識別の分野においても，本邦産材を対象とし，樹種の識別拠点を整理したカード式木

材識別法が，小林，須藤らによって完成された＇＂＼また，近年，とくに， わが国木材工業の

主要な資源となっている輸入外材ーの識別についても多くの研究が行なわれている＂＼

木材強度に関する研究分野についても，従来の研究方向が検討され， 木材を耐力部材とし

て使用する場合，最も基礎的な設計条件となる荷重と変形，木材の直交異方性に関する課題

がとりあげられた45）。

これら基礎研究の成果をまって，その後木材を構造材として使用する場合の梁，柱， 平板
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エゾマツ材紅白の裂開面（レプリカ）の’屯子顕微鏡写真春材仮道管の有縁Jj英

干し（対〉のJj莫干し膜の構造を示す。

の力学的性能に関する研究がとりあげられ，沢田によって， 梁に関する評価方式が確立され

た4G）。この木材梁に関する研究では，後述のように戦後， 急速に発注した集成材の強度評価

にあたっても，その理論的な解析を可能にし，この分野の製造技術に大u、に貢献した47）。

昭和 30年， 100トン万能試験機の設置以来，実大材の強度試験が可能になり ， 建築分野

における木構造設計基準の許容応力度の算定や用材の品等区分における参考資料を提供しう

るようになった48）。

また，検圧縮における応力ー歪関係の研究から， 接合技術の改良を目的として按手のメカ

ニズムに関する研究が行なわれた川。

また， 平板の力学的性能の評価にたいする計算方法や平板材料の強度部材としての利用に

たいして重要－な課題である面内向！J性の問題をとりあげるとともに，木製 Box-Beam のウェ

ブに適用した剛性や強度を検討し， 合板のj:／（：造材料としての利用にたいして有用な資料を提

供した刊）51)00）。

これら一連の研究をさらに推進するために，木造組立家屋川に関する研究がおこなわれ，

この種の建築に関する作業能率や居住性能について検討を加え， さらに集成材骨組部材や合

板パネルなど耐力部材の当初の設計荷重にたいする挙酌を調査し， 利用上の諸特性とともに

これらの材料に関する特性を把握しようとした。また， 後にのベる漁船の建造技術に関する

研究も行なわれた。

このような研究動向は，この分野の研究が従来のたんなる材料の特性研究の域から脱して

材料の最終的な利用技術の確立を目標として研究を発展させていることを意味しており， 戦

後における研究のレベルが，ようやく ， この程度まで高まってきたことをしめすものといえ
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100トン試験機による実物大

わん曲集成材の曲げ剛性試験

No. 293, (1907) 

7〕 林試研報， No.10, 13, (1913, 1915) 

8) 林試研報， No.13, (1915) 

9） 林ITJ¥'.＇；辞fLNo. 1, 2, (1920〕

10) 林試：徒報，No. 9, 12, 19, (1922～1926) 

る。

また，材料試験全般にわたって，試験

法が検討され，昭和33年（1958年）， JIS 

木材試験法が制定され， これによって主

要樹種の性質に関する標準値をもとめる

ための主要樹種の性質に関する試験がは

じめられ，一定の試験法によってデータ

ーが蓄積されつつあることは前述したと

おりである。
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7.2 木材加工に関する研究

わが回の木材利用の歴史は極めて古いものである。 これらの加工は，すべて職人の手によ

って行なわれ，学問的な研究にもとづいて木材加工が本格的に行なわれはじめたのは， 大正

年代にはいってからと思われる。したがって， 当場においてもその名の示すごとく J休業部門

の研究はその前身時代からひきつがれ古くからあったが， 明治の終わりから大正初期にかけ

ての木材加工の研究は，一部家内工業的工芸品を対象とするものが 2～3あるのみで， 本格

的な研究はかなりおくれていたものと考えられる！）。木材加工というものが一つの工業とし

て学問的に研究する必要があるとしてうごきはじめたのはさきにのベた鍛治谷沢製材所をつ

くったときからであろう。 これは広葉樹利用開発の目的で製材工場にドイツ， キノレヒナ一社

製の大割帯鋸盤（60＇＇），小割用テーブル円銀盤（ 26”〉，などのほか木工加工機械類を設備し，

その付属としてこれに間口 3間，奥行8問，高さ 8.5尺（＋地下3.5尺〉の蒸気式外部送

風型乾燥室をつくった。

これら製材木工設備は当時としては極めて進歩的計画であったが， i隊員の数も少なく基本

的な研究活動もできず，さらに民業圧迫などのことがあり大正3年， 2～3の報告を発表し

たのみで終わったものと推察されるつ。

大正初期の木材工業は建築j刊柱または板材の製材加工が主体であったため，研究部門では

迎材，貯材に関係した保管上のことや，天然乾燥，製材能率などがとりあげられ， そのほか

は木材工芸的な色彩の濃い研究が行なわれたように芳ーえられる3）。 このような時代にあって

大正7年米国技術研修制度を利用し， 泉は木酢の研究で米／lqミシガン大学に留学，その後，

三井物産からの依頼により合板の製造研究のため学習の後半をウィスコンシンーマジソン林

産研究所，ティ ーマンのも とで過ごすことになり， はからずも木材乾燥勉学の機会を得るに

いたった。泉は米国での研修を完了し同 11年日本に帰った。 これよりさき日本国の躍進は

めざましく，大正 12年の関東大震災とも関連して，陸海軍関係，車繭，造船， 鉄道， 建築

関係への木材の利用は鉱プミされ，さらに大蔵省その他諸官庁の木製品納入にさいしての含水

率規定も行なわれ，ここに民間の需要に影響されての木材工業の第一歩がふみだされるにい

たり乾燥関係の報告がではじめたけ。 木材の利用が伸びれば固有林の計画に影響するところ

も大きく山林局にあっては，未利用広葉樹の開発，特にブナ材のための簡易製材， 乾燥室な

どの研究が各営林署で競って行なわれた。新知識を持って帰国した泉は， その手始めの業務

として大正 11年， 芝浦旭家具装自i!iKKlこ蒸気式50石の乾燥室2室を設計し， 技術指導した。

これより俊昭和 11与にかけ泉の指導した新設乾燥室は 47，改造 10，時煙式8室の多きに

およんでいる 0）。

このように木材の需要が増加すれば，当然製材，運材，貯や'I"，乾燥， 加工等に対し木材工
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業という規模でのみかたが増大し，従来の家内工業的木工は順次に脱皮されてきた。 したが

って，研究のすう勢も大きな変換を示しはじめ，木材の基礎資料となる問題などがとりあげ

られはじめたの。

昭和2年深川に木材乾燥工業KKが商工省の補助金23万円（全額の約1/2）を得て Foxboro

の自動制御付き蒸気式近代工業規模乾燥室をつくった。

しかし時代の要求はあったが，乾燥経費があまり高すぎ， この事業も数年にしてかえりみ

られなくなったことは極めて残念なことであった。

この不調和に着目した泉は，坪当り 400円かかる本式の蒸気式乾燥室に対抗して 60～100

円の少額で造りうる煙道式乾燥室を考案し，昭和5年これを完成した。

昭和の初期においては，木材乾燥の発展はあまり思わしくなかったが， 震災の復興， 軍備

の拡張，園内工業の発展と並行して，木材の利用はとみに増大し天然乾燥などに関連した問

題が引き続きとりあげられたη。

昭和 6年の満洲事変勃発等に影響されブナ材の利用が再び強くさけばれ，各営林署は一段

とこの利用開発に力を入れ，後閑営林署の法師製材所，高崎営林署の長野原事業所， 青森，

鹿児島営林署等で蒸気または煙道式乾燥室が造られ，試験研究が行なわれ， つねに泉は当場ー

嘱託として，この指導にあたっていた。

このような時代のすう勢において当場としても研究の必要性を感じ， 昭和6年ころより独

自に，広葉樹利用試験の予算要求を始めた。

日本における広葉樹利用の研究は実質的にはこの時代から始められたと考えてよく，木工

関係の研究も，比較的工業的見地にたっ問題がとりあげられるようになった九 特に乾燥部

門にあっては，各所に乾燥室が設立されて人工乾燥材が生産されれば当然このスケジュ ール

や仕上げ含水率の適正度などの実際的問題が提示され， この種の研究が小規模試験でもでき

るため，当場にあっても数多くの基礎的研究がなされた9〕。 そして， これらの試験研究の内

容をみると，つねに実用上の問題に刺激されたものが多く， しかも比較的地味に研究されて

いる点が特徴的である。

昭和8年にいたリ林産関係研究機関として， 北海道野幌に道庁林業試験場が設置されて製

材，加工，合板，乾燥などの部門が整い，製材技術に関しては北村が幣鋸の歯型， 製材歩止

まりなどの研究をすすめ，北海道におけるこの方面の技術普及に先駆的な役割を果たした10）。

また特にフーナ材の利用の道を開いた人工乾燥部門の研究には小倉が参加し， 昭和 24年林政

統ーまで種々の点で力強い研究能力を持ち， 特に木材工業の近代化研究の基盤が形成された

ともいえる。

さらにこれに号｜き続き，昭和 11年釜淵に当場の試験地が設定され，ここで製材，乾燥，木

工などの加工研究が開始された。
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同試験地は当初から真室川営林署直営の製材工場に隣接し，それと密接な連携を保ちなが

ら広葉樹利用の研究を進める含みをもっていたので初代主任の斎藤は同署兼務となり製材工

場付設木工試験室の運営にも参画した。昭和 13年以降に発表されている同署員料のうちに

は当場研究員の指導によるものが少なくないll）。

同試験地が加工関係の仕事のうち特に力をいれたのは製材部門である。製材木取り， 鋸の

目立などは永年の経験を要ーする職人的技能で研究や普及の対象としてはひどくやっかいなも

のとみられていた時代であるが これらの問題と真正面から取り組みその解明と改善に着実な

成果を収めた。

その内容は鋸の歯型，鍬接，腰入，アサリ出しなどの目立仕上げ法に関するものと，それ

らの条件が挽材成績におよぼす影響の検討，機械の操作条件，たとえば鋸速度，鋸身緊張量，

送材速度の適正化，所要動力，原動機，機械配置の問題，作業能率， 製材歩止り関係の事項

など極めて多岐にわたっているが， いずれも工場現場ですぐ活用しうるような形にとりまと

められている 12)[3）。

このことは同試験地が開設後直ちに発刊した機関誌“澗葉樹利用抄報”に端的に表現され

ている 1ヘこれは米国林産試験場のテクニカルノートにならってつくられたものといわれ研

究成果の速報と平易な解説を兼ねたものである。現在からみると研究文献としては簡略にす

ぎる点が惜しまれるが，製材技術資料としての価値は現在においても極めて高い。 また，こ

れらは戦後目黒の本場で再開された研究の基盤ともなったもので， わが悶における製材技術

進展のうえに忘れることのできない足跡を残した。

この間の研究活動を振りかえるといくつかの特徴的な流れが認められる。たとえば国産鋸

の性能向上や薄鋸の普及などもその一つである 15)1ヘ当時は一般に現在より厚い鋸身が使用

されていたが，挽滅り，挽材動力， 割れの発生などの諸点で薄鋸の方が有利であることを認

め，その目立技術と使用条件について研究を重ねた。 この成果は昭和 20年以降の普及活動

の段階で活用され全国的な薄鋸化の端緒となった。現在では木材工業界の情勢も変化したた

め挽材能率などの点から過度の薄鋸化に対する反省もあらわれているが， これが契機となっ

て目立仕上げ技術ひいては挽材技術を飛躍的に向上させたともいいうる。戦争が激化するに

つれ研究員の応召相次ぎ，諸物資の不足とともに業務の推進を制限するようになったが， 一

面では航空機用材の木取り法など軍需的な委託研究や女子目立工養成のため調査や指導など

も行ーなわjもた。

乾燥部門については，製材部門ほど研究されておらず， ブナ，インチ材の乾燥スケジュー

ルが研究され，材中の水分分布などが取りあげられており， 装置に関する研究も行なわれた

が一般に発表されたものが少ないことは残念である 17）。

昭和20年，同試験地は戦争による焼失をまぬがれて終戦を迎えたが， 主任や林産関係の
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しだい し なり加工関係の研究は殆んど停止した。しかし， この

問民間製材工場におjす

(S.P.）制度発足のさい，

さかのぼって昭和 11年に

き， Foxbaroの白

つふ伊， 18) 
／ 」 。

たえまなく :fj'なわれ， こ

て役立つこととなった。

3 

き，

陸道式1

さら も

この当時の研究は，国有林が広三三樹科用を旗印としていたため， 当場と国有林の研究はつ

ねに強い結び付きをしており，地方研究機関との委託試験もさかんに行なわれ， かなりの成

をあげている川。また研究方法も，製材，乾燥， J;n:r.：と， つねに特定の密接を対ゐゑとして

一連の流れにおいて進められていたつしたがって試験科ーなども， たやすく営林署ー経費から支

給し得るような体制であり，実践の進捗上極めて好都合であったと推察される。 しかし，こ

の反問，開題点の分析がたらず，あまりに現象にとらわれすぎていたようにも感ぜられるこ

とは現在一考に部しよう。

民間では，松本文三など木材乾操の写門家が現われ， となり， 臼木における木材

乾；操の基礎がこの時代に築かれたこと スケジューノレ関係，

わたり現夜も参考にされる文献，資料が数多く さ;fl,ている 20)21)0 

しかし，昭和 12年の支那事変に引き泣く， l4i:；：.のノモンハン事件， 16年の第 2次Ill:界大

戦の影響は研究部門にもJI辰次浸透し，多くの研究者吋臨海1μ'.1μ＇.人嘱託として応否された。 そ

して研究の内容も戦争に誼接関係をもつような竹筋コンクリ…ト，あるいは竹釘合成材など

がとりあげられたが，後1止に残るような研究は生れず，研究は分散され，昭和20年の終戦に

いたり，すべてのものは猿滅状態になった。

よる災容，家康焼失，研究資料の散逸等すべてのものは灰妓と化し， ここに第1歩

から踏みださなければならぬ状態となったが，極めて思い食料事情， 研究場所に対する

の少ないことなど，すべての悪条件を克臨して再び研究がはじめられた。

戦後の日本の木材工業に一つの活気を与えたものは米進駐核家族の住宅家具の製造と

資材の製造とである。しかもこれは同時に現在の木材工業の発展のきっかけをつくったとも

いえよう。

進駐と問時に米軍は，各謹木製品を発注し，しかも厳絡な会水率規正を付した。

当時の木工業界は一般市民と同様， ただ詑然iヨタとの状態であり，この注文に対して漠熱と

引き受け納入するとか， 見絞り書をだしてlE式納品が決定してから資材の手配するなどの手

段をとったため，未乾；段材が混入しグレイムの原因となり，はなはだしきは，契約違反によ

る芸大な賠｛賞金を支払わされたりした。 したがって木材乾操に対する関心は甑めて深まった

が，時代が安定していなかっ もあり腰を落付けた設慌や方法よりも急場に間に合う方
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法が重視され，高周波木材乾燥が取りあけ、られた。当場にも林野庁から50KWの発振装置が

おくられ，井阪，大沼などが昭和 23年ころより，この研究にたずさわり， 民間の要望にも

答えた。これよりさき， 昭和 22年ころより林産部門の統合が計画され，昭和24年林政統ー

を契機として各地の支場3 試験場の研究者は目黒に集められた。

戦後に現われた研究態度として特筆すべきことは，戦前のものが， あまりにも実際的な物

を対象としたため研究内容は観察に重点がおかれ， 細部の分析が浅いため対象が変化したと

きや， その成果の他部門への応用が全くできないことへの反省であった。 したがって乾燥

部門においても，戦前は大型乾燥室を運転し， スケジュールを決定するといった試験を進め

ていたが，戦後は実験室的に小型装置により， 乾燥室内の一部分の条件を再現して試験し，

大型乾燥室については， 室内の条件のみを測定するといった内容を分離する方法がとられて

いる。

昭和22年目黒に着任した小倉は， このす「しい思想、をうちだし， 杉下， 大沼などと， ス

タートバンド式外部送風式乾燥室の設計や，自然循環式， 乾燥室の気流循環等を実験室的に

分析し，あわせてスケジュールの基本ともなるべき木材中の水分移動に関し一つの体系をつ

くるべく研究を展開し，また同時に野幌時代のデーターを整理し，指導書の発行等にも努力

した叩凶'5）。さらに昭和 25年，寺沢，岩下を民聞から迎え引きつづき昭和 26年筒木を加え，

世相の安定につれ乾燥部門の研究も再び活発になり， ここに多数の人員を容した乾燥研究室

は，試験分野を拡張分離し小倉の行なった水分伝導に関する研究を物理研究室に移し， 乾燥

スケジュール，乾燥装置，高周波乾燥， l)i板乾燥等に分類し， それぞれの専門分野を各研究

者が担当し，特殊乾燥の問題普及書の発行等に力を注いだ。

小倉は戦後の木材乾燥の必要性にかんがみ， 高砂熱学工業とタイアップし焼失したビクタ

一会社のスタートバンド式乾燥室を復元改良し，新設計のものを長野県山崎工業 K.K.に試

験的に設備し，多くの研究成果をあげた。またこれと並行して，インタ一ナノレファン (I.F.)

型乾燥室の建造を計画，昭和27年愛知県名古屋木材K.K.に林試指導第 1号機を設立した。

これに引き続き寺沢，筒本は乾燥むらに関して数々の知見を明らかにし， 古川営林署，青森

運輸営林署等の（I.F.）型乾燥室を指導し，現今の (I.F.）型乾燥室普及の基礎をつくったのG）。

さきにふれた高周波乾燥については，その後2～3の問題はあったが， 本質的に無理のある

方式であったためあまり発展をみないままに岩下がこれを担当し， 一応の窓口として残して

いたが，昭和 29年ころになって自然消滅した07）。しかし， 特に高周波木材乾燥法が当時外

国と比較して日本で著しく進歩したことは特筆すべきことであるが，その原因を考えると，

いささか苦笑をきんじ得ない。

一般乾燥スケジュールに関しては寺沢が小企のあとをうけ実際的問題を水分移動の観念に

折り込み，乾燥特性としてとりあげ，引きつづきスケジュールへの結び付きを開発し， 同時
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に特定の乾燥スケジュ ールの研究を行なった2ヘ
その後，乾燥応力を考慮したスケジュールの決定方法などが取り入れられ今日におよんで

いる 20）。この間パーティクルボード用チップの乾燥の問題もとりあげられた30）。 また 2～3

の普及書などの発行もあり ，最近は特に南方材の輸入が多く ， この方面についてのスケジュ

ールの研究に重点がおかれている 31）目〉。

戦後の木工部門にあっては，その第一歩は床板加工に主力がおかれとくに， 斎藤は釜淵で

収めた成果を，混乱した木材工業界に導入し，広く普及に努めた。 なお昭和 23年木材加工

技術協会の設立に ともなう機関誌「木材工業」あるいはテクニカルノートの発行により民間

への技術浸透に力を注ぎ， 他国東京大学との協同研究による曲木の研究なども行なわれた問。

昭和 25年以降にいたり ， 中村らを加え， 二次加工，木工機械の研究としてプレーナ一関

係の研究，面荒さの問題，刃物，あるいはj陵手等の研究が相ついで行なわれた刊35)36)

そのf愛，二次加工の面では森らによる研究がプレーナ一関係でさらに進み切削性の試験方

法などの検討がなされるまでになっている 37)。

プレーナ一切削において，チッププレーカーが切屑形成におよ

ぽす影響の 1if1J 

床板関係では，斎藤のあとをつぎ森，昼らにより複合床板， スカ ーフジョイン ト・ フィソ

ガーによる床板製造などが試験された附30）。

このほか，製材またはチップ製造と関連たしものとして，パーカーの研究が中村， 大平ら

により進められた40）。

製材技術に関する研究は終戦後しばらく中断されていたが， 昭和 25年釜淵試験地から木

場へ研究員を吸収し， 同時に機械設備を移して，再び活動を開始した。そのころ林野庁では

各県に林業技術専門普及員（S.P.）を配し，これによって民間の技術指導を行なう構想を固

めていたい 地域の各研究機関もi柳時強化の方向に進んでいた。 したがって本場における製

材研究の主流は，釜淵時代のような普及的なものからしだいに基礎的なものへ移行していっ



7H 
つdη

，“
 

縦継ぎ機

た。また内容としては鋸の挽材性能，目立仕上げ法， 挽材操作条件，鋸機械など切削技術的

な問題が中心に取りあげられた。

鋸の挽材‘性能は切れ味，双もち，挽材能率，挽減り，加工面精度などの諸要素に分解して考

えられるが，それらに刻して鋸歯の形態，材質および釧身の剛性， 内応力等がおよぼす影響

を調べるため多くの基礎実験が行なわれた。たとえば，鋸Wrに関しては瞬間撮影による切屑

生成ならびに排出過程の観察，切削条件と切屑形態との関連， 光弾性試験による鋸歯応力の

解析，歯先条件と切削抵抗，摩耗，加工面アラサーなどとの関係， 切削熱発生の状況などが研

究され'1）叫に鋸身については帯鋸の厚さ， 腰入， 緊張力等が探れ剛性におよぼす効果， 丸

鋸内に発生する遠心力と熱応力の解析， 鋸厚と送材速度の関係などの検討が行なわれた4り。

またこれらと関連して，挽材操作条件，たとえば鋸身の緊張度，鋸速度， セリガイドのきか

せかたなどの効果も明らかにされた46）川。

一方，鋸目立仕上げの改善と標準化を目標として鋸身の接合， 腰入，アサリ出し，歯先研

磨など各作業の適正条件を追求するとと もに 工場で使用される鋸の仕上り状態について調査

を行なっている叫叫50）。なお上記諸点についてはたえず諸外国の事情を調査し，場外に紹介

してきた。

昭和 30年以降， 南洋材の輸入増加に伴ない，コ キー，マンガシノロなどの挽材困難な樹種

もかなり入荷するにいたったので，その刻策として歯先にステライトなどの硬質合金を溶着

し，耐摩耗性を賦与する特殊仕上げ法につき検討を行なった51）。 また木工用丸鋸に関する研

究として超硬チ ップソ ーによる各種木質材料の挽材試験を現在実施中である日〉。 このほか切

削技術以外の問題，たとえば木取り，製材品の品等，寸法精度，作業能率などの事項について
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もいくつかの調査研究が行なわれているが， 昭和25年以降近年まで られてきた研究の

あったといえる これらの点については， なお残された問題が多々

あり，引きつづき研究

ため

る

；ここjもら

ねばならないが， 地問で るいはその

き！堵揺を追えている。すでにここ数年来， 製材工場におけ

し られているが，今後さら

ること さjもている。
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29ふ 295,2合6, (1937～1941) 
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25) 小倉武夫：自然換気式乾燥室の改造について，木材工業， 6,No. 8 (1951）ヲほか木材誌， L

No. 1, (1955) 

26) 林試liJl：毅， No.60, 82, 93ラ143ラ150, (1953～1963) 

27) 林試1Vf報， No.68, (1954) 

28〕 ;j;j；試f,Jf報， No.81, 93ラ 97,135, 153, 163, (1955～1964) 



-234-
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53〕 林試研報， No.68, 105, (1954, 1958) 

54）枝松信之 ：秋田スギとその製材木取り，木材工業， 14,No. 4, (1959) 
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7.3 材質攻良に関する研究

Tuitt）逗の木材に：持殊な加工処理を施して， 木材の短所を矯め，長所を生かし，元労ミの性質よ

りはるかにすぐれた。性質に木材を改議してゆこうという考え方は， 古くから枯らして使うと

か， 者！l渋や漆を塗るとかいろいろな清穏や経験から発した手設で実行されてはいたが，現代

におけるような学部的な体系に基く手法によるものは極めて近年のものである。

明治 34年ころ鉄道敷設にともない枕木訪腐の必姿に追られ， 当時飲米視察より帰殺した

志賀泰ill(!Lli永島林業課長〉によって，その処理が推進され， また防火木材｛こ対する

な製品もはじめてつくられた。

明治 40年ころから山林局の佐藤捺五郊の欧州授察により広葉樹利用の按興が爵られ，裂

としてベニヤソーが輸入され， さきにのべた鍛治谷沢製材所に据え付け

られ，合絞剤務板の製作品2試みられるとともに， 業界においては名古屋の浅野吉次郎が独自

のベニヤ口ータり一機を部作して今臼の合板製造の端絡をつくった。

しかし，最近の目ざましい材笠改良手法の発演は， 比較的近年のことに揺し，第2次i笠界

大殺を契機としておこったものであって，当時軍需沼木材の研究に官民こぞって， 参闘した

ところからはじまると考えられる。当時接着斉ljとしての合成樹脂の研究の進歩と相侠って合

成樹脂による材質改良の機運が高められ，航空機用材としての合板， 夜間材や硬化議院t材も

諜迭された。

欠乏のなかで唯一の悶内資掠としての木材；こ各方南の専門家が注目し， この

木材の利用制：究を推進するとともに， 戦時中における過伐乱伐による木材‘資源の球少ならび

に優良原木の欠乏にともない木材の利用合理化の諒に沿う材質改良手法の発展的段酷を現出

した。すなわち訪j寓防虫処理はもとより，合板は耐水合板，特殊合板から， 難撚合板，防火

合板へとプ亡し、なる発援をみ，さらにパーティクノレボード， ファイパーボード等の新しいぷ

！ご類から，集成材，樹脂処理材へと発展するにいたっている。

木材保有：に関する ，わが留では明治 12 の注入がおこなわれた

のが最初である。 明治20年以後にはクレオソート討11の加圧注入が！？男女合された。 車場におけ

る木材訪j夜剤の研究は明治米年；こいたって三村によってはじめてクレオソ…ト i1l1, コーノレ

タール， 極化第二水銀，塩化現鉛， 硫酸鈎などの， 菌糸；こ対する発育阻止効力試験および

議付処理，注入処理材の杭試験などが行なわれた！）。 このとき定住処理部としては硫酸鏑が

いることが切らかにされたが， 硫酸錦はオオウズラタヶ；こ対しては効力が少ないので

オオウズラタケに接しなければ、 10数年の附周年限があると報告されており， 硫殻鏑の不溶

化の試みもすでにおこなわれている。これらの研究上の問題点は今日もなお検討されつづけ
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ているところである。その後，杉浦によって各種の防腐剤で処理したブナ試験体を地中に

埋設し 67か月間腐朽させたのちその重量減少率を求める研究が行なわれ，水溶性防腐剤の溶

脱性と関連づけて検討している，i。これは野外試験法の基礎とも考えられるものである。

大正 12年の関東大医災に関して研究報告の特別号が刊行されたことはさきにのべたとお

りであるが，ある極の樹木によって火災防止効果があることが報じられているほか，地震に

よる倒壊はとくに鍬合付近の古代建築などシロアリ，その他の害虫の食害，腐朽によるもの

が多いことを明らかにし，また木橋が火災によって被害を受けたこと， 鋪木道の燃焼はアス

フアルトと比べて必ずしも著しくなく， 適当な防腐処理をすれば使用可能なことを報告して

いる九電柱ではクレオソー ト制lよりも硫酸銅処理の方が燃え難く優れていると述べている

が，震災時の火災の激しさのため，このような結論がでたものであろう。

大正 15年に木材保存会が発足した。そのときの幹事には当場から，藤岡，森， 北島が参

加している。この頃から木材の防腐，防火に関する研究は一段とたかまり第2次世界大戦前

までつづいている。この間目黒では北島によって木材防腐に関する研究がすすめられた。木

材腐朽菌の培養法的，耐朽性の実験室的試験5)6）は，その後の防腐剤研究の発展に大いに役立

った。本邦産主要樹種，外国樹種の耐朽性は今日なおこの結果が引用されていることが多い。

ヒパ材の耐朽性が著しく大きいことも実証され， 北島，川村はこれがヒパ材の特殊成分によ

ることを朗らかにしたが，この研究はトロポロン化学のさきがけとなった6)7）。なおこれに関

連して高級脂肪酸の木材腐朽菌の殺菌性がしらべられ，nープJプロン酸，メ γ トネル酸等は殺

菌性があるが，穆酸は殺菌性の無いことが明らかにされている。

さらに北島はプナ丸太材の変色について研究しベ 主因をなす青変菌を明らかにし，この

防止の方法として北島 28号をつくりあげたが， その効果は防菌と，木口変色の面からのみ

みるならば，その後の研究でもなおこれに匹敵するものは見い出されていない。第2次大戦

中には，北支で鉄道枕木につく腐朽菌が調査された程度で戦争中特に目ぼしい研究は見あた

らない。 このころ防火に関する研究が木材保存分野に現われた。

lUlt後の荒廃のなかから木材保存分野にも研究の芽はもえはじめた。とくに長い間諸外国の

文献が得られなかった空白に対して，渇えたものが水を求めるように女献を求めた。 したが

って，この期には文献紹介が多く， ぺγタクロロフェノーノレ（PCP）をはじめ有機水銀等各種

の新しい防腐剤が紹介され， わが国でも これらの合成，研究の道がすすめ始められた。また

防腐分野でも基礎研究を求め生化学的研究も発展の道が開かれた。 このころ， 当場では，慶

野が木材腐朽菌とくに，オオウズラタケに対して銅塩が効果の少ないことについて，修酸銅

を確認しへ 島薗 ・田窪による，修酸分解酵素の研タ：eが発展した1山 1)。また各種防腐剤の研

究の土台がつくられた時代といえよう。

やがて PCPがわが国でも生産されるようになり，昭和 25年には当場員も参加して PCP
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研究会が発足し， その研究は飛躍的に発展し，さらに多くの薬剤研究へと発展す を生

じるとともに，木材保存に関する研究者も会層部に増加してきた。 PCP

の防欝効果，分析法についても研究が進められ，この Na；壊が木材中

る研究では，そ

ことからホ

ウ砂， j/j；化ソーダその他の塩の添加による効果，プγモニウム L匡さミ＂の：rif究もすすめら;Itた1幻

戦後呉地j永の関発にともなつてブ命ナ材冊が多主；：に伐採されたが，そのまま山元に放註されて腐

朽， j永容に授されfll!HHこ尉えないことが多かった。 それまで俄々の研究室でおこなわれてい

たブナ材ーの予措防総， liJJ虫に関する研究が共何ですすめられ， i協和 27年から 3年間にわた

ら7.1,た

乳予rJの効泉；玄，その後のこの方部の科用，研究に大きな役割を果たしているといえよう 13ら

この成果はさらに松丸太の訪菌，訪虫，板材の予指訪病にも効果のあることを示している。

lま，昭和25年にはじめて注薬缶が設置されその後処理技術についての研究が進展

した。古沢による難注入材であるカラマツの注入研究にはじまり， わが；廷では殆んど省みら

れなかった拡散法の基礎研究がすすめられ，その実用化への道も開けた14)0 簡易処理法とし

ての，塗付法での塗付設（消費長〉と吸収益との関係，；受渋処理での処ill¥fl器開と吸収款との関

係式がコ！とめられ， 初期吸収去を知ることによってその材の政収益：を求める方法がみいだされ

た。 なおj昆冷洛法における溶液混度と材内議境変化との関係， 薬剤荻ij叉±rl：と漆透度の関係

も求められ，カfl圧注入処理では，とくに生林処理の方法について研究が進められ，液混， EEカ

（加EE.誠EE度〉と材iセ温度・圧力との関係について実験し適当な処理条件が追及されて

いる 14）。防腐fillの性能については， し JIS作成ならびに改訂にあたって数多くの

ータを提供し，防腐剤の研究に寄与している。 1~/E~臼iについては振とう法による

の比較試験を行ない，流水による試験によって各種の薬剤の効果の比較も行なっている 15）。

菌の発育を均等ならしめるためにブナ単板の使用を導入し， また試験体の形状，培地との接

触間．によるj釘朽度の泣いも切らかにされた。 lvJi.街pfljで処怒したとき，銭、銃は重要な因子であ

り，各穫の薬剤の比較試験も行なった1G）。

樹種別の賠朽性については既往の研究もあるが，必ずしも一段的なものではないので，広

く系統的に樹朽性を知るために，話題の心辺材加の実践を行ない川，さらに前述の日

要樹種，南方材についての共罰研究のなかで，実験が進められている。木材の訪終処理の京j

，訪腐斉I］の効果を部周年誤として知るには野外試験によらなければならない。しかしそ

果は環境条件によって著しく異なるので，機会あるごとに枕， 処理l~iオを実地試験：こ供するほ

か叫，浅JII実験林苦焔lこ数多くのefM処理杭，処理坑を設詮し系統的に調査しつつある1九 ま

た会底的規模での地域別の野外試験計闘がすすめられつつある。

木材の防腐効果を十分に発揮さすためには菜子誌が有効に木材中に法透し， 薬効が永く殺持

されることが必要であるが，とくに水溶性防腐剤は水によって溶脱され易いので，
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｜妨j腐，防虫処理杭の海洋試験1年後の状況
（上無処理材，下 ：ナフテン酸銅処理材）

を行なったものについて残留主成分を分

析し，防腐効力との関連性についても研

究をすすめている。

近年とくに脚光をあびるようになった

保存関係の研究｛こ，木材の難燃化に関す

るものがある。新しい建築材料の発展や，

都市建築の高層化等一連の社会情勢を背

景として，昭和 34年建築基準法が改正

され，都市不燃化が推進されることにな

っfこ。

これにともない，防火材料や防火試験

法が広く研究されるようになったが，当

場においても木材の最大の欠点とされる

易燃性から脱却するための，木材難燃化

の研究が進められるようになった。研究

すべき内容は極めて多いが，現在まで，

処理材の着炎性をしらべるほかCO），薬剤l

処理による合仮，その他ボード績見（［燃化

の基本的な研究がすすめられている＂）。

また各種の防火薬剤の防火機構を明らか

にする基礎研究が準備段階にある。防火上最も重安な火源の影響，とくに初期火災の性状に

ついてはほとんど明らかにされていないので， 低温着火，着炎，炎の広がり ，フラッシュオ

ーノミ一等について系統的研究が進められている。また現在の JISの難燃性判定方法について

さらに研究をすすめるほか22), 難燃材料の認定機関として，すでに 200種以上の検定試験を

行なっ ており，この方面への寄与は，はなはだ大きい。

合板に関する試験研究としては，わが国合板工業の創始者といわれる浅野吉次郎が研究を

始めた頃とほぼときを同じうして，鍛治谷沢製材所に明治 43年ドイツ製のベニヤソーが設置

され，単板を製作したのをはじめとしていることは，さきにのべた通りである。 そのころ業

界においては合板製造は早くも実用化されていたため，大正 3年に当木工所の廃止にともな

い， そのベニヤソーを民開業者に貸与使用させ，業者の研究促進に役立たしめたという。

その後，業界における合板技術は逐次進展をみせ， 大正 11年ころより南洋材ラワン丸太

の入荷とともにラワン合板の製造が盛んになり， 関東大震災を楼に一時活況を呈するように
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難燃処理木質材料の燃焼試験

なった。丁度このころ，米国留学より帰国した泉が， 欧米の合板製造技術についての新知識

をもとにして合板に関する試験研究を始めた。当時の接着剤はJI妻やカゼイソが主であったが，

接着剤の品質や使用法の研究，合板の吸湿膨張性や狂いなどの合板性状の研究ならびに接着

面の接着力におよぽす影響など主に実用上における貴重なデーターを提供し， 当時の合板企

業に対し啓蒙的役割を果たしたm。それと同時に大正 14年には， 本邦における始めての合

板に関する著書として“ベニヤ板製造法”が出版され，合板界の指針になった。

昭和の初期に大豆グルーの研究，製造が業界で完成され， ラワン材の輸入が盛んになると

ともに，昭和 6年ころより，この大豆グルーを使用したラワン合板の製造がいよいよ本格化

して大衆への需要が高まってきたが， 生産量の急上昇とともにク・ルーの使用法の不確実さの

ために剥がれ易い合板が目立ち，合板の不信を買うおそれが出始めてきた。たまたま当時，

山林局では未利用広葉樹特にブナ材の利用増進ならびに開発の施策を打ち出しており ， 各地

に官営の製材所を設け，真室川，野辺地の両営林署にはロータリー機を設備し，単板を製造さ

せたほか，本場にも合板製造の一連の機械を昭和 11年より設置し接着剤の性能試験と合板

製造技術の研究とを強力に押し進め，合板品質の向上につとめさせた。特に昭和 12年を頂点

とする合板界の活況時代でもあったため， 単合板の乾燥が従来の天日乾燥では追い付かず，

かつまた品質向上のためにも乾燥機や乾燥室の設置相つぎ， この設置や運転指導に当場の果

たした役割は大きかった。

しかるに昭和 12年7月の支那事変後は統制経済に移行し，研究員の応召栢つぎ，研究に

も各種の制約を受けたが，合板のリンゴ箱への応用試験川は， 戦後における木材利用合理化
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における包装箱変革への一つの布石となったといえよう。北海道野l院試験場においても昭和

17年ころより合板試験が行なわれたが，遺憾ながら戦時中における報告が見当らない。

戦後における復興用材としての木材の需要は増大し， それとともに木材に対する合理的利

用研究の必要性も高まり，本場復興ならびに林産研究の一本化にともない， 合板用設備も逐

次整備され， 昭和29年応用研究室の完成とともに中間工業規模の合板用機械類がふたたび

控備されるにいたった。

その間，満洲大豆の輸入がとだえたことによって大豆グルーの使用が困難になり， その対

策としてピスコース接着剤が登場しはじめた。本場においても堀岡がその製造と性能試験を

行なうとともに基礎的研究を行ない業界への指導にあたった則。一方野幌試験場では神が単

板切削における裏割れ防止のために切削時の圧縮度の問題をとりまとめた2九 かくして当時

の 「作れば売れる」といわれていた粗製濫造の合板製造に，品質向上のための本格的研究の

一歩を進め，業界指導に乗りだした。

昭和24年ころの林産研究の本場集中後は堀岡が中心になって，材質改良の基礎として接着

をとりあげ，接着機構の解明という基礎的な研究の方向を打ちだして， 接着の体系化につと

めるとともに， 戦時中に発展した各種合成樹脂接着剤の製造，性能試験および合板製造法の

試験を単板切削関係， 単板乾燥関係，単板接着関係とに分割してそれぞれ基礎的応用的な研

究に取 り組みはじめた。当時進駐軍用特需合板の需要ならびに厳重な規格もあって， 耐水性

合板に関する進歩的合板製造技術の確立に大いなる貢献をなし， 業界の指導は勿論のこと，

合板の輸出増進に一役をかった。 かく して従来の “合板というものは剥がれ易いもの”とい

う汚名は，ここにおいてようやく一掃されたというべく， 現在における重要建築資材として

の繁栄の端緒もここにあったというべきであろう。

単板接着関係においては， まず，接着機構について材質改良の基礎としての木材の材質，

木材の C電位，木材の接着機構，接着層の形成，接着性能の測定法，接着に関与する木材の性

質，ユリア樹脂接着剤の組成分とその接着性能， 潜伏性硬化剤によるユリア樹脂接着剤の性

状，フェノール樹脂接着剤の組成分とその接着性能， ユリア樹脂接着剤の老化性，接着によ

る合板の内部応力などの研究がある'7）。

接着剤については常温硬化フェノール樹脂，カゼイン，ユリア樹脂， メラミンユリア共縮

合樹脂，防腐剤混入接着剤，ユリア樹脂へのパラフィン添加，合板のばくろ試験， 酢酸ピニ

ールエマルジョン，市販の一類合板用接着剤など広く，接着剤全般にわたってその性能と使

用法について試験が行なわれた間四〉。

合板製造法のうち接着については，単板の順化処理，テンダーライジング， ベニアエッヂ

グルーイング， トンネルおよび心重 りのない合板，フォルマリン臭， はぎ合せ用レジンテー

プ，異なる厚さの中板をはぎ合せた場合，微量塗イ寸などについて試験研究が行なわれ，その成
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：：；；ミ；玄}Aく ヰ主L、 さhている30)31）。

し，体系l'i':Jな学部｛白菜イすけ ある

として中村｛こよりロータリーレースによる単板切当ljにおける など る研究

がおこなわれ32），ま よるロータリーレースの接持与との研究33), ま

と切lljlJlli絞の品質との関保をもとめ しようとする試みがあり，スラ

イサーにつし、て の研究がある川。 さらに谷地で｛:fo:ilをされている つい

を行ない業界への指針を与えている。

は， HB示127年ころはま 一般的であったため，まずその性

能についてのi7E1°~ を求めたが，？ドl1tZI品質の向上‘のためにはベニヤドライヤー

を究明3りするとともに仕上り準板の品賞向上特に木口説れ

と波打ち防止策について川，また仕上り合水芸名の均…化についても研究廷料を求め，かつまた

とともに発段した連続単絞乾燥機についてもその性能を検討し，業界におjし有

効な普及化の指針乞与えた。

特；こ｝忘）百研究室の る特別予算が計上されるようになった昭和34年ころからは，

合板に関してはそれぞれの研究室に分れて研究している切削，乾燥，謀議関係が合板研究班

して，僚に連繋をもった研究をとも行ない，また中間規模の試験も取り入れた川。輸入

材；こ関する一連の合板製造試験などもこのなかで行なわれた。 この穏研究は今後ますます必

となってゆくであろう。

かくして一般合板の質も向上し， j；；：政体制も設えられるにしたがい業界の競争も高まり，

とくに｛也の新建材との競合も激しくなるにつれ，経営の合理化，新製品の開発，用途の払つに

と，その進j琵は激しさを治してきた。一方ラワ γ原木i輸出関のブィリッピンをはじめ

の後進国に合板工業が台頭してきた影響をうけ，わが関合板!fl!-も安穏としておれず，

より高級な特殊合絞製造への方向をも辿り始めている。 この間において当場において

くこ次加工合板の研究を開始し，単板オーバーレイ合板についても品費向上をはかるために

製造上の表部部れの問題や的熱圧の問題に取り組み， ラシノミ…コア一合較については特に狂

いについての条｛牛を検討し39), オーパーレイ合；慌については建築外装用レジンシートオーパ

ーレイ合板の製造法，性能について活発な試験が行なわれ叫， 中間工場規模による試作品は

本場構内あおぱ寮，北海道交場庁舎などにも使用されており合板の新用途器拓に資している。

建築内装用のプリ γ ト合板，塗装合板，オーバーレイ合板等についても製造法， 't:11,fiき，試験

法につき調査研究を行ない業界への資料を提供している 41)4九また近年，都市防火の方向が

進演し合板のp[(g燃化；こ対する要望も高まり， 昭和35年以来合板の難撚化処理の研究川村〉も

進められている。

また合板の品質磁保のために JAS規格が設けられているが， これに対する各種のデータ
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ウェザーメーターによる合板の耐候性試験

ーを提供して，その制定に協力してい

るla）。

集成材は，ヨーロッパにおいては，

今世紀のはじめから，アメリカにおい

ては 1930年代からその製造と利用が

行なわれはじめているが，わが国では

合板などにおいてみられるような産業

的歴史はみうけられず，工芸的な意味

での木材の接着が古くから行なわれて

いたにすぎなかった。

第 2次世界大戦中，圏内のすべての

産業が戦争への協力態勢をとったため

に，鉄材ーがほとんど武器弾丸に消費さ

れ，当時は木構造物の構築に不可欠な

ボルトなどの銅製接手にすら事欠く事

態を生じた。そこで，この情勢に対処

するために接手の少ない構造法あるい

は銅製談手による談合法を他の接合法

に切りかえる必要性を生じた。一方，

昭和 15年ころから国内においても合

成樹脂接着剤の開発が進められ，昭和 17～18年ころにはフェノール樹脂接着剤やユリア樹脂

接着剤が実用される状況にまでなった。そこで木材をユリア樹脂接着剤で接着し， 建築や木

造船などの木構造物を構築する技術が進歩し， 当場においても接着によって組みたてられた

木製トラスなどを試作してこれを本場各研究室の庁舎に実用試験するなどの試験研究が行な

われた。 また，建築研究所との共同研究も実施され，これら技術を一般木構造建築物に応用

すること， 戦時態勢下の木造船建造に接着の手法を導入することなどに当場の寄与するとこ

ろ大であったが，研究報告として発表されたもののないのは惜しまれる。 これらは厳密な意

味では集成材といいえない点もあるが，ひき板あるいは木材プロックを相互に接話する手法

としてはやはり集成材の場合と同様と考えられる。当時これを合成木材と称していた。

戦後，国内の各種産業が復興と近代化への努力をはじめたなかにあって， 木材利用の合理

化という目標にそって国内における集成材の開発が進展した。 当場においてもその情勢のな

かで集成材に関する試験研究が開始され“接着に関与する木材の性質ぺ “合成樹脂接着剤
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の性質”などの研究成果があった。昭和26年，東京都千代田区内の森林記念会館に円弧状の

建築アーチを架設するについては当場がその推進母体となり ， 建設省建築研究所の協力をえ

てこれを設計製造したが， 同アーチに用いられたスギひき板とユリア樹脂接着剤による集成

材の基礎性能のテストおよびアーチ製造の工場指導などを当場が担当した則。また，国内に

おいて最初の集成材工場が操業を開始するにあたり， 工場現場における指導と製造に関する

調査研究を行なった川。そのご， 当場応用研究室において集成材に関する中間規模の製造な

らびに性能試験設備が逐次整備されるにともない，小規模な実験室的試験と平行して実物大

の中間試験が行なわれ，前にも少し触れたが木材部内の各研究室からの担当者よりなる集成

材研究班によって，通直集成材の製造およびその材質試験についての研究が実施され48に北海

道産主要樹種のひき板をもって製造された通直集成材について，その製造試験と接着性能な

らびに強度性能が究明された。また，わん曲集成材を建築用の三鮫節アーチ材料に使用する

場合の製造と接着性能， 強度性能および構造特性を究明するためにアカマツひき板による実

物大のわん曲集成材を製造して試験を行なったが， その構造特性については建設省建築研究

所との共同研究が行なわれた。 かくして建築用三鮫節アーチ材料の諸材質および構造耐力に

関する基礎的資料が調整された。 これら内装用集成材の研究と同時に外装用集成材に関する

研究が進行し，外装用の集成材用接着剤の検討および，車輔］用，電柱腕木用あるいは木造船用

の各集成材の製造と利用に関する研究が行なわれたが， なかでも前述したように集成材およ

び合板による漁船建造技術の研究として， 農林水産業振興費特別研究の予算が農林省技術会

議により昭和36～38年の継続テーマとして認められ，水産庁漁船研究室との共同研究として

漁船用部材の諸性能および船体構造模型によるモデル試験などが行なわれた。 また，外装用

エゾマツ集成材の製造と接着ー性能の試験として応用研究室において製造した集成材を当場東

北支場会議室のノレーパーとして使用し昭和 36年から実用経過の試験が継続されている。以

上は主として集成構造材に関しての試験研究経過であるが，ここ 2～3年集成化粧材の台頭

があり，昭和 37～38年には林野庁連絡試験において当場と各県との集成柱に関する共同研究

が行なわれ，また，社団法人日本木材加工技術協会の集成材委員会を通じて， 集成化粧材の

製造基準が確立したことを手始めに，集成梁の試験あるいはこれら集成材の品質向上と規格

化への努力が払われ，集成材の普及に推進的役割を果たしつつある。

以上，現場的応用的な試験研究のほかに， 集成材に関する基礎的研究としては，ひき板の

樹種と集成材の接着性能，防腐処理ひき板による集成材の接着性能，耐候性試験，等級別ひき

板の組み合わせ効果，安全曲率半径と強度低減率，振動疲労試験，集成梁の設計，集成柱の設

計，集成材用合成樹脂接着剤などに関する研究が 昭和 25～39年の間それぞれ進捗し，今後

の木材利用のために大きい成果がえられている 49）。
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i誌とのべてきた保存関係，合板，集成材やこれと関連した接着剤に関する研究以外の材質

改良川却する研究は，戦時中と戦後に明確に分けられる。すなわち前者は強化木および積廃

材であり，後者はパーティクノレボード，防温処理，設入木材などである。

戦時中，航空機用材としての木材がその比強度の優秀性に着目され， さらに素材のもつ欠

点を改良するため， 合成樹脂を利用した圧縮積層材，樹指注入庄縮材など…連の強化フドと称

せられた改良木材が，閣の内外を関わず研究されたが， 帝室林野局東京林業試験場において

も， 昭和 17年ころよりかかる強化木の材質向上のための基礎研究として，強化木および

部材、の理化学的研究が取りあげられた。すなわち摺陪らによって，強化木および談用材の摩

擦係数，腐朽性，湿潤現象，耐火性が検討され，さらに顕微佑学的研究，偏光ならびにX線的

研究が行なわれ，航空機の桁材，プロペラの製造に貢献した50）。 その多くのデータが軍事機

筏としてうもれてしまったことは深く情しまれる。戦後この種の研究の方向は木材の寸法安

定性，電気絶縁性の改慈に向けられ，今日にいたっているが， 当場においては今後の木材利

用がより大きい付加価値を与えられなければならないというところから昭和 38年より合成

樹脹を注入庄縮することにより， 木材ーの物理的，機械的。！会費， i1liH良性，耐薬品性を改穫する

研究を再び開始した。 この研究はこの題の材質改良を根本的に解明することにより将来の新

しい木材利用の途を開こうとするものである。

，パーティクノレボード工業は林業の経済性向上にその価値を高く詳細され，当初タトi主iに

おいて発達し，その技術がわが国にz!');入されたものである。したがってわが討の経済的なら

びに原木事情に即した製造技術の磁立が必裂であり， 当；場においても昭和 30革関より

技術に関する基本的な研究が取りあげられた。すなわち岩下らによってパーティクルボード

の原料樹撞，小片形状，熱圧条件特に小片含水率の影響， 熱圧時間の短縮など製造に対する

議礎的問題が検討され51), 今日にいたっているが，現在なお，接着剤，寸法安定性などの製

造上の開題ならびにボードの利用上の開題が検討されている。

なお，木材の吸湿投を防止することは木材利用上重要なことであるが， 当場では昭和30年

ころより，防波処盟として従来より採用されている塗装についてその効果を謂べ， 塗膜の保

持を改善するための研究を行なってきた。 特に合板きと外装用に使用する場合の屋外塗装を対

立ととして，使用塗料の性能， 各穏木材と塗装性との関係，ならびに木材の各種処怒と

との関係について検討されつつあるω。
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8. 林産化学部門

8. 1. セルロース・へミセルロースに関する研究

木材糖f乙（木材加水分解〉の工業規撰試験は戦時における

のが多い。たとえばドイツ留は第1次大戦の後半におい

窮状打開の一つの手段として希硫酸法による木材糖化技術を

箔発静j去を確立して燃料の一部を酒精により

漉；こも成功して会錦料蛋自の補給をした。 これら

もとで開発されたも

よる諮

t」F・

いたるもいろいろの分野においてその手法が生かされている。 しかしながら木材糖化は，そ

釘がグルコースで、あり沼絡であるかぎり， 永主7・それらが：良夜物とし

衡がL、じされてきたものであるだけに平時における企業としてなりたつ可能性はすくないと

いっても過言ではない。戦時的な木材綴｛とは元来採算を度外視して；1＼発したものであるが，

こjもとてもドイツのようにill:界的に著名

を期待しうることはあきらかである。

る霞にしてはじめて実質的効果

第2次フミi訟においてはドイツはいうまでもないが， アメヲカ合衆国，プランス，イタザプ

その他の留でも木材糠化の開発がすすめられた。 日本では昭和 16年：こ東洋妬殖株式会社が

希硫酸高圧法として著名なショーラ一法の，技術と設備のーさいを導入し， 初鮮の新義州に

工場を設立した。その規摸は乾；材処JtRI日当り 50～60 トン， 然水消1'1号の立さ夜1日あたり 1

万t内外であったといわれている。

第2次大戦の：判明以降，外界から遮断された日 i社1

あったと考えられるが， そのような事情も反映してか， 昭和 19若手には

よる木材糖化の試験が開始された。 この研究

を中心とする研究グループであった。

よりこの研究には終止符がうたれたが，昭和21年，これら

形で， i河じ研究グループ

において 1日乾；材1トン処理の規読のものであったっ ち

リ，当；場として何らかの意見を求められたのであるが，

由もあって，この企闘には参i現しなかった。

～ルザ

め勺

北海道庁は道i々の不良または未利用小佳子主の用途開拓を目的として

の危期的状況に

とし

口frJf

あた

ないという：！！！！

日し，昭和24年から傘下の林業指導所に命じて，総合的な研究活動を路始した。また道庁は

技術的な関連のあるニ，去の大学研究開iから協力をうるため研究委託をおこなったが， 昭和

26年：こはその研究活動の調整役として木：枕様化祭議会（仮称〕をもうけ，
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初その会長をつとめた。

このように糖化の工業化研究が活発となるにつれて， 当場でも一時は木材糖化研究室なる

名称の研究室をもう け，関連のある研究をおこなった。 たとえば濃厚硫酸を木粉に混和する

（昭和40年） 赤外線分光光度計

について操作上の諸国子と糖の収

率との関係を検討した！）。 また生

成糖質の発酵工学的研究の一環と

してワルドホーフ培養槽の機能2)

について検討した。

木材加水分解の近年の傾向は木

材中のへミセルロースを本糖化反

応の前段階で加水分解し，これを

まづ抽出分離する ことが，主製品

であるグルコース結晶の収率をあ

げる必須の条件と考えるようにな

った。 当場では水蒸解あるいは希

酢酸前処理の研究をおこない， ペントサンからフルアラールを生成する反応について検討し

た3)4）。

さて第2次大戦後の日本における糖化試験とその工業化のtt欲はかなり奥例的なものであ

り，上記北海道庁の研究投資と相前後して小規模プラントによる濃厚硫酸法糖化工場が静岡

県下（福泉醸造株式会社）で試運転をつづけ， また別に塩酸ガス法による工業化試験も活発

に推進された（新日本窒素肥料，財団法人野口研究所）。このような研究活動ならびに企業化

の前段階における業績， あるいはパルプ。工業廃液成分の利用等に対する公的な研究援助のも

ようについて海外に刻する紹介もなされた5）。

日本における上記のよ うな木材糖化の動向を基盤として FA O の主催する木材加水分解

作業部会第2回会議が 1960年 10月10日から 15日まで東京において開催された。参加国は

日本，アメリカ合衆国，オーストリア，フランス．スイス等であり， リグニンの処理をも含

めて多数の論交が提出され，活発な討議がおとなわれた。 会議録および提出論文は日本語に

訳されて木材化学工業推進協議会から発刊された0）。

従来木材セルロースは主にノミノレプとして利用されてきた。 しかしさらに高分子物質として

の用途を開拓するために， 昭和38年から乾溜研究室でセルロースに関する実験が開始され

た。木材セルロースの高分子的性質を究明し，その性状を明らかにするとともに，高分子化

学的利用の基礎確立を企図して，実験が進められている。

すなわち， 木粉を直接ニトロ化してセルロースの分子量を測定する方法を検討中であり，
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またセルロースと高分子材料の相互作用さと，おもに界面化学的現象から追求している。

ヘミセルロースについては，大分以前から関心がはらわれていた。例えば古く辻7）；土広葉

樹 51種，針葉構12議の分析を行なって， ペγ トサン，マンナγ，ガラクタンの針，広葉樹

別の多寡を論じ，広葉樹材中にはマソナンは存在しないとしている。

パルプに関連しては，ヘミセルロースを必要に応じて， パルプ中に残留あるいは桧去させ

る研究が行なわれたことは部項の通りである。

さらにへミセルロースがファイパー・ボード，チップ・ボードヰコで如何なる役割を果たし

ているかを精査して，品質の向上を計る問題，あるいはへミセルロース'{r1京料として， 有用

な各彊製品を製造する問題等が残されている。

これらの開題を解決して，木材をより合理的に利用するために，昭和 35年 8月から木材化

学研究室で，ヘミセルロースに関する実験が鶴始された。

この目的を達するためには， まづへミセルロースの本慈をくわしく解明する必要があり，

へミセルロースの抽出ベ化学問；遣について実験が進められている。
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8.2. 高分子化学に関する研究

昭和29年秋，当場のtf!c!主化学部内で，木材の新しい研究方法，すなわち物理化学的な手設

の必要・I生について論議が重ねられ，いままでになかった新らしい研究室が生まれた。材質第

一研究室と名付けられ， 約四年間つづき，のち高分子化学研究室と改名されて現在に至っ

ている。

研究対象；土木材の素材であり，その研究手段としては物理化学的手法を用いて， 主として
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木材の内部表面の性質の究明を目的とした。 研究テーマは， 1)木材の浸透拡散に関する研

究， 2）木材の熱可塑性（後にレオロジー〉に関する研究， 3）木材の吸湿性，微細構造変化

に関する研究， 4）木材の内部反応、活性に関する研究であった。

昭和 29～31年は木材の物理化学的性質の基礎知識の吸収の年であった。アメリカのマジソ

ン林産研究所，その他の研究業績を追い，これを吸収し，昭和 32年より，実験その他本格的

な活動を開始した。

以下，研究テーマ別に過去 10年間の推移を述べる。

木材の組織構造との関連性， および木材を構成する高分子物の物性を明らかにするととも

に，利用上の基礎データを得ることを目的として，木材中における， 気体，液体，溶質の拡

散現象が究明された。細胞壁内における収着水の平均拡散係数を測定し，検討を加えたl）。

横田は Fp L留学中に，木材の湿熱性に関して研究を行なった。 これは，木材の成長時

の応力に関係した性質で，生材は熱回復により，水分収着と関係のある， セルロースセグメ

ントの量が増大することを推測したりの心。

細胞壁内における脱着水の拡散係数を非定常状態において測定し， 木材の三方向の拡散の

性質を明らかにした。高濃度では，脱着水の拡散係数は収着水に比してはるかに大きい。木

材の吸湿，脱湿による拡散係数の違い，各構造方向ごとの拡散係数の含水率依存性を求めた。

その結果，刺1方向を除いて，半径，および切線方向では，両者の差は， それほど大きい値を

示さなかった。 これは，細胞膜中の水の鉱散が，木材の吸湿， j悦湿速度に寄与していること

を示している九

木材の蒸解機構，熱圧機構等に寄与することを目的として， 論調Lil寺における飽水木材の流

動性が研究された。圧縮速度は，温度の増加につれて増加し， リグニンの軟化点に起因する

屈曲点を示さない6）。

古谷は米国留学中，アイソトープによる木材の内部検査について研究し， 主として， Sr,

Irのエネルギ一分布について測定した。

木材の内部検査は，高比重物質より困難であり， 散乱線を減少させることが最大の問題で

あるとした。特定エネルギ一範囲を用いた場合の検出能力は，上記 7線源および Sr X線

において，ほぼ同等のものであることがわかった九低周波領域における木材の動的弾性率

の測定結果から， リグニンに富む膜問物質の弾性率変化は， セルロ ースに比し著しく大きい

ことがわかったへ また木材中のリグニンに富むII英間物質は， 低線量（10r） の7線照射に

より，分解よりむしろ結合することを推測した9）。

木材の物理化学的性質におよぽす，微細構造（特に結晶領域〉の変化の影響について， ま

ず研究が行なわれた。各種の溶剤lによる木材の湿潤熱を測定し，木材の膨j閏盆と湿潤熱との

あいだの直線関係から，木材の膨i位lにおける水素結合の役割を知ることができた凶〉。
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また，アノレカワ溶液による木材の湿潤熱の測定を行ない， アルカリ濃度の：増加とともに，

裡潤熱は増加し，また，アルカリ処理により， 木材中のセノレ口ースの結晶領域、は永久的変化

を揺こすことをど示した11）。

ラワン材のがi熱による“ぬれの低下”について研究さと行ない， アルコール抽出物がこの謀

因の一つであると推則したi九

木材の寸法安定化，および材質改良を閤り， さらに木材の物理化学的性質の変化を知るた

め，木材の内部表面官能基と各種薬剤との反応性が究明された。

木材と各種有機チタン化合物との旦ステノレ交換反応は， 木材の寸法安定化の効果を与え

た。（チタンジクロロジアセテートの場合60%）これらの処理により，耐続性，開朽性，樹

薬品性および綴水性を付与することが切らかになった1め14)15）。木材に電子擦を照射した結果，

1×10、ad までは，吸湿，膨i開設には変化は認められなかったが， αーセルロースはほ

とんど消失した16）。

木材の反応性と木材の結品在！：との関係について研究した結果， の関には密接な関連性

のあることがわかった17）。

ピニーノレ系モノマ…（スチレン）による木材のグラフト

プト重合反応の活性中心が，木材の内部表部の活性基

おいて，約70%の寸d法安定化効率を与えたl8)1D）。

をf子なった。 その結果，グラ

であり， 2霊盆増加約 40タ6に
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8.3. リグニンに関する研究

当場においてリグニン研究が取りあげられたのは比較的最近 (1950年)1）で，林産統一後に

属するが，それはリグニ ンの化学が海外においても 1945年ころより活発な進展をみせたこと

と軌をーにしている。リグニンが木材主要成分であるにもかかわらず， その化学構造および

利用法が確立されていないことがこの研究を進めるうえに大きな意義を与える。

研究内容を大別すれば， C1）リ グニンの biogenesis, ( 2 ）リグニンの基礎的化学反応，

(3）リグニンの利用の 3方向となる。

C 1) リグニンの biogenesis. この研究は長谷川らが中心となっている。 リグニン，ま

たはフラポノイド系フェノール類の biogenesis については今次大戦後， 放射性炭素を用い

た研究によって著しい進歩をとげた。従来，パクテリヤ，菌類等の下等植物に認められてい

た糖→、ンキミ酸→芳香族の経路は彼等の研究りのの7）により高等植物にも通用しうることが多

くの樹種についてシキミ酸検出により示された。ユーカリ切校にグルコース等の l -•c ラ ベノレ物

質を与えてメタボライズし，放射性物質の追跡をした結果， EMP－経路が芳香環化に大き

な意味を有するこ とを知った17）。またストロープマツの組織培養実験では， グルコ ース→シ

キミ酸→リグニンの経路をさら

に確実なものとしている 18）。

C 2) リグニンの基礎的化学

反応 ・リグニンの化学的利用の

さい，障害となるのは化学構

造，反応、機構のあいまいさであ

る。したがって決定的な利用を

考える場合の手がかり，あるい

は合理的方向を追求する研究が

これに属する。田中 ・近藤は亜

硫酸ノξノレフ。ノットおよび木材の
化学実験室

（昭和40年） ーガスクロマトグラフー ニトロベソゼン酸化巾〉により
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ノミニリンi民主主を比較し，ベンゼγ核5位の炭素置換体について検討を加えた。 またアノレカリ

分解8)14）で stilbene誘導体をえ， guaiacyl および syringylethαne生成の由来を

している。石謀・近藤はエタノリシスを行なった山九 この反応でえられる Hibbertのケ

トン類はリグニン中の特尉な基から由来することは知られているので， A基およびB基がス

ノレホン化されたリグニン底分について比較し， 関係モデル物質の合成を行なった。 さらに

クラブト蒸解機構に関連し，初期の硫化状態検討のため硫化水素蒸解川，およびメルカプト

リシス15）叫を木材および合成モデル物

質について比較し，エゾマツリグニ γ

から 2-ethylthio-1-(4-hydroxy-3-

methoxyphenyl)-propαnone-(1) a:: 

琉化単金体として初めて確認した問。

榊原・中山はジヌ？キサンー水による

議；で， Fグニ γから初めて pーハイド

口キシシンナミッグアノレコーノレ議さと有｛g

し20), Freudenbergの生合成理論

に＠：接的支持を与え，さらにその結合

状態の考察を行なった16）。榊原・山口

は液安中の Na分解で guαiacyl

Jうropanediols,guaiacylglycerolを

ペーパークロマトグラフィによって同

定叩，従来のりグニ γ単位構造につい

てより詳細な知見を加えた。

( 3）リグニンの利用． この種のwf

究ではリグニシを水素化分解して化学

工業原料とする立場で古くから取りあ

げられた。拐事原らは溜橋，苛性ソーダ

リグニン連続水素添加装霞

一会長および内部

で加熱，水蒸発生体によって水素1tし11）凶川28), リグニンの約 90忽を液化した。そのほとん

どはシクロヘキサン誘導体で蒸留可能なものであった。軽度の反応条｛牛では主生成物がグア

ヤコーノレ誘導体のごときフェノール類を与える問。 また接触水素化分解では叫25)29），軽沸点

フェノーノレ類を時的とした触媒の検討により， 金属カーボニル（Ni,Fe, Co）がすぐれて

いることを知ドペ 工業的基礎資料をうる目的で小型連続水素化装置による研究に移行し

た（昭和38年〉問。当初加水分解リグニンを対象としていたが，問題の事清から S.P.廃液

リグニγへの切替を余儀なくされ，現在その立場からwF



-254-

速し，簡単に S.P.廃液からリグニンを沈殴させる方法が開発された07）。なお簡易なリグニ

ン分解法として還元乾留19）の試みもなされている。
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誌， 7,19, (1961〕
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25) 榊原彰ら 連続試験装置によるリグニンの水素化分解， 8回リグニン討論会講， 53, (1963) 
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分解によって得られたこ，三の知見， 9回リグニン討論会講， 56, (1964) 

8.4. 特殊林産および木材抽出成分に関する研究

1 ） 特 殊林産

当場における特殊林産関係の研究の移り変わりには， そのときどきの社会情勢が反映され

ており，ことに大正末期以降の研究には，その感がもっとも強い。

1) しょう脳およびしょう脳油関係

しょう脳はわが国の特産物で，明治のはじめごろから海外に輸出されていたが， 1869年に

セルロイドが発明され，それが工業化されたことなどもあり ， 海外の需要の拡大につれて，

ことに日清戦役以後，し ょう脳の生産量も急増し，その価格も高騰してきた。しょう脳専売法

が，台湾においては明治 33年 8月に，また圏内においては明治 36年 10月に施行されたが，

原木の乱伐のため，しょう脳の生産・量も明治 35～6年ごろから滅少してきた。その対策とし

て，クスの植栽が奨励され，また，しょう脳を能率よく，安価に生産するため， 製法の改良

研究1)16）がおこなわれた。さらに，造林的な面から，クスと製脳上の関係の調査をおこない，

クスを最も集約に利用する方法をもとめ，その場合における諸経費関係， および原木状態と

含脳量との関係を切らかにし，もっとも有利な施業方法を講ずるため，鹿児島大林区暑では，

明治 37年， 高隈山山ろくに製脳試験場を設置し， 大正 7年までいろんな製脳試験をおこな

った7）。 また，熊本大林区箸においても，製脳装置の改良と， クス造林施業上重要な齢級ご

との幹，根，校，葉の各部の合脳量試験を目的として， 明治 37年から明治 43年まで，製脳
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こなわれた6）。 なお， 明治時代には，クスの樹体内におけるしょう脳ならびにしよ

う脳出の形成および分布についての基礎的研究2）もおこなわれた。

クスの材は家具材ーとして喜ばれるが，袈／］泌するときはチップとするため， 製脳残法は燃料

のほかには鈍いみちがない。大正のはじめごろから，広葉樹林の科用が強調され，ベユヤヱ

とともに，クス材からのベニヤ製造と， ベニヤからの製脳試験79）がおこなわれ，実

用免が可能であることが朗らかにされた89）。

昭和23年，クス造林40年計磁がたてられ， 40年後には 1万トンのしょう脳，しょう）J出自

の生産量を確保しようとされたが，みるべき成果はあがらなかった。 しょう脳製造のさい

に，商産物としてえられるしょう脳油の利用開発が，大五年代から袋望され， わが属でも多

くの成分研究，利用研究がおこなわれてきた。 第 2次大戦後，アズレン化学の発展にともな

って， 藍BfllPゃに1吉二邑成分として一種のアズレンが含まれていることが朗らかにされたの

で，藍生社長の利用開発を間的として， 援色泊中のアズレγI清駆l均質についての検索がおこな

われ， Sーグァユアズレンの簡易製造法が案出された148）。 Sーグァユプズレンは消炎作用，殺

菌作用，抗アレノレギー効果が羽らかにされてきたので， さらに Sーグァユアズレ γの用途を

広げるため， Sーグァユアズレγをスルホγ化， ハロゲンイ七， アセチルf七， プルキノレイむなど

して， 30種あまりのSーグァユアズレン誘導体が合成された132）。

2） 漆 i謁係
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の輸入を防止するため，漆液採集法の改良，採集長の増大， 認築設の減少を罰的として，明

治 39年以降，諸種の漆液採集試験tl）がおこなわれた。大正年代にはいってからは，漆につい

ての試験研究はほとんどおこなわれず， ただわずかにウルシ関の漆液詳の形成，分布，なら

びにウルシ揺の；直径と漆液海との関係について， 顕搬鏡的な研究叫がおこなわれたにすぎな

い。昭和の年代にはいり，大臼本111林会では特用樹騒のひとつとして， 昭和4年からウルシ

の絞l音を奨励し，その結果， j奈の各主喪藤地にウルシ栽培組合が結成され， 昭和7王子には，

農林省令でウルシ，アブラギリおよびハゼの増強奨劫規災ljが公布施行され， ウルシの増殖に

ブヨがつくされた。 しかし，当場ではとりたてて漆液採集試験はおこなわれなかったが，昭和

17年には，機再生の設料または粘結剤，漆糸， j黍布の浸；関fillとして，漆の欠点である屈曲にた

いする折識を訪ぎ，あるいは擬革， 防水ゴム布に用いるラテックスに代用できる弾性漆の製

造法86）が報告された。 i没後は食料難，燃料不足などのためウルシ謝が伐採され，漆液の援額

も急滋に減少してきたが，昭和25年にはウノレシオーノレの定量：法が提出された104）。なお，昭7ff1

22～3年ごろ， 全国各地選の漆液について，分析ならびに品質判定がおこなわれたが，事情

あって成果は公表されなかった。 また，おなじころ，ウルシ揮の樹形および採取法と溶液収

との関係10G），漆液の産出量と 2, 3の図子11

~後はi奈にかわつてカシ品一塗料が合頭したが， カシュ－rr11から能付f自の塗料をつくり，

その性能試験がおこなわれ， 市販の大器漆とくらべて，なんらかわりない焼付初来を示すこ

とがあきらかにされた1主0）。

ウルシとカシューは属はことなるが，おなじくウルシ科に揺し， したがって，成分的に近

縁関係にあることは不思議ではないが， 植物分類学上，ウルシなどとは速くはなれた位置に

あるイチョウの果実から，興味あるブェノール性の物資が昭和 3年に分離された57）。すなわ

ち，イチョウの果肉および果皮のよこーテノレ拙出物から， 新物質としてギンゴーノレ散（風乾果

肉皮にたいする収率 12忽〉，ピロボーノレ（風乾果肉皮にたv、する収率 0.7%），およびギンノ

ーノレ（風乾采肉皮にたいする収率 0.3%），の 3擦の成分が分離され，なお，ギンゴーノレ懸の

脱炭酸坐成i泌をギンゴーノレ，ギンノーノしの酸化生成物をギンノンと命名した川。

3) タンニン関係

明治はじめごろの， わがくにの続皮工業はきわめて微々たるものであったが，百WJ，日

のi可戦役からのち，皮本類の用途が非常に増加してきたために，繰皮工業が誘発され， ぉ：皮

材料の自給の必要が痛感された。 このような情勢のもとで，明治のおわりごろに，カシワ，

アブラギリの各樹皮，ノブノキ摂皮のタ γニγ含量が測定されへ 造林間から， カシワ樹皮

のタ γニン含主主の月別試験的， おなじくノプノキ摂皮のタンニン含i誌の月別試験日〉がおこな

われた。 これらの試験とならんで，殺虫方法の比較検討を中心とした，五倍子タンニγ含有

量についての各種試験。，クヌギ5)9），イスノキ5），エゴノキり，ナラ D）の各五倍子，クヌギ5)9),
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シ ラカ シ 5 ），アカガシU，コナラ 5 ）~），アベマ キりの各殻斗のタンニン含量についての試験もお

こなわれた。また，台湾iW：の 1磁の殻斗についても，タンニン含量が測定された13）。

なお，拡皮剤としてのタンニン材料とな らんで， 各種皮革の保革油として使用しえられる

シラカパ樹皮の乾留訓1についても，明治のおわりごろに研究された川。

大正年代にはいって， 国産タンニン資源、の減少から，クリ材ーからのタンニン ・エキス製造

試験宮8）がおこなわれ，北海道産樹種のタンニン合iiiブベ マーシャル ・カロリ γ群島産タ γニ

ン材料3＞）についての報告があり，またカシワの樹皮革ーについての調査もおこなわれたω。 さ

らに，古くから防腐剤として用いられている， 柿渋を塗布した材の耐朽原因についての研

究川がおこなわれ，これは柿渋の殺菌性によるものではなく ， 柿渋中の揮発性酸の逸散によ

って，木材内の問｜涼および、木質細胞内に不溶性の皮胞が形成されるので， 腐朽菌の繁殖が未

然に防がれるためとされた。

昭和にはいって，戦前には小笠原島産樹木の 17種について， 樹皮，根皮，葉の各部のタ

ンニ γ含量についての報告GS）があるのみで，戦後，政窯々底流出液のタンニン含有量1附，ヤ

シヤプシ珪果のタ γニン1附についての報告があり，また，おなじころ，公表されるにはいた

らなかったが， タンニン材料として著名なスマックとの比較のもとに， 100種あまりの樹葉

について，時期別にタンニン合孟が測定され，さらに， 国内各地産のアカシア ・モリ シマ樹

皮のタンニン分析もおこなわれた。 戦時中の山林の荒廃その他の事由から，木材資源の欠乏

が心配され，昭和28年にはユーカリ樹造林の提唱があ り，昭和 30年ごろからは， 早生樹種

にたいする関心が強調されてきた。 これらの早生樹砲と よばれるものの樹皮には， タンニソ

資源として有望なものが多く，木材生産の副産物利用の見地から，ユーカリ樹皮i川，フサア

カシアの材および樹皮196）のタンニン含量についての試験調査がおこなわれた。

4) 精油関係

大正年代に， サンショウ油＂ l, スギ葉油19), ヒパ，アカマツ，クロマツ，コノテカシワ，

トウヒ，コウヤマキの各校業油40）についての報告があり， 昭和にはいってからは，戦中戦後

を通じて，金｜葉油川， トドマツ枝葉池叫， ヒノキの葉および根から精油の採取ならびに製

造的，ガソリン代用としてのヒノキの葉および根の精地182），ガソリ γ代用ならびに燃料とし

てのトドマツ針葉油の効果ssi, 針葉油ランプとしての石油ランプの改造100），などの報告があ

り，また，セミカルパゾンおよびオキシムの調製に， シクロヘキセソオキサイドを助斉ljとす

る一新法が提案された118）。

5）樹脂関係

わがくにの松脂工業の歴史は，諸外国にくらべると， 比較的にあたらしく，松脂の採取は

明治のはじめごろから， 広島，島根および山口の各地方の山村においておこなわれていた

が，その方法といえば，マツの樹幹に傷をつけ， 傷の面に渉出してかたまった松脂を，長閑
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期をと利用してかき取り， 膏薬の製造諒料または口一ソク代用などに用いられていたにすぎな

い。明治 30年ごろから，松賠，テレピン？Ji!の輸入品：もだんだん増加の傾向をみせてきたが，

わがくにで松：fll'r業の振興がみられないのは， 主主松指を器取する適当な方法が考案されていな

いためであるとし， 明治 39年以来，各種の松括採取試験2山 5）がおこなわれてきたが， 昭和

時代にはいってからも園内生産はのびず， i茂内需主さの 9割以上は輸入品でまかなわれる状態

であった。 昭和8年，秋自営林局と協同のもとに，本荘営林嬰管内で松脂採取試験がおこな

われ，~場で考案された主主松Rl'r蒸留装置によって， 主主松結の蒸留縞裂をおこない，得られた

ロジγの製紙ならびに主主料用としての実地溜否試験， テレピン主！1の写真製版および印刷用と

しての実地適石試験がおこなわれた川川。 昭和 13年には，青森営林局および野辺地営林署

との共同試識として， 生松指採取の改良法であるこ日連続切付五日目採取？去による主主松fll'r採

おこなわれ，得られた金松脂の蒸脅品質試験則もおこなわれた。 さきに，主役松臆採

取にあたって，切りつけをおこなうまえに， あらかじめ樹幹を鉄製玄能で叩打するときは，

この機械的刺激によって， 1出あたりの採取設に 97.3 96のi詩収がみられることが報告され

たが69九昭和 12年に，その郎打刺激の解剖学的意義が究明された川。 昭和 10年ごろから，

各営林局，各府県山林会では，各地に試験i玄を設けて生松！揺を採取し， また，府県山林会で

は県下の主主産物の買い入れ，あるいは淑売あっせんをおこなうようになり， いずれも当場に

その蒸留務提を依頼してくるようになった。 このような情勢のもとで，林業試験場手数料令

が， i昭和 11年 6月26日付の勅令によって改正公布され， 試験成績の普及促進に必芸さがある

と認められる場合にかぎり， 林恋物の加工に応ずることができるようになり，各営林局容な

らびに各府県山林会で集められた金松脂の，蒸習精裂がおこなわれるようになった。 当時の

さ包松脂器製手数料は，金松賠 1キロまたはその端数ごとに 7銭で， 精製された口ジンは主と

して海窓その地へ，テレピン｝111は主として陸軍その也へ納められた。 当場でのさ長松脂受托1.ITT

， 昭和 11年には 120トン， 金額にして 59,000円であったものが，昭和 13年には

287トン，金額にして 225,000丹と飛躍的に土区切りした。この受托加工は，昭和20年 5月24日

よって当場の施設が大部分焼失するまで続けられた。 なお，戦時中，松根からパノレ

プとおdHおこ，繊維樹脂石けん，テレビン託11を製造する目的で， 松裂のソー ついての

こころみられ， トドマツからパルサムの採集91)，エゾマツ，アカエゾマツの樹揺の

諜攻防，樹n旨石鹸川，光学兵採用ノミノレサム州の研究がおこなわれた。

主主松誌の会~：は，第 2 次大戦中， 圏外からの輸入がとぜつしたために，その増設に大きな

努力がばらわれた結果，終戦の昭和初年には， 2,700トンの坐松騒が生産される；こいたっ

た。その後， 1 ～ 2 年のあいだは，］~~t去の混乱期のため，金松賠の生産も減退したが， 昭和

24～25年には， 再び器内の需要に応じて生態：が盛んとなり， 昭和27年には 7,000トンの生

をみ， ロジγの ほiぎなかばを満たすにいたった。 その後，米国および中国か
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ら安在Iiiな口ジン，テレビン泌が輸入されるようになり，昭和27年ごろをピークとして，生松

Jlriの またどったが， Psi内における合成しょう脳の工業化の問題にともな

い， ピネン原料としてのテレピン主］］の1泊予止が11tHまれ，金松脂の土器産は， 森林資諜の活用とと

もに強く史]5｛されるようになったので，昭和 27年から，生松踏の採取試験が再開された。昭

和初年， L ゾマツ樹ll旨採取についての， 硫散および土佐；散処理効果の試験122）をおこない，硫

散処理の方法が比較的に簡単で， アカマツについても，硫散処理が有効であることに確信が

えられたので，坐怯指印格のなかで最大の部分をしめる労力資の節減， 採脂者 1人あたりの

生産設の増加lと収入の増，松脂採取業の合理化および安定化を自漂に， 昭和27年から 29年

まで，長野営林局と間営林署‘管内に試験地を設け，アカマツ樹括採取試験i川をおこない，硫

散処理の増収効果をたしかめるとともに， jjj¥（砂、処理によって採取された生松脂の化学的性質

きとしらべ，硫酸処理の影響がほとんど認められないことを明らかにした158）。一方，栃木県那

須郡黒磯町青木i足場のアカマツ天然林内にも試験地を設け， 硫散処理による生松脂採取の事

業イ七試験を昭和27年から 29年まで，平行しておこない， さらに，昭和30年から昭和32年

までの 3か年間，農林漁業応用試験研究費により，おなじ試験地において， 当場の指導のも

とに，栃木県林業指導所の手によって，事業化試験が継続された。

おなじころ，保護部昆虫研究設との協同研究として， 掛JIr営林署管内に設けられた試験地

で，松脂持取と松！投虫との11ni長関係、が追究され157），松脂採取と成長との関係についても，あ

さらかにさjもた177）。また， カラマツ総括誌についても， を設け， llB;J:11

28年から 29王子まで，穿孔法によ こなわれたね0¥

昭和 30年からのちは，樹脂類の採取試験はおこなわれず，もっぱら各種樹脂類の成分検索

に，研究の重点がうつされた。すなわち，アカマツ生徐縮からパルストリック酸の分離150),

鉄と不ヶ γ化物がロジンの品質におよl更す影響150），プカマツ金松脂中のアノレデヒド成分1附，

カラマツ樹脂の梢iill成分131）ならびに酸成分間〉，硫酸刺激法によってえられるエゾマツ樹脂

の精池成分1叫，エゾマツ金松脂の酸成分問〉， トドマツバノレサムの精油成分山〉ならびに酸成

分間〉， スギ楊脂のブェノーノレ性および中性成分間〉， 各種針葉樹々結の紫外部吸収スペクト

ノレ171）などについての研究が報合された。

6）油脂関係

明治のおわりから大正のはじめにかけて， イヌブfヤ泌i川， イヌグス油12i, ツノハシバミ

主1112），ハゼ蝦ω，チヤ泊12)23），カヤ治則， ツバキ治12), クス実油12), エゴrill"l, サザンカ

j出12），アブラギリ治12），シラキ油le），パラゴム実油叫2ベ タマナ実油叫26, ハスノハギリ実

ill1'2)2ベハクウンボク実ili122)20），ホホノキ実力!t22)2ベシロモジ実ili1'3)26），クロモジ実治問CC),

アブラチャ γ実治則26），アケビ実油23)26), 野生チヤ油26）などについての研究がおこなわれた

が，その後は， f,1¥滋油精についての報告はみられず，第2次大戦中に， itll脂の資料植物およ
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びその類縁植物の分布についての調査がおこなわれたにすぎない。

大廷のおわりごろから，山村に疲弊の捺揺があらわれ，政府は農村探輿哉として， Ill村の

副業を唱導してきたが，昭和5年から 7年にかけて，山村の窮乏ははなはだしく， 昭和7年

には農林容に経済更生部が新設され，山村の経済更生策として， 特舟掲讃のI設殖奨励規廷IJが

公布された。 それによって，アブラギリの閑地利用談；誌が昭和7年からj長選され，熊本営林

をはじめ数か月Ifの営林局でも試験地を設けて，プブラギリの栽坊をはじめた。一方，大日

本山林会でも，昭和5年からアブラギリの栽培を奨励しており， 正予リ治の軍需物資としての

らも，アブラギジの栽培普及が強力におしすすめられた。当場でも，昭和 13年ごろ

から，閣内各地瑳のアブラギリ種子をあつめ，分析，品質判定などがおこなわれ， 長室なデ

ーターが築設されたが，戦災により焼失し，公表されるにいたらなかった。

戦後の不況から，昭和23年ごろから 24年にかけて， 農山村に特用樹種の増殖熱がふたた

びおこジ，ハゼ，アブラギ？などが植殺されたが，ながくはつづかなかった。

昭和25年， 木！壊の日本農林規格が制定されたが， その基礎資料をうるため， 木鍛試験法

の検討ならびに，各地遂の木敏およびハゼ実の分析がおこなわれた。 また，木j畿の特性を解

明するため，フド磁の特有成分であるこ極基性散をふくむグリセライドの研究i叫がなされた。

なお，ヒメコブシ撞子泊についても研究された115）。

7) 林産種実関係

ドγグリ鎮の食品としての利用試験については， 明治のおわりに， トチ，ナラ， 7Jシ，ク

ヌギ，カシワおよびミズナラの模実から，粗製綴粉の製造と， それからの水飴製造試験14）が

はじめておこなわれた。その後， 昭和9年に，東北地方をおそった冷害による凱鐙を契機

に，青森，秋田の両営林局の委託により，林産種実の簡易科用を目的として， ドγグジ類の

簡易食品化試験が，昭和 10年から昭和 19 で実施された。 すなわち， トチの実から苦味

質サボニンの除去法，ならびにドングジ類の税渋方法川， えられた溺粉から，水飴，煎餅，

諮越，ビスケット，羊諮，キャラメノレ，餅， ？ト粉およびパγなどの製造試験日〉， ドングリ類

果肉の組成分，脱渋ドングリ粉の成分，タ γニンエキス製造法， ドγグリ粉およびタンニソ

ニ乙キスの用途90）などについての試験研究がおこなわれた。 さらに，味噌i京料としての fγグ

リの利用についても研究がなされた10九なお，種子関係の研究として，在意な含水状態に，

f重子を貯蔵するための基礎資料として， 林木撞子の含水量とその水蒸気圧との関係叫がもと

められた。

8）コノレク関係

コノレク資源は，わがくにには絶無といっても はなく， ただ，プペマキ樹皮が， 147(1-M

コルクガシ樹皮の唯一の代替品として，重要なものである。大正のおわジに，プベマキの

様皮量：についての鵠査がおこなわれたが， アベマキは，植栽後，剥皮できるまでには，すく
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なくとも 10数年あるいは 20年以上を要し，しかも，第 1回剥皮後は，7～10年の年月を要

してffelj皮を繰りかえすもので， アベマキのコルク形成には長年月を 必要とする。 したがっ

て，アペマキ他殺後， ffeiJ皮できるまでの期間，ならびに， 第 1回剥皮後，第 2回剥皮にいた

るまでの期間を短縮し， かっ，えられるコノレクの品質の改良をはかる ことを目的として，ヘ

テロオーキシン， αーナフタリン酢酸， およびフェニール酢酸をコルク形成促進剤とし， ラ

ノリン， ロジン，カゼイソおよび接木tl殺を展着剤とするコルク形成促進試験BOが，昭和 15年

から 17年までおこなわれ，薬剤l処理によるコルク形成促進が可能である ことを明らかにし

た。 なお，第 l次大戦当時， ドイツ圏内で考案されたコルク代用木栓として，エゴノキ，シ

ナノキ， ミズキなどの利用が考えられた38）。

9）樹 液 関 係

樹液の利用に関する試験研究としては，北海道において，大正 10年に，イタヤカエデ樹液

からカエデ糖製造試験叫がおこなわれたのがはじめてであり，その後，昭和 16年から ，北海

道定山渓の帝室林野局出張所で，イタヤカエデ樹液の採集試験がおこなわれ， その結果の一

部は公表された則。 これらの結果にもとづいて，第 2次大戦の末期には，航空飲料用として

大量生産がこころみられたが，精製工程にはいらないうちに終戦をむかえ， 濃縮l京液をいた

ずらに発酵腐敗させる結果となった。

lilU支，森林未利用資溺（の活用と， 地元i込山村にたいする福利の1曽進という見地から，イタ

ヤカエデ樹液採集試験が再開され，H百和 27年には定山渓で， llfi未fl28年からは，背森県十和

問村の奥入瀬渓流ぞいに試験地を設け，昭和 30年まで試験が実施され， H百和 31年には，青

森営沖局と協同で企業化試験164)がおこなわれた。 これらの試験結果にもとづいて， 昭和 32

年から現在にいたるまで，青森県十和田地方で， イタヤカエデ樹液からカエデシロップの製

造が，小規模ながら事業と しておこなわれている。 なお，数種のカエデ属樹液の性状につい

ての研究もなされた155）。

10〕菌 11/Z 関係

戦前，生椎茸維詰の製造試験67）が，農林省経済更生部の委託により ， 昭和7年のすえから

昭和 9年のはじめにかけておこなわれた。

戦後，木材腐朽菌の蔭敵集積についての研究113）がみられ， 昭和 26年には，木材l肉朽菌か

ら穫酸を分解するあたらしい酵素が発見された114）。

11）その 他

大正6年から大正9年にかけて，庇蔭における樹木1!a木の同化澱粉の形成川， ラッカセイ

殻粉応用マグネシアプラスタアの製造41), 第 1次大戦による加里原料の輸入激減のため，農

家におけるj]{.1里肥料の自給を目的とした， 林野産雑草からポッタースの製造試験33）などがお

となわれた。大正 11年に，小笠原島に出張所が設けられ，熱帯有用植物についての試験研究
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がおこなわれたが，大正 13年から昭和 13年にかけて， 小笠原島におけるインドゴムの造林

ならびにゴム採取試験則，小笠涼特産のタコノキ Pandanusboninemsis vVarbの葉の利舟

パパヤ果実からパパインの採取、試験3ベ 小笠原島およびwiE:t~島におけるコカ樹の栽

滑ならびに議からのアルカロイド採液試験：，9），デワスの栽培試験叫， ならびに小笠原島の熱

帯有用植物についての調査78）などがおこなわれた。大正のなかばごろ，！京日！？荒廃の結果， lfrf~r,'C 

生議設が激涼し，株の収穫に大きな影響をあたえるようになったため，大正8年から裕和 11

かけて，補助飼料として樹誕の利用が考えられ， 同時に樹葉の肥料的儲伎についての検

討がおこなわれた34)。 おなじころ，野草改良などの問的で，カワラケツメイ川，ハゴロモソ

ウ的の詞肥料的価値の検討，アブリカ鼠滋のカウピーの栽培試験抗〉などがなされた。 第 2次

大戦中，飼料の窮迫化から，木粉の家畜鵡料化の研究附101）がおこなわれた。

iis"i萩試験地では，大正 6 年から，林野TI€：薬用縞物についての栽i音試験3G)がおこなわれたが，

；長ill村の窮乏から，農［Jj村の副業， ならびに森林下作として林地の有利な科用法という観点

から，ハシリドコロ 04），オウレン04）の絞l'g-試験， i巡業としての薬用 ついての調査77）な

どが，大正のおわりから昭和のはじめにかけておこなわれた。 なお， i決事中， jmli手な代用11ぞ

のっくり方99）についての報告もなされた。

2）木材抽出成分

木材抽出成分という概念が擁立されてきたりは， 1940年ごろからであり，当場で，本格的

に木材抽出成分のlvf究がとりあげられたのは， 昭和 25年（1950年〉以降のことである。 も

っとも，大正年代においても，木材抽出成分関係の研究はおこなわれたが， いわゆる，木材

の特殊成分という概念のもとにおこなわれたものである。 ・＂＇

一般に，木材抽出成分の合存ぷ：は，きわめて徴款である場合がすくなくないが， たとえ微

泣であっても，木材の利用上， な役割をえんじ， あるいは製品の品質に大き をあ

たえる場合がめずらしくない。たとえば，パルプれ蒸解持管f，合板などの接剖；立'#ct，木材の色，

変説現象，鮒桁悦，制虫ド'I:，設装H与の治践の乾燥不良， 塗膜にピンホーノLの形成などの現象

は，木材の拙!I＇，成分に関係している。

また，木材拙／｛'t成分のなかで，ある穏のフェノーノレ性成分は指標成分（Taxonomictracer〕

として，ことに針葉樹頴における化学的分類の一手段としても， 木材の鑑識，あるい

うえにも関連性をもっている。 さらに，木材おli/H成分中には，生型的に活性なものも

あり，木材の加工作業などの場合，人体iこ陣容をあたえる！京剖物質となることもある。

当場での木材抽出成分の研究は，前に述べたような， いろんな綴点からおこなわれてきた

が，一般的なものとしては，木材‘の化学的組成分と強度との関係の研究において，抽出物は，

針葉樹より広葉樹に多いが， 抽出物と強度との間には一定の関係は認められないとし川，？に
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；！？？の北学的性質によるt1知31Jが試みられたc すなわち，本邦法針葉樹29穣，広葉樹90寵，

91躍の材の水浸出液について， 蛍光を手了する物質の有無， さらにその物質の木材

ペゴにおける分布がしらべられ，木材識別との参考資料立O）があつめられたほか， 本邦産主要針

葉樹材の北学的性質による識別叫がこころみられた。近年，植物界にひろく分布し， リグニ

ンの先駆物質として.ill喪なシキミ散の微：品：比色定:Ji；：法i附が機立された。

1）針葉樹類

lヒノζ

ヒバ材は耐久性がいちじるしいことで，有名であるが， 大正のはじめに，はじめて bバ材

の揮発成分の検索27）がおこなわれ， つづいて，ヒバ材の期久性は，材中にふくまれる高沸点

の揮発性成分によるもので，木材腐朽請の発育を組？与することが朗らかにされた叫。その後，

ヒパ？lil成分の：i浮検討がおこなわれ附， ここに分別されたヒパ説1各成分のワタグサレタケにた

いする，殺菌カが検討された結果，遊離散およびフェノーノレ性成分が， 木材腐朽蕗にたいし

て，きわめて有害であることが認められた61）。戦後， ヒパ計l1のフェノーノレ性成分は，タイワ

ンヒノキ心材から得られたヒノキチオールと間一物であることが当時台北帝大の野副によっ

て切らかにされた。 なお P 同じ大:iE10年ころ’高級fl旨肪酸類の木材A腐朽菌にたいする殺菌i

がi倹討された64)。

1wと後，本邦各地i渓：ヒパ材の締結1について，報合がなされた136）。なお，大正時代に， ヒノミ材

もおこなわれた約九

；式L -r・

スギ心材のffl変現象は，古くから注目されており，大正のなかばごろ， この現象について

研究がおこなわれ，材中の蛋白費の分解で坐成したア γモニアによって， 顕著な旦色反応を

しめす特殊成分の存在が推定された叫30)31）。

また戦後になって，変急材の脱色試験をおこない， 過酸化水素による脱色方法がもっとも

効果的であることを見いだした180）。 間じ領スギの心材の抽出成分についても研究がなされ

た出〉山〉。 なお， スギ心材成分の研究上，心材フ z ノール成分とスギ針葉のフェノーノレ性物

質との関連性を見いだすため，スギ針葉；こ含まれるフラボノイドについて検討され山にさら

に，スギ針葉中でブラボノイドが演ずる生理的役欝を考究するため， スギ針葉中のクエルチ

メリトリ γ，およびブドウ糖の l年院の部長が追求された山〉。

アカマツ

アカマツに関しては，主として， i没後に研究され， アカマツ心材が亜硫殻誤解ーのさいに強

く抵拭して，ノット ることは衆知のことで， これはマツ類心材中にj広く分布するピ

ノシノレビン系プェノーノレに基因するとされている。 この心材フェノール類の材中における存

在様式は， mi硫酸取溶解，パルプの漂白性，林の『耐久性などにも主主さな関係をもつので， そ
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の存夜様式が検討された1叫 12ぺ

ピノシノレピγ系ブェノーノレは， illi硫酸i怒蒸解阻擦をおこすばかりでなく， 木材協会朽菌に対

して強い成長抑制力をしめし，またマツ底の化学的分類上，

るので，これら物質を分匁!J定設する簡易法が設定された147）。

としても設住lされてい

また，アカマツ材のシーズニング中の3ピノシノレピγ系フェノーんの変動が検討された154)0 

アカマツ材の青変については，戦前，防止試験がおこなわれたがお九戦後， 青変磁の生麗

する色素について検討され，メラニ γ

色素の 1種であることが !JJjらかにされ

たlGG）。 また， アカマツ樹皮の贈賄酸成

分についても，検索がおこなわれた180）。

カラマツ

カラマツについても，その研究は戦後

になってからおこなわれ，カラマツ材は

アカマツ材とともに，樹結材とよばれ，

特に心材部の亜流離；塩蒸fqif,／玄関難であ

り，その！京罰のひとつとして，フラボγ 化学実験窓

系e.潔の存在が考えられ，本邦議カラマツ心材のブラボン系邑索の検索がおこなわれた結果，

デスティ Fγ110) （タキシホリン〉， およびカツラニン125), （ア口マデシドリン〉の存在が磁

認された。さらにヂスティリ γ，カツラニンの簡易定金法が提案されlお〉，活性ブェノーノレ合

を判定する重要資料であるとされた128）。カラマツには心腐れ病がしば、し

ばみられることから活性ブェノ…ルの心材部における水平分布がしらべられ， その腐朽との

関係が追究された170）。

また，カラマツ心材中に遊離糖として，グノレコース，アラピノ…スの存在が立語Eされた145）。

その後最近になり林野庁がカラマツの植林を奨励したので， 材の適正な用途を考えるため，

カラマツ材抽出成分が再検討された！8S）。なお，カラマツ誤の樹皮についても研究がおこなわ

れたi則 。

そ の地

戦後におこなわれた研究であるが， ゴヨウマツに属するとメコマツ 13τ〉， チョウセンマ

ツ138），ハイマツ 142）の心材成分について， 詳剰に検察がなされた結来， ニ乙ノレドマンの提唱す

るように，邦麗マツ頚につL、ても， 心材、成分から，ニヨウマツ類とゴヨワマツ類とを北学的

に識加可能であることが朗らかにされた。サワラ 184)141)，イスマキ172)183) ln4) l 97），ナギ199），イ

チイ 143)198）の抽出成分についても研究がおこなわれ，サワラ，イヌマキ，イチイの材からは，

新物質がそれぞれ分離された。
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ツガ樹脂から， ツガレジノ ールと命名された 一新成分の単離62¥ 台湾阿里山産扇柏乾留

n1120），台湾阿里山~；扇柏材油21），コウヤマキ精油成分間，エゾマツ樹皮の精油削， 米杉材黒

変色素の除去49）などの研究があり，また， トカサワラ材ーから，ヂスティリンが 0.72 96の収率

でえられたが，ヂスティリンに対応するフラボノイドである， クエルセチンは検出されなか

っfこIll）。

針葉樹材ーから亜硫酸ノξノレプ製造のさいに，原木中の精油，なかんずくピネソおよびヂペン

テンはパラサイメンに変わるので，亜硫敵ノミノレフ．廃液からえられる， サルファイトターペン

には， 74～84%のパラサイメンが含まれている。パラサイメンの合成樹脂原料としての，利

用を目的とし，パラサイメンの気相熱分解反応が研究され， スチレン同族体の製造と反応の

基礎資料がえられた13")lnl）。

2） 広葉樹類

シマタイミンタチパナ：

昭和 10年ころ，小笠原島特有の小高木であるシマタイミンタチバナのエーテル抽出物から

新物質ラパノンが分離命名されたが川，同じヤブコウジ科のタイミンタチバナ， モクタチバ

ナ，シシアクチの樹皮からもラパノンが分離された76）。ラパノンには駆虫作用があり， ！原，

馬などの駆虫剤として有効であることが認められた7'）。 また本邦産ヤブコウジ科植物から，

駆虫剤！を製造する方法の特irrがえられてヤる，l）。

ウ ノレ シ

ウルシL、材の色素について研究され，おなじ Rhus属のハゼ心材と同一な成分をもって

いることが明らかにされた100）。その後， おなじくウルシ科で Pouρartia属のチャンチン

モドキ材について成分検索がおこなわれ， Rhus属と Poupartia属とのあいだで材抽出成

分に差異があることが明らかにされた103）。

カ ツ フ

材は亜硫酸塩蒸解困難で知られており， 戦時中すでに他の研究者によってカツラ ニンと命

名されたフラボノイドが材から分離されたが， 戦後心材と辺材のフラボノイドについての再

検討がおこ なわれ，心材と辺材とでは， フェノ ール性物質の量および質に， いちじるしい遣

いのあることが明らかにされた107)0 

サクラ

サクラ属について，化学的分類の聞から， 詳細な研究がおこなわれた。ソメイヨシ ノ119),

オオシマザクラ 133), ヒガンザクラ 134），ヤマザクラ 149），カスミザクラ 161), ミネザクラ 162),

ミヤマザク ラlG2），セイヨウミザクラ 102），シオリザクラ 155)' リンボク 155），ウメ 175）など 2H重

のサクラ属169）の材成分，とくにフラボノイドについての検索がおこなわれ，その結果にもと
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づいて，各セクションあるいは種掃の比較をおこない，材のフラボノイド成分による， サク

ラ認の化学的分類1附が試みられた。

なお，カワラタケの寄生した， ヤマザクラの材からは多量のリグナンがえられたが，ヤマ

ザクラに独終なフラボノイドはまったく得られず， 1議木会理化学上，興味ある問題が提起さ

れた174）。

トチノキ：

セミケミカノレパルプ！京木として， あまり好ましくない糧援には蛍光反応l湯性のものが多い

が， トチノキがセミケミカノレノξノレプ！京木として，あまり好ましくないのも， 査光反応険性の

クマリ γ頚の存在が，その源問と考えられた1川。また，その掛皮についても研究されたHヘ
ノグノレ

ノグルミの材を製材， あるいは合板用単板にするとき，板聞が黒～藍黒色に若ー色して，

品；ニ悪影響をあたえることがあるっこの原因として， ガリヅク般の存在によることが朗らか

にされた151）。

オニグノレ

ノグノレミ材の場合と閉じく，鉄製品に接するI磁の変色の｝京国は， ガリック散の存在に蒸因

することが判明した153）。

タ フC:

互主流殻滋難蒸f絡の樹嶺であるが，その際問はブラボノイドの存夜によるものとされた13ヘ
ヤマグワ

ヤマグワの材は耐久力があり，美しい主主色の木肌を持っているので珍重されている。；討の

樹久，1,1:はスチルベン系の化合物， 材の怠はフラボノイドの存在によることが切らかにされ

た165）。

10 トネリコパノカエデ〈ネグンドカエデ〉

メープノレシロップを作るため，樹液を採取したあと， 穿孔苦15を中心として美しい淡紅色

の，異状組織ができる。樹液の採取が，木材成分におよぼす影響をしらべる一環として，こ

の若色組織の抽出成分の検索がおこなわれたが， (Jーシトステロールの部糖体が単離された

にすぎず，遊離糖の存在はまったく認められなかった160）。

センノキ：

材は光沢があり，工｛γ各易であるため，その用途はきわめて広し、。 センノキは，鮒i議院が

強いとされているので，材の村山成分の訟iから検討された結果， サボニ

ンの存在に基因することが切らかにされた185）。

イ ジュ

イジュはツバキ科lこ隠し， f/rf球地方では建築材として使われ， i耐域性も強いので， その胎
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出成分が検討された結果，センノキの場合とおなじく，材中に含まれるサボニンにもとづく

ことが明らかにされた192）。

アサダ：

アサダの材が混入した，広葉樹材の亜硫酸ノξノレプ廃液は， 酵母の発育を阻害するといわれ

ている。 心材部のメタノール抽出物中から 2種のトリテルペノイドケトンと考えられるもの

と， βーシトステロールのほかに， フェノール性物質の結晶が分類された。 この結晶性物質

の官能基について，検討の結果， ピフェニール骨核を有する新物質と認め，アサダニシと命

名，推定構造式が提出された1則。

キハダ：

新鮮葉から 2極の新フラボノイド配糖体，フェラムリンおよびアムーレシシシが分離され，

それぞれ構造が決定された124)。

ユ ー カ リ

ユーカリ Eucalyptussideroxylon の一変異極の葉には，正常種の葉にくらべて， 非常

に多量の，ヒドロキシスチルベγ誘導体の配糖体が 3種類存在するが， 反対に，クエルセチ

ン配糖体は，きわめて少量しか存在しないことが明らかにされ189），さらに，この変異種を用

いて，ヒドロキシスチルベン類の生合成についての研究がおこなわれた190）。

16 その他

大正年代に， 北海道産ヤマナラシ材中には， シュウ酸カルシゥム， E之敵カルシゥムなど

が，、沈積していることが明らかにされ46), また，グ ァヤック反応についての検討がおとなわ

れ7こ52）。

第 2次大戦前，南洋群島で採集された， 32種の樹木について，成分検索の予備実験がおこ

なわれたが80にまもなく開戦となり，おしくも中断された。

戦後になり，カラスザγショウ 179），キササゲ187）が研究された。
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8.5. パルプに関する研究

昭和四年頃から子育室林野島林業試験場においてね；l々に泣棄される間伐;;jてその他の未利舟

木の利用の一方法として， 当時主主夜不足の木材パノレ を行なうための調査，研究が開始

された。 そして多種多様の樹援に適応するものとしてパルプ。化法としてはソーダ；去を採用

し， 山i簡においても容易に実行しうるため設備鮪易にして操作容易ないわゆる部品ソー〆木

材パルプ。製造法が生まれた九その後主として御料林ならびに霞宥林凡？において直営会議工

場の託金をみるとともに急速に民間製材工場のi交材利用の方向に普及していった。 その！？司，

設JIIの林業試験場，目黒の林業試験場木場および釜1m1，好摩の碍試験地などが普及指導のセ

ンタ一的役跨を担うとともに調査3)<)8）研究が進められた。元来ソーダ法i土地のパルプ化法に

比較して薬品設（苛性ソーダ）の都渋iな欠点があり， 木簡易ソーダ法は安いi京木資によって

それを補う考え方で，ソーダの間収法は簡易であるが回収率は 7096に達するものは掻くまれ

で、あった。 このためソーダ回収法についてのヱ犬と研究10）がなされたのであるが，一方ソー

ダの戦事下におけるひっぱくとともにパ

ノレプ生産品tも昭和 16年を頂点として

速に減少せざるを得なかった。この間ソ

ダ使用を節i！えしたノミルプ千七法12），松1艮

をj京料としたソーダ法11)および廃液利用

の研究14）が行なわれた。戦後i土木法工場

は皆無の状態となったが一時的にせよ昭

和 13年頃から数年間，会出では約 20工

場が稼働し，主として和妖系製紙工場iこ

パノレプを供給し木材の集約利用の実績を （昭和40年） 紫外線分光光度計と万能投影器

あげた事実：土；忘れることのできないところである。 さらにこれに付・随した産物として関結石

鹸（今日のトーノレ泊原料〉をサイズ斉ljとして半工業的に精裂がiコごし（白黒林試において〉，

実用に供したことも研究報告にならぬ業績の 1つに数えなければならない。

ti、上の研究にやや遅れて北海道立林業試験場においては道内広葉樹を対象とする硝酸註計七

学ノミノレプの製造試験が行なわれた。 それは当時ノミルプの需要が年を追って増大するのに対し

供給の不足と， j京木として一部の樹種以外広葉樹がほとんど未利用であり，特に北海道内の

広葉樹醤誌が豊富であるのにもかかわらず利用の道が無いことから発想し， 繊維長の娃い広

葉樹さと製絞府パノレブ。とするより化学ノミノレブ（現在の溶f採用ノミノレプ〉の原料化を企図し研究が

行なわれた5)7)。本研究はカンパ，シナノキ，ブナその他数樹援を用い実験室的小規摸試験に

よりffl散濃度，処理温度および時間を検討し， さらに硝酸法において最も重要問題である
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イ1首酸の節約訟として廃液の繰り返し佼n：の彬響を調べ， ついで中間規模（チップ 100kg使

用〉での工業化試験を行なったものである。 その結果は化学パルプとして特に αーセルロー

ス合l1；‘の点から十分良質のパルプが得られることが判明したのであるが， コス トの点でなお

検討の余地があり， さらに十分な試験結果が得られないうちに担当者の応召，戦没，研究課

題の戦時下なるがための緊急課也への移行等のため工業化をみるにいたらなかった。

戦II与下および戦後の諸物資の不足に対処する研究として竹の繊維利用9)13)18），笹のパルプ

化17）叩および針屑のノミノレプ化21）等の研究が行なわれた。 竹の繊維利用の研究は菌類応用の竹

！肉化的紋法（41｝日'1'160961号〉を生んだが， 本法は利用範囲が新竹のみに制約され古竹処理に

不適当なため， 新古および種煩の如何を問わなャ木酢液応用竹繊維採集法（特許178856）が

祭出され，さらにパルプ化（特許1830145）および副産物としてのフルアラールの製造（特許

185919）等も可能なことを究め， 製！火事業との一貫作業として，竹笹の駆除をも兼ね， しか

もその利用を図らんとするものであった。

しかし主製品の竹繊維が月末演の代j目品「向性格であったために戦後しだいに復興の進むにつ

れ工業的意義が薄れていった。

lmr.泉利用による笹特に根曲竹のノわレプ化研究17)も局地的研究ではあるが上記研究と同様な

経過を辿って終わっている。

代rn資源ではあるがZ(Eのノわレプ!tV告にI｝日する試験刊行判長後の混乱期から安定期への移行の

あいだに行なわれた本格的研究の放初のものとして興味あるものである。 これは笹がノ幻レプ

Ji;（料としての評価を各種ノミノレフ。化ilえによっ て実験的に検討したもので， f庄ノξルプの特性をか

なり判然と浮きぼりすることができたと考える。 その後笹ノわレプ工場が北海道に託生し，そ

の経蛍の結果からみて笹ノミルプは品質上の問題より全く原料価格の如何が木材との競争芸因

の主たるものであることが明らかとなった。 なお』b~後のパルプ！京料不足にM処して主~－屑のノξ 

ルプ化研－予

広禁樹ノりレプに匹敵し十分実用に｛J＼しうるパルプが得られることも明らかとなつた。

以上は戦中戦後のむしろ緊急的研究成果についてのべたが， つぎには経常的研究成果につ

いてふれることとする。

戦中それに該当するものとしてアマゾン川流域産の南米材のパルプ製造試験， アカマツ，

スギ，ヒノキ， カラマツの間伐材およびブナ材の中間規模での亜硫酸法蒸解試験ベ 北海道

主張樹援の繊維長および中高の測定0），ポフ内ルスの木繊維の寸法測定15）等がある。 この内最後

のものは木繊維の形状特性を明らかにし，俊良種育成の目標を定めたもので， 今日ポプラの

育成がパルプ原料として注目されてし、ることとあわせ考え興味がもたれる。

戦後のものとして，まづ第ーにブナの高純度ノミルプの製造研究1のがあげ、られる。 これは蒸

解の前後に種々の処理をわなうもので特に亜硫敵法の後に塩素処理を行ない， 水洗せずが1熱
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し，；·~白する方法により α セルロース 92忽のものが得られること った。玄た向

じくブナ とし当fl与ようやく盛んとなってきたセミケミカノレパルプ

と ，パルプ ついて検討が加えられた叫。

ついで主として

タ

で
一

ま

レ

中

広

し詳細に行なわれ07に ノミルブ化は擾め

ア九ブノレンド・ディファイブ

うことができるがその

ノレ

ノ；，，ブとすることにより

妖ブJを低下するj接指等を考祭した。

で， グラ｛コーノレイ七またはカノレボキシメチ

されること， また高説下で しく

ノミノレ

としてはさ主とし

より種々の樹揺がとりあげられたが，パルプイヒ？去

らクラブト法および中性亜硫酸ソーダによるセミケミカノレ法

としてはユーカリ イタジイ，ラワン．ブナおよ、びアカマツ 04ヘ

ハンテンポク， トゲナシニセアカシアおよびシンジュ 2G），カラマツ 3S)3S), 7, 

ある。 これらの内カラマツについて；土クラブト法による

に焦点がしぼられているが，その現象は抽出成分に起因することがほぼ明かとなった。 よご

ついては現在なお検討！こいである。

アカマツ

として注目されてきたコパノヤマハンノキω’フサアカシア GS〕について

も他のHJ迭を含め総合的に研究が行なわれ，パノ；，，ブ。材として部位あることを磁かめえた。

パルプ原料の多様化にともなって米木および技材が使用されるようになリ， これは林地残

材のうFIJJ日と好ましいことであるが， パJL,ブ製i詮ll:/jおよびノミ／レブとしての：争；I・n

とするため，それらj正〔料のパノレブ化J在f究がわ三なわれ3三〉， I底流駿i去に対して

揖J;;j‘がアテ｛こ起摘して著しく蒸解間難であり生成ノミノレプも不良なことを？2ilった。

従来！街朽材はパノレブJf(if，！として嫌われるものの…つであったが， これについてのパルプ試

料としての府朽材について系統的に詳細な研究を行ない30九 戦初による化学的組成の変化，

よび漂白工程におけるセルロースの変質現象およびその段鰐等を切らかにした。 また

！お朽の初期設F誌における分類基準として α一七ノレロース／β セノレ口ース比が適当であること

を認め，その比が 10以上のものを白色腐朽材， 5J;I，－ドのものを渇｛豆腐約材とすること

市
／ 
｝ した。

昭和 31王子頃よりパルプ話料として掻々の髭材または低資材がチップ化され，ノ勺し

たは繊維絞工場に供給されるようになり新たに木材チップ工業が生まれ， 最近ではパルプ原

料の約半分がこのチップの形で供給されるようになってきた。 そこでチップ取りヲ

となり，そのために取り引との紛争をみるようになったっ そこで市場チップきと対

とし容積重錦査が業界から要望され，当場においても，特殊の瀦定法を考案し， 全国のチ

ップにつき地域別，樹語別に測定された41ら その結果は溶絞乏の実態をほぼ羽らかにするこ
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とができたが一部の樹掠を除いては業界が要望するような全国的に絞ーできるような数値を

るには資t,tの弓之Ji!.もあってなお器対なることをタ訂った。

バルブ廃液利用は木材成分の集約利用上喜ぶべきことであり， 今日麗硫酸法寵液について

は研究ならびに企業化もかなり進展をみているが， クラフト法（サノレブェート法ともいう〉

ついては未だ、絡に背いた絞泣にすぎない。 そこでこの鹿液を対象とし将来の利用を期

待して当場においてはその基礎的資料として廃液組成を詳細研究中である叫。現在までのと

ころ務用上興味あるものとしては糖酸が考えられ，その分離法の段階に進みつつある。

以上諸研究のほか断片的ではあるが種々の研究が？子なわれた16）則的33)34)36）。さらにまたWf

究資料として，わが国で行なわれたパノレブ。研究報告につき， 明治 43年より昭和 31年までの

を発表し研究者の参考に供した。
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8.6. 繊維板に関する研究

当j_J;}で繊維板関係の研究が始められたのは昭和 18年からで，山形県の釜淵試験地でテック

ス（インシュレーショ γボード〕 の製造設備を設置し， 試験生産を行なったのが最初であ

る。その後終戦までのあヤだ， /J'.!｝に系統立った研究は行なわれなかったが，昭和 19年に繊維

紋用円鋸について報告が出されている九

終戦後復興建築の資材としてテックスは重要な役割りを果たすこ ととなり，昭和 21年 6月

官民一休となったテ ック ス研究推進会が発足し， 本部を目黒木場に，支部を好摩試験地にお

いて活発な活動を開始した。主な業績は民間工場の技術指導と会誌の発行であったが，昭和

23年に解散するまで 10号の会誌をだしている。

一方帝室林野局林業試験場（浅JII）でも終戦後繊維板関係の研究が開始され， 主として鋸

屑の利用に重点をおいた試験が行なわれた0）。 その後H；政統ーにより， その研究は目黒木場

に移され，木材部所管の試験事項として， 樹皮の利用を含めた繊維板ならびに成型物の製造

試験が行なわれため0)7)。

その後繊維板の研究は製造工程がノミルプ工業に類似する等の理由により ai和 26年より林

産化学部の所管となり，原料も鋸屑のみでなく， 広く林忠：，林業における廃材等を対照とし

たものに発展していった。

このころより政府でも木材利用合型化が強く！日｜ばれるようになり ，総i11:1荻工業に刻する助

成策として，祖税特別措置法にもとづく減価ffttllの特例，輸入機械関税免除，企業合理化促

進法その他による研究補助金をだす等，積極的な政策を打ち出し， 森林資源総合対策協議会

もこの工業の発展に力を入れ，急激な繊維板工業発展の端緒を聞いたが，昭和26年には繊維

板の日本工業標準規格 CJIS）も制定され， その資料としての各種試験も当場において行

なわれた。。

このようにしてわが国に諸外国の繊維板製造機械が導入されるようになり， 工場生産規模

も在来の 1日5トン程度のものより 30トン～60トンの規模に増大してくると，大きな問題と

なるのはその原料で， 同様に急激な発展をしてきたノξノレフ。工業の原料と競合しないものとし

て，廃材利用はもちろん未利用資源の開発にも大きな努力が払われるようになった。

その例として，パルプ工場の廃物であるクラフ トパルプ・ウェイスト， SP, R P ノット

浮を原料とするハードボードの製造試験があげられる10）。

一方廃材利用の繊維板についても研究が進められ，ラワ γ材・ア ピトン材等が合板や製材

）広木として輸入利用されることが多くなったため， この種外国産材の利用適性試験も行なわ

れた8)3)11）。

また製造法そのものについても，新しい工業であるため未知の点が多く， 研究室としても
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諸外!'Iii（スウェーデン・アメリカ より し あたる

も武献するように の示iJJ召度が拡大されるにしたがい，

としてその性紫の究明に文、；

する

いて

に

呉方性につ

されたの12）。

昭和 301予を過ぎるようになるとプ

ァイノくーぷード に増大

し，昭和 25年度の 400万ばに対し 34

年度には2,000万nlをこえるJi；：となり，

わずか 5年間に 5f去の主佐渡設となっ

たっ特にハードボードの増加が顕

で，日本経済の進展にともない新しい

資材として して

きたことを示している。そのような業

界の情勢より，ファイパーぷード

するより ix~い研究が＊芸設され，

研究として昭和 34年よりブァイパー

ボード捺料の物理的化学紛性質に隠す

る研究がとりあげられ，ファイバーボ

ーr特にハードボードの材質におよぼ

す成分の影響について理論的な検討が

f子なわ~1., るようになった13 ）。

話~縫紋製造装夜

アスプルンド・ヂ、ィファイブレーター CJ二）

プレスとフォーミングマシン（下）

また原料に関する研究もElIき続き行なわれ， 繊維絞）｝三料として米利用であり遊ぬの判明し

ていな （コパノヤマハンノキ・フサアカシア等〕ならびに竹・ を／Jf{ic｛とした

ハードボード われたのの14）。その飽末木および校材にItきする

われIS），各掻隣罷の樹皮混入率が材質におよ

幹集会材「[I与の樹菜付校条材等j]j元の主主i也残材を怒料とし も行なわれている。 その開

昭和36 は業界その能…殻にみjする として ザ閉し記述した

された1九

， ノ、－ r，；ミー r はIll：界的；こ， いままで と呉なる しはじ

め，昭和35年よりわが隔でも企業化されたが．当時は技術的に安定していなかったため桜々

も多く，製造面その他同法の基礎的な研究が：f~｝に嬰裂された。 3携においても
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法ハ… rボードについての予備的な試験は行なってきたが，昭和 37 年より本格的な研究を~H

始し，眼科関係としてはカラマツおよびブナJ材等の適性を試験し， 特にこれ毒事を原料とした

場合の長岩斉lj使用量i接i威の可接投について検討した報告を行なっているm。 また製造j二の基

本的研究として，熱圧接4誌に関する研究を引きつづき行なっており， 現在までにその一部を

したCO）。

なお湿式法のハードボードについても製造関係の基礎的事項につき理論的な検討を進め，

ボード熱圧時の水分の挙動について検討した結果1ベ その成果を利用して「植物繊維を

主原料とした硬質成形物の製造方法」と題する特許を得ている。 この研究としては，ハード

ボードの熱圧U!jの諸開題について引きつづき検討を行なっている。

上述したようにハードボードヱ業は目ざましい発践をなし， その利用度も建築にとどまら

，弱電関係，本編関係等に多く利用されるようになったが， 建築関係特に内装材としての

利用は相変わらず旺皇室で，今後も発展する傾向にある。 ただし建材として将来とも伸びるた

めには，防火処理を考える必要があり， H［~和誕生存よりファイパーボードの附加処理に関する

研究のーっとして，防火処理に関する研－究を開始し現在も種々検討を加えているが，昭和 36

年各種薬剤処理による難燃化試験について， 東京大学・建築研究所との共同試験結果を発表

した18）。

またアァイパーボードの新用途の開発ならびに合理的利用のためには， ボード自体の材質

にI｝ヨし基本的なj梓朋が必認であり， 特にスj・度安定性に関する対策は f=I下の急務とされている

が，ファイパーボードの材震に認する研究として昭和 35年より広範関 iこっu、て

が行なわれており ZC），碁礎的な研究としては， 吸湿，説i段；広散系数について発表された山。

現在吸湿による変形について，詳細な検討が進められており， 梱包材料・家具材料等えの新

用途としての発展が期待されている。

なお海外関係としては昭和 35年ころよりコロンボ計画等により来日する海外研修生につ

いて，ほとんど毎年ファイパーボード製造ならびに材質試験等に関する基礎的技術の研修を

行なっており，昭和 36 は依頼試験として，パキスタン産：各種木材のハードボード適性に

ついて試験を行ない，日木プラント協会を通じて同国に結果の報告を行なった。また昭和39

年11月末より約 1か月，大韓民器，出｜祭農林水産技術交流協会の招きにより，同i況の織維板

工業に先jし技術指導を行なっている。

文 献

1) Jli幻：三；弥太：繊維板鋸挽円鎮の街波及自主／；につし、て，林試釜淵J少報， No.50, (1944) 

2) 坊ll品j郊典ら：銀！？守使用Wfifri物について（予報）， Hi＊誌， 30ラ 2,9,(1948) 

3) ー…一一 ：鋸清を原r、十とし Jijij般；談話g誌を総合総とする硬質繊維板の製造， 日林誌、， 32, 120, 



283-

(1950) 

4) 堀符邦典ら：織＊ft絞の材質試験について，木材部研究資料ラ No.5 (1950) 

5) 村EE藤橋：樹皮を！広科とする成型物の製造；こ関する研究，ぉ林誌， 32,137, (1950) 

6) 一一一一：織彩色板の佐賀に関する研究（第1報〉，繊維板の呉方性について， R府私（1951)

7) 佐野弥三郎ら：低周波電流加熱による鋸屑硬焚繊維板の製造， R林務，（1951)

8) 佐野弥三郎：アピトン衿銘－用、を原料とする硬質板について，木材工業， 6,26, (1951) 

9) 一一一一一一：廃材利用の繊維核について（第H殺），水材工業， 7ヲ39, (1952〕

10) 米沢係正ら：廃材を涼料とする織維板の製造（第五報入 クラフトパノレブ。ウェイストをlJJlJ,I・とする

織終板の製造，パノレブ。紙工業託：， 7,9宮，（1953), （第I立報） SP, R Pノット浮き：：.iJJWfとする硬質織

維板の製造，木材工業， 8,166, (1953) 

11) 佐野弥三郎：ラワンを原料とするファイパーボード，木材工業， 12,34, (1957) 

12) 大沼加茂ιill：礎資綴絡奴の熱拡散Z容に関する二三の実験，木材誌， 3,121, ( 1957) 

13) 林試fill：報， No.113, (1959), No. 138, (1962), No. 162, (1964), No. 166, (1964) 

14) 林試研報， No.113, (1959), No. 126, (1961), No. 143, (1962) 

15) 林試？済報ラ No.113, (1959), No. 146, (1962) 

16) 村田務総ら：ファイパーボード旅料としての樹皮の利用iこ関する研究 (I〕ハードボードの材質iこ

およiますti'-；皮混入率の影響について，木材諮， 5,19ふ（1部；9），林f;'A:1好戦， No.126, (1960) 

17) 村間藤！諮ら：繊維絞（単行オ~）， (1961) 

18) 佐野弥三郎ら．建築材料および工法の難燃化に関ナるlufヲ'1:,ll問n35 iド建設技術研究報告許，（1961)

19) 林試併殺， No.144, (1962) 

20) 絞!Efi政誉ら：乾式ノ＼ードボー iごの熱m民度について，木材学会議，（1963），乾式ハードボードに関

ずる研究（第1報）熱圧条件と材質の関係ヲ木材学会議，（1964)

21) 佐野弥三郎ら：乾式ハードボードlこ関する研究（第2報）カラマツ並びにブナ材さま：を原料と十るハ

ードボードについて，木材学会~／It, (1964) 

22) 長沢定男ら：ハードボードのぽ縮時における網!clの大きさが材質に及ぼす影響についてラ木材学会

議ラ（1964)

23) 償問1f/!.l郎ら：ファイパーボードの吸i札脱滋拡散係数， j本i'A:iUf者ふ No.173, (1965) 

8.7. 木材炭化に関する研究

においては， m治初期までは薪炭が家庭燃料のすべてであり， 生活上の必需物資の

一つであったことは託本木炭史（昭和 35年刊行，全間協料会館縞〉にも記載されている。 g号

治il寺代は文明開化の著しいfl;J擦で，製炭業界においても，明治 28I円こ「菊jえかまJ「八名か

まJ日歯車なかまjとあいついで発表され，製絞技術が一新した。関治 33年重要物混同業組合法

が発布され，明治 40年ころ滋開県lこ木炭同業組合が結成され，しだいに各県にその数が増加

した。一方明治 35年には大阪で第5間内国勧業持覧会が開寵され，初めて林業部門に改良木

設が出品され，木氏にxtする関心がたかまった。また，炭かまの排煙利用の聞でも，明治 25

田原が木酢散欽を初めてっくり，明治 34年ころ炭かまの木酢液から詐駿石灰を製造

し，アセトシの原料として使用されはじめた。 このように日清戦争時より薪炭業界が活発に
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なり，明治 37年に現在の法林省林業試験場の前身が設置された。当場における薪炭関係の研

究報告は，守屋，石坂により炭焼試験と題して明治 41年に林業試験場報告に初めて掲載され

た1）。 朋治 37, 8年の日露戦争のさいは火薬原料として，アセトンの大量消費がなされたた

め，その原料である酷敵石灰が木此とともに重要物資となり， 当然研究方面においても，木

jえと木酢液採取は重要課題として取りあげられた。 当場においても明治 42年三村は木酢液

の採取を行なっても炭質に影響をおよぼさないことを明らかにし， 木炭 100貫匁に対し木酢

液収量；3石，酷酸石灰 10灰貫匁とれることを報告し， ついで明治 44年に初めてわが国の炭

がまの炭化温度を測定し，同時に炭質も分析して製炭技術に科学的検討を加えている九同じ

ころ北海道野rl苑林業試験場においても大規模な製炭試験が道産材を使用して行なわれ， 明治

44年から大正3年にかけてそれらの結果を報告している九また，野幌林業試験場においては

薪についても燃力調査を行ない，その結沢を大正元年に報告しているの。また，明治 44年牧

野，守屋により松根油製造に関して報告がなされたことは当時としては画期的なことであっ

た九大正初期は明治時代に引きつづき木民の生産は急増したが，大正8年第 1次世界大戦の

末期から不景気となったため，その生産も秘ばい状態となった。 この大戦中は木材乾溜工業

の最盛期で岩本式， または万代式乾溜炉のように炭がまと木材乾溜炉のあいの子的炭化炉も

出現したが，大戦終了とともにほとんどが消滅した。 当場においては大正5年より三村は酷

酸石灰製造について林業試験場報告に 2回にわたって報告しの， また， 製炭法中とくに通風

について報告している7）。大正 6年三村は鈍銑鉄製造用木炭の研究を発表しへ工業用木伏の

先鞭をつけた。前記の木材乾溜についても，永井が万代式について報告している九大正中期

ころより都市ガス，煉炭が伸び初めて， 家庭用熱源として注目され，木炭の強敵となりはじめ

た。他方，製炭技術も文明の進歩とともに科学的に進歩した。すなわち，大正9年に製炭用

寒暖計が考案，実用化され，木炭硬度計も出現した。大正9年には大日本山林会主催で各種

炭がまの大々的な比較試験が行なわれる一方，木炭の基礎分析も行なわれ， 製炭法とともに

炭質試験法も進歩した。大正 12年 9月 1日は関東大震災が起こり，都市ガス， その他の文

化的燃料施設が破壊されたため，一時的に薪炭の需要が急増し，大正 12年9月から向 13年

3月の 7か月間輸入税の撤廃とあいまって多量の木炭（2,628,510俵）が輸入され，薪炭業

界は活況を呈した。 しかしながら，その後需要は減退し，そのため木炭の市価は下落し，市

況の不振のため薪炭業界は低迷をつづけた。研究面においては，この打開策として木材乾溜

と活性炭の研究が盛んに行なわれた。

昭和にはいり同 4年に木炭の規格が設定され，同 6年に満州事変が起こり， つづいて昭和

12年支那事変，引きつづいて昭和 16年大東亜戦争となった。この第二次｜止界大戦が終るまで

のあいだの薪炭業界の動きは，昭和の初めよりしだいに活発化し， 薪炭の需要の伸びととも

にその生産.fil：も激増し，昭和 15年度には未曽有の生産量2,695,000トンに達した。しかしな
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がら，家庭舟木！？とは昭和 10年ころより不足時ちとなり，また，ガソリンも不足のため動力j市

も注自されるようになった。 昭和 14：年に木肢の障給統制規則が遊間される一方，製炭

にとりあげられ，木炭増産については朝野をあげて努力することとなった。

このため製炭技術の研究にも当然重点がおかれ， 1認決技術専JRの試験地が昭和 15年福島県双

葉郡大野村（I目地名〉に設けられ，小隊製炭試験地と命名された。 このような非常時に対処

して，当場においても必死の研究がつづけられたが， 昭和初期から 士。、

での当携の薪炭関係の研究調査報告は10), 一部を｜添いて， 昭和2年発刊された

「木炭」にほとんど されている。

自動車また としての木炭について11），また，右京国政13）およ

用木炭について研究し，

炭の鉄道貨準積載設について，ま

た本邦木炭瓦j祈発生擦の現在，

来，および構造機能について見解

し，瓦jむi発生機用薪につい

て研究した15）。栃沢は点火定を改

良した拡沢式黒炭窯および石J11式

2,600 年型製民2誌を研究した14¥

また，内田は木炭ガス発生装誼

燃料，鋸屑の；桟焼炭北法，性能試

！知こ合格せる木炭がまについてfr)f （昭和 lOiFころ） 悶

究しlG），また，瓦j採用木炭破砕器，台湾蕗：木炭， 提炭における酸素の作用，製設誕Qi：物など

について研究した1山九伊藤i土木部液撒布による除ユ；7効果について研究した19）。終戦寵後の

混乱が終わり， 復興のきざしがみえだしたころまでは諸物資は欠乏状態で薪炭も同様であっ

たが，しだいにその生産設は増加した。昭和24年には薪択の統制は撤廃されたが，ガス，石

i1l1，電熱，探主主炭の家庭燃料が進出し，木！？ミの生産品：はj京木事情，労働率靖から停滞， ある

いは減産：傾向を示しだした。製炭；こ践する研究は戦後？？浮び活発となり，当場においても，野

原が中心となり， /fミ酢液の利用について昭和24年報告・したのを初めとしel)e<）紛糾，三三宅らが

桜山竹を原料とする活性炭の研究報告をなし山川，昭和初年より栗山が木材炭化の基礎研究

し03)33), 詔和 32年東ILJが初めて木酔液の食品科j苛について iーユーゴースラピヤ」の

されたことは設問される事項であろう

ついで岸本らは数多くの研究を行なった。木氏製造時における流出液'2），製炭法科〉，電気

よる木炭の品質の判定CG), および木氏の精煉度2τ〉川について研究し， また木炭の地

活性炭29)37), 触媒製炭31)' ；樹皮の炭化43）＇こついて研究 った。 こ
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わたる研究成果として：ド！？許も 7何 二川吋0）行1ijされている。

＇.~氏関係の労働および実態調査についての研究もあった3九 i阿部は市販木炭の破砕性につ

L、て研究した4")O f昭和26年資源調査会は日本のぷネノレギL 問題を発表して，わが国家庭燃料

ネノレギーに比適するほどの｝膨大な zi~f1kであることを明らかにし， さらに薪炭が過半

をしめていることを指摘し，木材資源と国土隷化の見地からその節用を勧告した。 とくに木

肢はよLネルギー的に効率が低いことも指摘している。 このように薪炭は理論的にも，ガス，

石r11iなどによって駆逐される要閣があり，年々その生産量は減じてきた。 このような

なかで新民関係の研究対称となるものは， 生産了肢をたかめるための製炭技術の改良，

木材資源の節約のための療材の活用， および袋炭時の菖IJ産物の利用，とくに木酢液の活用で

あり，近来はこれらの研究に重点がおかれラ 研究活動が行なわれている。
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班 試験研究の現状と動向

る の あるいは将来の劫向に るについて，

ふざ

もふれなければ、ならないが， これに先立って，まず第一にその基盤ともいうべ

しなければなるまい。戦後の著しい木材需袈；去の増大と，木

と非木材建築資材の進出とにもとづいて， 大f玉木から中・小筏:;tくの構造材

守-」

もしく

一方近学人口の都市長i二十1報向

11l止することが不可詑に近く，

かれるようになった。

長iL!tサの労働力，とくに青年f0の都市への流出は

なく：休業経営をもきわめてi忍怒な状慈に追いこん

でいる。玄た，労fiのと芥に比して，木材のfi立i絡はこれにともなわず，このことから，企業と

しての林業の成立が危ぶまれるに至ったっ これがため，

にあり，企業的になりたつ経営技術の確立が妥望されている。反語i，森林のもつ公益性の保

持向上を目標として るための経営技術の提供も重要である。

さらに年間消裂；I,＼：の 2割におよぶ外：材の総入もまた見すごすことはできない。

これらの傾向はいずれも一時的現象とはみなしえないもので， ここ当分はますます拍ヱ与を

かけられるものと考えざるをえない。

これが解決は行政問題をふくめてきわめて

とフド材禾IJJ吾lifS門の両miから総力をあ

あるが， 林業試験場としても， *i,

しなければならないだろう。

以下，当

経営部門

ついて各部門ごとに分析すればつぎのごとくである。

はフミきくわけて， llt!J定， 牧野の自つの研究分野か されてい

る。研究の現状と今後の方向について，各分野別に述べるとつぎのとおりである。

1. 林業経済

この分野の研究は1出来127年以来， ときの諸’情勢に対応しつつ，林援物の締1、与および市場，

土地利用，；休業機械化， 森林組合等の問題について主主さな研究をつづけてき

fこ。

すなわち，林産物倒絡については，

の性格，伝li桜子子部法などについて，市場に関して

成

売

形

市

格

木

悩

肘

似

合的円
三

万
L

h
吋

W
H

部JL っし

-m場ーの性格などを朗らかにしてきている。

ついては，社会，経済的諸条件の変化にともなう山村の地域的特質や問題

トー

I二T，、、、 を混じて切らかにし，林業の経済的性絡を分析している。

土地利用については林地の合理的な利用 る研究さと行なうとともに， ；農林水遊技術会
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議で行なわれた共同研究に参加し， 林業立l也経済指標の作成ならびにその計測法などについ

て切らかにしてきたが， ついで林業地域経済計画の方向に研究を進めつつある。

最近において注目をあびつつある林業機械化の問題については， まず国有林，民有林にお

ける機械導入の契機や担い手について考察し，日本林業の機械化の発展過程を明らかにし，

在来の搬出技術の経済的背景を究明しつつある。

森林組合については山林の桝造や組合発展の歴史， 運営などについて地域的に個別調査を

uない，森林組合問題を明らかにしてきている。

このように林業経済研究は林業生産，流通を通じて当面しつつある林業問題にとりくんで

きた。

現在林業基本法の公布，林産物需要構造の変化，林業生産構造の変化， 外材輸入等により

林業は新しい事態に当面しつつある。 これまでの研究はさらに深化してそれぞれの要請にこ

たえるとともに，林業生産椛；造の近代化， 地j戒林業計画の研究を総合的観点、にたって進めつ

つある。

2. 林業経営

この分野の研究の現状は，これを対象の侭IJからみるとつぎの 3つに大別される。

イ 民家林業に関するもの

ロ 大規模林業に関するもの

ハ 林業生産技術の経営（！＇~~il{iiliに関するもの

イ，については，農家林業が林業改良普及事業の主要客体であることなどから，主として，

経営改善への利用を意図して研究が進められてきた。研究は農家経済というわくを通して，

農家の営む林業生産の経営経済的性格を朗らかにすることよりはじめ， つづいて，農家の林

野利用の展開過程や地域 ・階層構成，それに関連して， 家族関係や部落関係と長家林業との

結びつき，さらには経済史的研究をはじめるなど， いろいろな角度から，激動する社会経済

情勢のなかにあって，農家林業の進む方向を見い出すための基木となる諮問題の究明を行な

いつつある。

ロ，については， i休業基本問題の答申にもあるように， 林業経営の近代化がとくに強く要

望されているので，これを 2つの方向からとりあげてきた。 lつは，永い伝統のうえにたっ

て着実な発展をとげつつあるドイツの林業経営をキメ細かく検討する一方， その成果を援用

して，わが国の大規模林業の実態分析を行ない， 実態の動きのなかから発展の方向を多面的

にさぐろうとするものであり ，他は，戦後めざましい発展をとげつつある経営数学を， ;t)i；：業

経営に導入しようとする試みより出発した。 はじめ L•P, D•P の長所を林業に生かすこ

とにつとめ， 現在は， 林業経営の諸活動を総合する役割を持ちうる林業会計の開発を進めて

いる。
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イ，ロ， つ と方法とを明らかにしようとしているのに対

し， を特徴づけるいろいろ 日して， そ じ

をねらいとするのが，ハの研究である。 より：ま

じめ， 1見在；土用材・ ついて，イ，口，と関連をもたせながら研究 ている。

3. 妥若 手え： mu 

( 2) 

られている

した林分

およ ついての研究， co 
の研究などがあげられる。

( 1）については，

あるので，

としては（ 1 

ついての研究， (3) 

( 5）航空宇瓦の利用について

ついて

あろうが，さしあたりはむしろ，

ついて あるので， この分安子の研究 なくてはならない。

しかし，

の解明が同時に

( 2）については，

るので（ 1）のおf究

を修正した方がよいと思われる。また，

ある。

( 3）については，

ととのいしだい最良の方式

( 4)については，

あるので， こ

との矛）jij-がSE.じてこよう。

より示されており， その方が合理的で、もあ

ミ3必誌があろう。

はあるが， J二述のことを行なうさい，

うのをまち， それにより

し， ffil々 の している 心つ

ある。

より るに；立，賞I[

などによる簡易 も必三さであ

ろう。成長E：については（ 3）の研究と併行して進めなければ、ならないっ

Cs）については，現在濃度測定誌による波7誤解析の研究a:行なっているが， この研究を

さらに促進し，数値的；こ分祈できるところまで， i明党0:'.進めなければならない。また，

どの より， な

るような技術を磁立するための；F「兜を行なう必妥がある。

をや心に研究が進められてきたが， それ以外の森林調査の項目（たとえば地

況〉についても，その判長店長むζの研究を行なわなければならない。 また，航空写真の治山野

究，保護その他の分野への禾umも高まりつつある現在であるので， それぞれの分野と提読し

て，それぞれの分野への利用の研究を行なう必裂があろう。以上のほか，多次元解析
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されたが，この方法をさら日

させることが知将与されよう。

して， 活用の場を広めることにより，

4. r
F
i
d
 

－
 i
 

i
w
 

わち，

とj志j目的分野の 2つにわけで考えられよう。すな

な育林J交討すで管理されている林地を対象とし， 放牧家畜

（放牧強度，放牧季節，地形，牧義型，林約， 放牧施設など〉の，

などにおjする反応について切らかにしようとするもの

である。

5
d
 

コ
J
 f自分lllfとしては， をも兼ねている混牧林地としては， 木材の生産と

ともに，良質な飼料椴物が長Jtf］にわたって笠寓に生鼓されることがのぞましく， この目的を

る一つの手法としては， 従来の脊林技術にとらわれず，混牧林としての育林技術を産み

だすことが考えられる。すなわら， 自立栽本数，植栽IIHJ;M，枝打！糸伐の時期と強度，林床の主主

などについて検討を加え， ふ；：地における家蕊とi>i；木の間取得Ji＼：について， ll今ち！とするこ

とが安求される。

ところで，基礎的な分野についての研究はすでにミズナラ林・ヤチダモJ休 日本短角種

.tJ二， カラマツ土木・コナラ の組み合わせによる形態の報告を終わり， 現訟はカラマツ

である。しかし，今援に殺されている主安な形態としては，ア

をあげることができる。 j忘；HJ(i':J分野fとしては，カン

につい

カマツ土木・スギネi：・ブ

の形態を除けば，すべて今後に残されてい あり， しかもこのような

形態の研究開発は急がれている。したがって， 基礎的ll'liで残されているスギ・アカマツ

黒毛和種牛の形態を，応用的な研究に乗りかえて推進させることが必安であろう。

原野施業については，まだ、原野の牧養カの特定がなされておらず， その註置づけが定まら

ないまま，いたずらに草地改良事業が進められている。 したがって，放牧形態をとる原野

の，この屈の追求を従来と同様に進めるとともに， より牧技力の高い植生型の人為的な達成

と安定についても研究を発展させる必要があろう。

造林部門

すでにのべたとおり木材の需安構造， その他諸情勢の変化にともない育種研究において

は，多収性，平成，抵抗投等に重点をおいた林木の品Hll改良と新樹揮の検討， 導入が行なわ

れている。研究の重点をまず選抜脊誌におき，サシキの容易なスギにおいてはサシキを，サシ

キの密Wtなその｛むの樹掻については， 1111英樹間にえられた種子を増磁材料とする建前で， そ

れぞれの生産技術，遺伝カ等に関する研究がすすめられている。 また，一歩をすすめて，交

イ者数作I，ならびに人為突然変異による育誕の研究，加えて， 永年作物で、ある ;t~；フ!Zの育
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ため，各語形質， のTrJfヲピと， そjもによる をじi

ざしている。

また， 施肥，

をむけ，

と成長の法良IJ

多収穫技術を組み合わせた一立

と成長，続殺筏度と間伐のすすめ方， とく

をおいた定長的関伐法， より -マk、
の生

などの7iJf

究が力強く行なわれている。

最近の労協力の不足；こ関連して，省力の立場から， i糸工＇／i斉IJのおi：ラ乙 造林の何年平均化など

がとりあげられている。造林地がしだいに？.i:i冷，多雪地などに移行するので，これらの地市

じた更新保育技術の研究をすすめている。

による 造；掠i自の奥地化；こともなう

さなどを克殺して， を磁保するために， 生態ならびに立fむなど

研究が強く行なわれーている。

現在，林業の主主蕊お探は質より：Gl：とされ， 従来の大筏優良材に代わるに中・小径材の泣きと

もってするとの前提にたち，さらに，林業の企業主！：を設摂して， 造林技術の研究がすすめら

れている。ところが，最近の木材業界の動向をみると， 小｛至jf／浮遊材ーとくにス

は停滞下向の気味で，その前迭にfitll'iの念がもたれはじめている。

長ill村からの労勘力の流出はその後もひきつづきさかんで， 社会f吉勢が一変し

て，長il!Nに人口の｛~fNifないしは逆流が起こるとはとうてい考えられないっ したがって，現

い 1300万haの臼潔を達成するためには， 違和；；技術の容力化は，収支の

をはなれて組九j条件となるものと盟、われる。

i去の；ヤ；：木7引霊場は， llB禾1132年011設以来， 主として前英樹のクロー γ 増殖と

ってきたが，ようやくその議嬬もなり， 第一段階の目標さと完了し， 昭和 40

をj歪次拡プミすることとなった。 このよう

おける研究体舗の強化に対応して，当；場の育種研究は，いっそう を：立かり，

ふ,:y・ 
｝ 

より；::t

的な うため， をおいて研究をすすめる ある。

；材、木の坐理・生態，森林開会などの基礎的研究は， ひきつづきいつそう強力に行なうが，

臼探をもつ；rJF

め，こんご，

る

このよう

(I) 

しながら， さらに諸種の目的に忠じた新品穏を作出するた

におしすすめられなければならないっ また， 1-
d、

と， タネ

をすすめることも ある。

るため， w：代の繰り返しをはやめるため

る必芸さがある。

より されることになるが，
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このためには，果樹閑と同じく，結実をある程度人為的にコントロールできるようにならな

け；！1,（工ならなし、。

いままで不卜分であった主立粒I彊の開花 ・結実生理 ・習性を明らかにし， 関定整校はもち

ろん，施肥，化学物質故イJiなどによる開花結実の調節を技術化するため， 基礎 ・応用の研究

をすすめる必~がある。

造材、 ・保育：林分閉鎖までの一連の造林作業の省力のためには， 初期成長の促進がきわめ

て有効な方法と考えられる。苗木の7妥質，地ごしらえ，植付，肥培方法等を研究し，初期成

長促進のための総合技術を確立することが重要である。

環境のすぐれたところでは，企業的林業を推進するため，早成樹種， 品種を導入して，早

期育成主：：業技術の体系を確立するため，総合的な組み立て試験をすすめる。

一方，木材ー需工：；の変動とそのλとおしの｜羽知性，あるいは労務情勢の動きなどに対応して，

一般構造材の生産， 奥地利：の~,f,；：などについては，長伐j開花業，天然更新， 混交林の造成な

どについて研究をすすめる必r~：がある。

間伐技術については，一応，定立的間伐に関する公の悲封書を与える段階に至ったが， 省力

的な選木方法について理論と技術の確立をはかることが霊安である。

寒害回避 ．昭和 37, 38年の 2か年にわたる冬期の寒乾害は， その主たる原因が異常気象

によることはいうまでもないが， i広大造H:H訂正のため不適地へのスギ・ヒノキ等の大面積の

－］子科：の造成がJJjT因のーっとニ汚えられる。 したがって，こんご，抵抗性品姐の育成，更新 ・

保育技術の改善によるがt極的な防衛子段の研究とともに， 在Ii.'，」；－発生j也の邸i立解析を行ない，

場所によっては，樹極の転換，天然更新の採HJなど抜山l,t!Jilliの研究もあわせてわなう。

薬剤 ．造林技術の省力化に除草剤のもつ芯義はきわめて大きい。

苗畑除草剤は現在CA Tが最も広く使われているが， 本斉ljによ って駆除困難な強答草ノ、マ

スゲの駆除斉ljの研究， CA T抵抗性の発生に備えて，新しい有効薬剤jの開発を行なう必要が

ある。

林地除草剤は，完全枯殺を司とする場合（ササ群落〉と，萌芽と成長を阻止すればよい場

合（潅木，広葉樹〉とがあり，それぞれに適した薬剤の開発と作用機作， 雑草生態を考慮し

た使用法，林地における残留効果，苗木への薬害などについて強力に研究をすすめることが

望まれる。

ケミカルコントロール，最近の植物の成長， 発育に関する生化学的研究の成果を応用し

て，林木の成長と発育を人為的にコントロールし， 種子生産：，サシキ，育苗ーなどの分野にお

いて新しい方法を積極的に見い/J'1すことが望まれる。

造t,'.，作業の機械化・造材：作業の省力化が余儀なくされ，作業の機械化とくに植付作業の機

械化がすすめられようとしている。取り扱い容易な規格の揃った健全強健苗の育成が必要に



りo:;
〕 ≪v

なった。そのため， のすi木について，

ある。また，

ふ、》ふザ

イコ tj 屯〉 をすすめる必

し J
U
 

ゆザ

め S>o

土壌調査部門

とりまとめら｛L, これ；土日ええにおける

り

h

げられたものであり，こ

されるにをったろ は 1957i 

と平行して，さらに
ふ
吃γJ’
｝ 

きかっ

ただけでなく， と

をより

ると.l;Jγドのようである。

っているつつ

みて区分をおこなっ iこ供しているが， そ

Hげとなる とりまとめるに至っていない。また， その生成につい の)pi;

をえているが， ；ア ある。

ついては， を!r,j－グループとしてとりあつかっている

弓ヨ よりしても， そ

している点よりしても，また，

きであろう c

〈与

のカミ，

2〕

る最も霊安な部分であり，

る鍵ともなる。すでに－ms若手しているが今度の援問が期待される。ま

た， されて以後中断されているが，

より ある。

p p と

ているが， 土壌水分の!fwn;きについては

との関係について の成長

であっ， この国の究明は，

される訴が大きいっすでに一部この研究に
，
 

h
v叫

れ
μ とも く，

で，そのtlliJ定j去について 1, 2の方法を開発したので，

る方向に向うべきであろう。玄た， 7jく分の勃きにともなって についても予



296-

てし、 ムー
め心。

る研究

として微弱II土壌研究法をわが自では始めて辺〔入し， と微細搭

判加についての成果を得たが， さらに， コロイドの移動集摂関係

そのIth応JHの新分好IJHおにWH寺される部が大きい。以とのように過去において，土壌の基礎

的研究においては，かなりの成果をあげ， 現在はこれを土台として応用的方寵に重点を移し

たために，基礎研究をIiニ：断している部門が多く，再び， 基礎研究を再検討すべき時期にきて

いる。つぎに，応用的，実用的課題としてつぎの研究がある。

5) 各種土壌の仮設性の解明

土壌生gf：性をより道［滋に把濯する努力が進み，現在， 土壌生産力に関する研究を進めてい

る。この研究によって，生成論的な分類にさらに生政力的な介類を加味し， 生蔵盆に密接し

たものとする考えである。このための廷料として， こと擦の諮性質と各樹種別の林分成長量と

の関連づけが必要ーである。適地適木の概念を具体的な数量どによって， 成長予、WJJ，ニi二地利用に

る聞が大きいであろう。

6) 地力維持対策

短伐imの皆伐繰返しによる土壌の時悪化の実態把握， 更新後成林過程における土壌の変

化，肥料によること壌変化さ手の基礎調五のほか， i出力維持開についての技術研究は， 今後ます

となろう。

し

を総合し

一、、3ノn
i
 

亥

,l, は， し

を育成する総合的な育成技術，経営投手！？体系総立のための前提である。

2. キ；：地土壌の把J告と改良

林地肥培：＊：：木の成長を飛躍的に増大させるための育林技術のーっとして，林地に対する

施肥技術の確立にはフピきな期待が寄せられている。 この問題についての系統的な試験は，開

始されてから 10余年を経過し，少なくとも槌裁から育林初期段階にかけての効采とその方法

はかなり朗らかになってきた。

もとりいれられてきたが，これら

と関fl主に，そのJJX；：＼＇誌をまたずしてすでに実用的に

な肥培例の調査検討も行なっている。成木林につい

ても明らかに効果があることは， すでにいくつかの試験によって磁かめられつつあるが，

長；土密度との関係が深L、ので，えJ1J!i側、？におけるほどちつl僚に数公的に把握することが際空予であ

る。今後は，このi訴の問題を速やかに解明して，伐Wlまでの一貫した施肥技術体系を

る必要がある。このほかの7iJF究問題としては， つぎのようなことが考えられる〉

イ）施肥成分の森本｛ql::Jにおける動向と機作。

施肥成分の松木への吸収， 1弱体内への よる の泣JC, と流
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亡，樹体内で

口〕 ； 月百と

ハ）

ニ〉

ホ〉 伐j留まで

/JE:Jitiド：こよる

る

よび材費との関係。

と施1i邑技術，特に宗主度と擁肥効果と

おける施結技術の省力｛七。

した施/JE投手誌の体系化と省力的な立場からの検討。

じてこと擦を改良し，あるい を捉進す

る方法；土，完結i也やf-rt悪；休地の緑化見送， i也ブユ改良方法として古くからfi－なわれてきた。 し

かしながら，認端な不良土壌のところでは，肥料木自体の樺勢が衰退し， 枯mする｛処も少な

くないのでこの対策研究が急がれている。 また，成林した肥料木林の変訴を如何にするかと

いうことも最近の関i誌の一つである。近時， ifさ粒臨物の一部（アカシプ

が，卒去さ樹援として主持：木｛こ導入されるようになったが， ;ji,;:l出生産力 ついて

。
ザ心あでド

一

九

メ

必

ヴ

、

も

非
討

し

’

検

か

よ

た

の

メ

し

に

ま

として戦後かなりの進歩をとげ，マ

の段階にはいっている。

まだできていない。長光抗体法等の新技術の導入

主主れる。

る研究も と／JJ,iっ;j1,る。

3. 苛11nの土援管理，改良

首知i土壌の特性｛こ応じた施杷，改良は， i談後かなり迭さぶして， /i)f究の成果：ね立ちに実用；こ

活用されてきた。ここに数年来3場で行なわれた.i'i'訪問土壌調査によって， 調資の方法と全国

ついても一応の鼠速が得られたので，今後は， これをもとにして土壌別の

施日巴改良技術の体系化をはからなければ‘ならない。土壌の物理性改良の有機物認として，

オヌ＇ff認の堆胞はっとに着目されていたが， 最近の研究によっ

加による准控イちが成功した。

4. EEf木の栄養生理

：体11出把J吉J交｛ぷJ確立のためにも，

コメ Jユミカ

を解明する必哀がある。 i没後の研究は，

て，多くの成果がおさめられ， 戦前にくらべると飛躍的にめざまし

ることができた。主張樹穣別養分妥求度， i良！醤の環境（？強度・通気性〉と授の

かなり !181誌に解明されて，千五木育成だけでなく，話：i也/JE:t者，

されるようになってる。 母子ねま，一度はかなら

ず山出しをされて，かなり手荒い取り敏いを経過して， アぷ境の荒いIL！±告に移植されるっこの

ために，箆高育成は霊安な問題であり，施IJEの合主＇.［化，摂切り等の技術開発が進んだが，さ

らに樹木摂理の研究の抗進と坐JI本数についての再検討が必廷であり，

vtifすべき形質 を必三さとしている。 燐酸やカnm.が，この国できわめ 者〉：果
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すことはすでに知られているが，特に燐酸が移植後の活;r｝・発娘 ・成長に重要な役割を果た

していることが明らかにされてきた。養分の吸収機構や， j剣体内の蓄積部位，その作用に関

する研究には，今後に放射性物質の使用が大きく寄与することとなろう。 この面の研究はす

でに計手されているが，いまなお日が浅く，今後に期待されると ころが大きい。

今後の主要な課題としてつぎのようなものが重要と考えられる。

イ）苗木の時期別後分要求度

苗木のステージ別，季節別の養分吸収量

ロ）首木中の原収益分の動向，機作

ハ〉養分の吸収と発根との関係

ニ〉苗木の形態， ff'に地上部と地下部の関係および根の活性に関する問題

ホ〉首木のみでなく，成熟木の養分吸収をはじめとする生理機構

森林保護部門

戦後林業の生産性を向上するために，人工林の拡フ乙 平成樹極ならびに外国樹種などの導

入を行なった結果，病虫獣害は年とともに複雑激化し， それら生物害の防除法樹立の重要性

は飛躍的に増大するにいたった。しかしながら， 研究を促進して新時代の林業の要望にこた

えるためには，防除法を確立するための目的基礎研究が， 応用研究と併行して行なわれなけ

ればならないことは元首をまたないところである。

病虫害の研究の歴史は長く， 磁々の防除研究やシイタケの研究においてj点以をあけ、てきた

が，保護部が当場に創設されたのは戦後のことであり ， 研究体制も一応整備されるようにな

った。その結果，生理，生態学および分類学などの基礎的研究にも重点がおかれるようにな

り，的確な防除研究が進展して多くの成果を収めるようになった。

現状をのべるにあたっていままでの主たる成果をのべると， a）苗畑病害の防除について

は，苗畑で最も恐るべき病害であるスギ赤枯病の防除法は， 本病の生理生態学的研究に基づ

く防除試験の結果， 4-4式ボルドー液の散布によって極めて的確な防除が可能であり，針

葉樹の雪腐病，マツ葉枯病ならびに針葉樹稚商の立枯病も薬剤散布によって効果的な防除が

できるようになった。

苗畑害虫の防除については，最も恐るべきネキリムシ類（コガネムシ類の幼虫〉の生態に

基づく薬剤J(BH C，アルドリソ粉剤）の土壌混入試験によって防除法が確立した。また苗

木の根部を食害するゾウムシ類についても， アルドリン粉剤の土壌処理によって防除するこ

とができるようになった。

b） 造林地における病害虫獣の防除については，カラマツ落葉病の防除研究が広範囲にわ

たって行なわれ，防除法の樹立に大きな貢献をしている。 害虫関係では，マツカレハ，ハノミ
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スギノ、ムシなどにxJしてはBHC

またはDD T斉lj，スギノハダニ

ようになっ

ブナおよびアカマツ

よって， IW虫についてはおよそ 80忽，

と

るい マイマイガ｛こ対してはちHC

宇可

ミ Q

(BH C十 PCP

をあげることができ

およ

も；こ， く （ワ γ カプエン，ワルブァリン斉IJ)

るとと

されてい

る。

1〕

イ〉 カラマツ

グジーニング＠テスト a:
どとともに 9

シクロヘキ

っている。 また111出シミドおよ

ついては，休日畏期苛をEivIP

ロ〉

を？子なっておひ，こJt,ら

および訪除法の研究を進めている。

ふ＇ － 、 吋
（ど Fこ、、い ／；＞ 0 

J, 

るおfヲE,

っている。

ニ〉ス なってい

る。

ホ〉 スギノハダニ しでは， よる 会〉 うとともに

ている。

よびi坊除j去の研，ま

るとともに， カラマツ

る。また，スギノハ〆ニの訪除については，

"-
Cl) 

による

。
，

る

お

。

ふ
の
、
な
る

で

↓

め ともなって，訪除技術もこ した能率化や

ザ

,;;:, ；ニ行なわれているが，その主なるものについ

のごとくである。

イ〉

カラマツ先枯病について を？子なっており，
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[VJ風林と被告発主主との関係調査なども進められているが， 薬剤防除試験がit

テ…マとなっている。 より効果的薬剤の開発研究と薬剤の生化学的研究，地上散布

と省力防除法樹立のため，ヘリコプターによる薬剤！の濃厚少.±J1¥x1JT試験を進め， 者しい防除

効采をあげている。

カラマツ落葉病については，林地肥培試験および抵拭性に関する試験を実臨している。

そのほか，ナラタケ病，スギ技枯病，スギ黒粒葉枯病，針葉樹トピグサレ病， 針葉樹材質

縞桁病などの研究を行なっている。

ロ）虫

マツ ；｝JI/ハについては，本支分場に試験地を設け， 群坐態学的研究を共向で行なってお

札マツカレハが低い生怠綴度から大発生にいたり，再び密密度に変化する原田を， 生物的

抵拭昭子である天敵昆虫，天敵敏生物と関連して調査するとともに， 然生物的抵抗悶子であ

る気象条件との関連をも調査研究している。また上記の担定試験地における調査以外に， マ

ツカレハの卵，幼虫，！！涌を室内で似f4q'(i,j'jぎし，天敵昆虫および微生物の種類とその寄生率の

調査を行なっている。その結果，マツカレハは漸進発生して大発生すること， 卵，幼虫，闘

に各種の寄生蜂や寄生パニ乙のあること，および寅彊菌以外に有力な天敵ウィノレス （細胞質型

多角休病）が中践に寄生して，マツケムシの大発生をおさえていることが判明した。

ウィノレス（スミシアウウィルス）利用によるマツカレハの生物的訪総研究については

とともに野外故布試験を；生めており，有効成果をおさめつつある。

マックイムシの防除研究については， 2:1'=.~WJ!l：！＿の的体生態はすでに研究されているので，

本支分場共同で群集構造（天敵をもふくむ〉と動態を研究するとともに， マックイムシの寄

生を可能にするマツの生理的条件の研究を進めている。防除法の研究のうち， 林業的防除法

については由定試験地を設けて行なっている。薬剤訪除の研究については， 被害木の薬剤防

除は成果をあげており，生立フドlこ対する穿入防止薬剤も BHC乳斉ljで有効なことが朗らかと

なっている。 しかし，より有効な薬剤の開発研究と樹体内における薬剤の行動の研究を行な

っている。なお，悶定試験地を設け，施肥や薬剤散布などを行なう総合防除試験も実施して

u、る。

このほか，スギタマノミzに対する薬剤の航空散布試験， カラマツ］）（.泉の容虫の生態調五と

防除試験，シ戸アワの生態と防除，小蛾額， ハダニ額およびスギノマルカイガラムシの研究

を進めている。

ハ〉

野鼠の坐態と防除については，野鼠の生態調査をもとにして， 発生予察の研究を進め成果

をあげている。殺鼠剤の研究も 2次被告tのないリ γカアエン， ワノレファリン斉ljを関用した試

験成果が実用化しているが，省力防持法を樹立するため， 殺鼠斉ljのヘザコプター散布試験を



行な を得ている9

野兎の訪除試験は， とともに？子なっているが，

をおいている。

ついては， おい

ffなっている3

ることによって，被容を予防する方向

ムシ，マツカレハ，マイマイブf，スギハムシ，コガネムシ

は，発生予奈の研究を進めるとともに，薬剤訪i恥林業的訪除，

み

をど
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ため

しめ， そ

るーマックイ

などについて

（生物的

防i徐）， と天敵の諦和， どの防除法の研究｛こ泣点をおき，

した合恕的訪係法の樹立が必主さである。

3) 卒成掛揺の病虫需のit'JI系研究

ポプラ，アカシア，ハンノキなどの卒成樹躍にはとくに病害虫が多いので， これら

虫については防誌の基礎となる病原学的， 昆虫学的研究と平行した防除試験を進めている。

ポプラの病容については， と抵抗性の接携の研究を進めており， ';f{-3:＇！＿ におjしては

材まrsに侵入加害するコウモリガの生態とit'JI糸試験に重点をおいている。 なお，そりシマアカ

シアについては，；i子虫のリストを作成するとともに，重姿害虫の生態調査を進めている。

今後はポプラのマノレゾニア落葉病，制枯悦病tf子，材質腐初頭， さび病および穿孔性tff_rj=~ の

訪！恥去を確立することが必誌である。

林業機械化部拘

林業機械化が本格的にHf;Jfきされるようになったのは戦後のことである。 したがって，その

研究の震史は浅く，かっその進歩も部分的である。 しかし，林業を急速に近代北して，現設

の急追した労務事情に対処すーるためには，こんご試験研究によって解決を喪ずる課題が数多

く残されている。

林業段、械化の試験研究は， 林業会殺の各分野の技術に横断的lこ関連をもつのみでなく，林

業技術以外の機械工学，労働科学，経営学等との関連性が深く， これらの広範な科学技術を

総合して成果をまとめる必要があり， また研究の性格上実践はj担当；／；；!j撲の事業実行‘の場きと必

とするなど，研究推進上の国支をな間態がある。

ここでは林業機械化に関連する試験研究のうちで， 林業に使用される按按そのものの

を中心とする

朗することにする。

(1）林業機械

と， きと使用する作業者および作業の研究とについて，
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現在行なっている試験研究の項目はつぎのとおりである。

a) 造林約二業の機械化

イ）小型可搬式機械

ロ〉大型機械による造林作業の機械化

b）素材生産作業の機械化

イ）築材機および架空茶

ロ〉林業用車ii靭

C）林業機械の性能

造林作業の機械化は林業機械化のうちでもとくに立ち遅れた部門で、あって， 昭和23年ころ

から刈払際の開発研究を進めていたのであるが， 昭和 30{f.ころにようやく実用に適するも

のが開発せられ，現在実用化の段階にはいっているほかは， 見るべき造林機械が開発されて

いなかった。昭和 34年ころから， この立ち遅れを取り民すため特に重点項目として研究を

進めていたのであるが，昭和 36年植穴侃機を開発し， 現在実用化の試験中である。最近で

は大型機械による造林作業の機械化に重点を注ぎ， 昭和 38年以降トラクタを使用する造林

周作業機の開発研究を進め，現在までに施肥他付機，除草剤散布機，植穴掘機， 伐根処理機

などの開発を行ない，さらにこれらの改良研究を進め， 一部は実用化されつつある。

素材生産：作業の機械化は比較的早くから機械の導入が行なわれ， 作業自体もやや安：：iごした

状態にあるが，そのなかで最もli'r]姐の多い集材J位向については， 引rr:弘i」盆，与松を利j日する；集材

）・目機械が主流をなしてν、る。架空家の！？？ト的な状態における日k:;/Jその他設計に必誌な研究は，

ほぼ完成のj或に近づきつつあって， 架空索の動的な状態における疲労や摩耗の研究を進めつ

つある。

;t:J,：業機械の性能試験は，林業機械の普及にともなって， 林業機械の性能向上のためにも，

機械知識に乏しい一般林業家を保護するためにも， 機械選択の基準を与えるよ うな林業機械

の性能試験を要望する声に応えて，比較的簡易な施設で試験できるチェ ンソー， 刈払機，植

穴掘機，鋼索などの試験装置を設け，チェンソー，メlj払機および鋼索については林野庁およ

びメーカーの依頼により性能試験をflーなっている。

造林作業の機械化は，立地条件の変化が大きく ， 作業11:j期に制約がある等機械化は史if~かし

い点が多く ，これまでに開発された機械も部分的なもので， 今後なお開発を安するほ械が数

多く残されている。造林用大型機械は， 既存のトラクタの作業機のみの研究を進めている

が，林業専用トラクタの開発にまで研究を進めるほか， トラクタ以外の桜械についても開発

の可能性を検討する必Eざがある。

集運材作業の機械化については，架空索の研究に主力が注がれているが， 築材1茨木休とく

に制動機の改良，搬探の改良等を新しく開始する必要がある。 なお現在林業用車ilftlとくに集
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HmトラクタにつL、ては，ほとん

とも民連して， 自

われていないが， おける

か

のおf第三

う必変ーが

ふ『

οり，；：， 0 

ように研究

f=iであるので，

され，

ふ
情’
」

司

令

となった場合の

をか；える必iJ:Iがある。

ゆ

〆F、

しているので，［

がある。

し と，

な立ち返れを示

る必妥

(2）：休業作

自はつぎのとおりである。

、、2
ノ
、
、
1
ノ

F
パ
4

戸

ニ〉

ホ〉

へ〉

従来から

の［ジJ止

作業方法の一連の研究；丸 人力を主とする作

し，

チェンソー，刈払機，結穴摺擦など

くj設有えが導入されるにともなって，

をや心とする作業について， fr, 

などの研究を進めつつあり， ある程度研究の目安もつきつつあ

る。しかし，大裂楼肢を中心とした組作業や作業仕組については， 研究手法等の検討を進め

つつゐる段階である。

され， も， も， 質的に大

きく変換しつつあるのにかんがみ， 昭和 40年 grよジ新しく

およiます彩替の実態a:究明し，その訪止策の研究を開始し， ま

させる作業技術の開発をするための研究を開始した。また他産業に止絞して， 若しく高い労

働災害の発生を示している。林業労働の安全に資するため， 労働災害の器問分析を行ない労

している。

されるにともなって， までとは呉なった労
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な制定法も変更せざるをえなくなって

いるが，これらの問題にiおしてはまだ方法論も隊立していない状態で， 早急にこれらの研究

を際立する必誌がある。また午、純な労関手法の変更のみでなく従来から慣行的に行なわ

れてL、た造林作業， fえ木・ 5失速t'i'fl：業の技術やその工程系列全般についても再検討の必要に

られており，林業｛岳部門とのi訪問研究体制を整備する必妥がある。

前々のfr0業技術については，特に大型設械を中心とする作業組織の縞成，作業仕組， 標準

を見い出すための研究手法を確立する必要がある。 また機械作業が作業員におよぼす

疲労や，人体陣容についての実、態も朗らかでないものが多いので， これらの実慈の究明や，

存観的な測定方法のおf究をj皇める必至さがある。

以上の問題点を要約すると，結局， j段、与えをr=Iコ心とする林業生産：の技術体系を確立すること

が，今後の最も:m；誌な課題となるであろう。

防災部門

訪災部門の研究対象の主体は，復旧治111・予訪治IL!•水資源1紘保の国土保全関係と， 森林

災害の訪止とをあわせた広義の森林防災であるが， 現在はそのほか適地判定の一部としての

森林の立地気訟の研究も含まれている。訪災部門は戦前の中央の気象部， 地方の森林測候所

玄たは ・森林治7］＜試験iむと L 、う会 J ；~一環の研究体制がf別本となっているため，

の防災部門間の迷けいはとくに緊宅誌である。

~湯のi坊災研究は，一般の防災科学技術と i呼ばれるものの…っとして， それらと

多々あるが，＊＊業研究の一分野としての防災研究であることが必要であり， 林業的手法によ

る訪災科学技術を礁立する研究体制であらねばならぬ。

従来治山事業の主体を占めた復！日治山事業は，地域特性の考慮が不十分で， ややもすれば

全国間一的に実施され，また，経済性に欠けたきらいがあったので， これらの点在改善する

ため，復旧治山技術は一段と合理化する必要がある。林業の生産期間の短縮，機械化の推進，

林道網の拡充，施業の奥地林への移行などにともない， 洪水・ 1-11地荒廃の危険性は増加し，

また，工業用水をはじめとして水活：芸の飛躍的増大によって， 水源地帯での水資源確保が童

され，さらに，沿海地帯のこと地利用の集約化につれて， 海岸地域保全の重姿性も惜してき

た。これらに対処するため， 111地？完成2の予訪・水淑かん議・防災林の広義の予防1illll事業は

いっそう推進されなければならない。一方，木材需安の増大にともない，国二！こ保全・水資源

1被保とtA，産物生産：とを調和させて森林を経済的に利用することにおけーる裏話も急速に高まっ

vてし、る。

人工造；主主の子；j海抜地・寒冷地税へのPl＼フどにつれて， 森林の凍容は域大して鉱大造＊7；；の大き

な荷4子となっている。拡大造林の奥地への進行にともない， これらの造林地域は一般に暴民
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く多霊地有？となり，また，戦中戦後の森林の取扱い法の変イちゃ， 短期脅威林業の進

よるネl，分の部風・際雪協の低下もあって，

いる。また，奥地林開発，拡大造林の進展，

森林火災発生の危険性も増大している。

して

ームなどによる入111者の激増につれて，

るいは雑木林を設採して行なわれるようになってから， 不測の造

林不成絞地の発生が少なくないのは， 従来の適地判定基準がこれらの場所にはそのまま適用

できないことを示し，これらの場所の気象環境， 気候と将；木生互交換の関探を渉jらかにしなけ

ればならぬ。

以上の現下の情勢に対jぶして，訪災者IS門の現在の研究民 つぎのとおりで

ある。

1. 復旧治111技術の合理化さ：： gJ擦として， 111地荒廃の復旧については，治lllJFl隣家の選定，

侵食防止工法，治111鵠；段方法， j也在日1の経済的復旧治以i工法， 新治llt:.I：；去の現地選定、試験

の荒廃i也の復旧工法と， 施工i患の取扱い方法，地帯加の経済的復旧治山工法の施工跡地の

とが課題となっている。

2. 予訪治111技術の確立，水資源確保技術の磁立さと良援として，

a. Ill地荒廃の予防については， 土砂崩壊訪儲林・土砂流出防備林についての森林の保

と，山崩れ訪t1:工法， 新治山工法の現地適応試験の予防治111工法とが諜題となって

いる。

b.水滋の:ill！水については，主主7k防止および水資諒確保の水源かん設林についての森林

と，洪水訪止・水資源縫掠の水j誌の山腹および渓開の理7kヱ法の予防治山工法

と となっている。

C. 防災林については，訪足立林・ ?ltli'.P防備林・坊市j林・なだれ訪11::.林など防災林につい

」

’3 .). 

っている0

4. 

関係，

と，なだれ訪止工法の予訪治111工法とが課題となっている。

を釘擦として， 森林災害の防止については，

どの森林の火災・煙害防止法と

を自擦として， ついては， 森林の分布・

寒風害発生地の立地区分

などの林業気支えが課題となっているつ

'AA述の現在の訪災部門の研究課題のなか

とな

の

18治山－

予訪治111・71く泣源確保の分野では，（ 1)地帯別

の予防治山，（ 3）水需主きに対する7J'Cif；誌の活沼と

i店街々工法，（ 2) fi卸会地域の予知

(4)保安林の合理的配置・
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j見の研究である。森林被告i防掠および適地'l'IJ定関係の森林災害の訪ll::., 森林気象の分野で

は，（ 1）本容防止，（ 2）京雪!Uri誌の森林雪容の防止，（ 3）主要造林掛1重の気象的適地判定の

研究である。

しかし，現下の諸情勢に即応して，あらたに2重点的に行なわねばならぬもの， 現在重点的

に行なっているが，より重点的にHI！進しなければならぬものなど， 推進すべき重点事項はそ

れぞれの分野でつぎのようである。

1. j_LJ地荒廃の復旧については，（ 1)新治山工法の現地適応、試験など治山工法の能率化も

含め，地帯別の経済的・合理的復！日治山工法，（ 2 ）森林の保安機詑と林産物生~：楼ti~ との

調和を考慮した地帯別の治111池工跡地の取扱い法である。

2. Jll地荒廃の予訪については，（ 1）荒廃予防対策を重点的に実施する地域選定のための

荒涜危険地域の判定法，（ 2）森林の林産物生産機能と調和した，森林の荒廃予防機能の活

用法とその機能を補完する治山工法の森林のJli地荒廃予防機能とその強化である。

3. 水源、の理水については，（ 1)森林の洪水訪止・水資源確保効果を活用するための水源

かん養林の配置法，（ 2）森林の洪水防止・水資源確保効果と右機的に結合して補完する檎

助工作物導入開発の水源の理水工法である。

4. 防災林については，（ 1）防災効果の保続と土地利用高度化による林地利用との誠和を

した海岸防災林の阻it法，（ 2）なだれ防止磯ti告発揮に最適な地区別の森林構造・問i訟

のなだれ防Jf::林の構成法である。

5. 潔林災害の訪iとについては，（ 1）京古池械のrr林技術のi({D'L' '.JJ！部みiとも含め， ＃1'大

治t~，の進展につれた呉常気象による森林災害危険地域の判定法などの森林気象災慢の防止

法，（ 2）新消火剤，防火線の適正開設などの近代的消防法開発の森林火災の防止法であ

る。

6. 森林気象については，（ 1)適地適木の気象環境を量的に明らかにするための林木の生

育と気象の関係，（ 2）造林適地の気象的区分，寒風評などの気象害常習地域の判定法，苦

娼・ 111地の微気候改善法などの111地の気象的立地の区分と改善である。

木材利用部門

近世における森林生産部門の発達は，林m：物利用の開拓，開発に負うところが掻めて大き

いことは論を侠たない。すなわち，過去において吉野，妖肥，青梅， その｛由民有林業の地域

独特の技術体系の発展した原因は，自然（！＇g，経済的立地環境によるところも大きいが，

において，地域的な独特の利用による市場形成におうところも極めて大きい。 また，天然林

とくに撞帯のブナ林，暖帯のカシ，クス，タブ林等天然広葉樹林の大正，昭和期における開

発は，材質試験，木材の乾燥， !W1材， IYJJ潟， i坊虫法の研究によって始めて実行可能となった
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ものであジ，このために， B/3:'fll初期においては現地にこれらの試験の拠点が設置されていた。

おいては化学部門で述べるごとく，中央に研究部門が築中されたが， 戦後においては

木材のニ次的工業が著しく発援し，これに対応して研究部門においても大きな

る。

られ

木材の蒋HJ加工部門の発援に呼jぶし，諸大学等の教脊部門では林選J'.l~Fうを 5泉北拡充して林

業部門より分離独立の方向が急設に進みつつあジ，当；揚においても， この点について検討を

加えるべき段誌にきているといえよう。

過去において，米利用広葉樹天然林の活用は林E昼夜iダ5；こ負うところが極めて大きかったと

，今後，相当主主役設される見込みの人工造反；木のfl]Ff:1拡大についての研究成果；土， 1ぎ

る［訟の大きいことは容易に想定される｝fr~ミであり， …方，木材利用研究

成果に応じて，育林技術の改善，変革が；5!:ffi；される部もあると考えられ， 休業，；［ネ設の両閣

の研究がますます有機的に連繋さるべきである。とくに， 近年，ヨf.::iて良材料をj召い

しく進み，木材利用がEE追される傾向がますます進むものとみられ， 今後の育林業の支柱

として，？に質材・料の斡／ihを活す研究をますます推進し利用拡大をはかる必婆があり， これが

ために体制整簡もおこなわなければ、ならない。

.I;/、上の林滋情勢に対応しておこなっている研究の内容と研究の問題点を述べるとつぎのと

おりである。

1. 木材および木質；材料の性質の究協

あらゆる材料利用には，その材料の特性を十分に把握しておくことが必Eさである。 7ド？与すの

性質にrMlする試験研究は合くから行なわれてきたが，現在のように技術が向上し， 利用が高

度化した状態にふさわしい成果は必ずしも得られておらず，はなはだ不十分であって， さら

にこの間での研究の陵み設ねが強く妥望されている。また今後は，従来和j舟していたラワソ

材以外の各種の南方材の利用開発が重視されるので， これらの材質調査を強力に進めなけれ

ばならない。さらに，合板やパーティクルボード等の水質の材料や， その二次加工品の生産

がつぎつぎに発展してきており，その利用との材設には，製造技術とも関連して多くの不分

明な点きと包含しているので，このような材ー料の材費研究にも多くの期待がょせられている。

また，索；討の部位別年齢別の材質研究によりJ休業の育成部門との関連研究をすすめてきたが，

とくに近年，急激に人工林の増加したカラマツについての育成との関係の材質研究は，育林

に対して指鈴となる聞がきわめて大きい。さらに品種，生~：構造， 控培との関係の材質研究

を進める必要がある。

2. 加工技術の向上

木材ーが高度に示j用されてゆくためには，従来単なる， 7診をととのえる ぎなかった

製材切削等の加工技術が，金高加工にもまさる段踏にまで向上しなければならない。天然有
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機材料たる木材にとっては，これはそう容易なことではない。しかも， 利用側からは，より

桜維な，より精度の高いがl工を要求されるのが一般であり， 加工法そのものの開発から始め

なければならぬこともしばしばである。さらに，木質材料はそれぞれ異なる材質を持つうえ，

他材料と桜合した材料として用いられることも多く，従来の素材加工技術をもっては加工困

統な場合もつねに存在する。 加工技術を向上発展させることによって， 木材および木質材料

の利用を高度化するとともにその歩止まりをも向上させ， 木材の利用を合理化する必要はは

なはだ大きい。小律木や禾利用樹種の利用も，その材質の研究と同時に， 加工技術の向上に

よってはじめて推進されるものである。今後の木材利用を考えるとき， 接着工法の発展的向

上も重要な特記事項となるであろう。

3. :n化技術の開発

木材は従来あまリにも粗材料的に用いられてきたが， 本来長い期間をかけて育成される貴

重な木材を仮設（1'0な用途や，あまり粗放な用途にあてるべきではなく， また生産費用の増大

していく実状からみても， 木材はできるだけ付加価値高く用いらるべきである。素材の欠点

をできるだけ補い，特長をいっそう強化し，さ らに新しい性能をさえ付与して， 木材をより

高叡な材料として利用する面では，当場は合板，集成材， パーテ ィクルボードやその貴化加

工の面で，従来大きい貢献をしてきたが，木材に対する付加価値の増大が強く要望されてい

る今日，ますますこの方聞の研究は強化されてゆかなければならない。さらに，より高度の，

あるいは全く新しい木質の材料の開発も将来にむかつて発民的に研究が推進されていく べき

であろう。とくに，合成高分子化合物や金属など，他材料との結合により， 木材の特性をは

るかに越えた新材料の開発も期待される。

4. 木材保存技術

木材は燃えやすく ，腐りやすく ，虫害を受けやすい欠点をもっている。 木材を有効に利用

するためには長年月にわたって木材を保存するための処理法が考えられねばならない。 この

ような防火，防腐，防虫の技術はすでにある程度開発され，実際に利用されているが， 根本

的に解決されているわけではなく，より効果的でより持続的な処理薬剤や処理技術がつねに

要望されている。また，木材が新しい用途に向けられていくことや，菌や虫が消長すること

にともなって，全く新しい処理方法の開発も必要となっている。 このような処理の効果の確

認は，一応促進試験によってなされるが，長年月を要する現場試験によって， はじめて不動

のものとなるのであって，継続的系統的な試験が，しかも地域性を加味して必要なのであり，

今後の研究体制のうえで考慮すべきことの一つである。

木材の難燃化に関しては，建築材料としての木材の最大の欠点が燃えることであり ， その

すぐれた居住性にもかかわらず，この点だけを理由として他材料と置きかえられがちな現状

を考える とき， 木材や木質の材料を難燃化する研究はきわめて重要である。 この方向での研
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ため と向時；こ， よる 守3

あることは，研究推進のための一つの支持となっている。

林産化学部門

の研究は， より主要な研究分野であり， ノξノレ 成

のli)f分抽出さ奈の生産；i]f究を主とし，さらに，木炭，対1/LI成分の利用についても

をおこない，その成果は3辺氏業界，加工業界の進展iこ寄与してきた。

おいては， したことにより， 研究の会理化を降られた

そのおf

より，化学的，工業的なお：jlf：物の

究へ指向の重点が変わりつつある。このことは， ；｛永野行政と

、ての研

ないおiもある

が， j水区宝物の付加価鎚の向上，残廃材の科用という点において林業：こ武紋するところが大き

L、。しかしながら，今後の林政物の飛躍的な利用J広大ということからすると， 化学的な利用

；こ期待される部が大きいが，その整縮拡充については，上記のことが以悶となって， そ

さとはばまれる点がある。

木材の坐蕊面をみると，：討質の劣悪化と木材錨絡の高騰の現象がみられ， また供給公の不

も目だってきている。このまま推移すれば木材の工業材料としての価総会低下させ， 利用

をせばめることになりかねない情勢にある。地方薪炭需箆の者こしい減少は，

の相当者15分きと占める広葉樹茄51ミ林の今後の経営にったさな課題きとなげかけている。

さらにスギ，カラマツ遣や；：の土首大はそれから副主役する除伐，間伐木の土？？フピにつらなり， そ

の有効利用も問題となってくるであろう。

これらの情勢にX>Jf,c~ して，パルプ，

てそのt!JJH開発が急速に進歩してきた。

' i氷i也残材，

し，こiiら て〉

る

し，良質！京料材の不足に対処して， 広三三関利用，

ップ等の利用が主主んに行なわれるようになった。しかしながら，なお末木，技条，

びiお朽材等のお：地残材や，鋸！昆接fl支主主：の未禾!JJH林立宝物は莫大な：fitにのぼり， ま

度に進歩したノミノレア。工業においても， ゾグニン，ヘミセノレ口一スを主とする

が廃液としてすでられている現状である。したがって， これら物笠の利沼，

よび；M::i.lt：加ヱ業の安定的な発展に寄与することが主TJ;'fな研究目箆であるつ

以下fli，互造物の化学的特役，林産物の化学的利用技術の改善， tt~：物の化学的新利用；去の 13号

よ

3項目に分類して，それぞれの問題点と研究課；翠の現状を説明してみよう。

1. 林援物の化学的特性
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林産物の化学的利用と物理的利用上の問題点のうち， 化学的要因についての基礎資料をう

るため主要な樹極の物理化学的特性，繊維の特性，セルロース，へミセルロース， リグニン

等の組成および特性，抽出成分の種類，化学構造， 反応性および含有量等広汎な問題点にわ

たり研究を進めつつある。

1) セルロース，へミセルロース

木材セルロースの分子量特性を解明し，へミセルロ ースについてはカラマツ材に多量に含

有し，材の利用上の特性におよぼす影響を検討するため， まず材のへミセルロースの化学構

造の解明について研究中であり，その成分組成の一部について知見を広めた。

2）抽 出成分

イチイ心材より新化合物タクサシン，アサダ心材ーより新化合物アサダニンおよびイソアサ

ダノールをえ，その構造を検討中である。イチイの心材部は保存性が高く ， アサダ材のSp 

廃液は酵母の発育を阻害するといわれており， 新化合物がそれらの現象に関連性があるかど

うか現在なお不明である。なお，南方産材についても研究中である。

3) 高分子化学的研究

木材中の7j（の拡散現象，木材および構成成分の粘弾性的研究による高分子構造との関連性

研究，木材の内部表面の反応活性的研究をテーマとし， このうち最後のものについては，木

材とスチレンモノ マーとの放射線グラフト重合反応について研究し， グラフト集合の増加に

つれ膨潤性が減少し，収縮率は最低となることを知った。 この研究は改良木材製作の基礎に

つながるものである。

2. 林産物の化学的利用技術の改善

パルプ，繊維板，木炭等の既存木材化学工業に関連する製造技術の改善に関する研究で，

つぎのようなものが現在行なわれつつある。

1) パルフ。原料に関するもの

邦産主要樹種のパルプ原料的特性を明らかにし，パルフ。材としての評価研究， アカマツの

パルプ。材としての育種研究の指標となる母樹選択のための個体別パルプ化試験， カラマツ材

の漂白障害原因の追及等が研究されつつある。

2) パルプ廃液の利用

サルブェート法廃液の組成を明らかにし，その利用主対象を糖酸におき， その特・JさI：を究明

しつつある。なお，そのほかの有機酸も，同時利用する方法も検討中である。

3）繊維板

繊維板の強度要因を成分面から追究し， 5%苛性ソーダ可溶へミセルロースが寄与率の高

いことを知り，さらにリグニンのボード材質におよぼす効果について試験中である。

また繊維板の熱圧操作の改善のために， 熱圧乾固の機11~ をリグニソー水系につき検討を進
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め，カJ:I熱下での塑性変形に一定の含有水分が必喪であることを知り， さらに木材よりリグニ

ンを抽出し， ワグニンと7J（との純幹系につきそ を実施中であるつ

乾式法ハードボード

研究 v＇＇カラマツ，ブ。ブ二ラワ

る否庁ずどとして，

も十分に原料；こ適すること，

る

に つ い て

は， 11，込gr，圧力，時間および水分が霊安因子であることをど知り， さらに｛患の樹惑について研

を進展させている。

4）木材炭イじ

さきにものべたように，近年五二しく しつつある3 そのほ閣は｛変

j苛上の不便さはもちろんであるが，概格が誤認高であることもみのがすことはできない。 また

としても重器問題であって，したがって祭政法についての近ft化，生

り下げ'ff＇［：を技術面から研究すべき設階にきている。主：！炭？去の近代化のために

大きさ，

材fFり，

を含めた祭主技術，炭化法等につき検討し， 主主rrin切り下げに対しては炭

を行なうほか， の可能有利な場合のそれへの転換等も

されねばならず，それに対する

らにつき試験仁村である。

る問題となり， それ

さらに工業用木炭を対象として，そ と炭化j去を研究中で， 現在マイラー窯の改

を得つつある。

5) 7に詐液利用

災北部産物のフド酔液が防共，

の利用を｛宅途

ることが判明してきたので， いっそう

にするため，木酢液の採双法，精製法， 有効成分の検

っき ある。

3. i＊産物の化学的新利用法の開発

従来の也学的事:JJ部土利用率としては低いので，それらの廃楽物，

術の開発が訪E設される。

1) リグニンの利用路発

樹皮等の新利用技

リグニンを水素イ七分j詳して低級ブェノーノし類、をi奴得することに蒼隠し， 原料リグニ γ とし

て糠化主主リグニンおよび麗硫酸ノミノレプ製造時の箆液中のワグニ γを対象とし， 連続水添装置

により重点的に研究が進められている。

2) 

林地残材きと利用し，皮付チップのままブァイパーボードの原料化方法，

原料とする炭化法特に流動炭化等の研究が進められているc

よび樹皮を
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1. 林業試験場研究報告

者名 題 名

- No. 1一 明治 37年 (1初心 10月

林業試を支のE主主主

稲 村 時 術 主姿林水滋うと粒数並ニ霊長ノ；tlM:/!t

小 野 安~ 球 種子ノ発当，ff皮ノ調査

自 iiミ保美 前木ノ

自

白

小

出

自

白

沢保

沢保
臣子 部

沢保

沢保

沢｛来

空子 育E

発育ニ及ホス影響

ミ宇 崎

美

f 
美 ？存楽松ノ腐心、r~

災 鍛塩類ノ組物ニMスノレ作用ニ就テノ研究

美 総j刻字内ニ於ケノレお／Ji；，＼立i：絞Jf~li!ll ノ形成及ヒ共分布ニ）j（主テノ研究

蔵 '{Ki.宗t1r及ヒ苦竹ノ生長

j皮 赤松ノ林木材談計算方法ノ比較研究設ニ公式ノ調査

民t為＂＇？ 4 者対兄

- No. 2一明治38年 (1905)11 J幸

民！ 沢 保 美 土壌ノ性質ト苗木発育トノ関係

稲 村 時 fキ！？ 撰滋法ト発~＇.！＇手トノ関係

白 沢 保 美 緩子‘ノ遺伝性ニ際スノレ調資

自 沢保美せい－l~f々 駄目F;r,11c恐慌

白 沢 保 美 -s'i木ri1自立省園芸ノ M~法

白 沢 保 美 治1白及花1t1ハ如何ナノレ方，，，］ニニ対、ンテ絞殺スT,Jキヤ

白 沢 保 美 隊後ノド会i湯ニ就テ

和問義：iE

稲 村 持 fl託 針葉樹種子菜子生蜂ノ調査

稲 村 時 衛 米国 fヤマナラシJ(Populus monilifera）ニ寄生スル容虫ノ調資

ミ手 続

守的

波 ：客三選松ノ間伐試験

；皮 ＊＇；木材積立 l・i'手法ニ於ケルfill会長；去ノ材税all奈良ノ研究

- No. 3一明 治 39年（1906) 5月

内
向
稲
舟

沢
H 

沢

保
時
吋
係

ー

j
美

術

笑

はる；隊法トノ関係、

高木mi切；宏被行ノ II寺本ニ就チ
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白 担E 保 美 苗木ノ成長ヲ限止スノレノ方法

五百 1サ 日寺 f桁 東京府北多摩郡三鷹村機毛虫被害調査報告

寺 Jlf(f 波 東京大林区署ニ於テ胞行セ／レ保残木作業ニ関スノレ試験ニ就テ

4サ 鑑三 郎 続皮材料試験第一回報告

H・ 鐙三 郎 木附子（塩紘木ノ五倍子）単寧丑 第一回試験報告

村 鐙三 郎 殻斗類及機其他五倍子ノ単寧第一回試験報告

平 塚 主岳J 羽左 熊本大林区署樟脳製造試験 第一回報告

鹿児島大林区署樟脳製造試験第一回報告

- No. 4ー 明治 40年 （1907) 3月

諸 戸 ：｜ヒ 自R 木材強弱試験報告

寺 崎 ?/Jf 信州地方からまっ林ノ生長及収額ノ研究

寺 ｜崎 j皮 大ノ和調査国吉野杉林ニ於テ慣用セノレ間伐方法及；員；林木ノ物質的生長ニ及ホス効果

- No. 5ー 明治 41年 （1908) 3月

白 沢 イ呆 美 土壌ノ性質ト苗木発育トノ関係

稲白 村沢 保日寺 言｝ 苗木ノ生長ト結実トノ関係

稲白 沢村
保

f美街j¥ 「ヤマナラシ」苗木養成試験
H寺

キナ 鐙 三 郎 F主皮材料試験第二回報告機1:!ll]i半含有i込月別試験

キナ 鑑三郎 殻斗，橋五倍子及ヒ其他ノ.tji準材料ノ l]i寧試験第二回報告

キナ 鐙三郎 五倍子単寧含有量試験 第二回報告

守
屋坂物四四郎郎｝ 炭焼試験第一回報告

石

守
屋坂物四四 郎郎｝ 松脂採集試験報告

石

守樋 ,filr::r 物修四壁｝ 漆液採集試験報告

樋 口 修 平 森林樹木ヨリ産スノレ植物油調査報告

曽 木 俊 ff 鹿児島大林区署樟脳製造試験第二回報告

第五回万国林業試験場組合総会記事摘要

- No. 6ー 明治 41年 （1908) 3月

5苦 戸 ヰt 直日 木材ノ理化学的性質ノ研究

諸 戸 ~1t 良日 木材ノ強弱試験

寺高 中高JI時
久 落｝

曲木椅子製作ニ関スノレ実験報告

寺 JI時 i度 落葉松林間伐試験 第一回検訂報告
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ー自 No. 7- 明治42年（1909) 4月

大波大林区：＇lfrニ

間 fil 政 茂木鉱物焚成分ノ研究

キf 銭三郊

ti' ~＝三自II l~l木J:f栽培試験

：孜 翌子 i、｝て一＇i 手lj こりうばり，かし，くぬぎヲかしわ及みづならノ：議実rド 利用ニ

深日 沢 政ミミ ) 
間

キf 鐙三郎

村 鐙 良日 木炭及獄後ヨヨ灰製造試験

鹿児向コ主将，，ぎ'Ki·ニ於ケルt1~)j1)l製造試験 第三回¥fi1lr

- No. 8- 明治 43年 (1910) 6月

111 ブと よろ 林水磁うこ／予言.：！，Fニ姿スルぷj盗滋皮

！こ！ 沢 ｛采 美 主要林;;f；怒う乙ノ貯蔵試毅

！二i iR f!j', 土壌粒ノ大小ト）古木様組織、トノ関係

H 鐙三 自G 後i¥'f.殺:If，：ニ間スル研究

キt 鐙三郎 第間間報告

キナ 銭三郎 別試験級官

キす 鐙三郎 ネ；1't防腐試験第一j_r,］報告

'i"? オミ 俊 彦

ニーZ了ニ 告hf 、t、11，ヒ' 近畿地カソ者竹林ノJ:fミ及収額

Ill奇 ；；主 ;J:_-,,J，すぎ，ひのき，もみ，つが及ひばノ

- No. 告一 明治 44年（1911)11月

JlJ 光 男 存立i使ナノレ滋子予言芳三ネ検定方法

11J 光 Jo¥ やまならし穂子j守政試験

JII tJ l、一l塁f？ て安竹Jl(t；がおニ関スル研究

hノ二＼ !j!f y’二壬Tァミ ？トJ、 持tm1科純物ヲミキスノレ実ミ!.h叛ニ就テ

クと 戸ドlミj江 フにbr, l~l ＇駁ノ研究第一刻報告

キす 強： 虫fl 竹杉!J:¥'.,ti：予防試数 1;i1…同級官

ヰす 鐙三民［I ドi 関スノレ；Uf究

銭三員五 第五［ii]報告

数守
!j!f 

Z立 手i攻I]}
E主

臼 i、Iべご、l ｛~ミ 美 第六i亘！万盟林＊；；:rt~滋組合会議ノ綬況
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- No. 10ー 大正 2年 （1913) 7月

白 沢 保 美 ;j;j;木種子ノ産地及遺伝性ニ関スノレ試験 第二回報告

ιI 光 男 林木種子貯蔵試験

1b'1 橋 久 北海道及樺太産木材ノ強弱試験

比留間重次郎 木材ノ電気伝導試験

望比留 月間重次常郎lf i開業樹利用試験

)II ;j:j- i者 杉苗赤枯病ノ研究

矢 !llf 刀＜＝て， 幹 白d議ノ研究第二回報告

キナ 鐙三郎 1準皮油ニ関スノレ研究 第一回報告

守 屋 重 政 落葉ノ成分及森林土壌ノ変成ニ関スノレ研究（第一回報告）

守 屋 重 政 杉苗ノJ）削F期ニ関スノレ試験

寺 l崎 j度 単立木ノ！百積計算式ノ研究 附本邦各地慣用ノ層積単位ノ比較

寺 崎 i衷 しらかし，ぶな及くりノ単木幹:t;J"税計算補助表並材積表

- No. 11一大正 3年（1914)12月

小 山 光 男 主要林木種子7）（選ノ価値及其ノ方法

守

内

内

内

矢

山

寺

屋

田

田

岡

野

木

崎

重

ぺ士ァ
刀て

手口

政

壮

壮

壮

幹

蔵

渡

扇柏苗ニ対スノレ窒素肥料ノ施肥期及肥効試験

杉来11'1ニ関スノレ研究

台湾阿.IT'－.山政frii柏乾師irt，ニ関スノレ研究

山村買油ニ関スノレ研究

白蟻虫養殖試験

あかまっ枝条量計算式ノ研究並計算補助表

すぎ林ノ生長及収穫

- No. 12一
大村喬
山田烹

北村a l盗

曽木俊

大正 3年（1914)12月

顕 l-J 有林地ト無林地トニ於ケノレ水源j函養比較試験

重 熊本大林区署ニ於ケノレ緯脳製造試験第二回報告

彦 鹿児島大林区署ニ於ケノレ樟脳製造試験第五回報告

- No. 13一大正 4年 (1915) 3月

実 費 支 思｝林野放牧並原野草類ニ関ス峨験第一回報告

比留間重次郎l
望 月 泰 男ji悶葉樹材ノ強弱撒

量留l,］γ緊） 椀木地製作試験

佐 藤 銀五郎l 家目建国及造作用ト シテぶな材ノ価値松尾良助j 円，＂＇
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ノレ試験

7F.l 

fラヂ、ウムj/Jl'.'.fl，ノ苗木ニtJ-スル／JI:;効試験

JJl〔聖子it/ii俊試験

m!KI~会二日汚ニ関スル試験

可

正

攻

縫

規

大

牧j寸～UBe 

ご
1

5年 (1916)

4多すぎfli赤1＼古約ノ研究（第二間報告す）

水竹材害虫ノ研究（第一間報告）

妖／l芭E去すぎM強号奇試験

1玲

14ー

京
一
一
万
底
君

とう
:,iて

度

迫

1支

島

里子

関

- No. 

r
大

向
間

レ
い
二
、
、
レ
M

J
J
I

ょ
っ
ノ
ト
シ

よ〉、
1 

丞次郎

ル研究（第…！日報告）W

K

H

V

R

μ

 

向

日

仏

山

口

h
円

鐙

鐙

ふ叶
J

ふd
J

ふ

寸

ふ

f yレ研究

ル研究認H才ノ

6年（1917) 2F.l 

ルmt皮ニ店主テけやき稜子ノ

林水ト関根！、ノ関係（第一間報告）

木材水浸出液ノ

あかまっ材強弱試験（第一部報告〉

藤

正

男

郎

院

に

大

門
付

ポ
中オミ1L1 

15 -- No. 

ノj、 光

光
鐙

問谷丸太並育協及西JIiすぎ材iJ!ll弱判決

吸波官11張試験

森林樹木ノ稜実説！誠資

ひば材ノ掠発泊ニ関スノレ研究

「エキスj製造試験

久

久

ill 

i:;J・ 

岡

間

橋

橋

前

回

展

くり材ヨリ

余E銑鉄製造沼木炭ニ関スル研究

ml！駿石灰製造ニ関スル研究（第二[ill報告）

藤

問
問比

潟

高

内

内

守

治

治

壮

壮

政

郊

郎

E室次郊

護

鐙

銭

t

J

1

 

ふ
十
ふ
守

1月大正 7年（1918)

三｝
討主

- No. 16 -

i向
橋

ill 

すぎ心材色祭変ニi主！スル研究光
滋
一
万 草地ト線地i、ニ於ケノレ土壌水分ノ比絞試験

かわらけつめい（ ill縮交）ノ飼料及殺事r~均価依

貯木主主ニ於ケル木材‘ノ害虫

純~t鉄製造潟水炭ニ認スノレ研究（第二組報告〉

あかまっノ lji木幹材務表並！！旬高形激表

、も，色、
pdga

，

雄

政

幹

郎

蔵
一一一

元

墜

宗

鐙

迫

原

野

守

本

大

大
ん
す
欠
一
一
…

手a111 

3月

林水稜子ノ貯蔵部段先立立添種用トシテノr!，綾子ノ飯能

7年（1918)大正

、i
、JB
J

美
男

17 -

1

－hpf
μ
 

ρ
h
v叶プ’

沢
JL1 

…No. 

出
小



熊本大林｜三署ニ於ケノレいちひがし天然更新試験

室｜葉樹種子需生蜂ニ就テ

根切虫ノ敵虫ニ就テ

青森産ひば材ノ耐朽原因ニ就テ

枕木防腐試験

木材ノ吸i毘膨張試験（第一回報告）

樹木材部ノ着色及防腐試験

林野産雑草ヨリ 「ポツタース」ノ製造試験

1月

けやき，ほほ及うるし種子ノ発芽促進法

株及肥料用草類生産ニ関スノレ施業方法試験〔第二回報告）

樹葉並野草ノ飼料及肥料的価値

すぎ苗ノ癌IJill病ニ関スル研究

純銑鉄製造用木炭ニ関スノレ研究（第三回報告〕

あかまつノ樹皮率ニ就テ

8年 （1919)

話）

則

一

郎

郎

正

男

雄

政

雄

大

郎

蔵

宗
光

’士・刀て

重
f,lf 

鐙

鐙

君

318ー

野

山

野

ぬ

上
浦
’
う

す

ふ
糸
川
l

p
中小
1

二、、
人
ブ
ペ

矢

：｜七

十
十
ノ
4
J

j
J
4
 

18ー

光

一
万
重
元
君

鐘

和

山

迫

屋

迫

島

f
本

’44
nl
 

- No. 

大

守

大

北

2月9年 （1920)大正

波

19ー

附

山

- No. 

ゴJ ひばノ単木』；作材料4氏支：＆＿Jjl木＼i]':j;;J材秘日I・；）；）：補助去ノ改訂

8月

すぎノ樹令査定及粧栽年度鑑定法ニ関スル研究

9年 （1920〕12月

林木種子ノ乾燥度ト発芽力保存卜ノ関係

原野火入ニ関スル試験（第一回報告）

南洋産木材水浸液ノ蛍光現象ニ就テ

あかまっニ容生スJレならたけニ就テ

マアシヤノレ，カロリン群島産単寧材料ニ就テ

通発作用ニ依yレ木材ノ着色，防腐及耐火法試験

あかまっ林ノ収穫表

9年 （1920)正

長

正

男

雄

長

大

大

政

郎

蔵

20ー

光

光

光

君

重

和

鐙

コE

21ー

山

迫

岡

島

屋

4
1

本

斗寸

岡

- No. 

- No. 

ノト

大

藤

北

守

目薬

111 

大正 11年 （1922)12月

けやき種子ノ後熟ト発芽 トニ就テ

けやき天然下種更新試験

苗木ニ対スノレ肥料三要素試験

男

郎

三

政

22ー

光

次

策

重

又

山

沢

路

屋

- No. 

ノj、
戸

里子

守
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樹
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府

民
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郊

一

妓

夫
ノレ試駁

…
苅
古
川

浦

迫

野

議

杉

大

杉

… 災o. 23一大正 12年（1923〕 5J=l 

rB ;,jミ ぎ坊主Yi!<久？さJI¥仁！15f;tj［ニ於ケノレ砂丘ノ百対犬

1J1 本 五3 夫 グル砂防試験（第一回報告）

東京大林区袈 有林i也j、然:j;j;Jむトニ於ケノレ水；係諸？をiヒ絞試験

H 止A滋,, 長II ;j＊コドト泌絞トノ関係〈第二fciJ報告）

ーメ〈
1ヰミ

杉；ill 空） 木材／問問；llミ試験（第二間報告）

- No. 24一 大正 13王手 (1924) 3月

i符 iる玖 いい口 スノレ調査

- No. 25 - 大正 14年 (1925) 1月

EE! オミ あか玄つ及からまっ続殺ノ主主街jJ成：JJ,;、状態ニ及ホス影'l~H第一！日報告）

大 ュ立 コこ 対2 お〔野立E叡ニ対ス fレ肥料三~;,;t；；災駁

ブミ 迫 フζ はぎニ対スル）ii'.:科三袋三ミ試験

,;1,, オ〈 ｛交 ）；多 鹿児1:J;J;:j本［；（.＇｝＼；－ニ於ケル t1~Jj送製造試験

長rs 木村； IJl2il11Ul/i!/f.長；；i,-1:綴（第三［i_i]報告〉

月ど 友 はらあかiとひまひノ；iiむミ

1自JI 'El: 出丸太間ノ；，JJ,)it::::.)iい

- No. 26 - 大正 14年（1925)10月

空屋j: 
}11 

E滋文｝ R合住iご｜五三ニ対スルl~＇l滋ノ l11J;tニJilチ1f 

If] フiく 久 i欠 n11 ｛涜rn主了アンモニヤj ノ 11毎月l::j~J ニ）；：仁子

lifj 7）く
夕i、lftゐ ;j: 対設＇Dあかまっトから玄つトノ；よさj会Wi.会主ニ就テ:{'f: 

11! ヌド ＝｝ミ

二iヒ すぎ1斜交W，手r,1ニ就子

- No. 27一 昭和 2年 (1927) 3月

あか支つ；！えからまっ長ii：！主ノ♂主総カ成木状態ニ及ホス影響（第二間報告）

くり月間七1；：／｛！；磁波鎮｛以前ニ間スル研究

木材ノ化学的経成分及議終ノ形態ト強サトノ関係（第…間報告）

燦銚i白木炭ニ就テ

任i 》ト：

ヰヒ ,liモ！； 沼

行 ？在

J};j tm ＇；，：」τd ・
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- No. 28 - 昭和 3年 (1928) 7月

北 島 君 建築土木用材腐朽菌ノ形態並之カ発育ニ及ホス温度ノ影響

北 ,l;J; 君 からまつ腐心病ノ病原菌ニ就テ

辻 行 雄 木材ノ化学的組成分及繊維ノ形態ト強サトノ関係（第二回報告）

Jll ヰナ 実 平 いてふ果実ノ成分ニ就テ（第一回報告）

- No. 29ー 昭和 4年 （1929) 6月

白 沢 保 柔） くリ，けやき造林試験報告ii•T 田

佐lヨ 沢多 ｛呆 言｝ 林木種子ノ産地及母樹ノ老幼カ所産林木ノ生長ニ及ホス影響（第三回報告）

f主 多 至 苗木ノ上長生長ト気象トノ関係ニ就テ（第一回報告〕

f号4本三二 良日 木材ノ吸湿膨脹試験 （第四回報告）

- No. 30ー 昭和 5年 (1930) 3月

北 島 君 木材腐朽菌ノ培養試験

)II ヰナ 実 平 ひば材揮発油成分ノ化学的研究

；｜七 島 君 ひば揮発油ノ殺菌性ニ就テ

麻 生 誠 屋内乾燥ニヨ1レ薪材丸太ノ重量減失ニ就テ（附〉樹皮率及収縮率

- No. 31ー 昭和 6年 （1931)11月

河 田 オく クロマツ林落菜採集試験のj戎紡

jじ 島 君 ヒパ生立木の瀞腐病に関する研究

Jll ヰナ 実 平 ツガ樹脂中の一新成分に就て

Jll 村 実 平 カウヤマキ精油成分の化学的研究

北 村島 君実 手｝ 高級脂肪酸類の木材腐朽菌に対する殺菌性に就てJll 

- No. 32ー 昭和 8年 （1933) 3月

i度 辺 全 木材規格及其統一に就て

- No. 33ー 昭和 8年 (1933)12月

芝 本 武 夫 スギ ・ヒノキ及アカマツ苗木の鉱物質養分要求度に関する研究（第一回報告）

大 迫 フ巳 雄 禾本科牧草に対する肥料三要素試験

オオラ之れ 良日 青森産ヒパ陽疾材々質について

：｜じ 島 君 建築用量｜葉樹材の耐朽性に関する研究

麻 生 誠 カラマツ （LarixKaemρ•Jeri Sarg.）の単木幹材積表調製

APPENDIX 

Papers read before the Fifth Paci五cScience Congress held at Victoria 
(June 1 4) and Vancouver (June 5-14) in Canada 1933. 
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I',Iotoo OHSEKO Th日 Applicationof thεBiological Science to the Problem of Growing 
Timber Crops. 

I',Iasaru KA＼＇γADA Pl日ntIndicators Relating to Silviculi百rein Japan. 

I',Iotoo 0IおEKO Plant Succ己ssion in Relation to the "Genya刀（1'<atural Grass-land) 
Managemεnt in Japan. 

Mitsunaga FUJIOKA Forest Resources of Japan. 

Ma吉aruKA,YADA Natural Regeneration of Conifers in Japa払

Masaru KAWADA Geneal Feature of Coniferous Forests in Japan. 

Masaru KAWADA Natural Regeneration of the Pine Forεst in Japan. 

'Wataru TERAZAKI Some Notes on the Natural Regeneration of the Conifers in the Mixed 
Self-regenerating Stands in Japan, Especially of Cryptomeria ja1うo-
nica a111色 ofllbies firma‘ 

Kyujiro AKINAGA On the Natural Regeneration of Hiba ( Thujopsis dolabrata)Forest. 

｝古五Jミ fEI 
日1

晃子c

J，界1、 ！＂正3i 

,j'f 臣子

一災o. 35 -

- No. 34一 昭和 10年 (1935) 3 F.l 

？！ミ！ん .1,五j ソ t

長II

太 子十三j司令。〉人工乾燥試験（第…［，,J!tfi}!;:) 

袈 m松樹打、のおiiりj匹見炎

昭和 11年（1936) 7月

君
じ
γ
い

野

崎

生

滋

消

尽

をなすこ立ンドコニデイオフオラー及び之れが発生｜ジ:iJJ:

変調 ＜；：，研究（兵一ブナ）

；決l 甲

誠j -c .,_, 

！忍 林水穂子中；こ混入せる爽;¥¥ft物iこ関する研究

j迂 Eる

- No. 36一昭 和 13年 (1938) 3 fl 

- No. 37 -

H子 ；；；＇詩" 

ノ大1；：、 域j多u./1 

- No. 38 

！手手 生

泉 1ゴ" 

二！と 五主 諮

i忽L 1i'r 

昭和 16年（1941) 3月

滋 ；認菜:f¥¥'Hltl宋音BJお朽の原因をなすべツコクタケのむF5't

！ ｝日ツ山ラマ 3 

昭和 17年（1942) 3 fl 

;¥l,t 

太 本ヂIIE主主主総入主主主樹緩；こ於げる木材水分の織品ft飽和点：こ就て

ヌド郊遊水i;;J・ffifH、5比較試験



つ臼
つム

QU 

i可 橋田
万三 l カラマツ，ヒノキ混j肴林試験の，，x:tiic第1回報告）

大 英

- No 39ー 昭和 19年 （1944) 3月

i可 国 オ、 スギ林間伐試験の成績（第1回報告）

金i可 田 ?1~ ¥ 本州中部に於ける「ストローブ」五葉松の造林成績
谷 与十郎 j

J干 阿妄：哲g:1：太）i:1<} z停鋸目立器に就て（ 1 ) 11.1 

岡 哲 員長 円鋸製材に於ける薄鍛の使用に就て

- No. 40一 昭和 23年 (1948) 4月

倉 田 益二郎 毛昨による特用樹種の品種識別に閉する研究

木河 回 ？！三 ¥ 

島 藤太郎

I可 田奈l
金 谷与 十 郎

河
路回 木門会｝111 

タト 山 三 Jlr¥¥
1L1 路木 J；ウ列 j

- No. 41一 昭和 24年 (19-'19) 3月

林木の校張りに関する研究

アカマツ及びカラマツ植栽の疎密が成林状態に及ぼす影響（終結報告）

j「（M}K＼下に於ける欧州タウヒの造林成績

怖のliJF究仰木による苗木養成

ノ、

- No. 42一 昭和 24年 （1949) 4月

」入
1 関

倉

林 武

弥

、l
 
ノ

、l
 

／
 

也

夫

東亜菌類考（ー）

木材の乾燥機構に関する研究（第 1報） 表面蒸発速度及水分伝導度と板の
厚さとの関係

八丈島産サクダラ材の解剖学的性質に就て

Kazuo lTo 

- No. 43一 昭和 24年 （1949)12月

Studies on ’＇Murasれki一monpa”Disease caused by Helicobasidi1t111 
Nfompa TANAKA 

- No. 44ー 昭和 25年（1950) 6月

四手井喜制 英平 ｝ 積ぺ雪の沈降力（第2報〉 （昭和 17～21年の結果より〕
高橋

大中 illf ；竜 秀 量j竜ノ口山l)(i原j函養試験（第3IITI報告）

慶 里子 人ぷム 市 木材腐何菌に対する銅塩類の影響（第1報） Ji±;酸銅集積：貯の形成について

藤 田 信 夫 ウノレシオーlレの定量法に就て

上 ヰt 武 蓄電池｜馬肉11.i友用材の研究 （第1報）
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i；与Jil十字による；ぶ1uq,（第1字詰）

9月

塚

昭和 25王手 (1950)

、、age
e
s
t

－、f4
1
1
2
1
J

、1
5
3
2
1
1＼
／
8
8
5
8
1
3
6
’

!WI汲林のf日立況におi-ri；怒号手(t~'i 2幸ID

- No 

絞

校

長室

五
riJ1 
i主
、ゾ仁3ii、

45ー

スギのi!i!J]i東北l也J；に於けセL・
＂二3ヨft

百七

ff! 

水分伝導授と拡散係数についてiJf;1E C第2報）

る研究（第1淑） Iヨ

1r台風［十字；こよる）瓜紘のJ;JjJl::

犬

犬｝
ill J 

玉誉

カ日

塚

議

下

大

銭

｛芥 新ベスタロチアl'i；による校i古病

針禁容Jリグニン及ひやその類似、化合物の紫

ヤマナラシの約書研究

リグニン；こ関する研究 Ci'.i'D報）
外線吸収スベクトノレ；ニ）；（ti.,、て

lit 

ド」！
 

昭和 25王手（1950)12汚
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- No. 50一昭和 26年 (1951)10月

武 田 繁 後 年流出品と主なる降雨の増水量に就て（宝川森林治水試験第2回報告）

沢 田 兼 台 東北地方関類調査報告 (I〕 粉病菌科

- No. 51一昭和 26年 （1951)12月
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i1t ¥ スギ苗の灰色徽病及び菌核病 いわゆる雪腐病一一行 j

設） 合板に関する研究第1報常温硬化石炭酸系樹脂に依る耐水性合板に就て

夫 木材の乾燥機構に関する研究（第3報） 木材水分の蒸発速度について

夫 木材の乾燥機構に関する研究（第4報） 水分伝導度の外周条件による影響

針 合 板 に 関 す る 附側報） カゼイン合板儲層の性状について

昭和 27年 (1952) 5月

次 ハンノキ），？＼の根燭に関するliJT究（第4報〉
ハンノキM校熔より放射状菌（Actinomycetes）の分離に関する試験

孟
木材材質の森林生物学的研究（第3報）
野幌産トドマツ材の年輪幅，秋材率，容積密度数の偏異について

木材材質の森林生物学的研究（第4報〕
トドマツあて材の生材含7）＜率，容積密度数及び収縮変形に関する観察
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些1スギの赤品川に関する病原学的並に病理学的研究 C1) 
長j赤枯症状rmに掠められる菌郊の形態及び病原性

太 l之 f 杉の赤枯病防｜徐に関する研究（節1報）

本邦産ハンノキ属樹材の識別に関する研究（第1幸Fi〕 髄線の性質

- No. 53一昭和27年 （1952) 7月
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; I {filIJZ次話｝ 木 材 附＇j閣の生化学悌1報） Bavendamm氏反応と開集積

新名 龍之助

沢田兼吉

二三の Kjeldahl室奈定量法の比較研究土岐及び植物質への応用

東北地方菌類調査報告（II) 子袈菌類及び原菌類
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昭和 27年 (1952)10丹

市
（第2報） 銅塩；こ依るli15Jr気処理材のjおjラ

ザ~3 毅〉 鈎塩類の効力保持について

（第5報）木材水分の拡散係数と

（第6報）水分JTl:1枚方fkl式の先手

お主l
f台j

j主 1J1火事の発生する危険を：：－r,矢［｝する試験t:tl:の研究

/JR I王i ti'd 
官 時幸男 j

防災音II雪等研究室 冠雪の研究伎は報）

小 倉武夫

Measurement of Total Transpiration from乱 Forest.
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Eき 防E武村；の11：長（厚み〉；こ就いて

17/f 防j主［林；I＊~僚に於げる嵐のl次込みに就いて

防）武村、機能判定の一方法としての風下の苦しれの強さと風速比との将殿｛こ就て

昭和 27王手 (1952)12月

奇） ブJンタ ケ及 びム 村抑 制

古 来；！と地方菌類llf耳:l交報告 CIII) 

Rokuya IMAZEKI A Contribution to the Fungous Flora of Dutch New Guinea. 
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シメジに関する分類学的研究

岡本主主樹氷新報知 CI)

Notes on Som巴 Leaf…SpotDese司sesof Broadleaved Trees-II 
Septoria iεaf-spot of Zelkowa Serrαta 1V1AKIN0 

Tetraploids of Larix Kaem1う•Jeri in th巴 Nurseries

± 
zニ3 ミツマタのラトキをちがえたサシツケとラそれに対するホルモンのキキメ

Root」ncAbility of Pine Leaf“Bun1le Cuttings can be Improved by 
Environmental Control befor巴 TheirCollection. 

ハンノキ五誌の根痛に隠する研究（第5報〉
ハンノキ属根綴よ PStreptmycesの分離に関する 2, 3の新方法について

武 出京

- No. 58一昭 和 28年（1953) 3 F,J 

地面的近の苦L流について



小国に於ける土砂流出試験報告（第II報）

日本産樹木新知見（II)

（参考資料）浮い層流，開渠における層流と乱流との転移点の研究，草生傾斜地
上の浅い流れについての実験，傾斜面上の空間的に変る流量，地上流の断面形
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ヤマナラシの病害研究（II)禍斑病，特に病原菌の生活史

カラマツ苗の灰色微病菌

昭和 28年 (1953)

アカネズミの行動に就いて野鼠の駆除に関する研究（第1報〕

日本産 ρarial更1の腐朽菌（II)

マツノタマパエ（マツノゴパイシパエ）に関する研究（第1報）熊本地方に
おける生活史

硝子室の微気象について
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凹万i製炭試験成績

インタ一ナノレファン型l；吃燥室におけるJ試験結果

モモゴマダラノメイガ、の趨光性活動に関する調査

モミを加害するモモゴマダラノメイガの研究

3月

製炭試験報告（第1報）

昭和 28年 (1953)
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殺鼠剤の薬量と形状野鼠の駆除に関する研究（第2報）竜へ 男J 11 回

北海道厚田産トドマツ材の年輪幅

北海道厚田産トドマツ材の偏心成

トドマツに於ける樹皮の形態的特

5月

木材材質の森林生物学的研究（第5報）
と秋材率

木材材質の森林生物学的研究（第6報）
長と立地の傾斜

木材材質の森林生物学的研究（第7報）
徴による材質診断の可能性

昭和 28年 (1953)
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竹材の乾i留と生産物について竹炭に関する研究 （第1幸ID
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- No. 6-1 - 昭和 28年（1953)10月

（者mi料〉

第Ii磁気象部門

ベデ 間 lilt 太 郎 防議林と気象（綜合報告）
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ng干臼 27年皮の防霧本f；に潟する砂i
概姿；こついて（綜合報告）

J長袋における霧の統計について

林のなかの霧濃度の分布（抄録）

林の周辺の乱流による拡散が霧粧のおfi捉によチえる影響について（抄録）

林のj湾辺における百L流の測定

議の淡I'll::と風速とのi時間的変動（抄録）

議粒の大きさの分布の渓lj定（立〕

鏡粒を捕捉する装置の=ITtt捉率（抄録〉
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予f/Zbトグナシの持オミの予捻としてアルファナフタリン敵役ソーダとルートン
の使用上と絞
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合板；こ関する研究（第4報） i坊撚斉I]ソデイウムベンダク口口ブヱネートが
合板の抜務カおよび耐久性；こ及泌す影響

j¥'J't 沢定
、
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1

修
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J
2
1

ベンダクロールフエノールナトリウム水溶液による杉材の1JflH：注入についてm 沢

ベニア・エッジ・クVレ…イングに関する災駁

としての木材の材質について

2月

合ttdこi芸jずるJiJf究（第5¥FD 

材質改良：こ関する研究Ci'ln殺）

昭和 29年（1954)

しての木材の電位につ材質改良｛こ燃する研究〔第2報）
いて

訟の口山水；涼；ぬまミ試験第4間報告，伐採によ

地下水によると認められる減水について2阻報告

その駆除

殺鼠消 Warfar加のエゾヤチネズミ；こ対する効果について

ムササビによ
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北海道の原生林におけるキクイムシの寄生と針葉樹の辺材水分との関係

コフキタケの単相菌糸と複相菌糸によるブナ材の腐桁
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次
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島

村

井

青

植
主
円

2,3アカシヤ属樹種における根癌菌萱科樹木と様癌菌に関する研究 (1)
接種の効果について（予報）誠

製材工場作業研究の一例（研究資料）

震）
室究研十

パ
4
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4
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製

沢

下

部斗
寸木

寺
山
石

高周波木材乾燥に関する実験

3月昭和 29年 （1954)69ー- No. 

昭和28年 6月の九州水害に関する調査報告

！日TAP也区編

J百

一

盛

心

一

手

第

気象｜長H系

地質関係

土壌関係

理水関係

砂防関係（その l一般対策）

E

E

W
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早期緑化対策）砂防関係（その2

造林関係
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経営および経済関係

門司地区編

括

二

総

位弟

一般対策）

早期緑化対策）

気象関係

地質， 土壌関係

理水関係

砂防関係 （その 1

砂防関係 （その2

造林関係

E

E

w

v
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6月昭和 29年 （1954)

海岸風街地帯における薪炭林の取扱いに関するこ，三の考察

土壊の受蝕性指標

英国トゲナシの舟木による増殖について 特にホJレモン処理による一一

エゾマツとカナダトヴヒ Fi雑種

俊

山地土壌｛乏似の研究（第2報〉
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当主 北海道然志奴tiiーにおける林木の季節現象；こ関する二，三の鋭iltll
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昭和初年（1954) 9月

孟
8講じ 北海道jヂitllfu);I、ドマツ終におけ

ュIii.
トドマツ材のij宅金の

カ日 ~11l 三包
トドマツJili：！色村；：こ

沢 医i 木材梁；こ関する研究（設11報〉 気1Jf;I続出主誌の破壊条件と1li1げ破壊係数

立ミ IJ:I 木材梁にJlslずる研究（第2線〉 然：；Jf~I折ilfi~成j:;j'浜、の 1Ihげ被.r}J係数

hチf~二 坂 球良II}》 木材の狂いに関する研究 特；こ絞jC:ji反の反りについて

m 7ニ＇，； II[{ 訴j f拡散；：／：； J について（第 H'!D ニラ三i湾総f,[il］の；含透i主J:~t

- No. 72 - 昭和初年（1954) 9月

聖子 村 1忍

- No. 73 - 昭和 29年住吉54)10月

［号三予 ;JJ: i銘 茶 汚ffによる林水の営者

ーヌo. 74一 昭和 29王手（1954)11月

11日和28

主jj主i 3刀仁｝

[IL] 手弁
怒 l[j 

)ii 仁1
；皮

q,: [El )ii flt! タj

it 

第li;l '. ;iitJ :ft ~tfHfj 

} 1. :1=.とL,,:{HHJIU二山総

~} 2. I山 5

ヅ＂ ¥ " i会j リ・

立七

:zj':;2次潟三を幸長官

I L!Jvlと治111対策

野鼠の絞除；こ関するlUf究（第4＇綴） 殺鼠剤の大きさ



馬産牧野と薪炭林をめぐる固有林経営の山村経済に及ぼす影響について

一一特に埋幹法による一一ミツマタ高知種の苗木養成法に関する研究

小坂鉱山の煙害地におけるニセアカシヤの施肥植栽試験

苗畑作業における荒起しおよび畦立作業の入力と機械力との比（研究資料〉
較試験
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昭和 29年 (1954)11月75一
弥

昔日

- No. 

林 針葉樹（第3報〉日本産重要樹種の天然分布栄

昭和 29年 （1954)12月

薪炭林利用による天蚕増殖試験

スギハムシ （Basileptapallidulum Baly）に関する研究（第1報〉幼虫，
踊，成虫の形態

ブナ変色材の耐朽性

スギの赤枯病に関する病原学的ならびに病理学的研究（II)
Cercospora Cryptomeriae SHIRAIの生理生態的性質

ミツマタの，＇，，＇，稲 11¥J何事，ll( F 1）について

ヒノキ苗のペスタロチア菌

午＇tm村Hillの？？極に関するlVl'J'cC 3 ) 

スギ林間伐試験の成績（第21口｜）

苗畑気象の調査（第1ヰID
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修

幸

クレオソート油によるカラマツ材への珍透について

本邦各地産のヒパ材精油について

本邦産ユーカリ （EucalyjJtusglobulns）のパノレフ。化について（第1報）
硫酸塩および中性亜硫酸ソーダ法（第1報）
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1月昭和 30年 （1955)

苗畑における雑草と針葉樹稚苗の立枯病との関係

特に薬斉IH散布が苗の生育におよぼす

伐期を具にしたブナの耐桁性

日本産樹木新報知（ 2) 

木材の水分移動性および1:1t燥中に生ずる歪みの温度による影響
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稔 木材梁に関ずる研究（第3毅〉

Jil 井 良三 郎 木材の応ブJ一歪曲線（第1毅）

Resin Cystsについてノト キド 弥

m 1? u13 

- No. 78ー

チ1: ←と フ己

長i 石

iヨ 石

王者i チド

伊i迂 f苓乏

良

同

芸

’rr

立か

斗
斗
ノ

間
山
村
山
沢
辻
近

(1) 

昭和 30王手（1955) 1 }=j 

スギの新三f.!.Uスザザ、イノタマパエについて_¥'¥I] 

明

明

次良博E} 

一郊

)--

- No. 79 - 昭和初年 (1955) 3月

/r渇i主
…」

｛込1ノ、
岡本ffiマツダケ§！ (1) Hj'f 

l=l IE ；） 小絞ill林業試絞地に発生したオオアカズヒラタハパチ （Ceρhalciaisshikii ！入
カ百 吉長 TAKEUCHI）の生態ならびに防除について

修 1語・:ft} カラマツ芭のくも
z〆蕊" 

桑 よIll 聖子ltl分布；こ関する研究 Cs ) 野収トドマツ天然＊1；における

nメ＇r 実 天然更新基礎試絞（第2報） と生交の関係

ド ｛汀 J';/J f.i,!_t シダj忠整理ーに関する研究 (1) 火工Eン放対昔話によるシ

i勾 iR 総
会義ft}カラマツJJH怒の木皮JI I 1与J 手I]

- No. 80ー 昭和 30年（1955) 5 }=j 

ブミ Vョ 3と （況をlj絞） おける計画

聖子
J~i ！日 ザ＼ Ifぢ）且［林周辺のf,Jj風笈j采について
石 JI! 政

チド 会主 主｝ 十i務地方の防酬の取扱いについて)Jl{ ｝入

と

ヒ

アカマツ

とする砂川沢試験地の泌業経過

水j:;j・の抽出成分（第1報） ヒメコマツ心持の抽出成分

木材のJill出成分（茸12報） チョウセンマツ心材の抽出成分

サルファイト・ターペンの利用（第1毅） パラ・サイメンの気J、R熱分解

木材の応力－｛］i1lh線（第zs綴） ？？日分圧縮応力一五~lih線 C 1) 

木村のカタサと圧縮強度との関係（第1報）
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高 樋 勇 カラマツ種子の『寄付ー時期について

経 営部機械研究室 （研究資料） 集材機ならびに索道の主索に関する実用数値表

- No. 81一 昭和 30年 （1955) 9月

書写｜盗省喜一空｝ ユーカリの病害に関するこ，三の研究

青島 i青
林康

野原勇
！凍野女子

伊藤
千葉

佐藤邦

樋口輔一

沢
下

米沢保正1
菊池文彦 ｜
宮 崎鑑吾 1

1斉股 孝！
高野 勲 1
宇佐見国典J

克

士ザ
山石

兵 頭

- No. 82一 昭和 30年 (1955)12月

松信之＼
平裕j

小 倉武夫1
杉下卯兵衛）
寺沢 真j

米 沢保正）
菊 池文彦 ｜
宮崎鑑吾 1

香山 事（
高野 川~｛ i 

宇 佐見国典J

宮昭

校
大

雨

刀ミ

実） エゾマツの青変菌 Endoconidiophora…descensMUNCHの研究

室｝ スギの赤枯病防除に関する研究〔第E報）

雄 l
修 j 樹木炭痘病の研究 II キリに寄生する Glomerella菌

彦 地中のスギ種子を侵害する菌類と種子消毒の効果

郎 野外における殺鼠剤 Warfarinの駆除効果について

震｝木材乾燥操作に関する基礎的研究（第四〕 乾燥特性曲線lこついて

笹パノレア。製造に関する研究

(liJl＝究資料） 12'1[1における薪炭林の分布について (1) 高知県一一

干i干鋸のアサリ1'lt仕上げi去のliJI究 ?fi 1幸fl スエージ加工による鋸歯先の変形

木材乾燥装置に関する研究第3幸aシユリーレン法による自然換気式乾燥
室模型内の気流観察について

パノレフ。材に関する試験

簡易木材防腐処理法「拡散法について」第3報 異なる含水率のスギ，
アカマツならびにカラマツ材を用いての防腐剤1参透試験

簡易木材防腐処理法 「拡散法について」第4報
昭 二 アカマツならびにカラマツ丸太を用いての防腐剤i参透試験

島 薗 平 雄 l ユーカリ材の耐朽試験
松岡昭四郎 j

寺 沢 真 （研究資料〕インタ一ナノレファン型乾燥室における試験結果

浅川澄彦

- No. 83一昭和 31年 (1956) 1月

浅 JII i登彦

ヤチダモのタネの発芽遅延についての研究（第1報） これまでの研究のあ
らましとトネリコ服1植物のタネの比較観察

ヤチダモのタネの発芽遅延についての研究〔第2報） ヤチダモのタネの前
発芽について一一トネリコ属植物のタネのj庄の生理学的性質



；支 JIJ i、叩翠： 王手 Yアクセりグイ、＂＂＇雰芳稼潔いつい、の研究（第 3報）

話村 人，，＿ll よ （第1報〉

｛ごヲ「壬・

！！ 
桜木炭疫病の研究 I在

保 義

お JE 俊 1
クリダマパチの分散に及ぼすj誌の影響三工 1t 綴

…No. 84一昭和 31年（1956) 2月

昭和29

第 I苦fl 119医Il出廷

武 i翌 繁 後 1. 主として物部Jll上流の雨設と洪水誌について

難J!J 仁！ 2も~ Z士g}2・ 11JJおおよび治111一般対策
i皮

耳.よ三s王 )Ii 車手 y応 f、－ 3. 1手Wl緑化対策

第ロ音fl 九チM±也！友

111 
岩文 1. ピーク流:fil；と渓流治111対策ヂi二

間三子弁 f認 英 2. 林況および地況の山崩への影響

；受 ill 1；条 3. 11吋iおよび治111－殻対策

第illl1i5 ill治J也iヨ：

わi主t主乞比 ill i} 1. 浴土JI!流域のill崩誠至宝
ロ

it!i £!. 士7会1j 2. 安倍JIIおよび大芥川流域の111/封殺査

- No. 85 - 昭和 31年 (1956) 2月

型子 ;H 戸王F百7 本j；産物価格形成の理論1'{Jlijf究（第狂毅）

- No. 86一昭和 31年 (1956) 3月

誠l;f-q; 

部
i草｝ 林業労働の作業強皮iこ関する研究

…民IIJ 

- No. 87一 昭和 31年 (1宮56) 3 J=l 

校大 松平信 裕之lJ アサリ歯仕上げ法の研究（第2線〕 アサリ

335 

トネリコ原被物のミ

松阿 岡部 H百四究郎lJ よる泊予脱性について一一一

王｛タ寺 下藤降客綾 代1f Cylindrocladium seaρar i um菌iこ関する二，三の研究
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浅川実験林のキノコ II llrl 

~t 月事 太夫{ スギの赤111i11'4[1}j除に関する研究（第IV報〕ボルドー液散布後の消失について

。ト rii メ夫ミ } スギの赤枯期的徐に｜渇する研究（第V報〕粉斉lj数布後の消失について

；交 JI! {J; ヤチダモのタネの発~，j!f犯についての研究（第4報）吸オく経過について

- No. 88 - 昭和 31年（1956) 5月

佐尚；1[1 子々永t；木 努沼 カラマツお物の栄季節2量生的理jj1jに関する研彩究 I 窒素供給がiuの諸袋素化台物およ
び炭水1じの l lilこ双iます響について

ド：！三;j i 永 tr:・ -f カラマツ了｛［炭の栄水養化!J::JlHに i会~lする研究 証 言塁手響長の分与とその時期が誌の諸袋々木
水 ！）｝

素化合物と 物のf; i'i'~i市長 lこ及ぼす影

j総I i時I 
時“fn 窓索・燐絞・力II怒の給与および欠除n寺j努力1スギ干i慌の生育｛こ及｛ます形割こっ

1之 J,¥,{ いて

J森{ 官11
反言受 ゴ長ミB}せき怒林地の改良；こj刻する研究（員~ I報） )l巴料水の布、lilit冊目盛能力について

J1~ 
にm！ ？会E 弥メ郎ζ｝製i'i・府鋸のli;ff閥抗の性能とその樹jミ111 

- No. 89一昭和31年 (1956) 7 J奇

tm 1,・1iJ チII 』ti:)
場l iむおq
野 1~1 美保子j

技I¥ l潟ヂII till: 

摘

すi

i原
被i

l尚子z
i河邦

問邦
下

- No. 90ー

米沢
宮崎
宇佐見

米沢｛ 呆
宇佐見 I設

力日 ~il 

木

オミ

い
陥

ω

一
n

av－
o
 

↑
J

’
 

主！日ゐ

（立； 3おい （その 1)

材質改良に関する研究 (tf;4毅）

典 材質改良に関する研究（第5~ifD 接着性能の測定法〈その1)

典 材質改良に隠する研究（第6報〕 談者に関与ーする木材の性質

典l 合板lこ関する研究（第6報〕 トンネノレおよび心震なりのない合板の製造法
王i （その1〕

昭和 31年 (1956) 9月

菩1高収率ノfノレフ。製造に関する研究（第1報）
高jアスフツレンiご法パノレフ。を製紙用バルブ。として使沼する試験

:if¥ 五；；収率パノレブ1辺迭にf対する研究（第2報） アスプJレンドパルプ。の誘導体に
典 j ついて

目

白

二
五

h

u

u

h
い
ね
ね

ご

ぷ

ふ

削

叩

い

ふ

尚

子

木材;j:;j・f還の森林生物学的研究（第11報〉 北海道野rj発地方における造林水の
材1ミ成長

木材材質の森林生物学的研究（第12報） 北海道野続出方における造林水の
主主材含7J,:fil:について

木材材質の森林生物学fl0fiJ］涜（免》13報〉 北海道野収地方における造林木の
符獄収総本のあらわれかた
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秋限度ニセアカシア

一一一・ラ

J
、／、ン

釘引抜；MJcについてのこ，三三の実験(1iJfヲt:主＇f:N)
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俊

;f:J 

;j:1' 

J支

；対

日長

上
上
一
戸

昭和 31年（1956)10 )=j 

沼紛努!hの｜汚i出こ関する研究
コガネムシチJit/J虫の生態z，： ら

、11
1
J
i
J

Z
＼

1
3
二、

ク
刀
ノ
オ
ノ

紅 一

ふ
刑
判

4
1
H
以河

1
1
4
8
 

野
間
iまj

- No. 

ロ
し

り
斗
ノ

市
川
円

（その 5）返発ネ測定；去のH令球

との実（その 6）；丞発ネと

（研究資料〉

(jiJf究資料）
験的研究

（研究資料）
ja1うonicι〉

ccγッptomeriaスギ（その 7)

(1〕1950～1951

木本主主物新学名録（ 2〕1952～1953

（研究資料）

(/iJf究資料）

、la
z
－－、
fleet
－－
J

、2
2

白、J
i
J

議

治

一

二

男

人

人

人

夫

縫

縫

キリ災企誌の病者と

設

義

義

主

義

義

i芯

i将

j品；

下
J本

林

rl! 

rJJ 

ノl、

ノj、

1J1 

昭和 31年〔1956)12月

アカマツ・クロマツのタネの発芽と滋皮

林地のl復交流下雨笠について

マツの7号変菌 Ophiostomacoeruleum （玉虫i父CH)H. et P. SYDOWにっ
し、-c

特；こ病原I誌の生活史ブサアカシアの新しい炭疫病樹木炭疫病の研究－N

ノ、、ンノ広菜:flr；の斑点性病害iこll守する研究－III

Endothia Enclothia 

タイラ一式flミl:.:t機作業索に関する研究明日報〕

高知県におけるアカシヤモリシマ

凶留における薪炭林の分布について（ 2)

（研究資料〉

(Ti)f究資料）

、31FiefJ
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B
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Lh口
ず
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3
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H
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営
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日
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E
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ふ
れ
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営
持

1
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4
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E
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島
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予
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日
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五

多
田
藤
間
村
頭
竹
一
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兵

佐
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2月昭和 32年 (1957)93ー

勝
恭

:)'.~ 1 
次 1
:l'd 

ロ
ヂ｜二

藤
田英

本数倍度からみたアカマツ天然生名11令林分の解析

アンメートによる広葉樹枯殺に関するこ，三の考察

フオーリングブロック式a毛材機作業索に関する研究（第2報）

宇佐鋸のアサリ歯仕上げ法の研究（第3報）機型アサリ歯のシエーパー仕上げ

木材の削リ抵抗について

木｛小~t燥操作に関する基礎的研究 （第E報）乾燥特性曲線について（ 2) 

天然樹脂の研究 II アカマツ樹脂採取試験（第2報）
硫酸処理l!第2年目の結果

リク守ニンの高圧還元に関する研究（第1報）
軍硫酸ノ勺レフ。廃液および木材糖化リクーニンの酒精，苛性ソーダによるb日正，
jJfl熱

リグニンの高圧還元に関する研究（第2報〉
TIE！流般パノレフ。廃液の中性水添分解泊の性状

ヒルデプランド HD 74型小型車熱式乾燥機の性能についてCM究資本｜）

、1
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E
J

、』j
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1
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1
12
f
i
l
e
，
、
1

4
1
p

、11
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1
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徳

雄

実

彦

貢

之

裕

一

雄

真

夫

似

郎

民

彩

正

敏

彰

正

氏

一

人

比

－一一面
山
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イ

E

敏

信

源

経

牧

徳

保

川
田

回

田

藤

間

松

平

村

山

沢

玉

倍

回
江

原

木

橋

原

木

沢

藤

原

O
 

J

坂

土

安

福

宮

下

本

上

斎

風

校

大

中

背

中

守

小

安
横
安
榊
荒
一
角
榊
荒
寺
佐
野

2月昭和 32年 (1957)

土t
正

94ー

イ主

- No. 

ヌlj 樹木の根の形態と分布昇

3月昭和 32年 (1957)

土域型と微生物群落との関係森林土壊微生物に関する研究

発芽におよぽす湿層ヤチダモのタネの発芽遅延についての研究（第5報）
処理の効果

地被物の侵蝕防止機能に関する実験山地土壌侵蝕の研究（第3報〕

群馬県地方のブナの薬企について＊＊木および林分の蒸散量（第2報）

森林鉄道貨車の走行抵抗について森林鉄道に関する研究（第1報）

硫酸処理によって採取したアカマツ生松脂の化学的性E
 

天然樹脂の研究
質
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政
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守
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倍
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江
武
沢

安
横
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長
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：ぷ お う らら （研究資衿）浅Jll災殺打；の!ilf.主主総

- No. 96… 昭和 32王手 (1957) 3 J=I 

て＇；［ 夫 スギの Libertiana磁核病

tf: :i:Ji.: 犬 ス る研究

／；士 夫！：f主iJ クルミの殺r:ri,rnr1'1τ｝： 

？事
マツ落葉子おの研究一 1

λlycosρhaerella laric fψI o!tアissp. nm・. の生活ー主）！＿

日雲 チ！乙 彦gJl市:J:illのイネ科雑草から した Rhizoctoniasolani k訂H:--iの7おお江主

iヲ 1怠 太l乙j1. （封＇｝ d公） l!i'；ニユド飴；伐の効力について
院長 !fff 

！凍
台： j之t} 

変 甲子 子主 ~ンタク口口ブ ノーノレのアンモニウム；訟について

- No. 97 - 昭和 32年 (1957) 3 J=1 

：大斎筏
美 と主将Jl•｝の性質

美
製材HJ銀世？による投ijえの形成

f言（三 之nf}製材用銀前の帥

さき？ ジミ
夫j牧 木材人工乾燥における乾燥時間の推定［：：＇.］去について

チj: j，）之 虫JI 木材の狂いに関する匂f究 J去の反りを考慮した木Jl，（法

強皮切i ヲピ ・c:, ちi市＇Ifffi.fl本三千りとブLR立キリの材史上ヒ絞f試験

強 [tt 研究 ヨrニiユ, （研究資料） アピトンねの材誌が；数（強度と収縮）

強 度イDf 究 2笠 Oiffブt:f:i*'l) コーア（クノレイン） j:;jーのMt'L試験

寺Pi ヌi三 !';I 〈研究資料） 木材乾燥主に月j,

- l'向. 98 - 昭和 32王手（1957) 3月

i* ij!ji ヌド郊における釘楽的対のカ ；ご三＼＇.：Ji読むifr:tミ

1、f{ EE! f台、 るのわモ CtiH絞〉 riil；アクリーブ試！？ミ

｜必 J[i Jllt I tH反iこ認するM今究（第7報） ！求議樹脂談会｛刻を丹j' ft板のフォルマリン
：詳山長r l] 美保 子j

jて河に11・ j部！！I ;} る研究（詰／j1$fi) よびj¥Jj立i試
リす：Tτ1τ1' 多
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阿中 村部

上
iit村長 売ー3苦

で同..,, 野 室長

章:i:d
武義} 

作

ブナ約変色防止に関する研究（第1報〕主として各種薬剤処理による影響

蓄氾池隔縦板用材の研究（第2報）

（研究資本1-) 建築用笥曲集成材製造資料

- No. 99ー 昭和 32年 (1957) 3月

布正Ji三si ・ 村j村II 
敏護嘉 次夫 1｛（ 肥料木の栄養生理に関す水る研耕究培 I 栄養条件を異に験するモリシマ・アカシ

：原｜七 ー ヤ，オオパヤシヤブシの 養に関するこ，三の実
男

器材 i藤F 与 正雲 1~ 新しい型の山地1参透討による測定成績明2報〕

川 慶 一 郎

森 下 義 雄民j)}品if<化促ii主によるハゲ、山の早J羽復旧
大 W.1 i良

大 山 j良 雄 ヤマモモのさし穂に含まれる発根阻害物質とさし木の発根をよくする方法

下 回 瑞 穂 すシ影ダ地響整到！に関する研究（II) 刈日払いの時期が蔚芽の発生消長におよぼ

- No. 100 - 昭和 32年 （1957〕 6月

戸 田 良 τ匡I=コ スギ、の林分内変Ji'-Uu:と遺伝カ

浅 JI I 汀f比え t長・，二 ヤチダモの発丸遅延についての研究（第6報）

i'l J II I登 彦 五主主必郊のタネの発刃：促進

玉

樫高
藤 正 風 林 試 幸11 C 3 ) 
山 徳 治松 防者ft風形防林による験が！｝胤告中の第塩分報減少効果に｜羽するNF究（II)

橋亀久

慶富 樫野
金 市｝ 丸太に散木布した薬剤jの行動
育Ii 子 1. 丸太 口よりの PCPおよひFその塩類の浸潤について

オキシン錯塩のクロロホノレム抽出液s法の光度改測良定法を応用鉄するアノレミニウムの定
新 名 謹之助 fのE定法量について L SPRAIN-BANK の による およびアルミ ニウム

一一土:ljfQ分析への応用一一

村田 窪山健敏次博郎｝ パラ ・サイメンの気相熱分解（第2報〕

村田 主健敏次産） ノξラサイメンの剣勝l分解明3報）

林 初豊： 
伸 j （研究資料） 森林火災にかかったカラマツの材質について

須 J 11 

- No. 101一昭和 32年 （1957) 6月

カ日 納 孟 士喜怒i1i努持物学的研究（第14報） トドマツ材の容税制数の大きさ

集成材研究班 待材に関する研究明1報） 通直集成材の製造およびその材質試験につ

中村 i原 ロータリーレースによる単板切削に関する研究 (I〕 ブナ単板の品質に及
ぼす切削条件の影響
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よる堤防の飛砂防止効果の一考察

G河昭和 32年（1957)102 

J込

- No. 

林業の経済的性質の研究ム
ド
hf
 

fゅ良
」口

十ム

昭和 32王手 (1957)10月

強うての：i制定

7報）

（第1報〉ユーカリ

ヤチダそのタ
的級品］

られたiliil逝

針葉樹寄生北海道程コキクイ類 C1ツρhalusの：問中検討

おこす Phomoj>sisおよびその完全i時代 Diaportheについてキリ
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（研究資料）

燐畿の検定(1) 、，B巴1
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目
勝
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橋
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ム

J
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m 
j也

浅）JI分主主II'堅商熔rr右ms処理外続

本場テニスコート防長ilj処理外扱

わが民！；こおけ

木材防総実地試験資j斗（ 1〕

(2) 

ClVF究資料〕
＿，い

完守

木材 i汚脳研究室

木材防腐研究室

1 f3 昭和 33王手（1958)

、，S1ti、〆
a
1
a
J

治
男
子

104 -- No. 

木村ーのおll)Jき膝構造の電子綴微鏡的研究ACA
ド
タ

J

子
寸
ム
vpt

mh主
主

ド
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向
，
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ん
ド

3月昭和 33年 (1958)105 -- No. 

一，三殺鼠剤の野外試絞聖子］誌の駆除に弱ずる研究V
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4
1
3ノ

男

男
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郎
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イチョウの綿糸病を起因する Pelliculariakoleroga COOK怠 l翠について次逮日芸F
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昭和30年 7月前J荻営林署管内に発生した煙害に関する調査報告

苗畑気象の調査（第2報）

一特に北山地方の発根不良尿素の葉面散布によるスギのさし木の発根促進
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農家林業の経済分析

国有林における造林投資が山村経済に及ぼす効果

苦Fr炭林枯J組改良試験i也（長崎県西彼杵郡大瀬戸町）の調査研究報告
ーとくにカシ類とツブラジイ（コジイ）の生育についてー

昭和 33年 (1958〕

第1報
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太の材内温度変化と開槽式温冷浴法の処理条件について
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主として，その木材染への適用

( II〕
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く研究資＇JSI・) 高知県における海洋近くの薪炭林の択伐について

- No. 109一昭和 33年 (1958)12 )=J 
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日本における森林容ょhの流行病に関する研究（第1報）病原体のリスト

タネ繁殖の場合のスザの樹おとJI旬i辺直径の遺伝カ

釜淵遂材の節製材用！JR木としてのスギ造林水の品質改Pi1報〉
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之

、2
1『
l

、418
2
J

古

孟

之

輔

稔

室

助災

344-

i

R

 

小

一

戸

加

校

球

森

強

良

構造用木材の強度試験（研究資料）究況
判度

3月昭和 34年（1959)

材質改良に際する研究（第 7s：浪〕
R. I.による尿素樹脂接着剤の合成とその接務性能について

材質改良にf渇するM：究（第8報）
尿%：樹）J日銭，t郊の潜伏性1炭化完ljについて

合板に関する研究（女~8 報） トンネノレおよび心重なりのない合板の製造法
（その 2)rjs絞の；切れが心:mなりに及ぼす影響

カランパヤン材の該着性能について

合板lこ関する研究 CtMo報） vlt:¥1 itt!Jl'i接着支IHこパラフインエマノレジョン添加
による合板の談義性能への影務

木村の圧縮~方位；こ摘する研究

1毅）ファイパーボード原料の物}1!!1'10｛ヒ＇J".i'向性質lこ関する研究
JJ;('l:I・の｛討を的成分の彩＇1:'f.C I ) 

フア，イノξーボードl五(:Joi・の物館1'10{t'.:/:(J0J1ttれこl;,¥lする研究（玄；l'¥'lD
JJlTNの化学的成分の影響（II)

竹を原料とするファイパーボードの製造（第1報）
モウソウチクを原料としたおilfrLitミ；ti:,111）主解織による製造法について

（研究資料〉
パノレフ。およびファイパーボード原料，としての求木および校材について

（研究資料〉 パーテイクルボー iごに関する研究資料 CI)
合板工場廃材を手1].fflせるパーティクノレボード特に小片製造方法について

（研究資料〉 ブナ・ラワン5プライ合板の強度試験
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（研究資＇!SI・）造林の採算の治区比較について

（研究資料〉京都府乙訓郡における農家の竹林経営について
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1会路採取と成長との関係について
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昭和31・32年度天城田有林における森林調査結果の低姿
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薬剤によるクズの枯殺

去｝！！森林理＊試験第1長！報告 去JI！試喜余地の地形と地it

木村Ifぢj長lj処理ll法；こF,号する研究（ 2) クレオソートlll1を沼いる開HI；式温冷浴
法によって処理された木材の材内滋度変化ならびに尽力変化とその処理条件
について

八ヶ岳天然生i;}J／給林の保育について

国有林におけ

OiJf究資料）

（研究資家十）

（研究資料）
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庄 JISによる比較ffift朽試験

7月

科樹木と娘癌~Hこ関する研究 C II）禿務i也におけるアカシア潟の
特に校総jlfil接種の効楽について

木材のffiJ、；朽性について（第1報〉

昭和 35年 (1960)

引
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必
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村
木
悶
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7：欠II 
H音色雪腐病

;} シイグケ｝）；〔＊；としてのコナラとコジイの比絞試験

lヨ込 JIタii: 部） ？誌の口 5回報告主として最大流哉の林相別比較について

iiifl ヲ，，
健二郎） 〔1研｛f1J究資料〉 人工遊休によるイチイガシとクロマツまたはヒノキ混交林の

オミ fEI 

妹総 チi' （研究資事わ 林水の肥大成長の簡易微お；測定法についての 1考案
尾 iW: 

- No. 125 - 昭和 35年（1960)10月

i史
コ ；民立［I}林代業謝労率働につのい作業て強皮｛こ関する研究 Ctfi2報） 治1L1・土木卒業のエネルギー

f市

？ご＇＼ζ11l ’： . j水t翠主 シイタケの交京/ffF1の発生泣および形態

;fj; ロ，｝＇、• えさ 日本産j鈴木新総会fl( 4) 

事f 名 謹之助 IカmルTシAウi前ム定とによるカルシウムとマグネ土シ壊ウ分ム析の定へ訟の応について－ I粘土中の
マグネシウムの定説法 用一

力H 手内 孟 スギの材質（ti''.il報） ギ、

：以d 下 ノ文，、 Fーづー『 4 (II) シイノキを原料としたパーティク1ヨ
f:El 

t設 GUfye資料） る，V/,JヂE

- No. 126ー 昭和 35年（1960)11月

代 ~;;jj 寺市 ランパーコアー合板lこ関する研究狂いに彩饗する因子について

；仁古3ド手： 藤村主主 真源義秀 －正夫j1 ロータリーレースによるlji絞切目！Jに関する研究（IV) ブナ材の切削試験

iJ 村田 橘男｝ ファイパーボード原料ぼとしての入樹皮率の影利響用に関する研究（第1報〉 ノ、…ド
ボードの材質におょするJ皮混 の について

聖子 弥 三 郎！！J} 竹を原i弱i料品蒸と煮するファ角イ的パ主ーボー製ド造の製法造ら（第び2報） モウソウ実チ験クを原料と
沢定 した , i¥五！去 による な にその他2, 3の について

1松ヨ 下

原凶
ヨヲ

f米宇佐沢見 係！ill! 典正 jl 

雲阿保 林オ部ζ 院

木材部会 板f!lf究班

組織 研究窓

ノξーティクルボー iごに関する研究（監〉 パーティクノレボーlごの熱圧に関す
る研究（第1報）熱EE条件ヲ主として小j十含水率について

？$収率パノレブ＇！l~迭にf'Jilする研究（第3 報） アスプノレン！ご法パルプの性質と
アスプノレン iご・デイファイブレーターによる織縁状'P.;~%：について

Tlf Jl財宝炭の反応性について

タイ国政材の合板製造試験

総入外材の総造（No.1～3）タイ国産クラパグラヤンおよびソンポン材の
構造
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- No. 127一 昭和 36年 (1961) 1月

と昔話｛本の；iv11，反Ii1f.る三i立・愛知両県

主下但栄次誌） 天然j:j；限跡の造手ドi世とその｝l!

主 百 ＝ 野｝スギハムシ；こ関するlV悦仰 毅〉 ':ttl¥' 

一No. 128一 昭和 36年（1哲61) 2 Fl 

ノト 里子

ヰす

ミ字下陵高代

；可間

新名 tiii. 之 助

iぎ バイエノレン国有林の森林泌＊案について

カンパ3叉潟斑病の研究（ 1 ) 病原i誌の形態および生組的住民

;;j；木子1笠の:J1z民糸状1iiについての研究 (1) アカマツ・カラマツの綬留か
らの Fusariumの分離

と分解；こともなう変化について

EDTA i潟定によるカルシウムとマグネシウムの；迄琵；について－II 土壌抽
出液中のカルシウムとマグネシワムの定治法一土壌分析への応用一

日よ

…No. 129一昭和 36年（1961) 3月
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林分成長iお：の；if！：定および予iJ!IJカ法；こ関するlVf究

標本調査を ITT1'1'0とした林聖のi三Hとに関するfJf究

と枯死および活ることの関係（第1報） さし付けまでの車ti;!誌の

- No. 130一昭和 36年（1961) 3月

小林：，;r. 夫 l
こ子 葉 {If' f 

涼努太｝
玄 武 男 jポプラのさび約i刻印こ関する研究（第1報） 薬剤防除試験
JLJ 安球 j

越 智 9iL 志うた1 Wi1：滋害虫のi汚j恥こ関する研究 I 土上i科1におけるコガネムシ類幼虫とコメツ
小 お 宝 三 j キムシ類羽＇J!:llの生態

機 関 俊 一 首よ！刊におけるカラマツ先j;l;:1おの伝活について
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作

銭前‘の切fljリ温度におよぼナ挽i止条件の影響

集成材に関するfi}j究（第3報） ！求手持樹脂を後者六せとするエゾマツ集成材の
製造条｛4'と接着性能について

主） 鮒 J寸摘する研究（第4報〉 北海道団側鮒1',;J°の接着性能川いて

正
｝ レジンシ…ト；／こよるオ一パ一レイにf甥する附第1報 災 な る 含JI旨

の石宇炭酸1喜：；mレジンシ一トによる4寺性



レジンシート製造第2報レジンシートによるオーパーレイに関する研究
装置について

仕上り含水率の均一化についてi制反乾燥法に関する研究（ill)

輸入外材の椛造（No.4～10) 

本場テニスコート防腐処理外相fの4～7年間の被

木材部水中貯木場防腐処理外櫛の 1～3年間の被

木材防！広実地試験（ 3) 
害調査〔 2)

木材防腐実地試験（ 4〕
害調査 (1)
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3月昭和 36年 （1961)131ー- No. 

間伐の本質に関する研究美勝口

7月

スギの遺伝変動に関する研究

カラマツ先枯病についてー特に病原菌の生活史
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昭和 36年 (1961)

針葉樹稚苗の立枯病防除に関する研究（第E報）

昭和 34年7号台風による山梨水害のJlJ地荒廃とその治山対策
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合板に関する研究（第 11報〉
厚さの具なるlji板をはぎ合わせてq，板とした場合のf.-板の吊，nに及ぼす影響I筒

柳
岡

9月

丹沢山塊の植物調査報告

昭和 36年 （1961)
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大

昭和 36年 （1961)11月

ヤシヤブシ苗のくもの巣病に関する研究

徳利病にかかったヒノキの解剖l観察（ I) 

広葉樹の斑点性病害に関する研究－v
ケヤキの褐斑病

トドマツおよびエゾマツのこうやく病菌（紋羽菌）

製材用原木としてのスギ造林木の品質（第2報〕
西川産材

スギの材質（第2報）西川産スギ

幹の平均比重をしめす位置について

ラワン材のミミズについて
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2 J=l 昭和 37年（1962)135ー- No. 

H子

手j:

てず

大Jl！国有林；こ発生したカラマツヒメハマキについて

るゾウムシ獄の穏名について
ムシ

カラマツのさし水；こ隠する研究（第1報）
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アイソトーブ。による木材の内苦lt会主toro報〉
木材を透過した CsI3，・ Ir・192 および Sr訓の；線ならびに 5励起 X線の
エネノレギ一分布

ブナ床板材の人工乾燥スケジューノレについて

集成材｛こ関する研究（第5報〕
タト装mエゾマツ集成材の製造と桜活性能
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回

- No. 

カラマツ林の成長および有権物般の結成におよぼすこと壌条件の影務
(f],jiJf • /iii］原出有林）

;J/ 
」Jc、

ベルト・サングーによる木材の7iJF誇1J ( I ) 
T,Jffjlj条件と7UfiliiJ:/il，所要動力およびli)flljlj抵抗の関係について
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男

昭和 37王手（1962)
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よび施肥：こ関する基礎的研究与
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主として Sawaraninの構造について

3月

サワラ心材のt1l1/ll成分

チッ iJllj定法について

ファイパーボード原料の物理的化学的性質iこ関する研究（第3報〉
原料の化学rl1成分の影響〔斑）

ノξーティクルボードに関する研究（IV〕
オ…パ…レイ・パーティクルボード製造技術に隠する研究 c~rn 報〉
装材ノトKの形状・寸法がボード材質に及ぼす影響
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必1便チ yプソーのJ免材摩耗試験

イ？板に関する研究（第 12報〕
合板のば、くろ試験

ドラム ・パーカーによるチッフ。用材の剥皮試験

輸入外材の構造 No.11～15
セプター，ラミン，ナトク（メノレナキ），マコレ，ア ピトン材の構造

エチレンオキサイドおよびプロピレンオキサイドによるガス滅菌試験
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3月昭和 37年 (1962〕139ー- No. 

経営部経営科営Jlt林牧野1肝究室 1泌牧林経営に関する基礎的研究 第1報
東北支場経営部経営第三研究室 fJI.£北地方における広葉樹天然生林の役肉牛放牧について

造林機械に関する研究 CI)
植穴顎i機

新病害ヒポデノレメラ業枯病のヒノキ林木に及ぼす影響

カラマツを守するアブラムシの研究

種子消；Jjによる林木i1iの立！t-Yii.J防｜徐に閲する研究

ポプラのさび病防｜徐に関する研究 0'12幸fl)
薬剤l防｜徐試験

針葉樹稚苗の立枯病防除に関する研究（第W報〕

トドマツの養分吸収に関する研究（第2報）
トド7 ツ1年生苗木における養分吸収の季節的変化
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3月

岩手 ・宮城両県下防潮林のチリ地震津波時における実態 ・効果と今後のあり
方

昭和 37年 (1962)

去川森林理水試験第2回報告
試験地の植生の概要について

、l
l
‘〉fi
t
s

，、
1
1
1
1

〉fi
ll

、l
i
J

立
二
男
男
郎
夫
朗
幸
志
昭

140ー

秀
啓
敏

高佐

和E
国
:i:E 

野

橋

橋

沢

井

田

下

屋

辺

- No 

二

庁
料

t

i
－

－辺

刈

ヰ

仲

ル

伐期l船推移の推定方法に関する一考察

平内薪l実林総合試験i也の施業経過（第 I報）
谷

ケ平
村

中

高

高

森

白

岡

浅

竹

粟

真

柳
安
木



- No. 141 - 昭和 37王手 (1962) 3月

jJlj' 沢 2ど
JI I Jみ，；，＼ 2一元与三今 (2:/H報）
争fl 1~1 ；会：

! ,, );,; 手｝ J:t?J日の憾によ長谷川

経営部；J!IJ！主研究室 昭和 35'l三度天城j主出＇i＊におけ

- No. 142 - 昭和 37年〔1962) 8月
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北海道の風倒地における穿孔虫の発生分散機構（第2報）
風害翌年 (1955）年における風例挫折木での穿干し虫の増殖

北海道の風倒地における穿孔虫の発生分散機構（第3報）
立木被害の発生推移（1956～1958年）

リグニンの水素化分解に関する研究（第4報）
コノヰノレト ・モリブデンー珪藻土およびニッケノレカーボニ／レを触媒とした場合
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昭和 25年 12月末の大雪による北陸地方の森林の冠雪害調査報告

東北地方の荒廃地における早期緑化工法についての試験
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Shoot Blight of Larches. A destructive disease in larch plantations of 
Japan. （カラマツの先枯病）

輸入外材の構造 No.36～No. 50 
ヤカーノレ，ギホー，ナリグ，ランク、、，レンガス，ビヌアン，プタット・ノfヤ，
メンガリス，インパス，ワリン，メダンジョンコン，カランノfヤン，ピンカ
ドウ，ジャ ラ，シノレキー・オークi:.t

船

室

oo 
ra 

つ
3

AO
 

廿
一。

匂
藤

究研織

（伊

組

昭和 38年 （1963)10月

北海道の森林における里子ネズミの生態に関する研究（第2報）
エゾヤチネズミの出生と死亡について

プレーナによる木材の面仕上げ (II)
仕上げ面の品質におよぼす切削条件の影響
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苗よIllにおける除草剤試験

スギの人工交配試験の成長について

スギの耐雪性品種に関する研究（第1報）
スギの葉型ならびに樹型と冠雪量について

九重山塊におけるカラマツ林の成長

丸太に散布した薬剤の行動 C2) 
樹皮面からの PCPおよびその塩類の浸潤について
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用材品質におよぼす立木素材および角材の条件
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Studies on the pressing ( 3 ) . 

ユ'lutsu日1iIWASI-IITA 

G:f F 陵〉

Effect of moisture cont巴ntof wooden surface particle on board 
properties. 

J去 本 rn 
!Jlf 

大 II自
j§ 

寺官三 j主

；：号＇.！； h民奇{ 

)jfb fH ！段

榊古毛

- No. 164 -

ヲi二 時と フ乙

間

言ご俊ん払玄え-
間
オミ

上
3「3日く’1u 7怜' 

口
波

~~ ζ 
村平

、，!!l'、

勲づミ } 

（ーィ山一明引 山 ）
パ一テ f川…刈任に町
表｝滋ノj、片手含水主i三び〉彩マti,（ヲE文）

レジンシ トによるすーノミーレイlこ関TるliJI：ザ＼； (t/~6 
ブェノール主郊l旨のピータ－ix主力nit；によるレジンシート

i夫lit:} 木材援活ーJfjf'jj，後どニノレヱマノレジョン援活斉ljの2, 3の物伎と接えま性能につい

Ji J 
臼本チM地主主主方要f樹t径の乾の性燥性質， 乾燥性 (ti; 2報）
ブL 立を について

J敏ウ夫fノゾ 、} 
ヱタノ…／レ． τ／If主主ソ ダによる木材の方lltl:.力ll熱

敏r;0} 水Illil素流庄絞下ノfノのレ加フ。威熱主処主Iよmりリグニンの；尤澱採取に関する研究（第1報）

昭和 39年 (196.1) 2月

員I] 針葉樹を苦手するタマパエの研究（第2報）

雄語｝ カラマツ光発駒生内iこ関する研究 IV 
先:J1；病の , I芝怒と気象

主災主 } 
（安n~殺）

志ゴゴ1！ 被111覆1也ヱゴ二壌の侵佼蝕散防の止研効究果（詰；こ3関4報す1る実験

裕 j
ドラム・パ…カーの機の能遂に関する模容；恕皮材的実験 (1〕
回転水平内信i内の材 部jと人工 の廷＼］／支経過について
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3月昭和 39年 （1964)165ー- No. 

森 さし二本の腐敗とその防止および回避ー
向いい戸義下

3月昭和 39年 (1964)166ー- No. 

競4ょiヰ；皮効果式を用いて検討した間伐と幹材積収穫との関係ーアカマツ林の
HI.，（入也

室

良

究

木

林

只

造
ヒノキ林の間伐試験

Stuclies on the Variation in Susceptibilty and th巴Natureof Resistance 
of Poplars to the Leaf Rust caused by J'vlelampsora lai・ici-poj)1{/ina 
KLEVAHN. 

（来さび病菌に対するポプルス属植物の抵抗性に関する研究）

リグニンの水素化分解に関する研究（第5報）
金属』カーボニノレおよび炭酸ニッケノレを触媒とした場合

フサアカシア材の利用に関する試験（ I) 

研

Osamu CHIBA 
業｛店

、．，t〉
’I
I
I
1
J

彰
夫
実

Jll静
原
田

保田

千

榊

υ
山
久

フサアカシア研究型工

3月昭和 39年 （1964)167ー- No. 

、l
I

、rl
l
J

、l
，lJ

武
義
夫
正
男

キ

藤

野

下

西

木材チyフ。の重量検収

合板の表IUI書1］れに関する研究（第 1報）

材質改良に関する研究（第 10報）
ユリア紛）！日後才7方I］の営化性に関する研究 (I)
ユリア樹脂J災者計｜！のきれつ防止について

ho！札lion礼ndProperties of iV!icroorganisms from Root Nodules of Non-
leguminous Plants・ AreYi巴wwithcxtensiYC biblio日raphy.
（非マメ利11-l粒ーからの，微生物の分間lt:;liiLならびに分！月！出iのHi5JIJ（手I＇？ メ手｜

植物の校粒に｜期する文献））

Seiji UEMURA 
（槌村誠次）

寿
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コ

四
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リ
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』

l
J
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A
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出 口

東北地方における主要樹種の幼齢時の施JI巴効果について

俊

一
秋
昭
子

孝
浩
和
愛
清

藤

谷

藤

田

谷

谷

佐
山
長
後
西
柳

第1報

5月

林分の構造と成長，収穫に関する研究
秋田地方スギ人工林の成長と収穫

昭和 39年 (1964)168ー

太

瓜
淳

豊

崎
坂

- No. 

寺
小
金

7月

昭和36年度天城国有林における森林調査結果

材、分解析に関する研究（第2幸11)

昭和 39年 （1964)

冠三！？の研究 （第2幸II〕
スギの冠雪比較実験

テーピングによる）ji板はぎ合せ方法が合板におよぼす影響について

究
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7 J=l 昭和 39王手（1964)

日本i1Ei：樹木新i探知1( 5 ) 

る5年金支での結采…

トによるすーノミーレイ
ニノ－Jレレジンシート

レ
自

ォミリ塩化ピニル系床タイノレと木材との談むこ性試淡

びだりむとの波紋出と丞泣減少ネとの関係

5) 
との関係について
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一
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野
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廿
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野
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ベ
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公
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九
F
ご
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ふ
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l
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ふ
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IF{1 

昭和 39年 (1964)11月171 -- No. 

（第盗殺）司
令i
 

J
Jノ

、ageaga》〆
eseatbJ）
 

ム
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乞
＼

M
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／
J
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ず
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、も1

j司令

Brooms of Some Conifers in Japan. 
ぐ主主病）

Studies on Scoh・ticlae III. 
（キクイムシ科の研究 'A13 #ID 

(No. 51～災o.60) 
ラック・コットンウッドラブラ？ク・ウ，rJvナットラシャグ＼パーク，ヒッ

コリーラプレイラベルボック・ノミヤラカルピット，カマゴン．ゲロンカ、ン予
メダン，モンキー・ポッド材

Akim NOBuCHI 

（喜子 11::1 ))lj[) 

一口し’d
〆

間

以

省主

よるチップ。m材の；：／，I］皮；正式数（ 3) 
つパーカーについて

2月

f{~ J 

昭和 40王手（1965)

f 

ヨ三｛リfおi

‘FJ 

i
－
－
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ふ
令
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3

－、
け
H
0
8
1

プ

172 -- No. 

、て

主I・紫；樹のタネの発芳：とJ長命に及ぼすIR来の成熟度の影＇｛!f｛
 

対叫；？さ、i尺i雪II

36'.f 5月末の三位沿岸大火による森林被災状況についての調査
4研究設

林水の冠雪'.iB=危険地）ji長夫j

!J)J 
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バ“什
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A
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11~1 
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<A<• ]j•g 
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木材チップヮの容量検収に関するノj、試験コケノ

"' ... ,y 
ぷ
治
市

J吋

nuμ伊

2月昭和 40年（1965〕173 -- No. 

潟牧t;J，経’滋lこ関する基礎的研究 第4報
福島県下における広葉樹薪炭林の級学放牧について

経営昔日経営科営幾林牧野研究室 l
i注荻試験地j

九州、lスギH；の物資生産力

マツffe1花粉の人工発芽試験

林道総皮に関する研究（第1幸ID
序説

!Lil也流j淡からの土砂流出に及ぼす諸国子とくに森林の影響

数怒治lli凡l樹穏（肥料木）の成長と7K桃山，Jを液の pHとの関係

l¥i板のi11zJ殺特性に関する研ヲiE（第HID
単板の乾燥経過および乾燥速度について

単放の乾燥特性に関する研究（第2報）
乾燥温度の1:¥i板品災lこ及ぼす影響

針葉樹材中における水の拡散係数の理論式による計算

織祁：奴の吸滋・！悦滋拡散係数
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- No. 

｝也、、敏

日本における樹病学発達の民望
一日本樹病学史一 (I)〈主性fヨ子

3月

北海道における造林の卒業と推移
北海道の森林の取扱いに関する研究

i'li:J:慣における苗木の連作・輪作試語会

昭和 40王手 (1965)

苔‘三怠
悶

175 

;ii二

回

- No. 

松

原
t)(; 

3 F.l 

数f立化による地位指数の推定法

針葉樹黒粒葉桜［病・EMの）品々らびに穏の分類似j定に関する再検討〈英文〉

アカマツ林の林分成長のj附汗
一岩手池方t1:11rr，人二［；j＊のー｛11]-

昭和 40年（1965)
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キJIドI {1ドj｝ セラヤ材のアミモクについて須

f¥'; 組 のっ：！11て%応集成力材第中に1報生ずる内音11rc:：カおよび内部応力と斜

大 村l[L 浴｝ {Jヒ、筏丸太の＇：＆積ill，樹皮率， P:i'1:t期間による丞泣減少および:f.Jl/Jl付着カの変
t原 ー について

i拶位？可II 卒｝主

江拶II
義 ~} 

JI! 
村与す

郎 j
（第1幸ID

- No. 177一昭和40年（1宮65) 3 Jヨ

山
林
ト
ぃ
日
治
国
木
沢

栄
郎
殺
虫fl
郎
良

夫 1
良日 J 

浅川災級林内天然林の生態学的研究

す
同
中
山
口

1% 
rm 

- No. 178一 昭和幼年（1965) 3 J=l 

カラマツ？安楽病研究班 カラマ

- No. 17吉一 昭和 40年（1965) 3月

里子 J ノタケ病
発病

ぬh・l 仁i 続三 郎 殺鼠｝Jjfi耳の改良に関する研究

j二 回

明義11寺柴 間 エゾノウサギの会仕事干
111 ヌド

t主r fr良p, ま，｝日t}マツl誌のさしオ〈の予言t！芝能力とそのJ:¥¥,1illi；ヨミ

- No. 180一 昭和 40年（1965) 7月

::(Cj ii向 ）享 美 九州におけるおもなサシキ品種の形態ラ＇.＇， t斑，：造jcj;J：：の特性

- No. 181一 昭和 40年 (1965）宮月

伊 藤 一 放 「i本における:lil't学発達のWi望日本総病学史一 (II)
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2. 林業試験場集報

No. 1～No. 55までは染卒fiとして刊行され， No.56以降は集報と改題された。なお No.64をもって

出＋rJとなった。

著者 名 題 名

- No. 1- 大正 9年 (1920) 7月

l I可 回 を） ねまが りだけ撲滅試験西 森 道

江
ヂ原｜二 治貞三 吉郎｝ 森林ノ 気象ニ及ホス影響りI

：｜七 島 君 まだけノ朱病害ニ就テ

杉 i甫 J;IJ 鉛活il4h木用材試験

Jli 本 平日 蔵 立木ノ！？司積算定補助表

- No. 2ー 大正 9年 (1920)11月

明 永 久治郎 苗木速成栽培法

大 迫 フE 雄 林野産薬用植物栽培試験

大 迫 コE iift はごろもさうノ飼肥料的価値ニ就テ

矢 里子 7’i'、・： からまつヲ書スノレZ削肘mニ）jrt：テ

本芸 ii打 Jill' なたをれぎノ材質：試験

杉 iflJ frif 「コ／レク」代用木怜

7司く 井 万 τ仁とコ？ 万代式木材乾鍛祭ニ於ケノレ燃料節約試験

主令 木
紀賢 元司｝ ひば校葉蒸飽試験西 田

辻 行 雄 ひば，あかまっ，くろまつ，このてがしは，たうひ，こうやまき枝葉油ノ性
状ニ就テ

- No. 3ー 大正 10年 〔1921) 3月

栗 手本 武二郎 すぎ苗f中木養成ノ実験

~LJ 本 正 夫 かし類更新法二関スノレ試験

守 屋 重 政 窒素肥料ノ肥効並其ノ !Jも肥期ニ就テ

材店 井 治三郎 霜ノ予知法ニ就テ

杉 里子 森 夫 各種移I業に対スノレ牛馬／！将好ニ就テ

ヰナ 鑑 三 郎 洋杖材料染抜ニ関スノレ諸種ノ試験

- No. 4一大正 10年 (1921) 8月

野路

野路

策

策

J番種被土試験

過度ニ伸長シタノレすぎ，ひのき二年生及三年生苗木ノ幹部切断床替試験
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J
l
j

－
｛

i

：
 

向
同
封
亥
↓
小
川

No. 6一 大正 11年 (1922) 3月

林 泰 lfi もみの結実｛f!支並ll樹発生年！交ニ）；えテ

林 泰 if:, かし；Jill！±迩実践造林ニf';gスル試験

聖子路 策

望f W-11- 策

大；fl ）じ

ドi ;(1j 義

焼
以
実

すぎ111行苗木速成法試験

海浜林内問地改良試験

はぎニ対スル肥料三受：楽試験

支つのこさくじ L＂し！§［｛係予約試験

鈴木俊六J¥
1I1 内 五 郎 jυ、ばft；！；：之さ1¥1；試験

大 mx 伶 太郎［ ひi王将ごi二割坊J］・試験
村； llf/J iit J 

- No. 7一 大正 11王手（1922) 7月

Ill 本 IE 犬 玄つけむしノ！~｛除ニ除i スル試験

涼 耕 太 もみ立水巻拡試験

"・" 〆l二〆

森

ifli, !,if 
‘ゴ＂乞
H'f 

t~l i fコルクj粒，側関ノf!ti:ifil能ニ就テ

郎 ごfマ；1］［おllこ試験

111 プミ 手口 議｝
'l'f 村 常 ii¥ J 丸太材税ノi司令主治；ニ就ア

附録林業試験ニ関スル協定事項

365一一
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9月大正 11年 (1922)8-

im 
＂日

…No. 

小笠原1:MJr生植物ff,]資報告;i'i ,;,~ 長

大正 11王手（1922)12 ,El 

北米政輸入材強号号試験

品ちか玄つノ｛免疫ヨリj狗高直後及ititおヲi皆、定スノレ＊ttl攻j表ニ就テ

一斉Ir司i鈴ノ針葉樹ニ於ケノレ樹冠ノ7)<.l[l的投影商務及校下高ノ変具

i
 
！
 

な、i
 

9-

手口
A

入

ふ

斗

場

立

浪
h

，
ス
ふ
寸
前
肢

- No. 

森

山

右

ヱ
ロハ
μ

由
μ

3月

’）iI:l:1L1麓あかまっ造林不成絞ノJJl〔囚ニ就テ

とがさはらヲつが，ひのき，もみ天然下種更新試験

すぎ涜赤七日病ニ対スノレ鏑石総液効力試験

l~l秘樹j:;j·q ，ノ石氏.!iK類沈'fJ'lニ就テ

大正 12主主（1923)10ー

君

策

友

島
路
間
中
一
回

- No. 

；！七

型子

/lt 

J話 楠時ト八

il:l,J~fl立tJ,p;+；試！決

かし~lフd1!.i1芝新ノ整地法試験

多少カもみ，つが天然生手It樹ニ及ホス影響

米1:q1＇（｛五二｛ムル丸太材積算定ノ…法ニ就テ

7月大正 12年 (1923)

蔵

夫

介

11ー

向

利

鴻

和

信
永

木

村

…No. 

iffl 

災

裕

IL! 
有

回

大正 12年（1923)12 ,El 

火災ト j立IHslf~樹木トノ作i係

震災地ニ於ケノレ木造家屋ノ被害ニ就テ

震災火災i、鈴木道鋪水橋及電柱ノ被害

震害後観察セノレ木造浮！武家屋ノ腐約並焼死樹ニ発生セノレ桜爽色菌ニ就テ

氷
山
蔵
郎
一
郊
雄

…特別号一

!fl 
!fl 

if![ 
;14: 

Fli 

nil' 
太

行

業i

河

川

悦

森

杉

今

辻

北 島

2 Jヨ

砂丘続物ノ総資（第一間報告〕

たこは製品］原料漂白試験

南洋産木材ノ性質ニ車l：テ

かし交わヱオミミ会主！；試験

放牧J出火入ニ｛ムル壁言，＼政i徐ニ就テ

大正 13王手 (1924)

タミ

li'i-

ア

〉

～

＼

二

、

a川
州

J
メ

イ

フ

12 -

:iE 

？怒

懇i

森

本

島

- No. 

11.J 

森

原

杉

毘子

第三部林業試験協議会ノ概嬰[IH紋

7月

小笠原白ニ於ケノレ1,11皮；漫談機ニJ;(tテ

大正 13年（1924)

l1i' 

13 -

~円
d也、あ

…No. 

封負L
去支ー
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産内乾燥ニ間ノレあかまっ丸太ノ丞没滅失調査

木工用主主合板府謬者溺ノ品質試験

iヨ

あベまさノ樹皮Jitニ関スJv潟交

郎

太'"' ;f"j. 

ヲヲ・
乞3

耕

表

一

泉

北

原
太

大正 13年 (1924)10月

しらかしノ挿木造林試験

；相対1:玄［オミノ1:ifミtlHrh／間ニ存スル1'H関l'*Wiミニ就チ

すぎ抜本ノ形状illlli:lt~

:,i:;：干、Hrfi物安楽m11定ニ19,Jスル研究（予報）

出j旨採集試験（第…!El＇被告）

松／l旨採集試験（第二［ici]報告〉

すぎノ立皮Sfljヵ：Hノl?l後ニ及ホス影特

米杉材黒変色主主・ノ除去二就テ

すぎ単純そ令｛本分llrH文法試数実行報告

6
4
h
j

之

二

品

池

和

引

っ

」

ヘ

r
Jノ
ヨ

対

峠

符

サ

ル

↑

太

1t1 

1-:1:1 

フじ

ぷ
お
？
日
付
ぷ

L
Z

一
：
；

J

J

Z

こ

Z
ふ
t

l

リイ

4
 

1

街

、

氷

多

迫

悶

バ

立
Mf
 

似合終

- No. 

移II

おi

｛京

大

亡fJ
2！三

r,,1 

子れ Uifi前十ll
日＼ト乙ム知

1月

リン人 1'f段力目立し二硫化炭素カずぎ種子ノ発持1えがJW；ノ!cl三官ニ及，J,

絞t)J,ru ノ！bi~Iどによt淡

かしmヲ：；l；：スノレくりかみさり／駆終試験

大正 14年 (1925)

飛行機体mひのきノ｛l(;JHj:;j ニ）i~：テ

木材1；吃終Ullトシヲ一段fl！うご！：（「アドソーノレJ）ノfdlil1前ニ｛〔仁子

あか玄つノ絞）'1.-!ll寸続ニ殺チノ羽交

15 -

や
ず
d
式
仁
戸
崎
Y
J

g
i
t
j
 

1
7
 ；欠

｝！

j
 

Rμ

ご
a、

花

μ
乙ゴ
1

4

F

E

こ

J
P
F
7
3
G

点
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せ
ア
白
ハ
れ
」
メ
づ
仁
一
対
峠

J
Jハ
刊
怨
引
出

久

，
F

内いケ
1

f

i

e

f

q

パワ

E
と
オ
ア
、

K
F
d

tr 

- No. 

汚く

！歩j

f=l 

三
が
れ

E、
明
4
2
ζ
少
し
L

妥
完
了
十
字
、
γ
－

、門

j)' 

；；！？ 

'" :z・, 来

,1, 
麻

手口

3 }=j 

すぎ稔二子ニJjつtyレ茶if芝ノ処Jlj：ト発＇lHsJ、ノri11系ニ就テ

のい：ぎら？幸子ニi三jスル!VF究

カシ淑枝打試験

ノ絞f支カ綾子立ノ発生及g三wニ）えかス影響

大正 14年（1925〕

1H 
フヨ

16 -

H:: 

〉｛亡

［日

f[f 

月

- No. 

m 
フヨ

ナぎ｝宮木王手j;l：約ニ対スル織ま｛鈴液ノ効力試験〔第二［i:ll)

くりノ：wm；病ニ］沈テ

!iii渋塗ず日付ノ鮒朽Jjf（閃ニ｝；えテ

ぶf;:J伐採3p節トms約トノ関係

jf:i 

長r,J 

7五｝さ

友

弓3‘二々I

日
に
川

a
2
1
吋

T
d吋

［
お
；

rρ

十

r
p
l
v
L

レ
し
ト
」
い
ふ
リ
ー
ド

e

T

T

H
付

与

イ

イ

イ

イ

コ

n
r，
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- No. 17 -

弓 iii奇 支

~* き長

大 迫 スユ

It弘 主義 友

i'{.': 島 恕

- No. 18 -

/]/1; .):~, 友

J；ミ 岩

)J保 生

- No. 19ー

や一・長ー

ア3均fく 耳iJ_ゴ' 

泉 丘4コよ

海 EE 

二iじ 主b ヲ…ヨι

聖子 1一Lξ占

- No. 20 -

J ii H 実

大 迫 コじ

ブ三 迫 フ己

麻 生

- No. 21ー

大正 14年 (1925) 6月

夫 林地J番穏造林ニty,Jスル試験

i台 かし類Jl！行商盤以方法ノ：生育ニ及ホス影響

i在 原理子ノ海水除去ニ関スル試験

きいろこがねノ成虫駆除試験

i# 硫黄島ノ地熱ト植物ニ就テ

大IE14年（1925)10月

太

吉永

根切虫ノ薬剤約駆除試験

動物質恕ノ溶解温度i、加熱時的jカ悶着工カニ及ホ

一斉詞l鈴林ノ樹高i混線及材li't曲線ノ研究設常数法ニヨfレ材務表誠製

F付録第[I日開林業試験協議会ノ僚主さ

大正 15年（1926) 7月

長5 北米産輸入材ノ続性ニj沈テ

太 日参着剤「カゼインj穆ノ間着カノ l3~:'.lミト ~J~JJ抑制立之カ防止ニ志i；テ

太 普通抜合板ノ！部町副長波

ヲE 木材ノ変狂紡ll:用トシテノ塗料ノ効果（第一回報告〕

えのきたけ殺j苦試験

ダミ 日＇／j路弘m：ノ禁獄sli'.Ji文夫：後ノ経；必ニ就テ

大正 15王手（1926)11月

平 林水孫子ノ合水批ト JJ~ ノ 7）＜：蒸気EE トノ関係

機 施肥ノ原野草類組成ニ及ホ

lit はしりどころ（克容）及わうれん（裁迷）栽培試験

誠 政組ト綴植トノひのき林ニ就テ生長ノ比較：Ili可:JifC第二間報告）

昭和 2年（1927) 1月

｜ザj 7)< ｝人 次郊 くぬぎノ伐採季節ト淑芽トノ関係ニ就テ

間

y子生，＇三 耳iJ_ヨ' 

- No. 22 -

J4il- /;;; 克dLロ、、

物ll (El ff! 

{1!1 .'A iコ 支

4年手 1:. 

五 米国政りぎだ松 （Pinusrigida MILL.〕ノ生長調査

太
本邦ニ於ケル;;f;:t,tノ
ス影響

変化カ人工乾燥材及天然乾燥材ニ及ホ

昭和 2年（1927) 3月

iri' ここやしWini点試験

Ji,員 海岸砂防m紛係はまごうノ=till木義FJ'ij肉店主

場 ひばノ；が］JX:丸太ト皮付丸太トノ乾燥比較試験

言成 •!ti；幹／itiJ！な方r,,iニユ就テ
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玉 ヲ三 三楽グ子 林内及林タトニ於ケノレ地支長｛［ほ及最高；品皮

- No. 23 - 昭和 2年 (1927) 8月

登 攻，C,口、 ご1ff レミパインj採収試験

決々 1t五' 太 合絞ノE占的方法i、狂トノ関係

？会3 lli 実 木村ノ歪狂jお止用！、シテノ ノ効条（第二間報告〕

a仁去ニ三3， 沢 1iき てに！？1 木材ノ盤工作試験

F付金主 ノ探婆

- No. 24 - 昭和 3年（1928) 1月

泰 1台 かし類変貌j二ニ及ホ 彩響試験

iキ う，＼＼毛 it, もみ，

来 Z・ 太 fカゼインJI忍ノ溶舷後ノ1時間ト協賛カトノ関係

- No. 25 - 昭和 3王手（1928) 3 J::I 

ヰ主 :'ffヰ ;・ 日 かし類天然生J本ニ於ケノレ上木ノ

Dタrく（ ヂ1: ズ縫ミ } fミ§ノ

泉 耳ヨ 太 動物資謬及「カゼインJ！怒カ問者ニ婆スル持！illニ主主テ

- No. 26 - 昭和 4年 (1929) 1月

J本 泰 ？合 もみ，

説＿，，命ミ 郎（言語） 邦綴各地方ニ於ケノレ木材乾燥ノ経過及会水没ノ調査

；勺｛、せf之ミこ 郎（編〉 7クレオソート j 主！J注入~；；j"ノ強弱ニ就テ

；！ヒ 記J 君 南洋材ノJm1朽性試験

- No. 27 - 昭和 4年（1929) 7月

河｛主 多出 至オ之 j！ あかまっラくろまつ人工i,f(i.殺林ノ雪容認主主

大杉 迫聖子 対夫fi}放牧ノJJ）（聖子総生ニ及ホス影響

来 ~Lゴ' 二主二 木材ノ接着回ト際活力トノ関係

- No. 28ー 昭和 4年 (1929)11 J::I 

大 追型子 コ志～i: 水 討夫2) 「カウピ－J“CowPeas”殺tr，，，試験

~るF日？, 
宏、

義j
「コカj

1E 

Y「J'、 苫μ三L五' 士三 竹林ノ乾燥ト色沢トノ関係ニ就テ

…No. 29… 昭和 4王手 (1930) 2月

議 民自 すぎ及ひのきt;Jノ木白方向ト応圧力トノ関係ニ！枕テ



ii'/ 

nu 
ゥ，

Qiu 

型f

- No. 30ー

多

1~ 

問 徳太

- No 31ー

jJtt 辺
111 型T

- No. 32ー

芸主
i市 Jill 

品ミ 耳＇－＇－ゴ' 

- No. 33ー

r-.t~ 

；｜じ ,'B; 君｛

大 J息 フじ

- No. 34ー

1W: 
部

1’t-'.' 
｜品j

- No. 35ー

手伝

辻 1-"f 
馬

ii•}'. 辺
ii'i' 里子

ir'i' 型子

- No. 36ー

北 怠1 i:'; 

1じ 村島 沼笑J 11 

方C 3月二 あ：

宮 沢 fφ 

Aτh 本

分く 井 ？？ 

~ 丸太材-FW,l/・1,',l因子トシテノfr上径J,s約ニJ;(tテ

昭和 5年 （1930)12月

五 しらかし樋粒ノ大小ト所rUi'i＊ノ生長トノ関係

nr, 鴨緑J工材材質試験

nr, 1929年7月ストックホルムニ於ケノレ第7回国際林業試験場会議参列復命書

昭和 6年 （1931) 3月

λ、、｝
毒j米杉制材ノ材積計算法ニ）j(tテ

附録第六回林業試験協議会／慨要

昭和 7年 (1932) 3月

自Iii 幻｛~＼ j'\jJ ニj比テ

太 本邦各地ニ}j~ ケノレ合桜／紅、，lfii;';[1",- ノ状態ニ就テ

昭和 7年 (1932)11月

自f¥ 市場ーに於ける主要材種の乾燥にlよ｜る収縮に就て

米同ef針葉樹材の耐桁性に就て

!j[ 本/llHWfに自生する家南に対する有害植物

昭和 8年 （1933) 1月

災 j 「デリ久」栽培試験

昭和 8年 （1933) 6月

自R 「パラ」談議樹材の工芸的性質に就て

雄｜；主j¥ ヒパの鉛筆軸木染色試験

主） 竹材の結束入数に就て

要E 木材規格の検知並括約方法による丸太材税計算法の研究

昭和 9年 (1934) 3月

ブ。ナ丸太材変色の原因と之れが防止に関する研究（予報）

,y. I 竹製品の防菌に関する実験（第一回報告）

I.it さtHi昨街；i古i試験

,_, 琉Jii＜松校1T材の曲柄洋杖製！？三試験

日II ~"Jj煙i:iZWi法に依るプナ乾燥材の性質に｝比て

!j/; 小笠原）J;i主樹木の「タンニン」



- No. 37ー 昭和 9年 (1934)12月

辻中 行 雄隆ぺf 本邦松JI旨業の改普試験（第一回試験）馬

調オ之ミ 良日 スマトラ産材の強度に就て

登 烏 1’~'~ ごイメトl 硫黄島の植生に就て

- No. 38ー 昭和 10年 (1935) 3月

回
迫島 量｝ 1寺期放牧法に拠る牧野の草生改良大 フE

：｜じ 記i 君 プナ丸太材変色の原因並に之が防止に関する研究 （続報）

森 一 良日 化粧床板の強度及乾燥に因る収縮に就て

11! 崎 徳治郎 簡易火力乾燥装置

杉 ；甫 』！？ 1932年仏国ナンシーに於ける第8回国際林業試験場会議参列報告

- No. 39一 昭和 10年 （1935)11月

方く 井

平 国

イ円 里子

芳 封t

徳太郎

要

栃果の簡易食品化試験（第一報）栃粉並i殿粉製造方法

融雪並融雪促進に就て

掬の単木材秘表及材積早見図

ヴt
つ1u

麻 生 誠 栃木県那須郡川西町及同郡湯津上村に於ける民有林胞業指導地に就て

藤JI! 村
信実 1夫Z} 

国
本邦産紫金牛科植物より駆虫剤lを製造する方法

- No. 40ー 昭和 11年 (1936) 3月

豊 ,f；う 立’.＇： i青 ワウレン（黄連）の栽培収穫に就て

永 井 行 夫 東北地方に於ける桐樹の立なる病害

森 郎 ラクダ桐材の強度に就て

1青 里子 要 拘の単木材宅l'i計算補助表

第七回林業試験協議会報告

- No. 41一昭和 11年 （1936) 8月

板垣

永井

四郎

芳雄

新駆虫剤ラパノン（R.c¥PANON〕及び其場類による姻11-及び鴎虫駆除に関
する実験

樹葉の飼料及肥料的成分

兵庫県林業試験場 輸出向木製玩具に関する調査並に試作成績

阿 部 正 義 小笠原島に於ける木本航物の開花結実期並に陸子に関するJ:J査

- No. 42ー

佐藤敬

生田直

昭和 12年 (1937) 2月

一 松JI旨採取に於ける日｜］打中IJl,itの解剖学的意義

「ブナJ材の塗装試験



1ゴ

1~ 

j-J' く

のん
ヮ，

QU 

目先 (fiti 

耳三j

- No. 43ー

荷主 プナ丸太材穿孔虫の蝕害防止に｜刻する研究〔第一報）

H[I 化粧床板理学的性質試験成t~·1

太 林業試験場が指導せる木材人工乾燥装置と之が発達の経路に就て

昭和 12年 （1937) 8月

永 おチド藤ラY太幻n/l}樹実の簡易食品化試験（第二報〉 栃及びドングリ類の利用研究オミ

；｜じ
村島 君実 アカマツ材の青変防止試験（経過報告）｝｜｜ 

H半 生 誠平｝ 4ζ邦主要到来樹の伝采一重量表並に校条材積表の調製
11! 水 ii;-

兵庫 県 林 業試験場 簡易木工による澗葉樹材の利用問Jlliに関する試作並に調査成績

- No. 44ー 昭和 13年 （1938〕 3月

斎片 藤岡 美哲 ili主t} イス製材m~g，鋸の歯型に就て

斎土
藤 美 議） ブナ床板製材に於ける製品l幅と製1,J-;ljえ止りの関係に就て
屋

＊よヨ' 成 範 雄 ブナ丸太材穿孔虫の蝕害防止に関する研究（第二報〕

梅 回 ：写主 硬質「エ yヂスキー」並「スキーストック」製作試験

富 沢 わE 土 初挑の心n食虫駆除試験（第一回報告）

森 一 日II 林業試験場に於ける最近の諸施設計調

- No. 45ー 昭和 13年 (1938) 8月

1七 島 君 アカマツ材の含有湿度と育変との関係

北 村島 君実 平三｝ 竹製品のl防菌に関する実験（第二回報告）
JI I 

堂 島 者F、 i青 履物表としてタコノキ葉利用に就て

原 回 1専 明 霧島に於ける椎茸栽培試験報告〔第一回報告〕

中 里子 勺トじA,e、 本山に於ける椎茸栽培試験（第一回報告）

第八回林業試験協議会報告

- No. 46ー 昭和 13年 （1938)11月

北 島 君

北 島 君

平 回 徳太郎

兵庫県 林 業試験場

労ニ 上 鉦

島 根県林産試験均

北島 君一

一 井計夫

各種針葉樹辺材の耐朽性に就て

各種ヒパ材の耐朽力試験

昭和 13年7月5日の神戸市及附近の水害地視察報告

簡易木工によるi開業樹材の利用地進に関する試作並に調査成絞（第二報）

椎茸栽J計に於ける庇｜塗度試験成nii'1C第一報〉

本邦ir.~葉樹利用増進試験

政林省林業試験場に於ける菌種t1'i養設備と配布状況

門馬都路林内放牧試験地概説
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- No. 47 - 昭和 14年 (1939) 8月

二！と お 主主 一 7-JJマ

;jヒ 窓3 主主 ナメコ

窓3 ;l)J( 也

平 間 徳太郎 本邦に於げる

:sp. 間 徳太郎 本邦；こ於げる森林火災

- No. 48 -

米沢保

昭和 15年（1940) 3 J:l 

刀Z 討5米j、才のノξノレブ

婆 メし太材絞；H‘ti泣；；こ）j主て

太 主主て鋭、；ア置きた

,l'i 開
法

1ヱヲ
ノJく 司王

よ （第三報〉兵主主県：休業試験場

チl二 2十夫l
mi；校之j

谷ミミ：代 次l
美 i

… 列二 号I・ 犬

No. 49 - 昭和 15年（1940)12月

；｝）ミ Zι1ヨ' ：；！；三 一J 一一
7仁1三3え 支e} 太 終材よりベニア製造並締約採取試験

伊 Ji長 :!j/i シメジ人工栽培の基礎的災験並に観察

1ヒ お 之ぺ：E¥‘ 農林省林業試験場iこ於げ

~Jヨ 沢Ki 対3と／1} アカマツ‘スギラヒノキ，カラマツえと

大 ヰJ 一 京日 i怒JP/Jliきパルプに泌するこ，三の誠交

村； 絞試 場f壬j~ 

- No. 50一 昭和総王手（1宮41) 9月

泉 岩太ベニ

生 f日成

兵康保林業；汰堅実J:l} 官liあ木工によ

雄 松：14:ラナメコ及び榎i手；ii糸の生存期1111と低；足度との関係；こ）注て

昭和 16年（1941)12月

iiff 

w 日芸

- No. 51… 
SJ::! 島 秀

1ヒ 怠3 設

二iヒ j：を 宋；

アカマ

ヒ

（策回線〉



ヒメシャラ及シヒ挽材の乾燥

+liJ＼：栽培に於ける庇陰度試験成総（第二幸ID

11"1の凶ツ割材材積の算定法

、12
1
J

太

一

弘

誠

耳玉

’恒

4
A
 っ。

木

賀

生

泉
鈴

志

麻

3月昭和 17年 (1942)

放牧家畜の害虫ダニの習性調査と駆除試験（第一報〉

岩手県下の樹林による効果のー，二実例）優良採草地の実態調査（第1報

アベ7 キ樹のコノレク形成促進試験（第1報）

林業試験場内に於ける樹木結実の豊凶調査

竹釘の強度に就て

簡易木工による澗葉樹材の利用増進に関する試作並に調査成績（第5報）

坑木にl刻する資料

｝
〉
l
J

、l
k
rl
j

、1
1
1
2l

J

、t
ptJ

次

久

夫

郎

豊

二

郎

学

郎

郎

太

52ー- No. 

喜代
広

谷
田

耳ヨ
多

井 計
上楊一

原

三
井
背

敬藤
山

沢
谷

佐
外
林

次

兵庫県林 業試 験場

準
竹

ι，.， 
苦玉

ノj、
水

泉

也鉄島4公

2月昭和 18年 （1943〕

アベマキ樹のコルク形成促進試験（第2報）

ロープJH竹材の恭解：試験

木材の1／！／迷法による蒸ti:JJl!i夜より苛性山迷の屯解｜ι｜収法に）ii!：いて

松根より繊維樹脂石i験，テレビン油等の同時製造を目的とする曹達蒸煮に関
する実験

1]11着斉ljを異にせる合板の吸湿性に就いて

間伐材利用木工品製作試験成績（第1報）

、白’白『
l
’、，，
’ιlll
’

ニ

郎

郎

雄

正

正

太

53ー

太

敬
三

秀

保

保

出

コ

陽

L
耳

藤
山
野
，
H
川

沢

沢

- No. 

L
Lムー山
1
Lド

l
i
ノ

,j,J 

米

:,Iと

泉

兵庫県林業 試験 場

昭和 19年 （1944)12月

餌木に依るマツ害虫誘引に関する調査

J疑心材の耐朽性カシ類のj~心材に関する研究 C 1 ) 

、
』
』
K
B
f
i
l
l
J

俊

夫

夫

郎

郎

54 -- No. 

日

方く

正

行

百十
楊一

塔

井

井
上
木

井
鈴

岐阜県下の樹林による効果の一，二実171]

簡易木工による日i葉樹材の利用増進に関する試作並に調査成絞（第6報）

農林省林業試験場釜淵試験地柄要

第二報優良採草地の実態調査

兵庫県林業 試験 場

林業試験場釜淵試験j也

昭和 19年 (1944)11月

東北立tに北海道主要炭鉱山の坑木に関する調査

附材よりベニヤ製造並柿JJ首採取実用試験

メL竹材の人t乾燥試験

山

太

55ー

ル

成

L

l

一E

A
l
e

－A
E
I
F
l
q
l
 

島

木

- No. 

4公

泉

鈴
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瓦；哲rm木炭の上ヒ絞試験

i
 

tμ 
佼良採草地の実態；j船主（第三報〉九州j定方の総称による効系の－－，二三ミ例

1祭実の簡易食品化試験（第三被）ドングリの総成分処理法

ill!／おの資料続物及びJttiJU＇去十字1杓の分布

鹿児島，沖縄jlfij県下級物深集旅行所後

山

絞

殺

労

勝

山

向

山

問

弁

と

木

作

照

的

問

1J'l 

一ニ芥川知

、
氷
足
柳
川
際

4 J=l 

小絞1J1宇！芸2試紋j也及び；Jtl;［，付近ttli今：j匂調査毅？

;t;ブ舎／レア、の；十三綴維

テグス2授のi勾i白砂殖；こ）]itて

昭和 23年（1948)

ボ

一

栄

郊

佼

56ー

151 
1
 
j
 

i
z
z
 

i

f

 

i

j

 

- No. 

タト

ll 

昭和 23年（1948)12月

土｛沙打：JI.：林の｛父採と；mE/lU二frj)；こっL「ご

昭和22if 7バラ SJこj米i＼川！泳三千；こi刻する路資おれ今

｜坊雪械の機能（第一→幸fi)

11[1,干1121

｝
！
j

i

－

－

i
 

後
足
立
お
朝
廷
ム
口
実
1

j
j
：

j
i
：
j

↑
i

j

 

57 -- No. 

JIJ 
1I1 

式

務

次

秀

ri 
本

！
i
t
、1
三

日

μ
Jノバ叶
o
s
a
r
J
J

j乏｛主

ニ＂T"辺
公
／
別
攻

j

j

t

i

i

 

る手口l;fk1l1県［i｝；淑絞めよ長調査

7 J=l 

幼！お｝林の雪ミb;-(IJT{手1121:r-～22 if，及昭和22{1＇～ 23:r-の調1:f.より）

土中；こ.l!立もれた林水孫子ーの発努力

キティ－J台風説：：i子：状況TiJ、校ill林業試験地；こ於げる

タリーベニヤの切l'jlj法

i
 
l
 

h
仰
い
日

ーイミ

ロ

i

j

 

仏
比
比
｛
二
、
二
、

H
判

叫

斗

プ

f
ノ

一
ょ
口
出
汐
努
「

γ

レ

｛

5
〈。

ポ

T

ゃしゃぶし主主染のl¥H二（第1線）
日i
rll 
芥

日
て
L
I
T
A
i
ρ

可

申
Y

♂
？
と
リ
之

I
h
J
r
h
y

／

ご

i

4

T

叶

z
r
L
h
u

昭和 25王手（1950)58 -- No. 

王子

f
 i
 

J
O
 

任！

ジミ

9月

りえたる絞1!11竹の手lj/lJ；こま七て

;t,¥U誌やJJ日による絞1!11t守の妖｛とに主主て

昭和 25年 (1950)

-l.-
I二3ザ

総

務

式

路

湾

ふ

み見lf

59 -

+-
1ニ3

傾斜if1iit透，nーによる試験成終

京本！？関係数子恕に用いる問

1[1 

111 

ll 
辺

mγ 
:rr 

- No. 

十ll

桁

JI! 
i変

－
 i
 

i
 

q:i 



キテイ台風による森林の風害

小国に於ける土砂流出試験報告 Cf:+i1報）

、白目目‘、、，
a
E
E

，，

芳

作

熊

三 楽
来

376一

手

桑

野

玉

高

上 巳

6月

雪地の抑摩擦に関するこ，三の模型実験報告

雪上運材用トラクター及び雪機に関する試験

昭和 26年 （1951)

有無林地表層土の含水量変化にj'Jitて（第1報）

木酪被応用竹繊維採集法について

立枯病菌の発育と殺菌剤濃度との関係

Rhizoctonia solani各菌系の比較

樹木和市の立枯病について CI)

樹木雅j'/jの立枯病について CII) 

魚附林の研究

、1
l
Jl
lJ

、I
I
Ji
lJ

、l
、fj

、k
r
l
J

誠

雄

平

英

二

郎

太

雄

治

雄

治

肇

60ー

き
ロ，Al

 

JI! 

林
多
脇

- No. 

宮

藤
本
山

司

ニ
車
敬

健

手井
原
岡

勇

修

修

原

藤

谷

藤

谷

塚

四

菅

片

野

伊

紺

伊

紺

飯

昭和 26年 （1951)12月

従来の資料による統計的研究

岩手県有北郡模範林釜沢事業区森

森林火災跡地の適地調査報告

、BI
t
－、J1
』tE
，
、
』
、
，
s
J

雄

監

正

助

郎

榊

享

61ー

山地土壌佼蝕の研究（第1報）

森林火災の発生及び延焼に関する一考察
林火災；例:l't報告与

慶

口

塚

藤

上
川

崎
藤

武

- No. 

JI I 

飯
佐
村
l児

佐
附帯；

3月昭和 27年 （1952)

昭和24年2月14日山口県阿武郡川上村に発生したスギ造林地の風雪害調査
報告

ヒメコブシ（M.Stellata Maxim, var. 

ハンノキ属根癒形成の時期並び

ノ、ンノキ属無菌苗養成に関する

ハンノキ属の根癌に関する研究（第2報〕
に2, 3金肥施肥の影響について

ハンノキ属の根癌に関する研究（第3報）
2, 3の実験

（参考資料）水文学的循環に於ける珍透の役割 各種穆透能の流下孟区実験
の分析広い流域の渉透能の決定地表流下丞より移透レートの決定

言）

き）
次

次

郎訳

62ー

Magnolia 府z林木種子油（第1報〉
Keiskei Makino）油について

喜

信

勝

房

誠

誠

太

橋
田

回
回
部

村

村

- No. 

高
塩

藤
尾
｜河

植

植

6月

天城国有林の森林植物

現在7.k林植栽樹種試験経過報告

昭和 27年 （1952)

、l

、rt’

批
早
川
＋
品
〈
三

4壱

63一
弥

綱，」」

μ主
手弁
i額

回

- No. 

林

四
1苦

平



一市出

足
山
山
上
部災訪

門

4
門ソ，

a
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副局所地形風はる林臥災の必ト例

1日 J

- No. 64一昭和 27年〔1952) 9月

Jll 盈
菜

策
辺

｛全 品集 ？：戸

オ1感Pζ 〈 係多将司

オミ みュy・

島
疑

平問徳太

夫LJ交（ スギ及マツの自然に於げるg主常花粉の形成

）闘はるスギの綿花粉の形成

方n + 修； スギJ林苗のいわゆ

彦 スギJ市水l誌のいわゆる絞頭箔怨病のi均徐試験

）割以本ブレーキ；こ的研究目）ブv-c¥'-=f7--lJ一山脇試験

i性

対n -
夫j --( 

良宮沢

ノモグラフ

：土照的？泌lこ於げ 地交流下， i討委，

発および蒸散として地百五からタとわれるl浄水j)!IJ定装置 地表流下埜およ

里子タト土壊のi参透レートおよ

レート測定の予報降水：ほと

ii¥!if!託ヱミ？むこ於げるi多透レート
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3. 林野土壌調査報告

各営林j品管内の経営区土壌l淵査報告は別途刊行されることとなり， No.8からは主として国有林土壌に

ついての研究業績を掲載している。

著者名 題 名

- No. 1ー 昭和 26年 (1951〕 3月

大 正文 :iE i；金 プナ林土壊の研究 （特に東北地方のフーナ林土壌について〉

- No. 2ー 昭和 27年 （1952)12月

子
申店書奇

弘キ｜；釜I] i} J!Ut~i(l'f:J，，）土壌調醐第1報瀬間区の土壌
木i/1長 辺

f夜主
山

敬晃郎 空）前例制土妓調査報告第1報知i侃 早 出J11経営区叫藤沢
石

窪井 F輝四－ :n 高知営材不j土壌調査報告第l報大栃経営区の土壌

- No. 3ー 昭和 28年 （1953) 3月

J本
1ι 彦 j :W－~引：t; f,j;J,,):1：峻l淵ti:：報告；お 1報小川経営区の土岐

下 ILi 

付¥I七it 
松

手τ：早コj 夫男郎1j )ft)l ’F;+U.,l :L上九~tl1t鰍；1.,, 第2桜 川方れ符1，（の ｜』良辺
藤

子
幡崎

幸弘l；盆I] 自）東京帥日木
波 辺

- No. 4ー 昭和 29年 （1954) 4月

木 リ府
キ隆lj 弘夫 } 東京営林局土壌調査報告第4報 大子経営区の土壌

i度 辺

波木 崎
手隆I] 実） ：東京営林J；；）土壊調査報告第5報 世附経営区の土壌

辺

木t目E
崎 l利l金 実｝ 東京蛍林応土液調査報告第6報東京経蛍区の土壌
辺

中本
信旭 長野営林F,;)土岐調査報告第2報与）Iii主営区の土峻

下 111 彦j

- No. 5ー 昭和 31年 (1956) 2月

ill 谷 孝 古森蛍林），，）土i哀調査報告第 1報誌til藍半，（.~南部ヒパH · I ＿岐について

ill 
田谷耕孝一一l可日1 r千E飯内糊真〓第、並害区関の壊 同111 

↑／1: 保 健 一 皿 ー経二営七区の土嬢
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和川市一な夫鰭郎投
開明

- No. 8- 昭和 32年（1957) 2月

大.f!I 
ミヒ ラ形態的t!J:符お

オミ :iE 

手大毛
E交 民｝ 側二l:l:J;iO）校一州

！こj

ff 1/, (pF {1lli) 

fl! 5よ TICRI:s; i去による土筏千I機炭手伝の1-i::況の検討およびその改良法：こ〆丸、て

/1t 
m 日よ ¥ 京i本土壌の二i：取引と化学的性質との関係について見 え j

ィ五 ぞi 諮；と !JJJ 絞め玄ケロム絞法；治定j去について 一一土壌分析へのi:1>m

:¥, 之助 Tironによる殺とチタンの比色定況について 一一土lli分析への応用一一

- No. 9- 昭和 33年（1958) 5月

J！ゐl、 忠｝ 顕倣銃総記ミ；こ る：i：擦の｛iJIザピ 第1毅 それのこi：万三li)f究
久

三L三ユi' 久）
Lj 

三lスギ・とノキのlj¥ijえとごと渓条｛＇！：

；禿 Ht 

！？＼ ｛与2 j正if ~J /]X: 
IB II 利il;fl’尚三：l:llHEti5l誠事ttrnr
ff:! よ七~チ-

オミ 、ιr 

君！i~ JI 本I 脱出l!i引込’f；［ぇ：オ：壊滅況調査報告
長谷川
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河 回

- No. 11ー
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- No. 12ー

l勾 谷 d前才ιー

11.J オ王

- No. 13 -

rr.，鳥
大政正

言jw 知内経営問概況調査報告

昭和 34年 （1959) 2月

弘 森林土機の化学的性質および腐植の形態に関する研究

昭和 35年 （1960) 3月

久 森林土壊の理学的性質とスギ ・ヒノキの成長に関する研究

昭和 37年 （1962) 3月

ヒパ林地帯における土壌と森林生育との関係

盛 土壌の性質とトドマツの成長

昭和 38年 （1963) 3月

忠l赤色土壌の研究 II 
l盗j 九州地方の赤色土とこれにともなう黒色土壌について

木
大

正
正

立
政

- No. 14一昭和 38年 (1963〕11月

嗣l 赤色土の研究 直
隆J 本邦赤色土の生成に関する地質学的ならびに鉱物学的研究
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1 林業試験場本・支・分場・試験地位置図

（昭和 40年現在）
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2 林業試験場本場構内建物配置図
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林業試験場本場構内建物配置図
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く林業試験場長〉

職

要
摘

悶り＼ノ

脚月

刊吋年

口H

月

年

職

在

名

林業試験所長 山林局技師 中公 里子 間 明治38.11. 1～41. 5.14 2. 6 

（空 席） 41. 5.14～41.12.28 7 

山林局技師 白 沢保美 41.12.28～43.11. 1 1. 11 

林業試験場長 // 村 田重治 43.11. 1～45.10.24 1 11 

｜林業試ん技師

松 i皮秀実 45.10.24～大正2. 6.13 7 

白 沢保美 2. 6.13～昭和7.1.29 18. 7 

/,' 藤 岡光 長 7. 1.29～21. 2.16 14. 0 

、北、農文部林技教官官
太田 勇治郎 21. 2.16～22. 7. 5 1. 4 

吉 田 正男 22. ?. 5～25. 3.31 2. 8 

農林技官 長 谷川 孝三 25. 3.31～27. 3.31 2. 0 

農林技官 大政 正｜在 27. 3.31～31. 6.12 4. 2 

農林技官 斎藤美鴬 31. 6. 12～37. 6.15 6. 0 

農林技官 坂 口 勝 美 37. 6.15～ 

く各部 長〉

職

要
古同

期月

刊何年

口μ

月

年

比山

在

名

総務部長 農村、技官 太田勇治目ll nwfn22. 1. 31～22. ?. 5 5 事取扱務

// 吉 田 II二男 22. ?. 5～23.11.10 1. 4 // 

農林事務官 五十嵐達男 23. l l. ]0～24. 9.19 II 

II 飯 山白j 7告 24. 9.1ヲ～27.3. I 2. 5 

II 筒 井敬一 27. 3. 1～29. 8. 9 2. 5 

II 恩 田芳 彦 29. 8. 9～31. 2.21 1. 6 

農林技官 大政 正 隆 31. 2.21～31. 2.23 取事扱務

農林事務官 奥 益 美 31. 2.23～36. 8. l 5. 5 

// 林 毎占＇＜巴、 36. 8. 1～38. 4. 1 1. 8 

// 松村良イ五 38. 4. 1～39. 9.16 1. 5 

II 佐藤松寿郎 39. 9.16～ 

調査 室長 農林技官 辻 イ’丁ー 雄 昭和22.1.31～24.12.31 1. 11 

（空 Rir;) 24.12.31～25. 5.10 4 

II 玉 手三 葉寿 25. 5.10～26. 8. 1 1. 2 

II 内 藤 信行 26. 8. I～28.11. 1 2. 3 

// 茅 野 一男 28.11. I～30. 2.16 1. 3 

// 福森友久 30. 2.16～31.12.16 2.10 

II 内 藤 信 行 31.12.16～33. 6. 9 1. 5 

// 徳本 孝彦 33. 6. 9～37. 4. I 3. 9 

// 三井）11十三 37. 4. I～37. 6. 16 2 

// 橋本 与良 37. 6.16～ 
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5. 8 
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8 

2 

3. 1 

1. 9 

3. 0 

l. 6 

1. 2 

7. 6 

4. ! 1 

9. 4 

6.10 

1. 5 

13.8 

：昭和22. 1.31～23. 7 .22 

! 23. 7 .22～37. 4. l 

37. 4. l～ 

Ir開 払 1.31-22. 7. 5 

! 22. 7. 5～23” 7.22 

23. 7.22～26. 8. l 

! 2る. 8. l～27. 3.31 

I 27. 3.31～27. 6.16 

I 27. 6.16～30. 8. 3 

. 30. 8. 3～32. 5.10 

i 32. 5.10～32. 5.25 

: 32. 5.25～35. 5.31 

! 35.己. 1～ 

BP,和22. 1.31～23. 8.25 

1 払 8.25-24.10.24

i 24.10.24～32. 4.30 

32. 5. 1～37. 4. 1 

37. 4. 1～ 

1.31～31. 6. 12 

31. 6. 12～38. 4.30 

38. 5. l～38. 5.10 

38. 5.10～ 

i昭和26.6. l～26.ふ i

27. 6.16～28. 4. 1 

28. 4. 1～29. 3.31 

29. 3.31～29. 6. 1 

2ヲー己． ：～37. L 1 

37. 4. 1～37. 6.16 

37. 6.16～ 

4.28～2る.12. 1 

26.12. 1～27. 3.31 

27. 3.31～37. 4. 1 

37. 4. 1～ 

；昭和札 4・：～

11昭和22. 1.31～27. 6.1己

i 27. 6.16～31.10. 1 
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北海道支場長

j'f森支場長

秋田支場長

東北支場 長

関西支場長

＇＂＇国支場長

九州支場長

農林技官
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dグ

グ

J毘 林 技 官
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農 林 J支官
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グ
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健
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下

川

井

幡

原

林

柳

石

小

夫

夫

郎

郎

一

二

郎

践

彦

又

照

隆

夫

X

ほ

消

一

哉

夫

郎

郎

彦

人

彰

郎

雄

照

又

郎

哲

正

太

三

政

洲

治

貞

孝

佐

英

辺

住

直

新

貞

折

口

太

太

孝

克

太

美

英

佐

録

谷

田

村

井

本

沢

一

一

本

木

山

井

淵

野

山

伯

倉

沢

本

杉

竹

村

木

藤

井

W

M
井

山

辺

新

川

西

村

松

相

富

島

徳

片

長

鰹

日

片

佐

名

北

島

植

佐

西

徳

後

金

佐

中

長

片

波

泰 ｜昭和22.4. 1～24. 9.30 

五 I 24. 9.30～28. 4. 1 

造 I 28. 4. I～31. 9.30 

康 I 31.10. I～34. 4. 1 

三 I 34. 4. I～37. 4. 1 

進 I 37. 4. 1～ 

昭和22.4. I～24. 9.30 

24. 9.30～27. 3.31 

I 27. 3.31～31. 7.16 

I 31. 7. I日 7.1 

｜昭和22.4. I～22. 4.30 

22. 5. 1～23. 7 .15 

I 23. 7 .16～25. 8. 7 

I 2s. s. 7～27. 8. 15 

I 27. 8.16～2守.6.21 

I 29. 6.21～31. 4.16 

I 31. 4.16～32.10.15 

I 32.10.16～34. 6.30 

'lli"l和34.7. I～38. 5. 20 I 

I 38. 5.20～ ｜ 

｜｜！日和22.4. l～22. 4.30 

I 22. 5. 1～23. 6.28 

i 23. 6.28～23. 7 .15 

I 23. 7. 16～25. 8. 6 

I 25. 8. 7～27. 3.31 

1 …，， rn I 31. 7. 16～37. 4. 1 I 

37. 4. I～ ｜ 

la前日22.12.I～23. 7. 15 i 
23. ? .16～24. 9.29 I 

24. 9.30～27. 3.31 

27. 3.31～29. 6.21 

29. 6.21～31. 4.16 

31. 4.16～34. 7. 1 

34. 7. I～ 

2. 6 

3. 6 

3. 6 

2. 6 

3. 0 

2. 6 I兼務

2. 6 I グ

4. 3 I グ

2. 1 

1 ！ヤ
2. 0 I グ

2. 0 I グ

1.10 1 グ

3. IO I 

I I兼務

1. 0 I 

// 

71兼務

決林技官 ｜拶II下鋼造 ｜昭和22.12.1～23. 7 .15 I 7 I兼務

グ ｜袋輪 iiMl 夫 ｜ 23. 7 .16～24. 9. 29 I 1. 2 I グ
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20. 9.12～22. 1.27 

22. 1.28～22. 3.31 

22. 1. l～23. 3.ヲ
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1民

農林技官

// 

// 

木曽分分場場長
農林技官

// 

く帝室林野局，道庁関係〉

1設

帝室林野局 帝室林野局技師
林業試験場長 ’r 

// 

// 

帝室林林里業子局試験
// 

東京 場長
// 

林業試験場 農林技官
浅川支場

// 

’J 

北海道庁 北 海 道fr技liili
林業試験場長

// 

// 

北北大海教授道兼庁技師

北海道 // 

林業試験場長
北海道庁技師

// 

// 

帝室林野局北海道 帝室林野局技師林業試験場長

名 i在 職 年 月 日j概明｜摘要
外山三郎

松尾安次

木下貞次

渡辺録郎

梅 原 ↑専

名

和国国次郎

佐々木和策

中村賢一郎

中村賢一郎

中村 賢 一郎

長 谷 川 孝三

長谷川孝三

長谷 川 孝三

長 谷川｜孝三

斎藤音作

保科宮城

有田正~
新島普直

// 

石原供三

服 部正相

広 回 実

原 回 ま長

昭和27.9.10～33. 4. I 

33. 4. I～36. 9.30 

36.10. I～ 

昭和29.11. 1～34. 7. 1 

34. 7. I～ 

月

年

職

在

ロμ

大正10.2.16～13. 4. 9 

13. 4. 9～14.12.19 

14.12.19～昭和3.12

昭和 3.12. ～15. !. I 

15. 1. 1～［6.12.28 

16.11.28～22. 4. I 

22. 4. I～23. 8.13 

23. 8.13～24. 5.31 

24. 5.31～25. 3.31 

明治41

42 

43 

45 

昭和 8. I. I 

9. 

15. ～21. 3.31 

21. 4. 1～22. 3.31 

15. 1. I～22. 3.31 

5. 6 

3. 6 

4. 8 

一昨

吋剛刊勺一
期j

3. 1 

1. 8 

2. 

11. 

1.10 

5. 4 

1. 4 

9 

10 

?. 3 

要
摘

兼任

// 

，心得

兼務

* 

警本項は昭和22年林政統一以前の帝室林野局と北海道庁の人事と浅川支場当時の人事を掲記した。
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6 予算の推移

年 次 予算攻 IIk 分 予算額 ｜ 制II

223,045円｜林業試験場官制公布

83,200 I 

139,845 I 

考

大正il年 J休 業試験場

｛卒 他河判

事業 ］1!:

ug和19年 決 商 各 275,985 経常部

5昔 支 金 5,264g_ 

時刊誌鵠i
323,355円

農商臨時行政諸］l/: 386,411 
19,056 
3,300 

森林治 7Kl_Jr.業費 125,805 40,700 

諸新営及修繕 ］'J: 19,955 。
f昔 支 LU 金 70,635'.'_l_ // 

884,056互主

昭和20年 農 商 各 255,980 経常部

3音 支 出 f立 6,588 // 

林 業振興 ＇／＇（ 541,739 臨時官官

臨時諸要務 1'< 18,899 ,¥ 

災 害 防止林業諸氏 122,310 // 

諸新営及修 終決 38,638 // 

政府l隊員臨H寺給与 457,758 // 

臨時諸支／＼＇，金 117,985 ,¥ 

1,559,889 

昭和22年 固有林野事業 1'( 46,018,743 1＊本政統一，国有林野事業特別会計となる。
A品」ヒ 理 ,j'{’ 5,873,000 ！林業試験場庁舎復旧費 502,3聞は別途

林業試験場校 27,026,000 戦災復興院計上

Z昔 支 出 金 13,119,743 

公共事業費 一般会計

公共事業費 1,643,411 

47,662,154 

昭和23年 国有林野卒業費 122,954,027巨土

4’1=1 ．竺 理 !/'J: 3 , 695 , 349~土

J休業試験場資 94,736,274Q.!_ 

きn忽臼 支 出 金 24,522, 403~ 

:J 
－ 

国有林里子事業費

管理費
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林業費
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年次

昭和26年

昭和35年

昭和36年

予算項目区分

国 有 林 野 事 業費

管 理 費

産業経済 i~t

農 林 業 'J'I’ 

林業試験場

固有林野事業費

管 理 賀’

造林その他事業'J'I:’

iオ＋業i私試験場立運営；1'i: 

管 理 'J':i:’ 

事 業 1'1:’ 

林業試験場運 営費

自2究有附費林古屋事望書草
研国 IDf事業費

昭和時 ｜林業試験場運 営責

盟Z究有関費林 if空襲E
IDr事業費

言ト

昭和38年
林業事評系車

研特国別立究 究促進調整'J~’
農林水産業技術振興資’

固有林野事業費

昭和田年 ι｜ 科研特国業立究別試験関場原子運力営試験費

機研費究促進調整111:’

農林水産業技術振興'fl’
土地調査費

固有林野事業費

3ヲ888,053

154,595,844 

179,230,800 

3,947,000 

1,050,000 

2,897,COO 

183,177,800 

479,216,000 

3,850,0CO 

77,048,000 

13,419,0CO 

63,629,000 

560,114,000 

山

421-

考 ｛出l

風j同設備工事 1,601,700円を実行

東北支場j十合研究室新営80,055,000円は別

途農林水産業技術振興賀’に計上

1,871,000 20,671,0CO円は別途農林水産業技術振興貰’

2,555,000 lこ計」二。

67,861,000 

616,518,000 

631,396,000 リグニン高j王実験室新営等特別研究施設費

141,000 1,350,000円及び四国支場研究室新営等ー

2,272,000 般施設!lS:’46,477,OCO円は別途農林水産業

63,123,000 技術振興111:’に計上。

696,932,000 

708,703,000 

3,777,000 

117,000 

（峨他四間実工験事室等庁新を舎含営陥，む九。州新支築場研そ究例室也新工事営そ，防の92,387,000 

65,579,0CO 

870,563,0CO 

802,763,0CD 内人件費 592,078,000円

4,532,000 

6,273,000 

50,783,000 ! l実済関験西支室場新庁研営よ究工室事支等新出営を工含任事経む， 九州、｜支場冷凍
611,000 経企画り委賀’

66,878,COO 

931,840,COO 
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7. 施設推移表

く昭和20年 5月24日空襲により焼失の建物等 （林業試験場本場〕〉

草
血
H

4
4，
 

分区途用物建問
同種 造 ｜取得年月日 ｜品ゐ｜価格

事務所建 庁 舎 木造瓦葺平家建 大正 6.3.26 71 : 71坪 5,102円

合製材試験室 木造波形スレート葺平家建昭和15.3.31 51 : 51 13,413 

林 産加 工 室 木造セメント瓦葺平家建 16. 3.30 24 24 2,656 

木材強弱試験室 木造瓦葺平家建 18. 3.31 32: 32 6,784 

実 験 室 // 大正 7.11 .28 72: 84 9,874 

試 験 室 // 9. 3.21 77: 77 17,963 

木炭瓦斯試験室 木造スレート瓦葺平家建昭和 4. 8. 8 58: 58 9,930 

木材工芸試験室 木造鉄板葺二階建 5.12.10 74 : lCO 6,330 

治水実験室 木造瓦葺平家一部地階 11.12.21 62: 62 8,722 

林産製造作業室 鉄筋コンクリート造平家建 12.10. 2 24: 24 5,976 

集 材研究 室 木造セメント瓦葺平家建 13. 3.20 60: 79 9,800 

木材繊維研究室 木造屋根石綿スレート 13. 3.20 98 115 16,219 

日長平家建

理化学試験室 木造瓦1:i：平家建 （大正 7 2.18 54: 54 10,071 
7. 1.27 24・24

標 本 置 場 木造瓦及鉄板葺二階建 明治41.3.31 108 186 14,506 

標 本 主，ムー． 木造瓦主［二階建 35. 3.10 66 120 7,180 

λJと司 i昆 器ー 室 鉄筋コンクリート造平家建昭和 9.9.26 6: 6 1,110 

雑屋建 治水実験室附｝／！＼便所 木造鉄板ff平家建 11.12.21 3: 3 547 

グ 附属渡廊下 // 11.12.2[ 2: 2 99 

// 附属物置 木造波形スレートti：平家建 15. 3.30 24 24 3.661 

便所及渡廊 下 木造瓦主主平家建 18. 3.31 6: 6 1,662 

誤リ 候 室 木造格付鉄板葺 大正 6.3.26 9: 9 1,672 

宿直室及小使室並物置 木造瓦葺平家建 明治34. 1.10 27 : 27 1,110 

電気乾燥試験室 木造石綿板葺平家建 大正［5.12.6 32: 32 6,53[ 

j度 廊 下 木造鉄板葺平家建 Belf日3.3.13 1: 1 272 

ポ ンプ置場 木造生子鉄板葺平家建 3. 3.28 7 : 7 330 

ベニヤ製造及合板試験室 木造スレート葺平家建 10.11. 6 89: 107 6,953 

I/ 附 属便所 // 10.11. 6 2: 2 253 

// 附属渡廊下 木造鉄板葺平家建 10.11. 6 2: 2 123 

材料倉庫附属渡廊下 ’J 
11.12.21 6: 6 454 

木材乾燥室附属渡廊下 // 11.12.21 5・5 349 

治水実験室附属物置 木造波型鉄板葺平家地階付 13. 3.31 24・24 3,208 

木渡材廊繊下維研究室附属fl 木造鉄板葺平家建 13. 3.20 1; 1 97 

木造スレート葺平家建 15. 3.30 3; 3 385 

塗 装 室 木造鉄板葺平家建 [3. 3.23 l5: 15 261 

林産加工室附属波廊下 木造i皮型スレート葺平家建 16. 3.30 1; 1 180 

松脂製造研究室 木造厚型スレート葺平家建 15. 3.15 32: 32 4,455 

昆虫飼養室 i木造瓦軒家建
（大正元 10.8 20 20 2,286 

15. 3.25 2: 2 130 
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篠木 材置場

ドラフト

蒸溜室

石炭 i置場

簡易乾燥装澄

石炭 5霊場

ベニヤ 製造装援

合奴製造装置
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迭粒炭焼成装置

活性炭製造装援

工作物
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種目げーペ構 造 ［取得年月日 ｜ι創価 格

雑工作物 抄紙試験装置 昭和14. 1.31 9,425円

砕木パルフ。製造装置 15. 2.19 6,132 

薬波注入装置 15. 3.30 15,451 

雑機械器具 磨滅試験機 3. 2.12 1 1,130 

30ton耐圧試験機 3. 3.31 5,840 

通 装 置 大正13.10. 1 1,763 

く昭和20年 5月24日空襲による焼失をまぬがれた建物 （林業試験場本場〉〉

北
円

4
，々分区途用物建白

日種 造 ｜取得年月日！数 量｜価 格
I IC建坪延坪）｜

円

事務所建 生理研究室 鉄筋コンクリー卜造平家建昭和 9.9.26 36: 36 3,199,888 

造林研究室 鉄筋五I!コンクリート造二 3. 3.13 22 48 1,757,453 
｜浩 一部地階及び三階

電樹 病話 研交 究換 室室 鉄筋コンクリート造 9. 9.26 40: 61 5,413,140 

菌類標本室，物置 鉄び木筋コンクリ ート造及 17. 2.14 33 65 1,430,767 
造二階建

菌類研究室 鉄筋コンクリート造地階付 12. 7 .17 60: 121 8,524,378 

昆虫研究室 木造瓦ti：て平家建（地下室付） 16. 3.30 28: 43 1,508,235 

保保設護部部事長務室室 木造瓦主主平家建 大正 9.10.8 28 28 686,928 

芸ロp品’ 務、 J3r 木造瓦ff平家主u 昭和118. 21 24 211.414 

1鳥.・H次獣第標2研本究 室室 木造セメント瓦ft：平家建 13. 3.25 101 104 3,753,172 

図 書 館 鉄家筋建コンクリート造平 1 l. 8.10 60 120 3,810,266 
l也｜情付

樹病研究室 鉄筋コンクリート造平家建大正10.7. 6 12: 12 202,769 

昆虫研究室 鉄家筋建コンク階リート造平 13 .10.23 38: 43 832,538 
一部 地 付

雑屋建 物 置 竹筋コンクリート造平家建昭手口13.2.16 3: 3 55,230 

物 置 鉄筋コンクリート造平家建 9. 3.31 3 3 11 6，ヲ64

物 置 鉄筋造及平び竹家筋建コンクリ 13. 5.28 12 12 153,156 
ート

製 ヰオ
主炉＿＿.＿＿ 木造トタン葺平家建 13. 2.24 42 42 447,685 

娯 楽 室 木造瓦葺平家建 明治34.1.10 36 36 782,632 

倉 庫建 種子貯蔵庫 練瓦造穴倉平家建 41.12. 9 6 6 4,961 

住宅建 宿 舎 木造問ス ー 寸 百 和19. 1.13 24 24 155,544 

宿 舎 木造波型スレート葺平家建 16. 3.30 24: 24 155,544 



425 

格側i

5,725，之さ之

2,680,75! 
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建物用途区分 中毒 造 ｜ト附取附鵬得俳専年月日協 量引［ 価 格
（ 目延坪）

鉄木一造筋一コンクリート二階一
坪 円

昭和32年 R I 実験室
階建

3.30 32: 63 6,381,829 

// 付属機械室 モルタノレ仕上 3.30 6: 6 267,170 

強度研究室 鉄筋コンクリ ー ト二階建 3.30 50・70 7,829,256 

昭和33年 rlill. 室 鉄骨造ガラス張 3.30 16・16 594,522 

恒 i昆昆虫飼育室 ブロック造 3.30 10: 10 522,136 

r 線実験室 鉄筋コンクリート一部ブ 9.25 24・24 3,086,337 
ロック二階型

木 炭実験室 鉄骨造波スレート葺 3.30 52: 52 1,485,822 

l昭和34年 日長 処 理 室 鉄筋造 3.31 1 0・10 686,662 

高圧実験室 コンクリ ートブロッ造ク造
平家建一部屋根鉄’骨

3.31 15・15 1,095,795 

材 質改良実験室 補ク造強コンクリートブロッ
平家建

3.31 23: 23 1,715,133 

昭和35年 R I 機械室 木造瓦棒鉄板葺 3.25 7・7 310,507 

R I ガラス室 鉄骨造ガラス張 3.25 10・10 628,164 

リグニン資料調整室 木造鉄板葺平家建 3.31 12 12 175,150 

昭和36年 R I 準備室 鉄造筋ク造鉄及平板コンクリートブロ 3.28 22: 22 1,573,100 
ツ 家葺建

研 修 室 木 二階建 3.28 40: 50 2,305,750 

昭和37年｜ リグニン高圧実験室 木造スレート喜平家建 12.2J 21 21 620,000 

昭和3吋防蛾実験 室 木造一部鉄’自’造鉄板葺 11. 5 39: 39 1,995,000 

吋耐 火実験 室 側コンクリー ljj'f iJZ*~I 3. 9 7 : 7 1,180,000 

ガラス室 鉄骨造ガラス張平家建 8. 8 17 : 17 1,165,386 

注：価格について

昭和35年度以前取得のものについては，固有財産法施行令第23条にもとづき価格改訂をおこなった。
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8. 特許・実用新案・意匠

材、然災警告、JjJの研究成llミ；こよってもお午，災月］議1；祭fよど[ii:if務しくはi臼綴＇I＇のものは；えのとおりである（ 40.S'i'UJつ

1. オミ炭精練度の決定法

特許番号第 198666-lラ（紹和28年〉，考案者岸本定吉，古 谷 関（林産化学部〉

2. 連続式活性炭製造用’芯気：炉

特許番号第 189206-l手，（llP,;f日26年）， 浄水定書（林度化宇部〉

3. 竹を原料とする活性炭の製造法

特許番号第 210765号（昭和30今三〉，考案す三宅 ~（造林訟の，杉；市銀治（：持；j_I変化学部）

4. キノコ類の：怒蔚移級殺絡方法

特許：言寄与子第 213698l:子（昭和30－￥），考案審 i汲水竹郎（ブリ！？支場宮11時分Yifh")

5. 木簡；夜の処理法

特定i：零号第 238642号（昭和33年入 岸本定王宮，杉浦銀i合， it谷潟lj(;r.j;j_I主化学部）

6. 木炭の製造法

J持活忍主子第 231088－号（昭和32fF），考案者岸本定方，杉；ill 銀治（林EI化学部〉

7. /l;i:）泌護色幼から Sーグアンアズレンを製造する方法

特許番号第 353698号（昭和134年〕，考案者宮 昨年 信（；付；産化学部）

8. 木炭粉！求型装鐙

特許番号第 257841号（昭和34年），考案者 fi：本定古ラ杉浦銀治（林産化学部〉

9. 経菜きなる炭素を主成分とする成型炭製造法

特許番号第 2580的号 CllB手口3MF〕，考案者岸本定吉（;j;;j;jlg化学部）

10. サノレファイトテルペン泊の処理法

特許怒号第 240999号（昭和33年），考案者開設健次郊（林E変化学部）

11. リク、、ニン又；土リグニン含有物質よりブェノール類を製造する方法

特f>・H委主子 第 425243サ（昭和3吉年），考案者榊 m 彩（林産化学部）

12. 森；位、容!hの細胞質型多角｛科長ウイルス{r主成分とする殺虫剤の製造方法

特許若手号第 443379号（昭和40王子入考案者ノト Ill良之助（保護部）

13. とした硬質成7杉本却の製造方法

特許君子号第 425244号 CI昭和39，手入考案者潟村慾労（林産化学部）

14. ！往茸穏駒移椛｝有穿干し器

実用新案悉号第 433914i予（昭和30fF)，考案者 ifnl. 71< 竹別（九州、i文；場宮続分場〉

15. H；：符滋駒移植用穿孔器

実用新案護子」号 ff.~ 433915号 (l昭和30fF入考案者 滋 7J＼竹良I]（九州支場’夜1uir分場）

16. 主(I林照槌穴掘機

tf.1 756982号 Cf昭和40Jf), 111 ）！各三平（機械化部）
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17. 傾斜計

立匠登録登録番号第 230493号（昭和38年入考案者斎藤敏彦，石橋泰彦（機械化部j

実用新案登録番号第 766936号（昭和40年入同上

18. 線部を含む他物体の枯殺方法

特許番号 :w;300443号（昭和37年），考案者三 宅 勇（造林郁）

19. Ire:硫酸ノξノレフ3廃液より リグニンを沈澱採取する方法

特許出版i中，考案者榊 原 彰（林産化学部）

20. 木材の繊維走向の測定法

特許出願中，考案者加納 孟，斎藤久夫（木材部）
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編集を終 え て

昭和40年は林業試験場が目黒のこの地に看板をあげてから丁度60年目にあたるので，人の

一生においても，還暦祝がおこなわれるように，お祝いの行事をおこなおうではないかと昨

年の始めから話が出ていた。他の行事は 40年度に入ってからでも企画できるが，出版の方は，

少なくも 1か年は必要であろうということで，調査室の刊行室が事務局になり，各部より 1

名宛の委員を選出し，昭和39年 11月30日に第 1回の集まりをもった。

編集委員の構成は下記の通りである。

委員長 橋本輿良（調査室）

副委員長 草下正夫（造林部〉

委 員 鈴木仙三郎（総務部〉

委員

委員

委員

委員

委員

委員

野村 勇（経営部）

山田房男（保護部〉

難波宣土（防災部）

原田 洗（土壌調査部）

堀池 清（林産化学部〉

松本庸夫（木材部〉

刊行について，いろいろ意見もでたが，最終的には，研究の歩みに主体をおいた林業試験

場の60年史と，これとは別に諸先輩の方々にお願いして，林業試験場の思い出を刊行する こ

ととし7こ。

本書の執筆は，沿革等については総務部で，研究分野は関係の各部にお願いすることにな

った。沿革等全般事項は，鈴木委員が執筆とりまとめたが，研究分野については，各部ごと

に多くの方々の手を煩わして執筆されたものを， それぞれの委員が調整することとしたもの

である。

古い資料や文書が戦災によって失われていることが一番の痛手であり ，もっ とも苦労した

ものである。最終的に全体としての調子を合せるために根本的に改変しなかったことと 1年

前に始めても，結局は，追い込まれてしまって欠点も多く，読みづらいことをお詫びする次

第である。

本書にとり入れた写真の収集は，すでに故人となられた方の家族を含めて 旧職員の方々の

ご厚意によるものが多く ， ここに深くお礼を申しのべます。各執筆者には，半ば強制的に

無理をお願いしたにもかかわらず，研究の貴重な時間を割いて終始熱意を以て執筆にあたら

れ，また，編集委員各位には欣然と協力していただき p 本書の誕生に努力していただきま し

たことを心から感謝申します。
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おわりにのぞみ，満足すべき出来とは申されないが， 明治以来の目ま ぐるしい変転の中に

あった，林業試験研究のあゆみを，かえり見た本書が， これからのーそうの発展のために，

資料として広く各方面に活用されれば幸いである。

昭和 40年 11月 1日

編集委員長 橋本興良



昭和 40年 10月20日印則

昭和 40年 11月 1日発 行

林業試験場六十年のあゆみ

襲警 農林省林業試験場

東京都目黒区下目黒4の770

包括（711) 5 1 7 1 

印刷 有限会社千代田印刷
東京都千代田区神国三崎町2の3






